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特
集

巻
頭
言

観
光
を
学
ぶ
とい
う
こ
と
…
第
26
回

立
教
大
学
観
光
学
部
交
流
文
化
学
科 

千
住
ゼ
ミ

千
住 

一（
立
教
大
学
）

【
研
究
懇
話
会
】

観
光
は
国
民
の

「
インフ
ラ
」た
り
得
る
か
？

家
田 

仁（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
／
東
京
大
学
）

森
と
ウェルビ
ー
イン
グ

熊
谷
嘉
隆（
国
際
教
養
大
学
）

わ
た
し
の
1
冊
…
第
37
回

『
リッツ・カ
ールトン
が
大
切
に
す
る

サ
ービス
を
超
え
る
瞬
間
』

仲
田
道
弘（
や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構
）

連載

誰が本当の
顧客か
～富裕層依存から
“関与”視点への転換～
福永香織（JTBF）

特集 1

特集 2

特集 3

特集 4

インバウンド
高付加価値旅行者の
消費行動と意識・価値観に
関する考察
―DBJ・JTBF アジア・欧米豪
訪日外国人旅行者の意向調査
2025年度版の結果より―
柿島あかね（JTBF）

オーストラリア・
香港・中国に
おける
高付加価値
旅行者の
最新潮流　
アリソン・ロバーツ・ブラウン
（Tourism Garden）
清水泰正
（インバウンド戦略研究所）
劉瀟瀟（中国若者富裕層
ビジネスコンサルティング）

唯一無二の
「体験価値」を創造する
～高付加価値で旅行者を魅了する
5つのアプローチ～　
田澤麻里香（KURABITO STAY）
井口智裕（ryugon）
鬼木翔平（Tale Navi）
山根 樹（Discover Noh in Kyoto）
曽根文子（曽根造園）／
山﨑麻己子（放我庵）

視座

山田雄一（JTBF）

高
付
加
価
値
観
光
の

必
須
条
件
。

地
域への
愛
と
誇
り
。

城
福
健
陽（
運
輸
総
合
研
究
所
）

高い
付加価値を
得るとは、

どういうことか

高
付
加
価
値

観
光
の

本
質

高
付
加
価
値

観
光
の

本
質

November
2025

【
特
集
】
高
付
加
価
値
観
光
の
本
質

N
ovem

ber 2025
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　観
光
庁
は
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
を
「
単
に
一
旅
行

当
た
り
の
消
費
額
が
大
き
い
の
み
な
ら
ず
、
一
般
的
に
知

的
好
奇
心
や
探
究
心
が
強
く
、
旅
行
に
よ
る
様
々
な
体

験
を
通
じ
て
地
域
の
伝
統
・
文
化
、
自
然
等
に
触
れ
る

こ
と
で
、
自
己
の
知
識
を
深
め
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョン
を

得
ら
れ
る
こ
と
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
」と
定
義
し
て

い
る
。
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
獲
得
は
、
旅
行
者
数
を

抑
制
し
つ
つ
単
価
を
増
や
す
こ
と
で
、
地
域
へ
の
負
担
を

軽
減
し
な
が
ら
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
さ
ら
に
地

域
と
旅
行
者
の
相
互
理
解
の
増
進
に
貢
献
す
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。

　本
特
集
で
は
、
こ
れ
ま
で
実
態
が
不
明
瞭
だ
っ
た
高
付

加
価
値
旅
行
者
層
の
量
的
・
質
的
な
把
握
に
注
力
し
た
。

さ
ら
に
、
同
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
造
成
さ
れ
た
体
験

コ
ン
テ
ン
ツ
の
具
体
的
事
例
を
取
り
上
げ
、
今
後
の
課
題

と
展
望
に
つ
い
て
考
察
す
る
。



城福健陽
元京都府副知事、運輸総合研究所特任研究員

(じょうふく・たけはる)1988年3月京都大学経済学部卒業。運輸省入省以降、JNTO
（ニューヨーク事務所）次長、経済産業省商務情報政策局参事官（観光・集客サービ
ス）、国土交通省総合政策局交通支援課長、航空局参事官（近畿圏・中部圏空港、関
空・伊丹・神戸空港コンセッシ担当）、総合政策局公共交通政策部長、海事局次長、運
輸安全委員会事務局長等。2015年～2018年京都府副知事。2023年5月より現職。

高付加価値観光の必須条件。
地域への愛と誇り。

　
2
0
0
8（
平
成
20
）年
、経
済
産
業
省
の
観
光
・
集
客
サ
ー
ビ
ス
担

当
参
事
官
と
し
て
、高
品
質
で
本
物
の
和
の「
も
の
・
こ
と
」を
提
供
す
る

日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
と
、自
家
用
飛
行
機
で
世
界
中
を

飛
び
回
る
ジ
ェ
ッ
ト
セ
ッ
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
ト
ッ
プ
エ
ン
ド
を
含
む
ハ

イ
エ
ン
ド
富
裕
層
を
顧
客
に
も
つ
欧
・
米
・
豪
及
び
ア
ジ
ア
の
コ
ン
シ
ェ

ル
ュ
ジ
ュ
企
業
な
ど
海
外
招
待
バ
イ
ヤ
ー
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

の
Ｊ
Ｌ
Ｔ
Ｆ（Jap

an
 L
u
xu
ry T

ravel F
o
ru
m

）を
立
ち
上
げ
、日

本
で
初
め
て
東
京
、京
都
、金
沢
で
商
談
会
を
開
催
し
た
。当
時
は
、伝
統

産
業
、宿
泊
事
業
、ア
ー
ト
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ホ
ル
ダ
ー
、京
都

市
、石
川
県
な
ど
、一
部
の
主
体
者
以
外
で
は
、こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の

理
解
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
が
、Ｊ
Ｌ
Ｔ
Ｆ
で
の
気
付
き
も
踏
ま
え

た
一
部
の
主
体
者
の
積
極
的
な
取
り
組
み
も
あ
っ
て
、お
よ
そ
20
年
を

経
て
よ
う
や
く
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
提
供
さ
れ
る
高
付
加
価
値
観
光
の

重
要
性
が
認
識
さ
れ
、国
の
政
策
で
も
重
要
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
、少
子
高
齢
化
、人
手
不
足
の
社
会
構
造
と
、大
量
消
費
・
生
産

や
新
規
投
資
の
困
難
性
な
ど
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
の
限
界
も
踏
ま
え
れ
ば

当
然
で
あ
り
、遅
き
に
失
し
た
感
は
あ
る
が
、同
慶
の
至
り
で
は
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、高
額
消
費
観
光
と
高
付
加
価
値
観
光
と
の
混
同
が
散

見
さ
れ
る
ほ
か
、生
産
性
が
高
く
、持
続
可
能
な
観
光
の
た
め
最
も
重
要

な
高
付
加
価
値
観
光
の
究
極
の
源
泉
に
つ
い
て
関
係
者
が
的
確
に
理
解

す
る
段
階
に
至
る
に
は
、未
だ
道
半
ば
で
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。

　
特
別
な
体
験
等
に
は
高
額
支
払
い
も
厭
わ
な
い
ハ
イ
エ
ン
ド
富
裕
層

の
観
光
行
動
は
高
額
消
費
観
光
が
そ
の
特
徴
で
は
あ
る
が
、高
額
消
費

観
光
は
高
付
加
価
値
観
光
と
同
義
で
は
な
く
、高
付
加
価
値
観
光
の
一

つ
の
結
果
で
あ
る
。

　
高
付
加
価
値
観
光
の
実
現
に
は
、「
も
の
・
こ
と
」の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
の

価
値
に
付
加
的
な
価
値
が
付
け
加
え
ら
れ
、さ
ら
に
、こ
れ
に
対
す
る
相

応
の
対
価
支
払
い
が
顧
客
の
納
得
感
を
得
て
満
足
を
も
た
ら
す
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、そ
の
結
果
と
し
て
持
続
可
能
と
な
り
、か
つ
、高
額
消
費

観
光
に
も
つ
な
が
る
。

　
J
L
T
F
の
知
見
で
は
、ハ
イ
エ
ン
ド
富
裕
層
は
、高
品
質
な「
も
の
・

こ
と
」を
享
受
す
る
こ
と
は
日
常
・
非
日
常
で
普
通
の
こ
と
で
あ
る
た

め
、特
別
な
体
験
を
目
的
と
す
る
旅
行
も
普
通
で
あ
り
、こ
れ
ら
は
通
常

の
満
足
度
の
範
囲
で
あ
る
。よ
り
高
い
満
足
度
は
、彼
ら
が
日
常
・
非
日

常
で
享
受
す
る
高
品
質
・
高
額
の「
も
の
・
こ
と
」の
価
値
を
超
え
た
付
加

的
な
価
値
が
、通
常
で
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
、感
性
・
精
神
性
も
含

め
た
知
的
な
欲
求
の
充
足
を
も
た
ら
す
場
合
に
初
め
て
達
成
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。こ
の
知
的
な
欲
求
充
足
の
ニ
ー
ズ
は
、歴
史
・
伝
統
や
精
神

性
へ
の
知
的
欲
求
の
高
い
顧
客
の
多
い
国
、誰
も
知
ら
な
い
エ
ク
ス
ク

ル
ー
シ
ブ
感
・
特
別
感
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
高
い
顧
客
の
多
い
国
な
ど
、

国
ご
と
に
一
定
の
傾
向
は
あ
る
が
、高
付
加
価
値
旅
行
は
知
的
な
欲
求

を
充
足
す
る
こ
と
で
自
己
実
現
の
充
実
を
図
る
た
め
に
志
向
さ
れ
る
。

　
日
本
の
全
国
各
地
域
に
は
、豊
か
な
四
季
等
の
自
然
環
境
の
中
で
、長

い
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
日
本
に
固
有
で
地
域
固
有
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
の「
も
の
・
こ
と
」の
資
源
が
既
存
の
み
な
ら
ず
潜
在
し
て
お
り
、特
に

歴
史
・
文
化
が
相
違
す
る
海
外
顧
客
か
ら
見
れ
ば
、そ
れ
ら
は
、希
少
・
ユ

ニ
ー
ク
・
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
、知
的
な
欲
求
を
充
足
す
る
高
付
加
価
値
た

り
う
る
資
源
で
あ
り
、高
付
加
価
値
観
光
は
、全
国
各
地
域
で
具
体
化
の

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、そ
れ
ら
の
既
存
・
潜
在
の
地
域
の
資
源
の
活
用
を
含

め
た
観
光
が
、持
続
可
能
で
地
域
に
裨
益
す
る
高
付
加
価
値
観
光
と
し

て
成
立
す
る
に
は
、高
付
加
価
値
に
相
応
す
る
対
価
の
支
払
い
に
見
合

う
顧
客
の
満
足
度
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
顧
客
の
知
的
欲
求
を
満
た
し
、相
当
程
度
の
価
格
の
支
払
い
に
見
合

う
満
足
度
を
確
保
し
、持
続
可
能
と
す
る
た
め
に
は
、「
も
の
・
こ
と
」の

ソ
フ
ト
の
価
値
の
源
泉
で
あ
る
歴
史
及
び
歴
史
と
一
体
の
伝
統
文
化
・

慣
習
と
い
う
背
景
へ
の
顧
客
の
興
味
・
知
識
要
求
を
充
足
し
、顧
客
の
納

得
感
・
満
足
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。併
せ
て
、こ
の
納
得
感
・
満
足

の
検
証
を
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ホ
ル
ダ
ー
の
自
己
評
価
で
は
な
く
、第
三
者
の

客
観
的
評
価
で
行
う
こ
と
が
重
要
で
必
要
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、「
も
の
・
こ
と
」の
歴
史
・
文
化
背
景
を
、地
域
の
歴
史
・
文
化

と
、そ
の
根
幹
で
、そ
れ
を
生
み
出
し
た
日
本
の
歴
史
・
文
化
の
、双
方
か

ら
説
き
起
こ
し
、正
確
か
つ
客
観
的
な
知
的
情
報
と
し
て
提
供
す
る
こ

と
で
、こ
の
知
的
情
報
を「
も
の
・
こ
と
」の
存
在
に
客
観
的
か
つ
不
変
で

絶
対
的
な
価
値
と
し
て
付
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、今
後
の
高
付
加
価
値
観
光
の
成
否
は
、に
わ
か
仕
込
み
で
な

い
本
物
の「
も
の
・
こ
と
」の
地
域
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
、背
景
に
あ
る
地

域
と
日
本
の
歴
史
・
文
化
の
知
的
情
報
を
、地
域
の
歴
史
と
伝
統
・
文
化

へ
の
愛
情
と
誇
り
を
も
っ
て
、正
確
か
つ
客
観
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト

す
る
こ
と
で
、顧
客
の
知
的
な
要
求
を
充
足
さ
せ
、知
的
感
性
に
響
か
せ

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、高
付

加
価
値
観
光
の
推
進
の
た
め
に
は
、是
非
と
も
理
解
い
た
だ
け
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。
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誰
が
本
当
の
顧
客
か

〜
富
裕
層
依
存
か
ら〝
関
与
〞視
点への
転
換
〜

インバウン
ド

高
付
加
価
値
旅
行
者
の

消
費
行
動
と

意
識・価
値
観
に

関
す
る
考
察

―
D
B
J
・J
T
B
F

ア
ジ
ア・欧
米
豪

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

意
向
調
査

2
0
2
5
年
度
版
の

結
果
よ
り
―

唯
一
無
二
の「
体
験
価
値
」を
創
造
す
る

〜
高
付
加
価
値
で
旅
行
者
を
魅
了
す
る
5
つ
の
アプロ
ー
チ
〜

高付加価値観光
本質

機関誌

目次

第 号

観光を学ぶということ

わたしの1冊

第26回

第37回

千住 一（立教大学観光学部交流文化学科教授）

城福健陽
（運輸総合研究所特任研究員）

仲田道弘（公益社団法人やまなし観光推進機構理事長）

『リッツ・カールトンが大切にする
サービスを超える瞬間』
高野登 著／かんき出版

立教大学
観光学部交流文化学科

千住ゼミ
「映えない」ゼミを運営し続ける拘り

  高付加価値観光の
必須条件。

地域への愛と誇り。

【巻頭言】

特
集

福
永
香
織

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部
主
任
研
究
員
）

柿
島
あ
か
ね（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
上
席
主
任
研
究
員
）

オ
ースト
ラ
リ
ア・香
港・中
国
にお
け
る

高
付
加
価
値
旅
行
者
の
最
新
潮
流

高い
付
加
価
値
を
得
る
と
は
、

ど
うい
う
こ
と
か

山
田
雄
一（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長
）

家
田 

仁（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
特
別
教
授
、東
京
大
学
名
誉
教
授
）

熊
谷
嘉
隆（
国
際
教
養
大
学
理
事
・
副
学
長
・
教
授
）

第
１
回

観
光
は
国
民
の「
インフ
ラ
」

た
り
得
る
か
？

第
2
回

森
と
ウェルビ
ー
イング

ゼミを通して見る大学の今

267

①②③
オ
ースト
ラ
リ
ア
か
ら
の
高
付
加
価
値
旅
行
者
を
惹
き
つ
け
る
に
は

ア
リソン・ロバーツ・ブ
ラ
ウン（Tourism

 G
arden

代
表
）

香
港
人
の
合
理
的
思
考
と
訪
日
旅
行
ト
レン
ド

清
水
泰
正（
インバウン
ド
戦
略
研
究
所（
合
同
会
社m

inou

）代
表
社
員
）

中
国
の
高
付
加
価
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光
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1

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織

表 1 各機関による旅行者の分類や旅行のトレンド先
で
支
出
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。
富
裕
層
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
重
要

な
の
は
旅
行
者
の
支
出
と
連
動
す
る「
関
心
」

の
所
在
と
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
を
探
る
上
で

整
理
し
て
お
き
た
い
の
は
、
心
理
学
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
分
野
で
研
究
さ
れ
て
き
た

「
消
費
者
関
与
」
の
概
念
で
あ
る
。
こ
の
概

念
は
特
に
1
9
5
0
年
代
頃
か
ら
研
究
が
進

み
、
広
告
の
分
野
や
旅
行
行
動
の
分
析
等
に

も
応
用
さ
れ
て
き
た（
5
）。「
関
与
」
と
は
、

あ
る
対
象
へ
の
個
人
の
こ
だ
わ
り
や
重
要
度

の
こ
と
で
あ
る
。例
え
ば
旅
行
に
お
い
て
は
、

関
与
が
高
い
ほ
ど
自
己
実
現
や
知
的
好
奇
心

を
満
た
す
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
自
分
で
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
源
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
情
報

収
集
を
す
る
た
め
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を

好
ま
ず
個
人
手
配
の
傾
向
が
強
く
な
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
体
験
を
積
極

的
に
発
信
す
る
傾
向
も
強
い
と
さ
れ
る
。

　一
方
で
関
与
が
低
い
ほ
ど
、
旅
行
は
心
身

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
も
の
と
し
て
捉

え
、
旅
行
の
計
画
に
労
力
を
か
け
る
こ
と
を

望
ま
な
い
た
め
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
や

オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
リ
ゾ
ー
ト
を
好

む
傾
向
が
強
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自

分
の
体
験
を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
は
あ

ま
り
し
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

  

「
関
与
」に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
が
、

旅
行
形
態
の
選
択
に
は
「
永
続
的
関
与
」
や

「
状
況
的
関
与
」
が
関
係
し
、
そ
の
測
定
に
向

け
た
既
往
研
究
や
そ
の
課
題
が
整
理
さ
れ
て

い
る（
6
）。「
永
続
的
関
与
」
は
個
人
の
趣
味

や
価
値
観
に
根
差
し
た
長
期
的
・
安
定
的
な

関
心
で
あ
り
、「
状
況
的
関
与
」
は
新
婚
旅

行
な
ど
特
定
の
状
況
の
た
め
に
一
時
的
に
高

ま
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　ま
た
、「
関
与
」の
軸
と
意
思
決
定
の
軸（
思

考
／
感
情
）
を
か
け
合
わ
せ
た
分
析
軸
に
、

現
代
の
旅
行
の
要
素
（
デ
ジ
タ
ル
、
S
N
S
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
等
）
を
加
え
た
研
究
な
ど
も

行
わ
れ
て
い
る（
5
）。
つ
ま
り
、
同
じ
人
で

も
そ
の
時
の
旅
行
目
的
や
購
入
対
象
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
「
関
与
」
が
同
居
し
、

「
高
関
与
」
と
「
低
関
与
」
が
混
在
し
て
い
る

と
い
え
る
。

　
　冒
頭
で
述
べ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
像
の
解
像
度

の
低
さ
の
背
景
に
は
、
旅
行
者
の
価
値
観
や

外
部
環
境
が
、
急
速
に
変
化
し
て
い
る
こ
と

も
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
訪
れ
た

富
裕
層
が
旅
行
自
体
に
は
こ
だ
わ
り
の
な
い

「
低
関
与
」
な
旅
行
者
で
あ
っ
た
場
合
、
ト

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
良
か
れ
と
思
っ
て
専

門
性
の
高
い
体
験
を
手
配
し
て
も
、
供
給
側

の
情
熱
と
需
要
側
の
無
関
心
と
い
う
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て

往
々
に
し
て
、
提
供
す
る
側
が
強
い
こ
だ
わ

り
の
あ
る
「
高
関
与
」
な
存
在
で
あ
る
確
率

も
高
い
。
と
な
る
と
、
相
手
の
関
心
度
合
い

に
関
係
な
く
、
自
分
で
伝
え
た
い
こ
と
や
価

値
観
を
押
し
付
け
す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
と

い
っ
た
こ
と
も
起
こ
り
う
る
。

　加
え
て
、
こ
れ
と
は
逆
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
も

存
在
す
る
。
旅
行
経
験
が
豊
富
で
、
高
い
情

報
収
集
能
力
を
持
つ
「
高
関
与
」
な
旅
行
者

は
、
う
わ
べ
だ
け
の
豪
華
さ
や
、
価
格
に
見

合
わ
な
い
質
の
低
い
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
決
し

て
満
足
し
な
い
。
人
件
費
や
原
材
料
の
高
騰

を
理
由
に
価
格
を
上
げ
る
こ
と
は
必
要
で
は

を
求
め
る
）
とM

o
d
ern
 L
u
xu
ry

（
新
型
：

そ
こ
で
し
か
で
き
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
や

自
己
成
長
、
地
域
文
化
と
の
深
い
つ
な
が

り
と
い
っ
た
、
精
神
的
・
経
験
的
な
価
値
を

重
視
）に
分
類
し
、
消
費
性
向（
旅
行
タ
イ
プ
）

の
視
点
か
ら
、A

ll Luxury

（
航
空
券
か
ら
宿

泊
、
食
事
ま
で
旅
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
最
高

級
で
統
一
）
とS

elective Luxury

（
交
通
費

や
宿
泊
費
は
抑
え
る
一
方
、
自
身
の
関
心
が

高
い
特
定
の
分
野
に
集
中
的
に
投
資
）
に
分

類
し
て
い
る（
3
）。

　ま
た
、
富
裕
層
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い

が
、
海
外
の
調
査
機
関
な
ど
に
お
い
て
も
、

旅
行
者
の
行
動
様
式
や
志
向
性
を
ふ
ま
え
た

タ
イ
プ
分
類
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
表
1
）。

例
え
ば
、A

m
ad
eu
s

は
、
人
と
つ
な
が
り
、

特
別
な
思
い
出
を
作
る
こ
と
を
旅
の
目
的
と

す
るM

em
o
ry M

akers

を
は
じ
め
、
新

し
い
体
験
や
発
見
に
価
値
を
見
出
し
、
旅
の

計
画
も
楽
し
むE

xcited E
xperientialists

と
い
っ
た
未
来
志
向
の
心
理
的
動
機
に
基

づ
く
4
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
。

ま
た
、E

urom
onitor International

は
、

質
の
高
い
体
験
と
ス
テ
ー
タ
ス
を
求
め
る

Luxury S
eekers

や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

駆
使
し
、
効
率
的
な
旅
を
求
め
るD

igital 

T
ravellers

、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
を
両

立
さ
せ
た
旅
を
好
むE

co
-A
d
ven
tu
rers

な
ど
8
つ
の
セ
グ
メ
ン
ト
に
分
類
し
て
い

る
。
同
社
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
志
向
の
浸
透
度
が
最
も
高
い
の
が
30

〜
44
歳
の
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
で
、
次
い
で
15

〜
29
歳
の
Z
世
代
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、

2
0
4
0
年
ま
で
の
20
年
間
で
富
が
若
い
世

代
に
移
行
す
る
と
い
う
全
体
的
な
傾
向
と
一

致
し
て
お
り
、
2
0
4
0
年
ま
で
に
、
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
は
25
万
ド
ル
以
上
の
収
入
が
あ

る
人
口
の
36
％
（
2
6
1
0
万
人
）
を
占
め

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る（
4
）。

　20
〜
30
代
の
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
が
旅
行
者

層
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
10
年
近
く

前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
ニ
ー
ズ
と
な
っ
て
い

る
こ
と
と
も
連
動
し
、
自
分
だ
け
の
快
楽
の

た
め
に
何
か
を
犠
牲
に
す
る
行
動
が
好
ま
れ

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
旅
行
の
成
熟

化
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化
な
ど
に
よ
っ

て
、
関
心
の
深
さ
や
情
報
収
集
力
の
高
ま
り

は
さ
ら
に
顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

　資
産
を
潤
沢
に
保
有
し
て
い
て
も
、
旅
行

R
ep
o
rt 2
0
2
5

』（
2
）
を
み
る
と
、
投
資
可

能
資
産
1
0
0
万
ド
ル
以
上
の
富
裕
層
は
約

2
2
8
0
万
人
（
世
界
の
総
人
口
の
う
ち
約

0
・
3
％
）
で
、
そ
の
う
ち
、
投
資
可
能
資

産
3
0
0
0
万
ド
ル
以
上
の
超
富
裕
層

（
U
H
N
W
I
）
は
1
％
（
資
産
シ
ェ
ア
は

34
％
）、
5
0
0
万
〜
3
0
0
0
万
ド
ル
の

中
堅
富
裕
層（
V
H
N
W
I
）は
9
・
2
％（
資

産
シ
ェ
ア
は
23
％
）、
1
0
0
万
〜
5
0
0
万

ド
ル
の
富
裕
層（
H
N
W
I
）は
89
・
8
％（
資

産
シ
ェ
ア
は
43
％
）
を
占
め
る
。

　ま
た
、
J
N
T
O
で
定
義
さ
れ
て
い
る
高

付
加
価
値
旅
行
者
（
訪
日
旅
行
1
回
当
た
り

の
総
消
費
額
が
1
0
0
万
円
以
上
／
人
）
は

訪
日
外
国
人
客
（
2
0
2
3
年
）
の
う
ち
、

人
数
ベ
ー
ス
で
2
・
4
％
、
消
費
額
ベ
ー
ス

で
19
・
1
％
と
年
々
そ
の
割
合
は
拡
大
し
て

い
る
が
、
絶
対
数
は
や
は
り
少
な
い
。
1
回

の
消
費
額
が
大
き
い
と
は
い
え
、
富
裕
層
だ

け
を
対
象
と
し
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
は
成

り
立
ち
に
く
い
の
が
実
情
で
あ
り
、
そ
こ
に

準
じ
る
旅
行
者
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
と
な
る
。

　で
は
、
富
裕
層
に
準
じ
る
旅
行
者
と
は
ど

う
い
っ
た
層
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
注
目

し
た
い
の
は
、
い
わ
ゆ
る
富
裕
旅
行
者
や
高

付
加
価
値
旅
行
者
の
定
義
に
は
当
て
は
ま
ら

な
い
が
、
自
身
の
関
心
や
こ
だ
わ
り
の
あ
る

項
目
に
対
し
て
は
支
出
を
惜
し
ま
な
い
旅
行

者
の
存
在
で
あ
る
。

　富
裕
層
に
つ
い
て
は
注
目
度
も
高
く
、
彼

ら
と
日
常
的
に
接
す
る
機
会
の
多
い
富
裕
層

向
け
の
旅
行
会
社
や
ホ
テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
、
富
裕
層
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
レ
ポ
ー

ト
等
を
通
じ
て
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
そ
の

旅
行
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、
そ
の
一
方
で
、
一
般
の
旅
行
者
に
も

紛
れ
込
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
、
特
定
の
項

目
へ
の
支
出
を
惜
し
ま
な
い
旅
行
者
に
つ
い

て
は
、
そ
の
実
態
が
十
分
に
摑
め
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。

　特
定
の
項
目
へ
の
支
出
を
惜
し
ま
な
い
旅

行
者
を
探
る
前
に
、
改
め
て
高
付
加
価
値
旅

行
者
の
実
態
も
含
め
て
整
理
を
し
て
お
き
た

い
。
J
N
T
O
は
、
資
産
規
模
で
一
括
り
に

さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
富
裕
層
の
価
値
観
や
消

費
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
ふ
ま
え
、
富
裕
旅
行

者
の
志
向
を
、Classic L

u
xu
ry

（
従
来
型
：

世
界
的
に
認
知
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
や

ミ
シ
ュ
ラ
ン
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
っ

た
、
物
質
的
な
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
贅
沢

　近
年
、
日
本
の
観
光
政
策
に
お
い
て
高
付

加
価
値
旅
行
市
場
の
開
拓
は
重
点
施
策
と
さ

れ
、
現
行
の
「
第
4
次
観
光
立
国
推
進
基
本

計
画（
2
0
2
3
〜
2
0
2
5
年
度
）」で
は
、

「
高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
」

な
ど
が
主
要
施
策
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
特
に
日
本
の
地
方
で
は
「
ウ
リ
（
魅
力

的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
）」「
ヤ
ド
（
宿
泊
施
設
）」

「
ヒ
ト
（
専
門
ガ
イ
ド
等
）」「
コ
ネ
（
海
外
へ

の
販
路
）」
の
弱
さ
と
い
っ
た
課
題
が
指
摘

さ
れ（
1
）、
こ
れ
ら
を
強
化
す
る
事
業
も
多

数
展
開
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
も

あ
っ
て
か
、
地
域
の
事
業
者
の
方
々
と
話
を

す
る
と
、
多
く
が
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
富
裕
層
」

と
口
を
揃
え
る
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
そ
の

姿
は
漠
然
と
、
そ
し
て
画
一
的
に
捉
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　資
産
規
模
の
観
点
に
つ
い
て
キ
ャ
ッ
プ

ジ
ェ
ミ
ニ
が
発
行
す
る
『W

o
rld
 W
ealth

 

2
．多
様
化
・
深
化
す
る

旅
行
者
の
特
性
と

関
心

1
．は
じ
め
に

Classic Luxury（従来型ラグジュアリー志向）
…50～60代が中心、他社・世間における評
価や慣れ親しんでいることを重視。旅行には
高い快適性、エクスクルーシブ、プライバシ
ー、ステータスシンボル、ベストサービスを
求める。
Modern Luxury（新型ラグジュアリー志向）
…20～30代のミレニアルズが中心。新しい
ことへの挑戦。贅沢より経験、自分にとっての
意義を重視。旅行には本物の体験、エコツ
ーリズム、サステナビリティ、ボランツーリズ
ム、一生に一度の体験等を求める。
All Luxury（旅行中の多くの分野で極めて
高水準のサービスを求め、高額消費を行う）
Selective Luxury（旅行中において特に優
先度の高い分野を中心に高水準のサービス
を求め高額消費を行う）

富裕旅行者の志向と消費性向
（旅行タイプ）でタイプ分類

欧米豪5市場における
富裕旅行市場調査

JNTO

2018年

Eco-Adventurers（環境意識の高い層）…
サステナビリティを両立させた旅行を好む。
Blended Travellers（ブレンデッド旅行者）
…仕事と休暇を柔軟に組み合わせる。
Leisure Seekers（レジャー愛好層）…リラ
ックス・安心して楽しめる馴染みのある旅を
好む。
Cultural Explorers（文化探求者）…その
土地の歴史や文化に深く浸りたい。
Luxury Seekers（ラグジュアリー層）…質
の高い体験とステータスを求める。
Digital Travellers（デジタル旅行者）…デ
ジタル技術を駆使し、効率的な旅を求める。
Wellness Worshipper（ウェルネス層）…
心身の健康やリラクゼーションを目的とす
る。
Adventure Lover（アドベンチャー愛好層）
…アクティブな経験や冒険体験を好む。

行動様式に基づく8つの
固定セグメント

Voice of the Industry: 
Travel Survey

Euromonitor International

2023年

Excited Experientialists（興奮を求める
体験主義者）…新しい体験や発見に価値を
見出し、旅の計画も楽しむ。
Memory Makers（思い出作りを重視する
層）…人とつながり、特別な思い出を作るこ
とを旅の目的とする。
Travel Tech-fluencers（テクノロジーを重
視する旅行インフルエンサー）…最新テクノ
ロジーを駆使した旅に価値を見出す。
Pioneering Pathfinders（未来を切り拓く
パイオニア）…サステナビリティや社会貢献
への意識が非常に高い。

未来志向の心理的動機に基づく
4つのタイプ分類

Traveler Tribes 2033

Amadeus

2023年

Ice-olated Escapes（クールケーション）…
気温上昇と混雑を避けるため、涼しい旅行
先を選ぶ。
Sailing Solo（優雅なる一人旅）…自由と柔
軟性を求める旅行者の間で、クルーズ旅行
をはじめとした一人旅の需要が高まる。
Born to be Mild（心地よい冒険）…冒険と
ウェルネス（心身の健康）を両立させる、バ
ランスの取れた旅。
You Tell Me Travel（次はどこへ？）…SNS
がこれまで見過ごされてきたデスティネーシ
ョンへの関心を喚起。トラベルアドバイザー
に「次はどこへ行くべきか？」と、行き先の提
案そのものを求める。
Palate and Place（食と場所の融合）…高
級レストランでの食事だけでなく、フードツ
アーや隠れた市場、質の高い屋台など、その
土地の本物の食文化に深く浸ることを重視

富裕層の予約動向に基づく
旅行テーマのトレンド

Virtuoso Luxe Report

Virtuoso

2024年

Gen AI's Mass Adoption Will Finally 
Reset Trip Planning（生成AIの普及が旅
行計画をリセット）…生成AIが会話を通じて
完全にパーソナライズされた旅程を提案す
る「エージェント」になる。
The Great Merging Continues（仕事と
旅行のさらなる融合）…ブレジャーやリモー
トワークが進化し、仕事と旅行、そして日常生
活の境界線が曖昧に。
The New Era of Five-Star Hotels（5つ
星ホテルの新時代）…ラグジュアリーの概
念が、ウェルネス（心身の健康）、サステナビ
リティ（持続可能性）、そしてその土地ならで
はの本物の文化との深いつながりといった、
無形で精神的な価値に進化。
Travelers Seek Deeper Meaning（旅行
者はより深い意味を求める）…自己変革や
学びといった、より本質的な価値を旅行に求
めるようになる。

年次のトレンド予測
（行動様式の定義）

Skift Megatrends 2024

Skift

2024年

あ
る
が
、
提
供
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
本
質
的

な
価
値
も
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　今
、
地
域
や
事
業
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、「
富
裕
層
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
姿

を
単
に
追
う
こ
と
で
は
な
く
、
地
域
の
成
長

や
持
続
可
能
性
に
も
寄
与
し
う
る
「
高
関
与

旅
行
者
」
の
姿
を
て
い
ね
い
に
紐
解
き
、
彼

ら
の
情
熱
に
応
え
る
、
真
に
価
値
の
あ
る
滞

在
体
験
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　本
特
集
号
で
は
、
多
様
化
す
る
高
付
加
価

値
旅
行
者
や
、「
高
関
与
」な
旅
行
者
の
姿
を
、

定
量
・
定
性
的
な
視
点
か
ら
多
角
的
に
整
理

す
る
と
と
も
に
、
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供

す
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
対
す
る
取
材
な
ど
を

通
し
て
、
価
値
を
高
め
る
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。
な
お
、
執
筆
者

に
よ
り
異
な
る
が
、
本
特
集
で
は
高
付
加
価

値
旅
行
者
が
富
裕
旅
行
者
を
さ
す
場
合
も
あ

れ
ば
、「
高
関
与
」
な
旅
行
者
を
さ
す
場
合

も
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

富
裕
層
依
存
か
ら

〝
関
与
〞視
点
へ
の

転
換

https://static.virtuoso.com/divi-
sion-marketing/PR/2025_Lux-
e_Report/2025%20Luxe%20Report
%20Global%20Release_FINAL.pdf

https://amadeus.com/en/re-
sources/research/traveler-tribes-re-
ports

https://www.euromonitor.com/
article/identifying-the-travel-
ler-of-the-future-through-consumer-
segmentation

https://www.jnto.go.jp/projects/re-
gional-support/news/2129.html https://skift.com/megatrends-2024/

誰
が
本
当
の
顧
客
か

誰が本当の顧客か 富裕層依存から“関与”視点への転換1
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1

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織

表 1 各機関による旅行者の分類や旅行のトレンド先
で
支
出
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。
富
裕
層
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
重
要

な
の
は
旅
行
者
の
支
出
と
連
動
す
る「
関
心
」

の
所
在
と
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
を
探
る
上
で

整
理
し
て
お
き
た
い
の
は
、
心
理
学
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
分
野
で
研
究
さ
れ
て
き
た

「
消
費
者
関
与
」
の
概
念
で
あ
る
。
こ
の
概

念
は
特
に
1
9
5
0
年
代
頃
か
ら
研
究
が
進

み
、
広
告
の
分
野
や
旅
行
行
動
の
分
析
等
に

も
応
用
さ
れ
て
き
た（
5
）。「
関
与
」
と
は
、

あ
る
対
象
へ
の
個
人
の
こ
だ
わ
り
や
重
要
度

の
こ
と
で
あ
る
。例
え
ば
旅
行
に
お
い
て
は
、

関
与
が
高
い
ほ
ど
自
己
実
現
や
知
的
好
奇
心

を
満
た
す
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
自
分
で
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
源
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
情
報

収
集
を
す
る
た
め
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を

好
ま
ず
個
人
手
配
の
傾
向
が
強
く
な
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
体
験
を
積
極

的
に
発
信
す
る
傾
向
も
強
い
と
さ
れ
る
。

　一
方
で
関
与
が
低
い
ほ
ど
、
旅
行
は
心
身

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
も
の
と
し
て
捉

え
、
旅
行
の
計
画
に
労
力
を
か
け
る
こ
と
を

望
ま
な
い
た
め
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
や

オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
リ
ゾ
ー
ト
を
好

む
傾
向
が
強
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自

分
の
体
験
を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
は
あ

ま
り
し
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

  

「
関
与
」に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
が
、

旅
行
形
態
の
選
択
に
は
「
永
続
的
関
与
」
や

「
状
況
的
関
与
」
が
関
係
し
、
そ
の
測
定
に
向

け
た
既
往
研
究
や
そ
の
課
題
が
整
理
さ
れ
て

い
る（
6
）。「
永
続
的
関
与
」
は
個
人
の
趣
味

や
価
値
観
に
根
差
し
た
長
期
的
・
安
定
的
な

関
心
で
あ
り
、「
状
況
的
関
与
」
は
新
婚
旅

行
な
ど
特
定
の
状
況
の
た
め
に
一
時
的
に
高

ま
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　ま
た
、「
関
与
」の
軸
と
意
思
決
定
の
軸（
思

考
／
感
情
）
を
か
け
合
わ
せ
た
分
析
軸
に
、

現
代
の
旅
行
の
要
素
（
デ
ジ
タ
ル
、
S
N
S
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
等
）
を
加
え
た
研
究
な
ど
も

行
わ
れ
て
い
る（
5
）。
つ
ま
り
、
同
じ
人
で

も
そ
の
時
の
旅
行
目
的
や
購
入
対
象
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
「
関
与
」
が
同
居
し
、

「
高
関
与
」
と
「
低
関
与
」
が
混
在
し
て
い
る

と
い
え
る
。

　
　冒
頭
で
述
べ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
像
の
解
像
度

の
低
さ
の
背
景
に
は
、
旅
行
者
の
価
値
観
や

外
部
環
境
が
、
急
速
に
変
化
し
て
い
る
こ
と

も
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
訪
れ
た

富
裕
層
が
旅
行
自
体
に
は
こ
だ
わ
り
の
な
い

「
低
関
与
」
な
旅
行
者
で
あ
っ
た
場
合
、
ト

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
良
か
れ
と
思
っ
て
専

門
性
の
高
い
体
験
を
手
配
し
て
も
、
供
給
側

の
情
熱
と
需
要
側
の
無
関
心
と
い
う
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て

往
々
に
し
て
、
提
供
す
る
側
が
強
い
こ
だ
わ

り
の
あ
る
「
高
関
与
」
な
存
在
で
あ
る
確
率

も
高
い
。
と
な
る
と
、
相
手
の
関
心
度
合
い

に
関
係
な
く
、
自
分
で
伝
え
た
い
こ
と
や
価

値
観
を
押
し
付
け
す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
と

い
っ
た
こ
と
も
起
こ
り
う
る
。

　加
え
て
、
こ
れ
と
は
逆
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
も

存
在
す
る
。
旅
行
経
験
が
豊
富
で
、
高
い
情

報
収
集
能
力
を
持
つ
「
高
関
与
」
な
旅
行
者

は
、
う
わ
べ
だ
け
の
豪
華
さ
や
、
価
格
に
見

合
わ
な
い
質
の
低
い
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
決
し

て
満
足
し
な
い
。
人
件
費
や
原
材
料
の
高
騰

を
理
由
に
価
格
を
上
げ
る
こ
と
は
必
要
で
は

を
求
め
る
）
とM

o
d
ern
 L
u
xu
ry

（
新
型
：

そ
こ
で
し
か
で
き
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
や

自
己
成
長
、
地
域
文
化
と
の
深
い
つ
な
が

り
と
い
っ
た
、
精
神
的
・
経
験
的
な
価
値
を

重
視
）に
分
類
し
、
消
費
性
向（
旅
行
タ
イ
プ
）

の
視
点
か
ら
、A

ll Luxury

（
航
空
券
か
ら
宿

泊
、
食
事
ま
で
旅
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
最
高

級
で
統
一
）
とS

elective Luxury

（
交
通
費

や
宿
泊
費
は
抑
え
る
一
方
、
自
身
の
関
心
が

高
い
特
定
の
分
野
に
集
中
的
に
投
資
）
に
分

類
し
て
い
る（
3
）。

　ま
た
、
富
裕
層
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い

が
、
海
外
の
調
査
機
関
な
ど
に
お
い
て
も
、

旅
行
者
の
行
動
様
式
や
志
向
性
を
ふ
ま
え
た

タ
イ
プ
分
類
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
表
1
）。

例
え
ば
、A

m
ad
eu
s

は
、
人
と
つ
な
が
り
、

特
別
な
思
い
出
を
作
る
こ
と
を
旅
の
目
的
と

す
るM

em
o
ry M

akers

を
は
じ
め
、
新

し
い
体
験
や
発
見
に
価
値
を
見
出
し
、
旅
の

計
画
も
楽
し
むE

xcited E
xperientialists

と
い
っ
た
未
来
志
向
の
心
理
的
動
機
に
基

づ
く
4
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
。

ま
た
、E

urom
onitor International

は
、

質
の
高
い
体
験
と
ス
テ
ー
タ
ス
を
求
め
る

Luxury S
eekers

や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

駆
使
し
、
効
率
的
な
旅
を
求
め
るD

igital 

T
ravellers

、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
を
両

立
さ
せ
た
旅
を
好
むE

co
-A
d
ven
tu
rers

な
ど
8
つ
の
セ
グ
メ
ン
ト
に
分
類
し
て
い

る
。
同
社
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
志
向
の
浸
透
度
が
最
も
高
い
の
が
30

〜
44
歳
の
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
で
、
次
い
で
15

〜
29
歳
の
Z
世
代
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、

2
0
4
0
年
ま
で
の
20
年
間
で
富
が
若
い
世

代
に
移
行
す
る
と
い
う
全
体
的
な
傾
向
と
一

致
し
て
お
り
、
2
0
4
0
年
ま
で
に
、
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
は
25
万
ド
ル
以
上
の
収
入
が
あ

る
人
口
の
36
％
（
2
6
1
0
万
人
）
を
占
め

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る（
4
）。

　20
〜
30
代
の
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
が
旅
行
者

層
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
10
年
近
く

前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
ニ
ー
ズ
と
な
っ
て
い

る
こ
と
と
も
連
動
し
、
自
分
だ
け
の
快
楽
の

た
め
に
何
か
を
犠
牲
に
す
る
行
動
が
好
ま
れ

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
旅
行
の
成
熟

化
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化
な
ど
に
よ
っ

て
、
関
心
の
深
さ
や
情
報
収
集
力
の
高
ま
り

は
さ
ら
に
顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

　資
産
を
潤
沢
に
保
有
し
て
い
て
も
、
旅
行

R
ep
o
rt 2
0
2
5

』（
2
）
を
み
る
と
、
投
資
可

能
資
産
1
0
0
万
ド
ル
以
上
の
富
裕
層
は
約

2
2
8
0
万
人
（
世
界
の
総
人
口
の
う
ち
約

0
・
3
％
）
で
、
そ
の
う
ち
、
投
資
可
能
資

産
3
0
0
0
万
ド
ル
以
上
の
超
富
裕
層

（
U
H
N
W
I
）
は
1
％
（
資
産
シ
ェ
ア
は

34
％
）、
5
0
0
万
〜
3
0
0
0
万
ド
ル
の

中
堅
富
裕
層（
V
H
N
W
I
）は
9
・
2
％（
資

産
シ
ェ
ア
は
23
％
）、
1
0
0
万
〜
5
0
0
万

ド
ル
の
富
裕
層（
H
N
W
I
）は
89
・
8
％（
資

産
シ
ェ
ア
は
43
％
）
を
占
め
る
。

　ま
た
、
J
N
T
O
で
定
義
さ
れ
て
い
る
高

付
加
価
値
旅
行
者
（
訪
日
旅
行
1
回
当
た
り

の
総
消
費
額
が
1
0
0
万
円
以
上
／
人
）
は

訪
日
外
国
人
客
（
2
0
2
3
年
）
の
う
ち
、

人
数
ベ
ー
ス
で
2
・
4
％
、
消
費
額
ベ
ー
ス

で
19
・
1
％
と
年
々
そ
の
割
合
は
拡
大
し
て

い
る
が
、
絶
対
数
は
や
は
り
少
な
い
。
1
回

の
消
費
額
が
大
き
い
と
は
い
え
、
富
裕
層
だ

け
を
対
象
と
し
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
は
成

り
立
ち
に
く
い
の
が
実
情
で
あ
り
、
そ
こ
に

準
じ
る
旅
行
者
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
と
な
る
。

　で
は
、
富
裕
層
に
準
じ
る
旅
行
者
と
は
ど

う
い
っ
た
層
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
注
目

し
た
い
の
は
、
い
わ
ゆ
る
富
裕
旅
行
者
や
高

付
加
価
値
旅
行
者
の
定
義
に
は
当
て
は
ま
ら

な
い
が
、
自
身
の
関
心
や
こ
だ
わ
り
の
あ
る

項
目
に
対
し
て
は
支
出
を
惜
し
ま
な
い
旅
行

者
の
存
在
で
あ
る
。

　富
裕
層
に
つ
い
て
は
注
目
度
も
高
く
、
彼

ら
と
日
常
的
に
接
す
る
機
会
の
多
い
富
裕
層

向
け
の
旅
行
会
社
や
ホ
テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
、
富
裕
層
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
レ
ポ
ー

ト
等
を
通
じ
て
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
そ
の

旅
行
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、
そ
の
一
方
で
、
一
般
の
旅
行
者
に
も

紛
れ
込
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
、
特
定
の
項

目
へ
の
支
出
を
惜
し
ま
な
い
旅
行
者
に
つ
い

て
は
、
そ
の
実
態
が
十
分
に
摑
め
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。

　特
定
の
項
目
へ
の
支
出
を
惜
し
ま
な
い
旅

行
者
を
探
る
前
に
、
改
め
て
高
付
加
価
値
旅

行
者
の
実
態
も
含
め
て
整
理
を
し
て
お
き
た

い
。
J
N
T
O
は
、
資
産
規
模
で
一
括
り
に

さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
富
裕
層
の
価
値
観
や
消

費
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
ふ
ま
え
、
富
裕
旅
行

者
の
志
向
を
、Classic L

u
xu
ry

（
従
来
型
：

世
界
的
に
認
知
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
や

ミ
シ
ュ
ラ
ン
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
っ

た
、
物
質
的
な
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
贅
沢

　近
年
、
日
本
の
観
光
政
策
に
お
い
て
高
付

加
価
値
旅
行
市
場
の
開
拓
は
重
点
施
策
と
さ

れ
、
現
行
の
「
第
4
次
観
光
立
国
推
進
基
本

計
画（
2
0
2
3
〜
2
0
2
5
年
度
）」で
は
、

「
高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
」

な
ど
が
主
要
施
策
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
特
に
日
本
の
地
方
で
は
「
ウ
リ
（
魅
力

的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
）」「
ヤ
ド
（
宿
泊
施
設
）」

「
ヒ
ト
（
専
門
ガ
イ
ド
等
）」「
コ
ネ
（
海
外
へ

の
販
路
）」
の
弱
さ
と
い
っ
た
課
題
が
指
摘

さ
れ（
1
）、
こ
れ
ら
を
強
化
す
る
事
業
も
多

数
展
開
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
も

あ
っ
て
か
、
地
域
の
事
業
者
の
方
々
と
話
を

す
る
と
、
多
く
が
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
富
裕
層
」

と
口
を
揃
え
る
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
そ
の

姿
は
漠
然
と
、
そ
し
て
画
一
的
に
捉
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　資
産
規
模
の
観
点
に
つ
い
て
キ
ャ
ッ
プ

ジ
ェ
ミ
ニ
が
発
行
す
る
『W

o
rld
 W
ealth

 

2
．多
様
化
・
深
化
す
る

旅
行
者
の
特
性
と

関
心

1
．は
じ
め
に

Classic Luxury（従来型ラグジュアリー志向）
…50～60代が中心、他社・世間における評
価や慣れ親しんでいることを重視。旅行には
高い快適性、エクスクルーシブ、プライバシ
ー、ステータスシンボル、ベストサービスを
求める。
Modern Luxury（新型ラグジュアリー志向）
…20～30代のミレニアルズが中心。新しい
ことへの挑戦。贅沢より経験、自分にとっての
意義を重視。旅行には本物の体験、エコツ
ーリズム、サステナビリティ、ボランツーリズ
ム、一生に一度の体験等を求める。
All Luxury（旅行中の多くの分野で極めて
高水準のサービスを求め、高額消費を行う）
Selective Luxury（旅行中において特に優
先度の高い分野を中心に高水準のサービス
を求め高額消費を行う）

富裕旅行者の志向と消費性向
（旅行タイプ）でタイプ分類

欧米豪5市場における
富裕旅行市場調査

JNTO

2018年

Eco-Adventurers（環境意識の高い層）…
サステナビリティを両立させた旅行を好む。
Blended Travellers（ブレンデッド旅行者）
…仕事と休暇を柔軟に組み合わせる。
Leisure Seekers（レジャー愛好層）…リラ
ックス・安心して楽しめる馴染みのある旅を
好む。
Cultural Explorers（文化探求者）…その
土地の歴史や文化に深く浸りたい。
Luxury Seekers（ラグジュアリー層）…質
の高い体験とステータスを求める。
Digital Travellers（デジタル旅行者）…デ
ジタル技術を駆使し、効率的な旅を求める。
Wellness Worshipper（ウェルネス層）…
心身の健康やリラクゼーションを目的とす
る。
Adventure Lover（アドベンチャー愛好層）
…アクティブな経験や冒険体験を好む。

行動様式に基づく8つの
固定セグメント

Voice of the Industry: 
Travel Survey

Euromonitor International

2023年

Excited Experientialists（興奮を求める
体験主義者）…新しい体験や発見に価値を
見出し、旅の計画も楽しむ。
Memory Makers（思い出作りを重視する
層）…人とつながり、特別な思い出を作るこ
とを旅の目的とする。
Travel Tech-fluencers（テクノロジーを重
視する旅行インフルエンサー）…最新テクノ
ロジーを駆使した旅に価値を見出す。
Pioneering Pathfinders（未来を切り拓く
パイオニア）…サステナビリティや社会貢献
への意識が非常に高い。

未来志向の心理的動機に基づく
4つのタイプ分類

Traveler Tribes 2033

Amadeus

2023年

Ice-olated Escapes（クールケーション）…
気温上昇と混雑を避けるため、涼しい旅行
先を選ぶ。
Sailing Solo（優雅なる一人旅）…自由と柔
軟性を求める旅行者の間で、クルーズ旅行
をはじめとした一人旅の需要が高まる。
Born to be Mild（心地よい冒険）…冒険と
ウェルネス（心身の健康）を両立させる、バ
ランスの取れた旅。
You Tell Me Travel（次はどこへ？）…SNS
がこれまで見過ごされてきたデスティネーシ
ョンへの関心を喚起。トラベルアドバイザー
に「次はどこへ行くべきか？」と、行き先の提
案そのものを求める。
Palate and Place（食と場所の融合）…高
級レストランでの食事だけでなく、フードツ
アーや隠れた市場、質の高い屋台など、その
土地の本物の食文化に深く浸ることを重視

富裕層の予約動向に基づく
旅行テーマのトレンド

Virtuoso Luxe Report

Virtuoso

2024年

Gen AI's Mass Adoption Will Finally 
Reset Trip Planning（生成AIの普及が旅
行計画をリセット）…生成AIが会話を通じて
完全にパーソナライズされた旅程を提案す
る「エージェント」になる。
The Great Merging Continues（仕事と
旅行のさらなる融合）…ブレジャーやリモー
トワークが進化し、仕事と旅行、そして日常生
活の境界線が曖昧に。
The New Era of Five-Star Hotels（5つ
星ホテルの新時代）…ラグジュアリーの概
念が、ウェルネス（心身の健康）、サステナビ
リティ（持続可能性）、そしてその土地ならで
はの本物の文化との深いつながりといった、
無形で精神的な価値に進化。
Travelers Seek Deeper Meaning（旅行
者はより深い意味を求める）…自己変革や
学びといった、より本質的な価値を旅行に求
めるようになる。

年次のトレンド予測
（行動様式の定義）

Skift Megatrends 2024

Skift

2024年

あ
る
が
、
提
供
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
本
質
的

な
価
値
も
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　今
、
地
域
や
事
業
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、「
富
裕
層
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
姿

を
単
に
追
う
こ
と
で
は
な
く
、
地
域
の
成
長

や
持
続
可
能
性
に
も
寄
与
し
う
る
「
高
関
与

旅
行
者
」
の
姿
を
て
い
ね
い
に
紐
解
き
、
彼

ら
の
情
熱
に
応
え
る
、
真
に
価
値
の
あ
る
滞

在
体
験
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　本
特
集
号
で
は
、
多
様
化
す
る
高
付
加
価

値
旅
行
者
や
、「
高
関
与
」な
旅
行
者
の
姿
を
、

定
量
・
定
性
的
な
視
点
か
ら
多
角
的
に
整
理

す
る
と
と
も
に
、
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供

す
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
対
す
る
取
材
な
ど
を

通
し
て
、
価
値
を
高
め
る
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。
な
お
、
執
筆
者

に
よ
り
異
な
る
が
、
本
特
集
で
は
高
付
加
価

値
旅
行
者
が
富
裕
旅
行
者
を
さ
す
場
合
も
あ

れ
ば
、「
高
関
与
」
な
旅
行
者
を
さ
す
場
合

も
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

富
裕
層
依
存
か
ら

〝
関
与
〞視
点
へ
の

転
換

https://static.virtuoso.com/divi-
sion-marketing/PR/2025_Lux-
e_Report/2025%20Luxe%20Report
%20Global%20Release_FINAL.pdf

https://amadeus.com/en/re-
sources/research/traveler-tribes-re-
ports

https://www.euromonitor.com/
article/identifying-the-travel-
ler-of-the-future-through-consumer-
segmentation

https://www.jnto.go.jp/projects/re-
gional-support/news/2129.html https://skift.com/megatrends-2024/

誰
が
本
当
の
顧
客
か

誰が本当の顧客か 富裕層依存から“関与”視点への転換1
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図 1 旅行者の支出と関与の整理 先
で
支
出
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。
富
裕
層
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
重
要

な
の
は
旅
行
者
の
支
出
と
連
動
す
る「
関
心
」

の
所
在
と
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
を
探
る
上
で

整
理
し
て
お
き
た
い
の
は
、
心
理
学
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
分
野
で
研
究
さ
れ
て
き
た

「
消
費
者
関
与
」
の
概
念
で
あ
る
。
こ
の
概

念
は
特
に
1
9
5
0
年
代
頃
か
ら
研
究
が
進

み
、
広
告
の
分
野
や
旅
行
行
動
の
分
析
等
に

も
応
用
さ
れ
て
き
た（
5
）。「
関
与
」
と
は
、

あ
る
対
象
へ
の
個
人
の
こ
だ
わ
り
や
重
要
度

の
こ
と
で
あ
る
。例
え
ば
旅
行
に
お
い
て
は
、

関
与
が
高
い
ほ
ど
自
己
実
現
や
知
的
好
奇
心

を
満
た
す
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
自
分
で
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
源
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
情
報

収
集
を
す
る
た
め
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を

好
ま
ず
個
人
手
配
の
傾
向
が
強
く
な
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
体
験
を
積
極

的
に
発
信
す
る
傾
向
も
強
い
と
さ
れ
る
。

　一
方
で
関
与
が
低
い
ほ
ど
、
旅
行
は
心
身

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
も
の
と
し
て
捉

え
、
旅
行
の
計
画
に
労
力
を
か
け
る
こ
と
を

望
ま
な
い
た
め
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
や

オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
リ
ゾ
ー
ト
を
好

む
傾
向
が
強
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自

分
の
体
験
を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
は
あ

ま
り
し
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

  

「
関
与
」に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
が
、

旅
行
形
態
の
選
択
に
は
「
永
続
的
関
与
」
や

「
状
況
的
関
与
」
が
関
係
し
、
そ
の
測
定
に
向

け
た
既
往
研
究
や
そ
の
課
題
が
整
理
さ
れ
て

い
る（
6
）。「
永
続
的
関
与
」
は
個
人
の
趣
味

や
価
値
観
に
根
差
し
た
長
期
的
・
安
定
的
な

関
心
で
あ
り
、「
状
況
的
関
与
」
は
新
婚
旅

行
な
ど
特
定
の
状
況
の
た
め
に
一
時
的
に
高

ま
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　ま
た
、「
関
与
」の
軸
と
意
思
決
定
の
軸（
思

考
／
感
情
）
を
か
け
合
わ
せ
た
分
析
軸
に
、

現
代
の
旅
行
の
要
素
（
デ
ジ
タ
ル
、
S
N
S
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
等
）
を
加
え
た
研
究
な
ど
も

行
わ
れ
て
い
る（
5
）。
つ
ま
り
、
同
じ
人
で

も
そ
の
時
の
旅
行
目
的
や
購
入
対
象
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
「
関
与
」
が
同
居
し
、

「
高
関
与
」
と
「
低
関
与
」
が
混
在
し
て
い
る

と
い
え
る
。

　
　冒
頭
で
述
べ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
像
の
解
像
度

の
低
さ
の
背
景
に
は
、
旅
行
者
の
価
値
観
や

外
部
環
境
が
、
急
速
に
変
化
し
て
い
る
こ
と

も
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
訪
れ
た

富
裕
層
が
旅
行
自
体
に
は
こ
だ
わ
り
の
な
い

「
低
関
与
」
な
旅
行
者
で
あ
っ
た
場
合
、
ト

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
良
か
れ
と
思
っ
て
専

門
性
の
高
い
体
験
を
手
配
し
て
も
、
供
給
側

の
情
熱
と
需
要
側
の
無
関
心
と
い
う
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て

往
々
に
し
て
、
提
供
す
る
側
が
強
い
こ
だ
わ

り
の
あ
る
「
高
関
与
」
な
存
在
で
あ
る
確
率

も
高
い
。
と
な
る
と
、
相
手
の
関
心
度
合
い

に
関
係
な
く
、
自
分
で
伝
え
た
い
こ
と
や
価

値
観
を
押
し
付
け
す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
と

い
っ
た
こ
と
も
起
こ
り
う
る
。

　加
え
て
、
こ
れ
と
は
逆
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
も

存
在
す
る
。
旅
行
経
験
が
豊
富
で
、
高
い
情

報
収
集
能
力
を
持
つ
「
高
関
与
」
な
旅
行
者

は
、
う
わ
べ
だ
け
の
豪
華
さ
や
、
価
格
に
見

合
わ
な
い
質
の
低
い
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
決
し

て
満
足
し
な
い
。
人
件
費
や
原
材
料
の
高
騰

を
理
由
に
価
格
を
上
げ
る
こ
と
は
必
要
で
は

を
求
め
る
）
とM

o
d
ern
 L
u
xu
ry

（
新
型
：

そ
こ
で
し
か
で
き
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
や

自
己
成
長
、
地
域
文
化
と
の
深
い
つ
な
が

り
と
い
っ
た
、
精
神
的
・
経
験
的
な
価
値
を

重
視
）に
分
類
し
、
消
費
性
向（
旅
行
タ
イ
プ
）

の
視
点
か
ら
、A

ll Luxury
（
航
空
券
か
ら
宿

泊
、
食
事
ま
で
旅
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
最
高

級
で
統
一
）
とS

elective Luxury
（
交
通
費

や
宿
泊
費
は
抑
え
る
一
方
、
自
身
の
関
心
が

高
い
特
定
の
分
野
に
集
中
的
に
投
資
）
に
分

類
し
て
い
る（
3
）。

　ま
た
、
富
裕
層
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い

が
、
海
外
の
調
査
機
関
な
ど
に
お
い
て
も
、

旅
行
者
の
行
動
様
式
や
志
向
性
を
ふ
ま
え
た

タ
イ
プ
分
類
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
表
1
）。

例
え
ば
、A

m
ad
eu
s

は
、
人
と
つ
な
が
り
、

特
別
な
思
い
出
を
作
る
こ
と
を
旅
の
目
的
と

す
るM

em
o
ry M

akers

を
は
じ
め
、
新

し
い
体
験
や
発
見
に
価
値
を
見
出
し
、
旅
の

計
画
も
楽
し
むE

xcited E
xperientialists

と
い
っ
た
未
来
志
向
の
心
理
的
動
機
に
基

づ
く
4
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
。

ま
た
、E

urom
onitor International

は
、

質
の
高
い
体
験
と
ス
テ
ー
タ
ス
を
求
め
る

Luxury S
eekers

や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

駆
使
し
、
効
率
的
な
旅
を
求
め
るD

igital 

T
ravellers

、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
を
両

立
さ
せ
た
旅
を
好
むE

co
-A
d
ven
tu
rers

な
ど
8
つ
の
セ
グ
メ
ン
ト
に
分
類
し
て
い

る
。
同
社
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
志
向
の
浸
透
度
が
最
も
高
い
の
が
30

〜
44
歳
の
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
で
、
次
い
で
15

〜
29
歳
の
Z
世
代
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、

2
0
4
0
年
ま
で
の
20
年
間
で
富
が
若
い
世

代
に
移
行
す
る
と
い
う
全
体
的
な
傾
向
と
一

致
し
て
お
り
、
2
0
4
0
年
ま
で
に
、
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
は
25
万
ド
ル
以
上
の
収
入
が
あ

る
人
口
の
36
％
（
2
6
1
0
万
人
）
を
占
め

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る（
4
）。

　20
〜
30
代
の
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
が
旅
行
者

層
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
10
年
近
く

前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
ニ
ー
ズ
と
な
っ
て
い

る
こ
と
と
も
連
動
し
、
自
分
だ
け
の
快
楽
の

た
め
に
何
か
を
犠
牲
に
す
る
行
動
が
好
ま
れ

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
旅
行
の
成
熟

化
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化
な
ど
に
よ
っ

て
、
関
心
の
深
さ
や
情
報
収
集
力
の
高
ま
り

は
さ
ら
に
顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

　資
産
を
潤
沢
に
保
有
し
て
い
て
も
、
旅
行

R
ep
o
rt 2
0
2
5

』（
2
）
を
み
る
と
、
投
資
可

能
資
産
1
0
0
万
ド
ル
以
上
の
富
裕
層
は
約

2
2
8
0
万
人
（
世
界
の
総
人
口
の
う
ち
約

0
・
3
％
）
で
、
そ
の
う
ち
、
投
資
可
能
資

産
3
0
0
0
万
ド
ル
以
上
の
超
富
裕
層

（
U
H
N
W
I
）
は
1
％
（
資
産
シ
ェ
ア
は

34
％
）、
5
0
0
万
〜
3
0
0
0
万
ド
ル
の

中
堅
富
裕
層（
V
H
N
W
I
）は
9
・
2
％（
資

産
シ
ェ
ア
は
23
％
）、
1
0
0
万
〜
5
0
0
万

ド
ル
の
富
裕
層（
H
N
W
I
）は
89
・
8
％（
資

産
シ
ェ
ア
は
43
％
）
を
占
め
る
。

　ま
た
、
J
N
T
O
で
定
義
さ
れ
て
い
る
高

付
加
価
値
旅
行
者
（
訪
日
旅
行
1
回
当
た
り

の
総
消
費
額
が
1
0
0
万
円
以
上
／
人
）
は

訪
日
外
国
人
客
（
2
0
2
3
年
）
の
う
ち
、

人
数
ベ
ー
ス
で
2
・
4
％
、
消
費
額
ベ
ー
ス

で
19
・
1
％
と
年
々
そ
の
割
合
は
拡
大
し
て

い
る
が
、
絶
対
数
は
や
は
り
少
な
い
。
1
回

の
消
費
額
が
大
き
い
と
は
い
え
、
富
裕
層
だ

け
を
対
象
と
し
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
は
成

り
立
ち
に
く
い
の
が
実
情
で
あ
り
、
そ
こ
に

準
じ
る
旅
行
者
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
と
な
る
。

　で
は
、
富
裕
層
に
準
じ
る
旅
行
者
と
は
ど

う
い
っ
た
層
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
注
目

し
た
い
の
は
、
い
わ
ゆ
る
富
裕
旅
行
者
や
高

付
加
価
値
旅
行
者
の
定
義
に
は
当
て
は
ま
ら

な
い
が
、
自
身
の
関
心
や
こ
だ
わ
り
の
あ
る

項
目
に
対
し
て
は
支
出
を
惜
し
ま
な
い
旅
行

者
の
存
在
で
あ
る
。

　富
裕
層
に
つ
い
て
は
注
目
度
も
高
く
、
彼

ら
と
日
常
的
に
接
す
る
機
会
の
多
い
富
裕
層

向
け
の
旅
行
会
社
や
ホ
テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
、
富
裕
層
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
レ
ポ
ー

ト
等
を
通
じ
て
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
そ
の

旅
行
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、
そ
の
一
方
で
、
一
般
の
旅
行
者
に
も

紛
れ
込
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
、
特
定
の
項

目
へ
の
支
出
を
惜
し
ま
な
い
旅
行
者
に
つ
い

て
は
、
そ
の
実
態
が
十
分
に
摑
め
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。

　特
定
の
項
目
へ
の
支
出
を
惜
し
ま
な
い
旅

行
者
を
探
る
前
に
、
改
め
て
高
付
加
価
値
旅

行
者
の
実
態
も
含
め
て
整
理
を
し
て
お
き
た

い
。
J
N
T
O
は
、
資
産
規
模
で
一
括
り
に

さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
富
裕
層
の
価
値
観
や
消

費
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
ふ
ま
え
、
富
裕
旅
行

者
の
志
向
を
、Classic L

u
xu
ry

（
従
来
型
：

世
界
的
に
認
知
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
や

ミ
シ
ュ
ラ
ン
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
っ

た
、
物
質
的
な
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
贅
沢

　近
年
、
日
本
の
観
光
政
策
に
お
い
て
高
付

加
価
値
旅
行
市
場
の
開
拓
は
重
点
施
策
と
さ

れ
、
現
行
の
「
第
4
次
観
光
立
国
推
進
基
本

計
画（
2
0
2
3
〜
2
0
2
5
年
度
）」で
は
、

「
高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
」

な
ど
が
主
要
施
策
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
特
に
日
本
の
地
方
で
は
「
ウ
リ
（
魅
力

的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
）」「
ヤ
ド
（
宿
泊
施
設
）」

「
ヒ
ト
（
専
門
ガ
イ
ド
等
）」「
コ
ネ
（
海
外
へ

の
販
路
）」
の
弱
さ
と
い
っ
た
課
題
が
指
摘

さ
れ（
1
）、
こ
れ
ら
を
強
化
す
る
事
業
も
多

数
展
開
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
も

あ
っ
て
か
、
地
域
の
事
業
者
の
方
々
と
話
を

す
る
と
、
多
く
が
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
富
裕
層
」

と
口
を
揃
え
る
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
そ
の

姿
は
漠
然
と
、
そ
し
て
画
一
的
に
捉
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　資
産
規
模
の
観
点
に
つ
い
て
キ
ャ
ッ
プ

ジ
ェ
ミ
ニ
が
発
行
す
る
『W

o
rld
 W
ealth

 

3
．旅
行
者
の

こ
だ
わ
り
に
着
目
し
た

「
関
与
」の
概
念

4
．高
付
加
価
値
化
に

向
け
た
課
題

・全ての項目にこだわりをもって
自分で選び、支出を惜しまない。
・特定の項目にこだわりをもって
自分で選び、その特定の項目へ
の支出は惜しまない。
・情報は自分で調べ、積極的に情
報発信も行う。

・知的好奇心やこだわりは強
いが、限られた予算内でメリ
ハリをつけて消費。 

・旅行は好きで支出は惜しま
ないが自分では調べずトラ
ベルデザイナー任せ。

・旅行への関心はそれほど高
くなく、自分で積極的に調べ
ることもしない。支出も抑える
（旅行は誘われたら行く程
度）。
・自分の体験を積極的に発信
することは少ない

※上記はできるだけシンプルに示すため2軸で示しているが、関与は単一の概念ではなく複数の心理的な側面か

ら構成される多次元的な構成概念であることが指摘されている（6）

高支出

低支出

低関与
（受動的）

高関与
（能動的）

あ
る
が
、
提
供
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
本
質
的

な
価
値
も
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　今
、
地
域
や
事
業
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、「
富
裕
層
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
姿

を
単
に
追
う
こ
と
で
は
な
く
、
地
域
の
成
長

や
持
続
可
能
性
に
も
寄
与
し
う
る
「
高
関
与

旅
行
者
」
の
姿
を
て
い
ね
い
に
紐
解
き
、
彼

ら
の
情
熱
に
応
え
る
、
真
に
価
値
の
あ
る
滞

在
体
験
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　本
特
集
号
で
は
、
多
様
化
す
る
高
付
加
価

値
旅
行
者
や
、「
高
関
与
」な
旅
行
者
の
姿
を
、

定
量
・
定
性
的
な
視
点
か
ら
多
角
的
に
整
理

す
る
と
と
も
に
、
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供

す
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
対
す
る
取
材
な
ど
を

通
し
て
、
価
値
を
高
め
る
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。
な
お
、
執
筆
者

に
よ
り
異
な
る
が
、
本
特
集
で
は
高
付
加
価

値
旅
行
者
が
富
裕
旅
行
者
を
さ
す
場
合
も
あ

れ
ば
、「
高
関
与
」
な
旅
行
者
を
さ
す
場
合

も
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
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（1） 観光庁（2022年）「地方における高付加価値なインバウンド観光地づくりに向けたアクションプラン」
（2） World Wealth Report 2025（Capgemini Research Institute）
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（6） Leisure Involvement Revisited: Conceptual Conundrums and Measurement Advances
Mark E. Havitz & Frédéric Dimanche, Journal of Leisure Research (1997)

誰が本当の顧客か 富裕層依存から“関与”視点への転換1

6



図 1 旅行者の支出と関与の整理 先
で
支
出
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。
富
裕
層
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
重
要

な
の
は
旅
行
者
の
支
出
と
連
動
す
る「
関
心
」

の
所
在
と
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
を
探
る
上
で

整
理
し
て
お
き
た
い
の
は
、
心
理
学
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
分
野
で
研
究
さ
れ
て
き
た

「
消
費
者
関
与
」
の
概
念
で
あ
る
。
こ
の
概

念
は
特
に
1
9
5
0
年
代
頃
か
ら
研
究
が
進

み
、
広
告
の
分
野
や
旅
行
行
動
の
分
析
等
に

も
応
用
さ
れ
て
き
た（
5
）。「
関
与
」
と
は
、

あ
る
対
象
へ
の
個
人
の
こ
だ
わ
り
や
重
要
度

の
こ
と
で
あ
る
。例
え
ば
旅
行
に
お
い
て
は
、

関
与
が
高
い
ほ
ど
自
己
実
現
や
知
的
好
奇
心

を
満
た
す
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
自
分
で
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
源
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
情
報

収
集
を
す
る
た
め
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を

好
ま
ず
個
人
手
配
の
傾
向
が
強
く
な
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
体
験
を
積
極

的
に
発
信
す
る
傾
向
も
強
い
と
さ
れ
る
。

　一
方
で
関
与
が
低
い
ほ
ど
、
旅
行
は
心
身

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
も
の
と
し
て
捉

え
、
旅
行
の
計
画
に
労
力
を
か
け
る
こ
と
を

望
ま
な
い
た
め
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
や

オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
リ
ゾ
ー
ト
を
好

む
傾
向
が
強
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自

分
の
体
験
を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
は
あ

ま
り
し
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

  

「
関
与
」に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
が
、

旅
行
形
態
の
選
択
に
は
「
永
続
的
関
与
」
や

「
状
況
的
関
与
」
が
関
係
し
、
そ
の
測
定
に
向

け
た
既
往
研
究
や
そ
の
課
題
が
整
理
さ
れ
て

い
る（
6
）。「
永
続
的
関
与
」
は
個
人
の
趣
味

や
価
値
観
に
根
差
し
た
長
期
的
・
安
定
的
な

関
心
で
あ
り
、「
状
況
的
関
与
」
は
新
婚
旅

行
な
ど
特
定
の
状
況
の
た
め
に
一
時
的
に
高

ま
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　ま
た
、「
関
与
」の
軸
と
意
思
決
定
の
軸（
思

考
／
感
情
）
を
か
け
合
わ
せ
た
分
析
軸
に
、

現
代
の
旅
行
の
要
素
（
デ
ジ
タ
ル
、
S
N
S
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
等
）
を
加
え
た
研
究
な
ど
も

行
わ
れ
て
い
る（
5
）。
つ
ま
り
、
同
じ
人
で

も
そ
の
時
の
旅
行
目
的
や
購
入
対
象
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
「
関
与
」
が
同
居
し
、

「
高
関
与
」
と
「
低
関
与
」
が
混
在
し
て
い
る

と
い
え
る
。

　
　冒
頭
で
述
べ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
像
の
解
像
度

の
低
さ
の
背
景
に
は
、
旅
行
者
の
価
値
観
や

外
部
環
境
が
、
急
速
に
変
化
し
て
い
る
こ
と

も
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
訪
れ
た

富
裕
層
が
旅
行
自
体
に
は
こ
だ
わ
り
の
な
い

「
低
関
与
」
な
旅
行
者
で
あ
っ
た
場
合
、
ト

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
良
か
れ
と
思
っ
て
専

門
性
の
高
い
体
験
を
手
配
し
て
も
、
供
給
側

の
情
熱
と
需
要
側
の
無
関
心
と
い
う
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て

往
々
に
し
て
、
提
供
す
る
側
が
強
い
こ
だ
わ

り
の
あ
る
「
高
関
与
」
な
存
在
で
あ
る
確
率

も
高
い
。
と
な
る
と
、
相
手
の
関
心
度
合
い

に
関
係
な
く
、
自
分
で
伝
え
た
い
こ
と
や
価

値
観
を
押
し
付
け
す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
と

い
っ
た
こ
と
も
起
こ
り
う
る
。

　加
え
て
、
こ
れ
と
は
逆
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
も

存
在
す
る
。
旅
行
経
験
が
豊
富
で
、
高
い
情

報
収
集
能
力
を
持
つ
「
高
関
与
」
な
旅
行
者

は
、
う
わ
べ
だ
け
の
豪
華
さ
や
、
価
格
に
見

合
わ
な
い
質
の
低
い
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
決
し

て
満
足
し
な
い
。
人
件
費
や
原
材
料
の
高
騰

を
理
由
に
価
格
を
上
げ
る
こ
と
は
必
要
で
は

を
求
め
る
）
とM

o
d
ern
 L
u
xu
ry

（
新
型
：

そ
こ
で
し
か
で
き
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
や

自
己
成
長
、
地
域
文
化
と
の
深
い
つ
な
が

り
と
い
っ
た
、
精
神
的
・
経
験
的
な
価
値
を

重
視
）に
分
類
し
、
消
費
性
向（
旅
行
タ
イ
プ
）

の
視
点
か
ら
、A

ll Luxury

（
航
空
券
か
ら
宿

泊
、
食
事
ま
で
旅
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
最
高

級
で
統
一
）
とS

elective Luxury

（
交
通
費

や
宿
泊
費
は
抑
え
る
一
方
、
自
身
の
関
心
が

高
い
特
定
の
分
野
に
集
中
的
に
投
資
）
に
分

類
し
て
い
る（
3
）。

　ま
た
、
富
裕
層
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い

が
、
海
外
の
調
査
機
関
な
ど
に
お
い
て
も
、

旅
行
者
の
行
動
様
式
や
志
向
性
を
ふ
ま
え
た

タ
イ
プ
分
類
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
表
1
）。

例
え
ば
、A

m
ad
eu
s

は
、
人
と
つ
な
が
り
、

特
別
な
思
い
出
を
作
る
こ
と
を
旅
の
目
的
と

す
るM

em
o
ry M

akers

を
は
じ
め
、
新

し
い
体
験
や
発
見
に
価
値
を
見
出
し
、
旅
の

計
画
も
楽
し
むE

xcited E
xperientialists

と
い
っ
た
未
来
志
向
の
心
理
的
動
機
に
基

づ
く
4
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
。

ま
た
、E

urom
onitor International

は
、

質
の
高
い
体
験
と
ス
テ
ー
タ
ス
を
求
め
る

Luxury S
eekers

や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

駆
使
し
、
効
率
的
な
旅
を
求
め
るD

igital 

T
ravellers

、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
を
両

立
さ
せ
た
旅
を
好
むE

co
-A
d
ven
tu
rers

な
ど
8
つ
の
セ
グ
メ
ン
ト
に
分
類
し
て
い

る
。
同
社
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
志
向
の
浸
透
度
が
最
も
高
い
の
が
30

〜
44
歳
の
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
で
、
次
い
で
15

〜
29
歳
の
Z
世
代
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、

2
0
4
0
年
ま
で
の
20
年
間
で
富
が
若
い
世

代
に
移
行
す
る
と
い
う
全
体
的
な
傾
向
と
一

致
し
て
お
り
、
2
0
4
0
年
ま
で
に
、
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
は
25
万
ド
ル
以
上
の
収
入
が
あ

る
人
口
の
36
％
（
2
6
1
0
万
人
）
を
占
め

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る（
4
）。

　20
〜
30
代
の
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
が
旅
行
者

層
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
10
年
近
く

前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
ニ
ー
ズ
と
な
っ
て
い

る
こ
と
と
も
連
動
し
、
自
分
だ
け
の
快
楽
の

た
め
に
何
か
を
犠
牲
に
す
る
行
動
が
好
ま
れ

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
旅
行
の
成
熟

化
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化
な
ど
に
よ
っ

て
、
関
心
の
深
さ
や
情
報
収
集
力
の
高
ま
り

は
さ
ら
に
顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

　資
産
を
潤
沢
に
保
有
し
て
い
て
も
、
旅
行

R
ep
o
rt 2
0
2
5

』（
2
）
を
み
る
と
、
投
資
可

能
資
産
1
0
0
万
ド
ル
以
上
の
富
裕
層
は
約

2
2
8
0
万
人
（
世
界
の
総
人
口
の
う
ち
約

0
・
3
％
）
で
、
そ
の
う
ち
、
投
資
可
能
資

産
3
0
0
0
万
ド
ル
以
上
の
超
富
裕
層

（
U
H
N
W
I
）
は
1
％
（
資
産
シ
ェ
ア
は

34
％
）、
5
0
0
万
〜
3
0
0
0
万
ド
ル
の

中
堅
富
裕
層（
V
H
N
W
I
）は
9
・
2
％（
資

産
シ
ェ
ア
は
23
％
）、
1
0
0
万
〜
5
0
0
万

ド
ル
の
富
裕
層（
H
N
W
I
）は
89
・
8
％（
資

産
シ
ェ
ア
は
43
％
）
を
占
め
る
。

　ま
た
、
J
N
T
O
で
定
義
さ
れ
て
い
る
高

付
加
価
値
旅
行
者
（
訪
日
旅
行
1
回
当
た
り

の
総
消
費
額
が
1
0
0
万
円
以
上
／
人
）
は

訪
日
外
国
人
客
（
2
0
2
3
年
）
の
う
ち
、

人
数
ベ
ー
ス
で
2
・
4
％
、
消
費
額
ベ
ー
ス

で
19
・
1
％
と
年
々
そ
の
割
合
は
拡
大
し
て

い
る
が
、
絶
対
数
は
や
は
り
少
な
い
。
1
回

の
消
費
額
が
大
き
い
と
は
い
え
、
富
裕
層
だ

け
を
対
象
と
し
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
は
成

り
立
ち
に
く
い
の
が
実
情
で
あ
り
、
そ
こ
に

準
じ
る
旅
行
者
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
と
な
る
。

　で
は
、
富
裕
層
に
準
じ
る
旅
行
者
と
は
ど

う
い
っ
た
層
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
注
目

し
た
い
の
は
、
い
わ
ゆ
る
富
裕
旅
行
者
や
高

付
加
価
値
旅
行
者
の
定
義
に
は
当
て
は
ま
ら

な
い
が
、
自
身
の
関
心
や
こ
だ
わ
り
の
あ
る

項
目
に
対
し
て
は
支
出
を
惜
し
ま
な
い
旅
行

者
の
存
在
で
あ
る
。

　富
裕
層
に
つ
い
て
は
注
目
度
も
高
く
、
彼

ら
と
日
常
的
に
接
す
る
機
会
の
多
い
富
裕
層

向
け
の
旅
行
会
社
や
ホ
テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
、
富
裕
層
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
レ
ポ
ー

ト
等
を
通
じ
て
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
そ
の

旅
行
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、
そ
の
一
方
で
、
一
般
の
旅
行
者
に
も

紛
れ
込
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
、
特
定
の
項

目
へ
の
支
出
を
惜
し
ま
な
い
旅
行
者
に
つ
い

て
は
、
そ
の
実
態
が
十
分
に
摑
め
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。

　特
定
の
項
目
へ
の
支
出
を
惜
し
ま
な
い
旅

行
者
を
探
る
前
に
、
改
め
て
高
付
加
価
値
旅

行
者
の
実
態
も
含
め
て
整
理
を
し
て
お
き
た

い
。
J
N
T
O
は
、
資
産
規
模
で
一
括
り
に

さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
富
裕
層
の
価
値
観
や
消

費
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
ふ
ま
え
、
富
裕
旅
行

者
の
志
向
を
、Classic L

u
xu
ry

（
従
来
型
：

世
界
的
に
認
知
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
や

ミ
シ
ュ
ラ
ン
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
っ

た
、
物
質
的
な
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
贅
沢

　近
年
、
日
本
の
観
光
政
策
に
お
い
て
高
付

加
価
値
旅
行
市
場
の
開
拓
は
重
点
施
策
と
さ

れ
、
現
行
の
「
第
4
次
観
光
立
国
推
進
基
本

計
画（
2
0
2
3
〜
2
0
2
5
年
度
）」で
は
、

「
高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
」

な
ど
が
主
要
施
策
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
特
に
日
本
の
地
方
で
は
「
ウ
リ
（
魅
力

的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
）」「
ヤ
ド
（
宿
泊
施
設
）」

「
ヒ
ト
（
専
門
ガ
イ
ド
等
）」「
コ
ネ
（
海
外
へ

の
販
路
）」
の
弱
さ
と
い
っ
た
課
題
が
指
摘

さ
れ（
1
）、
こ
れ
ら
を
強
化
す
る
事
業
も
多

数
展
開
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
も

あ
っ
て
か
、
地
域
の
事
業
者
の
方
々
と
話
を

す
る
と
、
多
く
が
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
富
裕
層
」

と
口
を
揃
え
る
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
そ
の

姿
は
漠
然
と
、
そ
し
て
画
一
的
に
捉
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　資
産
規
模
の
観
点
に
つ
い
て
キ
ャ
ッ
プ

ジ
ェ
ミ
ニ
が
発
行
す
る
『W

o
rld
 W
ealth

 

3
．旅
行
者
の

こ
だ
わ
り
に
着
目
し
た

「
関
与
」の
概
念

4
．高
付
加
価
値
化
に

向
け
た
課
題

・全ての項目にこだわりをもって
自分で選び、支出を惜しまない。
・特定の項目にこだわりをもって
自分で選び、その特定の項目へ
の支出は惜しまない。
・情報は自分で調べ、積極的に情
報発信も行う。

・知的好奇心やこだわりは強
いが、限られた予算内でメリ
ハリをつけて消費。 

・旅行は好きで支出は惜しま
ないが自分では調べずトラ
ベルデザイナー任せ。

・旅行への関心はそれほど高
くなく、自分で積極的に調べ
ることもしない。支出も抑える
（旅行は誘われたら行く程
度）。
・自分の体験を積極的に発信
することは少ない

※上記はできるだけシンプルに示すため2軸で示しているが、関与は単一の概念ではなく複数の心理的な側面か

ら構成される多次元的な構成概念であることが指摘されている（6）

高支出

低支出

低関与
（受動的）

高関与
（能動的）

あ
る
が
、
提
供
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
本
質
的

な
価
値
も
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　今
、
地
域
や
事
業
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、「
富
裕
層
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
姿

を
単
に
追
う
こ
と
で
は
な
く
、
地
域
の
成
長

や
持
続
可
能
性
に
も
寄
与
し
う
る
「
高
関
与

旅
行
者
」
の
姿
を
て
い
ね
い
に
紐
解
き
、
彼

ら
の
情
熱
に
応
え
る
、
真
に
価
値
の
あ
る
滞

在
体
験
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　本
特
集
号
で
は
、
多
様
化
す
る
高
付
加
価

値
旅
行
者
や
、「
高
関
与
」な
旅
行
者
の
姿
を
、

定
量
・
定
性
的
な
視
点
か
ら
多
角
的
に
整
理

す
る
と
と
も
に
、
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供

す
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
対
す
る
取
材
な
ど
を

通
し
て
、
価
値
を
高
め
る
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。
な
お
、
執
筆
者

に
よ
り
異
な
る
が
、
本
特
集
で
は
高
付
加
価

値
旅
行
者
が
富
裕
旅
行
者
を
さ
す
場
合
も
あ

れ
ば
、「
高
関
与
」
な
旅
行
者
を
さ
す
場
合

も
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
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（2） World Wealth Report 2025（Capgemini Research Institute）
（3） JNTO（2025年）「高付加価値旅行市場規模調査」
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（5） 「消費者関与」概念による旅行者行動の理解に向けて」西村 幸子, 同志社商学, 61(3) pp57 - 69, 2009年10月
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インバウン
ド

高
付
加
価
値
旅
行
者
の

消
費
行
動
と

意
識
・
価
値
観
に
関
す
る

考
察

で
あ
る
こ
と
は
広
く
指
摘
さ
れ
て
お
り

（W
eaver, 2

0
0
2

8

）、
特
に
富
裕
層
旅
行

市
場
に
お
い
て
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

付
加
価
値
や
選
択
の
決
め
手
に
な
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
（H

an et al., 2010

9

）。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
旅
行
に
対
す
る
意
識
と
行
動
を
分
析
し
た
。

  「
観
光
地
の
維
持
・
存
続
の
た
め
の
金
銭

負
担
に
対
す
る
考
え
方
」
に
つ
い
て
、
賛
成

す
る
割
合
（T

o
p
2

）
は
「
1
0
0
万
円
以
上
」

の
層
で
86
・
9
%
に
達
し
、「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
（
68
・
2
%
）
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

こ
の
結
果
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
が

単
に
旅
行
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
観
光
地

の
保
全
に
積
極
的
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
意

志
を
持
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
表
5
）。

 

「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
旅
行
を
重
視
す
る
」
と
い
う
考
え
に

賛
成
す
る
割
合
が
89
・
3
%
に
達
し
、「
1
0
0

万
円
未
満
」
の
層
の
79
・
9
%
を
有
意
に
上

回
る
結
果
と
な
っ
た
（
図
表
6
）。

　ま
た
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
、

そ
の
意
識
の
高
さ
か
ら
、「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
に
比
べ
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り

組
み
を
よ
り
実
践
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
（
図
表
7
）。

　海
外
旅
行
先
で
過
去
に
実
施
し
た
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
内
容
に
も
両
者
で
違
い

が
み
ら
れ
る
。「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
は
、

自
身
の
体
験
の
質
の
向
上
に
資
す
る
と
同
時

に
、
地
域
や
環
境
へ
の
効
果
が
大
き
い
「
利

他
的
」
な
取
り
組
み
を
選
択
す
る
傾
向
に
あ

る
。
具
体
的
に
は
、「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

商
品
を
利
用
す
る
」、「
そ
の
地
域
で
許
可
・

認
可
さ
れ
て
い
る
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
選
択
す

る
」、「
環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
C
O
2

排

出
量
が
少
な
い
移
動
手
段
を
選
択
す
る
」
等

で
あ
る
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
費
用
を
伴
う

貢
献
に
は
積
極
的
で
あ
る
も
の
の
、「
宿
泊

施
設
に
お
け
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
辞
退

す
る
」
等
の
直
接
的
な
コ
ス
ト
削
減
に
繋
が

る
「
節
約
型
」
の
エ
コ
活
動
に
は
消
極
的
で

あ
る
。
ま
た
、
質
を
重
視
す
る
姿
勢
は
混
雑

回
避
の
方
法
に
も
表
れ
て
お
り
、「
1
0
0

万
円
未
満
」
の
層
が
好
む
「
混
雑
を
回
避
す

み
で
あ
っ
た
。
購
入
率
は
概
ね
同
程
度
で
あ

る
の
に
対
し
、
支
出
水
準
や
求
め
る
体
験
の

質
に
は
相
違
が
あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

　こ
れ
ま
で
の
結
果
か
ら
、「
1
0
0
万
円
以

上
」の
層
は
、
日
本
の
自
然
や
文
化
に
根
差

し
た
真
正
性
の
高
い
体
験
に
価
値
を
見
出
す

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
志
向
が
、
訪
問

先
の
環
境
や
文
化
資
産
の
保
全
を
重
視
す
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の
関
心
に
結
び
つ

く
と
い
う
点
は
、
多
く
の
先
行
研
究
で
も
支

持
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
社
会
経
済
的
地

位
が
高
い
層
ほ
ど
環
境
配
慮
行
動
に
積
極
的

い
て
、
定
性
的
な
特
徴
を
統
合
し
、
そ
の
実

像
の
一
部
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　分
析
の
結
果
、
こ
の
層
は
、
自
己
実
現
や

真
正
性
を
旅
行
動
機
と
し
、
本
質
的
な
体
験

に
高
い
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
実
際
に
、
自
然
観
賞
、
世
界
遺
産

等
の
見
物
、
文
化
体
験
と
い
っ
た
分
野
で
は

支
出
額
が
大
き
く
、
体
験
の
質
向
上
の
た
め

な
ら
50
%
以
上
の
価
格
上
昇
を
許
容
す
る
層

が
約
2
割
存
在
す
る
等
、
追
加
支
払
い
へ
の

意
欲
も
高
い
。
ま
た
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
態
度
は
、
節
約
型

の
エ
コ
行
動
よ
り
も
、
体
験
の
質
向
上
を

担
保
す
る
有
料
の
選
択
肢
を
好
む
傾
向
が

み
ら
れ
た
。

　こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
高
付
加
価
値
旅
行

者
向
け
に
有
効
な
の
は
、
現
地
で
の
交
流
や

専
門
的
な
学
び
等
、
自
己
実
現
や
真
正
性
に

訴
求
す
る
体
験
の
提
供
で
あ
る
と
言
え
る
。

具
体
的
な
設
計
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
専
門

ガ
イ
ド
が
同
行
す
る
少
人
数
・
予
約
制
の
体

験
を
2
〜
5
割
増
の
価
格
で
提
供
す
る
こ
と

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
料
金
に
協
力

金
等
を
含
む
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
で
、
価

格
へ
の
納
得
感
と
地
域
貢
献
へ
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
入

場
保
証
等
で
混
雑
を
回
避
す
る
こ
と
も
有
効

で
あ
る
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
は
旅
行
者
の
満
足
度

向
上
に
資
す
る
だ
け
で
は
な
い
。地
域
に
と
っ

て
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
抑
制
し
つ

つ
、
経
済
効
果
を
確
保
で
き
る
と
い
う
利
点

が
あ
る
。
こ
れ
は
観
光
の
「
量
」
か
ら
「
質
」へ

の
転
換
を
実
現
し
、
持
続
的
な
観
光
振
興
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
高
付
加
価

値
旅
行
者
が
真
正
性
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、

地
域
資
源
の
保
全
を
促
し
、
そ
の
価
値
を
継

承
す
る
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
も
期
待
さ

れ
る
。

　本
稿
で
示
し
た
分
析
は
ま
だ
萌
芽
的
で
は

あ
る
も
の
の
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
姿
を

捉
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。今
後
、

さ
ら
に
分
析
を
深
め
て
い
き
た
い
。

に
留
ま
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、「
1
0
0
万
円

以
上
」
の
層
は
「
通
常
料
金
よ
り
20
%
高
く

て
も
、
日
本
な
ら
で
は
の
特
別
で
質
の
高
い

体
験
を
し
た
い
」
が
52
・
0
%
、「
通
常
料

金
よ
り
50
%
以
上
高
く
て
も
非
常
に
特
別
で

質
の
高
い
思
い
出
に
残
る
体
験
が
し
た
い
」

が
21
・
0
%
を
占
め
、
追
加
料
金
を
支
払
っ

て
も
特
別
な
体
験
を
し
た
い
と
回
答
し
た
割

合
は
合
計
で
73
・
0
%
に
達
し
た
。
特
に

「
50
%
以
上
高
く
て
も
」
と
回
答
し
た
割
合

は
、「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
の
5
・
7
%

と
比
較
し
て
15
・
3
ポ
イ
ン
ト
高
く
、
体
験

活
動
へ
の
質
向
上
を
目
的
と
し
た
支
出
意
欲

の
高
さ
が
う
か
が
え
る
（
図
表
3
）。

  「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
、
特
定
の
体

験
活
動
に
お
け
る
支
払
い
発
生
者
の
一
人
あ

た
り
支
出
額
の
平
均
で
「
1
0
0
万
円
未
満
」

の
層
を
上
回
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
特
に
自

然
・
景
勝
地
観
光
、
桜
、
雪
景
色
観
賞
、
世

界
遺
産
等
の
見
物
、
文
化
体
験
、
山
・
雪
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
外
食
、

食
料
品
等
の
買
い
物
等
の
支
出
額
は
有
意
に

高
い
結
果
と
な
っ
た
（
図
表
4
）。

　一
方
、
当
該
活
動
で
支
払
い
が
発
生
し
た

者
の
割
合
（
購
入
率
）
で
、
両
者
に
有
意
差

が
認
め
ら
れ
た
の
は「
自
然
や
風
景
の
見
物
」

（「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
で
93
・
0
％
、

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
で
77
・
6
%
）
の

小
さ
い
。
こ
れ
ら
は
訪
日
旅
行
に
お
い
て
重

要
な
要
素
で
は
あ
る
も
の
の
、
高
付
加
価
値

旅
行
者
を
特
に
惹
き
つ
け
る
差
別
化
要
因
に

は
な
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
2
）。

　高
付
加
価
値
旅
行
者
が
重
視
す
る
「
自
己

実
現
」
や
「
真
正
性
」
を
追
求
す
る
上
で
、

訪
日
時
の
具
体
的
な
「
体
験
」
は
不
可
欠
な

要
素
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
動
機
が
実

際
の
消
費
行
動
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の

か
を
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
体

験
活
動
に
対
す
る
追
加
支
払
い
意
向
と
体
験

別
の
支
出
額
を
分
析
し
た
。

　体
験
活
動
に
対
す
る
追
加
支
払
い
意
向
に

つ
い
て
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
と

「
1
0
0
万
円
未
満
」の
層
で
差
が
み
ら
れ
た
。

　訪
日
時
の
体
験
活
動
に
つ
い
て
「
特
に
追

加
料
金
を
払
わ
ず
に
、
標
準
的
な
体
験
を
し

た
い
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、「
1
0
0
万

円
未
満
」
の
層
が
42
・
8
%
で
あ
る
の
に
対

し
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
で
は
27
・
0
%

　高
付
加
価
値
旅
行
者
の
訪
日
旅
行
動
機
を

理
解
す
る
た
め
、
観
光
庁
や
日
本
政
府
観
光

局
（
J
N
T
O
）
で
用
い
ら
れ
て
い
る
高
付

加
価
値
旅
行
者
の
定
性
的
な
特
徴
や
、

既
存
研
究（Y

eo
m
an
,2
0
1
1

3;A
tw
al&
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4;K
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,et al. 2007
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等
）

に
基
づ
き
、「
自
己
実
現
」
と
「
真
正
性
」
と

い
う
二
つ
の
要
素
に
着
目
し
た
。こ
れ
ら
は
、

旅
行
を
通
じ
て
内
面
的
な
成
長
や
学
び
を
求

め
る
動
機
と
、
本
物
の
体
験
に
触
れ
た
い
と

い
う
欲
求
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　本
調
査
で
は
、
ま
ず
高
付
加
価
値
旅
行
者

を
、
直
近
の
訪
日
旅
行
に
お
け
る
一
人
あ
た

り
の
支
出
額
が
「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
と

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
に
区
分
し
た
。

続
い
て
、
訪
日
動
機
の
設
問
項
目
に
自
己
実

現
に
関
す
る
5
項
目
6 

と
、
真
正
性
に
関
す

る
8
項
目
7 

を
追
加
し
、
各
項
目
の
回
答
平

均
値
が
5
段
階
評
価（
5
…
と
て
も
あ
て
は
ま

る 

1
…
全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
）で
4
・
0

以
上
の
場
合
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志
向
が「
高
い
」

と
定
義
し
た
。

　分
析
の
結
果
、
自
己
実
現
も
真
正
性
も
両

方
高
い
割
合
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
に

お
い
て
68
・
0
%
と
な
っ
た
。
こ
れ
は「
1
0
0

万
円
未
満
」の
層（
52
・
2
%
）と
比
較
し
て
高

い
。
対
照
的
に
、
自
己
実
現
と
真
正
性
が
と
も

に
低
い
割
合
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
で

は
18
・
0
%
に
留
ま
り
、「
1
0
0
万
円
未
満
」

の
層（
31
・
1
%
）を
大
き
く
下
回
っ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以
上
の
旅

行
者
は
、
訪
日
旅
行
に
お
い
て
自
己
実
現
や
本

物
の
体
験
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る

（
図
表
1
）。

　さ
ら
に
、
こ
の
傾
向
を
よ
り
具
体
的
に
把

握
す
る
た
め
、
訪
日
動
機
33
項
目
に
つ
い
て
、

5
段
階
評
価
のT

op2

の
割
合
（
5
…
「
と
て

も
あ
て
は
ま
る
」
と 

4
…
「
や
や
あ
て
は
ま

る
」
の
合
計
）
と
、
こ
れ
を
「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
を
1
0
0
と
す
る
指
数
を
算
出
し

た
。
す
る
と
、
両
者
の
違
い
が
よ
り
明
確
に

な
っ
た
。

　ま
ず
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
全
33
項

目
の
大
半
で
「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
の

T
o
p
2

の
割
合
が
上
回
る
。
ま
た
、
高
付
加

価
値
旅
行
者
が
重
視
す
る
と
さ
れ
る
自
己
実

現
に
関
連
し
た
動
機
は
、「
1
0
0
万
円
以

上
」
の
層
で
は
、「
新
し
い
体
験
を
通
じ
て

自
分
を
成
長
さ
せ
た
か
っ
た
か
ら
」（
指
数

1
1
7
）、「
普
段
で
き
な
い
こ
と
に
挑
戦
し

て
み
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
7
）、「
自
分

の
視
野
や
考
え
方
を
広
げ
た
か
っ
た
か
ら
」

（
同
1
1
0
）
と
い
っ
た
、
内
面
的
な
成
長

を
求
め
る
項
目
の
順
位
が
高
い
。
同
様
に
、

真
正
性
に
関
連
し
た
動
機
で
は
、「
現
地
で

の
交
流
を
通
じ
て
自
分
の
人
脈
を
広
げ
た

か
っ
た
か
ら
」（
同
1
3
9
）、「
新
た
な
人
々

と
の
交
流
や
出
会
い
を
楽
し
み
た
か
っ
た
か

ら
」（
同
1
2
9
）等
の
交
流
を
求
め
る
項
目
、

「
日
本
の
伝
統
的
な
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
6
）、「
日

本
の
人
々
の
日
常
生
活
を
体
験
し
た
か
っ
た

か
ら
」（
同
1
1
6
）、「
観
光
客
が
少
な
い

穴
場
や
観
光
地
化
さ
れ
て
い
な
い
地
域
を
訪

れ
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
4
）
と
い
っ
た

項
目
の
順
位
の
高
さ
か
ら
、
本
物
の
体
験
を

求
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　自
己
の
成
長
や
本
物
の
体
験
を
求
め
る
動

機
に
加
え
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
で

特
に
際
立
っ
て
い
る
の
が
、
社
会
的
承
認
に

関
連
す
る
欲
求
で
あ
る
。「
周
囲
か
ら
注
目

さ
れ
た
り
、
認
め
ら
れ
た
か
っ
た
か
ら
」（
指

数
1
4
9
）、「
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
自
体
が
、

自
分
の
ス
テ
ー
タ
ス
に
な
る
と
思
っ

た
か
ら
」（
同
1
3
2
）
と
い
っ
た
項
目
は
、

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
と
の
差
が
特
に
大

き
い
。

　こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、「
1
0
0
万
円
以

上
」
の
層
は
、
内
面
的
な
成
長
や
本
物
の
体

験
を
追
求
す
る
と
同
時
に
、
旅
行
を
通
じ
て

得
ら
れ
る
他
者
か
ら
の
承
認
や
社
会
的
ス

テ
ー
タ
ス
を
強
く
意
識
す
る
傾
向
が
あ
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　一
方
で
、
食
、
歴
史
、
安
全
性
と
い
っ
た

日
本
の
基
礎
的
な
魅
力
に
つ
い
て
は
、
両
層

と
も
に
評
価
が
高
く
、
指
数
差
は
相
対
的
に

　政
府
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
高
付
加
価
値
旅
行

者
（
以
下
、「
高
付
加
価
値
旅
行
者
」）
の
誘

致
を
重
要
施
策
と
位
置
付
け
て
い
る
。
訪
日

客
全
体
の
約
1
%
に
過
ぎ
な
い
層
が
、
総
消

費
額
の
約
14
%
を
占
め
る 

事
実
か
ら
も
、

そ
の
経
済
的
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
は
明
ら

か
で
あ
る
。

　観
光
庁
（
2
0
2
5
1

）
で
は
、
高
付
加

価
値
旅
行
者
を
「
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以

上
／
人
（
＝
訪
日
旅
行
1
回
あ
た
り
）」
と
定

量
的
に
定
義
し
て
い
る
。
一
方
で
、
こ
う
し

た
客
層
に
つ
い
て
、「
単
に
一
旅
行
あ
た
り

の
消
費
額
が
大
き
い
の
み
な
ら
ず
、
一
般
的

に
知
的
好
奇
心
や
探
究
心
が
強
く
、
旅
行
に

よ
る
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
地
域
の
伝
統
・

文
化
、
自
然
等
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
身
の

知
識
を
深
め
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得

ら
れ
る
こ
と
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
」（
観

光
庁 

2
0
2
2
2

）
と
い
う
定
性
的
な
特
徴

に
も
言
及
し
て
い
る
。
高
付
加
価
値
旅
行
者

の
実
像
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
特

性
も
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
高
付
加
価
値

旅
行
者
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
、
定
量
的

な
定
義
と
定
性
的
な
特
徴
を
統
合
し
た
分
析

は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
課
題
意
識
に
基
づ
き
、

「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪

日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査 

2
0
2
5

年
度
版
」の
結
果
か
ら
、
着
地
消
費
「
1
0
0

万
円
以
上
」の
層
（
n
＝
1
2
2
）
と「
1
0
0

万
円
未
満
」の
層
（
n
＝
2
4
0
1
）
を
比
較

分
析
し
、
実
務
的
な
示
唆
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

2
．訪
日
旅
行
動
機
に

基
づ
く

高
付
加
価
値

旅
行
者
の
分
類

1
．は
じ
め
に

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 
観
光
研
究
部
上
席
主
任
研
究
員

柿
島
あ
か
ね

D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア・
欧
米
豪

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

意
向
調
査
2
0
2
5
年
度
版
の
結
果
よ
り

自己実現が高い 自己実現も真正性も高くない

自己実現も真正性も高い 真正性が高い

0%

100万円以上
（n=122）

100万円未満
（n=2401）

68.0% *← 9.0% 4.9% 18.0%

52.2% 10.7% 31.1% *←6.0%

*p＜.05（5%水準で有意）

図表 1 訪日旅行動機における自己実現 × 真正性の志向別構成

る
た
め
、
比
較
的
空
い
て
い
る
時
間
帯
に
訪

問
す
る
」
こ
と
よ
り
も
、
確
実
性
を
確
保
す

る
た
め
に
「
観
光
施
設
等
を
予
約
す
る
」
傾

向
も
み
ら
れ
た
（
図
表
8
）。

　本
稿
は
、「
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以
上
」

と
定
義
さ
れ
る
高
付
加
価
値
旅
行
者
層
に
つ

インバウンド高付加価値旅行者の消費行動と意識・価値観に関する考察2

8



20% 40% 60% 80% 100%

2

インバウン
ド

高
付
加
価
値
旅
行
者
の

消
費
行
動
と

意
識
・
価
値
観
に
関
す
る

考
察

で
あ
る
こ
と
は
広
く
指
摘
さ
れ
て
お
り

（W
eaver, 2

0
0
2

8

）、
特
に
富
裕
層
旅
行

市
場
に
お
い
て
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

付
加
価
値
や
選
択
の
決
め
手
に
な
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
（H

an et al., 2010

9

）。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
旅
行
に
対
す
る
意
識
と
行
動
を
分
析
し
た
。

  「
観
光
地
の
維
持
・
存
続
の
た
め
の
金
銭

負
担
に
対
す
る
考
え
方
」
に
つ
い
て
、
賛
成

す
る
割
合
（T

o
p
2

）
は
「
1
0
0
万
円
以
上
」

の
層
で
86
・
9
%
に
達
し
、「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
（
68
・
2
%
）
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

こ
の
結
果
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
が

単
に
旅
行
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
観
光
地

の
保
全
に
積
極
的
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
意

志
を
持
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
表
5
）。

 

「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
旅
行
を
重
視
す
る
」
と
い
う
考
え
に

賛
成
す
る
割
合
が
89
・
3
%
に
達
し
、「
1
0
0

万
円
未
満
」
の
層
の
79
・
9
%
を
有
意
に
上

回
る
結
果
と
な
っ
た
（
図
表
6
）。

　ま
た
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
、

そ
の
意
識
の
高
さ
か
ら
、「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
に
比
べ
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り

組
み
を
よ
り
実
践
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
（
図
表
7
）。

　海
外
旅
行
先
で
過
去
に
実
施
し
た
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
内
容
に
も
両
者
で
違
い

が
み
ら
れ
る
。「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
は
、

自
身
の
体
験
の
質
の
向
上
に
資
す
る
と
同
時

に
、
地
域
や
環
境
へ
の
効
果
が
大
き
い
「
利

他
的
」
な
取
り
組
み
を
選
択
す
る
傾
向
に
あ

る
。
具
体
的
に
は
、「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

商
品
を
利
用
す
る
」、「
そ
の
地
域
で
許
可
・

認
可
さ
れ
て
い
る
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
選
択
す

る
」、「
環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
C
O
2

排

出
量
が
少
な
い
移
動
手
段
を
選
択
す
る
」
等

で
あ
る
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
費
用
を
伴
う

貢
献
に
は
積
極
的
で
あ
る
も
の
の
、「
宿
泊

施
設
に
お
け
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
辞
退

す
る
」
等
の
直
接
的
な
コ
ス
ト
削
減
に
繋
が

る
「
節
約
型
」
の
エ
コ
活
動
に
は
消
極
的
で

あ
る
。
ま
た
、
質
を
重
視
す
る
姿
勢
は
混
雑

回
避
の
方
法
に
も
表
れ
て
お
り
、「
1
0
0

万
円
未
満
」
の
層
が
好
む
「
混
雑
を
回
避
す

み
で
あ
っ
た
。
購
入
率
は
概
ね
同
程
度
で
あ

る
の
に
対
し
、
支
出
水
準
や
求
め
る
体
験
の

質
に
は
相
違
が
あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

　こ
れ
ま
で
の
結
果
か
ら
、「
1
0
0
万
円
以

上
」の
層
は
、
日
本
の
自
然
や
文
化
に
根
差

し
た
真
正
性
の
高
い
体
験
に
価
値
を
見
出
す

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
志
向
が
、
訪
問

先
の
環
境
や
文
化
資
産
の
保
全
を
重
視
す
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の
関
心
に
結
び
つ

く
と
い
う
点
は
、
多
く
の
先
行
研
究
で
も
支

持
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
社
会
経
済
的
地

位
が
高
い
層
ほ
ど
環
境
配
慮
行
動
に
積
極
的

い
て
、
定
性
的
な
特
徴
を
統
合
し
、
そ
の
実

像
の
一
部
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　分
析
の
結
果
、
こ
の
層
は
、
自
己
実
現
や

真
正
性
を
旅
行
動
機
と
し
、
本
質
的
な
体
験

に
高
い
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
実
際
に
、
自
然
観
賞
、
世
界
遺
産

等
の
見
物
、
文
化
体
験
と
い
っ
た
分
野
で
は

支
出
額
が
大
き
く
、
体
験
の
質
向
上
の
た
め

な
ら
50
%
以
上
の
価
格
上
昇
を
許
容
す
る
層

が
約
2
割
存
在
す
る
等
、
追
加
支
払
い
へ
の

意
欲
も
高
い
。
ま
た
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
態
度
は
、
節
約
型

の
エ
コ
行
動
よ
り
も
、
体
験
の
質
向
上
を

担
保
す
る
有
料
の
選
択
肢
を
好
む
傾
向
が

み
ら
れ
た
。

　こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
高
付
加
価
値
旅
行

者
向
け
に
有
効
な
の
は
、
現
地
で
の
交
流
や

専
門
的
な
学
び
等
、
自
己
実
現
や
真
正
性
に

訴
求
す
る
体
験
の
提
供
で
あ
る
と
言
え
る
。

具
体
的
な
設
計
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
専
門

ガ
イ
ド
が
同
行
す
る
少
人
数
・
予
約
制
の
体

験
を
2
〜
5
割
増
の
価
格
で
提
供
す
る
こ
と

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
料
金
に
協
力

金
等
を
含
む
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
で
、
価

格
へ
の
納
得
感
と
地
域
貢
献
へ
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
入

場
保
証
等
で
混
雑
を
回
避
す
る
こ
と
も
有
効

で
あ
る
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
は
旅
行
者
の
満
足
度

向
上
に
資
す
る
だ
け
で
は
な
い
。地
域
に
と
っ

て
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
抑
制
し
つ

つ
、
経
済
効
果
を
確
保
で
き
る
と
い
う
利
点

が
あ
る
。
こ
れ
は
観
光
の
「
量
」
か
ら
「
質
」へ

の
転
換
を
実
現
し
、
持
続
的
な
観
光
振
興
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
高
付
加
価

値
旅
行
者
が
真
正
性
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、

地
域
資
源
の
保
全
を
促
し
、
そ
の
価
値
を
継

承
す
る
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
も
期
待
さ

れ
る
。

　本
稿
で
示
し
た
分
析
は
ま
だ
萌
芽
的
で
は

あ
る
も
の
の
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
姿
を

捉
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。今
後
、

さ
ら
に
分
析
を
深
め
て
い
き
た
い
。

に
留
ま
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、「
1
0
0
万
円

以
上
」
の
層
は
「
通
常
料
金
よ
り
20
%
高
く

て
も
、
日
本
な
ら
で
は
の
特
別
で
質
の
高
い

体
験
を
し
た
い
」
が
52
・
0
%
、「
通
常
料

金
よ
り
50
%
以
上
高
く
て
も
非
常
に
特
別
で

質
の
高
い
思
い
出
に
残
る
体
験
が
し
た
い
」

が
21
・
0
%
を
占
め
、
追
加
料
金
を
支
払
っ

て
も
特
別
な
体
験
を
し
た
い
と
回
答
し
た
割

合
は
合
計
で
73
・
0
%
に
達
し
た
。
特
に

「
50
%
以
上
高
く
て
も
」
と
回
答
し
た
割
合

は
、「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
の
5
・
7
%

と
比
較
し
て
15
・
3
ポ
イ
ン
ト
高
く
、
体
験

活
動
へ
の
質
向
上
を
目
的
と
し
た
支
出
意
欲

の
高
さ
が
う
か
が
え
る
（
図
表
3
）。

  「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
、
特
定
の
体

験
活
動
に
お
け
る
支
払
い
発
生
者
の
一
人
あ

た
り
支
出
額
の
平
均
で
「
1
0
0
万
円
未
満
」

の
層
を
上
回
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
特
に
自

然
・
景
勝
地
観
光
、
桜
、
雪
景
色
観
賞
、
世

界
遺
産
等
の
見
物
、
文
化
体
験
、
山
・
雪
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
外
食
、

食
料
品
等
の
買
い
物
等
の
支
出
額
は
有
意
に

高
い
結
果
と
な
っ
た
（
図
表
4
）。

　一
方
、
当
該
活
動
で
支
払
い
が
発
生
し
た

者
の
割
合
（
購
入
率
）
で
、
両
者
に
有
意
差

が
認
め
ら
れ
た
の
は「
自
然
や
風
景
の
見
物
」

（「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
で
93
・
0
％
、

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
で
77
・
6
%
）
の

小
さ
い
。
こ
れ
ら
は
訪
日
旅
行
に
お
い
て
重

要
な
要
素
で
は
あ
る
も
の
の
、
高
付
加
価
値

旅
行
者
を
特
に
惹
き
つ
け
る
差
別
化
要
因
に

は
な
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
2
）。

　高
付
加
価
値
旅
行
者
が
重
視
す
る
「
自
己

実
現
」
や
「
真
正
性
」
を
追
求
す
る
上
で
、

訪
日
時
の
具
体
的
な
「
体
験
」
は
不
可
欠
な

要
素
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
動
機
が
実

際
の
消
費
行
動
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の

か
を
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
体

験
活
動
に
対
す
る
追
加
支
払
い
意
向
と
体
験

別
の
支
出
額
を
分
析
し
た
。

　体
験
活
動
に
対
す
る
追
加
支
払
い
意
向
に

つ
い
て
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
と

「
1
0
0
万
円
未
満
」の
層
で
差
が
み
ら
れ
た
。

　訪
日
時
の
体
験
活
動
に
つ
い
て
「
特
に
追

加
料
金
を
払
わ
ず
に
、
標
準
的
な
体
験
を
し

た
い
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、「
1
0
0
万

円
未
満
」
の
層
が
42
・
8
%
で
あ
る
の
に
対

し
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
で
は
27
・
0
%

　高
付
加
価
値
旅
行
者
の
訪
日
旅
行
動
機
を

理
解
す
る
た
め
、
観
光
庁
や
日
本
政
府
観
光

局
（
J
N
T
O
）
で
用
い
ら
れ
て
い
る
高
付

加
価
値
旅
行
者
の
定
性
的
な
特
徴
や
、

既
存
研
究（Y

eo
m
an
,2
0
1
1

3;A
tw
al&
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等
）

に
基
づ
き
、「
自
己
実
現
」
と
「
真
正
性
」
と

い
う
二
つ
の
要
素
に
着
目
し
た
。こ
れ
ら
は
、

旅
行
を
通
じ
て
内
面
的
な
成
長
や
学
び
を
求

め
る
動
機
と
、
本
物
の
体
験
に
触
れ
た
い
と

い
う
欲
求
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　本
調
査
で
は
、
ま
ず
高
付
加
価
値
旅
行
者

を
、
直
近
の
訪
日
旅
行
に
お
け
る
一
人
あ
た

り
の
支
出
額
が
「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
と

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
に
区
分
し
た
。

続
い
て
、
訪
日
動
機
の
設
問
項
目
に
自
己
実

現
に
関
す
る
5
項
目
6 

と
、
真
正
性
に
関
す

る
8
項
目
7 

を
追
加
し
、
各
項
目
の
回
答
平

均
値
が
5
段
階
評
価（
5
…
と
て
も
あ
て
は
ま

る 

1
…
全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
）で
4
・
0

以
上
の
場
合
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志
向
が「
高
い
」

と
定
義
し
た
。

　分
析
の
結
果
、
自
己
実
現
も
真
正
性
も
両

方
高
い
割
合
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
に

お
い
て
68
・
0
%
と
な
っ
た
。
こ
れ
は「
1
0
0

万
円
未
満
」の
層（
52
・
2
%
）と
比
較
し
て
高

い
。
対
照
的
に
、
自
己
実
現
と
真
正
性
が
と
も

に
低
い
割
合
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
で

は
18
・
0
%
に
留
ま
り
、「
1
0
0
万
円
未
満
」

の
層（
31
・
1
%
）を
大
き
く
下
回
っ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以
上
の
旅

行
者
は
、
訪
日
旅
行
に
お
い
て
自
己
実
現
や
本

物
の
体
験
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る

（
図
表
1
）。

　さ
ら
に
、
こ
の
傾
向
を
よ
り
具
体
的
に
把

握
す
る
た
め
、
訪
日
動
機
33
項
目
に
つ
い
て
、

5
段
階
評
価
のT

op2

の
割
合
（
5
…
「
と
て

も
あ
て
は
ま
る
」
と 

4
…
「
や
や
あ
て
は
ま

る
」
の
合
計
）
と
、
こ
れ
を
「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
を
1
0
0
と
す
る
指
数
を
算
出
し

た
。
す
る
と
、
両
者
の
違
い
が
よ
り
明
確
に

な
っ
た
。

　ま
ず
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
全
33
項

目
の
大
半
で
「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
の

T
o
p
2

の
割
合
が
上
回
る
。
ま
た
、
高
付
加

価
値
旅
行
者
が
重
視
す
る
と
さ
れ
る
自
己
実

現
に
関
連
し
た
動
機
は
、「
1
0
0
万
円
以

上
」
の
層
で
は
、「
新
し
い
体
験
を
通
じ
て

自
分
を
成
長
さ
せ
た
か
っ
た
か
ら
」（
指
数

1
1
7
）、「
普
段
で
き
な
い
こ
と
に
挑
戦
し

て
み
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
7
）、「
自
分

の
視
野
や
考
え
方
を
広
げ
た
か
っ
た
か
ら
」

（
同
1
1
0
）
と
い
っ
た
、
内
面
的
な
成
長

を
求
め
る
項
目
の
順
位
が
高
い
。
同
様
に
、

真
正
性
に
関
連
し
た
動
機
で
は
、「
現
地
で

の
交
流
を
通
じ
て
自
分
の
人
脈
を
広
げ
た

か
っ
た
か
ら
」（
同
1
3
9
）、「
新
た
な
人
々

と
の
交
流
や
出
会
い
を
楽
し
み
た
か
っ
た
か

ら
」（
同
1
2
9
）等
の
交
流
を
求
め
る
項
目
、

「
日
本
の
伝
統
的
な
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
6
）、「
日

本
の
人
々
の
日
常
生
活
を
体
験
し
た
か
っ
た

か
ら
」（
同
1
1
6
）、「
観
光
客
が
少
な
い

穴
場
や
観
光
地
化
さ
れ
て
い
な
い
地
域
を
訪

れ
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
4
）
と
い
っ
た

項
目
の
順
位
の
高
さ
か
ら
、
本
物
の
体
験
を

求
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　自
己
の
成
長
や
本
物
の
体
験
を
求
め
る
動

機
に
加
え
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
で

特
に
際
立
っ
て
い
る
の
が
、
社
会
的
承
認
に

関
連
す
る
欲
求
で
あ
る
。「
周
囲
か
ら
注
目

さ
れ
た
り
、
認
め
ら
れ
た
か
っ
た
か
ら
」（
指

数
1
4
9
）、「
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
自
体
が
、

自
分
の
ス
テ
ー
タ
ス
に
な
る
と
思
っ

た
か
ら
」（
同
1
3
2
）
と
い
っ
た
項
目
は
、

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
と
の
差
が
特
に
大

き
い
。

　こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、「
1
0
0
万
円
以

上
」
の
層
は
、
内
面
的
な
成
長
や
本
物
の
体

験
を
追
求
す
る
と
同
時
に
、
旅
行
を
通
じ
て

得
ら
れ
る
他
者
か
ら
の
承
認
や
社
会
的
ス

テ
ー
タ
ス
を
強
く
意
識
す
る
傾
向
が
あ
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　一
方
で
、
食
、
歴
史
、
安
全
性
と
い
っ
た

日
本
の
基
礎
的
な
魅
力
に
つ
い
て
は
、
両
層

と
も
に
評
価
が
高
く
、
指
数
差
は
相
対
的
に

　政
府
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
高
付
加
価
値
旅
行

者
（
以
下
、「
高
付
加
価
値
旅
行
者
」）
の
誘

致
を
重
要
施
策
と
位
置
付
け
て
い
る
。
訪
日

客
全
体
の
約
1
%
に
過
ぎ
な
い
層
が
、
総
消

費
額
の
約
14
%
を
占
め
る 

事
実
か
ら
も
、

そ
の
経
済
的
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
は
明
ら

か
で
あ
る
。

　観
光
庁
（
2
0
2
5
1

）
で
は
、
高
付
加

価
値
旅
行
者
を
「
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以

上
／
人
（
＝
訪
日
旅
行
1
回
あ
た
り
）」
と
定

量
的
に
定
義
し
て
い
る
。
一
方
で
、
こ
う
し

た
客
層
に
つ
い
て
、「
単
に
一
旅
行
あ
た
り

の
消
費
額
が
大
き
い
の
み
な
ら
ず
、
一
般
的

に
知
的
好
奇
心
や
探
究
心
が
強
く
、
旅
行
に

よ
る
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
地
域
の
伝
統
・

文
化
、
自
然
等
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
身
の

知
識
を
深
め
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得

ら
れ
る
こ
と
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
」（
観

光
庁 

2
0
2
2
2

）
と
い
う
定
性
的
な
特
徴

に
も
言
及
し
て
い
る
。
高
付
加
価
値
旅
行
者

の
実
像
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
特

性
も
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
高
付
加
価
値

旅
行
者
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
、
定
量
的

な
定
義
と
定
性
的
な
特
徴
を
統
合
し
た
分
析

は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
課
題
意
識
に
基
づ
き
、

「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪

日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査 

2
0
2
5

年
度
版
」の
結
果
か
ら
、
着
地
消
費
「
1
0
0

万
円
以
上
」の
層
（
n
＝
1
2
2
）
と「
1
0
0

万
円
未
満
」の
層
（
n
＝
2
4
0
1
）
を
比
較

分
析
し
、
実
務
的
な
示
唆
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

2
．訪
日
旅
行
動
機
に

基
づ
く

高
付
加
価
値

旅
行
者
の
分
類

1
．は
じ
め
に

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
研
究
部
上
席
主
任
研
究
員

柿
島
あ
か
ね

D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア・
欧
米
豪

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

意
向
調
査
2
0
2
5
年
度
版
の
結
果
よ
り

自己実現が高い 自己実現も真正性も高くない

自己実現も真正性も高い 真正性が高い

0%

100万円以上
（n=122）

100万円未満
（n=2401）

68.0% *← 9.0% 4.9% 18.0%

52.2% 10.7% 31.1% *←6.0%

*p＜.05（5%水準で有意）

図表 1 訪日旅行動機における自己実現 × 真正性の志向別構成

る
た
め
、
比
較
的
空
い
て
い
る
時
間
帯
に
訪

問
す
る
」
こ
と
よ
り
も
、
確
実
性
を
確
保
す

る
た
め
に
「
観
光
施
設
等
を
予
約
す
る
」
傾

向
も
み
ら
れ
た
（
図
表
8
）。

　本
稿
は
、「
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以
上
」

と
定
義
さ
れ
る
高
付
加
価
値
旅
行
者
層
に
つ

インバウンド高付加価値旅行者の消費行動と意識・価値観に関する考察2
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20% 40% 60% 80% 100%

図表 2 訪日動機（33項目）のTop2（大変そう思う＋そう思う）割合と指数比較（基準：「100万円未満」の層＝100）

図表 4 訪日時の体験別支出

で
あ
る
こ
と
は
広
く
指
摘
さ
れ
て
お
り

（W
eaver, 2

0
0
2

8

）、
特
に
富
裕
層
旅
行

市
場
に
お
い
て
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

付
加
価
値
や
選
択
の
決
め
手
に
な
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
（H

an et al., 2010

9

）。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
旅
行
に
対
す
る
意
識
と
行
動
を
分
析
し
た
。

  「
観
光
地
の
維
持
・
存
続
の
た
め
の
金
銭

負
担
に
対
す
る
考
え
方
」
に
つ
い
て
、
賛
成

す
る
割
合
（T

o
p
2

）
は
「
1
0
0
万
円
以
上
」

の
層
で
86
・
9
%
に
達
し
、「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
（
68
・
2
%
）
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

こ
の
結
果
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
が

単
に
旅
行
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
観
光
地

の
保
全
に
積
極
的
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
意

志
を
持
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
表
5
）。

 

「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
旅
行
を
重
視
す
る
」
と
い
う
考
え
に

賛
成
す
る
割
合
が
89
・
3
%
に
達
し
、「
1
0
0

万
円
未
満
」
の
層
の
79
・
9
%
を
有
意
に
上

回
る
結
果
と
な
っ
た
（
図
表
6
）。

　ま
た
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
、

そ
の
意
識
の
高
さ
か
ら
、「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
に
比
べ
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り

組
み
を
よ
り
実
践
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
（
図
表
7
）。

　海
外
旅
行
先
で
過
去
に
実
施
し
た
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
内
容
に
も
両
者
で
違
い

が
み
ら
れ
る
。「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
は
、

自
身
の
体
験
の
質
の
向
上
に
資
す
る
と
同
時

に
、
地
域
や
環
境
へ
の
効
果
が
大
き
い
「
利

他
的
」
な
取
り
組
み
を
選
択
す
る
傾
向
に
あ

る
。
具
体
的
に
は
、「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

商
品
を
利
用
す
る
」、「
そ
の
地
域
で
許
可
・

認
可
さ
れ
て
い
る
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
選
択
す

る
」、「
環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
C
O
2

排

出
量
が
少
な
い
移
動
手
段
を
選
択
す
る
」
等

で
あ
る
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
費
用
を
伴
う

貢
献
に
は
積
極
的
で
あ
る
も
の
の
、「
宿
泊

施
設
に
お
け
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
辞
退

す
る
」
等
の
直
接
的
な
コ
ス
ト
削
減
に
繋
が

る
「
節
約
型
」
の
エ
コ
活
動
に
は
消
極
的
で

あ
る
。
ま
た
、
質
を
重
視
す
る
姿
勢
は
混
雑

回
避
の
方
法
に
も
表
れ
て
お
り
、「
1
0
0

万
円
未
満
」
の
層
が
好
む
「
混
雑
を
回
避
す

み
で
あ
っ
た
。
購
入
率
は
概
ね
同
程
度
で
あ

る
の
に
対
し
、
支
出
水
準
や
求
め
る
体
験
の

質
に
は
相
違
が
あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

　こ
れ
ま
で
の
結
果
か
ら
、「
1
0
0
万
円
以

上
」の
層
は
、
日
本
の
自
然
や
文
化
に
根
差

し
た
真
正
性
の
高
い
体
験
に
価
値
を
見
出
す

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
志
向
が
、
訪
問

先
の
環
境
や
文
化
資
産
の
保
全
を
重
視
す
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の
関
心
に
結
び
つ

く
と
い
う
点
は
、
多
く
の
先
行
研
究
で
も
支

持
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
社
会
経
済
的
地

位
が
高
い
層
ほ
ど
環
境
配
慮
行
動
に
積
極
的

い
て
、
定
性
的
な
特
徴
を
統
合
し
、
そ
の
実

像
の
一
部
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　分
析
の
結
果
、
こ
の
層
は
、
自
己
実
現
や

真
正
性
を
旅
行
動
機
と
し
、
本
質
的
な
体
験

に
高
い
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
実
際
に
、
自
然
観
賞
、
世
界
遺
産

等
の
見
物
、
文
化
体
験
と
い
っ
た
分
野
で
は

支
出
額
が
大
き
く
、
体
験
の
質
向
上
の
た
め

な
ら
50
%
以
上
の
価
格
上
昇
を
許
容
す
る
層

が
約
2
割
存
在
す
る
等
、
追
加
支
払
い
へ
の

意
欲
も
高
い
。
ま
た
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
態
度
は
、
節
約
型

の
エ
コ
行
動
よ
り
も
、
体
験
の
質
向
上
を

担
保
す
る
有
料
の
選
択
肢
を
好
む
傾
向
が

み
ら
れ
た
。

　こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
高
付
加
価
値
旅
行

者
向
け
に
有
効
な
の
は
、
現
地
で
の
交
流
や

専
門
的
な
学
び
等
、
自
己
実
現
や
真
正
性
に

訴
求
す
る
体
験
の
提
供
で
あ
る
と
言
え
る
。

具
体
的
な
設
計
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
専
門

ガ
イ
ド
が
同
行
す
る
少
人
数
・
予
約
制
の
体

験
を
2
〜
5
割
増
の
価
格
で
提
供
す
る
こ
と

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
料
金
に
協
力

金
等
を
含
む
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
で
、
価

格
へ
の
納
得
感
と
地
域
貢
献
へ
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
入

場
保
証
等
で
混
雑
を
回
避
す
る
こ
と
も
有
効

で
あ
る
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
は
旅
行
者
の
満
足
度

向
上
に
資
す
る
だ
け
で
は
な
い
。地
域
に
と
っ

て
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
抑
制
し
つ

つ
、
経
済
効
果
を
確
保
で
き
る
と
い
う
利
点

が
あ
る
。
こ
れ
は
観
光
の
「
量
」
か
ら
「
質
」へ

の
転
換
を
実
現
し
、
持
続
的
な
観
光
振
興
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
高
付
加
価

値
旅
行
者
が
真
正
性
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、

地
域
資
源
の
保
全
を
促
し
、
そ
の
価
値
を
継

承
す
る
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
も
期
待
さ

れ
る
。

　本
稿
で
示
し
た
分
析
は
ま
だ
萌
芽
的
で
は

あ
る
も
の
の
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
姿
を

捉
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。今
後
、

さ
ら
に
分
析
を
深
め
て
い
き
た
い
。

に
留
ま
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、「
1
0
0
万
円

以
上
」
の
層
は
「
通
常
料
金
よ
り
20
%
高
く

て
も
、
日
本
な
ら
で
は
の
特
別
で
質
の
高
い

体
験
を
し
た
い
」
が
52
・
0
%
、「
通
常
料

金
よ
り
50
%
以
上
高
く
て
も
非
常
に
特
別
で

質
の
高
い
思
い
出
に
残
る
体
験
が
し
た
い
」

が
21
・
0
%
を
占
め
、
追
加
料
金
を
支
払
っ

て
も
特
別
な
体
験
を
し
た
い
と
回
答
し
た
割

合
は
合
計
で
73
・
0
%
に
達
し
た
。
特
に

「
50
%
以
上
高
く
て
も
」
と
回
答
し
た
割
合

は
、「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
の
5
・
7
%

と
比
較
し
て
15
・
3
ポ
イ
ン
ト
高
く
、
体
験

活
動
へ
の
質
向
上
を
目
的
と
し
た
支
出
意
欲

の
高
さ
が
う
か
が
え
る
（
図
表
3
）。

  「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
、
特
定
の
体

験
活
動
に
お
け
る
支
払
い
発
生
者
の
一
人
あ

た
り
支
出
額
の
平
均
で
「
1
0
0
万
円
未
満
」

の
層
を
上
回
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
特
に
自

然
・
景
勝
地
観
光
、
桜
、
雪
景
色
観
賞
、
世

界
遺
産
等
の
見
物
、
文
化
体
験
、
山
・
雪
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
外
食
、

食
料
品
等
の
買
い
物
等
の
支
出
額
は
有
意
に

高
い
結
果
と
な
っ
た
（
図
表
4
）。

　一
方
、
当
該
活
動
で
支
払
い
が
発
生
し
た

者
の
割
合
（
購
入
率
）
で
、
両
者
に
有
意
差

が
認
め
ら
れ
た
の
は「
自
然
や
風
景
の
見
物
」

（「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
で
93
・
0
％
、

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
で
77
・
6
%
）
の

小
さ
い
。
こ
れ
ら
は
訪
日
旅
行
に
お
い
て
重

要
な
要
素
で
は
あ
る
も
の
の
、
高
付
加
価
値

旅
行
者
を
特
に
惹
き
つ
け
る
差
別
化
要
因
に

は
な
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
2
）。

　高
付
加
価
値
旅
行
者
が
重
視
す
る
「
自
己

実
現
」
や
「
真
正
性
」
を
追
求
す
る
上
で
、

訪
日
時
の
具
体
的
な
「
体
験
」
は
不
可
欠
な

要
素
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
動
機
が
実

際
の
消
費
行
動
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の

か
を
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
体

験
活
動
に
対
す
る
追
加
支
払
い
意
向
と
体
験

別
の
支
出
額
を
分
析
し
た
。

　体
験
活
動
に
対
す
る
追
加
支
払
い
意
向
に

つ
い
て
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
と

「
1
0
0
万
円
未
満
」の
層
で
差
が
み
ら
れ
た
。

　訪
日
時
の
体
験
活
動
に
つ
い
て
「
特
に
追

加
料
金
を
払
わ
ず
に
、
標
準
的
な
体
験
を
し

た
い
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、「
1
0
0
万

円
未
満
」
の
層
が
42
・
8
%
で
あ
る
の
に
対

し
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
で
は
27
・
0
%

　高
付
加
価
値
旅
行
者
の
訪
日
旅
行
動
機
を

理
解
す
る
た
め
、
観
光
庁
や
日
本
政
府
観
光

局
（
J
N
T
O
）
で
用
い
ら
れ
て
い
る
高
付

加
価
値
旅
行
者
の
定
性
的
な
特
徴
や
、

既
存
研
究（Y

eo
m
an
,2
0
1
1

3;A
tw
al&
 

W
illiam

s,2009

4;K
im
,et al. 2007

5

等
）

に
基
づ
き
、「
自
己
実
現
」
と
「
真
正
性
」
と

い
う
二
つ
の
要
素
に
着
目
し
た
。こ
れ
ら
は
、

旅
行
を
通
じ
て
内
面
的
な
成
長
や
学
び
を
求

め
る
動
機
と
、
本
物
の
体
験
に
触
れ
た
い
と

い
う
欲
求
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　本
調
査
で
は
、
ま
ず
高
付
加
価
値
旅
行
者

を
、
直
近
の
訪
日
旅
行
に
お
け
る
一
人
あ
た

り
の
支
出
額
が
「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
と

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
に
区
分
し
た
。

続
い
て
、
訪
日
動
機
の
設
問
項
目
に
自
己
実

現
に
関
す
る
5
項
目
6 

と
、
真
正
性
に
関
す

る
8
項
目
7 

を
追
加
し
、
各
項
目
の
回
答
平

均
値
が
5
段
階
評
価（
5
…
と
て
も
あ
て
は
ま

る 

1
…
全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
）で
4
・
0

以
上
の
場
合
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志
向
が「
高
い
」

と
定
義
し
た
。

　分
析
の
結
果
、
自
己
実
現
も
真
正
性
も
両

方
高
い
割
合
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
に

お
い
て
68
・
0
%
と
な
っ
た
。
こ
れ
は「
1
0
0

万
円
未
満
」の
層（
52
・
2
%
）と
比
較
し
て
高

い
。
対
照
的
に
、
自
己
実
現
と
真
正
性
が
と
も

に
低
い
割
合
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
で

は
18
・
0
%
に
留
ま
り
、「
1
0
0
万
円
未
満
」

の
層（
31
・
1
%
）を
大
き
く
下
回
っ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以
上
の
旅

行
者
は
、
訪
日
旅
行
に
お
い
て
自
己
実
現
や
本

物
の
体
験
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る

（
図
表
1
）。

　さ
ら
に
、
こ
の
傾
向
を
よ
り
具
体
的
に
把

握
す
る
た
め
、
訪
日
動
機
33
項
目
に
つ
い
て
、

5
段
階
評
価
のT

op2

の
割
合
（
5
…
「
と
て

も
あ
て
は
ま
る
」
と 

4
…
「
や
や
あ
て
は
ま

る
」
の
合
計
）
と
、
こ
れ
を
「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
を
1
0
0
と
す
る
指
数
を
算
出
し

た
。
す
る
と
、
両
者
の
違
い
が
よ
り
明
確
に

な
っ
た
。

　ま
ず
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
全
33
項

目
の
大
半
で
「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
の

T
o
p
2

の
割
合
が
上
回
る
。
ま
た
、
高
付
加

価
値
旅
行
者
が
重
視
す
る
と
さ
れ
る
自
己
実

現
に
関
連
し
た
動
機
は
、「
1
0
0
万
円
以

上
」
の
層
で
は
、「
新
し
い
体
験
を
通
じ
て

自
分
を
成
長
さ
せ
た
か
っ
た
か
ら
」（
指
数

1
1
7
）、「
普
段
で
き
な
い
こ
と
に
挑
戦
し

て
み
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
7
）、「
自
分

の
視
野
や
考
え
方
を
広
げ
た
か
っ
た
か
ら
」

（
同
1
1
0
）
と
い
っ
た
、
内
面
的
な
成
長

を
求
め
る
項
目
の
順
位
が
高
い
。
同
様
に
、

真
正
性
に
関
連
し
た
動
機
で
は
、「
現
地
で

の
交
流
を
通
じ
て
自
分
の
人
脈
を
広
げ
た

か
っ
た
か
ら
」（
同
1
3
9
）、「
新
た
な
人
々

と
の
交
流
や
出
会
い
を
楽
し
み
た
か
っ
た
か

ら
」（
同
1
2
9
）等
の
交
流
を
求
め
る
項
目
、

「
日
本
の
伝
統
的
な
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
6
）、「
日

本
の
人
々
の
日
常
生
活
を
体
験
し
た
か
っ
た

か
ら
」（
同
1
1
6
）、「
観
光
客
が
少
な
い

穴
場
や
観
光
地
化
さ
れ
て
い
な
い
地
域
を
訪

れ
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
4
）
と
い
っ
た

項
目
の
順
位
の
高
さ
か
ら
、
本
物
の
体
験
を

求
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　自
己
の
成
長
や
本
物
の
体
験
を
求
め
る
動

機
に
加
え
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
で

特
に
際
立
っ
て
い
る
の
が
、
社
会
的
承
認
に

関
連
す
る
欲
求
で
あ
る
。「
周
囲
か
ら
注
目

さ
れ
た
り
、
認
め
ら
れ
た
か
っ
た
か
ら
」（
指

数
1
4
9
）、「
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
自
体
が
、

自
分
の
ス
テ
ー
タ
ス
に
な
る
と
思
っ

た
か
ら
」（
同
1
3
2
）
と
い
っ
た
項
目
は
、

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
と
の
差
が
特
に
大

き
い
。

　こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、「
1
0
0
万
円
以

上
」
の
層
は
、
内
面
的
な
成
長
や
本
物
の
体

験
を
追
求
す
る
と
同
時
に
、
旅
行
を
通
じ
て

得
ら
れ
る
他
者
か
ら
の
承
認
や
社
会
的
ス

テ
ー
タ
ス
を
強
く
意
識
す
る
傾
向
が
あ
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　一
方
で
、
食
、
歴
史
、
安
全
性
と
い
っ
た

日
本
の
基
礎
的
な
魅
力
に
つ
い
て
は
、
両
層

と
も
に
評
価
が
高
く
、
指
数
差
は
相
対
的
に

　政
府
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
高
付
加
価
値
旅
行

者
（
以
下
、「
高
付
加
価
値
旅
行
者
」）
の
誘

致
を
重
要
施
策
と
位
置
付
け
て
い
る
。
訪
日

客
全
体
の
約
1
%
に
過
ぎ
な
い
層
が
、
総
消

費
額
の
約
14
%
を
占
め
る 

事
実
か
ら
も
、

そ
の
経
済
的
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
は
明
ら

か
で
あ
る
。

　観
光
庁
（
2
0
2
5
1

）
で
は
、
高
付
加

価
値
旅
行
者
を
「
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以

上
／
人
（
＝
訪
日
旅
行
1
回
あ
た
り
）」
と
定

量
的
に
定
義
し
て
い
る
。
一
方
で
、
こ
う
し

た
客
層
に
つ
い
て
、「
単
に
一
旅
行
あ
た
り

の
消
費
額
が
大
き
い
の
み
な
ら
ず
、
一
般
的

に
知
的
好
奇
心
や
探
究
心
が
強
く
、
旅
行
に

よ
る
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
地
域
の
伝
統
・

文
化
、
自
然
等
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
身
の

知
識
を
深
め
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得

ら
れ
る
こ
と
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
」（
観

光
庁 

2
0
2
2
2

）
と
い
う
定
性
的
な
特
徴

に
も
言
及
し
て
い
る
。
高
付
加
価
値
旅
行
者

の
実
像
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
特

性
も
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
高
付
加
価
値

旅
行
者
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
、
定
量
的

な
定
義
と
定
性
的
な
特
徴
を
統
合
し
た
分
析

は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
課
題
意
識
に
基
づ
き
、

「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪

日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査 

2
0
2
5

年
度
版
」の
結
果
か
ら
、
着
地
消
費
「
1
0
0

万
円
以
上
」の
層
（
n
＝
1
2
2
）
と「
1
0
0

万
円
未
満
」の
層
（
n
＝
2
4
0
1
）
を
比
較

分
析
し
、
実
務
的
な
示
唆
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

3
．高
付
加
価
値

旅
行
者
の
訪
日
時
の

体
験
活
動

周囲から注目されたり、認められたかったから
現地での交流を通じて自分の人脈を広げたかったから
日本を訪れること自体が、自分のステータスになると思ったから
ハイキングやアウトドアアクティビティを楽しみたかったから
新たな人 と々の交流や出会いを楽しみたかったから
アニメ、漫画、映画など日本のポップカルチャーに興味があったから
人生の夢を叶えるために日本を訪れたかったから
新しい体験を通じて自分を成長させたかったから
普段できないことに挑戦してみたかったから
日本の伝統的な祭りやイベントに参加したかったから
日本の人々の日常生活を体験したかったから
最新のテクノロジーや先進的な施設を体験したかったから
観光客が少ない穴場や観光地化されていない地域を訪れたかったから
和風の生活様式を体験したかったから
日本人の親切さや「おもてなし」の文化に触れたかったから
桜や紅葉など季節限定の風景を見たかったから
大切な人との絆を深めたかったから
異文化との交流を通じて自分を試したかったから
自分の視野や考え方を広げたかったから
ショッピングに魅力を感じたから
温泉など自然に関連するリラクゼーションを楽しみたかったから
自分自身をリフレッシュして元気を取り戻したかったから
日本でしか買えない特別な製品を手に入れたかったから
歴史的な寺院や神社、城郭などの観光地に魅力を感じていたから
忙しい生活から離れ、ゆっくりした時間を過ごしたかったから
日本の自然景観を楽しみたかったから
日本の伝統的な文化や歴史に興味があったから
食事を通じて現地の文化に触れたかったから
日常のストレスや仕事から離れてリラックスしたかったから
家族や友人と特別な思い出を作りたかったから
日常の責任や義務を忘れて自由に過ごしたかったから
日本の食文化を楽しみたかったから
日本の治安の良さや安全性に魅力を感じたから

自然や風景の見物
雪景色観賞
桜の観賞
紅葉の観賞
有名な史跡や歴史的な建築物の見物
日本庭園の見物
近代的／先進的な建築物の見物
ドラマや映画のロケ地・アニメの舞台の見物
伝統工芸品に関する体験
世界遺産の見物
イベント・祭りの見物
スポーツ観戦
美術館や博物館の鑑賞
遊園地やテーマパーク
繁華街の街歩き
伝統芸能鑑賞
ナイトライフ体験
温泉への入浴
フルーツ狩り
日本文化の体験
自然や資源を損なうことのないよう配慮されている観光地・観光ツアー
美容体験
医療体験
VR体験
スノーアクティビティを楽しむこと
マリンアクティビティを楽しむこと
山のアクティビティ
その他のアウトドアアクティビティを楽しむこと
伝統的日本料理
現地の人が普段利用しているカジュアルな食事
日本の酒
スイーツ
ブランド品や宝飾品のショッピング
洋服やファッション雑貨のショッピング
電化製品のショッピング
化粧品や医薬品の購入
食品や飲料のショッピング

5.5
7.3
6.9
4.1
5.1
3.9
7.9
6.6
6.0
5.4
7.5
7.6
1.2
3.5
2.4
1.0
0.8
2.7
0.4
5.3
0.1
0.7
-

14.3
13.0
2.5
4.1
0.6
2.2
2.9
1.5
-

18.5
5.4
2.0
2.9
3.3

＊
＊
＊

＊

＊
＊

＊
＊

＊

＊

＊

＊

＊

2.1
2.7
2.4
2.2
2.5
2.1
3.0
3.0
2.9
2.2
2.5
4.0
0.7
2.4
2.1
1.7
2.0
1.8
0.7
1.9
1.8
3.0
2.8
4.5
3.2
1.2
1.0
3.9
1.5
0.9
1.1
0.8
10.6
3.6
3.0
2.4
1.6

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33

149

139

132

130

129

122

121

117

117

116

116

115

114

113

112

112

111

111

110

110

109

109

109

108

108

108

107

106

106

106

102

100

100

76.2%

81.1%

75.4%

86.1%

84.4%

83.6%

82.8%

91.8%

88.5%

81.1%

90.2%

77.9%

84.4%

88.5%

83.6%

91.8%

90.2%

83.6%

91.0%

83.6%

91.8%

95.1%

86.9%

85.2%

95.1%

95.9%

83.6%

92.6%

93.4%

91.0%

84.4%

91.0%

80.3%

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

*
*
*

*
*

51.3%

58.2%

57.2%

66.3%

65.3%

68.8%

68.6%

78.2%

75.6%

69.8%

77.6%

67.8%

74.3%

78.6%

74.3%

81.8%

80.9%

75.5%

82.7%

76.3%

83.8%

86.9%

79.6%

78.8%

88.1%

89.2%

78.5%

87.0%

88.1%

86.1%

83.0%

90.8%

80.6%

100万円未満
（n=2401）

100万円以上
(n=122)

単位:万円

指数順位 訪日動機

注：選択率は各項目の「大変そう思う＋そう思う」の割合（%）。指数は「100万円以上の層の選択率÷100万円未満の層の選択率×100」で、100超は「100万円
以上」の層が優位と解釈する。例えば、「周囲から注目されたり、認められたかったから」の指数149は100万円以上の層が1.49倍（76.2%／51.3%）となる。指数
は相対差、選択率は絶対水準を表すため、高指数でもサンプルサイズが小さい場合は留意が必要である。
*p＜.05（5%水準で有意）

真正性項目
自己実現項目

通常料金より20%高くても、日本ならではの特別で質の高い体験をしたい

通常料金より50%以上高くても非常に特別で質の高い思い出に残る体験がしたい

特に追加料金を払わずに、標準的な体験をしたい

0%

100万円以上
（n=122）

100万円未満
（n=2401）

27.0% 52.0% 21.0% *←

42.8% *← 51.5% 5.7%

図表 3 訪日時の体験活動に対する追加支払い意向

*p＜.05（5%水準で有意）

る
た
め
、
比
較
的
空
い
て
い
る
時
間
帯
に
訪

問
す
る
」
こ
と
よ
り
も
、
確
実
性
を
確
保
す

る
た
め
に
「
観
光
施
設
等
を
予
約
す
る
」
傾

向
も
み
ら
れ
た
（
図
表
8
）。

　本
稿
は
、「
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以
上
」

と
定
義
さ
れ
る
高
付
加
価
値
旅
行
者
層
に
つ

*p＜.05（5%水準で有意）

100万円以上
（n=122）項目

100万円未満
（n=2401）

訪
日
時
の
体
験
活
動
に
対
す
る

追
加
支
払
い
意
向

（
1
）

体
験
活
動
に
関
連
し
た
支
出

（
2
）

インバウンド高付加価値旅行者の消費行動と意識・価値観に関する考察2
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20% 40% 60% 80% 100%

図表 2 訪日動機（33項目）のTop2（大変そう思う＋そう思う）割合と指数比較（基準：「100万円未満」の層＝100）

図表 4 訪日時の体験別支出

で
あ
る
こ
と
は
広
く
指
摘
さ
れ
て
お
り

（W
eaver, 2

0
0
2

8

）、
特
に
富
裕
層
旅
行

市
場
に
お
い
て
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

付
加
価
値
や
選
択
の
決
め
手
に
な
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
（H

an et al., 2010

9

）。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
旅
行
に
対
す
る
意
識
と
行
動
を
分
析
し
た
。

  「
観
光
地
の
維
持
・
存
続
の
た
め
の
金
銭

負
担
に
対
す
る
考
え
方
」
に
つ
い
て
、
賛
成

す
る
割
合
（T

o
p
2

）
は
「
1
0
0
万
円
以
上
」

の
層
で
86
・
9
%
に
達
し
、「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
（
68
・
2
%
）
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

こ
の
結
果
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
が

単
に
旅
行
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
観
光
地

の
保
全
に
積
極
的
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
意

志
を
持
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
表
5
）。

 

「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
旅
行
を
重
視
す
る
」
と
い
う
考
え
に

賛
成
す
る
割
合
が
89
・
3
%
に
達
し
、「
1
0
0

万
円
未
満
」
の
層
の
79
・
9
%
を
有
意
に
上

回
る
結
果
と
な
っ
た
（
図
表
6
）。

　ま
た
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
、

そ
の
意
識
の
高
さ
か
ら
、「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
に
比
べ
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り

組
み
を
よ
り
実
践
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
（
図
表
7
）。

　海
外
旅
行
先
で
過
去
に
実
施
し
た
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
内
容
に
も
両
者
で
違
い

が
み
ら
れ
る
。「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
は
、

自
身
の
体
験
の
質
の
向
上
に
資
す
る
と
同
時

に
、
地
域
や
環
境
へ
の
効
果
が
大
き
い
「
利

他
的
」
な
取
り
組
み
を
選
択
す
る
傾
向
に
あ

る
。
具
体
的
に
は
、「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

商
品
を
利
用
す
る
」、「
そ
の
地
域
で
許
可
・

認
可
さ
れ
て
い
る
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
選
択
す

る
」、「
環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
C
O
2

排

出
量
が
少
な
い
移
動
手
段
を
選
択
す
る
」
等

で
あ
る
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
費
用
を
伴
う

貢
献
に
は
積
極
的
で
あ
る
も
の
の
、「
宿
泊

施
設
に
お
け
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
辞
退

す
る
」
等
の
直
接
的
な
コ
ス
ト
削
減
に
繋
が

る
「
節
約
型
」
の
エ
コ
活
動
に
は
消
極
的
で

あ
る
。
ま
た
、
質
を
重
視
す
る
姿
勢
は
混
雑

回
避
の
方
法
に
も
表
れ
て
お
り
、「
1
0
0

万
円
未
満
」
の
層
が
好
む
「
混
雑
を
回
避
す

み
で
あ
っ
た
。
購
入
率
は
概
ね
同
程
度
で
あ

る
の
に
対
し
、
支
出
水
準
や
求
め
る
体
験
の

質
に
は
相
違
が
あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

　こ
れ
ま
で
の
結
果
か
ら
、「
1
0
0
万
円
以

上
」の
層
は
、
日
本
の
自
然
や
文
化
に
根
差

し
た
真
正
性
の
高
い
体
験
に
価
値
を
見
出
す

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
志
向
が
、
訪
問

先
の
環
境
や
文
化
資
産
の
保
全
を
重
視
す
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の
関
心
に
結
び
つ

く
と
い
う
点
は
、
多
く
の
先
行
研
究
で
も
支

持
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
社
会
経
済
的
地

位
が
高
い
層
ほ
ど
環
境
配
慮
行
動
に
積
極
的

い
て
、
定
性
的
な
特
徴
を
統
合
し
、
そ
の
実

像
の
一
部
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　分
析
の
結
果
、
こ
の
層
は
、
自
己
実
現
や

真
正
性
を
旅
行
動
機
と
し
、
本
質
的
な
体
験

に
高
い
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
実
際
に
、
自
然
観
賞
、
世
界
遺
産

等
の
見
物
、
文
化
体
験
と
い
っ
た
分
野
で
は

支
出
額
が
大
き
く
、
体
験
の
質
向
上
の
た
め

な
ら
50
%
以
上
の
価
格
上
昇
を
許
容
す
る
層

が
約
2
割
存
在
す
る
等
、
追
加
支
払
い
へ
の

意
欲
も
高
い
。
ま
た
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
態
度
は
、
節
約
型

の
エ
コ
行
動
よ
り
も
、
体
験
の
質
向
上
を

担
保
す
る
有
料
の
選
択
肢
を
好
む
傾
向
が

み
ら
れ
た
。

　こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
高
付
加
価
値
旅
行

者
向
け
に
有
効
な
の
は
、
現
地
で
の
交
流
や

専
門
的
な
学
び
等
、
自
己
実
現
や
真
正
性
に

訴
求
す
る
体
験
の
提
供
で
あ
る
と
言
え
る
。

具
体
的
な
設
計
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
専
門

ガ
イ
ド
が
同
行
す
る
少
人
数
・
予
約
制
の
体

験
を
2
〜
5
割
増
の
価
格
で
提
供
す
る
こ
と

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
料
金
に
協
力

金
等
を
含
む
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
で
、
価

格
へ
の
納
得
感
と
地
域
貢
献
へ
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
入

場
保
証
等
で
混
雑
を
回
避
す
る
こ
と
も
有
効

で
あ
る
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
は
旅
行
者
の
満
足
度

向
上
に
資
す
る
だ
け
で
は
な
い
。地
域
に
と
っ

て
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
抑
制
し
つ

つ
、
経
済
効
果
を
確
保
で
き
る
と
い
う
利
点

が
あ
る
。
こ
れ
は
観
光
の
「
量
」
か
ら
「
質
」へ

の
転
換
を
実
現
し
、
持
続
的
な
観
光
振
興
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
高
付
加
価

値
旅
行
者
が
真
正
性
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、

地
域
資
源
の
保
全
を
促
し
、
そ
の
価
値
を
継

承
す
る
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
も
期
待
さ

れ
る
。

　本
稿
で
示
し
た
分
析
は
ま
だ
萌
芽
的
で
は

あ
る
も
の
の
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
姿
を

捉
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。今
後
、

さ
ら
に
分
析
を
深
め
て
い
き
た
い
。

に
留
ま
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、「
1
0
0
万
円

以
上
」
の
層
は
「
通
常
料
金
よ
り
20
%
高
く

て
も
、
日
本
な
ら
で
は
の
特
別
で
質
の
高
い

体
験
を
し
た
い
」
が
52
・
0
%
、「
通
常
料

金
よ
り
50
%
以
上
高
く
て
も
非
常
に
特
別
で

質
の
高
い
思
い
出
に
残
る
体
験
が
し
た
い
」

が
21
・
0
%
を
占
め
、
追
加
料
金
を
支
払
っ

て
も
特
別
な
体
験
を
し
た
い
と
回
答
し
た
割

合
は
合
計
で
73
・
0
%
に
達
し
た
。
特
に

「
50
%
以
上
高
く
て
も
」
と
回
答
し
た
割
合

は
、「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
の
5
・
7
%

と
比
較
し
て
15
・
3
ポ
イ
ン
ト
高
く
、
体
験

活
動
へ
の
質
向
上
を
目
的
と
し
た
支
出
意
欲

の
高
さ
が
う
か
が
え
る
（
図
表
3
）。

  「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
、
特
定
の
体

験
活
動
に
お
け
る
支
払
い
発
生
者
の
一
人
あ

た
り
支
出
額
の
平
均
で
「
1
0
0
万
円
未
満
」

の
層
を
上
回
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
特
に
自

然
・
景
勝
地
観
光
、
桜
、
雪
景
色
観
賞
、
世

界
遺
産
等
の
見
物
、
文
化
体
験
、
山
・
雪
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
外
食
、

食
料
品
等
の
買
い
物
等
の
支
出
額
は
有
意
に

高
い
結
果
と
な
っ
た
（
図
表
4
）。

　一
方
、
当
該
活
動
で
支
払
い
が
発
生
し
た

者
の
割
合
（
購
入
率
）
で
、
両
者
に
有
意
差

が
認
め
ら
れ
た
の
は「
自
然
や
風
景
の
見
物
」

（「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
で
93
・
0
％
、

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
で
77
・
6
%
）
の

小
さ
い
。
こ
れ
ら
は
訪
日
旅
行
に
お
い
て
重

要
な
要
素
で
は
あ
る
も
の
の
、
高
付
加
価
値

旅
行
者
を
特
に
惹
き
つ
け
る
差
別
化
要
因
に

は
な
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
2
）。

　高
付
加
価
値
旅
行
者
が
重
視
す
る
「
自
己

実
現
」
や
「
真
正
性
」
を
追
求
す
る
上
で
、

訪
日
時
の
具
体
的
な
「
体
験
」
は
不
可
欠
な

要
素
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
動
機
が
実

際
の
消
費
行
動
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の

か
を
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
体

験
活
動
に
対
す
る
追
加
支
払
い
意
向
と
体
験

別
の
支
出
額
を
分
析
し
た
。

　体
験
活
動
に
対
す
る
追
加
支
払
い
意
向
に

つ
い
て
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
と

「
1
0
0
万
円
未
満
」の
層
で
差
が
み
ら
れ
た
。

　訪
日
時
の
体
験
活
動
に
つ
い
て
「
特
に
追

加
料
金
を
払
わ
ず
に
、
標
準
的
な
体
験
を
し

た
い
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、「
1
0
0
万

円
未
満
」
の
層
が
42
・
8
%
で
あ
る
の
に
対

し
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
で
は
27
・
0
%

　高
付
加
価
値
旅
行
者
の
訪
日
旅
行
動
機
を

理
解
す
る
た
め
、
観
光
庁
や
日
本
政
府
観
光

局
（
J
N
T
O
）
で
用
い
ら
れ
て
い
る
高
付

加
価
値
旅
行
者
の
定
性
的
な
特
徴
や
、
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存
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等
）

に
基
づ
き
、「
自
己
実
現
」
と
「
真
正
性
」
と

い
う
二
つ
の
要
素
に
着
目
し
た
。こ
れ
ら
は
、

旅
行
を
通
じ
て
内
面
的
な
成
長
や
学
び
を
求

め
る
動
機
と
、
本
物
の
体
験
に
触
れ
た
い
と

い
う
欲
求
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　本
調
査
で
は
、
ま
ず
高
付
加
価
値
旅
行
者

を
、
直
近
の
訪
日
旅
行
に
お
け
る
一
人
あ
た

り
の
支
出
額
が
「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
と

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
に
区
分
し
た
。

続
い
て
、
訪
日
動
機
の
設
問
項
目
に
自
己
実

現
に
関
す
る
5
項
目
6 

と
、
真
正
性
に
関
す

る
8
項
目
7 

を
追
加
し
、
各
項
目
の
回
答
平

均
値
が
5
段
階
評
価（
5
…
と
て
も
あ
て
は
ま

る 

1
…
全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
）で
4
・
0

以
上
の
場
合
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志
向
が「
高
い
」

と
定
義
し
た
。

　分
析
の
結
果
、
自
己
実
現
も
真
正
性
も
両

方
高
い
割
合
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
に

お
い
て
68
・
0
%
と
な
っ
た
。
こ
れ
は「
1
0
0

万
円
未
満
」の
層（
52
・
2
%
）と
比
較
し
て
高

い
。
対
照
的
に
、
自
己
実
現
と
真
正
性
が
と
も

に
低
い
割
合
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
で

は
18
・
0
%
に
留
ま
り
、「
1
0
0
万
円
未
満
」

の
層（
31
・
1
%
）を
大
き
く
下
回
っ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以
上
の
旅

行
者
は
、
訪
日
旅
行
に
お
い
て
自
己
実
現
や
本

物
の
体
験
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る

（
図
表
1
）。

　さ
ら
に
、
こ
の
傾
向
を
よ
り
具
体
的
に
把

握
す
る
た
め
、
訪
日
動
機
33
項
目
に
つ
い
て
、

5
段
階
評
価
のT

op2

の
割
合
（
5
…
「
と
て

も
あ
て
は
ま
る
」
と 

4
…
「
や
や
あ
て
は
ま

る
」
の
合
計
）
と
、
こ
れ
を
「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
を
1
0
0
と
す
る
指
数
を
算
出
し

た
。
す
る
と
、
両
者
の
違
い
が
よ
り
明
確
に

な
っ
た
。

　ま
ず
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
全
33
項

目
の
大
半
で
「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
の

T
o
p
2

の
割
合
が
上
回
る
。
ま
た
、
高
付
加

価
値
旅
行
者
が
重
視
す
る
と
さ
れ
る
自
己
実

現
に
関
連
し
た
動
機
は
、「
1
0
0
万
円
以

上
」
の
層
で
は
、「
新
し
い
体
験
を
通
じ
て

自
分
を
成
長
さ
せ
た
か
っ
た
か
ら
」（
指
数

1
1
7
）、「
普
段
で
き
な
い
こ
と
に
挑
戦
し

て
み
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
7
）、「
自
分

の
視
野
や
考
え
方
を
広
げ
た
か
っ
た
か
ら
」

（
同
1
1
0
）
と
い
っ
た
、
内
面
的
な
成
長

を
求
め
る
項
目
の
順
位
が
高
い
。
同
様
に
、

真
正
性
に
関
連
し
た
動
機
で
は
、「
現
地
で

の
交
流
を
通
じ
て
自
分
の
人
脈
を
広
げ
た

か
っ
た
か
ら
」（
同
1
3
9
）、「
新
た
な
人
々

と
の
交
流
や
出
会
い
を
楽
し
み
た
か
っ
た
か

ら
」（
同
1
2
9
）等
の
交
流
を
求
め
る
項
目
、

「
日
本
の
伝
統
的
な
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
6
）、「
日

本
の
人
々
の
日
常
生
活
を
体
験
し
た
か
っ
た

か
ら
」（
同
1
1
6
）、「
観
光
客
が
少
な
い

穴
場
や
観
光
地
化
さ
れ
て
い
な
い
地
域
を
訪

れ
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
4
）
と
い
っ
た

項
目
の
順
位
の
高
さ
か
ら
、
本
物
の
体
験
を

求
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　自
己
の
成
長
や
本
物
の
体
験
を
求
め
る
動

機
に
加
え
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
で

特
に
際
立
っ
て
い
る
の
が
、
社
会
的
承
認
に

関
連
す
る
欲
求
で
あ
る
。「
周
囲
か
ら
注
目

さ
れ
た
り
、
認
め
ら
れ
た
か
っ
た
か
ら
」（
指

数
1
4
9
）、「
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
自
体
が
、

自
分
の
ス
テ
ー
タ
ス
に
な
る
と
思
っ

た
か
ら
」（
同
1
3
2
）
と
い
っ
た
項
目
は
、

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
と
の
差
が
特
に
大

き
い
。

　こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、「
1
0
0
万
円
以

上
」
の
層
は
、
内
面
的
な
成
長
や
本
物
の
体

験
を
追
求
す
る
と
同
時
に
、
旅
行
を
通
じ
て

得
ら
れ
る
他
者
か
ら
の
承
認
や
社
会
的
ス

テ
ー
タ
ス
を
強
く
意
識
す
る
傾
向
が
あ
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　一
方
で
、
食
、
歴
史
、
安
全
性
と
い
っ
た

日
本
の
基
礎
的
な
魅
力
に
つ
い
て
は
、
両
層

と
も
に
評
価
が
高
く
、
指
数
差
は
相
対
的
に

　政
府
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
高
付
加
価
値
旅
行

者
（
以
下
、「
高
付
加
価
値
旅
行
者
」）
の
誘

致
を
重
要
施
策
と
位
置
付
け
て
い
る
。
訪
日

客
全
体
の
約
1
%
に
過
ぎ
な
い
層
が
、
総
消

費
額
の
約
14
%
を
占
め
る 

事
実
か
ら
も
、

そ
の
経
済
的
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
は
明
ら

か
で
あ
る
。

　観
光
庁
（
2
0
2
5
1

）
で
は
、
高
付
加

価
値
旅
行
者
を
「
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以

上
／
人
（
＝
訪
日
旅
行
1
回
あ
た
り
）」
と
定

量
的
に
定
義
し
て
い
る
。
一
方
で
、
こ
う
し

た
客
層
に
つ
い
て
、「
単
に
一
旅
行
あ
た
り

の
消
費
額
が
大
き
い
の
み
な
ら
ず
、
一
般
的

に
知
的
好
奇
心
や
探
究
心
が
強
く
、
旅
行
に

よ
る
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
地
域
の
伝
統
・

文
化
、
自
然
等
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
身
の

知
識
を
深
め
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得

ら
れ
る
こ
と
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
」（
観

光
庁 

2
0
2
2
2

）
と
い
う
定
性
的
な
特
徴

に
も
言
及
し
て
い
る
。
高
付
加
価
値
旅
行
者

の
実
像
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
特

性
も
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
高
付
加
価
値

旅
行
者
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
、
定
量
的

な
定
義
と
定
性
的
な
特
徴
を
統
合
し
た
分
析

は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
課
題
意
識
に
基
づ
き
、

「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪

日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査 

2
0
2
5

年
度
版
」の
結
果
か
ら
、
着
地
消
費
「
1
0
0

万
円
以
上
」の
層
（
n
＝
1
2
2
）
と「
1
0
0

万
円
未
満
」の
層
（
n
＝
2
4
0
1
）
を
比
較

分
析
し
、
実
務
的
な
示
唆
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

3
．高
付
加
価
値

旅
行
者
の
訪
日
時
の

体
験
活
動

周囲から注目されたり、認められたかったから
現地での交流を通じて自分の人脈を広げたかったから
日本を訪れること自体が、自分のステータスになると思ったから
ハイキングやアウトドアアクティビティを楽しみたかったから
新たな人 と々の交流や出会いを楽しみたかったから
アニメ、漫画、映画など日本のポップカルチャーに興味があったから
人生の夢を叶えるために日本を訪れたかったから
新しい体験を通じて自分を成長させたかったから
普段できないことに挑戦してみたかったから
日本の伝統的な祭りやイベントに参加したかったから
日本の人々の日常生活を体験したかったから
最新のテクノロジーや先進的な施設を体験したかったから
観光客が少ない穴場や観光地化されていない地域を訪れたかったから
和風の生活様式を体験したかったから
日本人の親切さや「おもてなし」の文化に触れたかったから
桜や紅葉など季節限定の風景を見たかったから
大切な人との絆を深めたかったから
異文化との交流を通じて自分を試したかったから
自分の視野や考え方を広げたかったから
ショッピングに魅力を感じたから
温泉など自然に関連するリラクゼーションを楽しみたかったから
自分自身をリフレッシュして元気を取り戻したかったから
日本でしか買えない特別な製品を手に入れたかったから
歴史的な寺院や神社、城郭などの観光地に魅力を感じていたから
忙しい生活から離れ、ゆっくりした時間を過ごしたかったから
日本の自然景観を楽しみたかったから
日本の伝統的な文化や歴史に興味があったから
食事を通じて現地の文化に触れたかったから
日常のストレスや仕事から離れてリラックスしたかったから
家族や友人と特別な思い出を作りたかったから
日常の責任や義務を忘れて自由に過ごしたかったから
日本の食文化を楽しみたかったから
日本の治安の良さや安全性に魅力を感じたから

自然や風景の見物
雪景色観賞
桜の観賞
紅葉の観賞
有名な史跡や歴史的な建築物の見物
日本庭園の見物
近代的／先進的な建築物の見物
ドラマや映画のロケ地・アニメの舞台の見物
伝統工芸品に関する体験
世界遺産の見物
イベント・祭りの見物
スポーツ観戦
美術館や博物館の鑑賞
遊園地やテーマパーク
繁華街の街歩き
伝統芸能鑑賞
ナイトライフ体験
温泉への入浴
フルーツ狩り
日本文化の体験
自然や資源を損なうことのないよう配慮されている観光地・観光ツアー
美容体験
医療体験
VR体験
スノーアクティビティを楽しむこと
マリンアクティビティを楽しむこと
山のアクティビティ
その他のアウトドアアクティビティを楽しむこと
伝統的日本料理
現地の人が普段利用しているカジュアルな食事
日本の酒
スイーツ
ブランド品や宝飾品のショッピング
洋服やファッション雑貨のショッピング
電化製品のショッピング
化粧品や医薬品の購入
食品や飲料のショッピング

5.5
7.3
6.9
4.1
5.1
3.9
7.9
6.6
6.0
5.4
7.5
7.6
1.2
3.5
2.4
1.0
0.8
2.7
0.4
5.3
0.1
0.7
-

14.3
13.0
2.5
4.1
0.6
2.2
2.9
1.5
-

18.5
5.4
2.0
2.9
3.3

＊
＊
＊

＊

＊
＊

＊
＊

＊

＊

＊

＊

＊

2.1
2.7
2.4
2.2
2.5
2.1
3.0
3.0
2.9
2.2
2.5
4.0
0.7
2.4
2.1
1.7
2.0
1.8
0.7
1.9
1.8
3.0
2.8
4.5
3.2
1.2
1.0
3.9
1.5
0.9
1.1
0.8
10.6
3.6
3.0
2.4
1.6

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
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20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
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149

139

132

130
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122

121

117

117
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116

115

114
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112

112

111

111

110

110

109

109

109

108

108

108

107
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106

106

102

100
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76.2%

81.1%

75.4%

86.1%

84.4%

83.6%

82.8%

91.8%

88.5%

81.1%

90.2%

77.9%

84.4%

88.5%

83.6%

91.8%

90.2%

83.6%

91.0%

83.6%

91.8%

95.1%

86.9%

85.2%

95.1%

95.9%

83.6%

92.6%

93.4%

91.0%

84.4%

91.0%

80.3%

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

*
*
*

*
*

51.3%

58.2%

57.2%

66.3%

65.3%

68.8%

68.6%

78.2%

75.6%

69.8%

77.6%

67.8%

74.3%

78.6%

74.3%

81.8%

80.9%

75.5%

82.7%

76.3%

83.8%

86.9%

79.6%

78.8%

88.1%

89.2%

78.5%

87.0%

88.1%

86.1%

83.0%

90.8%

80.6%

100万円未満
（n=2401）

100万円以上
(n=122)

単位:万円

指数順位 訪日動機

注：選択率は各項目の「大変そう思う＋そう思う」の割合（%）。指数は「100万円以上の層の選択率÷100万円未満の層の選択率×100」で、100超は「100万円
以上」の層が優位と解釈する。例えば、「周囲から注目されたり、認められたかったから」の指数149は100万円以上の層が1.49倍（76.2%／51.3%）となる。指数
は相対差、選択率は絶対水準を表すため、高指数でもサンプルサイズが小さい場合は留意が必要である。
*p＜.05（5%水準で有意）

真正性項目
自己実現項目

通常料金より20%高くても、日本ならではの特別で質の高い体験をしたい

通常料金より50%以上高くても非常に特別で質の高い思い出に残る体験がしたい

特に追加料金を払わずに、標準的な体験をしたい

0%

100万円以上
（n=122）

100万円未満
（n=2401）

27.0% 52.0% 21.0% *←

42.8% *← 51.5% 5.7%

図表 3 訪日時の体験活動に対する追加支払い意向

*p＜.05（5%水準で有意）

る
た
め
、
比
較
的
空
い
て
い
る
時
間
帯
に
訪

問
す
る
」
こ
と
よ
り
も
、
確
実
性
を
確
保
す

る
た
め
に
「
観
光
施
設
等
を
予
約
す
る
」
傾

向
も
み
ら
れ
た
（
図
表
8
）。

　本
稿
は
、「
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以
上
」

と
定
義
さ
れ
る
高
付
加
価
値
旅
行
者
層
に
つ

*p＜.05（5%水準で有意）

100万円以上
（n=122）項目

100万円未満
（n=2401）

訪
日
時
の
体
験
活
動
に
対
す
る

追
加
支
払
い
意
向

（
1
）

体
験
活
動
に
関
連
し
た
支
出

（
2
）

インバウンド高付加価値旅行者の消費行動と意識・価値観に関する考察2
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20% 40% 60% 80% 100%20% 40% 60% 80% 100%

図表 7 海外旅行先で「今後実践したい」取り組み（意識）と
「過去に実施した」取り組み（行動）のギャップ

で
あ
る
こ
と
は
広
く
指
摘
さ
れ
て
お
り

（W
eaver, 2

0
0
2

8

）、
特
に
富
裕
層
旅
行

市
場
に
お
い
て
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

付
加
価
値
や
選
択
の
決
め
手
に
な
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
（H

an et al., 2010

9

）。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
旅
行
に
対
す
る
意
識
と
行
動
を
分
析
し
た
。

  「
観
光
地
の
維
持
・
存
続
の
た
め
の
金
銭

負
担
に
対
す
る
考
え
方
」
に
つ
い
て
、
賛
成

す
る
割
合
（T

o
p
2

）
は
「
1
0
0
万
円
以
上
」

の
層
で
86
・
9
%
に
達
し
、「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
（
68
・
2
%
）
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

こ
の
結
果
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
が

単
に
旅
行
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
観
光
地

の
保
全
に
積
極
的
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
意

志
を
持
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
表
5
）。

 

「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
旅
行
を
重
視
す
る
」
と
い
う
考
え
に

賛
成
す
る
割
合
が
89
・
3
%
に
達
し
、「
1
0
0

万
円
未
満
」
の
層
の
79
・
9
%
を
有
意
に
上

回
る
結
果
と
な
っ
た
（
図
表
6
）。

　ま
た
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
、

そ
の
意
識
の
高
さ
か
ら
、「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
に
比
べ
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り

組
み
を
よ
り
実
践
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
（
図
表
7
）。

　海
外
旅
行
先
で
過
去
に
実
施
し
た
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
内
容
に
も
両
者
で
違
い

が
み
ら
れ
る
。「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
は
、

自
身
の
体
験
の
質
の
向
上
に
資
す
る
と
同
時

に
、
地
域
や
環
境
へ
の
効
果
が
大
き
い
「
利

他
的
」
な
取
り
組
み
を
選
択
す
る
傾
向
に
あ

る
。
具
体
的
に
は
、「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

商
品
を
利
用
す
る
」、「
そ
の
地
域
で
許
可
・

認
可
さ
れ
て
い
る
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
選
択
す

る
」、「
環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
C
O
2

排

出
量
が
少
な
い
移
動
手
段
を
選
択
す
る
」
等

で
あ
る
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
費
用
を
伴
う

貢
献
に
は
積
極
的
で
あ
る
も
の
の
、「
宿
泊

施
設
に
お
け
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
辞
退

す
る
」
等
の
直
接
的
な
コ
ス
ト
削
減
に
繋
が

る
「
節
約
型
」
の
エ
コ
活
動
に
は
消
極
的
で

あ
る
。
ま
た
、
質
を
重
視
す
る
姿
勢
は
混
雑

回
避
の
方
法
に
も
表
れ
て
お
り
、「
1
0
0

万
円
未
満
」
の
層
が
好
む
「
混
雑
を
回
避
す

み
で
あ
っ
た
。
購
入
率
は
概
ね
同
程
度
で
あ

る
の
に
対
し
、
支
出
水
準
や
求
め
る
体
験
の

質
に
は
相
違
が
あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

　こ
れ
ま
で
の
結
果
か
ら
、「
1
0
0
万
円
以

上
」の
層
は
、
日
本
の
自
然
や
文
化
に
根
差

し
た
真
正
性
の
高
い
体
験
に
価
値
を
見
出
す

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
志
向
が
、
訪
問

先
の
環
境
や
文
化
資
産
の
保
全
を
重
視
す
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の
関
心
に
結
び
つ

く
と
い
う
点
は
、
多
く
の
先
行
研
究
で
も
支

持
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
社
会
経
済
的
地

位
が
高
い
層
ほ
ど
環
境
配
慮
行
動
に
積
極
的

い
て
、
定
性
的
な
特
徴
を
統
合
し
、
そ
の
実

像
の
一
部
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　分
析
の
結
果
、
こ
の
層
は
、
自
己
実
現
や

真
正
性
を
旅
行
動
機
と
し
、
本
質
的
な
体
験

に
高
い
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
実
際
に
、
自
然
観
賞
、
世
界
遺
産

等
の
見
物
、
文
化
体
験
と
い
っ
た
分
野
で
は

支
出
額
が
大
き
く
、
体
験
の
質
向
上
の
た
め

な
ら
50
%
以
上
の
価
格
上
昇
を
許
容
す
る
層

が
約
2
割
存
在
す
る
等
、
追
加
支
払
い
へ
の

意
欲
も
高
い
。
ま
た
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
態
度
は
、
節
約
型

の
エ
コ
行
動
よ
り
も
、
体
験
の
質
向
上
を

担
保
す
る
有
料
の
選
択
肢
を
好
む
傾
向
が

み
ら
れ
た
。

　こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
高
付
加
価
値
旅
行

者
向
け
に
有
効
な
の
は
、
現
地
で
の
交
流
や

専
門
的
な
学
び
等
、
自
己
実
現
や
真
正
性
に

訴
求
す
る
体
験
の
提
供
で
あ
る
と
言
え
る
。

具
体
的
な
設
計
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
専
門

ガ
イ
ド
が
同
行
す
る
少
人
数
・
予
約
制
の
体

験
を
2
〜
5
割
増
の
価
格
で
提
供
す
る
こ
と

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
料
金
に
協
力

金
等
を
含
む
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
で
、
価

格
へ
の
納
得
感
と
地
域
貢
献
へ
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
入

場
保
証
等
で
混
雑
を
回
避
す
る
こ
と
も
有
効

で
あ
る
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
は
旅
行
者
の
満
足
度

向
上
に
資
す
る
だ
け
で
は
な
い
。地
域
に
と
っ

て
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
抑
制
し
つ

つ
、
経
済
効
果
を
確
保
で
き
る
と
い
う
利
点

が
あ
る
。
こ
れ
は
観
光
の
「
量
」
か
ら
「
質
」へ

の
転
換
を
実
現
し
、
持
続
的
な
観
光
振
興
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
高
付
加
価

値
旅
行
者
が
真
正
性
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、

地
域
資
源
の
保
全
を
促
し
、
そ
の
価
値
を
継

承
す
る
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
も
期
待
さ

れ
る
。

　本
稿
で
示
し
た
分
析
は
ま
だ
萌
芽
的
で
は

あ
る
も
の
の
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
姿
を

捉
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。今
後
、

さ
ら
に
分
析
を
深
め
て
い
き
た
い
。

に
留
ま
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、「
1
0
0
万
円

以
上
」
の
層
は
「
通
常
料
金
よ
り
20
%
高
く

て
も
、
日
本
な
ら
で
は
の
特
別
で
質
の
高
い

体
験
を
し
た
い
」
が
52
・
0
%
、「
通
常
料

金
よ
り
50
%
以
上
高
く
て
も
非
常
に
特
別
で

質
の
高
い
思
い
出
に
残
る
体
験
が
し
た
い
」

が
21
・
0
%
を
占
め
、
追
加
料
金
を
支
払
っ

て
も
特
別
な
体
験
を
し
た
い
と
回
答
し
た
割

合
は
合
計
で
73
・
0
%
に
達
し
た
。
特
に

「
50
%
以
上
高
く
て
も
」
と
回
答
し
た
割
合

は
、「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
の
5
・
7
%

と
比
較
し
て
15
・
3
ポ
イ
ン
ト
高
く
、
体
験

活
動
へ
の
質
向
上
を
目
的
と
し
た
支
出
意
欲

の
高
さ
が
う
か
が
え
る
（
図
表
3
）。

  「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
、
特
定
の
体

験
活
動
に
お
け
る
支
払
い
発
生
者
の
一
人
あ

た
り
支
出
額
の
平
均
で
「
1
0
0
万
円
未
満
」

の
層
を
上
回
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
特
に
自

然
・
景
勝
地
観
光
、
桜
、
雪
景
色
観
賞
、
世

界
遺
産
等
の
見
物
、
文
化
体
験
、
山
・
雪
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
外
食
、

食
料
品
等
の
買
い
物
等
の
支
出
額
は
有
意
に

高
い
結
果
と
な
っ
た
（
図
表
4
）。

　一
方
、
当
該
活
動
で
支
払
い
が
発
生
し
た

者
の
割
合
（
購
入
率
）
で
、
両
者
に
有
意
差

が
認
め
ら
れ
た
の
は「
自
然
や
風
景
の
見
物
」

（「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
で
93
・
0
％
、

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
で
77
・
6
%
）
の

小
さ
い
。
こ
れ
ら
は
訪
日
旅
行
に
お
い
て
重

要
な
要
素
で
は
あ
る
も
の
の
、
高
付
加
価
値

旅
行
者
を
特
に
惹
き
つ
け
る
差
別
化
要
因
に

は
な
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
2
）。

　高
付
加
価
値
旅
行
者
が
重
視
す
る
「
自
己

実
現
」
や
「
真
正
性
」
を
追
求
す
る
上
で
、

訪
日
時
の
具
体
的
な
「
体
験
」
は
不
可
欠
な

要
素
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
動
機
が
実

際
の
消
費
行
動
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の

か
を
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
体

験
活
動
に
対
す
る
追
加
支
払
い
意
向
と
体
験

別
の
支
出
額
を
分
析
し
た
。

　体
験
活
動
に
対
す
る
追
加
支
払
い
意
向
に

つ
い
て
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
と

「
1
0
0
万
円
未
満
」の
層
で
差
が
み
ら
れ
た
。

　訪
日
時
の
体
験
活
動
に
つ
い
て
「
特
に
追

加
料
金
を
払
わ
ず
に
、
標
準
的
な
体
験
を
し

た
い
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、「
1
0
0
万

円
未
満
」
の
層
が
42
・
8
%
で
あ
る
の
に
対

し
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
で
は
27
・
0
%

　高
付
加
価
値
旅
行
者
の
訪
日
旅
行
動
機
を

理
解
す
る
た
め
、
観
光
庁
や
日
本
政
府
観
光

局
（
J
N
T
O
）
で
用
い
ら
れ
て
い
る
高
付

加
価
値
旅
行
者
の
定
性
的
な
特
徴
や
、

既
存
研
究（Y

eo
m
an
,2
0
1
1

3;A
tw
al&
 

W
illiam

s,2009

4;K
im
,et al. 2007

5

等
）

に
基
づ
き
、「
自
己
実
現
」
と
「
真
正
性
」
と

い
う
二
つ
の
要
素
に
着
目
し
た
。こ
れ
ら
は
、

旅
行
を
通
じ
て
内
面
的
な
成
長
や
学
び
を
求

め
る
動
機
と
、
本
物
の
体
験
に
触
れ
た
い
と

い
う
欲
求
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　本
調
査
で
は
、
ま
ず
高
付
加
価
値
旅
行
者

を
、
直
近
の
訪
日
旅
行
に
お
け
る
一
人
あ
た

り
の
支
出
額
が
「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
と

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
に
区
分
し
た
。

続
い
て
、
訪
日
動
機
の
設
問
項
目
に
自
己
実

現
に
関
す
る
5
項
目
6 

と
、
真
正
性
に
関
す

る
8
項
目
7 

を
追
加
し
、
各
項
目
の
回
答
平

均
値
が
5
段
階
評
価（
5
…
と
て
も
あ
て
は
ま

る 

1
…
全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
）で
4
・
0

以
上
の
場
合
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志
向
が「
高
い
」

と
定
義
し
た
。

　分
析
の
結
果
、
自
己
実
現
も
真
正
性
も
両

方
高
い
割
合
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
に

お
い
て
68
・
0
%
と
な
っ
た
。
こ
れ
は「
1
0
0

万
円
未
満
」の
層（
52
・
2
%
）と
比
較
し
て
高

い
。
対
照
的
に
、
自
己
実
現
と
真
正
性
が
と
も

に
低
い
割
合
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
で

は
18
・
0
%
に
留
ま
り
、「
1
0
0
万
円
未
満
」

の
層（
31
・
1
%
）を
大
き
く
下
回
っ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以
上
の
旅

行
者
は
、
訪
日
旅
行
に
お
い
て
自
己
実
現
や
本

物
の
体
験
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る

（
図
表
1
）。

　さ
ら
に
、
こ
の
傾
向
を
よ
り
具
体
的
に
把

握
す
る
た
め
、
訪
日
動
機
33
項
目
に
つ
い
て
、

5
段
階
評
価
のT

op2

の
割
合
（
5
…
「
と
て

も
あ
て
は
ま
る
」
と 

4
…
「
や
や
あ
て
は
ま

る
」
の
合
計
）
と
、
こ
れ
を
「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
を
1
0
0
と
す
る
指
数
を
算
出
し

た
。
す
る
と
、
両
者
の
違
い
が
よ
り
明
確
に

な
っ
た
。

　ま
ず
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
全
33
項

目
の
大
半
で
「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
の

T
o
p
2

の
割
合
が
上
回
る
。
ま
た
、
高
付
加

価
値
旅
行
者
が
重
視
す
る
と
さ
れ
る
自
己
実

現
に
関
連
し
た
動
機
は
、「
1
0
0
万
円
以

上
」
の
層
で
は
、「
新
し
い
体
験
を
通
じ
て

自
分
を
成
長
さ
せ
た
か
っ
た
か
ら
」（
指
数

1
1
7
）、「
普
段
で
き
な
い
こ
と
に
挑
戦
し

て
み
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
7
）、「
自
分

の
視
野
や
考
え
方
を
広
げ
た
か
っ
た
か
ら
」

（
同
1
1
0
）
と
い
っ
た
、
内
面
的
な
成
長

を
求
め
る
項
目
の
順
位
が
高
い
。
同
様
に
、

真
正
性
に
関
連
し
た
動
機
で
は
、「
現
地
で

の
交
流
を
通
じ
て
自
分
の
人
脈
を
広
げ
た

か
っ
た
か
ら
」（
同
1
3
9
）、「
新
た
な
人
々

と
の
交
流
や
出
会
い
を
楽
し
み
た
か
っ
た
か

ら
」（
同
1
2
9
）等
の
交
流
を
求
め
る
項
目
、

「
日
本
の
伝
統
的
な
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
6
）、「
日

本
の
人
々
の
日
常
生
活
を
体
験
し
た
か
っ
た

か
ら
」（
同
1
1
6
）、「
観
光
客
が
少
な
い

穴
場
や
観
光
地
化
さ
れ
て
い
な
い
地
域
を
訪

れ
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
4
）
と
い
っ
た

項
目
の
順
位
の
高
さ
か
ら
、
本
物
の
体
験
を

求
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　自
己
の
成
長
や
本
物
の
体
験
を
求
め
る
動

機
に
加
え
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
で

特
に
際
立
っ
て
い
る
の
が
、
社
会
的
承
認
に

関
連
す
る
欲
求
で
あ
る
。「
周
囲
か
ら
注
目

さ
れ
た
り
、
認
め
ら
れ
た
か
っ
た
か
ら
」（
指

数
1
4
9
）、「
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
自
体
が
、

自
分
の
ス
テ
ー
タ
ス
に
な
る
と
思
っ

た
か
ら
」（
同
1
3
2
）
と
い
っ
た
項
目
は
、

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
と
の
差
が
特
に
大

き
い
。

　こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、「
1
0
0
万
円
以

上
」
の
層
は
、
内
面
的
な
成
長
や
本
物
の
体

験
を
追
求
す
る
と
同
時
に
、
旅
行
を
通
じ
て

得
ら
れ
る
他
者
か
ら
の
承
認
や
社
会
的
ス

テ
ー
タ
ス
を
強
く
意
識
す
る
傾
向
が
あ
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　一
方
で
、
食
、
歴
史
、
安
全
性
と
い
っ
た

日
本
の
基
礎
的
な
魅
力
に
つ
い
て
は
、
両
層

と
も
に
評
価
が
高
く
、
指
数
差
は
相
対
的
に

　政
府
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
高
付
加
価
値
旅
行

者
（
以
下
、「
高
付
加
価
値
旅
行
者
」）
の
誘

致
を
重
要
施
策
と
位
置
付
け
て
い
る
。
訪
日

客
全
体
の
約
1
%
に
過
ぎ
な
い
層
が
、
総
消

費
額
の
約
14
%
を
占
め
る 

事
実
か
ら
も
、

そ
の
経
済
的
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
は
明
ら

か
で
あ
る
。

　観
光
庁
（
2
0
2
5
1

）
で
は
、
高
付
加

価
値
旅
行
者
を
「
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以

上
／
人
（
＝
訪
日
旅
行
1
回
あ
た
り
）」
と
定

量
的
に
定
義
し
て
い
る
。
一
方
で
、
こ
う
し

た
客
層
に
つ
い
て
、「
単
に
一
旅
行
あ
た
り

の
消
費
額
が
大
き
い
の
み
な
ら
ず
、
一
般
的

に
知
的
好
奇
心
や
探
究
心
が
強
く
、
旅
行
に

よ
る
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
地
域
の
伝
統
・

文
化
、
自
然
等
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
身
の

知
識
を
深
め
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得

ら
れ
る
こ
と
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
」（
観

光
庁 

2
0
2
2
2

）
と
い
う
定
性
的
な
特
徴

に
も
言
及
し
て
い
る
。
高
付
加
価
値
旅
行
者

の
実
像
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
特

性
も
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
高
付
加
価
値

旅
行
者
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
、
定
量
的

な
定
義
と
定
性
的
な
特
徴
を
統
合
し
た
分
析

は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
課
題
意
識
に
基
づ
き
、

「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪

日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査 

2
0
2
5

年
度
版
」の
結
果
か
ら
、
着
地
消
費
「
1
0
0

万
円
以
上
」の
層
（
n
＝
1
2
2
）
と「
1
0
0

万
円
未
満
」の
層
（
n
＝
2
4
0
1
）
を
比
較

分
析
し
、
実
務
的
な
示
唆
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

4
．サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

旅
行
に
対
す
る
意
識

5
．最
後
に

省エネ/再生可能エネルギーを利用促進している観光施設を利用
環境負荷が少ない自然体験プログラムに参加する
地域の祭りや行事等に参加する
混雑を回避するため、比較的空いている時間帯に訪問する
地域の事業者が販売する商品、サービスを適正価格で購入する
地域食材やオーガニック食材使用の食事を提供する店を利用する
古民家をリノベーションした宿泊施設に宿泊する
収益の一部を野生動物保護に充てる体験プログラムに参加する
伝統工芸品等の模造品を購入しない
地域の伝統工芸を体験する
観光施設等の混雑時間帯を避けて利用する
その地域で許可・認可されているツアーガイドを選択する
宿泊施設におけるリネン類の交換を辞退する
ゴミを削減する
地域ガイドによる野生動物ウォッチングツアーに参加する
混雑を回避するため、観光施設等を予約する
地域の生態系の保全に貢献できる体験アクティビティに参加する
ハラスメント対策を講じている企業を利用する
カーボンオフセット商品を利用する
地域の特産品を購入する
宿泊施設におけるアメニティグッズを辞退する
環境への影響を考慮しCO2排出量が少ない移動手段を選択する
資源保護のための協力金等を支払う

省エネ/再生可能エネルギーを利用促進している観光施設を利用
地域の事業者が販売する商品、サービスを適正価格で購入する
環境負荷が少ない自然体験プログラムに参加する
地域の生態系の保全に貢献できる体験アクティビティに参加する
混雑を回避するため、観光施設等を予約する
地域の祭りや行事等に参加する
地域ガイドによる野生動物ウォッチングツアーに参加する
地域の伝統工芸を体験する
混雑を回避するため、比較的空いている時間帯に訪問する
収益の一部を野生動物保護に充てる体験プログラムに参加する
カーボンオフセット商品を利用する
その地域で許可・認可されているツアーガイドを選択する
地域食材やオーガニック食材使用の食事を提供する店を利用する
観光施設等の混雑時間帯を避けて利用する
地域の特産品を購入する
環境への影響を考慮しCO2排出量が少ない移動手段を選択する
資源保護のための協力金等を支払う
古民家をリノベーションした宿泊施設に宿泊する
ゴミを削減する
ハラスメント対策を講じている企業を利用する
宿泊施設におけるアメニティグッズを辞退する
伝統工芸品等の模造品を購入しない
宿泊施設におけるリネン類の交換を辞退する

10.7
7.4
6.6
6.6
6.6
5.7
2.5
2.5
0.8
0.0
0.0
0.0
0.0
-0.8
-0.8
-1.6
-1.6
-1.6
-2.5
-3.3
-3.3
-5.7
-7.4

5.0
4.4
4.0
3.6
2.7
2.6
2.2
2.2
2.0
1.6
1.3
1.3
1.2
1.1
0.9
0.9
0.7
0.4
0.0
0.0
-1.9
-2.0
-4.4

注：グラフ中の数字は海外旅行先で今後実践したい（意識）サステナブルな取り組みに対する過去に実施した
（行動）サステナブルな取り組みの差分（単位は「pt（ポイント）」）。正の値は「意識」が「行動」を上回る項目、負の
値は「行動」が「意識」を上回る項目となる。

注：選択率は各項目を実施した人の割合（%）。指数は「100万円以上の層の選択率÷100万円未満の層の選択率×100」で、
100超は「100万円以上」の層が優位と解釈する。例えば、「カーボンオフセット商品を利用する」の指数173は100万円以上の
層が1.73倍（16.4%／9.5%）となる。指数は相対差、選択率は絶対水準を表すため、高指数でもサンプルサイズが小さい場
合は留意が必要である。
*p＜.05（5%水準で有意）

賛成 どちらともいえない 反対

0%

100万円以上
（n=122）

100万円未満
（n=2401）

86.9% *← 4.9% 8.2%

68.2% 16.0% *← 15.8% *←

* p＜.05（5%水準で有意）

図表 5 観光地の維持・存続のための金銭負担に対する考え方

重視する どちらともいえない 重視しない

0%

100万円以上
（n=122）

100万円未満
（n=2401）

89.3% *← 4.9% 5.7%

79.9% 13.4% *← 6.7%

*p＜.05（5%水準で有意）

図表 6 観光地や宿泊施設を選択する際のサステナブルな取り組みの重視度

る
た
め
、
比
較
的
空
い
て
い
る
時
間
帯
に
訪

問
す
る
」
こ
と
よ
り
も
、
確
実
性
を
確
保
す

る
た
め
に
「
観
光
施
設
等
を
予
約
す
る
」
傾

向
も
み
ら
れ
た
（
図
表
8
）。

　本
稿
は
、「
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以
上
」

と
定
義
さ
れ
る
高
付
加
価
値
旅
行
者
層
に
つ

差分 (ポイント)
行動＞意識項目 意識＞行動

図表 8 海外旅行先で過去に実施したサステナブルな取り組みの選択率と
指数比較（基準：「100万円未満」の層＝100）

カーボンオフセット商品を利用する
その地域で許可・認可されているツアーガイドを選択する
資源保護のための協力金等を支払う
地域ガイドによる野生動物ウォッチングツアーに参加する
古民家をリノベーションした宿泊施設に宿泊する
ハラスメント対策を講じている企業を利用する
収益の一部を野生動物保護に充てる体験プログラムに参加する
環境への影響を考慮しCO2排出量が少ない移動手段を選択する
地域の生態系の保全に貢献できる体験アクティビティに参加する
地域の伝統工芸を体験する
地域食材やオーガニック食材使用の食事を提供する店を利用する
環境負荷が少ない自然体験プログラムに参加する
混雑を回避するため、観光施設等を予約する
地域の特産品を購入する
観光施設等の混雑時間帯を避けて利用する
ゴミを削減する
地域の祭りや行事等に参加する
地域の事業者が販売する商品、サービスを適正価格で購入する
省エネ/再生可能エネルギーを利用促進している観光施設を利用
宿泊施設におけるリネン類の交換を辞退する
伝統工芸品等の模造品を購入しない
宿泊施設におけるアメニティグッズを辞退する
混雑を回避するため、比較的空いている時間帯に訪問する

173

162

153

152

149

145

141

139

120

115

113

109

108

97

89

87

87

75

73

59

53

50

41

16.4%

21.3%

15.6%

14.8%

14.8%

9.0%

13.1%

27.9%

15.6%

23.0%

22.1%

13.9%

22.1%

29.5%

18.9%

32.8%

18.9%

15.6%

8.2%

8.2%

6.6%

7.4%

8.2%

*
*

*

*
*

9.5%

13.2%

10.2%

9.7%

9.9%

6.2%

9.3%

20.0%

13.0%

20.0%

19.6%

12.8%

20.4%

30.5%

21.2%

37.5%

21.7%

20.8%

11.2%

14.0%

12.4%

14.7%

20.0%

100万円未満
（n=2401）

100万円以上
(n=122)指数項目

100万円以上（n=122） 

差分 (ポイント)
行動＞意識項目 意識＞行動

100万円未満（n=2401） 

観
光
地
の
維
持
・
存
続
の
た
め
の

金
銭
負
担
に
対
す
る
考
え
方

（
1
）

観
光
地
や
宿
泊
施
設
を

選
択
す
る
際
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

取
り
組
み
に
対
す
る
態
度

（
2
）

インバウンド高付加価値旅行者の消費行動と意識・価値観に関する考察2

12



20% 40% 60% 80% 100%20% 40% 60% 80% 100%

図表 7 海外旅行先で「今後実践したい」取り組み（意識）と
「過去に実施した」取り組み（行動）のギャップ

で
あ
る
こ
と
は
広
く
指
摘
さ
れ
て
お
り

（W
eaver, 2

0
0
2

8

）、
特
に
富
裕
層
旅
行

市
場
に
お
い
て
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

付
加
価
値
や
選
択
の
決
め
手
に
な
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
（H

an et al., 2010

9

）。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
旅
行
に
対
す
る
意
識
と
行
動
を
分
析
し
た
。

  「
観
光
地
の
維
持
・
存
続
の
た
め
の
金
銭

負
担
に
対
す
る
考
え
方
」
に
つ
い
て
、
賛
成

す
る
割
合
（T

o
p
2

）
は
「
1
0
0
万
円
以
上
」

の
層
で
86
・
9
%
に
達
し
、「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
（
68
・
2
%
）
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

こ
の
結
果
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
が

単
に
旅
行
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
観
光
地

の
保
全
に
積
極
的
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
意

志
を
持
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
表
5
）。

 

「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
旅
行
を
重
視
す
る
」
と
い
う
考
え
に

賛
成
す
る
割
合
が
89
・
3
%
に
達
し
、「
1
0
0

万
円
未
満
」
の
層
の
79
・
9
%
を
有
意
に
上

回
る
結
果
と
な
っ
た
（
図
表
6
）。

　ま
た
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
、

そ
の
意
識
の
高
さ
か
ら
、「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
に
比
べ
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り

組
み
を
よ
り
実
践
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
（
図
表
7
）。

　海
外
旅
行
先
で
過
去
に
実
施
し
た
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
内
容
に
も
両
者
で
違
い

が
み
ら
れ
る
。「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
は
、

自
身
の
体
験
の
質
の
向
上
に
資
す
る
と
同
時

に
、
地
域
や
環
境
へ
の
効
果
が
大
き
い
「
利

他
的
」
な
取
り
組
み
を
選
択
す
る
傾
向
に
あ

る
。
具
体
的
に
は
、「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

商
品
を
利
用
す
る
」、「
そ
の
地
域
で
許
可
・

認
可
さ
れ
て
い
る
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
選
択
す

る
」、「
環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
C
O
2

排

出
量
が
少
な
い
移
動
手
段
を
選
択
す
る
」
等

で
あ
る
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
費
用
を
伴
う

貢
献
に
は
積
極
的
で
あ
る
も
の
の
、「
宿
泊

施
設
に
お
け
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
辞
退

す
る
」
等
の
直
接
的
な
コ
ス
ト
削
減
に
繋
が

る
「
節
約
型
」
の
エ
コ
活
動
に
は
消
極
的
で

あ
る
。
ま
た
、
質
を
重
視
す
る
姿
勢
は
混
雑

回
避
の
方
法
に
も
表
れ
て
お
り
、「
1
0
0

万
円
未
満
」
の
層
が
好
む
「
混
雑
を
回
避
す

み
で
あ
っ
た
。
購
入
率
は
概
ね
同
程
度
で
あ

る
の
に
対
し
、
支
出
水
準
や
求
め
る
体
験
の

質
に
は
相
違
が
あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

　こ
れ
ま
で
の
結
果
か
ら
、「
1
0
0
万
円
以

上
」の
層
は
、
日
本
の
自
然
や
文
化
に
根
差

し
た
真
正
性
の
高
い
体
験
に
価
値
を
見
出
す

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
志
向
が
、
訪
問

先
の
環
境
や
文
化
資
産
の
保
全
を
重
視
す
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の
関
心
に
結
び
つ

く
と
い
う
点
は
、
多
く
の
先
行
研
究
で
も
支

持
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
社
会
経
済
的
地

位
が
高
い
層
ほ
ど
環
境
配
慮
行
動
に
積
極
的

い
て
、
定
性
的
な
特
徴
を
統
合
し
、
そ
の
実

像
の
一
部
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　分
析
の
結
果
、
こ
の
層
は
、
自
己
実
現
や

真
正
性
を
旅
行
動
機
と
し
、
本
質
的
な
体
験

に
高
い
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
実
際
に
、
自
然
観
賞
、
世
界
遺
産

等
の
見
物
、
文
化
体
験
と
い
っ
た
分
野
で
は

支
出
額
が
大
き
く
、
体
験
の
質
向
上
の
た
め

な
ら
50
%
以
上
の
価
格
上
昇
を
許
容
す
る
層

が
約
2
割
存
在
す
る
等
、
追
加
支
払
い
へ
の

意
欲
も
高
い
。
ま
た
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
態
度
は
、
節
約
型

の
エ
コ
行
動
よ
り
も
、
体
験
の
質
向
上
を

担
保
す
る
有
料
の
選
択
肢
を
好
む
傾
向
が

み
ら
れ
た
。

　こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
高
付
加
価
値
旅
行

者
向
け
に
有
効
な
の
は
、
現
地
で
の
交
流
や

専
門
的
な
学
び
等
、
自
己
実
現
や
真
正
性
に

訴
求
す
る
体
験
の
提
供
で
あ
る
と
言
え
る
。

具
体
的
な
設
計
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
専
門

ガ
イ
ド
が
同
行
す
る
少
人
数
・
予
約
制
の
体

験
を
2
〜
5
割
増
の
価
格
で
提
供
す
る
こ
と

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
料
金
に
協
力

金
等
を
含
む
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
で
、
価

格
へ
の
納
得
感
と
地
域
貢
献
へ
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
入

場
保
証
等
で
混
雑
を
回
避
す
る
こ
と
も
有
効

で
あ
る
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
は
旅
行
者
の
満
足
度

向
上
に
資
す
る
だ
け
で
は
な
い
。地
域
に
と
っ

て
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
抑
制
し
つ

つ
、
経
済
効
果
を
確
保
で
き
る
と
い
う
利
点

が
あ
る
。
こ
れ
は
観
光
の
「
量
」
か
ら
「
質
」へ

の
転
換
を
実
現
し
、
持
続
的
な
観
光
振
興
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
高
付
加
価

値
旅
行
者
が
真
正
性
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、

地
域
資
源
の
保
全
を
促
し
、
そ
の
価
値
を
継

承
す
る
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
も
期
待
さ

れ
る
。

　本
稿
で
示
し
た
分
析
は
ま
だ
萌
芽
的
で
は

あ
る
も
の
の
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
姿
を

捉
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。今
後
、

さ
ら
に
分
析
を
深
め
て
い
き
た
い
。

に
留
ま
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、「
1
0
0
万
円

以
上
」
の
層
は
「
通
常
料
金
よ
り
20
%
高
く

て
も
、
日
本
な
ら
で
は
の
特
別
で
質
の
高
い

体
験
を
し
た
い
」
が
52
・
0
%
、「
通
常
料

金
よ
り
50
%
以
上
高
く
て
も
非
常
に
特
別
で

質
の
高
い
思
い
出
に
残
る
体
験
が
し
た
い
」

が
21
・
0
%
を
占
め
、
追
加
料
金
を
支
払
っ

て
も
特
別
な
体
験
を
し
た
い
と
回
答
し
た
割

合
は
合
計
で
73
・
0
%
に
達
し
た
。
特
に

「
50
%
以
上
高
く
て
も
」
と
回
答
し
た
割
合

は
、「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
の
5
・
7
%

と
比
較
し
て
15
・
3
ポ
イ
ン
ト
高
く
、
体
験

活
動
へ
の
質
向
上
を
目
的
と
し
た
支
出
意
欲

の
高
さ
が
う
か
が
え
る
（
図
表
3
）。

  「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
、
特
定
の
体

験
活
動
に
お
け
る
支
払
い
発
生
者
の
一
人
あ

た
り
支
出
額
の
平
均
で
「
1
0
0
万
円
未
満
」

の
層
を
上
回
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
特
に
自

然
・
景
勝
地
観
光
、
桜
、
雪
景
色
観
賞
、
世

界
遺
産
等
の
見
物
、
文
化
体
験
、
山
・
雪
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
外
食
、

食
料
品
等
の
買
い
物
等
の
支
出
額
は
有
意
に

高
い
結
果
と
な
っ
た
（
図
表
4
）。

　一
方
、
当
該
活
動
で
支
払
い
が
発
生
し
た

者
の
割
合
（
購
入
率
）
で
、
両
者
に
有
意
差

が
認
め
ら
れ
た
の
は「
自
然
や
風
景
の
見
物
」

（「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
で
93
・
0
％
、

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
で
77
・
6
%
）
の

小
さ
い
。
こ
れ
ら
は
訪
日
旅
行
に
お
い
て
重

要
な
要
素
で
は
あ
る
も
の
の
、
高
付
加
価
値

旅
行
者
を
特
に
惹
き
つ
け
る
差
別
化
要
因
に

は
な
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
2
）。

　高
付
加
価
値
旅
行
者
が
重
視
す
る
「
自
己

実
現
」
や
「
真
正
性
」
を
追
求
す
る
上
で
、

訪
日
時
の
具
体
的
な
「
体
験
」
は
不
可
欠
な

要
素
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
動
機
が
実

際
の
消
費
行
動
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の

か
を
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
体

験
活
動
に
対
す
る
追
加
支
払
い
意
向
と
体
験

別
の
支
出
額
を
分
析
し
た
。

　体
験
活
動
に
対
す
る
追
加
支
払
い
意
向
に

つ
い
て
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
と

「
1
0
0
万
円
未
満
」の
層
で
差
が
み
ら
れ
た
。

　訪
日
時
の
体
験
活
動
に
つ
い
て
「
特
に
追

加
料
金
を
払
わ
ず
に
、
標
準
的
な
体
験
を
し

た
い
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、「
1
0
0
万

円
未
満
」
の
層
が
42
・
8
%
で
あ
る
の
に
対

し
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
で
は
27
・
0
%

　高
付
加
価
値
旅
行
者
の
訪
日
旅
行
動
機
を

理
解
す
る
た
め
、
観
光
庁
や
日
本
政
府
観
光

局
（
J
N
T
O
）
で
用
い
ら
れ
て
い
る
高
付

加
価
値
旅
行
者
の
定
性
的
な
特
徴
や
、

既
存
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究（Y
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等
）

に
基
づ
き
、「
自
己
実
現
」
と
「
真
正
性
」
と

い
う
二
つ
の
要
素
に
着
目
し
た
。こ
れ
ら
は
、

旅
行
を
通
じ
て
内
面
的
な
成
長
や
学
び
を
求

め
る
動
機
と
、
本
物
の
体
験
に
触
れ
た
い
と

い
う
欲
求
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　本
調
査
で
は
、
ま
ず
高
付
加
価
値
旅
行
者

を
、
直
近
の
訪
日
旅
行
に
お
け
る
一
人
あ
た

り
の
支
出
額
が
「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
と

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
に
区
分
し
た
。

続
い
て
、
訪
日
動
機
の
設
問
項
目
に
自
己
実

現
に
関
す
る
5
項
目
6 

と
、
真
正
性
に
関
す

る
8
項
目
7 

を
追
加
し
、
各
項
目
の
回
答
平

均
値
が
5
段
階
評
価（
5
…
と
て
も
あ
て
は
ま

る 

1
…
全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
）で
4
・
0

以
上
の
場
合
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志
向
が「
高
い
」

と
定
義
し
た
。

　分
析
の
結
果
、
自
己
実
現
も
真
正
性
も
両

方
高
い
割
合
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
に

お
い
て
68
・
0
%
と
な
っ
た
。
こ
れ
は「
1
0
0

万
円
未
満
」の
層（
52
・
2
%
）と
比
較
し
て
高

い
。
対
照
的
に
、
自
己
実
現
と
真
正
性
が
と
も

に
低
い
割
合
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
で

は
18
・
0
%
に
留
ま
り
、「
1
0
0
万
円
未
満
」

の
層（
31
・
1
%
）を
大
き
く
下
回
っ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以
上
の
旅

行
者
は
、
訪
日
旅
行
に
お
い
て
自
己
実
現
や
本

物
の
体
験
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る

（
図
表
1
）。

　さ
ら
に
、
こ
の
傾
向
を
よ
り
具
体
的
に
把

握
す
る
た
め
、
訪
日
動
機
33
項
目
に
つ
い
て
、

5
段
階
評
価
のT

op2

の
割
合
（
5
…
「
と
て

も
あ
て
は
ま
る
」
と 

4
…
「
や
や
あ
て
は
ま

る
」
の
合
計
）
と
、
こ
れ
を
「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
を
1
0
0
と
す
る
指
数
を
算
出
し

た
。
す
る
と
、
両
者
の
違
い
が
よ
り
明
確
に

な
っ
た
。

　ま
ず
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
全
33
項

目
の
大
半
で
「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
の

T
o
p
2

の
割
合
が
上
回
る
。
ま
た
、
高
付
加

価
値
旅
行
者
が
重
視
す
る
と
さ
れ
る
自
己
実

現
に
関
連
し
た
動
機
は
、「
1
0
0
万
円
以

上
」
の
層
で
は
、「
新
し
い
体
験
を
通
じ
て

自
分
を
成
長
さ
せ
た
か
っ
た
か
ら
」（
指
数

1
1
7
）、「
普
段
で
き
な
い
こ
と
に
挑
戦
し

て
み
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
7
）、「
自
分

の
視
野
や
考
え
方
を
広
げ
た
か
っ
た
か
ら
」

（
同
1
1
0
）
と
い
っ
た
、
内
面
的
な
成
長

を
求
め
る
項
目
の
順
位
が
高
い
。
同
様
に
、

真
正
性
に
関
連
し
た
動
機
で
は
、「
現
地
で

の
交
流
を
通
じ
て
自
分
の
人
脈
を
広
げ
た

か
っ
た
か
ら
」（
同
1
3
9
）、「
新
た
な
人
々

と
の
交
流
や
出
会
い
を
楽
し
み
た
か
っ
た
か

ら
」（
同
1
2
9
）等
の
交
流
を
求
め
る
項
目
、

「
日
本
の
伝
統
的
な
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
6
）、「
日

本
の
人
々
の
日
常
生
活
を
体
験
し
た
か
っ
た

か
ら
」（
同
1
1
6
）、「
観
光
客
が
少
な
い

穴
場
や
観
光
地
化
さ
れ
て
い
な
い
地
域
を
訪

れ
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
4
）
と
い
っ
た

項
目
の
順
位
の
高
さ
か
ら
、
本
物
の
体
験
を

求
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　自
己
の
成
長
や
本
物
の
体
験
を
求
め
る
動

機
に
加
え
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
で

特
に
際
立
っ
て
い
る
の
が
、
社
会
的
承
認
に

関
連
す
る
欲
求
で
あ
る
。「
周
囲
か
ら
注
目

さ
れ
た
り
、
認
め
ら
れ
た
か
っ
た
か
ら
」（
指

数
1
4
9
）、「
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
自
体
が
、

自
分
の
ス
テ
ー
タ
ス
に
な
る
と
思
っ

た
か
ら
」（
同
1
3
2
）
と
い
っ
た
項
目
は
、

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
と
の
差
が
特
に
大

き
い
。

　こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、「
1
0
0
万
円
以

上
」
の
層
は
、
内
面
的
な
成
長
や
本
物
の
体

験
を
追
求
す
る
と
同
時
に
、
旅
行
を
通
じ
て

得
ら
れ
る
他
者
か
ら
の
承
認
や
社
会
的
ス

テ
ー
タ
ス
を
強
く
意
識
す
る
傾
向
が
あ
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　一
方
で
、
食
、
歴
史
、
安
全
性
と
い
っ
た

日
本
の
基
礎
的
な
魅
力
に
つ
い
て
は
、
両
層

と
も
に
評
価
が
高
く
、
指
数
差
は
相
対
的
に

　政
府
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
高
付
加
価
値
旅
行

者
（
以
下
、「
高
付
加
価
値
旅
行
者
」）
の
誘

致
を
重
要
施
策
と
位
置
付
け
て
い
る
。
訪
日

客
全
体
の
約
1
%
に
過
ぎ
な
い
層
が
、
総
消

費
額
の
約
14
%
を
占
め
る 

事
実
か
ら
も
、

そ
の
経
済
的
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
は
明
ら

か
で
あ
る
。

　観
光
庁
（
2
0
2
5
1

）
で
は
、
高
付
加

価
値
旅
行
者
を
「
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以

上
／
人
（
＝
訪
日
旅
行
1
回
あ
た
り
）」
と
定

量
的
に
定
義
し
て
い
る
。
一
方
で
、
こ
う
し

た
客
層
に
つ
い
て
、「
単
に
一
旅
行
あ
た
り

の
消
費
額
が
大
き
い
の
み
な
ら
ず
、
一
般
的

に
知
的
好
奇
心
や
探
究
心
が
強
く
、
旅
行
に

よ
る
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
地
域
の
伝
統
・

文
化
、
自
然
等
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
身
の

知
識
を
深
め
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得

ら
れ
る
こ
と
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
」（
観

光
庁 

2
0
2
2
2

）
と
い
う
定
性
的
な
特
徴

に
も
言
及
し
て
い
る
。
高
付
加
価
値
旅
行
者

の
実
像
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
特

性
も
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
高
付
加
価
値

旅
行
者
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
、
定
量
的

な
定
義
と
定
性
的
な
特
徴
を
統
合
し
た
分
析

は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
課
題
意
識
に
基
づ
き
、

「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪

日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査 

2
0
2
5

年
度
版
」の
結
果
か
ら
、
着
地
消
費
「
1
0
0

万
円
以
上
」の
層
（
n
＝
1
2
2
）
と「
1
0
0

万
円
未
満
」の
層
（
n
＝
2
4
0
1
）
を
比
較

分
析
し
、
実
務
的
な
示
唆
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

4
．サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

旅
行
に
対
す
る
意
識

5
．最
後
に

省エネ/再生可能エネルギーを利用促進している観光施設を利用
環境負荷が少ない自然体験プログラムに参加する
地域の祭りや行事等に参加する
混雑を回避するため、比較的空いている時間帯に訪問する
地域の事業者が販売する商品、サービスを適正価格で購入する
地域食材やオーガニック食材使用の食事を提供する店を利用する
古民家をリノベーションした宿泊施設に宿泊する
収益の一部を野生動物保護に充てる体験プログラムに参加する
伝統工芸品等の模造品を購入しない
地域の伝統工芸を体験する
観光施設等の混雑時間帯を避けて利用する
その地域で許可・認可されているツアーガイドを選択する
宿泊施設におけるリネン類の交換を辞退する
ゴミを削減する
地域ガイドによる野生動物ウォッチングツアーに参加する
混雑を回避するため、観光施設等を予約する
地域の生態系の保全に貢献できる体験アクティビティに参加する
ハラスメント対策を講じている企業を利用する
カーボンオフセット商品を利用する
地域の特産品を購入する
宿泊施設におけるアメニティグッズを辞退する
環境への影響を考慮しCO2排出量が少ない移動手段を選択する
資源保護のための協力金等を支払う

省エネ/再生可能エネルギーを利用促進している観光施設を利用
地域の事業者が販売する商品、サービスを適正価格で購入する
環境負荷が少ない自然体験プログラムに参加する
地域の生態系の保全に貢献できる体験アクティビティに参加する
混雑を回避するため、観光施設等を予約する
地域の祭りや行事等に参加する
地域ガイドによる野生動物ウォッチングツアーに参加する
地域の伝統工芸を体験する
混雑を回避するため、比較的空いている時間帯に訪問する
収益の一部を野生動物保護に充てる体験プログラムに参加する
カーボンオフセット商品を利用する
その地域で許可・認可されているツアーガイドを選択する
地域食材やオーガニック食材使用の食事を提供する店を利用する
観光施設等の混雑時間帯を避けて利用する
地域の特産品を購入する
環境への影響を考慮しCO2排出量が少ない移動手段を選択する
資源保護のための協力金等を支払う
古民家をリノベーションした宿泊施設に宿泊する
ゴミを削減する
ハラスメント対策を講じている企業を利用する
宿泊施設におけるアメニティグッズを辞退する
伝統工芸品等の模造品を購入しない
宿泊施設におけるリネン類の交換を辞退する

10.7
7.4
6.6
6.6
6.6
5.7
2.5
2.5
0.8
0.0
0.0
0.0
0.0
-0.8
-0.8
-1.6
-1.6
-1.6
-2.5
-3.3
-3.3
-5.7
-7.4

5.0
4.4
4.0
3.6
2.7
2.6
2.2
2.2
2.0
1.6
1.3
1.3
1.2
1.1
0.9
0.9
0.7
0.4
0.0
0.0
-1.9
-2.0
-4.4

注：グラフ中の数字は海外旅行先で今後実践したい（意識）サステナブルな取り組みに対する過去に実施した
（行動）サステナブルな取り組みの差分（単位は「pt（ポイント）」）。正の値は「意識」が「行動」を上回る項目、負の
値は「行動」が「意識」を上回る項目となる。

注：選択率は各項目を実施した人の割合（%）。指数は「100万円以上の層の選択率÷100万円未満の層の選択率×100」で、
100超は「100万円以上」の層が優位と解釈する。例えば、「カーボンオフセット商品を利用する」の指数173は100万円以上の
層が1.73倍（16.4%／9.5%）となる。指数は相対差、選択率は絶対水準を表すため、高指数でもサンプルサイズが小さい場
合は留意が必要である。
*p＜.05（5%水準で有意）

賛成 どちらともいえない 反対

0%

100万円以上
（n=122）

100万円未満
（n=2401）

86.9% *← 4.9% 8.2%

68.2% 16.0% *← 15.8% *←

* p＜.05（5%水準で有意）

図表 5 観光地の維持・存続のための金銭負担に対する考え方

重視する どちらともいえない 重視しない

0%

100万円以上
（n=122）

100万円未満
（n=2401）

89.3% *← 4.9% 5.7%

79.9% 13.4% *← 6.7%

*p＜.05（5%水準で有意）

図表 6 観光地や宿泊施設を選択する際のサステナブルな取り組みの重視度

る
た
め
、
比
較
的
空
い
て
い
る
時
間
帯
に
訪

問
す
る
」
こ
と
よ
り
も
、
確
実
性
を
確
保
す

る
た
め
に
「
観
光
施
設
等
を
予
約
す
る
」
傾

向
も
み
ら
れ
た
（
図
表
8
）。

　本
稿
は
、「
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以
上
」

と
定
義
さ
れ
る
高
付
加
価
値
旅
行
者
層
に
つ

差分 (ポイント)
行動＞意識項目 意識＞行動

図表 8 海外旅行先で過去に実施したサステナブルな取り組みの選択率と
指数比較（基準：「100万円未満」の層＝100）

カーボンオフセット商品を利用する
その地域で許可・認可されているツアーガイドを選択する
資源保護のための協力金等を支払う
地域ガイドによる野生動物ウォッチングツアーに参加する
古民家をリノベーションした宿泊施設に宿泊する
ハラスメント対策を講じている企業を利用する
収益の一部を野生動物保護に充てる体験プログラムに参加する
環境への影響を考慮しCO2排出量が少ない移動手段を選択する
地域の生態系の保全に貢献できる体験アクティビティに参加する
地域の伝統工芸を体験する
地域食材やオーガニック食材使用の食事を提供する店を利用する
環境負荷が少ない自然体験プログラムに参加する
混雑を回避するため、観光施設等を予約する
地域の特産品を購入する
観光施設等の混雑時間帯を避けて利用する
ゴミを削減する
地域の祭りや行事等に参加する
地域の事業者が販売する商品、サービスを適正価格で購入する
省エネ/再生可能エネルギーを利用促進している観光施設を利用
宿泊施設におけるリネン類の交換を辞退する
伝統工芸品等の模造品を購入しない
宿泊施設におけるアメニティグッズを辞退する
混雑を回避するため、比較的空いている時間帯に訪問する

173

162

153

152

149

145

141

139

120

115

113

109

108

97

89

87

87

75

73

59

53

50

41

16.4%

21.3%

15.6%

14.8%

14.8%

9.0%

13.1%

27.9%

15.6%

23.0%

22.1%

13.9%

22.1%

29.5%

18.9%

32.8%

18.9%

15.6%

8.2%

8.2%

6.6%

7.4%

8.2%

*
*

*

*
*

9.5%

13.2%

10.2%

9.7%

9.9%

6.2%

9.3%

20.0%

13.0%

20.0%

19.6%

12.8%

20.4%

30.5%

21.2%

37.5%

21.7%

20.8%

11.2%

14.0%

12.4%

14.7%

20.0%

100万円未満
（n=2401）

100万円以上
(n=122)指数項目

100万円以上（n=122） 

差分 (ポイント)
行動＞意識項目 意識＞行動

100万円未満（n=2401） 

観
光
地
の
維
持
・
存
続
の
た
め
の

金
銭
負
担
に
対
す
る
考
え
方

（
1
）

観
光
地
や
宿
泊
施
設
を

選
択
す
る
際
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

取
り
組
み
に
対
す
る
態
度

（
2
）

インバウンド高付加価値旅行者の消費行動と意識・価値観に関する考察2
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で
あ
る
こ
と
は
広
く
指
摘
さ
れ
て
お
り

（W
eaver, 2

0
0
2

8

）、
特
に
富
裕
層
旅
行

市
場
に
お
い
て
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

付
加
価
値
や
選
択
の
決
め
手
に
な
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
（H

an et al., 2010

9

）。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
旅
行
に
対
す
る
意
識
と
行
動
を
分
析
し
た
。

  「
観
光
地
の
維
持
・
存
続
の
た
め
の
金
銭

負
担
に
対
す
る
考
え
方
」
に
つ
い
て
、
賛
成

す
る
割
合
（T

o
p
2

）
は
「
1
0
0
万
円
以
上
」

の
層
で
86
・
9
%
に
達
し
、「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
（
68
・
2
%
）
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

こ
の
結
果
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
が

単
に
旅
行
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
観
光
地

の
保
全
に
積
極
的
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
意

志
を
持
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
表
5
）。

 

「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
旅
行
を
重
視
す
る
」
と
い
う
考
え
に

賛
成
す
る
割
合
が
89
・
3
%
に
達
し
、「
1
0
0

万
円
未
満
」
の
層
の
79
・
9
%
を
有
意
に
上

回
る
結
果
と
な
っ
た
（
図
表
6
）。

　ま
た
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
、

そ
の
意
識
の
高
さ
か
ら
、「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
に
比
べ
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り

組
み
を
よ
り
実
践
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
（
図
表
7
）。

　海
外
旅
行
先
で
過
去
に
実
施
し
た
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
内
容
に
も
両
者
で
違
い

が
み
ら
れ
る
。「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
は
、

自
身
の
体
験
の
質
の
向
上
に
資
す
る
と
同
時

に
、
地
域
や
環
境
へ
の
効
果
が
大
き
い
「
利

他
的
」
な
取
り
組
み
を
選
択
す
る
傾
向
に
あ

る
。
具
体
的
に
は
、「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

商
品
を
利
用
す
る
」、「
そ
の
地
域
で
許
可
・

認
可
さ
れ
て
い
る
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
選
択
す

る
」、「
環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
C
O
2

排

出
量
が
少
な
い
移
動
手
段
を
選
択
す
る
」
等

で
あ
る
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
費
用
を
伴
う

貢
献
に
は
積
極
的
で
あ
る
も
の
の
、「
宿
泊

施
設
に
お
け
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
辞
退

す
る
」
等
の
直
接
的
な
コ
ス
ト
削
減
に
繋
が

る
「
節
約
型
」
の
エ
コ
活
動
に
は
消
極
的
で

あ
る
。
ま
た
、
質
を
重
視
す
る
姿
勢
は
混
雑

回
避
の
方
法
に
も
表
れ
て
お
り
、「
1
0
0

万
円
未
満
」
の
層
が
好
む
「
混
雑
を
回
避
す

み
で
あ
っ
た
。
購
入
率
は
概
ね
同
程
度
で
あ

る
の
に
対
し
、
支
出
水
準
や
求
め
る
体
験
の

質
に
は
相
違
が
あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

　こ
れ
ま
で
の
結
果
か
ら
、「
1
0
0
万
円
以

上
」の
層
は
、
日
本
の
自
然
や
文
化
に
根
差

し
た
真
正
性
の
高
い
体
験
に
価
値
を
見
出
す

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
志
向
が
、
訪
問

先
の
環
境
や
文
化
資
産
の
保
全
を
重
視
す
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の
関
心
に
結
び
つ

く
と
い
う
点
は
、
多
く
の
先
行
研
究
で
も
支

持
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
社
会
経
済
的
地

位
が
高
い
層
ほ
ど
環
境
配
慮
行
動
に
積
極
的

い
て
、
定
性
的
な
特
徴
を
統
合
し
、
そ
の
実

像
の
一
部
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　分
析
の
結
果
、
こ
の
層
は
、
自
己
実
現
や

真
正
性
を
旅
行
動
機
と
し
、
本
質
的
な
体
験

に
高
い
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
実
際
に
、
自
然
観
賞
、
世
界
遺
産

等
の
見
物
、
文
化
体
験
と
い
っ
た
分
野
で
は

支
出
額
が
大
き
く
、
体
験
の
質
向
上
の
た
め

な
ら
50
%
以
上
の
価
格
上
昇
を
許
容
す
る
層

が
約
2
割
存
在
す
る
等
、
追
加
支
払
い
へ
の

意
欲
も
高
い
。
ま
た
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
態
度
は
、
節
約
型

の
エ
コ
行
動
よ
り
も
、
体
験
の
質
向
上
を

担
保
す
る
有
料
の
選
択
肢
を
好
む
傾
向
が

み
ら
れ
た
。

　こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
高
付
加
価
値
旅
行

者
向
け
に
有
効
な
の
は
、
現
地
で
の
交
流
や

専
門
的
な
学
び
等
、
自
己
実
現
や
真
正
性
に

訴
求
す
る
体
験
の
提
供
で
あ
る
と
言
え
る
。

具
体
的
な
設
計
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
専
門

ガ
イ
ド
が
同
行
す
る
少
人
数
・
予
約
制
の
体

験
を
2
〜
5
割
増
の
価
格
で
提
供
す
る
こ
と

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
料
金
に
協
力

金
等
を
含
む
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
で
、
価

格
へ
の
納
得
感
と
地
域
貢
献
へ
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
入

場
保
証
等
で
混
雑
を
回
避
す
る
こ
と
も
有
効

で
あ
る
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
は
旅
行
者
の
満
足
度

向
上
に
資
す
る
だ
け
で
は
な
い
。地
域
に
と
っ

て
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
抑
制
し
つ

つ
、
経
済
効
果
を
確
保
で
き
る
と
い
う
利
点

が
あ
る
。
こ
れ
は
観
光
の
「
量
」
か
ら
「
質
」へ

の
転
換
を
実
現
し
、
持
続
的
な
観
光
振
興
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
高
付
加
価

値
旅
行
者
が
真
正
性
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、

地
域
資
源
の
保
全
を
促
し
、
そ
の
価
値
を
継

承
す
る
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
も
期
待
さ

れ
る
。

　本
稿
で
示
し
た
分
析
は
ま
だ
萌
芽
的
で
は

あ
る
も
の
の
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
姿
を

捉
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。今
後
、

さ
ら
に
分
析
を
深
め
て
い
き
た
い
。

に
留
ま
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、「
1
0
0
万
円

以
上
」
の
層
は
「
通
常
料
金
よ
り
20
%
高
く

て
も
、
日
本
な
ら
で
は
の
特
別
で
質
の
高
い

体
験
を
し
た
い
」
が
52
・
0
%
、「
通
常
料

金
よ
り
50
%
以
上
高
く
て
も
非
常
に
特
別
で

質
の
高
い
思
い
出
に
残
る
体
験
が
し
た
い
」

が
21
・
0
%
を
占
め
、
追
加
料
金
を
支
払
っ

て
も
特
別
な
体
験
を
し
た
い
と
回
答
し
た
割

合
は
合
計
で
73
・
0
%
に
達
し
た
。
特
に

「
50
%
以
上
高
く
て
も
」
と
回
答
し
た
割
合

は
、「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
の
5
・
7
%

と
比
較
し
て
15
・
3
ポ
イ
ン
ト
高
く
、
体
験

活
動
へ
の
質
向
上
を
目
的
と
し
た
支
出
意
欲

の
高
さ
が
う
か
が
え
る
（
図
表
3
）。

  「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
は
、
特
定
の
体

験
活
動
に
お
け
る
支
払
い
発
生
者
の
一
人
あ

た
り
支
出
額
の
平
均
で
「
1
0
0
万
円
未
満
」

の
層
を
上
回
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
特
に
自

然
・
景
勝
地
観
光
、
桜
、
雪
景
色
観
賞
、
世

界
遺
産
等
の
見
物
、
文
化
体
験
、
山
・
雪
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
外
食
、

食
料
品
等
の
買
い
物
等
の
支
出
額
は
有
意
に

高
い
結
果
と
な
っ
た
（
図
表
4
）。

　一
方
、
当
該
活
動
で
支
払
い
が
発
生
し
た

者
の
割
合
（
購
入
率
）
で
、
両
者
に
有
意
差

が
認
め
ら
れ
た
の
は「
自
然
や
風
景
の
見
物
」

（「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
で
93
・
0
％
、

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
で
77
・
6
%
）
の

小
さ
い
。
こ
れ
ら
は
訪
日
旅
行
に
お
い
て
重

要
な
要
素
で
は
あ
る
も
の
の
、
高
付
加
価
値

旅
行
者
を
特
に
惹
き
つ
け
る
差
別
化
要
因
に

は
な
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
2
）。

　高
付
加
価
値
旅
行
者
が
重
視
す
る
「
自
己

実
現
」
や
「
真
正
性
」
を
追
求
す
る
上
で
、

訪
日
時
の
具
体
的
な
「
体
験
」
は
不
可
欠
な

要
素
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
動
機
が
実

際
の
消
費
行
動
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の

か
を
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
体

験
活
動
に
対
す
る
追
加
支
払
い
意
向
と
体
験

別
の
支
出
額
を
分
析
し
た
。

　体
験
活
動
に
対
す
る
追
加
支
払
い
意
向
に

つ
い
て
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
と

「
1
0
0
万
円
未
満
」の
層
で
差
が
み
ら
れ
た
。

　訪
日
時
の
体
験
活
動
に
つ
い
て
「
特
に
追

加
料
金
を
払
わ
ず
に
、
標
準
的
な
体
験
を
し

た
い
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、「
1
0
0
万

円
未
満
」
の
層
が
42
・
8
%
で
あ
る
の
に
対

し
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
で
は
27
・
0
%

　高
付
加
価
値
旅
行
者
の
訪
日
旅
行
動
機
を

理
解
す
る
た
め
、
観
光
庁
や
日
本
政
府
観
光

局
（
J
N
T
O
）
で
用
い
ら
れ
て
い
る
高
付

加
価
値
旅
行
者
の
定
性
的
な
特
徴
や
、

既
存
研
究（Y
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等
）

に
基
づ
き
、「
自
己
実
現
」
と
「
真
正
性
」
と

い
う
二
つ
の
要
素
に
着
目
し
た
。こ
れ
ら
は
、

旅
行
を
通
じ
て
内
面
的
な
成
長
や
学
び
を
求

め
る
動
機
と
、
本
物
の
体
験
に
触
れ
た
い
と

い
う
欲
求
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　本
調
査
で
は
、
ま
ず
高
付
加
価
値
旅
行
者

を
、
直
近
の
訪
日
旅
行
に
お
け
る
一
人
あ
た

り
の
支
出
額
が
「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
と

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
に
区
分
し
た
。

続
い
て
、
訪
日
動
機
の
設
問
項
目
に
自
己
実

現
に
関
す
る
5
項
目
6 

と
、
真
正
性
に
関
す

る
8
項
目
7 

を
追
加
し
、
各
項
目
の
回
答
平

均
値
が
5
段
階
評
価（
5
…
と
て
も
あ
て
は
ま

る 

1
…
全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
）で
4
・
0

以
上
の
場
合
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志
向
が「
高
い
」

と
定
義
し
た
。

　分
析
の
結
果
、
自
己
実
現
も
真
正
性
も
両

方
高
い
割
合
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
に

お
い
て
68
・
0
%
と
な
っ
た
。
こ
れ
は「
1
0
0

万
円
未
満
」の
層（
52
・
2
%
）と
比
較
し
て
高

い
。
対
照
的
に
、
自
己
実
現
と
真
正
性
が
と
も

に
低
い
割
合
は
、「
1
0
0
万
円
以
上
」の
層
で

は
18
・
0
%
に
留
ま
り
、「
1
0
0
万
円
未
満
」

の
層（
31
・
1
%
）を
大
き
く
下
回
っ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以
上
の
旅

行
者
は
、
訪
日
旅
行
に
お
い
て
自
己
実
現
や
本

物
の
体
験
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る

（
図
表
1
）。

　さ
ら
に
、
こ
の
傾
向
を
よ
り
具
体
的
に
把

握
す
る
た
め
、
訪
日
動
機
33
項
目
に
つ
い
て
、

5
段
階
評
価
のT

op2

の
割
合
（
5
…
「
と
て

も
あ
て
は
ま
る
」
と 

4
…
「
や
や
あ
て
は
ま

る
」
の
合
計
）
と
、
こ
れ
を
「
1
0
0
万
円
未

満
」
の
層
を
1
0
0
と
す
る
指
数
を
算
出
し

た
。
す
る
と
、
両
者
の
違
い
が
よ
り
明
確
に

な
っ
た
。

　ま
ず
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
全
33
項

目
の
大
半
で
「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
の

T
o
p
2

の
割
合
が
上
回
る
。
ま
た
、
高
付
加

価
値
旅
行
者
が
重
視
す
る
と
さ
れ
る
自
己
実

現
に
関
連
し
た
動
機
は
、「
1
0
0
万
円
以

上
」
の
層
で
は
、「
新
し
い
体
験
を
通
じ
て

自
分
を
成
長
さ
せ
た
か
っ
た
か
ら
」（
指
数

1
1
7
）、「
普
段
で
き
な
い
こ
と
に
挑
戦
し

て
み
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
7
）、「
自
分

の
視
野
や
考
え
方
を
広
げ
た
か
っ
た
か
ら
」

（
同
1
1
0
）
と
い
っ
た
、
内
面
的
な
成
長

を
求
め
る
項
目
の
順
位
が
高
い
。
同
様
に
、

真
正
性
に
関
連
し
た
動
機
で
は
、「
現
地
で

の
交
流
を
通
じ
て
自
分
の
人
脈
を
広
げ
た

か
っ
た
か
ら
」（
同
1
3
9
）、「
新
た
な
人
々

と
の
交
流
や
出
会
い
を
楽
し
み
た
か
っ
た
か

ら
」（
同
1
2
9
）等
の
交
流
を
求
め
る
項
目
、

「
日
本
の
伝
統
的
な
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
6
）、「
日

本
の
人
々
の
日
常
生
活
を
体
験
し
た
か
っ
た

か
ら
」（
同
1
1
6
）、「
観
光
客
が
少
な
い

穴
場
や
観
光
地
化
さ
れ
て
い
な
い
地
域
を
訪

れ
た
か
っ
た
か
ら
」（
同
1
1
4
）
と
い
っ
た

項
目
の
順
位
の
高
さ
か
ら
、
本
物
の
体
験
を

求
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　自
己
の
成
長
や
本
物
の
体
験
を
求
め
る
動

機
に
加
え
、「
1
0
0
万
円
以
上
」
の
層
で

特
に
際
立
っ
て
い
る
の
が
、
社
会
的
承
認
に

関
連
す
る
欲
求
で
あ
る
。「
周
囲
か
ら
注
目

さ
れ
た
り
、
認
め
ら
れ
た
か
っ
た
か
ら
」（
指

数
1
4
9
）、「
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
自
体
が
、

自
分
の
ス
テ
ー
タ
ス
に
な
る
と
思
っ

た
か
ら
」（
同
1
3
2
）
と
い
っ
た
項
目
は
、

「
1
0
0
万
円
未
満
」
の
層
と
の
差
が
特
に
大

き
い
。

　こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、「
1
0
0
万
円
以

上
」
の
層
は
、
内
面
的
な
成
長
や
本
物
の
体

験
を
追
求
す
る
と
同
時
に
、
旅
行
を
通
じ
て

得
ら
れ
る
他
者
か
ら
の
承
認
や
社
会
的
ス

テ
ー
タ
ス
を
強
く
意
識
す
る
傾
向
が
あ
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　一
方
で
、
食
、
歴
史
、
安
全
性
と
い
っ
た

日
本
の
基
礎
的
な
魅
力
に
つ
い
て
は
、
両
層

と
も
に
評
価
が
高
く
、
指
数
差
は
相
対
的
に

　政
府
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
高
付
加
価
値
旅
行

者
（
以
下
、「
高
付
加
価
値
旅
行
者
」）
の
誘

致
を
重
要
施
策
と
位
置
付
け
て
い
る
。
訪
日

客
全
体
の
約
1
%
に
過
ぎ
な
い
層
が
、
総
消

費
額
の
約
14
%
を
占
め
る 

事
実
か
ら
も
、

そ
の
経
済
的
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
は
明
ら

か
で
あ
る
。

　観
光
庁
（
2
0
2
5
1

）
で
は
、
高
付
加

価
値
旅
行
者
を
「
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以

上
／
人
（
＝
訪
日
旅
行
1
回
あ
た
り
）」
と
定

量
的
に
定
義
し
て
い
る
。
一
方
で
、
こ
う
し

た
客
層
に
つ
い
て
、「
単
に
一
旅
行
あ
た
り

の
消
費
額
が
大
き
い
の
み
な
ら
ず
、
一
般
的

に
知
的
好
奇
心
や
探
究
心
が
強
く
、
旅
行
に

よ
る
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
地
域
の
伝
統
・

文
化
、
自
然
等
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
身
の

知
識
を
深
め
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得

ら
れ
る
こ
と
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
」（
観

光
庁 

2
0
2
2
2

）
と
い
う
定
性
的
な
特
徴

に
も
言
及
し
て
い
る
。
高
付
加
価
値
旅
行
者

の
実
像
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
特

性
も
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
高
付
加
価
値

旅
行
者
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
、
定
量
的

な
定
義
と
定
性
的
な
特
徴
を
統
合
し
た
分
析

は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
課
題
意
識
に
基
づ
き
、

「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪

日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査 

2
0
2
5

年
度
版
」の
結
果
か
ら
、
着
地
消
費
「
1
0
0

万
円
以
上
」の
層
（
n
＝
1
2
2
）
と「
1
0
0

万
円
未
満
」の
層
（
n
＝
2
4
0
1
）
を
比
較

分
析
し
、
実
務
的
な
示
唆
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

る
た
め
、
比
較
的
空
い
て
い
る
時
間
帯
に
訪

問
す
る
」
こ
と
よ
り
も
、
確
実
性
を
確
保
す

る
た
め
に
「
観
光
施
設
等
を
予
約
す
る
」
傾

向
も
み
ら
れ
た
（
図
表
8
）。

　本
稿
は
、「
着
地
消
費
1
0
0
万
円
以
上
」

と
定
義
さ
れ
る
高
付
加
価
値
旅
行
者
層
に
つ
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2.観光庁（2022）「地方における高付加価値なインバウンド観光地づくりに向けたアクションプラン」 p2
3.Yeoman, I. (2011). The changing behaviours of luxury consumption. Journal of Revenue and Pricing Management, 10(1), pp47-50.
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DBJ・JTBF アジア・欧米豪 
訪日外国人旅行者の意向調査 2025年度版
インターネットによる調査
2025年7月
アジア：韓国、中国、台湾、香港、タイ、シンガポール、マレーシア、インドネシア
欧米豪：アメリカ、オーストラリア、イギリス、フランス
（注）中国は北京および上海在住者のみ（割合は北京50%：上海50%）
20歳～79歳の男女、かつ、海外旅行経験者
（注）中国-香港-マカオ間、マレーシア-シンガポール間、タイ-マレーシア間、
アメリカ-カナダ・メキシコ・ハワイ・グアム間、オーストラリア-ニュージーランド間、
イギリス・フランス-欧州各国間の旅行は、海外旅行経験から除く
7,413名
なお、本稿の分析は、このうち訪日経験者かつ訪日時の
総支出額が明確な2,523名を対象に行った。

調査概要

インバウンド高付加価値旅行者の消費行動と意識・価値観に関する考察2
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本特集では、こだわりのある項目に支出を惜しまない高付加価値旅行者層に焦点をあて、
各市場に精通した専門家による解説を通じてその特性を考察する。
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オ
ースト
ラ
リ
アか
ら
の

高
付
加
価
値

旅
行
者
を

惹
きつ
け
る

に
は

り
も
重
要
な
の
で
す
。

高
付
加
価
値

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人

旅
行
者
に

直
接
リ
ー
チ
す
る
方
法

1
．
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
モ
バ
イ
ル
対
応
で
分
か
り
や
す
い
英
語
サ

イ
ト
を
用
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
魅
力

的
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
、
F
A
Q
、
利
用
者
の
感

想
、
安
心
で
き
る
予
約
シ
ス
テ
ム
を
整
え
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

2
．
検
索
最
適
化（
S
E
O
）
　

　G
o
o
gle

検
索
やG

o
o
gle

マ
ッ
プ
で
上

位
に
表
示
さ
れ
る
よ
う
工
夫
を
。最
新
情
報
、

高
画
質
の
写
真
、
レ
ビ
ュ
ー
を
充
実
さ
せ
、

常
に
発
見
さ
れ
や
す
い
状
態
を
維
持
す
る
こ

と
が
、
集
客
の
鍵
と
な
り
ま
す
。

3
．
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

　Instagram

、Y
ouT
ube

、T
ikT
ok

で

体
験
を
発
信
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
市
場
に

影
響
力
を
持
つ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
協

力
し
、
旅
行
者
自
身
が
写
真
や
動
画
を
シ
ェ

ア
し
た
く
な
る
仕
掛
け
を
設
け
る
こ
と
も

重
要
で
す
。
こ
う
し
た
工
夫
が
、
自
然
な

形
で
の
情
報
拡
散
や
認
知
度
向
上
に
つ
な

が
り
ま
す
。

4
．
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　B
o
o
kin
g.co

m

、K
lo
o
k

、G
etY
o
u
r

G
u
id
e

、A
irb
n
b
 E
xp
erien

ces

な
ど
、

信
頼
性
の
あ
る
サ
イ
ト
に
商
品
を
掲
載
す
る

こ
と
で
、
直
接
予
約
が
増
え
る
ま
で
の
間
も

認
知
度
を
高
め
ら
れ
ま
す
。

5
．
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
P
R 

　
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
ち
、
感
情
に
訴
え
か

け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
高
い
効
果
を
発
揮
し

ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
へ

の
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
提
供
、
さ
ら
に
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
P
R
会
社
を
活
用
し
た
大
規

模
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
有
効
で
す
。

ト
ラ
ベ
ル
・
ト
レ
ー
ド

（
現
地
旅
行
会
社
）
を

忘
れ
な
い
で

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
旅
行
者
の
約
4
割
は

い
ま
だ
に
旅
行
会
社
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

特
に
高
額
旅
行
を
す
る
顧
客
層
は
、
専
門
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
旅
行
業
界
パ
ー
ト
ナ
ー
向
け
に
対

応
す
る
に
は
：

○
明
確
で
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
可
能
な
料
金
体
系

を
提
示
す
る
こ
と
。

○
英
語
で
対
応
で
き
る
営
業
担
当
者
を
E

メ
ー
ル
やZ

o
o
m
/T
eam

s

で
用
意
す
る

こ
と
。

○
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
市
場
に
強
い
日
本
の

D
M
C
と
提
携
し
た
り
ト
レ
ー
ド
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
商
品
を
掲
載
し
た
り
す
る
こ
と
。

○
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
旅
程
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
提
供
し
、
旅
行
会
社
が
組
み
込
み
や
す
い

形
に
す
る
こ
と
。

○
積
極
的
に
展
示
会
へ
出
展
し
、
取
引
先
に

最
新
情
報
を
届
け
、
感
謝
を
伝
え
、
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
得
る
こ
と
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
旅
行
者
は
、
自
分
だ

け
の
特
別
な
旅
を
丁
寧
に
作
り
上
げ
て
い
ま

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
「
見
つ
け
や
す
く
、

予
約
し
や
す
い
」
状
態
に
整
え
る
こ
と
が
、

旅
行
者
の
興
味
を
実
際
の
体
験
に
つ
な
げ
る

上
で
、
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

【
追
記
】

　
今
年
、
私
は
身
近
に
い
る
家
族
（
過
去
１

年
半
の
間
に
休
暇
で
日
本
を
訪
れ
た
19
歳
か

ら
80
歳
ま
で
の
13
名
）
を
対
象
に
、
日
本
旅

行
の
情
報
源
と
予
約
チ
ャ
ネ
ル
に
関
す
る
市

場
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
6
つ
の
異
な
る

旅
行
の
う
ち
、
高
額
支
出
の
2
組
（
1
人
あ

た
り
1
0
0
万
円
以
上
）
は
旅
行
会
社
経
由

で
予
約
が
さ
れ
ま
し
た
。
残
る
4
組
は
全
て

自
身
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
で
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
予
約
の
4
組
の
う
ち
3
組
は
予
算

重
視
で
し
た
が
、
全
員
が
自
身
の
特
別
な
興

味
に
関
す
る
体
験
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
積
極
的
に
支
出
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
全
員
が
友
人
か
ら
の
口
コ
ミ

に
大
き
く
影
響
さ
れ
、
自
身
の
好
み
に
合
っ

た
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
S
N
S

で
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
検
索
し
、
口
コ

ミ
や
評
価
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
若
い

旅
行
者
は
Y
o
u
T
u
b
e
、
T
i
k
T
o
k
、

I
n
s
t
a
g
r
a
m
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、

高
い
年
齢
層
の
グ
ル
ー
プ
は
F
a
c
e
b
o
o
k

や
紙
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ

ネ
ッ
ト
か
ら
ウ
ォ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
誌
ま
で
）

を
参
照
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
旅
行
会
社
経

由
で
予
約
し
た
方
も
、
自
身
で
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
検
索
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら

日
本
へ
の
旅
行
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
く

活
況
を
呈
し
て
い
ま
す

　
私
が
日
本
に
住
ん
で
い
た
頃
は
、
正
直

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に
と
っ
て
、
日
本
が
大

き
な
旅
行
先
に
な
る
な
ん
て
想
像
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
為
替
や
言
葉
の
壁
、
ど
こ
か「
遠

く
て
神
秘
的
す
ぎ
る
国
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
強
か
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
今
で
は
状

況
が
一
変
し
て
、「
猫
が
袋
か
ら
飛
び
出
し

た
」
か
の
よ
う
に
、
多
く
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
が
日
本
を
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

旅
行
先
と
し
て
選
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

距
離
的
に
も
近
く
て
時
差
も
ほ
と
ん
ど
な

く
、
為
替
も
追
い
風
。
し
か
も
、
文
化
の
奥

深
さ
を
体
験
で
き
る
一
方
で
、
日
本
な
ら
で

は
の
「
安
全
・
清
潔
・
親
切
」
な
お
も
て
な

し
が
あ
り
、
ま
さ
に
理
想
的
な
旅
先
と
し
て

見
直
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
旅
好
き
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
長
期
休
暇
を
取
り
、
特
別

な
関
心
事
に
惜
し
み
な
く
お
金
を
か
け
、

自
分
へ
の
ご
褒
美
と
し
て
贅
沢
を
楽
し
み

ま
す
。
宿
泊
に
は
他
国
の
旅
行
者
以
上
に

投
資
し
、
日
本
旅
行
の
目
的
と
し
て
「
食
」

を
常
に
上
位
に
挙
げ
ま
す
。
ま
た
、
現
地

の
人
々
と
交
流
で
き
る
文
化
体
験
を
求
め

る
傾
向
も
強
く
、
J
N
T
O
の
統
計
も
こ

れ
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。

　
高
付
加
価
値
旅
行
者
と
い
う
視
点
で
は
、

多
く
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
旅
行
者
が
、
こ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。
た
と

え
「
節
約
型
」
旅
行
者
で
あ
っ
て
も
、
自
分

の
趣
味
や
関
心
に
関
わ
る
体
験
や
買
い
物
に

は
惜
し
み
な
く
投
資
す
る
か
ら
で
す
。
例
え

ば
グ
ル
メ
愛
好
家
な
ら
宿
泊
や
航
空
券
で
は

倹
約
し
て
も
、
憧
れ
の
三
つ
星
レ
ス
ト
ラ
ン

で
の
食
事
に
は
思
い
切
っ
て
資
金
を
投
じ
て

楽
し
み
ま
す
。
私
の
19
歳
の
息
子
も
、
最
近

2
週
間
の
節
約
旅
行
で
訪
日
し
ま
し
た
が
、

In
stagram

で
見
つ
け
た
カ
メ
ラ
専
門
店

で
の
特
別
な
機
材
の
購
入
や
、
友
人
か
ら
勧

め
ら
れ
た
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ー
ド
ツ
ア
ー
に
参

加
す
る
こ
と
に
資
金
を
集
中
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
行
動
様
式
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
人
旅
行
者
の
特
徴
を
よ
く
物
語
っ
て

い
ま
す
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
旅
行
者
か
ら
よ
く
寄

せ
ら
れ
る
質
問
の
ひ
と
つ
が
「
日
本
で
本
物

の
文
化
体
験
を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
る
か
」

で
す
。
庭
園
や
染
織
、
写
真
、
料
理
、
食
文

化
や
ド
リ
ン
ク
、
建
築
（
伝
統
か
ら
現
代
ま

で
）
な
ど
、
関
心
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

地
元
を
知
り
尽
く
し
た
ガ
イ
ド
と
半
日
か
け

て
町
歩
き
を
す
る
だ
け
で
も
、
日
本
文
化
の

「
不
思
議
さ
、
そ
し
て
奥
深
さ
」
に
触
れ
る

貴
重
な
体
験
と
な
り
、
一
生
の
思
い
出
と
し

て
語
り
継
が
れ
る
体
験
と
な
る
は
ず
で
す
。

　
旅
行
の
予
約
傾
向
を
見
る
と
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
人
の
約
39
％
は
、
い
ま
だ
に
旅
行
会

社
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
特
に
複
雑
な
旅
程

や
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
旅
行
で
は
そ
の
傾
向
が

顕
著
で
す
。
し
か
し
大
多
数
は
オ
ン
ラ
イ
ン

予
約
を
好
み
、
デ
ジ
タ
ル
に
精
通
し
、
自
ら

体
験
を
組
み
立
て
る
自
由
さ
や
本
物
ら
し
さ

を
重
視
し
ま
す
。彼
ら
は
友
人
や
メ
デ
ィ
ア
、

S
N
S
を
通
じ
て
情
報
を
集
め
、
旅
程
を
緻

密
に
組
み
立
て
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
「
発
見
さ
れ
る
」
こ
と
が
何
よ

3 1

シ
ド
ニ
ー
を
拠
点
と

す
る
観
光
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
会
社

「Tourism
Garden

」代
表
。

1
9
8
9
年
か
ら
2

0
0
6
年
ま
で
日
本
で
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ

や
観
光
関
連
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ

り
、2
0
0
7
年
に
帰
国
後Tourism

 
G
arden

を
設
立
。現
在
、東
京
都
、京
都

市
観
光
協
会
、モ
ナ
コ
政
府
観
光
会
議
局

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
観
光
レ
ッ
プ
を

務
め
る
。

ア
リ
ソ
ン・

ロ
バ
ー
ツ・ブ
ラ
ウ
ン

オーストラリア・香港・中国における高付加価値旅行者の最新潮流3
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果
を
発
揮
し

ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
へ

の
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
提
供
、
さ
ら
に
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
P
R
会
社
を
活
用
し
た
大
規

模
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
有
効
で
す
。

ト
ラ
ベ
ル
・
ト
レ
ー
ド

（
現
地
旅
行
会
社
）
を

忘
れ
な
い
で

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
旅
行
者
の
約
4
割
は

い
ま
だ
に
旅
行
会
社
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

特
に
高
額
旅
行
を
す
る
顧
客
層
は
、
専
門
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
旅
行
業
界
パ
ー
ト
ナ
ー
向
け
に
対

応
す
る
に
は
：

○
明
確
で
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
可
能
な
料
金
体
系

を
提
示
す
る
こ
と
。

○
英
語
で
対
応
で
き
る
営
業
担
当
者
を
E

メ
ー
ル
やZ

o
o
m
/T
eam

s

で
用
意
す
る

こ
と
。

○
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
市
場
に
強
い
日
本
の

D
M
C
と
提
携
し
た
り
ト
レ
ー
ド
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
商
品
を
掲
載
し
た
り
す
る
こ
と
。

○
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
旅
程
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
提
供
し
、
旅
行
会
社
が
組
み
込
み
や
す
い

形
に
す
る
こ
と
。

○
積
極
的
に
展
示
会
へ
出
展
し
、
取
引
先
に

最
新
情
報
を
届
け
、
感
謝
を
伝
え
、
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
得
る
こ
と
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
旅
行
者
は
、
自
分
だ

け
の
特
別
な
旅
を
丁
寧
に
作
り
上
げ
て
い
ま

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
「
見
つ
け
や
す
く
、

予
約
し
や
す
い
」
状
態
に
整
え
る
こ
と
が
、

旅
行
者
の
興
味
を
実
際
の
体
験
に
つ
な
げ
る

上
で
、
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

【
追
記
】

　
今
年
、
私
は
身
近
に
い
る
家
族
（
過
去
１

年
半
の
間
に
休
暇
で
日
本
を
訪
れ
た
19
歳
か

ら
80
歳
ま
で
の
13
名
）
を
対
象
に
、
日
本
旅

行
の
情
報
源
と
予
約
チ
ャ
ネ
ル
に
関
す
る
市

場
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
6
つ
の
異
な
る

旅
行
の
う
ち
、
高
額
支
出
の
2
組
（
1
人
あ

た
り
1
0
0
万
円
以
上
）
は
旅
行
会
社
経
由

で
予
約
が
さ
れ
ま
し
た
。
残
る
4
組
は
全
て

自
身
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
で
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
予
約
の
4
組
の
う
ち
3
組
は
予
算

重
視
で
し
た
が
、
全
員
が
自
身
の
特
別
な
興

味
に
関
す
る
体
験
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
積
極
的
に
支
出
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
全
員
が
友
人
か
ら
の
口
コ
ミ

に
大
き
く
影
響
さ
れ
、
自
身
の
好
み
に
合
っ

た
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
S
N
S

で
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
検
索
し
、
口
コ

ミ
や
評
価
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
若
い

旅
行
者
は
Y
o
u
T
u
b
e
、
T
i
k
T
o
k
、

I
n
s
t
a
g
r
a
m
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、

高
い
年
齢
層
の
グ
ル
ー
プ
は
F
a
c
e
b
o
o
k

や
紙
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ

ネ
ッ
ト
か
ら
ウ
ォ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
誌
ま
で
）

を
参
照
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
旅
行
会
社
経

由
で
予
約
し
た
方
も
、
自
身
で
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
検
索
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら

日
本
へ
の
旅
行
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
く

活
況
を
呈
し
て
い
ま
す

　
私
が
日
本
に
住
ん
で
い
た
頃
は
、
正
直

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に
と
っ
て
、
日
本
が
大

き
な
旅
行
先
に
な
る
な
ん
て
想
像
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
為
替
や
言
葉
の
壁
、
ど
こ
か「
遠

く
て
神
秘
的
す
ぎ
る
国
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
強
か
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
今
で
は
状

況
が
一
変
し
て
、「
猫
が
袋
か
ら
飛
び
出
し

た
」
か
の
よ
う
に
、
多
く
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
が
日
本
を
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

旅
行
先
と
し
て
選
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

距
離
的
に
も
近
く
て
時
差
も
ほ
と
ん
ど
な

く
、
為
替
も
追
い
風
。
し
か
も
、
文
化
の
奥

深
さ
を
体
験
で
き
る
一
方
で
、
日
本
な
ら
で

は
の
「
安
全
・
清
潔
・
親
切
」
な
お
も
て
な

し
が
あ
り
、
ま
さ
に
理
想
的
な
旅
先
と
し
て

見
直
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
旅
好
き
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
長
期
休
暇
を
取
り
、
特
別

な
関
心
事
に
惜
し
み
な
く
お
金
を
か
け
、

自
分
へ
の
ご
褒
美
と
し
て
贅
沢
を
楽
し
み

ま
す
。
宿
泊
に
は
他
国
の
旅
行
者
以
上
に

投
資
し
、
日
本
旅
行
の
目
的
と
し
て
「
食
」

を
常
に
上
位
に
挙
げ
ま
す
。
ま
た
、
現
地

の
人
々
と
交
流
で
き
る
文
化
体
験
を
求
め

る
傾
向
も
強
く
、
J
N
T
O
の
統
計
も
こ

れ
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。

　
高
付
加
価
値
旅
行
者
と
い
う
視
点
で
は
、

多
く
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
旅
行
者
が
、
こ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。
た
と

え
「
節
約
型
」
旅
行
者
で
あ
っ
て
も
、
自
分

の
趣
味
や
関
心
に
関
わ
る
体
験
や
買
い
物
に

は
惜
し
み
な
く
投
資
す
る
か
ら
で
す
。
例
え

ば
グ
ル
メ
愛
好
家
な
ら
宿
泊
や
航
空
券
で
は

倹
約
し
て
も
、
憧
れ
の
三
つ
星
レ
ス
ト
ラ
ン

で
の
食
事
に
は
思
い
切
っ
て
資
金
を
投
じ
て

楽
し
み
ま
す
。
私
の
19
歳
の
息
子
も
、
最
近

2
週
間
の
節
約
旅
行
で
訪
日
し
ま
し
た
が
、

In
stagram

で
見
つ
け
た
カ
メ
ラ
専
門
店

で
の
特
別
な
機
材
の
購
入
や
、
友
人
か
ら
勧

め
ら
れ
た
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ー
ド
ツ
ア
ー
に
参

加
す
る
こ
と
に
資
金
を
集
中
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
行
動
様
式
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
人
旅
行
者
の
特
徴
を
よ
く
物
語
っ
て

い
ま
す
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
旅
行
者
か
ら
よ
く
寄

せ
ら
れ
る
質
問
の
ひ
と
つ
が
「
日
本
で
本
物

の
文
化
体
験
を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
る
か
」

で
す
。
庭
園
や
染
織
、
写
真
、
料
理
、
食
文

化
や
ド
リ
ン
ク
、
建
築
（
伝
統
か
ら
現
代
ま

で
）
な
ど
、
関
心
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

地
元
を
知
り
尽
く
し
た
ガ
イ
ド
と
半
日
か
け

て
町
歩
き
を
す
る
だ
け
で
も
、
日
本
文
化
の

「
不
思
議
さ
、
そ
し
て
奥
深
さ
」
に
触
れ
る

貴
重
な
体
験
と
な
り
、
一
生
の
思
い
出
と
し

て
語
り
継
が
れ
る
体
験
と
な
る
は
ず
で
す
。

　
旅
行
の
予
約
傾
向
を
見
る
と
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
人
の
約
39
％
は
、
い
ま
だ
に
旅
行
会

社
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
特
に
複
雑
な
旅
程

や
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
旅
行
で
は
そ
の
傾
向
が

顕
著
で
す
。
し
か
し
大
多
数
は
オ
ン
ラ
イ
ン

予
約
を
好
み
、
デ
ジ
タ
ル
に
精
通
し
、
自
ら

体
験
を
組
み
立
て
る
自
由
さ
や
本
物
ら
し
さ

を
重
視
し
ま
す
。彼
ら
は
友
人
や
メ
デ
ィ
ア
、

S
N
S
を
通
じ
て
情
報
を
集
め
、
旅
程
を
緻

密
に
組
み
立
て
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
「
発
見
さ
れ
る
」
こ
と
が
何
よ

3 1

シ
ド
ニ
ー
を
拠
点
と

す
る
観
光
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
会
社

「Tourism
Garden

」代
表
。

1
9
8
9
年
か
ら
2

0
0
6
年
ま
で
日
本
で
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ

や
観
光
関
連
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ

り
、2
0
0
7
年
に
帰
国
後Tourism

 
G
arden

を
設
立
。現
在
、東
京
都
、京
都

市
観
光
協
会
、モ
ナ
コ
政
府
観
光
会
議
局

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
観
光
レ
ッ
プ
を

務
め
る
。

ア
リ
ソ
ン・

ロ
バ
ー
ツ・ブ
ラ
ウ
ン

オーストラリア・香港・中国における高付加価値旅行者の最新潮流3
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略

研
究
所（
合
同
会
社

m
inou

） 

代
表
社
員
。

日
本
政
府
観
光
局

（
J
N
T
O
）勤
務
を

経
て
、香
港
に
て
独

立
起
業
。香
港
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
、計

10
年
間
の
海
外
駐
在
か
ら
、マ
ー
ケ
ッ
ト
イ

ン
の
視
点
で
の
誘
客
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
分
析
力
を
磨
く
。香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、同
エ
リ

ア
か
ら
の
誘
客
に
関
す
る
調
査
、コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
、広
告
、P
R
業
を
営
む
。京
都

市
観
光
協
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、広
島
県
観

光
連
盟
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、群
馬
県
観
光
審

議
会
委
員

清
水
泰
正

店
に
食
べ
に
北
九
州
市
に
、

大
将
に
会
い
に
福
岡
市
に
と

い
う
、
福
岡
フ
ァ
ン
が
加
速

度
的
に
増
加
し
て
い
る
。
宿

泊
者
数
で
見
て
も
、
2
0
2
4

年
の
香
港
人
の
福
岡
県
内
で

の
宿
泊
は
、
全
国
第
3
位
に

ま
で
躍
進
、
5
位
だ
っ
た

2
0
1
9
年
か
ら
72
・
3
%

増
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
香
港
人
は

食
材
へ
の
関
心
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
料
理
人
や
ス
タ
ッ

フ
と
の
顔
が
見
え
る
関
係
を

重
視
し
、
訪
問
地
や
お
店
の

選
択
を
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
香
港
人
は
、

「
人
が
介
在
す
る
か
ら
こ
そ

生
ま
れ
る
価
値
」
に
気
が
つ

い
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
香
港
で
は
、
日
本
食
に
限

ら
ず
、
フ
レ
ン
チ
や
イ
タ
リ

ア
ン
な
ど
で
も
活
躍
す
る
日

本
人
料
理
人
が
多
く
お
り
、

地
元
出
身
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
は
ず
な
の
で
、
そ
う

い
っ
た
方
と
の
取
組
が
有
効

だ
ろ
う
。

　
香
港
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
聞
い
て
、

思
い
出
さ
れ
る
の
は
、「
7
月
に
日
本
で
大

地
震
が
発
生
す
る
」
と
い
う
噂
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
に
起
因
し
、
6
、
7
月
の
香

港
か
ら
の
訪
日
は
前
年
比
で
3
割
以
上
減

少
、
一
部
の
地
方
便
も
路
線
自
体
が
運
休
に

な
る
な
ど
、
大
き
な
影
響
が
出
た
。
科
学
的

根
拠
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
一
見
非
合

理
的
と
も
捉
え
ら
れ
る
が
、
香
港
人
の
友
人

い
わ
く
、
年
に
4
、
5
回
、
日
本
に
訪
れ
る

香
港
人
の

合
理
的
思
考
と

訪
日
旅
行

ト
レン
ド

3 2

Travel from Australia to Japan is booming like 
never before.

When I lived in Japan, the idea of it as a major 
holiday destination for Australians seemed 
impossible, there were too many barriers like the 
exchange rate, perceived language difficulties, 
and its mysterious image. But now the “cat is out 
of the bag”: Australians have discovered Japan as 
one of the best holiday destinations. Japan ticks 
every box, close to Australia with minimal time 
difference, favourable exchange rates, a rich and 
immersive culture, and Japan’s trademark safe, 
clean, and kind hospitality.

Australians are enthusiastic travellers. We take 
long holidays, spend freely on our special 
interests, and love to spoil ourselves. We typically 
invest more in hotels than other nationalities and 
rate food and culinary experiences among our 
top reasons for visiting Japan. We also seek out 
immersive cultural activities and value interaction 
with locals. JNTO data supports these trends. 

On the question of high value-added travellers ‒ 
a high proportion of Australians fall into this 
category, as even budget travellers show tenden-
cy to invest in activities and shopping that is 
linked to their own specific interests. Foodies I 
know, will seek out cheap deals for stays and 
flights and save their budget for a 3-star Michelin 
meal they have heard about. My 19-year-old son 
recently had a 2-week budget trip in Japan, 
reserving his spending to invest in special camera 
equipment at a unique camera shop he discov-
ered via Instagram and a street food tour his 
friends had loved.

A common question we receive is how to access 
authentic cultural experiences in Japan, experi-
ences where travellers can interact with locals 
and enrich themselves though immersion in a 
different culture. Many travellers are seeking 
experiences in line with their personal interests 
as varied as gardening, textile crafts, photogra-
phy, cooking, tasting and experience different 
food and or drinks, viewing architecture tradi-
tional to modern. A half day with a savvy guide 
take them through a local neighbourhood is an 
experience which can unlock some of mystery in 
the cultural difference. It becomes a unique 
personal experience never to be forgotten and 
will be spoken of widely to friends and family.

Around 39% of Australians still book internation-
al travel through agents, especially for complex 

or luxury trips, but most prefer online booking. 
Independent travellers are digitally savvy, experi-
ence-driven, and value control and authenticity. 
They are heavily influenced by friends, media, 
and content creators, piecing together their own 
itineraries from a range of online sources.  To 
reach them, Japanese sellers must ensure they 
are easily discoverable online. Travellers are 
scouring the internet and social media in search 
of experiences that suit them. It’s important to be 
discoverable.

How can High Value-Added Travel Experience 
Providers Reach High Value- Added Australian 
Travellers Directly?

1. Website ‒ Provide a clear, mobile-friendly, 
English website with compelling visuals, 
FAQs, testimonials, and secure booking 
options.

2. Search Optimisation ‒ Use SEO and   
ensure your business is visible in Google 
Search and Maps with reviews, high-quality 
images, and up-to-date info.

3. Social Media ‒ Showcase authentic experi-
ences on Instagram, YouTube, and TikTok. 
Partner with content creators and encourage 
guests to share their experiences.

4. Online Platforms ‒ List products on trusted 
sites like Booking.com, Klook, GetYourGuide, 
or Airbnb Experiences to build visibility and 
trust, especially while growing direct clien-
tele.

5. Content Marketing & PR ‒ Use story-driven 
content to build emotional connection. Offer 
fam opportunities to media and influencers 
and consider Australian tourism promotion 
PR agencies for larger campaigns.

中
で
、
7
月
は
ス
キ
ッ
プ
し
て
、
一
度
別
の

国
に
旅
行
し
、
ま
た
秋
に
訪
れ
れ
ば
良
い
で

は
な
い
か
と
、
訪
日
を
日
本
に
「
帰
る
」
と

表
現
す
る
位
、
訪
日
旅
行
が
非
常
に
身
近
な

こ
と
も
1
つ
の
要
因
だ
ろ
う
。
ま
た
別
の
友

人
は
、「
噂
」
の
影
響
で
航
空
券
価
格
が
大

幅
に
下
が
っ
た
こ
と
か
ら
（
本
来
7
月
は
12

月
と
並
ん
で
訪
日
が
最
も
多
く
な
る
ピ
ー
ク

シ
ー
ズ
ン
）、
こ
れ
ぞ
チ
ャ
ン
ス
と
、
7
、

8
月
と
2
ヶ
月
連
続
で
来
日
し
た
。

香
港
か
ら
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、

3
つ
の
世
界
一

　
こ
の
香
港
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
世
界

一
の
数
字
が
3
つ
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
。「
人
口
当
た
り
の
訪
日
者
数
」、「
10

回
以
上
の
訪
日
経
験
者
の
割
合
」、「
1
泊
1

人
当
た
り
の
消
費
額
」の
3
つ
で
あ
る
。
2

0
2
4
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
香
港
人
の

2
・
8
人
に
1
人
が
訪
日
、
10
回
以
上
の
訪

日
経
験
者
が
35
・
1
%
、
1
泊
当
た
り
の
消

費
額
が
3
6
7
1
8
円
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

日
本
に
と
っ
て
の
上
得
意
先
で
あ
り
、
そ
の

（
し
み
ず
・

 

や
す
ま
さ
）
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Reaching High Value-Added 
Travellers from Australia
Alison Roberts-Brown
Director of Tourism Garden

Don’t Forget the Travel Trade

Nearly 4 in 10 Australians still rely on travel agents, often 
higher-spend travellers who value expert advice. To work 
with this market:

• Provide clear, commissionable net rates.
• Offer an English-speaking sales contact via email and             
　Zoom/Teams.
• List experiences on trade platforms or partner with 　　　　
　Japanese DMCs selling to Australia.
• Supply ready-made itineraries or components for agents 　
　to slot into trips.
• Stay visible, attend trade fairs, give updates, thank 　　　　
　agents, and ask for feedback.

With Australians investing time and effort to curate unique 
trips, being visible and bookable online is the key to helping 
them turn inspiration into reality.

訪
日
経
験
の
多
さ
か
ら
、日
本
の
サ
ー
ビ
ス
、

コ
ン
テ
ン
ツ
に
対
し
て
「
最
も
目
が
肥
え
て

い
る
」、
最
先
端
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
対
象

市
場
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
だ
わ
り
消
費

　
1
人
1
泊
当
た
り
の
消
費
額
か
ら
も
、
そ

の
世
界
一
高
単
価
な
香
港
人
の
、
合
理
的
な

一
面
が
見
え
て
く
る（
表
1
）。費
目
別
で「
飲

食
費
」「
買
物
代
」
が
そ
れ
ぞ
れ
世
界
一
で
あ

る
一
方
、「
宿
泊
費
」
は
5
番
目
と
、
食
事

と
買
い
物
に
お
金
を
か
け
、
宿
泊
は
セ
ー
ブ

す
る
と
い
う
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
消
費
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
ま
た
、
一
般
的
に
「
L
C
C
（
格
安
航
空

会
社
）
利
用
者
は
消
費
額
が
少
な
い
」
と
さ

れ
る
が
、
香
港
を
見
て
み
る
と
、
L
C
C
利

用
者
の
消
費
額
は
、F
S
C（
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
・

キ
ャ
リ
ア
）
利
用
者
の
90
・
5
%
と
1
割
少

な
い
だ
け
で
あ
る
（
2
0
2
4
年
）。
な
お
、

全
国
籍
、
地
域
別
の
同
比
率
は
59
・
7
%
と
、

L
C
C
利
用
者
の
消
費
額
が
少
な
い
こ
と
が

分
か
る
。

　
つ
ま
り
、香
港
人
に
つ
い
て
は
例
外
的
に
、

「
L
C
C
利
用
者
＝
消
費
額

が
期
待
で
き
な
い
」
で
は
無

い
の
だ
。
前
述
の
香
港
人
の

友
人
の
指
摘
に
よ
る
と
、
飛

行
機
は
あ
く
ま
で
も
移
動
手

段
で
あ
り
、
日
本
ま
で
の

3
‐
4
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
に

サ
ー
ビ
ス
は
期
待
し
て
い
な

い
と
い
う
。
L
C
C
を
利
用

し
て
浮
い
た
お
金
を
、
飲

食
や
買
い
物
に
使
っ
た
方

が
よ
っ
ぽ
ど
良
い
そ
う
だ
。

宿
泊
費
も
同
じ
論
理
で
、

交
通
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、

清
潔
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、

広
さ
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
に

こ
だ
わ
り
は
な
く
、
価
格

を
重
視
す
る
と
い
う
。

 

シ
ニ
ア
、

ペ
ッ
ト
市
場
に

商
機

　
こ
こ
ま
で
、
合
理
的
選
択

を
す
る
香
港
人
の
特
徴
を
定

量
的
に
見
て
き
た
が
、
よ
り

具
体
的
に
、
香
港
人
の
こ
だ

わ
り
消
費
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

つ
い
て
4
つ
紹
介
し
た
い
。

○
京
都
に
お
墓
を
購
入

　
香
港
も
い
ず
れ
中
国
化
が
進
む
の
で
、
死

ん
で
も
安
心
で
き
な
い
。
日
本
で
あ
れ
ば
安

ら
か
に
眠
れ
る
と
の
こ
と
。

○
日
本
で
子
犬
を
購
入

　
香
港
の
血
統
書
で
も
信
用
で
き
な
い
。
日

本
で
あ
れ
ば
そ
の
心
配
は
な
い
の
で
、
ワ
ク

チ
ン
な
ど
手
続
き
は
煩
雑
に
な
る
が
、
ペ
ッ

ト
を
大
切
に
し
た
い
。

○
宝
塚
歌
劇
を
毎
月
東
京
と
宝
塚
で
観
劇

　
空
港
へ
の
列
車
の
待
ち
時
間
に
、
ホ
ー
ム

で
た
ま
た
ま
話
し
か
け
て
こ
ら
れ
た
ご
婦
人
。

宝
塚
の
大
フ
ァ
ン
で
、
10
年
以
上
、
毎
月
日

本
と
香
港
を
往
来
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

○
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ペ
ッ
ト

同
伴
で
の
訪
日
旅
行

　
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
盛
ん
。
少
子
化
の
影

響
で
、
ペ
ッ
ト
を
家
族
同
様
に
考
え
、
旅

行
も
一
緒
に
。一
般
の
航
空
便
の
場
合
、ペ
ッ

ト
は
手
荷
物
と
し
て
預
け
る
必
要
が
あ
る

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
で
あ
れ
ば
可
能
。

ペ
ッ
ト
と
の
旅
行
専
門
の
旅
行
会
社
が
あ

り
、
10
人
程
度
を
1
グ
ル
ー
プ
に
ビ
ジ
ネ

ス
ジ
ェ
ッ
ト
を
チ
ャ
ー
タ
ー
、
1
人
1
匹

（
7
㎏
以
下
）
10
日
間
の
旅
程
で
2
0
0
万

円
程
度
が
相
場
。

誘
客
に
向
け
て

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
香
港
人
に
、
お

越
し
頂
く
た
め
の
有
効
な
打
ち
手
は
何
だ
ろ

う
か
。
全
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
中
で
、
香
港
人

が
1
泊
当
た
り
最
も
飲
食
に
お
金
を
費
や
し

て
い
る
こ
と
、
訪
日
目
的
と
し
て
「
日
本
食

を
食
べ
る
こ
と
」が
最
も
多
い
こ
と
か
ら
も
、

「
食
事
」
が
最
も
有
効
だ
。
そ
の
中
で
、
福

岡
県
香
港
事
務
所
、
福
岡
県
人
会
の
取
組
が

興
味
深
い
。

　
香
港
に
本
州
よ
り
も
近
い
地
の
利
を
活

か
し
、福
岡
県
で
は
、イ
チ
ゴ
な
ど
の
フ
ル
ー

ツ
、
牡
蠣
や
鮮
魚
な
ど
の
香
港
へ
の
輸
出

に
積
極
的
だ
。
ま
た
、
北
九
州
に
本
店
を
構

え
る
料
亭
の
支
店
が
、
香
港
島
に
店
を
出
し

香
港
人
の
常
連
が
多
い
こ
と
、
福
岡
市
内
の

寿
司
店
の
大
将
が
香

港
に
出
張
で
訪
れ
、

香
港
人
向
け
に
も

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な

ど
、
素
材
に
加
え
、
消

費
者
と
料
理
人
の
顔

が
見
え
る
関
係
を
築

く
こ
と
に
成
功
し
て

い
る
。

　
結
果
と
し
て
、
本

最
後
に

　
こ
の
よ
う
に
、
香
港
人
は
、
合
理
的
な
選

択
を
行
い
、
好
き
な
こ
と
や
モ
ノ
に
は
消
費

を
惜
し
ま
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。こ
れ
は
、

香
港
人
が
元
々
合
理
的
な
考
え
方
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、
訪
日
頻
度
が
最
も
高
く
「
目
が

ⅱ ⅰ

ⅲ

肥
え
て
い
る
」
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ

う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
訪
日
頻
度
が
高
く
な

り
、
市
場
が
成
熟
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
日

本
で
の
関
心
事
項
は
よ
り
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、

消
費
項
目
で
の
取
捨
選
択
が
起
こ
る
。
こ
う

い
っ
た
傾
向
は
、
香
港
以
外
で
も
起
き
て
い

く
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
香
港
の
ト
レ
ン
ド

に
今
後
も
是
非
注
目
頂
き
た
い
。

Alison Roberts-Brown 

Director of Tourism Garden．Tourism Garden is a 
tourism marketing agency based in Sydney Australia.  
Alison represented international hotel groups and 
ran a tourism marketing company in Japan between 
1989 and 2006 before returning to her home 
country of Australia and establishing Tourism 
Garden in 2007. Tourism Garden is the tourism 
representative in Australia for Tokyo Metropolitan 
Government, Kyoto City Tourism Association and 
Monaco Government Tourist Bureau.
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略

研
究
所（
合
同
会
社

m
inou

） 

代
表
社
員
。

日
本
政
府
観
光
局

（
J
N
T
O
）勤
務
を

経
て
、香
港
に
て
独

立
起
業
。香
港
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
、計

10
年
間
の
海
外
駐
在
か
ら
、マ
ー
ケ
ッ
ト
イ

ン
の
視
点
で
の
誘
客
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
分
析
力
を
磨
く
。香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、同
エ
リ

ア
か
ら
の
誘
客
に
関
す
る
調
査
、コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
、広
告
、P
R
業
を
営
む
。京
都

市
観
光
協
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、広
島
県
観

光
連
盟
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、群
馬
県
観
光
審

議
会
委
員

清
水
泰
正

店
に
食
べ
に
北
九
州
市
に
、

大
将
に
会
い
に
福
岡
市
に
と

い
う
、
福
岡
フ
ァ
ン
が
加
速

度
的
に
増
加
し
て
い
る
。
宿

泊
者
数
で
見
て
も
、
2
0
2
4

年
の
香
港
人
の
福
岡
県
内
で

の
宿
泊
は
、
全
国
第
3
位
に

ま
で
躍
進
、
5
位
だ
っ
た

2
0
1
9
年
か
ら
72
・
3
%

増
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
香
港
人
は

食
材
へ
の
関
心
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
料
理
人
や
ス
タ
ッ

フ
と
の
顔
が
見
え
る
関
係
を

重
視
し
、
訪
問
地
や
お
店
の

選
択
を
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
香
港
人
は
、

「
人
が
介
在
す
る
か
ら
こ
そ

生
ま
れ
る
価
値
」
に
気
が
つ

い
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
香
港
で
は
、
日
本
食
に
限

ら
ず
、
フ
レ
ン
チ
や
イ
タ
リ

ア
ン
な
ど
で
も
活
躍
す
る
日

本
人
料
理
人
が
多
く
お
り
、

地
元
出
身
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
は
ず
な
の
で
、
そ
う

い
っ
た
方
と
の
取
組
が
有
効

だ
ろ
う
。

　
香
港
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
聞
い
て
、

思
い
出
さ
れ
る
の
は
、「
7
月
に
日
本
で
大

地
震
が
発
生
す
る
」
と
い
う
噂
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
に
起
因
し
、
6
、
7
月
の
香

港
か
ら
の
訪
日
は
前
年
比
で
3
割
以
上
減

少
、
一
部
の
地
方
便
も
路
線
自
体
が
運
休
に

な
る
な
ど
、
大
き
な
影
響
が
出
た
。
科
学
的

根
拠
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
一
見
非
合

理
的
と
も
捉
え
ら
れ
る
が
、
香
港
人
の
友
人

い
わ
く
、
年
に
4
、
5
回
、
日
本
に
訪
れ
る

香
港
人
の

合
理
的
思
考
と

訪
日
旅
行

ト
レン
ド

3 2

Travel from Australia to Japan is booming like 
never before.

When I lived in Japan, the idea of it as a major 
holiday destination for Australians seemed 
impossible, there were too many barriers like the 
exchange rate, perceived language difficulties, 
and its mysterious image. But now the “cat is out 
of the bag”: Australians have discovered Japan as 
one of the best holiday destinations. Japan ticks 
every box, close to Australia with minimal time 
difference, favourable exchange rates, a rich and 
immersive culture, and Japan’s trademark safe, 
clean, and kind hospitality.

Australians are enthusiastic travellers. We take 
long holidays, spend freely on our special 
interests, and love to spoil ourselves. We typically 
invest more in hotels than other nationalities and 
rate food and culinary experiences among our 
top reasons for visiting Japan. We also seek out 
immersive cultural activities and value interaction 
with locals. JNTO data supports these trends. 

On the question of high value-added travellers ‒ 
a high proportion of Australians fall into this 
category, as even budget travellers show tenden-
cy to invest in activities and shopping that is 
linked to their own specific interests. Foodies I 
know, will seek out cheap deals for stays and 
flights and save their budget for a 3-star Michelin 
meal they have heard about. My 19-year-old son 
recently had a 2-week budget trip in Japan, 
reserving his spending to invest in special camera 
equipment at a unique camera shop he discov-
ered via Instagram and a street food tour his 
friends had loved.

A common question we receive is how to access 
authentic cultural experiences in Japan, experi-
ences where travellers can interact with locals 
and enrich themselves though immersion in a 
different culture. Many travellers are seeking 
experiences in line with their personal interests 
as varied as gardening, textile crafts, photogra-
phy, cooking, tasting and experience different 
food and or drinks, viewing architecture tradi-
tional to modern. A half day with a savvy guide 
take them through a local neighbourhood is an 
experience which can unlock some of mystery in 
the cultural difference. It becomes a unique 
personal experience never to be forgotten and 
will be spoken of widely to friends and family.

Around 39% of Australians still book internation-
al travel through agents, especially for complex 

or luxury trips, but most prefer online booking. 
Independent travellers are digitally savvy, experi-
ence-driven, and value control and authenticity. 
They are heavily influenced by friends, media, 
and content creators, piecing together their own 
itineraries from a range of online sources.  To 
reach them, Japanese sellers must ensure they 
are easily discoverable online. Travellers are 
scouring the internet and social media in search 
of experiences that suit them. It’s important to be 
discoverable.

How can High Value-Added Travel Experience 
Providers Reach High Value- Added Australian 
Travellers Directly?

1. Website ‒ Provide a clear, mobile-friendly, 
English website with compelling visuals, 
FAQs, testimonials, and secure booking 
options.

2. Search Optimisation ‒ Use SEO and   
ensure your business is visible in Google 
Search and Maps with reviews, high-quality 
images, and up-to-date info.

3. Social Media ‒ Showcase authentic experi-
ences on Instagram, YouTube, and TikTok. 
Partner with content creators and encourage 
guests to share their experiences.

4. Online Platforms ‒ List products on trusted 
sites like Booking.com, Klook, GetYourGuide, 
or Airbnb Experiences to build visibility and 
trust, especially while growing direct clien-
tele.

5. Content Marketing & PR ‒ Use story-driven 
content to build emotional connection. Offer 
fam opportunities to media and influencers 
and consider Australian tourism promotion 
PR agencies for larger campaigns.

中
で
、
7
月
は
ス
キ
ッ
プ
し
て
、
一
度
別
の

国
に
旅
行
し
、
ま
た
秋
に
訪
れ
れ
ば
良
い
で

は
な
い
か
と
、
訪
日
を
日
本
に
「
帰
る
」
と

表
現
す
る
位
、
訪
日
旅
行
が
非
常
に
身
近
な

こ
と
も
1
つ
の
要
因
だ
ろ
う
。
ま
た
別
の
友

人
は
、「
噂
」
の
影
響
で
航
空
券
価
格
が
大

幅
に
下
が
っ
た
こ
と
か
ら
（
本
来
7
月
は
12

月
と
並
ん
で
訪
日
が
最
も
多
く
な
る
ピ
ー
ク

シ
ー
ズ
ン
）、
こ
れ
ぞ
チ
ャ
ン
ス
と
、
7
、

8
月
と
2
ヶ
月
連
続
で
来
日
し
た
。

香
港
か
ら
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、

3
つ
の
世
界
一

　
こ
の
香
港
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
世
界

一
の
数
字
が
3
つ
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
。「
人
口
当
た
り
の
訪
日
者
数
」、「
10

回
以
上
の
訪
日
経
験
者
の
割
合
」、「
1
泊
1

人
当
た
り
の
消
費
額
」の
3
つ
で
あ
る
。
2

0
2
4
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
香
港
人
の

2
・
8
人
に
1
人
が
訪
日
、
10
回
以
上
の
訪

日
経
験
者
が
35
・
1
%
、
1
泊
当
た
り
の
消

費
額
が
3
6
7
1
8
円
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

日
本
に
と
っ
て
の
上
得
意
先
で
あ
り
、
そ
の

（
し
み
ず
・

 

や
す
ま
さ
）

Feature Article＃3‐①

Reaching High Value-Added 
Travellers from Australia
Alison Roberts-Brown
Director of Tourism Garden

Don’t Forget the Travel Trade

Nearly 4 in 10 Australians still rely on travel agents, often 
higher-spend travellers who value expert advice. To work 
with this market:

• Provide clear, commissionable net rates.
• Offer an English-speaking sales contact via email and             
　Zoom/Teams.
• List experiences on trade platforms or partner with 　　　　
　Japanese DMCs selling to Australia.
• Supply ready-made itineraries or components for agents 　
　to slot into trips.
• Stay visible, attend trade fairs, give updates, thank 　　　　
　agents, and ask for feedback.

With Australians investing time and effort to curate unique 
trips, being visible and bookable online is the key to helping 
them turn inspiration into reality.

訪
日
経
験
の
多
さ
か
ら
、日
本
の
サ
ー
ビ
ス
、

コ
ン
テ
ン
ツ
に
対
し
て
「
最
も
目
が
肥
え
て

い
る
」、
最
先
端
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
対
象

市
場
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
だ
わ
り
消
費

　
1
人
1
泊
当
た
り
の
消
費
額
か
ら
も
、
そ

の
世
界
一
高
単
価
な
香
港
人
の
、
合
理
的
な

一
面
が
見
え
て
く
る（
表
1
）。費
目
別
で「
飲

食
費
」「
買
物
代
」
が
そ
れ
ぞ
れ
世
界
一
で
あ

る
一
方
、「
宿
泊
費
」
は
5
番
目
と
、
食
事

と
買
い
物
に
お
金
を
か
け
、
宿
泊
は
セ
ー
ブ

す
る
と
い
う
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
消
費
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
ま
た
、
一
般
的
に
「
L
C
C
（
格
安
航
空

会
社
）
利
用
者
は
消
費
額
が
少
な
い
」
と
さ

れ
る
が
、
香
港
を
見
て
み
る
と
、
L
C
C
利

用
者
の
消
費
額
は
、F
S
C（
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
・

キ
ャ
リ
ア
）
利
用
者
の
90
・
5
%
と
1
割
少

な
い
だ
け
で
あ
る
（
2
0
2
4
年
）。
な
お
、

全
国
籍
、
地
域
別
の
同
比
率
は
59
・
7
%
と
、

L
C
C
利
用
者
の
消
費
額
が
少
な
い
こ
と
が

分
か
る
。

　
つ
ま
り
、香
港
人
に
つ
い
て
は
例
外
的
に
、

「
L
C
C
利
用
者
＝
消
費
額

が
期
待
で
き
な
い
」
で
は
無

い
の
だ
。
前
述
の
香
港
人
の

友
人
の
指
摘
に
よ
る
と
、
飛

行
機
は
あ
く
ま
で
も
移
動
手

段
で
あ
り
、
日
本
ま
で
の

3
‐
4
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
に

サ
ー
ビ
ス
は
期
待
し
て
い
な

い
と
い
う
。
L
C
C
を
利
用

し
て
浮
い
た
お
金
を
、
飲

食
や
買
い
物
に
使
っ
た
方

が
よ
っ
ぽ
ど
良
い
そ
う
だ
。

宿
泊
費
も
同
じ
論
理
で
、

交
通
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、

清
潔
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、

広
さ
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
に

こ
だ
わ
り
は
な
く
、
価
格

を
重
視
す
る
と
い
う
。

 

シ
ニ
ア
、

ペ
ッ
ト
市
場
に

商
機

　
こ
こ
ま
で
、
合
理
的
選
択

を
す
る
香
港
人
の
特
徴
を
定

量
的
に
見
て
き
た
が
、
よ
り

具
体
的
に
、
香
港
人
の
こ
だ

わ
り
消
費
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

つ
い
て
4
つ
紹
介
し
た
い
。

○
京
都
に
お
墓
を
購
入

　
香
港
も
い
ず
れ
中
国
化
が
進
む
の
で
、
死

ん
で
も
安
心
で
き
な
い
。
日
本
で
あ
れ
ば
安

ら
か
に
眠
れ
る
と
の
こ
と
。

○
日
本
で
子
犬
を
購
入

　
香
港
の
血
統
書
で
も
信
用
で
き
な
い
。
日

本
で
あ
れ
ば
そ
の
心
配
は
な
い
の
で
、
ワ
ク

チ
ン
な
ど
手
続
き
は
煩
雑
に
な
る
が
、
ペ
ッ

ト
を
大
切
に
し
た
い
。

○
宝
塚
歌
劇
を
毎
月
東
京
と
宝
塚
で
観
劇

　
空
港
へ
の
列
車
の
待
ち
時
間
に
、
ホ
ー
ム

で
た
ま
た
ま
話
し
か
け
て
こ
ら
れ
た
ご
婦
人
。

宝
塚
の
大
フ
ァ
ン
で
、
10
年
以
上
、
毎
月
日

本
と
香
港
を
往
来
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

○
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ペ
ッ
ト

同
伴
で
の
訪
日
旅
行

　
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
盛
ん
。
少
子
化
の
影

響
で
、
ペ
ッ
ト
を
家
族
同
様
に
考
え
、
旅

行
も
一
緒
に
。一
般
の
航
空
便
の
場
合
、ペ
ッ

ト
は
手
荷
物
と
し
て
預
け
る
必
要
が
あ
る

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
で
あ
れ
ば
可
能
。

ペ
ッ
ト
と
の
旅
行
専
門
の
旅
行
会
社
が
あ

り
、
10
人
程
度
を
1
グ
ル
ー
プ
に
ビ
ジ
ネ

ス
ジ
ェ
ッ
ト
を
チ
ャ
ー
タ
ー
、
1
人
1
匹

（
7
㎏
以
下
）
10
日
間
の
旅
程
で
2
0
0
万

円
程
度
が
相
場
。

誘
客
に
向
け
て

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
香
港
人
に
、
お

越
し
頂
く
た
め
の
有
効
な
打
ち
手
は
何
だ
ろ

う
か
。
全
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
中
で
、
香
港
人

が
1
泊
当
た
り
最
も
飲
食
に
お
金
を
費
や
し

て
い
る
こ
と
、
訪
日
目
的
と
し
て
「
日
本
食

を
食
べ
る
こ
と
」が
最
も
多
い
こ
と
か
ら
も
、

「
食
事
」
が
最
も
有
効
だ
。
そ
の
中
で
、
福

岡
県
香
港
事
務
所
、
福
岡
県
人
会
の
取
組
が

興
味
深
い
。

　
香
港
に
本
州
よ
り
も
近
い
地
の
利
を
活

か
し
、福
岡
県
で
は
、イ
チ
ゴ
な
ど
の
フ
ル
ー

ツ
、
牡
蠣
や
鮮
魚
な
ど
の
香
港
へ
の
輸
出

に
積
極
的
だ
。
ま
た
、
北
九
州
に
本
店
を
構

え
る
料
亭
の
支
店
が
、
香
港
島
に
店
を
出
し

香
港
人
の
常
連
が
多
い
こ
と
、
福
岡
市
内
の

寿
司
店
の
大
将
が
香

港
に
出
張
で
訪
れ
、

香
港
人
向
け
に
も

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な

ど
、
素
材
に
加
え
、
消

費
者
と
料
理
人
の
顔

が
見
え
る
関
係
を
築

く
こ
と
に
成
功
し
て

い
る
。

　
結
果
と
し
て
、
本

最
後
に

　
こ
の
よ
う
に
、
香
港
人
は
、
合
理
的
な
選

択
を
行
い
、
好
き
な
こ
と
や
モ
ノ
に
は
消
費

を
惜
し
ま
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。こ
れ
は
、

香
港
人
が
元
々
合
理
的
な
考
え
方
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、
訪
日
頻
度
が
最
も
高
く
「
目
が

ⅱ ⅰ

ⅲ

肥
え
て
い
る
」
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ

う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
訪
日
頻
度
が
高
く
な

り
、
市
場
が
成
熟
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
日

本
で
の
関
心
事
項
は
よ
り
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、

消
費
項
目
で
の
取
捨
選
択
が
起
こ
る
。
こ
う

い
っ
た
傾
向
は
、
香
港
以
外
で
も
起
き
て
い

く
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
香
港
の
ト
レ
ン
ド

に
今
後
も
是
非
注
目
頂
き
た
い
。
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店
に
食
べ
に
北
九
州
市
に
、

大
将
に
会
い
に
福
岡
市
に
と

い
う
、
福
岡
フ
ァ
ン
が
加
速

度
的
に
増
加
し
て
い
る
。
宿

泊
者
数
で
見
て
も
、
2
0
2
4

年
の
香
港
人
の
福
岡
県
内
で

の
宿
泊
は
、
全
国
第
3
位
に

ま
で
躍
進
、
5
位
だ
っ
た

2
0
1
9
年
か
ら
72
・
3
%

増
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
香
港
人
は

食
材
へ
の
関
心
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
料
理
人
や
ス
タ
ッ

フ
と
の
顔
が
見
え
る
関
係
を

重
視
し
、
訪
問
地
や
お
店
の

選
択
を
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
香
港
人
は
、

「
人
が
介
在
す
る
か
ら
こ
そ

生
ま
れ
る
価
値
」
に
気
が
つ

い
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
香
港
で
は
、
日
本
食
に
限

ら
ず
、
フ
レ
ン
チ
や
イ
タ
リ

ア
ン
な
ど
で
も
活
躍
す
る
日

本
人
料
理
人
が
多
く
お
り
、

地
元
出
身
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
は
ず
な
の
で
、
そ
う

い
っ
た
方
と
の
取
組
が
有
効

だ
ろ
う
。

　
香
港
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
聞
い
て
、

思
い
出
さ
れ
る
の
は
、「
7
月
に
日
本
で
大

地
震
が
発
生
す
る
」
と
い
う
噂
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
に
起
因
し
、
6
、
7
月
の
香

港
か
ら
の
訪
日
は
前
年
比
で
3
割
以
上
減

少
、
一
部
の
地
方
便
も
路
線
自
体
が
運
休
に

な
る
な
ど
、
大
き
な
影
響
が
出
た
。
科
学
的

根
拠
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
一
見
非
合

理
的
と
も
捉
え
ら
れ
る
が
、
香
港
人
の
友
人

い
わ
く
、
年
に
4
、
5
回
、
日
本
に
訪
れ
る

＜注＞
日本滞在中の「総消費額」に注目されがちだが、
筆者はこの「1泊1人当たり単価」を重視している。
日本全体として見れば、総消費額が高い国、地域からの誘客が効率的だ。
だが、特に地方にとって、来日中同エリアに全て宿泊する訳では無いため、
誘客の対象市場選定の際には、この1泊当り単価に注目頂きたい。
観光庁「インバウンド消費動向調査2024」
観光庁「インバウンド消費動向調査2024」
四半期ごとに見ると、2023年第4四半期が102.8%、2024年第4四半期が100.6%と、
いずれも第4四半期は、LCC利用者の方が消費額が高くなっているのも興味深い。
観光庁「インバウンド消費動向調査2024」、
訪日前に最も期待したいこと「日本食を食べること(単一回答) 29.9%」、
次回したいこと「日本食を食べること複数回答) 67.0%」

表 1 1泊当たりの国・地域別 × 支出内訳（2024年）　

1泊当たり総消費額

国・地域 1泊当たり
単価

香港 ¥36,718.11位

シンガポール ¥32,869.62位

台湾 ¥31,219.83位

中国 ¥30,034.04位

英国 ¥28,967.65位

全地域 ¥25,235.4

宿泊費

国・地域 1泊当たり
単価

英国 ¥12,559.21位

シンガポール ¥12,502.12位

米国 ¥12,153.13位

オーストラリア ¥11,087.44位

香港 ¥10,885.45位

全地域 ¥9,095.2

飲食費

国・地域 1泊当たり
単価

香港 ¥7,440.61位

シンガポール ¥7,307.42位

韓国 ¥6,554.23位

台湾 ¥5,768.64位

米国 ¥5,620.25位

全地域 ¥5,167.9

交通費

国・地域 1泊当たり
単価

スペイン ¥4,187.61位

イタリア ¥4,055.12位

英国 ¥3,613.13位

カナダ ¥3,455.44位

米国 ¥3,383.15位

全地域 ¥2,673.5

娯楽サービス費

国・地域 1泊当たり
単価

韓国 ¥3,049.71位

中国 ¥2,524.92位

オーストラリア ¥2,376.33位

香港 ¥2,269.04位

台湾 ¥2,173.05位

全地域 ¥1,947.4

買物代

国・地域 1泊当たり
単価

香港 ¥13,198.11位

中国 ¥13,078.92位

台湾 ¥11,454.63位

シンガポール ¥8,623.34位

タイ ¥7,822.55位

全地域 ¥7,461.7

中
で
、
7
月
は
ス
キ
ッ
プ
し
て
、
一
度
別
の

国
に
旅
行
し
、
ま
た
秋
に
訪
れ
れ
ば
良
い
で

は
な
い
か
と
、
訪
日
を
日
本
に
「
帰
る
」
と

表
現
す
る
位
、
訪
日
旅
行
が
非
常
に
身
近
な

こ
と
も
1
つ
の
要
因
だ
ろ
う
。
ま
た
別
の
友

人
は
、「
噂
」
の
影
響
で
航
空
券
価
格
が
大

幅
に
下
が
っ
た
こ
と
か
ら
（
本
来
7
月
は
12

月
と
並
ん
で
訪
日
が
最
も
多
く
な
る
ピ
ー
ク

シ
ー
ズ
ン
）、
こ
れ
ぞ
チ
ャ
ン
ス
と
、
7
、

8
月
と
2
ヶ
月
連
続
で
来
日
し
た
。

香
港
か
ら
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、

3
つ
の
世
界
一

　
こ
の
香
港
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
世
界

一
の
数
字
が
3
つ
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
。「
人
口
当
た
り
の
訪
日
者
数
」、「
10

回
以
上
の
訪
日
経
験
者
の
割
合
」、「
1
泊
1

人
当
た
り
の
消
費
額
」の
3
つ
で
あ
る
。
2

0
2
4
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
香
港
人
の

2
・
8
人
に
1
人
が
訪
日
、
10
回
以
上
の
訪

日
経
験
者
が
35
・
1
%
、
1
泊
当
た
り
の
消

費
額
が
3
6
7
1
8
円
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

日
本
に
と
っ
て
の
上
得
意
先
で
あ
り
、
そ
の

ⅰ…

ⅱ…
ⅲ…
ⅳ…

ⅴ…

訪
日
経
験
の
多
さ
か
ら
、日
本
の
サ
ー
ビ
ス
、

コ
ン
テ
ン
ツ
に
対
し
て
「
最
も
目
が
肥
え
て

い
る
」、
最
先
端
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
対
象

市
場
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
だ
わ
り
消
費

　
1
人
1
泊
当
た
り
の
消
費
額
か
ら
も
、
そ

の
世
界
一
高
単
価
な
香
港
人
の
、
合
理
的
な

一
面
が
見
え
て
く
る（
表
1
）。費
目
別
で「
飲

食
費
」「
買
物
代
」
が
そ
れ
ぞ
れ
世
界
一
で
あ

る
一
方
、「
宿
泊
費
」
は
5
番
目
と
、
食
事

と
買
い
物
に
お
金
を
か
け
、
宿
泊
は
セ
ー
ブ

す
る
と
い
う
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
消
費
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
ま
た
、
一
般
的
に
「
L
C
C
（
格
安
航
空

会
社
）
利
用
者
は
消
費
額
が
少
な
い
」
と
さ

れ
る
が
、
香
港
を
見
て
み
る
と
、
L
C
C
利

用
者
の
消
費
額
は
、F
S
C（
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
・

キ
ャ
リ
ア
）
利
用
者
の
90
・
5
%
と
1
割
少

な
い
だ
け
で
あ
る
（
2
0
2
4
年
）。
な
お
、

全
国
籍
、
地
域
別
の
同
比
率
は
59
・
7
%
と
、

L
C
C
利
用
者
の
消
費
額
が
少
な
い
こ
と
が

分
か
る
。

　
つ
ま
り
、香
港
人
に
つ
い
て
は
例
外
的
に
、

「
L
C
C
利
用
者
＝
消
費
額

が
期
待
で
き
な
い
」
で
は
無

い
の
だ
。
前
述
の
香
港
人
の

友
人
の
指
摘
に
よ
る
と
、
飛

行
機
は
あ
く
ま
で
も
移
動
手

段
で
あ
り
、
日
本
ま
で
の

3
‐
4
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
に

サ
ー
ビ
ス
は
期
待
し
て
い
な

い
と
い
う
。
L
C
C
を
利
用

し
て
浮
い
た
お
金
を
、
飲

食
や
買
い
物
に
使
っ
た
方

が
よ
っ
ぽ
ど
良
い
そ
う
だ
。

宿
泊
費
も
同
じ
論
理
で
、

交
通
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、

清
潔
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、

広
さ
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
に

こ
だ
わ
り
は
な
く
、
価
格

を
重
視
す
る
と
い
う
。

 

シ
ニ
ア
、

ペ
ッ
ト
市
場
に

商
機

　
こ
こ
ま
で
、
合
理
的
選
択

を
す
る
香
港
人
の
特
徴
を
定

量
的
に
見
て
き
た
が
、
よ
り

具
体
的
に
、
香
港
人
の
こ
だ

わ
り
消
費
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

つ
い
て
4
つ
紹
介
し
た
い
。

○
京
都
に
お
墓
を
購
入

　
香
港
も
い
ず
れ
中
国
化
が
進
む
の
で
、
死

ん
で
も
安
心
で
き
な
い
。
日
本
で
あ
れ
ば
安

ら
か
に
眠
れ
る
と
の
こ
と
。

○
日
本
で
子
犬
を
購
入

　
香
港
の
血
統
書
で
も
信
用
で
き
な
い
。
日

本
で
あ
れ
ば
そ
の
心
配
は
な
い
の
で
、
ワ
ク

チ
ン
な
ど
手
続
き
は
煩
雑
に
な
る
が
、
ペ
ッ

ト
を
大
切
に
し
た
い
。

○
宝
塚
歌
劇
を
毎
月
東
京
と
宝
塚
で
観
劇

　
空
港
へ
の
列
車
の
待
ち
時
間
に
、
ホ
ー
ム

で
た
ま
た
ま
話
し
か
け
て
こ
ら
れ
た
ご
婦
人
。

宝
塚
の
大
フ
ァ
ン
で
、
10
年
以
上
、
毎
月
日

本
と
香
港
を
往
来
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

○
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ペ
ッ
ト

同
伴
で
の
訪
日
旅
行

　
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
盛
ん
。
少
子
化
の
影

響
で
、
ペ
ッ
ト
を
家
族
同
様
に
考
え
、
旅

行
も
一
緒
に
。一
般
の
航
空
便
の
場
合
、ペ
ッ

ト
は
手
荷
物
と
し
て
預
け
る
必
要
が
あ
る

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
で
あ
れ
ば
可
能
。

ペ
ッ
ト
と
の
旅
行
専
門
の
旅
行
会
社
が
あ

り
、
10
人
程
度
を
1
グ
ル
ー
プ
に
ビ
ジ
ネ

ス
ジ
ェ
ッ
ト
を
チ
ャ
ー
タ
ー
、
1
人
1
匹

（
7
㎏
以
下
）
10
日
間
の
旅
程
で
2
0
0
万

円
程
度
が
相
場
。

誘
客
に
向
け
て

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
香
港
人
に
、
お

越
し
頂
く
た
め
の
有
効
な
打
ち
手
は
何
だ
ろ

う
か
。
全
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
中
で
、
香
港
人

が
1
泊
当
た
り
最
も
飲
食
に
お
金
を
費
や
し

て
い
る
こ
と
、
訪
日
目
的
と
し
て
「
日
本
食

を
食
べ
る
こ
と
」が
最
も
多
い
こ
と
か
ら
も
、

「
食
事
」
が
最
も
有
効
だ
。
そ
の
中
で
、
福

岡
県
香
港
事
務
所
、
福
岡
県
人
会
の
取
組
が

興
味
深
い
。

　
香
港
に
本
州
よ
り
も
近
い
地
の
利
を
活

か
し
、福
岡
県
で
は
、イ
チ
ゴ
な
ど
の
フ
ル
ー

ツ
、
牡
蠣
や
鮮
魚
な
ど
の
香
港
へ
の
輸
出

に
積
極
的
だ
。
ま
た
、
北
九
州
に
本
店
を
構

え
る
料
亭
の
支
店
が
、
香
港
島
に
店
を
出
し

香
港
人
の
常
連
が
多
い
こ
と
、
福
岡
市
内
の

寿
司
店
の
大
将
が
香

港
に
出
張
で
訪
れ
、

香
港
人
向
け
に
も

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な

ど
、
素
材
に
加
え
、
消

費
者
と
料
理
人
の
顔

が
見
え
る
関
係
を
築

く
こ
と
に
成
功
し
て

い
る
。

　
結
果
と
し
て
、
本

最
後
に

　
こ
の
よ
う
に
、
香
港
人
は
、
合
理
的
な
選

択
を
行
い
、
好
き
な
こ
と
や
モ
ノ
に
は
消
費

を
惜
し
ま
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。こ
れ
は
、

香
港
人
が
元
々
合
理
的
な
考
え
方
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、
訪
日
頻
度
が
最
も
高
く
「
目
が

ⅳ

ⅴ

肥
え
て
い
る
」
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ

う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
訪
日
頻
度
が
高
く
な

り
、
市
場
が
成
熟
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
日

本
で
の
関
心
事
項
は
よ
り
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、

消
費
項
目
で
の
取
捨
選
択
が
起
こ
る
。
こ
う

い
っ
た
傾
向
は
、
香
港
以
外
で
も
起
き
て
い

く
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
香
港
の
ト
レ
ン
ド

に
今
後
も
是
非
注
目
頂
き
た
い
。
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店
に
食
べ
に
北
九
州
市
に
、

大
将
に
会
い
に
福
岡
市
に
と

い
う
、
福
岡
フ
ァ
ン
が
加
速

度
的
に
増
加
し
て
い
る
。
宿

泊
者
数
で
見
て
も
、
2
0
2
4

年
の
香
港
人
の
福
岡
県
内
で

の
宿
泊
は
、
全
国
第
3
位
に

ま
で
躍
進
、
5
位
だ
っ
た

2
0
1
9
年
か
ら
72
・
3
%

増
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
香
港
人
は

食
材
へ
の
関
心
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
料
理
人
や
ス
タ
ッ

フ
と
の
顔
が
見
え
る
関
係
を

重
視
し
、
訪
問
地
や
お
店
の

選
択
を
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
香
港
人
は
、

「
人
が
介
在
す
る
か
ら
こ
そ

生
ま
れ
る
価
値
」
に
気
が
つ

い
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
香
港
で
は
、
日
本
食
に
限

ら
ず
、
フ
レ
ン
チ
や
イ
タ
リ

ア
ン
な
ど
で
も
活
躍
す
る
日

本
人
料
理
人
が
多
く
お
り
、

地
元
出
身
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
は
ず
な
の
で
、
そ
う

い
っ
た
方
と
の
取
組
が
有
効

だ
ろ
う
。

　
香
港
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
聞
い
て
、

思
い
出
さ
れ
る
の
は
、「
7
月
に
日
本
で
大

地
震
が
発
生
す
る
」
と
い
う
噂
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
に
起
因
し
、
6
、
7
月
の
香

港
か
ら
の
訪
日
は
前
年
比
で
3
割
以
上
減

少
、
一
部
の
地
方
便
も
路
線
自
体
が
運
休
に

な
る
な
ど
、
大
き
な
影
響
が
出
た
。
科
学
的

根
拠
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
一
見
非
合

理
的
と
も
捉
え
ら
れ
る
が
、
香
港
人
の
友
人

い
わ
く
、
年
に
4
、
5
回
、
日
本
に
訪
れ
る

＜注＞
日本滞在中の「総消費額」に注目されがちだが、
筆者はこの「1泊1人当たり単価」を重視している。
日本全体として見れば、総消費額が高い国、地域からの誘客が効率的だ。
だが、特に地方にとって、来日中同エリアに全て宿泊する訳では無いため、
誘客の対象市場選定の際には、この1泊当り単価に注目頂きたい。
観光庁「インバウンド消費動向調査2024」
観光庁「インバウンド消費動向調査2024」
四半期ごとに見ると、2023年第4四半期が102.8%、2024年第4四半期が100.6%と、
いずれも第4四半期は、LCC利用者の方が消費額が高くなっているのも興味深い。
観光庁「インバウンド消費動向調査2024」、
訪日前に最も期待したいこと「日本食を食べること(単一回答) 29.9%」、
次回したいこと「日本食を食べること複数回答) 67.0%」

表 1 1泊当たりの国・地域別 × 支出内訳（2024年）　

1泊当たり総消費額

国・地域 1泊当たり
単価

香港 ¥36,718.11位

シンガポール ¥32,869.62位

台湾 ¥31,219.83位

中国 ¥30,034.04位

英国 ¥28,967.65位

全地域 ¥25,235.4

宿泊費

国・地域 1泊当たり
単価

英国 ¥12,559.21位

シンガポール ¥12,502.12位

米国 ¥12,153.13位

オーストラリア ¥11,087.44位

香港 ¥10,885.45位

全地域 ¥9,095.2

飲食費

国・地域 1泊当たり
単価

香港 ¥7,440.61位

シンガポール ¥7,307.42位

韓国 ¥6,554.23位

台湾 ¥5,768.64位

米国 ¥5,620.25位

全地域 ¥5,167.9

交通費

国・地域 1泊当たり
単価

スペイン ¥4,187.61位

イタリア ¥4,055.12位

英国 ¥3,613.13位

カナダ ¥3,455.44位

米国 ¥3,383.15位

全地域 ¥2,673.5

娯楽サービス費

国・地域 1泊当たり
単価

韓国 ¥3,049.71位

中国 ¥2,524.92位

オーストラリア ¥2,376.33位

香港 ¥2,269.04位

台湾 ¥2,173.05位

全地域 ¥1,947.4

買物代

国・地域 1泊当たり
単価

香港 ¥13,198.11位

中国 ¥13,078.92位

台湾 ¥11,454.63位

シンガポール ¥8,623.34位

タイ ¥7,822.55位

全地域 ¥7,461.7

中
で
、
7
月
は
ス
キ
ッ
プ
し
て
、
一
度
別
の

国
に
旅
行
し
、
ま
た
秋
に
訪
れ
れ
ば
良
い
で

は
な
い
か
と
、
訪
日
を
日
本
に
「
帰
る
」
と

表
現
す
る
位
、
訪
日
旅
行
が
非
常
に
身
近
な

こ
と
も
1
つ
の
要
因
だ
ろ
う
。
ま
た
別
の
友

人
は
、「
噂
」
の
影
響
で
航
空
券
価
格
が
大

幅
に
下
が
っ
た
こ
と
か
ら
（
本
来
7
月
は
12

月
と
並
ん
で
訪
日
が
最
も
多
く
な
る
ピ
ー
ク

シ
ー
ズ
ン
）、
こ
れ
ぞ
チ
ャ
ン
ス
と
、
7
、

8
月
と
2
ヶ
月
連
続
で
来
日
し
た
。

香
港
か
ら
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、

3
つ
の
世
界
一

　
こ
の
香
港
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
世
界

一
の
数
字
が
3
つ
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
。「
人
口
当
た
り
の
訪
日
者
数
」、「
10

回
以
上
の
訪
日
経
験
者
の
割
合
」、「
1
泊
1

人
当
た
り
の
消
費
額
」の
3
つ
で
あ
る
。
2

0
2
4
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
香
港
人
の

2
・
8
人
に
1
人
が
訪
日
、
10
回
以
上
の
訪

日
経
験
者
が
35
・
1
%
、
1
泊
当
た
り
の
消

費
額
が
3
6
7
1
8
円
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

日
本
に
と
っ
て
の
上
得
意
先
で
あ
り
、
そ
の

ⅰ…

ⅱ…
ⅲ…
ⅳ…

ⅴ…

訪
日
経
験
の
多
さ
か
ら
、日
本
の
サ
ー
ビ
ス
、

コ
ン
テ
ン
ツ
に
対
し
て
「
最
も
目
が
肥
え
て

い
る
」、
最
先
端
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
対
象

市
場
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
だ
わ
り
消
費

　
1
人
1
泊
当
た
り
の
消
費
額
か
ら
も
、
そ

の
世
界
一
高
単
価
な
香
港
人
の
、
合
理
的
な

一
面
が
見
え
て
く
る（
表
1
）。費
目
別
で「
飲

食
費
」「
買
物
代
」
が
そ
れ
ぞ
れ
世
界
一
で
あ

る
一
方
、「
宿
泊
費
」
は
5
番
目
と
、
食
事

と
買
い
物
に
お
金
を
か
け
、
宿
泊
は
セ
ー
ブ

す
る
と
い
う
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
消
費
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
ま
た
、
一
般
的
に
「
L
C
C
（
格
安
航
空

会
社
）
利
用
者
は
消
費
額
が
少
な
い
」
と
さ

れ
る
が
、
香
港
を
見
て
み
る
と
、
L
C
C
利

用
者
の
消
費
額
は
、F
S
C（
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
・

キ
ャ
リ
ア
）
利
用
者
の
90
・
5
%
と
1
割
少

な
い
だ
け
で
あ
る
（
2
0
2
4
年
）。
な
お
、

全
国
籍
、
地
域
別
の
同
比
率
は
59
・
7
%
と
、

L
C
C
利
用
者
の
消
費
額
が
少
な
い
こ
と
が

分
か
る
。

　
つ
ま
り
、香
港
人
に
つ
い
て
は
例
外
的
に
、

「
L
C
C
利
用
者
＝
消
費
額

が
期
待
で
き
な
い
」
で
は
無

い
の
だ
。
前
述
の
香
港
人
の

友
人
の
指
摘
に
よ
る
と
、
飛

行
機
は
あ
く
ま
で
も
移
動
手

段
で
あ
り
、
日
本
ま
で
の

3
‐
4
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
に

サ
ー
ビ
ス
は
期
待
し
て
い
な

い
と
い
う
。
L
C
C
を
利
用

し
て
浮
い
た
お
金
を
、
飲

食
や
買
い
物
に
使
っ
た
方

が
よ
っ
ぽ
ど
良
い
そ
う
だ
。

宿
泊
費
も
同
じ
論
理
で
、

交
通
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、

清
潔
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、

広
さ
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
に

こ
だ
わ
り
は
な
く
、
価
格

を
重
視
す
る
と
い
う
。

 

シ
ニ
ア
、

ペ
ッ
ト
市
場
に

商
機

　
こ
こ
ま
で
、
合
理
的
選
択

を
す
る
香
港
人
の
特
徴
を
定

量
的
に
見
て
き
た
が
、
よ
り

具
体
的
に
、
香
港
人
の
こ
だ

わ
り
消
費
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

つ
い
て
4
つ
紹
介
し
た
い
。

○
京
都
に
お
墓
を
購
入

　
香
港
も
い
ず
れ
中
国
化
が
進
む
の
で
、
死

ん
で
も
安
心
で
き
な
い
。
日
本
で
あ
れ
ば
安

ら
か
に
眠
れ
る
と
の
こ
と
。

○
日
本
で
子
犬
を
購
入

　
香
港
の
血
統
書
で
も
信
用
で
き
な
い
。
日

本
で
あ
れ
ば
そ
の
心
配
は
な
い
の
で
、
ワ
ク

チ
ン
な
ど
手
続
き
は
煩
雑
に
な
る
が
、
ペ
ッ

ト
を
大
切
に
し
た
い
。

○
宝
塚
歌
劇
を
毎
月
東
京
と
宝
塚
で
観
劇

　
空
港
へ
の
列
車
の
待
ち
時
間
に
、
ホ
ー
ム

で
た
ま
た
ま
話
し
か
け
て
こ
ら
れ
た
ご
婦
人
。

宝
塚
の
大
フ
ァ
ン
で
、
10
年
以
上
、
毎
月
日

本
と
香
港
を
往
来
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

○
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ペ
ッ
ト

同
伴
で
の
訪
日
旅
行

　
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
盛
ん
。
少
子
化
の
影

響
で
、
ペ
ッ
ト
を
家
族
同
様
に
考
え
、
旅

行
も
一
緒
に
。一
般
の
航
空
便
の
場
合
、ペ
ッ

ト
は
手
荷
物
と
し
て
預
け
る
必
要
が
あ
る

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
で
あ
れ
ば
可
能
。

ペ
ッ
ト
と
の
旅
行
専
門
の
旅
行
会
社
が
あ

り
、
10
人
程
度
を
1
グ
ル
ー
プ
に
ビ
ジ
ネ

ス
ジ
ェ
ッ
ト
を
チ
ャ
ー
タ
ー
、
1
人
1
匹

（
7
㎏
以
下
）
10
日
間
の
旅
程
で
2
0
0
万

円
程
度
が
相
場
。

誘
客
に
向
け
て

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
香
港
人
に
、
お

越
し
頂
く
た
め
の
有
効
な
打
ち
手
は
何
だ
ろ

う
か
。
全
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
中
で
、
香
港
人

が
1
泊
当
た
り
最
も
飲
食
に
お
金
を
費
や
し

て
い
る
こ
と
、
訪
日
目
的
と
し
て
「
日
本
食

を
食
べ
る
こ
と
」が
最
も
多
い
こ
と
か
ら
も
、

「
食
事
」
が
最
も
有
効
だ
。
そ
の
中
で
、
福

岡
県
香
港
事
務
所
、
福
岡
県
人
会
の
取
組
が

興
味
深
い
。

　
香
港
に
本
州
よ
り
も
近
い
地
の
利
を
活

か
し
、福
岡
県
で
は
、イ
チ
ゴ
な
ど
の
フ
ル
ー

ツ
、
牡
蠣
や
鮮
魚
な
ど
の
香
港
へ
の
輸
出

に
積
極
的
だ
。
ま
た
、
北
九
州
に
本
店
を
構

え
る
料
亭
の
支
店
が
、
香
港
島
に
店
を
出
し

香
港
人
の
常
連
が
多
い
こ
と
、
福
岡
市
内
の

寿
司
店
の
大
将
が
香

港
に
出
張
で
訪
れ
、

香
港
人
向
け
に
も

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な

ど
、
素
材
に
加
え
、
消

費
者
と
料
理
人
の
顔

が
見
え
る
関
係
を
築

く
こ
と
に
成
功
し
て

い
る
。

　
結
果
と
し
て
、
本

最
後
に

　
こ
の
よ
う
に
、
香
港
人
は
、
合
理
的
な
選

択
を
行
い
、
好
き
な
こ
と
や
モ
ノ
に
は
消
費

を
惜
し
ま
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。こ
れ
は
、

香
港
人
が
元
々
合
理
的
な
考
え
方
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、
訪
日
頻
度
が
最
も
高
く
「
目
が

ⅳ

ⅴ

肥
え
て
い
る
」
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ

う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
訪
日
頻
度
が
高
く
な

り
、
市
場
が
成
熟
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
日

本
で
の
関
心
事
項
は
よ
り
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、

消
費
項
目
で
の
取
捨
選
択
が
起
こ
る
。
こ
う

い
っ
た
傾
向
は
、
香
港
以
外
で
も
起
き
て
い

く
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
香
港
の
ト
レ
ン
ド

に
今
後
も
是
非
注
目
頂
き
た
い
。
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コ
ロ
ナ
後
、
日
本
ブ
ー
ム
と
円
安
な
ど
を

背
景
に
、
訪
日
外
国
人
の
人
数
も
消
費
単
価

も
年
々
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
旅
行

日
数
は
短
め
だ
が
、
1
人
1
回
あ
た
り
の
旅

行
支
出
が
他
国
よ
り
高
い
訪
日
中
国
人
が
目

立
っ
て
い
る
（
図
1
）。
一
方
、
現
在
の
訪

日
中
国
人
に
ま
つ
わ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
図
2
の

通
り
、
コ
ロ
ナ
を
境
に
、
中
国
人
の
リ
ピ
ー

ト
率
が
下
が
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
日
本
の
真

の
フ
ァ
ン
が
離
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
結
果
、
訪
日
中
国
人
と
他
国
の
旅
行
支

出
の
差
が
縮
ま
っ
て
い
る
。

　
彼
ら
の
多
く
は
、
都
市
部
に
い
る
若
者
富

裕
層
（
＝
高
付
加
価
値
観
光
客
）
だ
と
み
ら

れ
る
。
消
費
単
価
が
高
い
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
の
文
化
・
歴
史
に
高
い
関
心
を
持
ち
、

都
市
や
地
方
で
様
々
な
体
験
を
通
し
て
日
本

観
光
を
楽
し
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は

様
々
な
行
動
・
消
費
パ
タ
ー
ン
を
持
っ
て
い

る
た
め
、
本
当
の
姿
を
把
握
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

す
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ま
だ
少
な
い
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
後
、中
国
国
内
観
光
市
場
の
人
気
向
上
、

中
東
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
シ

フ
ト
に
よ
り
、
彼
ら
の
「
日
本
離
れ
」
が
確

実
に
進
ん
で
い
る
。
都
市
部
の
若
者
富
裕
層

は
図
3
の
通
り
、
訪
日
中
国
人
に
お
け
る
一

番
重
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
り
、
彼

ら
の
観
光
嗜
好
と
ト
レ
ン
ド
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
下
の
若
者
な
い
し
全
て
の
訪
日
中
国
人
に

影
響
を
与
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
か
に
彼

ら
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
継
続
的
に
来
て
も

ら
う
か
は
日
本
に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
本
稿
で
は
、
典
型
的
な
高
付
加
価
値

中
国
人
観
光
客
の
行
動
パ
タ
ー
ン
と
消
費
嗜

好
を
紹
介
し
た
上
で
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
日

本
観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
彼
ら
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
日
本
や
欧
米
だ
と
、
裕
福
な
観
光
客
と
言

う
と
、
定
年
退
職
し
た
シ
ニ
ア
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
お
金
も
時
間
も
教

養
も
あ
る
の
で
、
優
雅
な
旅
行
を
す
る
傾
向

に
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
へ
観
光
に
来
る
中

国
の
高
付
加
価
値
観
光
客
の
ほ
と
ん
ど
は
若

い
人
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
現
在
の
中
高

年
層
の
中
国
人
は
成
育
環
境
の
影
響
で
海
外

旅
行
を
楽
し
む
こ
と
に
教
養
・
価
値
観
・
金

銭
観
の
バ
リ
ア
が
あ
る
一
方
、
40
代
以
下
の

若
者
は
、
先
進
国
と
ほ
ぼ
同
じ
な
い
し
そ
れ

以
上
の
レ
ベ
ル
の
教
育
と
暮
ら
し
を
送
っ
て

き
た
た
め
、
海
外
を
楽
し
む
条
件
を
備
え
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
一
番
よ
く
あ
る
の
は
中
国
国
内

の
大
手
民
間
企
業
や
外
資
企
業
で
働
く
エ

リ
ー
ト
と
そ
の
家
族
や
友
人
の
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
。
30
代
か
ら
40
代
前
半
で
年
収
は
数
千

万
円
あ
り
、
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
が
大
き
く
、

教
養
も
高
い
。
年
に
一
度
、
春
節
か
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
小
さ
な
子
供
と
両
家
の
両

親
を
連
れ
て
日
本
で
8
日
間
の
旅
行
を
す

る
。
夫
は
仕
事
が
超
多
忙
で
普
段
な
か
な
か

家
族
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い
が
、
専
業
主
婦

の
妻
に
手
配
し
て
も
ら
い
、
日
本
で
濃
厚
な

家
族
団
ら
ん
の
時
間
を
過
ご
す
。
子
供
が
喜

び
親
に
も
優
し
い
都
市
観
光
や
、
現
地
ツ

ア
ー
で
九
州
や
北
海
道
で
2
‐
3
泊
す
る
。

子
供
の
遊
び
、
親
の
温
泉
、
妻
の
買
い
物
、

そ
し
て
夫
の
グ
ル
メ
と
癒
し
…
1
人
当
た
り

の
旅
行
費
用
は
平
気
で
2
0
0
万
円
を
超
え

る
が
、
年
に
一
度
の
ご
褒
美
な
の
で
あ
ら
ゆ

る
面
で
楽
し
む
。
そ
れ
以
外
の
旅
行
は
、
夏

中
国
の

高
付
加
価
値

旅
行
者
の

真
相

3 3

中
国
若
者
富
裕
層

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
代
表
。

2
0
1
4
年
か
ら
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
と
中
国

消
費
市
場
の
研
究
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
、2
0
2
3
年

1
月
独
立
。現
在
20
〜
40
代
の
消
費
深
層

心
理
に
注
力
し
、世
帯
年
収
1
0
0
0
万

円
〜
10
億
円
の
中
高
収
入・富
裕
層
の
行

動
を
常
に
把
握
。彼
ら
の
消
費
の
深
層
心

理
を
分
析
し
、中
国
若
者・富
裕
層
に
対
す

る
戦
略
立
案・遂
行
を
支
援
。東
京
大
学

大
学
院
修
士
。首
相
官
邸
観
光
戦
略
実
行

推
進
会
議
有
識
者
、J
N
T
O
中
国
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
な
ど
政
府
委
員
を
務
め
、情
報

発
信
実
績
を
多
数
有
す
る
。

劉 

瀟
瀟

図 1 訪日外国人観光客1人当たりの旅行消費単価の推移

図 2 訪日中国人のリピート数推移

図 3
中国人口の
若者富裕層分布
イメージ
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し
ゃ
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し
ゃ
お
）

休
み
や
短
い
学
校
の
休
み
の
時
、
妻
と
マ
マ

友
が
子
供
た
ち
を
連
れ
て
短
期
旅
行
。
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
超
高

級
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、子
供
た
ち
を
遊
ば
せ
、

マ
マ
た
ち
は
注
射
や
点
滴
な
ど
の
プ
チ
美
容

整
形
を
し
た
り
、
地
方
だ
と
子
供
と
た
っ
ぷ

り
自
然
を
楽
し
む
。

　
さ
ら
に
、
彼
ら
を
超
え
る
高
付
加
価
値
観

光
客
は
、
数
は
少
な
く
な
る
が
、
1
人
あ
た

り
の
単
価
が
1
千
万
円
を
超
え
る
人
も
い

る
。
例
え
ば
政
府
や
国
有
企
業
の
幹
部
や
成

功
し
た
起
業
家
と
そ
の
家
族

だ
。
本
人
が
来
づ
ら
い
ケ
ー
ス

も
あ
る
が
、
例
え
ば
そ
の
家
族

た
ち
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ

ト
で
来
日
し
、
1
回
2
‐
3
百

万
円
も
す
る
再
生
医
療
や
、

1
0
0
万
円
で
貸
し
切
る
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー
の
予
約
な

ど
、
健
康
や
文
化
へ
の
探
求
に

お
金
を
惜
し
ま
な
い
。

　
ま
た
、
収
入
は
そ
こ
ま
で
高

い
わ
け
で
も
な
い
が
、
自
分
の

趣
味
に
お
金
を
惜
し
ま
ず
、
1

回
の
訪
日
消
費
額
が
1
0
0
万

円
以
上
に
な
る
若
者
も
多
い
。

航
空
券
と
宿
泊
代
を
節
約
す
る

が
、
1
週
間
の
間
に
毎
朝
4
時

間
池
袋
の
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
セ
ン
タ
ー
で
ガ

チ
ャ
ガ
チ
ャ
を
し
た
後
、
秋
葉
原
で
フ
ィ

ギ
ュ
ア
や
推
し
の
グ
ッ
ズ
を
買
い
集
め
、
2

つ
の
大
き
な
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に
詰
め
込
ん
で

帰
っ
た
り
、
ア
イ
ド
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
の

追
っ
か
け
と
し
て
全
国
ツ
ア
ー
を
巡
っ
た
り

す
る
人
も
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ブ
ラ
ン
ド
品
や
日
用
品
の
爆

買
い
も
依
然
と
し
て
人
気
が
高
い
し
、
ミ

シ
ュ
ラ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
、
熊
野
古
道
巡
り
や

ス
キ
ー
の
た
め
だ
け
に
来
日
す
る
人
も
い

る
。
つ
ま
り
、
日
本
は
彼
ら
に
と
っ
て
関
心

の
高
い
コ
ン
テ
ン
ツ
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で

あ
る
。

　
買
い
物
や
グ
ル
メ
は
も
ち
ろ
ん
、
昔
の
中

国
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
の
文

化
コ
ン
テ
ン
ツ
に
対
す
る
人
気
は
ダ
ン
ト
ツ

に
高
い
。
特
に
現
在
の
若
者
は
、
小
さ
い
頃

か
ら
愛
国
教
育
を
受
け
て
い
る
た
め
、
中
華

伝
統
文
化
へ
の
関
心
が
高
い
。
日
本
で
は
古

い
中
国
か
ら
来
て
ア
レ
ン
ジ
し
た
文
化
コ
ン

テ
ン
ツ
が
豊
富
な
た
め
、
こ
れ
か
ら
発
展
す

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
。
ま
た
、
日
本
の

バ
ブ
ル
期
か
ら
育
っ
て
き
た
ス
キ
ー
、
キ
ャ

ン
プ
、
リ
ゾ
ー
ト
、
ア
ー
ト
ツ
ア
ー
な
ど
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
ま
つ
わ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

も
中
国
人
の
高
付
加
価
値
観
光
客
を
魅
了
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
若
い
世
代
を
中
心
と
し

た
高
付
加
価
値
観
光
客
は
、
自
分
の
親
の
介

護
と
自
分
の
健
康
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

り
、
高
齢
社
会
の
先
進
国
で
あ
る
日
本
の
ヘ

ル
ス
ケ
ア
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
も

高
い
。

　
上
述
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
、
若
者
高

付
加
価
値
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
潜
在
ニ
ー
ズ
と
し
て

ま
だ
潜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。例
え
ば
、

寺
院
に
関
す
る
文
化
体
験
に
つ
い
て
、
座
禅

や
貸
切
見
学
と
宿
泊
の
サ
ー
ビ
ス
は
あ
る
よ

う
だ
が
、彼
ら
が
も
っ
と
求
め
て
い
る
の
は
、

た
だ
「
来
て
み
る
」
の
で
は
な
く
、
こ
の
時

間
で
五
感
を
使
い
、
ど
の
よ
う
に
し
て
中
国

の
文
化
か
ら
日
本
独
特
の
文
化
ま
で
発
展
し

た
の
か
、
い
た
だ
く
精
進
料
理
に
含
ま
れ
る

哲
学
と
歴
史
と
は
何
か
、
ま
た
仏
像
の
特
徴

の
時
代
変
遷
な
ど
を
、
分
か
り
や
す
い
言
語

や
説
明
で
没
入
し
た
い
と
い
う
深
層
心
理
が

あ
る
。
ま
た
、
日
本
で
は
当
た
り
前
の
よ
う

な
医
療
環
境
・
介
護
常
識
な
ど
に
つ
い
て
も
、

中
国
で
は
聞
い
た
こ
と
も
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
日
中
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
わ
か
っ
た
上
で
の

商
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
た
だ
「
も
の
」「
こ
と
」
だ
け
で
な
く
、

「
な
ぜ
」
も
答
え
て
く
れ
る
日
本
の
観
光
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
高
付
加
価
値
観
光
客
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
中
国
／
中
華

圏
の
特
有
な
文
化
か
ら
、
影
響
力
の
あ
る
ア

カ
ウ
ン
ト
の
「
S
N
S
発
信
」
と
身
近
な
「
口

コ
ミ
」
の
相
乗
効
果
が
必
須
で
あ
る
。
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
高
付
加
価
値
観
光
客
の
特
性

と
嗜
好
を
把
握
し
た
上
で
、
彼
ら
が
フ
ォ

ロ
ー
す
る
ア
カ
ウ
ン
ト
で
の
発
信
は
も
ち
ろ

ん
、
彼
ら
に
口
コ
ミ
し
て
も
ら
う
、
ま
た
は

彼
ら
の
友
人
に
口
コ
ミ
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
既
存
の
顧
客
と
の
関
係
構
築
や
顧
客
体

験
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
観
光
産
業
は
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
成
長

産
業
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、
訪
日
中
国
人
は

数
的
に
も
単
価
的
に
も
存
在
感
が
圧
倒
的
で

あ
る
。
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
継
続
的
に
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、
重
要
な
都
市
部
若
者
富
裕

層
の
心
を
掴
む
必
要
が
あ
る
し
、彼
ら
の
ニ
ー

ズ
は
常
に
進
化
し
て
い
る
。
今
後
、
本
稿
で

紹
介
し
た
彼
ら
の
行
動
パ
タ
ー
ン
と
消
費
嗜

好
を
踏
ま
え
、
も
っ
と
質
の
高
い
コ
ン
テ
ン

ツ
を
創
出
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
継
続

的
な
成
長
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

注：コロナ時期(2020年4-6月期～2023年1-3月期)の異常時を除く
出所：2024年1-3月期まで観光庁【訪日外国人消費動向調査】より、2024年4-6月期以降は観光庁「【インバウンド消費動向調査】より作成

出所：2024年1-3月期まで観光庁【訪日外国人消費動向調査】より、2024年4-6月期以降は観光庁「【インバウンド消費動向調査】より作成

注：2020年人口センサス・2023中国富裕層世帯キャッシュフロー管理報告から当社推計
出所：JETROビジネスニュース、深セン市政府ポータルサイトより作成

1回目

2-3回目

4回目以上

2025年4-6月期 
中国：1,320人
その他：5,862人

（円／人）

（％）
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2023
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Q2 Q3 Q4Q1 Q1

2014
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2015
Q1 Q2 Q3 Q4

2016
Q1 Q2 Q3 Q4

2017
Q1 Q2 Q3 Q4

2018
Q1 Q2 Q3 Q4

2019
Q1 Q2 Q3 Q4

2020
～2022

2023
Q2 Q3 Q4

2024
Q1 Q2 Q3 Q4

2025
Q1 Q2

都市部
若者富裕層
400万人

重要ターゲット

都市部
若者層

 （20-39歳） 
2.6億人

都市部人口
9.2億人

中国全人口
14.1億人

中国

その他の国・地域

オーストラリア・香港・中国における高付加価値旅行者の最新潮流3
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コ
ロ
ナ
後
、
日
本
ブ
ー
ム
と
円
安
な
ど
を

背
景
に
、
訪
日
外
国
人
の
人
数
も
消
費
単
価

も
年
々
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
旅
行

日
数
は
短
め
だ
が
、
1
人
1
回
あ
た
り
の
旅

行
支
出
が
他
国
よ
り
高
い
訪
日
中
国
人
が
目

立
っ
て
い
る
（
図
1
）。
一
方
、
現
在
の
訪

日
中
国
人
に
ま
つ
わ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
図
2
の

通
り
、
コ
ロ
ナ
を
境
に
、
中
国
人
の
リ
ピ
ー

ト
率
が
下
が
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
日
本
の
真

の
フ
ァ
ン
が
離
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
結
果
、
訪
日
中
国
人
と
他
国
の
旅
行
支

出
の
差
が
縮
ま
っ
て
い
る
。

　
彼
ら
の
多
く
は
、
都
市
部
に
い
る
若
者
富

裕
層
（
＝
高
付
加
価
値
観
光
客
）
だ
と
み
ら

れ
る
。
消
費
単
価
が
高
い
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
の
文
化
・
歴
史
に
高
い
関
心
を
持
ち
、

都
市
や
地
方
で
様
々
な
体
験
を
通
し
て
日
本

観
光
を
楽
し
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は

様
々
な
行
動
・
消
費
パ
タ
ー
ン
を
持
っ
て
い

る
た
め
、
本
当
の
姿
を
把
握
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

す
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ま
だ
少
な
い
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
後
、中
国
国
内
観
光
市
場
の
人
気
向
上
、

中
東
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
シ

フ
ト
に
よ
り
、
彼
ら
の
「
日
本
離
れ
」
が
確

実
に
進
ん
で
い
る
。
都
市
部
の
若
者
富
裕
層

は
図
3
の
通
り
、
訪
日
中
国
人
に
お
け
る
一

番
重
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
り
、
彼

ら
の
観
光
嗜
好
と
ト
レ
ン
ド
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
下
の
若
者
な
い
し
全
て
の
訪
日
中
国
人
に

影
響
を
与
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
か
に
彼

ら
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
継
続
的
に
来
て
も

ら
う
か
は
日
本
に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
本
稿
で
は
、
典
型
的
な
高
付
加
価
値

中
国
人
観
光
客
の
行
動
パ
タ
ー
ン
と
消
費
嗜

好
を
紹
介
し
た
上
で
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
日

本
観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
彼
ら
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
日
本
や
欧
米
だ
と
、
裕
福
な
観
光
客
と
言

う
と
、
定
年
退
職
し
た
シ
ニ
ア
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
お
金
も
時
間
も
教

養
も
あ
る
の
で
、
優
雅
な
旅
行
を
す
る
傾
向

に
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
へ
観
光
に
来
る
中

国
の
高
付
加
価
値
観
光
客
の
ほ
と
ん
ど
は
若

い
人
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
現
在
の
中
高

年
層
の
中
国
人
は
成
育
環
境
の
影
響
で
海
外

旅
行
を
楽
し
む
こ
と
に
教
養
・
価
値
観
・
金

銭
観
の
バ
リ
ア
が
あ
る
一
方
、
40
代
以
下
の

若
者
は
、
先
進
国
と
ほ
ぼ
同
じ
な
い
し
そ
れ

以
上
の
レ
ベ
ル
の
教
育
と
暮
ら
し
を
送
っ
て

き
た
た
め
、
海
外
を
楽
し
む
条
件
を
備
え
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
一
番
よ
く
あ
る
の
は
中
国
国
内

の
大
手
民
間
企
業
や
外
資
企
業
で
働
く
エ

リ
ー
ト
と
そ
の
家
族
や
友
人
の
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
。
30
代
か
ら
40
代
前
半
で
年
収
は
数
千

万
円
あ
り
、
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
が
大
き
く
、

教
養
も
高
い
。
年
に
一
度
、
春
節
か
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
小
さ
な
子
供
と
両
家
の
両

親
を
連
れ
て
日
本
で
8
日
間
の
旅
行
を
す

る
。
夫
は
仕
事
が
超
多
忙
で
普
段
な
か
な
か

家
族
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い
が
、
専
業
主
婦

の
妻
に
手
配
し
て
も
ら
い
、
日
本
で
濃
厚
な

家
族
団
ら
ん
の
時
間
を
過
ご
す
。
子
供
が
喜

び
親
に
も
優
し
い
都
市
観
光
や
、
現
地
ツ

ア
ー
で
九
州
や
北
海
道
で
2
‐
3
泊
す
る
。

子
供
の
遊
び
、
親
の
温
泉
、
妻
の
買
い
物
、

そ
し
て
夫
の
グ
ル
メ
と
癒
し
…
1
人
当
た
り

の
旅
行
費
用
は
平
気
で
2
0
0
万
円
を
超
え

る
が
、
年
に
一
度
の
ご
褒
美
な
の
で
あ
ら
ゆ

る
面
で
楽
し
む
。
そ
れ
以
外
の
旅
行
は
、
夏

中
国
の

高
付
加
価
値

旅
行
者
の

真
相

3 3

中
国
若
者
富
裕
層

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
代
表
。

2
0
1
4
年
か
ら
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
と
中
国

消
費
市
場
の
研
究
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
、2
0
2
3
年

1
月
独
立
。現
在
20
〜
40
代
の
消
費
深
層

心
理
に
注
力
し
、世
帯
年
収
1
0
0
0
万

円
〜
10
億
円
の
中
高
収
入・富
裕
層
の
行

動
を
常
に
把
握
。彼
ら
の
消
費
の
深
層
心

理
を
分
析
し
、中
国
若
者・富
裕
層
に
対
す

る
戦
略
立
案・遂
行
を
支
援
。東
京
大
学

大
学
院
修
士
。首
相
官
邸
観
光
戦
略
実
行

推
進
会
議
有
識
者
、J
N
T
O
中
国
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
な
ど
政
府
委
員
を
務
め
、情
報

発
信
実
績
を
多
数
有
す
る
。

劉 

瀟
瀟

図 1 訪日外国人観光客1人当たりの旅行消費単価の推移

図 2 訪日中国人のリピート数推移

図 3
中国人口の
若者富裕層分布
イメージ
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し
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ゃ
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）

休
み
や
短
い
学
校
の
休
み
の
時
、
妻
と
マ
マ

友
が
子
供
た
ち
を
連
れ
て
短
期
旅
行
。
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
超
高

級
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、子
供
た
ち
を
遊
ば
せ
、

マ
マ
た
ち
は
注
射
や
点
滴
な
ど
の
プ
チ
美
容

整
形
を
し
た
り
、
地
方
だ
と
子
供
と
た
っ
ぷ

り
自
然
を
楽
し
む
。

　
さ
ら
に
、
彼
ら
を
超
え
る
高
付
加
価
値
観

光
客
は
、
数
は
少
な
く
な
る
が
、
1
人
あ
た

り
の
単
価
が
1
千
万
円
を
超
え
る
人
も
い

る
。
例
え
ば
政
府
や
国
有
企
業
の
幹
部
や
成

功
し
た
起
業
家
と
そ
の
家
族

だ
。
本
人
が
来
づ
ら
い
ケ
ー
ス

も
あ
る
が
、
例
え
ば
そ
の
家
族

た
ち
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ

ト
で
来
日
し
、
1
回
2
‐
3
百

万
円
も
す
る
再
生
医
療
や
、

1
0
0
万
円
で
貸
し
切
る
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー
の
予
約
な

ど
、
健
康
や
文
化
へ
の
探
求
に

お
金
を
惜
し
ま
な
い
。

　
ま
た
、
収
入
は
そ
こ
ま
で
高

い
わ
け
で
も
な
い
が
、
自
分
の

趣
味
に
お
金
を
惜
し
ま
ず
、
1

回
の
訪
日
消
費
額
が
1
0
0
万

円
以
上
に
な
る
若
者
も
多
い
。

航
空
券
と
宿
泊
代
を
節
約
す
る

が
、
1
週
間
の
間
に
毎
朝
4
時

間
池
袋
の
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
セ
ン
タ
ー
で
ガ

チ
ャ
ガ
チ
ャ
を
し
た
後
、
秋
葉
原
で
フ
ィ

ギ
ュ
ア
や
推
し
の
グ
ッ
ズ
を
買
い
集
め
、
2

つ
の
大
き
な
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に
詰
め
込
ん
で

帰
っ
た
り
、
ア
イ
ド
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
の

追
っ
か
け
と
し
て
全
国
ツ
ア
ー
を
巡
っ
た
り

す
る
人
も
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ブ
ラ
ン
ド
品
や
日
用
品
の
爆

買
い
も
依
然
と
し
て
人
気
が
高
い
し
、
ミ

シ
ュ
ラ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
、
熊
野
古
道
巡
り
や

ス
キ
ー
の
た
め
だ
け
に
来
日
す
る
人
も
い

る
。
つ
ま
り
、
日
本
は
彼
ら
に
と
っ
て
関
心

の
高
い
コ
ン
テ
ン
ツ
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で

あ
る
。

　
買
い
物
や
グ
ル
メ
は
も
ち
ろ
ん
、
昔
の
中

国
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
の
文

化
コ
ン
テ
ン
ツ
に
対
す
る
人
気
は
ダ
ン
ト
ツ

に
高
い
。
特
に
現
在
の
若
者
は
、
小
さ
い
頃

か
ら
愛
国
教
育
を
受
け
て
い
る
た
め
、
中
華

伝
統
文
化
へ
の
関
心
が
高
い
。
日
本
で
は
古

い
中
国
か
ら
来
て
ア
レ
ン
ジ
し
た
文
化
コ
ン

テ
ン
ツ
が
豊
富
な
た
め
、
こ
れ
か
ら
発
展
す

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
。
ま
た
、
日
本
の

バ
ブ
ル
期
か
ら
育
っ
て
き
た
ス
キ
ー
、
キ
ャ

ン
プ
、
リ
ゾ
ー
ト
、
ア
ー
ト
ツ
ア
ー
な
ど
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
ま
つ
わ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

も
中
国
人
の
高
付
加
価
値
観
光
客
を
魅
了
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
若
い
世
代
を
中
心
と
し

た
高
付
加
価
値
観
光
客
は
、
自
分
の
親
の
介

護
と
自
分
の
健
康
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

り
、
高
齢
社
会
の
先
進
国
で
あ
る
日
本
の
ヘ

ル
ス
ケ
ア
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
も

高
い
。

　
上
述
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
、
若
者
高

付
加
価
値
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
潜
在
ニ
ー
ズ
と
し
て

ま
だ
潜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。例
え
ば
、

寺
院
に
関
す
る
文
化
体
験
に
つ
い
て
、
座
禅

や
貸
切
見
学
と
宿
泊
の
サ
ー
ビ
ス
は
あ
る
よ

う
だ
が
、彼
ら
が
も
っ
と
求
め
て
い
る
の
は
、

た
だ
「
来
て
み
る
」
の
で
は
な
く
、
こ
の
時

間
で
五
感
を
使
い
、
ど
の
よ
う
に
し
て
中
国

の
文
化
か
ら
日
本
独
特
の
文
化
ま
で
発
展
し

た
の
か
、
い
た
だ
く
精
進
料
理
に
含
ま
れ
る

哲
学
と
歴
史
と
は
何
か
、
ま
た
仏
像
の
特
徴

の
時
代
変
遷
な
ど
を
、
分
か
り
や
す
い
言
語

や
説
明
で
没
入
し
た
い
と
い
う
深
層
心
理
が

あ
る
。
ま
た
、
日
本
で
は
当
た
り
前
の
よ
う

な
医
療
環
境
・
介
護
常
識
な
ど
に
つ
い
て
も
、

中
国
で
は
聞
い
た
こ
と
も
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
日
中
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
わ
か
っ
た
上
で
の

商
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
た
だ
「
も
の
」「
こ
と
」
だ
け
で
な
く
、

「
な
ぜ
」
も
答
え
て
く
れ
る
日
本
の
観
光
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
高
付
加
価
値
観
光
客
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
中
国
／
中
華

圏
の
特
有
な
文
化
か
ら
、
影
響
力
の
あ
る
ア

カ
ウ
ン
ト
の
「
S
N
S
発
信
」
と
身
近
な
「
口

コ
ミ
」
の
相
乗
効
果
が
必
須
で
あ
る
。
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
高
付
加
価
値
観
光
客
の
特
性

と
嗜
好
を
把
握
し
た
上
で
、
彼
ら
が
フ
ォ

ロ
ー
す
る
ア
カ
ウ
ン
ト
で
の
発
信
は
も
ち
ろ

ん
、
彼
ら
に
口
コ
ミ
し
て
も
ら
う
、
ま
た
は

彼
ら
の
友
人
に
口
コ
ミ
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
既
存
の
顧
客
と
の
関
係
構
築
や
顧
客
体

験
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
観
光
産
業
は
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
成
長

産
業
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、
訪
日
中
国
人
は

数
的
に
も
単
価
的
に
も
存
在
感
が
圧
倒
的
で

あ
る
。
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
継
続
的
に
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、
重
要
な
都
市
部
若
者
富
裕

層
の
心
を
掴
む
必
要
が
あ
る
し
、彼
ら
の
ニ
ー

ズ
は
常
に
進
化
し
て
い
る
。
今
後
、
本
稿
で

紹
介
し
た
彼
ら
の
行
動
パ
タ
ー
ン
と
消
費
嗜

好
を
踏
ま
え
、
も
っ
と
質
の
高
い
コ
ン
テ
ン

ツ
を
創
出
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
継
続

的
な
成
長
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

注：コロナ時期(2020年4-6月期～2023年1-3月期)の異常時を除く
出所：2024年1-3月期まで観光庁【訪日外国人消費動向調査】より、2024年4-6月期以降は観光庁「【インバウンド消費動向調査】より作成

出所：2024年1-3月期まで観光庁【訪日外国人消費動向調査】より、2024年4-6月期以降は観光庁「【インバウンド消費動向調査】より作成

注：2020年人口センサス・2023中国富裕層世帯キャッシュフロー管理報告から当社推計
出所：JETROビジネスニュース、深セン市政府ポータルサイトより作成
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コ
ロ
ナ
後
、
日
本
ブ
ー
ム
と
円
安
な
ど
を

背
景
に
、
訪
日
外
国
人
の
人
数
も
消
費
単
価

も
年
々
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
旅
行

日
数
は
短
め
だ
が
、
1
人
1
回
あ
た
り
の
旅

行
支
出
が
他
国
よ
り
高
い
訪
日
中
国
人
が
目

立
っ
て
い
る
（
図
1
）。
一
方
、
現
在
の
訪

日
中
国
人
に
ま
つ
わ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
図
2
の

通
り
、
コ
ロ
ナ
を
境
に
、
中
国
人
の
リ
ピ
ー

ト
率
が
下
が
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
日
本
の
真

の
フ
ァ
ン
が
離
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
結
果
、
訪
日
中
国
人
と
他
国
の
旅
行
支

出
の
差
が
縮
ま
っ
て
い
る
。

　
彼
ら
の
多
く
は
、
都
市
部
に
い
る
若
者
富

裕
層
（
＝
高
付
加
価
値
観
光
客
）
だ
と
み
ら

れ
る
。
消
費
単
価
が
高
い
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
の
文
化
・
歴
史
に
高
い
関
心
を
持
ち
、

都
市
や
地
方
で
様
々
な
体
験
を
通
し
て
日
本

観
光
を
楽
し
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は

様
々
な
行
動
・
消
費
パ
タ
ー
ン
を
持
っ
て
い

る
た
め
、
本
当
の
姿
を
把
握
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

す
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ま
だ
少
な
い
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
後
、中
国
国
内
観
光
市
場
の
人
気
向
上
、

中
東
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
シ

フ
ト
に
よ
り
、
彼
ら
の
「
日
本
離
れ
」
が
確

実
に
進
ん
で
い
る
。
都
市
部
の
若
者
富
裕
層

は
図
3
の
通
り
、
訪
日
中
国
人
に
お
け
る
一

番
重
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
り
、
彼

ら
の
観
光
嗜
好
と
ト
レ
ン
ド
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
下
の
若
者
な
い
し
全
て
の
訪
日
中
国
人
に

影
響
を
与
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
か
に
彼

ら
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
継
続
的
に
来
て
も

ら
う
か
は
日
本
に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
本
稿
で
は
、
典
型
的
な
高
付
加
価
値

中
国
人
観
光
客
の
行
動
パ
タ
ー
ン
と
消
費
嗜

好
を
紹
介
し
た
上
で
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
日

本
観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
彼
ら
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
日
本
や
欧
米
だ
と
、
裕
福
な
観
光
客
と
言

う
と
、
定
年
退
職
し
た
シ
ニ
ア
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
お
金
も
時
間
も
教

養
も
あ
る
の
で
、
優
雅
な
旅
行
を
す
る
傾
向

に
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
へ
観
光
に
来
る
中

国
の
高
付
加
価
値
観
光
客
の
ほ
と
ん
ど
は
若

い
人
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
現
在
の
中
高

年
層
の
中
国
人
は
成
育
環
境
の
影
響
で
海
外

旅
行
を
楽
し
む
こ
と
に
教
養
・
価
値
観
・
金

銭
観
の
バ
リ
ア
が
あ
る
一
方
、
40
代
以
下
の

若
者
は
、
先
進
国
と
ほ
ぼ
同
じ
な
い
し
そ
れ

以
上
の
レ
ベ
ル
の
教
育
と
暮
ら
し
を
送
っ
て

き
た
た
め
、
海
外
を
楽
し
む
条
件
を
備
え
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
一
番
よ
く
あ
る
の
は
中
国
国
内

の
大
手
民
間
企
業
や
外
資
企
業
で
働
く
エ

リ
ー
ト
と
そ
の
家
族
や
友
人
の
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
。
30
代
か
ら
40
代
前
半
で
年
収
は
数
千

万
円
あ
り
、
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
が
大
き
く
、

教
養
も
高
い
。
年
に
一
度
、
春
節
か
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
小
さ
な
子
供
と
両
家
の
両

親
を
連
れ
て
日
本
で
8
日
間
の
旅
行
を
す

る
。
夫
は
仕
事
が
超
多
忙
で
普
段
な
か
な
か

家
族
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い
が
、
専
業
主
婦

の
妻
に
手
配
し
て
も
ら
い
、
日
本
で
濃
厚
な

家
族
団
ら
ん
の
時
間
を
過
ご
す
。
子
供
が
喜

び
親
に
も
優
し
い
都
市
観
光
や
、
現
地
ツ

ア
ー
で
九
州
や
北
海
道
で
2
‐
3
泊
す
る
。

子
供
の
遊
び
、
親
の
温
泉
、
妻
の
買
い
物
、

そ
し
て
夫
の
グ
ル
メ
と
癒
し
…
1
人
当
た
り

の
旅
行
費
用
は
平
気
で
2
0
0
万
円
を
超
え

る
が
、
年
に
一
度
の
ご
褒
美
な
の
で
あ
ら
ゆ

る
面
で
楽
し
む
。
そ
れ
以
外
の
旅
行
は
、
夏

休
み
や
短
い
学
校
の
休
み
の
時
、
妻
と
マ
マ

友
が
子
供
た
ち
を
連
れ
て
短
期
旅
行
。
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
超
高

級
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、子
供
た
ち
を
遊
ば
せ
、

マ
マ
た
ち
は
注
射
や
点
滴
な
ど
の
プ
チ
美
容

整
形
を
し
た
り
、
地
方
だ
と
子
供
と
た
っ
ぷ

り
自
然
を
楽
し
む
。

　
さ
ら
に
、
彼
ら
を
超
え
る
高
付
加
価
値
観

光
客
は
、
数
は
少
な
く
な
る
が
、
1
人
あ
た

り
の
単
価
が
1
千
万
円
を
超
え
る
人
も
い

る
。
例
え
ば
政
府
や
国
有
企
業
の
幹
部
や
成

功
し
た
起
業
家
と
そ
の
家
族

だ
。
本
人
が
来
づ
ら
い
ケ
ー
ス

も
あ
る
が
、
例
え
ば
そ
の
家
族

た
ち
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ

ト
で
来
日
し
、
1
回
2
‐
3
百

万
円
も
す
る
再
生
医
療
や
、

1
0
0
万
円
で
貸
し
切
る
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー
の
予
約
な

ど
、
健
康
や
文
化
へ
の
探
求
に

お
金
を
惜
し
ま
な
い
。

　
ま
た
、
収
入
は
そ
こ
ま
で
高

い
わ
け
で
も
な
い
が
、
自
分
の

趣
味
に
お
金
を
惜
し
ま
ず
、
1

回
の
訪
日
消
費
額
が
1
0
0
万

円
以
上
に
な
る
若
者
も
多
い
。

航
空
券
と
宿
泊
代
を
節
約
す
る

が
、
1
週
間
の
間
に
毎
朝
4
時

間
池
袋
の
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
セ
ン
タ
ー
で
ガ

チ
ャ
ガ
チ
ャ
を
し
た
後
、
秋
葉
原
で
フ
ィ

ギ
ュ
ア
や
推
し
の
グ
ッ
ズ
を
買
い
集
め
、
2

つ
の
大
き
な
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に
詰
め
込
ん
で

帰
っ
た
り
、
ア
イ
ド
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
の

追
っ
か
け
と
し
て
全
国
ツ
ア
ー
を
巡
っ
た
り

す
る
人
も
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ブ
ラ
ン
ド
品
や
日
用
品
の
爆

買
い
も
依
然
と
し
て
人
気
が
高
い
し
、
ミ

シ
ュ
ラ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
、
熊
野
古
道
巡
り
や

ス
キ
ー
の
た
め
だ
け
に
来
日
す
る
人
も
い

る
。
つ
ま
り
、
日
本
は
彼
ら
に
と
っ
て
関
心

の
高
い
コ
ン
テ
ン
ツ
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で

あ
る
。

　
買
い
物
や
グ
ル
メ
は
も
ち
ろ
ん
、
昔
の
中

国
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
の
文

化
コ
ン
テ
ン
ツ
に
対
す
る
人
気
は
ダ
ン
ト
ツ

に
高
い
。
特
に
現
在
の
若
者
は
、
小
さ
い
頃

か
ら
愛
国
教
育
を
受
け
て
い
る
た
め
、
中
華

伝
統
文
化
へ
の
関
心
が
高
い
。
日
本
で
は
古

い
中
国
か
ら
来
て
ア
レ
ン
ジ
し
た
文
化
コ
ン

テ
ン
ツ
が
豊
富
な
た
め
、
こ
れ
か
ら
発
展
す

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
。
ま
た
、
日
本
の

バ
ブ
ル
期
か
ら
育
っ
て
き
た
ス
キ
ー
、
キ
ャ

ン
プ
、
リ
ゾ
ー
ト
、
ア
ー
ト
ツ
ア
ー
な
ど
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
ま
つ
わ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

も
中
国
人
の
高
付
加
価
値
観
光
客
を
魅
了
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
若
い
世
代
を
中
心
と
し

た
高
付
加
価
値
観
光
客
は
、
自
分
の
親
の
介

護
と
自
分
の
健
康
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

り
、
高
齢
社
会
の
先
進
国
で
あ
る
日
本
の
ヘ

ル
ス
ケ
ア
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
も

高
い
。

　
上
述
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
、
若
者
高

付
加
価
値
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
潜
在
ニ
ー
ズ
と
し
て

ま
だ
潜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。例
え
ば
、

寺
院
に
関
す
る
文
化
体
験
に
つ
い
て
、
座
禅

や
貸
切
見
学
と
宿
泊
の
サ
ー
ビ
ス
は
あ
る
よ

う
だ
が
、彼
ら
が
も
っ
と
求
め
て
い
る
の
は
、

た
だ
「
来
て
み
る
」
の
で
は
な
く
、
こ
の
時

間
で
五
感
を
使
い
、
ど
の
よ
う
に
し
て
中
国

の
文
化
か
ら
日
本
独
特
の
文
化
ま
で
発
展
し

た
の
か
、
い
た
だ
く
精
進
料
理
に
含
ま
れ
る

哲
学
と
歴
史
と
は
何
か
、
ま
た
仏
像
の
特
徴

の
時
代
変
遷
な
ど
を
、
分
か
り
や
す
い
言
語

や
説
明
で
没
入
し
た
い
と
い
う
深
層
心
理
が

あ
る
。
ま
た
、
日
本
で
は
当
た
り
前
の
よ
う

な
医
療
環
境
・
介
護
常
識
な
ど
に
つ
い
て
も
、

中
国
で
は
聞
い
た
こ
と
も
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
日
中
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
わ
か
っ
た
上
で
の

商
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
た
だ
「
も
の
」「
こ
と
」
だ
け
で
な
く
、

「
な
ぜ
」
も
答
え
て
く
れ
る
日
本
の
観
光
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
高
付
加
価
値
観
光
客
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
中
国
／
中
華

圏
の
特
有
な
文
化
か
ら
、
影
響
力
の
あ
る
ア

カ
ウ
ン
ト
の
「
S
N
S
発
信
」
と
身
近
な
「
口

コ
ミ
」
の
相
乗
効
果
が
必
須
で
あ
る
。
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
高
付
加
価
値
観
光
客
の
特
性

と
嗜
好
を
把
握
し
た
上
で
、
彼
ら
が
フ
ォ

ロ
ー
す
る
ア
カ
ウ
ン
ト
で
の
発
信
は
も
ち
ろ

ん
、
彼
ら
に
口
コ
ミ
し
て
も
ら
う
、
ま
た
は

彼
ら
の
友
人
に
口
コ
ミ
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
既
存
の
顧
客
と
の
関
係
構
築
や
顧
客
体

験
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
観
光
産
業
は
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
成
長

産
業
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、
訪
日
中
国
人
は

数
的
に
も
単
価
的
に
も
存
在
感
が
圧
倒
的
で

あ
る
。
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
継
続
的
に
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、
重
要
な
都
市
部
若
者
富
裕

層
の
心
を
掴
む
必
要
が
あ
る
し
、彼
ら
の
ニ
ー

ズ
は
常
に
進
化
し
て
い
る
。
今
後
、
本
稿
で

紹
介
し
た
彼
ら
の
行
動
パ
タ
ー
ン
と
消
費
嗜

好
を
踏
ま
え
、
も
っ
と
質
の
高
い
コ
ン
テ
ン

ツ
を
創
出
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
継
続

的
な
成
長
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。
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今
回
、唯
一
無
二
の
高
付
加
価
値
体
験
を
提
供
す
る
5
事
業
者
へ
の
取
材
を
通
じ
て
、

本
物
を
求
め
る
旅
行
者
へ
の
効
果
的
な
訴
求
方
法
や

コ
ン
テ
ン
ツ
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
る
ヒ
ン
ト
を
探
っ
た
。

各
社
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
は
、自
社
の
利
益
追
求
に
留
ま
ら
ず
、

地
域
や
業
界
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
も
貢
献
し
た
い
と
い
う
強
い
想
い
が
共
通
し
て
感
じ
ら
れ
た
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
つ
つ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
プ
ロ
と
し
て
の
確
か
な
目
利
き
を
活
か
し
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
高
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
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根
造
園
…
…
…
P
40

体
験
を
通
し
て

日
本
庭
園
を
世
界
に

12345

唯
一
無
二
の

「
体
験
価
値
」を

創
造
す
る

～高付加価値で　
旅行者を魅了する
　5つのアプローチ～

4
唯一無二の「体験価値」を創造する4
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唯
一
無
二
の
体
験
で

地
域
と
旅
人
を
つ
な
ぎ

日
本
酒
の
未
来
を
描
く

　
最
初
は
日
本
酒
や
日
本
の
農
業
に
貢
献
で

き
た
ら
い
い
な
と
い
う
想
い
が
強
か
っ
た
の

で
す
が
、
あ
る
と
き
、
酒
蔵
に
と
っ
て
、「
観

光
蔵
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
は
、
酒
づ
く
り
の

姿
勢
を
問
わ
れ
る
よ
う
で
、
喜
ば
し
い
こ
と

で
は
な
い
と
知
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味

で
、K

U
R
A
B
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O
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は
あ
ま
り
歓
迎

さ
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
悩
ん
だ

時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
岡
崎
酒
造
の

岡
崎
さ
ん
と
出
会
い
、
岡
崎
さ
ん
を
は
じ
め

酒
蔵
の
方
々
と
お
仕
事
を
ご
一
緒
す
る
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
、
環
境
や
事
情
に
合

わ
せ
て
酒
蔵
と
お
客
様
と
を
つ
な
ぐ
体
験
を

作
る
意
義
は
あ
る
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
い
ま
、
岡
崎
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
て
い
る

棚
田
の
ホ
テ
ル
で
は
、
単
な
る
宿
泊
事
業
で

成
り
立
た
せ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
は
な
く

て
、
そ
こ
に
泊
ま
る
た
め
に
は
棚
田
の
オ
ー

ナ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
と
い
う
ス
キ
ー
ム
を

目
指
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
オ
ー
ナ
ー

に
な
る
た
め
の
参
加
費
は
す
べ
て
棚
田
の
保

全
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。
お
米
を
作
っ
て
売

る
だ
け
だ
と
限
界
が
あ
る
た
め
、
体
験
と
組

み
合
わ
せ
た
付
加
価
値
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
作
っ
て
、
そ
こ
に
お
金
を
払
っ
て
も
ら
う

と
い
う
仕
組
み
で
す
。
そ
れ
が
日
本
酒
の
ブ

ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
、
さ
ら
に
日
本
酒
づ
く

り
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
が
価
格
に
反
映
さ
れ
る

と
い
う
と
こ
ろ
を
次
の
2
〜
3
年
で
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
い
日
本
酒
を
造
る
に
は
設
備
投
資
だ

け
で
な
く
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
技
術
力

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
か
つ
そ
の
背
景
に
は

長
年
受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本
な
ら
で
は

の
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
を
お

客
様
が
身
を
も
っ
て
体
験
す
る
こ
と
で
、

先
人
の
叡
智
と
酒
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ

を
実
感
し
て
も
ら
え
ま
す
し
、
文
化
へ
の

正
し
い
理
解
が
日
本
酒
の
フ
ァ
ン
を
さ
ら

に
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
信

じ
て
い
ま
す
。
日
本
酒
は
も
ち
ろ
ん
、
日

本
な
ら
で
は
の
技
術
や
文
化
、
伝
統
と
い
っ

た
唯
一
無
二
の
も
の
と
の
接
点
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
もK
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を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
聞
き
手
：
福
永
香
織
・
柿
島
あ
か
ね
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）

が
近
い
方
を
集
客
す
る
」
と
い
う
点
で
、
デ

ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
も
お
客
様
を
こ
ち
ら
側
で

「
絞
り
込
む
」
と
い
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

顧
客
と
受
け
入
れ
側
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
な
く

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
結
果
的
に
双
方
が

ハ
ッ
ピ
ー
に
な
り
ま
す
。

　
参
加
さ
れ
る
方
は
、
7
〜
8
割
は
お
ひ
と

り
で
す
。
参
加
さ
れ
た
方
々
同
士
の
交
流
か

ら
、
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
で
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
私
見
で
す
が
、
ワ
イ
ン
好
き
の

方
は
経
済
力
に
よ
る
マ
ウ
ン
ト
の
取
り
合
い

の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
大
き
な
価
格
差
の

な
い
日
本
酒
の
世
界
は
そ
れ
が
な
く
、
飲
み

手
の
間
に
上
下
関
係
が
な
い
の
も
良
い
と
こ

ろ
で
す
。
日
本
酒
と
い
う
共
通
の
趣
味
が
あ

る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
仲
良
く
な
れ
る

―
―
そ
れ
がK

U
R
A
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な
ら
で

は
の
価
値
に
な
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
1
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
に
あ
る
、
木
桶
の
蓋

を
使
っ
た
大
き
な
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
に

は
、
日
本
酒
が
好
き
な
人
た
ち
が
集
ま
っ
て

語
り
合
う
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
強
い
想
い
を
込
め
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
参
加
者
全
員
が
仲
良
く
な
れ

る
よ
う
に
、
初
日
の
あ
い
さ
つ
の
時
点
で
ま

ず
私
が
皆
さ
ん
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。出
だ
し
で
お
客
様
の
心
を
つ
か
む
、

言
い
換
え
れ
ば
最
初
に
魔
法
を
か
け
て
し
ま

う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
そ
れ
に
は
経
験
が
必
要

で
、
私
の
場
合
は
旅
行
会
社
時
代
の
経
験
が

す
ご
く
生
き
て
い
ま
す
。
横
展
開
す
る
た
め

に
も
、
属
人
性
を
下
げ
た
ほ
う
が
い
い
と
い

う
声
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
自

身
、
一
時
期
そ
う
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
私
に
会
い
た
い
と
い
う
理
由
で

来
て
く
だ
さ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
い
ま
す

し
、K

U
R
A
B
IT
O
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Y

は
単
な
る
ホ

テ
ル
で
は
な
く
、
少
人
数
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
場
所
で
す
か
ら
。
こ
の
場
所
を
立
ち
上

げ
た
私
が
い
る
か
い
な
い
か
が
満
足
度
に
影

響
す
る
の
だ
と
し
た
ら
、
私
が
現
場
を
離
れ

る
と
い
う
選
択
肢
は
考
え
な
く
て
い
い
の
か

な
と
最
近
は
思
っ
て
い
ま
す
。

―
シ
ー
ズ
ン
以
外
の
体
験
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
今
年
か
ら
は
5
〜
11
月
限
定
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
「
酒
米
サ

イ
ク
リ
ン
グ
」
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、

8
・
9
月
に
上
田
市
の
棚
田
で
開
催
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
「T

A
N
A
D
A
 M
O
R
N
IN
G

（
棚

田
で
の
朝
ご
飯
体
験
）」
も
す
べ
て
満
席
で

す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
岡
崎
酒
造
の

社
長
・
岡
崎
謙
一
さ
ん
と
ご
一
緒
し
て
い
ま

す
。
岡
崎
さ
ん
が
進
め
て
い
る
棚
田
ホ
テ
ル

を
作
る
計
画
に
も
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
、
2
0
2
7
年
春
の
開
業
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
5
月
に
は
岡
崎
酒
造
さ
ん
と

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
「
酒
蔵
ホ
テ
ル
® K

IR
E
I

」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
岡
崎

酒
造
の
目
の
前
の
古
民
家
に
一
棟
貸
し
ス
タ

イ
ル
で
滞
在
で
き
、入
手
困
難
な
5
種
の「
信

州
亀
齢
」
を
蔵
人
が
調
理
し
た
ア
テ
と
共
に

味
わ
う
飲
み
比
べ
体
験
が
で
き
ま
す
。

う
わ
べ
だ
け
で
は
な
く
、

リ
ス
ク
を
背
負
っ
て

本
物
の
体
験
を

提
供
で
き
る
か
ど
う
か

―
最
近
は
他
地
域
で
も
同
じ
よ
う
な
蔵
人
の

体
験
が
で
き
る
も
の
も
増
え
て
き
ま
し
た
ね
。

　
観
光
地
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
ど
れ
だ
け
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
呼
び
込
め
る
か
に
挑
戦
し
た

の
が
こ
の
5
年
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
あ

ら
ゆ
る
認
証
制
度
や
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

に
申
し
込
ん
で
自
分
自
身
を
可
視
化
し
て
お

墨
付
き
を
い
た
だ
き
、
お
客
様
か
ら
の
信
頼

を
高
め
て
、
地
域
の
方
々
の
自
信
に
つ
な
げ

て
き
ま
し
た
。そ
の
次
の
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
、

他
地
域
で
の
立
ち
上
げ
支
援
や
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
な
ど
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
はK

U
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の
手

法
を
学
び
た
い
と
い
う
こ
と
で
話
を
聞
き
に

来
て
下
さ
る
方
も
い
ま
す
が
、
た
い
て
い
の

と
こ
ろ
、
欲
し
い
の
は
特
効
薬
で
す
。
で
も

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
単
純
に
な
ぞ
る
よ
う
な
こ
と

で
は
長
続
き
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
マ
ネ
ー

リ
ス
ク
を
負
っ
て
や
る
人
が
い
る
か
ど
う

か
。ス
ト
ー
リ
ー
の
作
り
込
み
は
も
ち
ろ
ん
、

我
々
は
、
ま
さ
に
「
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が

届
く
」、
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
お
客
様

に
ご
提
供
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
模
倣
商
品
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
弊
社
と
は
ま
っ
た
く
の
別
物
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と
は
思
い
つ

つ
、
蔵
人
体
験
の
市
場
が
荒
ら
さ
れ
る
の
は

良
く
な
い
こ
と
だ
と
も
思
う
の
で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
発
信
の
仕
方
も
意
識
し
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

日
本
酒
と
い
う
文
化
と

ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
伝
え
、

未
来
へ
つ
な
い
で
い
く

―
田
澤
さ
ん
が
思
い
描
く
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
し
た
料
金
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ

と
伝
え
る
と
納
得
し
て
く
れ
ま
す
。
特
に
、

K
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の
お
客
様
の
場
合

は
、
知
識
を
得
る
た
め
に
料
金
を
払
っ
て
来

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
た
ち
な
の
で
、
そ
の

分
の
料
金
が
か
か
っ
て
も
い
い
か
ら
英
語
で

き
ち
ん
と
説
明
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
も

あ
り
ま
す
。

―
現
在
は
日
本
人
と
海
外
の
方
の
割
合
は
ど

れ
く
ら
い
で
す
か
。
ま
た
、
海
外
の
方
は
ど

の
よ
う
に
し
てK
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を

見
つ
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
日
本
人
が
9
割
で
し
た
が
、

昨
年
度
は
日
本
人
が
6
割
、
外
国
人
が
4
割

で
し
た
。
多
い
の
は
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
こ
れ
ま

で
に
31
の
国
・
地
域
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　
年
代
と
し
て
一
番
多
い
の
は
30
〜
40
代
で

す
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
、
日
常
的

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
い
る
年
代
な
の
で
は
な

い
か
な
と
思
い
ま
す
。
直
接
的
な
口
コ
ミ
だ

け
で
な
く
、
そ
こ
で
の
誰
か
の
好
意
的
な
投

稿
や
レ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
見
て
、
予
約
し
て
く

だ
さ
る
方
が
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
職

業
と
し
て
は
、
ワ
イ
ン
や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

な
ど
の
醸
造
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る
方

や
、
趣
味
で
日
本
酒
を
愛
す
る
医
師
、
弁
護

士
、
教
員
、
警
察
を
リ
タ
イ
ヤ
し
た
方
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
海
外
の
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
経
由
で
の
申

し
込
み
も
時
々
受
け
付
け
る
の
で
す
が
、
そ

れ
ゆ
え
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
弊
社
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
蔵
人
体
験
が

メ
イ
ン
な
の
で
、
泊
ま
る
部
屋
は
蔵
人
が
寝

て
い
た
部
屋
を
仕
切
っ
て
作
っ
た
簡
素
な
つ

く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
、
外
国
人
が

経
営
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
専
門
旅
行
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
か
ら
の
紹
介
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
、

お
そ
ら
く
富
裕
層
の
ス
イ
ス
人
の
ご
夫
妻
が

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
し
て
か
ら
、
部
屋
の
こ
と

で
喧
嘩
を
始
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
最
後
は
と
て
も
満
足
し
て
帰
っ
て
い

た
だ
け
ま
し
た
が
、
誤
解
を
解
く
た
め
に
は

多
く
の
時
間
と
労
力
を
要
し
ま
す
。そ
う
い
っ

た
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
は
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
か

ら
お
客
様
へ
の
説
明
不
足
が
原
因
で
す
。
そ

う
し
た
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
を
介
す
場
合
に
は
ま
ず
、
企
画
担

当
者
自
身
が
事
前
に
蔵
人
体
験
に
参
加
す
る

こ
と
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
取
引

は
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
旅
行
会
社
側
が
参
加
枠
を
お

さ
え
て
い
た
場
合
、
集
客
で
き
ず
直
前
に
す

べ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
と
い
う
の
も
困
る
の
で
、

参
加
枠
を
お
さ
え
た
時
点
で
買
い
取
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
結

果
的
に
、
95
%
以
上
の
方
が
直
接
予
約
と
な

り
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
や
ス
ト
ー
リ
ー

の
設
定
に
よ
っ
て

自
然
と
客
層
が
絞
ら
れ
る

　
日
本
酒
と
い
う
テ
ー
マ
に
特
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
お
よ
そ

こ
う
い
う
方
が
来
る
だ
ろ
う
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
し
た
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
や
ス

ト
ー
リ
ー
の
設
定
に
よ
っ
て
、
あ

る
程
度
客
層
は
絞
り
込
め
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
実
際
、

テ
レ
ビ
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

と
幅
広
い
お
客
様
か
ら
問
い
合
わ

せ
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
弊
社
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
サ
イ
ト
デ
ザ
イ

ン
は
多
く
の
お
客
様
か
ら
は
大
変

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
中
に
は
そ
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
が
見
に
く
い
と
い
っ
た
お

声
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
方
は
、
丁
寧
に
説

明
を
し
て
い
っ
て
も
、
結
局
予
約

に
結
び
つ
か
な
い
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
そ

の
よ
う
な
場
合
を
悲
観
的
に
捉
え
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
そ
れ
は
そ
の
方
の
好
み
、
あ
る
い

は
そ
の
方
の
旅
の
ス
タ
イ
ル
と
弊
社
が
提
供

で
き
る
も
の
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
超
初
期
段
階
で
明
ら
か
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
ら
、「
こ

の
デ
ザ
イ
ン
を
心
地
良
く
感
じ
る
、
価
値
観

知
的
好
奇
心
を
満
た
す

酒
蔵
で
の
蔵
人
体
験

―
「K

U
R
A
B
IT
O
 S
T
A
Y

」
が
開
業
し
た

の
は
2
0
2
0
年
3
月
、
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍

の
真
っ
只
中
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
に
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
軌
道
に
乗
せ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　
旅
行
会
社
で
の
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
そ

の
経
験
を
活
か
せ
ば
、
旅
行
会
社
や
O
T
A

に
頼
ら
な
く
て
も
、
自
分
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を

作
れ
る
の
で
は
と
い
う
想
い
が
強
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
も
そ
も
1
回
10
名
限
定
、
実
施
す

る
の
は
年
間
約
25
週
で
、
受
け
入
れ
ら
れ
る

泊
数
で
い
う
と
延
べ
3
0
0
人
泊
く
ら
い
と

少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
直
接
予
約
の
み

の
か
た
ち
を
と
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
初
期
は
認
知
拡
大
の
た
め
に
、
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ン
テ
ス
ト
に
も
出
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ

の
頃
は
、
地
方
創
生
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
ど

う
取
り
込
む
か
と
い
う
こ
と
が
ト
レ
ン
ド

で
、
地
方
の
酒
蔵
を
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
に
す

る
と
い
う
珍
し
さ
と
相
ま
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア

で
も
た
く
さ
ん
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
が
専
業
主
婦
か
ら
の
再
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
の
で
、
政
府
が
掲
げ
る
地
方
に
お
け

る
女
性
の
活
躍
「
ワ
ー
ク
ア
ゲ
イ
ン
」
と
い

う
文
脈
と
合
っ
た
こ
と
も
好
機
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
農
林
水
産
省
や
観
光
庁
な
ど
の
補

助
事
業
に
も
採
択
さ
れ
、
そ
の
関
係
で
フ
ァ

ム
ト
リ
ッ
プ
を
や
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
広
告
宣
伝
費
を
か
け
ず
し
て
ど
ん
ど
ん

認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
あ
り

が
た
い
こ
と
に
お
客
様
の
満
足
度
も
当
初
か

ら
非
常
に
高
く
、
そ
の
口
コ
ミ
で
自
動
的
に

広
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
あ
と
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
影

響
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
酒
の
こ
と
を

調
べ
て
い
る
人
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
は
、
日

本
酒
の
情
報
が
常
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
す
よ
ね
。
日
本
酒
の
業
界
は
狭
い
の
で
、

日
本
酒
が
好
き
な
人
向
け
の
情
報
も
一
気
に

広
が
る
ん
で
す
。
開
業
か
ら
2
〜
3
年
目
に

は
、
日
本
酒
好
き
が
日
本
酒
好
き
を
呼
ぶ
よ

う
に
、
お
客
様
が
お
客
様
を
呼
ぶ
よ
う
な
周

期
に
入
り
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
稼
働
率
は
95
％

前
後
で
、ほ
ぼ
埋
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

K
U
R
A
B
IT
O
 S
T
A
Y

―
開
業
以
降
の
料
金
の
推
移
を
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　
当
初
は
1
泊
2
日
が
3
万
8
0
0
0
円
、

2
泊
3
日
が
5
万
8
0
0
0
円
程
度
で
、
当

時
は
日
本
人
も
外
国
人
も
同
じ
料
金
に
し
て

い
ま
し
た
。
現
在
は
、
日
本
人
の
場
合
は
1

泊
2
日
が
6
万
9
8
0
0
円
、
2
泊
3
日
が

8
万
9
8
0
0
円
程
度
、
外
国
人
の
場
合
は

そ
れ
ぞ
れ
9
万
9
8
0
0
円
、13
万
9
8
0
0

円
程
度
に
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
と
外
国
人

で
料
金
設
定
を
変
え
て
い
ま
す
が
、
弊
社
の

場
合
、
日
本
語
と
英
語
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

そ
れ
ぞ
れ
の
料
金
を
表
示
し
て
い
て
、
英
語

版
で
は
料
金
に
翻
訳
料
を
含
め
て
い
ま
す
。

ほ
ぼ
す
べ
て
の
ツ
ー
ル
に
英
語
版
を
用
意
し

て
い
る
ほ
か
、
通
訳
も
手
配
す
る
の
で
、

4 1

株
式
会
社KURABITO

 STAY

代

表
取
締
役
。長
野
県
小
諸
市
生
ま
れ
。

大
手
旅
行
会
社
、大
手
食
品
会
社（
ワ

イ
ン
営
業
部
）勤
務
後
、故
郷
で
あ
る

小
諸
市
へ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
U
タ
ー
ン
。（一
社
）こ
も
ろ
観
光
局

の
立
ち
上
げ
に
関
わ
る
。2
0
1
9
年
に
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ

ス
ト
で
優
勝
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
起
業
し
、2
0
2
0

年
、長
野
県
佐
久
市
の
老
舗
酒
蔵「
橘
倉
酒
造
」と
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
び
、か
つ
て
の
杜
氏
ら
が
利
用
し
た
築

1
0
0
年
の
宿
舎
を
宿
泊
施
設
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

世
界
初
と
な
る
蔵
人
体
験
が
で
き
る
酒
蔵
ホ
テ
ル
® 

KURABITO STAY

を
オ
ー
プ
ン
。

田
澤
麻
里
香（
た
ざ
わ
・
ま
り
か
）

唯一無二の「体験価値」を創造する4
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唯
一
無
二
の
体
験
で

地
域
と
旅
人
を
つ
な
ぎ

日
本
酒
の
未
来
を
描
く

　
最
初
は
日
本
酒
や
日
本
の
農
業
に
貢
献
で

き
た
ら
い
い
な
と
い
う
想
い
が
強
か
っ
た
の

で
す
が
、
あ
る
と
き
、
酒
蔵
に
と
っ
て
、「
観

光
蔵
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
は
、
酒
づ
く
り
の

姿
勢
を
問
わ
れ
る
よ
う
で
、
喜
ば
し
い
こ
と

で
は
な
い
と
知
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味

で
、K

U
R
A
B
IT
O
 S
T
A
Y

は
あ
ま
り
歓
迎

さ
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
悩
ん
だ

時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
岡
崎
酒
造
の

岡
崎
さ
ん
と
出
会
い
、
岡
崎
さ
ん
を
は
じ
め

酒
蔵
の
方
々
と
お
仕
事
を
ご
一
緒
す
る
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
、
環
境
や
事
情
に
合

わ
せ
て
酒
蔵
と
お
客
様
と
を
つ
な
ぐ
体
験
を

作
る
意
義
は
あ
る
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
い
ま
、
岡
崎
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
て
い
る

棚
田
の
ホ
テ
ル
で
は
、
単
な
る
宿
泊
事
業
で

成
り
立
た
せ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
は
な
く

て
、
そ
こ
に
泊
ま
る
た
め
に
は
棚
田
の
オ
ー

ナ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
と
い
う
ス
キ
ー
ム
を

目
指
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
オ
ー
ナ
ー

に
な
る
た
め
の
参
加
費
は
す
べ
て
棚
田
の
保

全
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。
お
米
を
作
っ
て
売

る
だ
け
だ
と
限
界
が
あ
る
た
め
、
体
験
と
組

み
合
わ
せ
た
付
加
価
値
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
作
っ
て
、
そ
こ
に
お
金
を
払
っ
て
も
ら
う

と
い
う
仕
組
み
で
す
。
そ
れ
が
日
本
酒
の
ブ

ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
、
さ
ら
に
日
本
酒
づ
く

り
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
が
価
格
に
反
映
さ
れ
る

と
い
う
と
こ
ろ
を
次
の
2
〜
3
年
で
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
い
日
本
酒
を
造
る
に
は
設
備
投
資
だ

け
で
な
く
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
技
術
力

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
か
つ
そ
の
背
景
に
は

長
年
受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本
な
ら
で
は

の
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
を
お

客
様
が
身
を
も
っ
て
体
験
す
る
こ
と
で
、

先
人
の
叡
智
と
酒
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ

を
実
感
し
て
も
ら
え
ま
す
し
、
文
化
へ
の

正
し
い
理
解
が
日
本
酒
の
フ
ァ
ン
を
さ
ら

に
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
信

じ
て
い
ま
す
。
日
本
酒
は
も
ち
ろ
ん
、
日

本
な
ら
で
は
の
技
術
や
文
化
、
伝
統
と
い
っ

た
唯
一
無
二
の
も
の
と
の
接
点
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
もK

U
R
A
B
IT
O
 S
T
A
Y

を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
聞
き
手
：
福
永
香
織
・
柿
島
あ
か
ね
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）

が
近
い
方
を
集
客
す
る
」
と
い
う
点
で
、
デ

ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
も
お
客
様
を
こ
ち
ら
側
で

「
絞
り
込
む
」
と
い
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

顧
客
と
受
け
入
れ
側
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
な
く

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
結
果
的
に
双
方
が

ハ
ッ
ピ
ー
に
な
り
ま
す
。

　
参
加
さ
れ
る
方
は
、
7
〜
8
割
は
お
ひ
と

り
で
す
。
参
加
さ
れ
た
方
々
同
士
の
交
流
か

ら
、
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
で
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
私
見
で
す
が
、
ワ
イ
ン
好
き
の

方
は
経
済
力
に
よ
る
マ
ウ
ン
ト
の
取
り
合
い

の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
大
き
な
価
格
差
の

な
い
日
本
酒
の
世
界
は
そ
れ
が
な
く
、
飲
み

手
の
間
に
上
下
関
係
が
な
い
の
も
良
い
と
こ

ろ
で
す
。
日
本
酒
と
い
う
共
通
の
趣
味
が
あ

る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
仲
良
く
な
れ
る

―
―
そ
れ
がK

U
R
A
B
IT
O
 S
T
A
Y

な
ら
で

は
の
価
値
に
な
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
1
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
に
あ
る
、
木
桶
の
蓋

を
使
っ
た
大
き
な
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
に

は
、
日
本
酒
が
好
き
な
人
た
ち
が
集
ま
っ
て

語
り
合
う
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
強
い
想
い
を
込
め
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
参
加
者
全
員
が
仲
良
く
な
れ

る
よ
う
に
、
初
日
の
あ
い
さ
つ
の
時
点
で
ま

ず
私
が
皆
さ
ん
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。出
だ
し
で
お
客
様
の
心
を
つ
か
む
、

言
い
換
え
れ
ば
最
初
に
魔
法
を
か
け
て
し
ま

う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
そ
れ
に
は
経
験
が
必
要

で
、
私
の
場
合
は
旅
行
会
社
時
代
の
経
験
が

す
ご
く
生
き
て
い
ま
す
。
横
展
開
す
る
た
め

に
も
、
属
人
性
を
下
げ
た
ほ
う
が
い
い
と
い

う
声
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
自

身
、
一
時
期
そ
う
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
私
に
会
い
た
い
と
い
う
理
由
で

来
て
く
だ
さ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
い
ま
す

し
、K

U
R
A
B
IT
O
 S
T
A
Y

は
単
な
る
ホ

テ
ル
で
は
な
く
、
少
人
数
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
場
所
で
す
か
ら
。
こ
の
場
所
を
立
ち
上

げ
た
私
が
い
る
か
い
な
い
か
が
満
足
度
に
影

響
す
る
の
だ
と
し
た
ら
、
私
が
現
場
を
離
れ

る
と
い
う
選
択
肢
は
考
え
な
く
て
い
い
の
か

な
と
最
近
は
思
っ
て
い
ま
す
。

―
シ
ー
ズ
ン
以
外
の
体
験
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
今
年
か
ら
は
5
〜
11
月
限
定
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
「
酒
米
サ

イ
ク
リ
ン
グ
」
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、

8
・
9
月
に
上
田
市
の
棚
田
で
開
催
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
「T

A
N
A
D
A
 M
O
R
N
IN
G

（
棚

田
で
の
朝
ご
飯
体
験
）」
も
す
べ
て
満
席
で

す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
岡
崎
酒
造
の

社
長
・
岡
崎
謙
一
さ
ん
と
ご
一
緒
し
て
い
ま

す
。
岡
崎
さ
ん
が
進
め
て
い
る
棚
田
ホ
テ
ル

を
作
る
計
画
に
も
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
、
2
0
2
7
年
春
の
開
業
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
5
月
に
は
岡
崎
酒
造
さ
ん
と

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
「
酒
蔵
ホ
テ
ル
® K

IR
E
I

」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
岡
崎

酒
造
の
目
の
前
の
古
民
家
に
一
棟
貸
し
ス
タ

イ
ル
で
滞
在
で
き
、入
手
困
難
な
5
種
の「
信

州
亀
齢
」
を
蔵
人
が
調
理
し
た
ア
テ
と
共
に

味
わ
う
飲
み
比
べ
体
験
が
で
き
ま
す
。

う
わ
べ
だ
け
で
は
な
く
、

リ
ス
ク
を
背
負
っ
て

本
物
の
体
験
を

提
供
で
き
る
か
ど
う
か

―
最
近
は
他
地
域
で
も
同
じ
よ
う
な
蔵
人
の

体
験
が
で
き
る
も
の
も
増
え
て
き
ま
し
た
ね
。

　
観
光
地
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
ど
れ
だ
け
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
呼
び
込
め
る
か
に
挑
戦
し
た

の
が
こ
の
5
年
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
あ

ら
ゆ
る
認
証
制
度
や
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

に
申
し
込
ん
で
自
分
自
身
を
可
視
化
し
て
お

墨
付
き
を
い
た
だ
き
、
お
客
様
か
ら
の
信
頼

を
高
め
て
、
地
域
の
方
々
の
自
信
に
つ
な
げ

て
き
ま
し
た
。そ
の
次
の
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
、

他
地
域
で
の
立
ち
上
げ
支
援
や
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
な
ど
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
はK

U
R
A
B
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の
手

法
を
学
び
た
い
と
い
う
こ
と
で
話
を
聞
き
に

来
て
下
さ
る
方
も
い
ま
す
が
、
た
い
て
い
の

と
こ
ろ
、
欲
し
い
の
は
特
効
薬
で
す
。
で
も

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
単
純
に
な
ぞ
る
よ
う
な
こ
と

で
は
長
続
き
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
マ
ネ
ー

リ
ス
ク
を
負
っ
て
や
る
人
が
い
る
か
ど
う

か
。ス
ト
ー
リ
ー
の
作
り
込
み
は
も
ち
ろ
ん
、

我
々
は
、
ま
さ
に
「
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が

届
く
」、
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
お
客
様

に
ご
提
供
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
模
倣
商
品
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
弊
社
と
は
ま
っ
た
く
の
別
物
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と
は
思
い
つ

つ
、
蔵
人
体
験
の
市
場
が
荒
ら
さ
れ
る
の
は

良
く
な
い
こ
と
だ
と
も
思
う
の
で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
発
信
の
仕
方
も
意
識
し
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

日
本
酒
と
い
う
文
化
と

ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
伝
え
、

未
来
へ
つ
な
い
で
い
く

―
田
澤
さ
ん
が
思
い
描
く
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
し
た
料
金
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ

と
伝
え
る
と
納
得
し
て
く
れ
ま
す
。
特
に
、

K
U
R
A
B
IT
O
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T
A
Y

の
お
客
様
の
場
合

は
、
知
識
を
得
る
た
め
に
料
金
を
払
っ
て
来

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
た
ち
な
の
で
、
そ
の

分
の
料
金
が
か
か
っ
て
も
い
い
か
ら
英
語
で

き
ち
ん
と
説
明
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
も

あ
り
ま
す
。

―
現
在
は
日
本
人
と
海
外
の
方
の
割
合
は
ど

れ
く
ら
い
で
す
か
。
ま
た
、
海
外
の
方
は
ど

の
よ
う
に
し
てK

U
R
A
B
IT
O
 S
T
A
Y

を

見
つ
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
日
本
人
が
9
割
で
し
た
が
、

昨
年
度
は
日
本
人
が
6
割
、
外
国
人
が
4
割

で
し
た
。
多
い
の
は
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
こ
れ
ま

で
に
31
の
国
・
地
域
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　
年
代
と
し
て
一
番
多
い
の
は
30
〜
40
代
で

す
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
、
日
常
的

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
い
る
年
代
な
の
で
は
な

い
か
な
と
思
い
ま
す
。
直
接
的
な
口
コ
ミ
だ

け
で
な
く
、
そ
こ
で
の
誰
か
の
好
意
的
な
投

稿
や
レ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
見
て
、
予
約
し
て
く

だ
さ
る
方
が
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
職

業
と
し
て
は
、
ワ
イ
ン
や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

な
ど
の
醸
造
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る
方

や
、
趣
味
で
日
本
酒
を
愛
す
る
医
師
、
弁
護

士
、
教
員
、
警
察
を
リ
タ
イ
ヤ
し
た
方
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
海
外
の
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
経
由
で
の
申

し
込
み
も
時
々
受
け
付
け
る
の
で
す
が
、
そ

れ
ゆ
え
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
弊
社
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
蔵
人
体
験
が

メ
イ
ン
な
の
で
、
泊
ま
る
部
屋
は
蔵
人
が
寝

て
い
た
部
屋
を
仕
切
っ
て
作
っ
た
簡
素
な
つ

く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
、
外
国
人
が

経
営
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
専
門
旅
行
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
か
ら
の
紹
介
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
、

お
そ
ら
く
富
裕
層
の
ス
イ
ス
人
の
ご
夫
妻
が

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
し
て
か
ら
、
部
屋
の
こ
と

で
喧
嘩
を
始
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
最
後
は
と
て
も
満
足
し
て
帰
っ
て
い

た
だ
け
ま
し
た
が
、
誤
解
を
解
く
た
め
に
は

多
く
の
時
間
と
労
力
を
要
し
ま
す
。そ
う
い
っ

た
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
は
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
か

ら
お
客
様
へ
の
説
明
不
足
が
原
因
で
す
。
そ

う
し
た
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
を
介
す
場
合
に
は
ま
ず
、
企
画
担

当
者
自
身
が
事
前
に
蔵
人
体
験
に
参
加
す
る

こ
と
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
取
引

は
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
旅
行
会
社
側
が
参
加
枠
を
お

さ
え
て
い
た
場
合
、
集
客
で
き
ず
直
前
に
す

べ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
と
い
う
の
も
困
る
の
で
、

参
加
枠
を
お
さ
え
た
時
点
で
買
い
取
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
結

果
的
に
、
95
%
以
上
の
方
が
直
接
予
約
と
な

り
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
や
ス
ト
ー
リ
ー

の
設
定
に
よ
っ
て

自
然
と
客
層
が
絞
ら
れ
る

　
日
本
酒
と
い
う
テ
ー
マ
に
特
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
お
よ
そ

こ
う
い
う
方
が
来
る
だ
ろ
う
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
し
た
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
や
ス

ト
ー
リ
ー
の
設
定
に
よ
っ
て
、
あ

る
程
度
客
層
は
絞
り
込
め
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
実
際
、

テ
レ
ビ
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

と
幅
広
い
お
客
様
か
ら
問
い
合
わ

せ
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
弊
社
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
サ
イ
ト
デ
ザ
イ

ン
は
多
く
の
お
客
様
か
ら
は
大
変

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
中
に
は
そ
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
が
見
に
く
い
と
い
っ
た
お

声
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
方
は
、
丁
寧
に
説

明
を
し
て
い
っ
て
も
、
結
局
予
約

に
結
び
つ
か
な
い
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
そ

の
よ
う
な
場
合
を
悲
観
的
に
捉
え
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
そ
れ
は
そ
の
方
の
好
み
、
あ
る
い

は
そ
の
方
の
旅
の
ス
タ
イ
ル
と
弊
社
が
提
供

で
き
る
も
の
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
超
初
期
段
階
で
明
ら
か
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
ら
、「
こ

の
デ
ザ
イ
ン
を
心
地
良
く
感
じ
る
、
価
値
観

知
的
好
奇
心
を
満
た
す

酒
蔵
で
の
蔵
人
体
験

―
「K

U
R
A
B
IT
O
 S
T
A
Y

」
が
開
業
し
た

の
は
2
0
2
0
年
3
月
、
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍

の
真
っ
只
中
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
に
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
軌
道
に
乗
せ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　
旅
行
会
社
で
の
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
そ

の
経
験
を
活
か
せ
ば
、
旅
行
会
社
や
O
T
A

に
頼
ら
な
く
て
も
、
自
分
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を

作
れ
る
の
で
は
と
い
う
想
い
が
強
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
も
そ
も
1
回
10
名
限
定
、
実
施
す

る
の
は
年
間
約
25
週
で
、
受
け
入
れ
ら
れ
る

泊
数
で
い
う
と
延
べ
3
0
0
人
泊
く
ら
い
と

少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
直
接
予
約
の
み

の
か
た
ち
を
と
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
初
期
は
認
知
拡
大
の
た
め
に
、
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ン
テ
ス
ト
に
も
出
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ

の
頃
は
、
地
方
創
生
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
ど

う
取
り
込
む
か
と
い
う
こ
と
が
ト
レ
ン
ド

で
、
地
方
の
酒
蔵
を
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
に
す

る
と
い
う
珍
し
さ
と
相
ま
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア

で
も
た
く
さ
ん
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
が
専
業
主
婦
か
ら
の
再
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
の
で
、
政
府
が
掲
げ
る
地
方
に
お
け

る
女
性
の
活
躍
「
ワ
ー
ク
ア
ゲ
イ
ン
」
と
い

う
文
脈
と
合
っ
た
こ
と
も
好
機
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
農
林
水
産
省
や
観
光
庁
な
ど
の
補

助
事
業
に
も
採
択
さ
れ
、
そ
の
関
係
で
フ
ァ

ム
ト
リ
ッ
プ
を
や
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
広
告
宣
伝
費
を
か
け
ず
し
て
ど
ん
ど
ん

認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
あ
り

が
た
い
こ
と
に
お
客
様
の
満
足
度
も
当
初
か

ら
非
常
に
高
く
、
そ
の
口
コ
ミ
で
自
動
的
に

広
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
あ
と
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
影

響
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
酒
の
こ
と
を

調
べ
て
い
る
人
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
は
、
日

本
酒
の
情
報
が
常
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
す
よ
ね
。
日
本
酒
の
業
界
は
狭
い
の
で
、

日
本
酒
が
好
き
な
人
向
け
の
情
報
も
一
気
に

広
が
る
ん
で
す
。
開
業
か
ら
2
〜
3
年
目
に

は
、
日
本
酒
好
き
が
日
本
酒
好
き
を
呼
ぶ
よ

う
に
、
お
客
様
が
お
客
様
を
呼
ぶ
よ
う
な
周

期
に
入
り
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
稼
働
率
は
95
％

前
後
で
、ほ
ぼ
埋
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

K
U
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A
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―
開
業
以
降
の
料
金
の
推
移
を
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　
当
初
は
1
泊
2
日
が
3
万
8
0
0
0
円
、

2
泊
3
日
が
5
万
8
0
0
0
円
程
度
で
、
当

時
は
日
本
人
も
外
国
人
も
同
じ
料
金
に
し
て

い
ま
し
た
。
現
在
は
、
日
本
人
の
場
合
は
1

泊
2
日
が
6
万
9
8
0
0
円
、
2
泊
3
日
が

8
万
9
8
0
0
円
程
度
、
外
国
人
の
場
合
は

そ
れ
ぞ
れ
9
万
9
8
0
0
円
、13
万
9
8
0
0

円
程
度
に
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
と
外
国
人

で
料
金
設
定
を
変
え
て
い
ま
す
が
、
弊
社
の

場
合
、
日
本
語
と
英
語
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

そ
れ
ぞ
れ
の
料
金
を
表
示
し
て
い
て
、
英
語

版
で
は
料
金
に
翻
訳
料
を
含
め
て
い
ま
す
。

ほ
ぼ
す
べ
て
の
ツ
ー
ル
に
英
語
版
を
用
意
し

て
い
る
ほ
か
、
通
訳
も
手
配
す
る
の
で
、
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最
初
は
日
本
酒
や
日
本
の
農
業
に
貢
献
で

き
た
ら
い
い
な
と
い
う
想
い
が
強
か
っ
た
の

で
す
が
、
あ
る
と
き
、
酒
蔵
に
と
っ
て
、「
観

光
蔵
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
は
、
酒
づ
く
り
の

姿
勢
を
問
わ
れ
る
よ
う
で
、
喜
ば
し
い
こ
と

で
は
な
い
と
知
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味

で
、K

U
R
A
B
IT
O
 S
T
A
Y

は
あ
ま
り
歓
迎

さ
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
悩
ん
だ

時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
岡
崎
酒
造
の

岡
崎
さ
ん
と
出
会
い
、
岡
崎
さ
ん
を
は
じ
め

酒
蔵
の
方
々
と
お
仕
事
を
ご
一
緒
す
る
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
、
環
境
や
事
情
に
合

わ
せ
て
酒
蔵
と
お
客
様
と
を
つ
な
ぐ
体
験
を

作
る
意
義
は
あ
る
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
い
ま
、
岡
崎
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
て
い
る

棚
田
の
ホ
テ
ル
で
は
、
単
な
る
宿
泊
事
業
で

成
り
立
た
せ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
は
な
く

て
、
そ
こ
に
泊
ま
る
た
め
に
は
棚
田
の
オ
ー

ナ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
と
い
う
ス
キ
ー
ム
を

目
指
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
オ
ー
ナ
ー

に
な
る
た
め
の
参
加
費
は
す
べ
て
棚
田
の
保

全
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。
お
米
を
作
っ
て
売

る
だ
け
だ
と
限
界
が
あ
る
た
め
、
体
験
と
組

み
合
わ
せ
た
付
加
価
値
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
作
っ
て
、
そ
こ
に
お
金
を
払
っ
て
も
ら
う

と
い
う
仕
組
み
で
す
。
そ
れ
が
日
本
酒
の
ブ

ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
、
さ
ら
に
日
本
酒
づ
く

り
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
が
価
格
に
反
映
さ
れ
る

と
い
う
と
こ
ろ
を
次
の
2
〜
3
年
で
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
い
日
本
酒
を
造
る
に
は
設
備
投
資
だ

け
で
な
く
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
技
術
力

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
か
つ
そ
の
背
景
に
は

長
年
受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本
な
ら
で
は

の
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
を
お

客
様
が
身
を
も
っ
て
体
験
す
る
こ
と
で
、

先
人
の
叡
智
と
酒
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ

を
実
感
し
て
も
ら
え
ま
す
し
、
文
化
へ
の

正
し
い
理
解
が
日
本
酒
の
フ
ァ
ン
を
さ
ら

に
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
信

じ
て
い
ま
す
。
日
本
酒
は
も
ち
ろ
ん
、
日

本
な
ら
で
は
の
技
術
や
文
化
、
伝
統
と
い
っ

た
唯
一
無
二
の
も
の
と
の
接
点
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
もK
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を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
聞
き
手
：
福
永
香
織
・
柿
島
あ
か
ね
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）

が
近
い
方
を
集
客
す
る
」
と
い
う
点
で
、
デ

ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
も
お
客
様
を
こ
ち
ら
側
で

「
絞
り
込
む
」
と
い
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

顧
客
と
受
け
入
れ
側
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
な
く

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
結
果
的
に
双
方
が

ハ
ッ
ピ
ー
に
な
り
ま
す
。

　
参
加
さ
れ
る
方
は
、
7
〜
8
割
は
お
ひ
と

り
で
す
。
参
加
さ
れ
た
方
々
同
士
の
交
流
か

ら
、
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
で
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
私
見
で
す
が
、
ワ
イ
ン
好
き
の

方
は
経
済
力
に
よ
る
マ
ウ
ン
ト
の
取
り
合
い

の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
大
き
な
価
格
差
の

な
い
日
本
酒
の
世
界
は
そ
れ
が
な
く
、
飲
み

手
の
間
に
上
下
関
係
が
な
い
の
も
良
い
と
こ

ろ
で
す
。
日
本
酒
と
い
う
共
通
の
趣
味
が
あ

る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
仲
良
く
な
れ
る

―
―
そ
れ
がK
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な
ら
で

は
の
価
値
に
な
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
1
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
に
あ
る
、
木
桶
の
蓋

を
使
っ
た
大
き
な
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
に

は
、
日
本
酒
が
好
き
な
人
た
ち
が
集
ま
っ
て

語
り
合
う
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
強
い
想
い
を
込
め
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
参
加
者
全
員
が
仲
良
く
な
れ

る
よ
う
に
、
初
日
の
あ
い
さ
つ
の
時
点
で
ま

ず
私
が
皆
さ
ん
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。出
だ
し
で
お
客
様
の
心
を
つ
か
む
、

言
い
換
え
れ
ば
最
初
に
魔
法
を
か
け
て
し
ま

う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
そ
れ
に
は
経
験
が
必
要

で
、
私
の
場
合
は
旅
行
会
社
時
代
の
経
験
が

す
ご
く
生
き
て
い
ま
す
。
横
展
開
す
る
た
め

に
も
、
属
人
性
を
下
げ
た
ほ
う
が
い
い
と
い

う
声
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
自

身
、
一
時
期
そ
う
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
私
に
会
い
た
い
と
い
う
理
由
で

来
て
く
だ
さ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
い
ま
す

し
、K
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は
単
な
る
ホ

テ
ル
で
は
な
く
、
少
人
数
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
場
所
で
す
か
ら
。
こ
の
場
所
を
立
ち
上

げ
た
私
が
い
る
か
い
な
い
か
が
満
足
度
に
影

響
す
る
の
だ
と
し
た
ら
、
私
が
現
場
を
離
れ

る
と
い
う
選
択
肢
は
考
え
な
く
て
い
い
の
か

な
と
最
近
は
思
っ
て
い
ま
す
。

―
シ
ー
ズ
ン
以
外
の
体
験
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
今
年
か
ら
は
5
〜
11
月
限
定
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
「
酒
米
サ

イ
ク
リ
ン
グ
」
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、

8
・
9
月
に
上
田
市
の
棚
田
で
開
催
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
「T

A
N
A
D
A
 M
O
R
N
IN
G

（
棚

田
で
の
朝
ご
飯
体
験
）」
も
す
べ
て
満
席
で

す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
岡
崎
酒
造
の

社
長
・
岡
崎
謙
一
さ
ん
と
ご
一
緒
し
て
い
ま

す
。
岡
崎
さ
ん
が
進
め
て
い
る
棚
田
ホ
テ
ル

を
作
る
計
画
に
も
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
、
2
0
2
7
年
春
の
開
業
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
5
月
に
は
岡
崎
酒
造
さ
ん
と

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
「
酒
蔵
ホ
テ
ル
® K

IR
E
I

」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
岡
崎

酒
造
の
目
の
前
の
古
民
家
に
一
棟
貸
し
ス
タ

イ
ル
で
滞
在
で
き
、入
手
困
難
な
5
種
の「
信

州
亀
齢
」
を
蔵
人
が
調
理
し
た
ア
テ
と
共
に

味
わ
う
飲
み
比
べ
体
験
が
で
き
ま
す
。

う
わ
べ
だ
け
で
は
な
く
、

リ
ス
ク
を
背
負
っ
て

本
物
の
体
験
を

提
供
で
き
る
か
ど
う
か

―
最
近
は
他
地
域
で
も
同
じ
よ
う
な
蔵
人
の

体
験
が
で
き
る
も
の
も
増
え
て
き
ま
し
た
ね
。

　
観
光
地
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
ど
れ
だ
け
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
呼
び
込
め
る
か
に
挑
戦
し
た

の
が
こ
の
5
年
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
あ

ら
ゆ
る
認
証
制
度
や
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

に
申
し
込
ん
で
自
分
自
身
を
可
視
化
し
て
お

墨
付
き
を
い
た
だ
き
、
お
客
様
か
ら
の
信
頼

を
高
め
て
、
地
域
の
方
々
の
自
信
に
つ
な
げ

て
き
ま
し
た
。そ
の
次
の
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
、

他
地
域
で
の
立
ち
上
げ
支
援
や
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
な
ど
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
はK
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の
手

法
を
学
び
た
い
と
い
う
こ
と
で
話
を
聞
き
に

来
て
下
さ
る
方
も
い
ま
す
が
、
た
い
て
い
の

と
こ
ろ
、
欲
し
い
の
は
特
効
薬
で
す
。
で
も

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
単
純
に
な
ぞ
る
よ
う
な
こ
と

で
は
長
続
き
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
マ
ネ
ー

リ
ス
ク
を
負
っ
て
や
る
人
が
い
る
か
ど
う

か
。ス
ト
ー
リ
ー
の
作
り
込
み
は
も
ち
ろ
ん
、

我
々
は
、
ま
さ
に
「
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が

届
く
」、
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
お
客
様

に
ご
提
供
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
模
倣
商
品
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
弊
社
と
は
ま
っ
た
く
の
別
物
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と
は
思
い
つ

つ
、
蔵
人
体
験
の
市
場
が
荒
ら
さ
れ
る
の
は

良
く
な
い
こ
と
だ
と
も
思
う
の
で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
発
信
の
仕
方
も
意
識
し
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

日
本
酒
と
い
う
文
化
と

ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
伝
え
、

未
来
へ
つ
な
い
で
い
く

―
田
澤
さ
ん
が
思
い
描
く
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
し
た
料
金
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ

と
伝
え
る
と
納
得
し
て
く
れ
ま
す
。
特
に
、

K
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の
お
客
様
の
場
合

は
、
知
識
を
得
る
た
め
に
料
金
を
払
っ
て
来

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
た
ち
な
の
で
、
そ
の

分
の
料
金
が
か
か
っ
て
も
い
い
か
ら
英
語
で

き
ち
ん
と
説
明
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
も

あ
り
ま
す
。

―
現
在
は
日
本
人
と
海
外
の
方
の
割
合
は
ど

れ
く
ら
い
で
す
か
。
ま
た
、
海
外
の
方
は
ど

の
よ
う
に
し
てK
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を

見
つ
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
日
本
人
が
9
割
で
し
た
が
、

昨
年
度
は
日
本
人
が
6
割
、
外
国
人
が
4
割

で
し
た
。
多
い
の
は
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
こ
れ
ま

で
に
31
の
国
・
地
域
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　
年
代
と
し
て
一
番
多
い
の
は
30
〜
40
代
で

す
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
、
日
常
的

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
い
る
年
代
な
の
で
は
な

い
か
な
と
思
い
ま
す
。
直
接
的
な
口
コ
ミ
だ

け
で
な
く
、
そ
こ
で
の
誰
か
の
好
意
的
な
投

稿
や
レ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
見
て
、
予
約
し
て
く

だ
さ
る
方
が
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
職

業
と
し
て
は
、
ワ
イ
ン
や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

な
ど
の
醸
造
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る
方

や
、
趣
味
で
日
本
酒
を
愛
す
る
医
師
、
弁
護

士
、
教
員
、
警
察
を
リ
タ
イ
ヤ
し
た
方
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
海
外
の
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
経
由
で
の
申

し
込
み
も
時
々
受
け
付
け
る
の
で
す
が
、
そ

れ
ゆ
え
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
弊
社
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
蔵
人
体
験
が

メ
イ
ン
な
の
で
、
泊
ま
る
部
屋
は
蔵
人
が
寝

て
い
た
部
屋
を
仕
切
っ
て
作
っ
た
簡
素
な
つ

く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
、
外
国
人
が

経
営
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
専
門
旅
行
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
か
ら
の
紹
介
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
、

お
そ
ら
く
富
裕
層
の
ス
イ
ス
人
の
ご
夫
妻
が

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
し
て
か
ら
、
部
屋
の
こ
と

で
喧
嘩
を
始
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
最
後
は
と
て
も
満
足
し
て
帰
っ
て
い

た
だ
け
ま
し
た
が
、
誤
解
を
解
く
た
め
に
は

多
く
の
時
間
と
労
力
を
要
し
ま
す
。そ
う
い
っ

た
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
は
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
か

ら
お
客
様
へ
の
説
明
不
足
が
原
因
で
す
。
そ

う
し
た
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
を
介
す
場
合
に
は
ま
ず
、
企
画
担

当
者
自
身
が
事
前
に
蔵
人
体
験
に
参
加
す
る

こ
と
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
取
引

は
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
旅
行
会
社
側
が
参
加
枠
を
お

さ
え
て
い
た
場
合
、
集
客
で
き
ず
直
前
に
す

べ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
と
い
う
の
も
困
る
の
で
、

参
加
枠
を
お
さ
え
た
時
点
で
買
い
取
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
結

果
的
に
、
95
%
以
上
の
方
が
直
接
予
約
と
な

り
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
や
ス
ト
ー
リ
ー

の
設
定
に
よ
っ
て

自
然
と
客
層
が
絞
ら
れ
る

　
日
本
酒
と
い
う
テ
ー
マ
に
特
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
お
よ
そ

こ
う
い
う
方
が
来
る
だ
ろ
う
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
し
た
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
や
ス

ト
ー
リ
ー
の
設
定
に
よ
っ
て
、
あ

る
程
度
客
層
は
絞
り
込
め
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
実
際
、

テ
レ
ビ
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

と
幅
広
い
お
客
様
か
ら
問
い
合
わ

せ
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
弊
社
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
サ
イ
ト
デ
ザ
イ

ン
は
多
く
の
お
客
様
か
ら
は
大
変

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
中
に
は
そ
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
が
見
に
く
い
と
い
っ
た
お

声
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
方
は
、
丁
寧
に
説

明
を
し
て
い
っ
て
も
、
結
局
予
約

に
結
び
つ
か
な
い
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
そ

の
よ
う
な
場
合
を
悲
観
的
に
捉
え
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
そ
れ
は
そ
の
方
の
好
み
、
あ
る
い

は
そ
の
方
の
旅
の
ス
タ
イ
ル
と
弊
社
が
提
供

で
き
る
も
の
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
超
初
期
段
階
で
明
ら
か
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
ら
、「
こ

の
デ
ザ
イ
ン
を
心
地
良
く
感
じ
る
、
価
値
観

知
的
好
奇
心
を
満
た
す

酒
蔵
で
の
蔵
人
体
験

―
「K
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」
が
開
業
し
た

の
は
2
0
2
0
年
3
月
、
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍

の
真
っ
只
中
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
に
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
軌
道
に
乗
せ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　
旅
行
会
社
で
の
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
そ

の
経
験
を
活
か
せ
ば
、
旅
行
会
社
や
O
T
A

に
頼
ら
な
く
て
も
、
自
分
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を

作
れ
る
の
で
は
と
い
う
想
い
が
強
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
も
そ
も
1
回
10
名
限
定
、
実
施
す

る
の
は
年
間
約
25
週
で
、
受
け
入
れ
ら
れ
る

泊
数
で
い
う
と
延
べ
3
0
0
人
泊
く
ら
い
と

少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
直
接
予
約
の
み

の
か
た
ち
を
と
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
初
期
は
認
知
拡
大
の
た
め
に
、
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ン
テ
ス
ト
に
も
出
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ

の
頃
は
、
地
方
創
生
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
ど

う
取
り
込
む
か
と
い
う
こ
と
が
ト
レ
ン
ド

で
、
地
方
の
酒
蔵
を
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
に
す

る
と
い
う
珍
し
さ
と
相
ま
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア

で
も
た
く
さ
ん
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
が
専
業
主
婦
か
ら
の
再
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
の
で
、
政
府
が
掲
げ
る
地
方
に
お
け

る
女
性
の
活
躍
「
ワ
ー
ク
ア
ゲ
イ
ン
」
と
い

う
文
脈
と
合
っ
た
こ
と
も
好
機
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
農
林
水
産
省
や
観
光
庁
な
ど
の
補

助
事
業
に
も
採
択
さ
れ
、
そ
の
関
係
で
フ
ァ

ム
ト
リ
ッ
プ
を
や
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
広
告
宣
伝
費
を
か
け
ず
し
て
ど
ん
ど
ん

認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
あ
り

が
た
い
こ
と
に
お
客
様
の
満
足
度
も
当
初
か

ら
非
常
に
高
く
、
そ
の
口
コ
ミ
で
自
動
的
に

広
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
あ
と
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
影

響
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
酒
の
こ
と
を

調
べ
て
い
る
人
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
は
、
日

本
酒
の
情
報
が
常
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
す
よ
ね
。
日
本
酒
の
業
界
は
狭
い
の
で
、

日
本
酒
が
好
き
な
人
向
け
の
情
報
も
一
気
に

広
が
る
ん
で
す
。
開
業
か
ら
2
〜
3
年
目
に

は
、
日
本
酒
好
き
が
日
本
酒
好
き
を
呼
ぶ
よ

う
に
、
お
客
様
が
お
客
様
を
呼
ぶ
よ
う
な
周

期
に
入
り
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
稼
働
率
は
95
％

前
後
で
、ほ
ぼ
埋
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
開
業
以
降
の
料
金
の
推
移
を
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　
当
初
は
1
泊
2
日
が
3
万
8
0
0
0
円
、

2
泊
3
日
が
5
万
8
0
0
0
円
程
度
で
、
当

時
は
日
本
人
も
外
国
人
も
同
じ
料
金
に
し
て

い
ま
し
た
。
現
在
は
、
日
本
人
の
場
合
は
1

泊
2
日
が
6
万
9
8
0
0
円
、
2
泊
3
日
が

8
万
9
8
0
0
円
程
度
、
外
国
人
の
場
合
は

そ
れ
ぞ
れ
9
万
9
8
0
0
円
、13
万
9
8
0
0

円
程
度
に
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
と
外
国
人

で
料
金
設
定
を
変
え
て
い
ま
す
が
、
弊
社
の

場
合
、
日
本
語
と
英
語
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

そ
れ
ぞ
れ
の
料
金
を
表
示
し
て
い
て
、
英
語

版
で
は
料
金
に
翻
訳
料
を
含
め
て
い
ま
す
。

ほ
ぼ
す
べ
て
の
ツ
ー
ル
に
英
語
版
を
用
意
し

て
い
る
ほ
か
、
通
訳
も
手
配
す
る
の
で
、

唯一無二の「体験価値」を創造する4
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最
初
は
日
本
酒
や
日
本
の
農
業
に
貢
献
で

き
た
ら
い
い
な
と
い
う
想
い
が
強
か
っ
た
の

で
す
が
、
あ
る
と
き
、
酒
蔵
に
と
っ
て
、「
観

光
蔵
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
は
、
酒
づ
く
り
の

姿
勢
を
問
わ
れ
る
よ
う
で
、
喜
ば
し
い
こ
と

で
は
な
い
と
知
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味

で
、K

U
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は
あ
ま
り
歓
迎

さ
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
悩
ん
だ

時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
岡
崎
酒
造
の

岡
崎
さ
ん
と
出
会
い
、
岡
崎
さ
ん
を
は
じ
め

酒
蔵
の
方
々
と
お
仕
事
を
ご
一
緒
す
る
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
、
環
境
や
事
情
に
合

わ
せ
て
酒
蔵
と
お
客
様
と
を
つ
な
ぐ
体
験
を

作
る
意
義
は
あ
る
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
い
ま
、
岡
崎
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
て
い
る

棚
田
の
ホ
テ
ル
で
は
、
単
な
る
宿
泊
事
業
で

成
り
立
た
せ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
は
な
く

て
、
そ
こ
に
泊
ま
る
た
め
に
は
棚
田
の
オ
ー

ナ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
と
い
う
ス
キ
ー
ム
を

目
指
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
オ
ー
ナ
ー

に
な
る
た
め
の
参
加
費
は
す
べ
て
棚
田
の
保

全
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。
お
米
を
作
っ
て
売

る
だ
け
だ
と
限
界
が
あ
る
た
め
、
体
験
と
組

み
合
わ
せ
た
付
加
価
値
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
作
っ
て
、
そ
こ
に
お
金
を
払
っ
て
も
ら
う

と
い
う
仕
組
み
で
す
。
そ
れ
が
日
本
酒
の
ブ

ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
、
さ
ら
に
日
本
酒
づ
く

り
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
が
価
格
に
反
映
さ
れ
る

と
い
う
と
こ
ろ
を
次
の
2
〜
3
年
で
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
い
日
本
酒
を
造
る
に
は
設
備
投
資
だ

け
で
な
く
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
技
術
力

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
か
つ
そ
の
背
景
に
は

長
年
受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本
な
ら
で
は

の
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
を
お

客
様
が
身
を
も
っ
て
体
験
す
る
こ
と
で
、

先
人
の
叡
智
と
酒
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ

を
実
感
し
て
も
ら
え
ま
す
し
、
文
化
へ
の

正
し
い
理
解
が
日
本
酒
の
フ
ァ
ン
を
さ
ら

に
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
信

じ
て
い
ま
す
。
日
本
酒
は
も
ち
ろ
ん
、
日

本
な
ら
で
は
の
技
術
や
文
化
、
伝
統
と
い
っ

た
唯
一
無
二
の
も
の
と
の
接
点
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
もK
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を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
聞
き
手
：
福
永
香
織
・
柿
島
あ
か
ね
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）

が
近
い
方
を
集
客
す
る
」
と
い
う
点
で
、
デ

ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
も
お
客
様
を
こ
ち
ら
側
で

「
絞
り
込
む
」
と
い
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

顧
客
と
受
け
入
れ
側
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
な
く

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
結
果
的
に
双
方
が

ハ
ッ
ピ
ー
に
な
り
ま
す
。

　
参
加
さ
れ
る
方
は
、
7
〜
8
割
は
お
ひ
と

り
で
す
。
参
加
さ
れ
た
方
々
同
士
の
交
流
か

ら
、
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
で
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
私
見
で
す
が
、
ワ
イ
ン
好
き
の

方
は
経
済
力
に
よ
る
マ
ウ
ン
ト
の
取
り
合
い

の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
大
き
な
価
格
差
の

な
い
日
本
酒
の
世
界
は
そ
れ
が
な
く
、
飲
み

手
の
間
に
上
下
関
係
が
な
い
の
も
良
い
と
こ

ろ
で
す
。
日
本
酒
と
い
う
共
通
の
趣
味
が
あ

る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
仲
良
く
な
れ
る

―
―
そ
れ
がK

U
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な
ら
で

は
の
価
値
に
な
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
1
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
に
あ
る
、
木
桶
の
蓋

を
使
っ
た
大
き
な
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
に

は
、
日
本
酒
が
好
き
な
人
た
ち
が
集
ま
っ
て

語
り
合
う
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
強
い
想
い
を
込
め
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
参
加
者
全
員
が
仲
良
く
な
れ

る
よ
う
に
、
初
日
の
あ
い
さ
つ
の
時
点
で
ま

ず
私
が
皆
さ
ん
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。出
だ
し
で
お
客
様
の
心
を
つ
か
む
、

言
い
換
え
れ
ば
最
初
に
魔
法
を
か
け
て
し
ま

う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
そ
れ
に
は
経
験
が
必
要

で
、
私
の
場
合
は
旅
行
会
社
時
代
の
経
験
が

す
ご
く
生
き
て
い
ま
す
。
横
展
開
す
る
た
め

に
も
、
属
人
性
を
下
げ
た
ほ
う
が
い
い
と
い

う
声
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
自

身
、
一
時
期
そ
う
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
私
に
会
い
た
い
と
い
う
理
由
で

来
て
く
だ
さ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
い
ま
す

し
、K

U
R
A
B
IT
O
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は
単
な
る
ホ

テ
ル
で
は
な
く
、
少
人
数
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
場
所
で
す
か
ら
。
こ
の
場
所
を
立
ち
上

げ
た
私
が
い
る
か
い
な
い
か
が
満
足
度
に
影

響
す
る
の
だ
と
し
た
ら
、
私
が
現
場
を
離
れ

る
と
い
う
選
択
肢
は
考
え
な
く
て
い
い
の
か

な
と
最
近
は
思
っ
て
い
ま
す
。

―
シ
ー
ズ
ン
以
外
の
体
験
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
今
年
か
ら
は
5
〜
11
月
限
定
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
「
酒
米
サ

イ
ク
リ
ン
グ
」
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、

8
・
9
月
に
上
田
市
の
棚
田
で
開
催
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
「T

A
N
A
D
A
 M
O
R
N
IN
G

（
棚

田
で
の
朝
ご
飯
体
験
）」
も
す
べ
て
満
席
で

す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
岡
崎
酒
造
の

社
長
・
岡
崎
謙
一
さ
ん
と
ご
一
緒
し
て
い
ま

す
。
岡
崎
さ
ん
が
進
め
て
い
る
棚
田
ホ
テ
ル

を
作
る
計
画
に
も
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
、
2
0
2
7
年
春
の
開
業
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
5
月
に
は
岡
崎
酒
造
さ
ん
と

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
「
酒
蔵
ホ
テ
ル
® K

IR
E
I

」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
岡
崎

酒
造
の
目
の
前
の
古
民
家
に
一
棟
貸
し
ス
タ

イ
ル
で
滞
在
で
き
、入
手
困
難
な
5
種
の「
信

州
亀
齢
」
を
蔵
人
が
調
理
し
た
ア
テ
と
共
に

味
わ
う
飲
み
比
べ
体
験
が
で
き
ま
す
。

う
わ
べ
だ
け
で
は
な
く
、

リ
ス
ク
を
背
負
っ
て

本
物
の
体
験
を

提
供
で
き
る
か
ど
う
か

―
最
近
は
他
地
域
で
も
同
じ
よ
う
な
蔵
人
の

体
験
が
で
き
る
も
の
も
増
え
て
き
ま
し
た
ね
。

　
観
光
地
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
ど
れ
だ
け
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
呼
び
込
め
る
か
に
挑
戦
し
た

の
が
こ
の
5
年
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
あ

ら
ゆ
る
認
証
制
度
や
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

に
申
し
込
ん
で
自
分
自
身
を
可
視
化
し
て
お

墨
付
き
を
い
た
だ
き
、
お
客
様
か
ら
の
信
頼

を
高
め
て
、
地
域
の
方
々
の
自
信
に
つ
な
げ

て
き
ま
し
た
。そ
の
次
の
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
、

他
地
域
で
の
立
ち
上
げ
支
援
や
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
な
ど
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
はK
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の
手

法
を
学
び
た
い
と
い
う
こ
と
で
話
を
聞
き
に

来
て
下
さ
る
方
も
い
ま
す
が
、
た
い
て
い
の

と
こ
ろ
、
欲
し
い
の
は
特
効
薬
で
す
。
で
も

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
単
純
に
な
ぞ
る
よ
う
な
こ
と

で
は
長
続
き
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
マ
ネ
ー

リ
ス
ク
を
負
っ
て
や
る
人
が
い
る
か
ど
う

か
。ス
ト
ー
リ
ー
の
作
り
込
み
は
も
ち
ろ
ん
、

我
々
は
、
ま
さ
に
「
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が

届
く
」、
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
お
客
様

に
ご
提
供
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
模
倣
商
品
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
弊
社
と
は
ま
っ
た
く
の
別
物
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と
は
思
い
つ

つ
、
蔵
人
体
験
の
市
場
が
荒
ら
さ
れ
る
の
は

良
く
な
い
こ
と
だ
と
も
思
う
の
で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
発
信
の
仕
方
も
意
識
し
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

日
本
酒
と
い
う
文
化
と

ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
伝
え
、

未
来
へ
つ
な
い
で
い
く

―
田
澤
さ
ん
が
思
い
描
く
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
し
た
料
金
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ

と
伝
え
る
と
納
得
し
て
く
れ
ま
す
。
特
に
、

K
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の
お
客
様
の
場
合

は
、
知
識
を
得
る
た
め
に
料
金
を
払
っ
て
来

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
た
ち
な
の
で
、
そ
の

分
の
料
金
が
か
か
っ
て
も
い
い
か
ら
英
語
で

き
ち
ん
と
説
明
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
も

あ
り
ま
す
。

―
現
在
は
日
本
人
と
海
外
の
方
の
割
合
は
ど

れ
く
ら
い
で
す
か
。
ま
た
、
海
外
の
方
は
ど

の
よ
う
に
し
てK
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を

見
つ
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
日
本
人
が
9
割
で
し
た
が
、

昨
年
度
は
日
本
人
が
6
割
、
外
国
人
が
4
割

で
し
た
。
多
い
の
は
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
こ
れ
ま

で
に
31
の
国
・
地
域
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　
年
代
と
し
て
一
番
多
い
の
は
30
〜
40
代
で

す
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
、
日
常
的

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
い
る
年
代
な
の
で
は
な

い
か
な
と
思
い
ま
す
。
直
接
的
な
口
コ
ミ
だ

け
で
な
く
、
そ
こ
で
の
誰
か
の
好
意
的
な
投

稿
や
レ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
見
て
、
予
約
し
て
く

だ
さ
る
方
が
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
職

業
と
し
て
は
、
ワ
イ
ン
や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

な
ど
の
醸
造
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る
方

や
、
趣
味
で
日
本
酒
を
愛
す
る
医
師
、
弁
護

士
、
教
員
、
警
察
を
リ
タ
イ
ヤ
し
た
方
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
海
外
の
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
経
由
で
の
申

し
込
み
も
時
々
受
け
付
け
る
の
で
す
が
、
そ

れ
ゆ
え
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
弊
社
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
蔵
人
体
験
が

メ
イ
ン
な
の
で
、
泊
ま
る
部
屋
は
蔵
人
が
寝

て
い
た
部
屋
を
仕
切
っ
て
作
っ
た
簡
素
な
つ

く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
、
外
国
人
が

経
営
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
専
門
旅
行
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
か
ら
の
紹
介
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
、

お
そ
ら
く
富
裕
層
の
ス
イ
ス
人
の
ご
夫
妻
が

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
し
て
か
ら
、
部
屋
の
こ
と

で
喧
嘩
を
始
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
最
後
は
と
て
も
満
足
し
て
帰
っ
て
い

た
だ
け
ま
し
た
が
、
誤
解
を
解
く
た
め
に
は

多
く
の
時
間
と
労
力
を
要
し
ま
す
。そ
う
い
っ

た
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
は
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
か

ら
お
客
様
へ
の
説
明
不
足
が
原
因
で
す
。
そ

う
し
た
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
を
介
す
場
合
に
は
ま
ず
、
企
画
担

当
者
自
身
が
事
前
に
蔵
人
体
験
に
参
加
す
る

こ
と
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
取
引

は
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
旅
行
会
社
側
が
参
加
枠
を
お

さ
え
て
い
た
場
合
、
集
客
で
き
ず
直
前
に
す

べ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
と
い
う
の
も
困
る
の
で
、

参
加
枠
を
お
さ
え
た
時
点
で
買
い
取
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
結

果
的
に
、
95
%
以
上
の
方
が
直
接
予
約
と
な

り
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
や
ス
ト
ー
リ
ー

の
設
定
に
よ
っ
て

自
然
と
客
層
が
絞
ら
れ
る

　
日
本
酒
と
い
う
テ
ー
マ
に
特
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
お
よ
そ

こ
う
い
う
方
が
来
る
だ
ろ
う
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
し
た
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
や
ス

ト
ー
リ
ー
の
設
定
に
よ
っ
て
、
あ

る
程
度
客
層
は
絞
り
込
め
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
実
際
、

テ
レ
ビ
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

と
幅
広
い
お
客
様
か
ら
問
い
合
わ

せ
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
弊
社
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
サ
イ
ト
デ
ザ
イ

ン
は
多
く
の
お
客
様
か
ら
は
大
変

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
中
に
は
そ
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
が
見
に
く
い
と
い
っ
た
お

声
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
方
は
、
丁
寧
に
説

明
を
し
て
い
っ
て
も
、
結
局
予
約

に
結
び
つ
か
な
い
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
そ

の
よ
う
な
場
合
を
悲
観
的
に
捉
え
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
そ
れ
は
そ
の
方
の
好
み
、
あ
る
い

は
そ
の
方
の
旅
の
ス
タ
イ
ル
と
弊
社
が
提
供

で
き
る
も
の
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
超
初
期
段
階
で
明
ら
か
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
ら
、「
こ

の
デ
ザ
イ
ン
を
心
地
良
く
感
じ
る
、
価
値
観

知
的
好
奇
心
を
満
た
す

酒
蔵
で
の
蔵
人
体
験

―
「K

U
R
A
B
IT
O
 S
T
A
Y

」
が
開
業
し
た

の
は
2
0
2
0
年
3
月
、
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍

の
真
っ
只
中
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
に
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
軌
道
に
乗
せ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　
旅
行
会
社
で
の
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
そ

の
経
験
を
活
か
せ
ば
、
旅
行
会
社
や
O
T
A

に
頼
ら
な
く
て
も
、
自
分
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を

作
れ
る
の
で
は
と
い
う
想
い
が
強
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
も
そ
も
1
回
10
名
限
定
、
実
施
す

る
の
は
年
間
約
25
週
で
、
受
け
入
れ
ら
れ
る

泊
数
で
い
う
と
延
べ
3
0
0
人
泊
く
ら
い
と

少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
直
接
予
約
の
み

の
か
た
ち
を
と
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
初
期
は
認
知
拡
大
の
た
め
に
、
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ン
テ
ス
ト
に
も
出
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ

の
頃
は
、
地
方
創
生
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
ど

う
取
り
込
む
か
と
い
う
こ
と
が
ト
レ
ン
ド

で
、
地
方
の
酒
蔵
を
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
に
す

る
と
い
う
珍
し
さ
と
相
ま
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア

で
も
た
く
さ
ん
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
が
専
業
主
婦
か
ら
の
再
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
の
で
、
政
府
が
掲
げ
る
地
方
に
お
け

る
女
性
の
活
躍
「
ワ
ー
ク
ア
ゲ
イ
ン
」
と
い

う
文
脈
と
合
っ
た
こ
と
も
好
機
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
農
林
水
産
省
や
観
光
庁
な
ど
の
補

助
事
業
に
も
採
択
さ
れ
、
そ
の
関
係
で
フ
ァ

ム
ト
リ
ッ
プ
を
や
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
広
告
宣
伝
費
を
か
け
ず
し
て
ど
ん
ど
ん

認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
あ
り

が
た
い
こ
と
に
お
客
様
の
満
足
度
も
当
初
か

ら
非
常
に
高
く
、
そ
の
口
コ
ミ
で
自
動
的
に

広
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
あ
と
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
影

響
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
酒
の
こ
と
を

調
べ
て
い
る
人
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
は
、
日

本
酒
の
情
報
が
常
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
す
よ
ね
。
日
本
酒
の
業
界
は
狭
い
の
で
、

日
本
酒
が
好
き
な
人
向
け
の
情
報
も
一
気
に

広
が
る
ん
で
す
。
開
業
か
ら
2
〜
3
年
目
に

は
、
日
本
酒
好
き
が
日
本
酒
好
き
を
呼
ぶ
よ

う
に
、
お
客
様
が
お
客
様
を
呼
ぶ
よ
う
な
周

期
に
入
り
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
稼
働
率
は
95
％

前
後
で
、ほ
ぼ
埋
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
開
業
以
降
の
料
金
の
推
移
を
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　
当
初
は
1
泊
2
日
が
3
万
8
0
0
0
円
、

2
泊
3
日
が
5
万
8
0
0
0
円
程
度
で
、
当

時
は
日
本
人
も
外
国
人
も
同
じ
料
金
に
し
て

い
ま
し
た
。
現
在
は
、
日
本
人
の
場
合
は
1

泊
2
日
が
6
万
9
8
0
0
円
、
2
泊
3
日
が

8
万
9
8
0
0
円
程
度
、
外
国
人
の
場
合
は

そ
れ
ぞ
れ
9
万
9
8
0
0
円
、13
万
9
8
0
0

円
程
度
に
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
と
外
国
人

で
料
金
設
定
を
変
え
て
い
ま
す
が
、
弊
社
の

場
合
、
日
本
語
と
英
語
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

そ
れ
ぞ
れ
の
料
金
を
表
示
し
て
い
て
、
英
語

版
で
は
料
金
に
翻
訳
料
を
含
め
て
い
ま
す
。

ほ
ぼ
す
べ
て
の
ツ
ー
ル
に
英
語
版
を
用
意
し

て
い
る
ほ
か
、
通
訳
も
手
配
す
る
の
で
、
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株
式
会
社
龍
言
代
表
取
締
役
。

旅
館
の
4
代
目
と
し
て
家
業
を
継

ぎ
、2
0
0
5
年
に「
越
後
湯
澤

HATAGO

井
仙
」を
リ
ニュ
ー
ア
ル
。

2
0
0
8
年
に
周
辺
7
市
町
村
で
構

成
す
る「
雪
国
観
光
圏
」を
プ
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
立
ち
上
げ
、2
0
1
3
年
に
は
代
表
理
事
に
就

任
。2
0
1
9
年
に
は
老
舗
温
泉
旅
館
の
経
営
を
引
き
受

け
、雪
国
文
化
を
感
じ
る
古
民
家
ホ
テ
ル「ryugon

」へ
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。「
宿
は
地
域
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で

あ
る
」と
の
思
想
の
も
と
、実
業
と
地
域
経
営
を
共
存
さ
せ

る
こ
と
で
国
際
競
争
力
を
も
っ
た
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

構
築
に
取
り
組
む
。

井
口
智
裕（
い
ぐ
ち
・
と
も
ひ
ろ
）

と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ア
ウ
ト

し
て
も
ら
う
た
め
に
地
元
の
飲
食
店
の
情
報

を
載
せ
て
い
ま
す
。
六
日
町
で
は
、
そ
れ
を

見
た
「ryu

go
n

」
の
お
客
様
が
来
て
く
れ

た
と
お
礼
を
言
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
協
力
を

申
し
出
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
僕
自
身
、
世
界
を
旅
し
て
思
う
の
が
、

訪
れ
た
い
観
光
地
の
要
件
は
宿
と
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
と
食
で
、
そ
れ
に
掛
け
算
を
す
る
と

し
た
ら
移
動
手
段
と
環
境
。
こ
の
掛
け
算
が

で
き
る
と
こ
ろ
が
一
番
魅
力
的
な
場
所
な
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
を
考
え
る
と
、
南
魚
沼
は
宿
が
弱

か
っ
た
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ど
ん
な
宿
で
も

い
い
わ
け
で
は
な
く
て
、
地
域
の
民
度
を
上

げ
る
た
め
に
は
、
い
い
お
客
様
に
来
て
も
ら

わ
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
い

い
宿
が
必
要
な
ん
で
す
。
そ
し
て
連
泊
し
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
い
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

と
、
い
い
飲
食
店
が
地
域
に
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
が
大
事
。
地
域
と
共
存
す
る
こ
と
が
結

果
的
に
宿
の
連
泊
数
に
つ
な
が
る
と
い
う
の

が
う
ち
の
考
え
方
で
す
。

―
質
の
高
い
体
験
、
宿
づ
く
り
を
担
う
人
材

の
確
保
に
つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

　
た
と
え
ば
新
卒
で
あ
れ
ば
、
都
内
の
学
校

を
出
た
子
は
都
内
の
ホ
テ
ル
で
イ
ン
タ
ー
ン

を
し
て
そ
の
ま
ま
そ
こ
で
働
く
と
い
う
よ
う

に
、
旅
館
と
い
う
選
択
肢
が
も
は
や
な
い
。

そ
も
そ
も
都
内
の
学
校
に
通
っ
て
い
た
人
が

わ
ざ
わ
ざ
地
方
で
就
職
し
な
い
で
す
よ
。
だ

か
ら
地
方
の
旅
館
に
と
っ
て
は
、
ス
タ
ー
ト

地
点
か
ら
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
ん
で
す
。

　
そ
う
考
え
る
と
、
ま
ず
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
は
、
若
い
世
代
に
地
方
で
働
く
こ

と
、
旅
館
で
働
く
こ
と
の
意
義
を
分
か
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
受
け
入
れ

る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
て
、
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
旅
館
の
仕
事
を
5
時
間
手
伝
う
と

無
料
で
宿
泊
で
き
る「
さ
か
と
ケ
」と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
で

暮
ら
す
こ
と
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
人
を

作
ら
な
い
限
り
は
、
い
く
ら
集
客
し
て
も
回

ら
な
い
わ
け
で
す
か
ら
。
あ
と
は
、
学
生
た
ち

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
観
光
地
の
お
手
伝
い
を

す
る
と
い
う
大
学
の
サ
ー
ク
ル
も
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
た
と
え
ば
米
づ
く
り

や
草
刈
り
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
と
か
、
ス
ポ
ッ

ト
仕
事
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
農
家
さ
ん
が
自
ら
そ
の
あ
た
り
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
そ
の

間
に
入
っ
て
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
、
会
社
が
い

く
ら
待
遇
を
良
く
し
て
も
、
こ
の
地
で
暮
ら

す
イ
メ
ー
ジ
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
な
い
と
、
な

か
な
か
移
住
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で
、
そ

う
考
え
る
と
、
地
域
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
が
大
事
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

宿
の
本
質
的
価
値
は

「
目
利
き
」
の
機
能
に
あ
り

―
普
通
は
、
ど
う
し
て
も
ほ
か
と
差
別
化
す

る
た
め
に
、
要
素
を
探
し
て
細
か
く
な
っ
て

い
く
の
に
、
あ
え
て
俯
瞰
し
た
と
こ
ろ
に
留

め
る
と
い
う
の
は
井
口
さ
ん
な
ら
で
は
で
す

よ
ね
。

　
雪
国
文
化
だ
け
は
僕
、
誰
よ
り
も
語
れ
ま

す
か
ら
（
笑
）。
作
戦
と
し
て
は
こ
の
一
点

突
破
で
す
。
宿
の
価
値
、
本
質
を
ど
こ
に
求

め
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
う
ん

で
す
が
、
僕
は
使
命
で
く
く
っ
た
ほ
う
が
い

い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
昔
か
ら
、
宿
は
地

域
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
だ
と
言
っ
て
い
る
よ
う

に
、
究
極
の
D
M
C
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
文
化
、
食
材
、
地
元
の
人
と
の
出

会
い
な
ど
、
そ
れ
ら
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
あ
る
こ
と
に
宿
と
し
て
生
き
残
る
道
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
昔
前
の
旅
館
が
提
供
し
て
い
た
料

理
、
風
呂
、
部
屋
は
い
ま
や
全
部
が
代
替
で

き
て
し
ま
う
も
の
な
の
で
、
宿
と
い
う
ワ
ン

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
や
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
デ
パ
ー
ト
と
同

じ
状
態
で
、
も
は
や
全
部
が
揃
っ
て
い
る
こ

と
が
価
値
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
で
は
、

デ
パ
ー
ト
の
本
質
的
な
価
値
が
何
か
と
い
っ

た
ら
、
目
利
き
の
機
能
だ
と
思
う
ん
で
す
。

だ
か
ら
宿
も
、
お
客
様
と
の
接
点
の
部
分
で

い
か
に
目
利
き
の
機
能
を
発
揮
す
る
か
と
い

う
と
こ
ろ
が
大
事
で
、
さ
ら
に
高
付
加
価
値

化
を
考
え
る
な
ら
、
宿
と
地
域
が
い
か
に
密

接
に
関
わ
れ
る
か
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〇
聞
き
手
：
福
永
香
織
・
柿
島
あ
か
ね
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
オ
ー
プ
ン
当
初
は
5
％
く
ら
い
で
し
た

が
、
い
ま
は
10
〜
15
％
く
ら
い
で
す
ね
。
ほ

と
ん
ど
の
方
は
連
泊
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
面

白
い
の
が
、
海
外
の
方
の
場
合
は
何
が
し
た

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

さ
っ
き
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
に

1
週
間
滞
在
す
る
と
考
え
た
と
き
に
、
日
本

人
の
旅
の
ス
タ
ン
ス
だ
と
手
持
ち
無
沙
汰
な

ん
で
す
よ
。
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
暇
だ

と
な
る
。
で
も
海
外
の
方
に
と
っ
て
は
そ
れ

が
心
地
い
い
。「ryu

go
n

」
に
連
泊
す
る
方

も
、
散
歩
を
し
た
り
、
居
酒
屋
に
行
っ
た
り

す
る
く
ら
い
で
、
特
別
な
こ
と
は
何
も
し
な

い
人
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
販
売
チ
ャ
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
海
外
の
方

が
個
人
で
直
接
予
約
を
し
て
く
る
ケ
ー
ス
は

少
な
く
、
D
M
C
や
O
T
A
経
由
で
予
約
が

入
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
34
室
も
あ

る
と
色
々
な
客
層
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
、
時
期
に

よ
っ
て
は
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の

ツ
ア
ー
や
日
本
人
の
ツ

ア
ー
、
グ
ル
ー
プ
が
入
っ
て

く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
直
前
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
が
、
日
本
の
旅
館
や

小
規
模
ホ
テ
ル
に
特
化
し
た

国
際
ホ
テ
ル
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
「T

he R
yokan C

ollec-

tion

」
に
加
盟
し
て
い
る
ほ

か
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
出

身
の
知
人
が
メ
デ
ィ
ア
を
連

れ
て
き
て
く
れ
て
、
1
週
間

滞
在
し
て
記
事
を
書
い
て
く

れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
雪
国
文

化
」
に
変
更
し
た
こ
と
で
、

年
々
売
上
は
増
加
し
て
お
り
、
い
ま
ま
で
オ

フ
シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た
冬
季
も
、
昨
シ
ー
ズ
ン

は
ほ
ぼ
1
0
0
％
稼
働
と
な
り
ま
し
た
。
た

だ
、「
雪
国
」
に
と
っ
て
春
は
と
て
も
特
別

で
良
い
時
期
な
の
で
す
が
、
な
か
な
か
こ
こ

ま
で
足
を
伸
ば
せ
て
も
ら
え
て
い
な
い
こ
と

は
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　
宿
泊
費
も
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
の
、
上

げ
す
ぎ
る
と
日
本
人
が
泊
ま
り
づ
ら
く
な
る

の
で
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

リ
ピ
ー
タ
ー
向
け
に
は
早
め
に
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
次
回
宿
泊
時

に
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
を
提
供
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

価
値
が
あ
る
体
験

―
「ryu

go
n

」
自
体
が
泊
ま
っ
て
「
雪
国
」

を
体
感
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
な
の
だ
と
思
い

ま
す
が
、
日
本
人
と
海
外
の
方
で
体
験
コ
ン

テ
ン
ツ
（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）
の
嗜
好
の
違

い
は
あ
り
ま
す
か
。

　
一
番
人
気
が
あ
る
の
は
「
土
間
ク
ッ
キ
ン

グ
」
で
、
日
本
人
、
外
国
人
両
方
に
共
通
し

て
い
ま
す
ね
。
セ
ル
フ
ガ
イ
ド
で
、
田
ん
ぼ

道
の
真
ん
中
な
ど
5
キ
ロ
の
道
を
自
転
車
で

走
っ
て
帰
っ
て
く
る「
田
ん
ぼ
ポ
タ
リ
ン
グ
」

は
海
外
の
方
が
多
い
で
す
。

  

「
土
間
ク
ッ
キ
ン
グ
」
で
応
対
し
て
く
れ
る

地
元
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
英
語
は
話
せ

ま
せ
ん
が
、
通
訳
を
入
れ
る
必
要
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
動
画
を
見
て
も
ら
え
ば
分
か
り
ま
す

し
、
そ
も
そ
も
「
土
間
ク
ッ
キ
ン
グ
」
の
価

値
は
、
ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ス
と
し
て
で
は
な

く
て
、
ロ
ー
カ
ル
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
ふ

れ
あ
い
に
あ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か

ら
間
に
人
が
入
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
し
、
英

語
を
話
せ
な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
に
最

近
、
気
付
き
ま
し
た
。
大
体
、
日
本
人
の
参

加
者
の
中
に
英
語
が
話
せ
る
方
が
い
る
の

で
、
そ
の
方
が
通
訳
し
て
く
れ
る
と
参
加
者

同
士
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。
お
客
さ
ん
扱
い

し
す
ぎ
な
い
の
が
嫌
だ
と
い
う
お
客
様
も
い

ま
す
が
、
う
ち
は
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
と
い

う
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
価
値
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
共
感
し

て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

宿
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、

食
に
移
動
手
段
と

環
境
を
掛
け
算
す
る

―
地
元
の
協
力
態
勢
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
う
ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
分
か
る

ト
ラ
ベ
ル
ス
タ
ン
ス
を

理
解
し
た
う
え
で
の

地
域
ス
ト
ー
リ
ー
づ
く
り

―
「ryu

go
n

」
で
は
、
い
わ
ゆ
る
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
層
を
想
定
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
僕
と
し
て
は
、
日
本
の
方
な
の
か
、
海
外

の
方
な
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
旅

行
に
対
し
て
、
日
本
の
方
は
レ
ジ
ャ
ー
、
海

外
の
方
は
学
び
の
場
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が

多
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
感
覚
が

そ
も
そ
も
違
う
の
で
、
そ
れ
を
一
緒
く
た
に

す
る
の
は
無
理
が
あ
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
気
を
つ
け
な
く
て
は
い
け
な
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
、

地
域
を
旅
行
の
中
で
学
び
た
い
と
考
え
る
外

国
人
が
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
対
応
す
る

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
日
本
人
が
考
え
る
日
本

ら
し
さ
、
地
域
ら
し
さ
の
解
像
度
は
細
か
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
海
外
の

人
は
も
っ
と
ざ
っ
く
り
と
見
て
い
る
の
で
、

日
本
の
観
光
地
で
よ
く
見
ら
れ
る
コ
ン
テ
ン

ツ
は
、
彼
ら
が
求
め
て
い
る
も
の
と
の
解
像

度
が
違
う
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
旅
行
者
と
し
て
の
解
像
度
を
理
解
す
る
た

め
に
は
旅
行
経
験
が
必
要
で
す
。
た
と
え
ば

ハ
ワ
イ
と
い
え
ば
こ
れ
が
食
べ
た
い
、
あ
そ

こ
に
行
き
た
い
み
た
い
に
、
旅
先
に
対
し
て

自
分
が
思
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

そ
れ
ぞ
れ
が
思
う
イ
メ
ー
ジ
、
そ
れ
が
地
域

ス
ト
ー
リ
ー
な
ん
で
す
。
日
本
の
地
域
観
光

で
は
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
づ
く
り
が
で
き
て
い

な
く
て
、コ
ン
テ
ン
ツ
が
先
に
あ
る
。ス
ト
ー

リ
ー
を
作
ら
ず
に
地
域
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

す
る
か
ら
違
和
感
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

―
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
し
っ
か
り
作
っ
て
生

ま
れ
た
の
が
「
雪
国
観
光
圏
」
で
す
ね
。

　
僕
は
、「ryu

go
n

」を
設
計
す
る
に
あ
た
っ

て
、
1
週
間
宿
泊
す
る
よ
う
な
旅
の
ス
タ
ン

ス
を
も
っ
た
人
に
と
っ
て
心
地
の
良
い
宿
と

は
ど
う
い
う
宿
か
を
考
え
ま
し
た
。
そ
の
と

き
に
、
い
わ
ゆ
る
日
本
の
典
型
的
な
温
泉
旅

館
は
決
し
て
心
地
良
く
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ

た
ん
で
す
。
1
泊
2
日
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
旅
館
と
し
て
は
楽
し
い
ん
だ
け
ど
、

た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
で
、
ブ
ド
ウ
畑
を
見
な
が
ら
の
ん

び
り
過
ご
し
て
、
宿
に
戻
っ
て
本
を
読
む
よ

う
な
人
た
ち
に
と
っ
て
は
窮
屈
だ
ろ
う
な

と
。
そ
う
い
う
ス
タ
ン
ス
を
も
っ
た
人
が
日

本
に
来
た
と
き
に
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
心
地

良
さ
を
提
供
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

施
設
を
作
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
地
域
ス

ト
ー
リ
ー
を
考
え
る
う
え
で
も
、
彼
ら
の
旅

の
経
験
値
、
ト
ラ
ベ
ル
ス
タ
ン
ス
を
ち
ゃ
ん

と
見
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
「ryu

go
n

」
の
お
客
様
の
う
ち
、
海
外

の
方
の
割
合
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
チ
ャ
ネ
ル
で
販
売
し
て
い

宿
は〝
地
域
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
〞

〜
地
域
と
密
接
に
関
わ
り

目
利
き
の
機
能
を
発
揮
す
る
〜

ryugon

4 2
唯一無二の「体験価値」を創造する4

30



株
式
会
社
龍
言
代
表
取
締
役
。

旅
館
の
4
代
目
と
し
て
家
業
を
継

ぎ
、2
0
0
5
年
に「
越
後
湯
澤

HATAGO

井
仙
」を
リ
ニュ
ー
ア
ル
。

2
0
0
8
年
に
周
辺
7
市
町
村
で
構

成
す
る「
雪
国
観
光
圏
」を
プ
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
立
ち
上
げ
、2
0
1
3
年
に
は
代
表
理
事
に
就

任
。2
0
1
9
年
に
は
老
舗
温
泉
旅
館
の
経
営
を
引
き
受

け
、雪
国
文
化
を
感
じ
る
古
民
家
ホ
テ
ル「ryugon

」へ
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。「
宿
は
地
域
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で

あ
る
」と
の
思
想
の
も
と
、実
業
と
地
域
経
営
を
共
存
さ
せ

る
こ
と
で
国
際
競
争
力
を
も
っ
た
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

構
築
に
取
り
組
む
。

井
口
智
裕（
い
ぐ
ち
・
と
も
ひ
ろ
）

と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ア
ウ
ト

し
て
も
ら
う
た
め
に
地
元
の
飲
食
店
の
情
報

を
載
せ
て
い
ま
す
。
六
日
町
で
は
、
そ
れ
を

見
た
「ryu

go
n

」
の
お
客
様
が
来
て
く
れ

た
と
お
礼
を
言
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
協
力
を

申
し
出
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
僕
自
身
、
世
界
を
旅
し
て
思
う
の
が
、

訪
れ
た
い
観
光
地
の
要
件
は
宿
と
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
と
食
で
、
そ
れ
に
掛
け
算
を
す
る
と

し
た
ら
移
動
手
段
と
環
境
。
こ
の
掛
け
算
が

で
き
る
と
こ
ろ
が
一
番
魅
力
的
な
場
所
な
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
を
考
え
る
と
、
南
魚
沼
は
宿
が
弱

か
っ
た
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ど
ん
な
宿
で
も

い
い
わ
け
で
は
な
く
て
、
地
域
の
民
度
を
上

げ
る
た
め
に
は
、
い
い
お
客
様
に
来
て
も
ら

わ
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
い

い
宿
が
必
要
な
ん
で
す
。
そ
し
て
連
泊
し
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
い
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

と
、
い
い
飲
食
店
が
地
域
に
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
が
大
事
。
地
域
と
共
存
す
る
こ
と
が
結

果
的
に
宿
の
連
泊
数
に
つ
な
が
る
と
い
う
の

が
う
ち
の
考
え
方
で
す
。

―
質
の
高
い
体
験
、
宿
づ
く
り
を
担
う
人
材

の
確
保
に
つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

　
た
と
え
ば
新
卒
で
あ
れ
ば
、
都
内
の
学
校

を
出
た
子
は
都
内
の
ホ
テ
ル
で
イ
ン
タ
ー
ン

を
し
て
そ
の
ま
ま
そ
こ
で
働
く
と
い
う
よ
う

に
、
旅
館
と
い
う
選
択
肢
が
も
は
や
な
い
。

そ
も
そ
も
都
内
の
学
校
に
通
っ
て
い
た
人
が

わ
ざ
わ
ざ
地
方
で
就
職
し
な
い
で
す
よ
。
だ

か
ら
地
方
の
旅
館
に
と
っ
て
は
、
ス
タ
ー
ト

地
点
か
ら
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
ん
で
す
。

　
そ
う
考
え
る
と
、
ま
ず
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
は
、
若
い
世
代
に
地
方
で
働
く
こ

と
、
旅
館
で
働
く
こ
と
の
意
義
を
分
か
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
受
け
入
れ

る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
て
、
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
旅
館
の
仕
事
を
5
時
間
手
伝
う
と

無
料
で
宿
泊
で
き
る「
さ
か
と
ケ
」と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
で

暮
ら
す
こ
と
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
人
を

作
ら
な
い
限
り
は
、
い
く
ら
集
客
し
て
も
回

ら
な
い
わ
け
で
す
か
ら
。
あ
と
は
、
学
生
た
ち

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
観
光
地
の
お
手
伝
い
を

す
る
と
い
う
大
学
の
サ
ー
ク
ル
も
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
た
と
え
ば
米
づ
く
り

や
草
刈
り
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
と
か
、
ス
ポ
ッ

ト
仕
事
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
農
家
さ
ん
が
自
ら
そ
の
あ
た
り
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
そ
の

間
に
入
っ
て
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
、
会
社
が
い

く
ら
待
遇
を
良
く
し
て
も
、
こ
の
地
で
暮
ら

す
イ
メ
ー
ジ
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
な
い
と
、
な

か
な
か
移
住
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で
、
そ

う
考
え
る
と
、
地
域
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
が
大
事
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

宿
の
本
質
的
価
値
は

「
目
利
き
」
の
機
能
に
あ
り

―
普
通
は
、
ど
う
し
て
も
ほ
か
と
差
別
化
す

る
た
め
に
、
要
素
を
探
し
て
細
か
く
な
っ
て

い
く
の
に
、
あ
え
て
俯
瞰
し
た
と
こ
ろ
に
留

め
る
と
い
う
の
は
井
口
さ
ん
な
ら
で
は
で
す

よ
ね
。

　
雪
国
文
化
だ
け
は
僕
、
誰
よ
り
も
語
れ
ま

す
か
ら
（
笑
）。
作
戦
と
し
て
は
こ
の
一
点

突
破
で
す
。
宿
の
価
値
、
本
質
を
ど
こ
に
求

め
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
う
ん

で
す
が
、
僕
は
使
命
で
く
く
っ
た
ほ
う
が
い

い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
昔
か
ら
、
宿
は
地

域
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
だ
と
言
っ
て
い
る
よ
う

に
、
究
極
の
D
M
C
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
文
化
、
食
材
、
地
元
の
人
と
の
出

会
い
な
ど
、
そ
れ
ら
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
あ
る
こ
と
に
宿
と
し
て
生
き
残
る
道
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
昔
前
の
旅
館
が
提
供
し
て
い
た
料

理
、
風
呂
、
部
屋
は
い
ま
や
全
部
が
代
替
で

き
て
し
ま
う
も
の
な
の
で
、
宿
と
い
う
ワ
ン

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
や
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
デ
パ
ー
ト
と
同

じ
状
態
で
、
も
は
や
全
部
が
揃
っ
て
い
る
こ

と
が
価
値
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
で
は
、

デ
パ
ー
ト
の
本
質
的
な
価
値
が
何
か
と
い
っ

た
ら
、
目
利
き
の
機
能
だ
と
思
う
ん
で
す
。

だ
か
ら
宿
も
、
お
客
様
と
の
接
点
の
部
分
で

い
か
に
目
利
き
の
機
能
を
発
揮
す
る
か
と
い

う
と
こ
ろ
が
大
事
で
、
さ
ら
に
高
付
加
価
値

化
を
考
え
る
な
ら
、
宿
と
地
域
が
い
か
に
密

接
に
関
わ
れ
る
か
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〇
聞
き
手
：
福
永
香
織
・
柿
島
あ
か
ね
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
オ
ー
プ
ン
当
初
は
5
％
く
ら
い
で
し
た

が
、
い
ま
は
10
〜
15
％
く
ら
い
で
す
ね
。
ほ

と
ん
ど
の
方
は
連
泊
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
面

白
い
の
が
、
海
外
の
方
の
場
合
は
何
が
し
た

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

さ
っ
き
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
に

1
週
間
滞
在
す
る
と
考
え
た
と
き
に
、
日
本

人
の
旅
の
ス
タ
ン
ス
だ
と
手
持
ち
無
沙
汰
な

ん
で
す
よ
。
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
暇
だ

と
な
る
。
で
も
海
外
の
方
に
と
っ
て
は
そ
れ

が
心
地
い
い
。「ryu

go
n

」
に
連
泊
す
る
方

も
、
散
歩
を
し
た
り
、
居
酒
屋
に
行
っ
た
り

す
る
く
ら
い
で
、
特
別
な
こ
と
は
何
も
し
な

い
人
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
販
売
チ
ャ
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
海
外
の
方

が
個
人
で
直
接
予
約
を
し
て
く
る
ケ
ー
ス
は

少
な
く
、
D
M
C
や
O
T
A
経
由
で
予
約
が

入
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
34
室
も
あ

る
と
色
々
な
客
層
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
、
時
期
に

よ
っ
て
は
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の

ツ
ア
ー
や
日
本
人
の
ツ

ア
ー
、
グ
ル
ー
プ
が
入
っ
て

く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
直
前
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
が
、
日
本
の
旅
館
や

小
規
模
ホ
テ
ル
に
特
化
し
た

国
際
ホ
テ
ル
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
「T

he R
yokan C

ollec-

tion

」
に
加
盟
し
て
い
る
ほ

か
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
出

身
の
知
人
が
メ
デ
ィ
ア
を
連

れ
て
き
て
く
れ
て
、
1
週
間

滞
在
し
て
記
事
を
書
い
て
く

れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
雪
国
文

化
」
に
変
更
し
た
こ
と
で
、

年
々
売
上
は
増
加
し
て
お
り
、
い
ま
ま
で
オ

フ
シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た
冬
季
も
、
昨
シ
ー
ズ
ン

は
ほ
ぼ
1
0
0
％
稼
働
と
な
り
ま
し
た
。
た

だ
、「
雪
国
」
に
と
っ
て
春
は
と
て
も
特
別

で
良
い
時
期
な
の
で
す
が
、
な
か
な
か
こ
こ

ま
で
足
を
伸
ば
せ
て
も
ら
え
て
い
な
い
こ
と

は
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　
宿
泊
費
も
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
の
、
上

げ
す
ぎ
る
と
日
本
人
が
泊
ま
り
づ
ら
く
な
る

の
で
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

リ
ピ
ー
タ
ー
向
け
に
は
早
め
に
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
次
回
宿
泊
時

に
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
を
提
供
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

価
値
が
あ
る
体
験

―
「ryu

go
n

」
自
体
が
泊
ま
っ
て
「
雪
国
」

を
体
感
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
な
の
だ
と
思
い

ま
す
が
、
日
本
人
と
海
外
の
方
で
体
験
コ
ン

テ
ン
ツ
（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）
の
嗜
好
の
違

い
は
あ
り
ま
す
か
。

　
一
番
人
気
が
あ
る
の
は
「
土
間
ク
ッ
キ
ン

グ
」
で
、
日
本
人
、
外
国
人
両
方
に
共
通
し

て
い
ま
す
ね
。
セ
ル
フ
ガ
イ
ド
で
、
田
ん
ぼ

道
の
真
ん
中
な
ど
5
キ
ロ
の
道
を
自
転
車
で

走
っ
て
帰
っ
て
く
る「
田
ん
ぼ
ポ
タ
リ
ン
グ
」

は
海
外
の
方
が
多
い
で
す
。

  

「
土
間
ク
ッ
キ
ン
グ
」
で
応
対
し
て
く
れ
る

地
元
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
英
語
は
話
せ

ま
せ
ん
が
、
通
訳
を
入
れ
る
必
要
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
動
画
を
見
て
も
ら
え
ば
分
か
り
ま
す

し
、
そ
も
そ
も
「
土
間
ク
ッ
キ
ン
グ
」
の
価

値
は
、
ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ス
と
し
て
で
は
な

く
て
、
ロ
ー
カ
ル
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
ふ

れ
あ
い
に
あ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か

ら
間
に
人
が
入
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
し
、
英

語
を
話
せ
な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
に
最

近
、
気
付
き
ま
し
た
。
大
体
、
日
本
人
の
参

加
者
の
中
に
英
語
が
話
せ
る
方
が
い
る
の

で
、
そ
の
方
が
通
訳
し
て
く
れ
る
と
参
加
者

同
士
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。
お
客
さ
ん
扱
い

し
す
ぎ
な
い
の
が
嫌
だ
と
い
う
お
客
様
も
い

ま
す
が
、
う
ち
は
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
と
い

う
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
価
値
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
共
感
し

て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

宿
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、

食
に
移
動
手
段
と

環
境
を
掛
け
算
す
る

―
地
元
の
協
力
態
勢
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
う
ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
分
か
る

ト
ラ
ベ
ル
ス
タ
ン
ス
を

理
解
し
た
う
え
で
の

地
域
ス
ト
ー
リ
ー
づ
く
り

―
「ryu

go
n

」
で
は
、
い
わ
ゆ
る
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
層
を
想
定
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
僕
と
し
て
は
、
日
本
の
方
な
の
か
、
海
外

の
方
な
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
旅

行
に
対
し
て
、
日
本
の
方
は
レ
ジ
ャ
ー
、
海

外
の
方
は
学
び
の
場
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が

多
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
感
覚
が

そ
も
そ
も
違
う
の
で
、
そ
れ
を
一
緒
く
た
に

す
る
の
は
無
理
が
あ
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
気
を
つ
け
な
く
て
は
い
け
な
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
、

地
域
を
旅
行
の
中
で
学
び
た
い
と
考
え
る
外

国
人
が
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
対
応
す
る

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
日
本
人
が
考
え
る
日
本

ら
し
さ
、
地
域
ら
し
さ
の
解
像
度
は
細
か
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
海
外
の

人
は
も
っ
と
ざ
っ
く
り
と
見
て
い
る
の
で
、

日
本
の
観
光
地
で
よ
く
見
ら
れ
る
コ
ン
テ
ン

ツ
は
、
彼
ら
が
求
め
て
い
る
も
の
と
の
解
像

度
が
違
う
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
旅
行
者
と
し
て
の
解
像
度
を
理
解
す
る
た

め
に
は
旅
行
経
験
が
必
要
で
す
。
た
と
え
ば

ハ
ワ
イ
と
い
え
ば
こ
れ
が
食
べ
た
い
、
あ
そ

こ
に
行
き
た
い
み
た
い
に
、
旅
先
に
対
し
て

自
分
が
思
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

そ
れ
ぞ
れ
が
思
う
イ
メ
ー
ジ
、
そ
れ
が
地
域

ス
ト
ー
リ
ー
な
ん
で
す
。
日
本
の
地
域
観
光

で
は
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
づ
く
り
が
で
き
て
い

な
く
て
、コ
ン
テ
ン
ツ
が
先
に
あ
る
。ス
ト
ー

リ
ー
を
作
ら
ず
に
地
域
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

す
る
か
ら
違
和
感
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

―
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
し
っ
か
り
作
っ
て
生

ま
れ
た
の
が
「
雪
国
観
光
圏
」
で
す
ね
。

　
僕
は
、「ryu

go
n

」を
設
計
す
る
に
あ
た
っ

て
、
1
週
間
宿
泊
す
る
よ
う
な
旅
の
ス
タ
ン

ス
を
も
っ
た
人
に
と
っ
て
心
地
の
良
い
宿
と

は
ど
う
い
う
宿
か
を
考
え
ま
し
た
。
そ
の
と

き
に
、
い
わ
ゆ
る
日
本
の
典
型
的
な
温
泉
旅

館
は
決
し
て
心
地
良
く
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ

た
ん
で
す
。
1
泊
2
日
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
旅
館
と
し
て
は
楽
し
い
ん
だ
け
ど
、

た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
で
、
ブ
ド
ウ
畑
を
見
な
が
ら
の
ん

び
り
過
ご
し
て
、
宿
に
戻
っ
て
本
を
読
む
よ

う
な
人
た
ち
に
と
っ
て
は
窮
屈
だ
ろ
う
な

と
。
そ
う
い
う
ス
タ
ン
ス
を
も
っ
た
人
が
日

本
に
来
た
と
き
に
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
心
地

良
さ
を
提
供
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

施
設
を
作
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
地
域
ス

ト
ー
リ
ー
を
考
え
る
う
え
で
も
、
彼
ら
の
旅

の
経
験
値
、
ト
ラ
ベ
ル
ス
タ
ン
ス
を
ち
ゃ
ん

と
見
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
「ryu

go
n

」
の
お
客
様
の
う
ち
、
海
外

の
方
の
割
合
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
チ
ャ
ネ
ル
で
販
売
し
て
い

宿
は〝
地
域
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
〞

〜
地
域
と
密
接
に
関
わ
り

目
利
き
の
機
能
を
発
揮
す
る
〜

ryugon
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と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ア
ウ
ト

し
て
も
ら
う
た
め
に
地
元
の
飲
食
店
の
情
報

を
載
せ
て
い
ま
す
。
六
日
町
で
は
、
そ
れ
を

見
た
「ryu

go
n

」
の
お
客
様
が
来
て
く
れ

た
と
お
礼
を
言
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
協
力
を

申
し
出
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
僕
自
身
、
世
界
を
旅
し
て
思
う
の
が
、

訪
れ
た
い
観
光
地
の
要
件
は
宿
と
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
と
食
で
、
そ
れ
に
掛
け
算
を
す
る
と

し
た
ら
移
動
手
段
と
環
境
。
こ
の
掛
け
算
が

で
き
る
と
こ
ろ
が
一
番
魅
力
的
な
場
所
な
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
を
考
え
る
と
、
南
魚
沼
は
宿
が
弱

か
っ
た
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ど
ん
な
宿
で
も

い
い
わ
け
で
は
な
く
て
、
地
域
の
民
度
を
上

げ
る
た
め
に
は
、
い
い
お
客
様
に
来
て
も
ら

わ
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
い

い
宿
が
必
要
な
ん
で
す
。
そ
し
て
連
泊
し
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
い
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

と
、
い
い
飲
食
店
が
地
域
に
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
が
大
事
。
地
域
と
共
存
す
る
こ
と
が
結

果
的
に
宿
の
連
泊
数
に
つ
な
が
る
と
い
う
の

が
う
ち
の
考
え
方
で
す
。

―
質
の
高
い
体
験
、
宿
づ
く
り
を
担
う
人
材

の
確
保
に
つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

　
た
と
え
ば
新
卒
で
あ
れ
ば
、
都
内
の
学
校

を
出
た
子
は
都
内
の
ホ
テ
ル
で
イ
ン
タ
ー
ン

を
し
て
そ
の
ま
ま
そ
こ
で
働
く
と
い
う
よ
う

に
、
旅
館
と
い
う
選
択
肢
が
も
は
や
な
い
。

そ
も
そ
も
都
内
の
学
校
に
通
っ
て
い
た
人
が

わ
ざ
わ
ざ
地
方
で
就
職
し
な
い
で
す
よ
。
だ

か
ら
地
方
の
旅
館
に
と
っ
て
は
、
ス
タ
ー
ト

地
点
か
ら
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
ん
で
す
。

　
そ
う
考
え
る
と
、
ま
ず
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
は
、
若
い
世
代
に
地
方
で
働
く
こ

と
、
旅
館
で
働
く
こ
と
の
意
義
を
分
か
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
受
け
入
れ

る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
て
、
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
旅
館
の
仕
事
を
5
時
間
手
伝
う
と

無
料
で
宿
泊
で
き
る「
さ
か
と
ケ
」と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
で

暮
ら
す
こ
と
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
人
を

作
ら
な
い
限
り
は
、
い
く
ら
集
客
し
て
も
回

ら
な
い
わ
け
で
す
か
ら
。
あ
と
は
、
学
生
た
ち

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
観
光
地
の
お
手
伝
い
を

す
る
と
い
う
大
学
の
サ
ー
ク
ル
も
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
た
と
え
ば
米
づ
く
り

や
草
刈
り
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
と
か
、
ス
ポ
ッ

ト
仕
事
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
農
家
さ
ん
が
自
ら
そ
の
あ
た
り
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
そ
の

間
に
入
っ
て
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
、
会
社
が
い

く
ら
待
遇
を
良
く
し
て
も
、
こ
の
地
で
暮
ら

す
イ
メ
ー
ジ
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
な
い
と
、
な

か
な
か
移
住
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で
、
そ

う
考
え
る
と
、
地
域
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
が
大
事
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

宿
の
本
質
的
価
値
は

「
目
利
き
」
の
機
能
に
あ
り

―
普
通
は
、
ど
う
し
て
も
ほ
か
と
差
別
化
す

る
た
め
に
、
要
素
を
探
し
て
細
か
く
な
っ
て

い
く
の
に
、
あ
え
て
俯
瞰
し
た
と
こ
ろ
に
留

め
る
と
い
う
の
は
井
口
さ
ん
な
ら
で
は
で
す

よ
ね
。

　
雪
国
文
化
だ
け
は
僕
、
誰
よ
り
も
語
れ
ま

す
か
ら
（
笑
）。
作
戦
と
し
て
は
こ
の
一
点

突
破
で
す
。
宿
の
価
値
、
本
質
を
ど
こ
に
求

め
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
う
ん

で
す
が
、
僕
は
使
命
で
く
く
っ
た
ほ
う
が
い

い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
昔
か
ら
、
宿
は
地

域
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
だ
と
言
っ
て
い
る
よ
う

に
、
究
極
の
D
M
C
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
文
化
、
食
材
、
地
元
の
人
と
の
出

会
い
な
ど
、
そ
れ
ら
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
あ
る
こ
と
に
宿
と
し
て
生
き
残
る
道
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
昔
前
の
旅
館
が
提
供
し
て
い
た
料

理
、
風
呂
、
部
屋
は
い
ま
や
全
部
が
代
替
で

き
て
し
ま
う
も
の
な
の
で
、
宿
と
い
う
ワ
ン

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
や
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
デ
パ
ー
ト
と
同

じ
状
態
で
、
も
は
や
全
部
が
揃
っ
て
い
る
こ

と
が
価
値
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
で
は
、

デ
パ
ー
ト
の
本
質
的
な
価
値
が
何
か
と
い
っ

た
ら
、
目
利
き
の
機
能
だ
と
思
う
ん
で
す
。

だ
か
ら
宿
も
、
お
客
様
と
の
接
点
の
部
分
で

い
か
に
目
利
き
の
機
能
を
発
揮
す
る
か
と
い

う
と
こ
ろ
が
大
事
で
、
さ
ら
に
高
付
加
価
値

化
を
考
え
る
な
ら
、
宿
と
地
域
が
い
か
に
密

接
に
関
わ
れ
る
か
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〇
聞
き
手
：
福
永
香
織
・
柿
島
あ
か
ね
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
オ
ー
プ
ン
当
初
は
5
％
く
ら
い
で
し
た

が
、
い
ま
は
10
〜
15
％
く
ら
い
で
す
ね
。
ほ

と
ん
ど
の
方
は
連
泊
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
面

白
い
の
が
、
海
外
の
方
の
場
合
は
何
が
し
た

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

さ
っ
き
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
に

1
週
間
滞
在
す
る
と
考
え
た
と
き
に
、
日
本

人
の
旅
の
ス
タ
ン
ス
だ
と
手
持
ち
無
沙
汰
な

ん
で
す
よ
。
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
暇
だ

と
な
る
。
で
も
海
外
の
方
に
と
っ
て
は
そ
れ

が
心
地
い
い
。「ryu

go
n

」
に
連
泊
す
る
方

も
、
散
歩
を
し
た
り
、
居
酒
屋
に
行
っ
た
り

す
る
く
ら
い
で
、
特
別
な
こ
と
は
何
も
し
な

い
人
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
販
売
チ
ャ
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
海
外
の
方

が
個
人
で
直
接
予
約
を
し
て
く
る
ケ
ー
ス
は

少
な
く
、
D
M
C
や
O
T
A
経
由
で
予
約
が

入
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
34
室
も
あ

る
と
色
々
な
客
層
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
、
時
期
に

よ
っ
て
は
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の

ツ
ア
ー
や
日
本
人
の
ツ

ア
ー
、
グ
ル
ー
プ
が
入
っ
て

く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
直
前
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
が
、
日
本
の
旅
館
や

小
規
模
ホ
テ
ル
に
特
化
し
た

国
際
ホ
テ
ル
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
「T

he R
yokan C

ollec-

tion

」
に
加
盟
し
て
い
る
ほ

か
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
出

身
の
知
人
が
メ
デ
ィ
ア
を
連

れ
て
き
て
く
れ
て
、
1
週
間

滞
在
し
て
記
事
を
書
い
て
く

れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
雪
国
文

化
」
に
変
更
し
た
こ
と
で
、

年
々
売
上
は
増
加
し
て
お
り
、
い
ま
ま
で
オ

フ
シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た
冬
季
も
、
昨
シ
ー
ズ
ン

は
ほ
ぼ
1
0
0
％
稼
働
と
な
り
ま
し
た
。
た

だ
、「
雪
国
」
に
と
っ
て
春
は
と
て
も
特
別

で
良
い
時
期
な
の
で
す
が
、
な
か
な
か
こ
こ

ま
で
足
を
伸
ば
せ
て
も
ら
え
て
い
な
い
こ
と

は
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　
宿
泊
費
も
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
の
、
上

げ
す
ぎ
る
と
日
本
人
が
泊
ま
り
づ
ら
く
な
る

の
で
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

リ
ピ
ー
タ
ー
向
け
に
は
早
め
に
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
次
回
宿
泊
時

に
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
を
提
供
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

価
値
が
あ
る
体
験

―
「ryu

go
n

」
自
体
が
泊
ま
っ
て
「
雪
国
」

を
体
感
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
な
の
だ
と
思
い

ま
す
が
、
日
本
人
と
海
外
の
方
で
体
験
コ
ン

テ
ン
ツ
（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）
の
嗜
好
の
違

い
は
あ
り
ま
す
か
。

　
一
番
人
気
が
あ
る
の
は
「
土
間
ク
ッ
キ
ン

グ
」
で
、
日
本
人
、
外
国
人
両
方
に
共
通
し

て
い
ま
す
ね
。
セ
ル
フ
ガ
イ
ド
で
、
田
ん
ぼ

道
の
真
ん
中
な
ど
5
キ
ロ
の
道
を
自
転
車
で

走
っ
て
帰
っ
て
く
る「
田
ん
ぼ
ポ
タ
リ
ン
グ
」

は
海
外
の
方
が
多
い
で
す
。

  

「
土
間
ク
ッ
キ
ン
グ
」
で
応
対
し
て
く
れ
る

地
元
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
英
語
は
話
せ

ま
せ
ん
が
、
通
訳
を
入
れ
る
必
要
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
動
画
を
見
て
も
ら
え
ば
分
か
り
ま
す

し
、
そ
も
そ
も
「
土
間
ク
ッ
キ
ン
グ
」
の
価

値
は
、
ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ス
と
し
て
で
は
な

く
て
、
ロ
ー
カ
ル
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
ふ

れ
あ
い
に
あ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か

ら
間
に
人
が
入
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
し
、
英

語
を
話
せ
な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
に
最

近
、
気
付
き
ま
し
た
。
大
体
、
日
本
人
の
参

加
者
の
中
に
英
語
が
話
せ
る
方
が
い
る
の

で
、
そ
の
方
が
通
訳
し
て
く
れ
る
と
参
加
者

同
士
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。
お
客
さ
ん
扱
い

し
す
ぎ
な
い
の
が
嫌
だ
と
い
う
お
客
様
も
い

ま
す
が
、
う
ち
は
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
と
い

う
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
価
値
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
共
感
し

て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

宿
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、

食
に
移
動
手
段
と

環
境
を
掛
け
算
す
る

―
地
元
の
協
力
態
勢
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
う
ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
分
か
る

ト
ラ
ベ
ル
ス
タ
ン
ス
を

理
解
し
た
う
え
で
の

地
域
ス
ト
ー
リ
ー
づ
く
り

―
「ryu

go
n

」
で
は
、
い
わ
ゆ
る
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
層
を
想
定
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
僕
と
し
て
は
、
日
本
の
方
な
の
か
、
海
外

の
方
な
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
旅

行
に
対
し
て
、
日
本
の
方
は
レ
ジ
ャ
ー
、
海

外
の
方
は
学
び
の
場
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が

多
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
感
覚
が

そ
も
そ
も
違
う
の
で
、
そ
れ
を
一
緒
く
た
に

す
る
の
は
無
理
が
あ
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
気
を
つ
け
な
く
て
は
い
け
な
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
、

地
域
を
旅
行
の
中
で
学
び
た
い
と
考
え
る
外

国
人
が
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
対
応
す
る

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
日
本
人
が
考
え
る
日
本

ら
し
さ
、
地
域
ら
し
さ
の
解
像
度
は
細
か
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
海
外
の

人
は
も
っ
と
ざ
っ
く
り
と
見
て
い
る
の
で
、

日
本
の
観
光
地
で
よ
く
見
ら
れ
る
コ
ン
テ
ン

ツ
は
、
彼
ら
が
求
め
て
い
る
も
の
と
の
解
像

度
が
違
う
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
旅
行
者
と
し
て
の
解
像
度
を
理
解
す
る
た

め
に
は
旅
行
経
験
が
必
要
で
す
。
た
と
え
ば

ハ
ワ
イ
と
い
え
ば
こ
れ
が
食
べ
た
い
、
あ
そ

こ
に
行
き
た
い
み
た
い
に
、
旅
先
に
対
し
て

自
分
が
思
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

そ
れ
ぞ
れ
が
思
う
イ
メ
ー
ジ
、
そ
れ
が
地
域

ス
ト
ー
リ
ー
な
ん
で
す
。
日
本
の
地
域
観
光

で
は
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
づ
く
り
が
で
き
て
い

な
く
て
、コ
ン
テ
ン
ツ
が
先
に
あ
る
。ス
ト
ー

リ
ー
を
作
ら
ず
に
地
域
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

す
る
か
ら
違
和
感
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

―
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
し
っ
か
り
作
っ
て
生

ま
れ
た
の
が
「
雪
国
観
光
圏
」
で
す
ね
。

　
僕
は
、「ryu

go
n

」を
設
計
す
る
に
あ
た
っ

て
、
1
週
間
宿
泊
す
る
よ
う
な
旅
の
ス
タ
ン

ス
を
も
っ
た
人
に
と
っ
て
心
地
の
良
い
宿
と

は
ど
う
い
う
宿
か
を
考
え
ま
し
た
。
そ
の
と

き
に
、
い
わ
ゆ
る
日
本
の
典
型
的
な
温
泉
旅

館
は
決
し
て
心
地
良
く
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ

た
ん
で
す
。
1
泊
2
日
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

奈
良
を
拠
点
に
、「
暮
ら
し
に
入
り
込

む
旅
」を
軸
と
し
た
文
化
体
験
を
企

画
・
運
営
す
る
株
式
会
社T

ale 
N
avi

取
締
役
。職
人
の
仕
事
や
日
常

の
生
活
文
化
に
根
ざ
し
た
体
験
を
通

じ
て
、訪
日
客
一
人
当
た
り
の
生
涯
消

費
額
を
K
G
I
に
据
え
た
顧
客
体
験（
体
験・物
販・再

訪
）を
設
計
し
て
い
る
。地
域
の
人・風
景・営
み
に
ふ
れ
る

旅
を
通
じ
て
、世
界
と
ロ
ー
カ
ル
を
つ
な
ぎ
、持
続
的
に
地

域
経
済
へ
還
元
さ
れ
る
観
光
モ
デ
ル
の
実
装
を
目
指
す
。

鬼
木
翔
平（
お
に
き
・
し
ょ
う
へ
い
）

の
で
す
が
、
帰
国
し
て
か
ら
も
2
か
月
に
1

回
お
茶
が
届
く
サ
ブ
ス
ク
を
契
約
し
て
く
だ

さ
る
方
も
い
ま
す
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
価
格
帯
と
し
て
は
、

5
0
0
0
円
か
ら
1
万
5
0
0
0
円
と
高
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
と
し
て

は
、
単
発
の
消
費
額
で
は
な
く
て
、
一
人
当

た
り
の
「
生
涯
消
費
額
」
を
追
い
か
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い
ず
れ

は
「ku

rab
i

」
の
シ
ョ
ッ
プ
を
や
り
た
い
と

も
考
え
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ベ
ー
ス
で
、
た
と
え
ば
酒
蔵
と
の
コ
ラ

ボ
や
、
着
物
の
リ
メ
イ
ク
会
社
と
の
コ
ラ
ボ

で
作
っ
た
商
品
を
限
定
で
販
売
し
て
、
目
標

を
達
成
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
常
時
買
え
る

よ
う
に
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
リ
タ
ー
ン
と
し

て
、
商
品
だ
け
で
は
な
く
て
、
工
房
見
学
を

開
催
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
さ
ら
に

将
来
的
に
は
、
後
継
者
不
足
な
ど
で
会
社
を

た
た
む
と
い
う
方
か
ら
事
業
を
承
継
す
る
と

か
、
そ
こ
ま
で
踏
み
込
み
た
い
と
も
考
え
て

い
ま
す
。

地
元
の
人
が
気
付
か
な
い

奈
良
の
魅
力
を

伝
え
る

　
奈
良
に
は
歴
史
や
伝
統
が
あ
っ
て
、
す
ご

い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
地
元
の
人

は
そ
の
価
値
に
気
付
い
て
い
な
い
人
が
多
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
よ
く
い
わ
れ
る
こ
と
で

す
が
、
渦
中
に
い
る
と
そ
の
価
値
に
気
付
け

な
く
て
、
外
か
ら
評
価
さ
れ
て
は
じ
め
て
気

付
く
こ
と
が
多
い
で
す
し
、
い
い
こ
と
だ
と

は
思
っ
て
い
て
も
、
日
々
の
生
活
の
こ
と
で

忙
し
く
て
目
を
向
け
る
時
間
が
な
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、東
京
や
海
外
で
暮
ら
し
て
い
て
、

時
間
的
に
も
経
済
的
に
も
余
裕
の
あ
る
層
に

は
、
奈
良
の
そ
の
魅
力
に
興
味
が
あ
る
人
は

多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
そ
の
両
者
を

つ
な
ぎ
た
い
。
何
か
を
極
め
た
人
、
長
年
続

け
て
き
た
人
た
ち
の
想
い
、
脈
々
と
受
け
継

い
で
き
た
考
え
方
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
き

た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
や

ら
な
い
と
、
極
め
て
い
る
人
た
ち
が
い
な

く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
も
あ
り

ま
す
。

　
他
の
都
市
と
比
べ
る
と
、
奈
良
は
素
朴
で

す
が
、
そ
れ
が
奈
良
の
い
い
と
こ
ろ
で
あ
っ

て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
本
当
の
考
え
方
や
哲
学

が
ち
ゃ
ん
と
残
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
が
あ

る
ん
で
す
よ
ね
。
い
ま
、
私
た
ち
が
そ
の
考

え
方
を
受
け
取
っ
て
、
観
光
客
に
伝
え
る
こ

と
で
、
そ
れ
を
自
分
の
暮
ら
し
や
生
き
方
に

取
り
入
れ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
し
て
そ
れ
が

次
の
世
代
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

〇
聞
き
手
：
福
永
香
織
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）

者
視
点
で
設
計
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
持

続
し
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
直
前
ま
で

予
約
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
主
に
、
欧
米
の
20
代
か
ら

60
代
の
旅
行
者
で
、
地
元
の
人
と
交
流
し
た

い
層
や
文
化
へ
の
関
心
が
高
い
層
、
そ
し
て

大
仏
や
鹿
以
外
の〝
地
元
ら
し
さ
〞を
求
め
る

層
で
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
持
続
可
能
な

流
通
モ
デ
ル
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
す
。

　
販
路
に
つ
い
て
は
、
O
T
A
や
ラ
ン
ド
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
経
由
が
50
％
、
直
接
予
約
が

50
％
と
い
う
割
合
で
す
が
、
奈
良
に
来
て
か

ら
予
約
し
て
も
ら
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
ま
だ

十
分
に
確
立
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
近
い
人
た
ち
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
結
局
、
認
知

率
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
上
げ
る
た
め
に
必

要
な
の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
よ
り
も
、
実
際
に

奈
良
の
ま
ち
な
か
に
い
る
観
光
客
に
い
か
に

知
っ
て
も
ら
う
か
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
に
な
っ
た
瞬
間
、
他
都
市
も
ラ
イ

バ
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
。
そ
の
意
味
で

は
地
元
の
ホ
テ
ル
と
提
携
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
販
売
で
き
て
い
る
こ
と
は
大
き
い
と
思
い

ま
す
。

周
囲
を
巻
き
込
み
、

価
値
を
高
め
て
提
供
す
る

―
少
な
い
人
数
で
ど
の
よ
う
に
し
て
運
営
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
い
ま
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
奈
良
で
出

会
っ
た
イ
タ
リ
ア
人
に
メ
イ
ン
で
お
願
い
し

て
い
て
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
も
入
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
は
全
部
、
自
分
た
ち
で
進

め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
連
携
し
て
い
る
事

業
者
さ
ん
は
40
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。
紹
介

か
ら
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
の
ほ
か
、
突
撃
訪
問

で
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

外
部
の
専
門
家
と
も
積
極
的
に
連
携
し
て
い

き
た
い
と
思
う
一
方
で
、
自
分
た
ち
で
泥
臭

く
や
っ
て
き
た
こ
と
が
実
は
一
番
、
他
社
と

の
差
別
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
気
も
し
て
い

ま
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
そ
し
て
フ
ァ
ン
を

増
や
す
意
味
で
も
、
ガ
イ
ド
、
地
元
の
事
業

者
の
方
々
、企
画
開
発
に
興
味
が
あ
る
学
生
、

私
た
ち
の
事
業
を
応
援
し
て
く
れ
る
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
な
ど
、
周
囲
の
方
々
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
巻
き
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
で
き
る
理
由
の
ひ
と
つ
に
は
、

企
画
を
作
っ
た
ら
す
ぐ
売
り
に
い
く
と
い
う

ス
タ
ン
ス
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

が
ホ
ス
ト
側
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
だ
か
ら
私
た
ち

は
、
次
の
日
に
は
、
ま
ち
な
か
に
い
る
外

国
人
観
光
客
に
声
を
か
け
て
連
れ
て
行
く

し
、
地
元
の
方
や
大
学
生
に
も
参
加
し
て

も
ら
う
。
地
元
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
も
、

自
分
の
し
て
い
る
こ
と
に
外
国
人
が
興
味

を
も
っ
て
く
れ
て
、
話
を
聞
い
て
く
れ
る

こ
と
を
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
喜
び
は
何
も
の
に
も
代
え
が

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
や
っ
て
、
い
い
意
味
で
周
囲
を
巻
き

込
む
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
船
に
乗
れ
ば
一

緒
に
企
画
を
作
れ
る
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
も
磨

け
る
、
そ
れ
を
世
に
出
し
て
検
証
も
で
き
る

と
い
う
販
路
を
ち
ゃ
ん
と
も
っ
て
い
る
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
も
コ
ン

テ
ン
ツ
を
売
っ
て
い
き
た
い
人
は
た
く
さ
ん

い
る
け
れ
ど
、
実
際
に
は
壁
も
あ
る
。
そ
こ

を
私
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
売
れ
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
し
、
大
事
な
の
は
、
ブ

ラ
ン
ド
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
き
ち
ん
と
構
築
し

て
、
1
0
0
0
円
で
し
か
売
れ
な
か
っ
た
も

の
が
1
万
円
や
2
万
円
で
売
れ
る
よ
う
な
状

態
を
作
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
9
月
末
に
は
、
地
域
O
T
A
の
役
割
を
も

つ
「ku

rab
i

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上

げ
る
予
定
で
す
。
奈
良
の
観
光
の
隙
間
に
参

加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
い
つ
で
も
あ
る
状

態
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
、〝
暮
ら
し
〞

を
テ
ー
マ
に
、
地
元
の
人
と
一
緒
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
こ
と
、
日
本
人
が
休
日
に
楽
し
ん

で
い
る
よ
う
な
体
験
を
提
供
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
暮
ら
し
の
体
験
を
通
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
伝
統
や
娯
楽
、
文
化
を
味
わ
う

こ
と
は
、
旅
行
者
に
と
っ
て
は
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
つ
な
が
る
入
口
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

そ
の
場
限
り
で
な
く

「
生
涯
消
費
額
」で
考
え
る

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
一
番
人
気
が
あ

る
の
は
茶
道
で
、
ま
ず
は
テ
ィ
ー
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
を
し
て
も
ら
っ
て
、
お
茶
に
つ
い

て
き
ち
ん
と
伝
え
た
う
え
で
、
テ
ィ
ー
セ
レ

モ
ニ
ー
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。場
所
は
、

カ
フ
ェ
や
ホ
テ
ル
だ
っ
た
り
、
普
段
あ
ま

り
使
わ
れ
て
い
な
い
お
茶
室
だ
っ
た
り
。

で
き
る
だ
け
固
定
費
を
下
げ
た
い
と
い
う

想
い
も
あ
っ
て
、
場
所
代
も
人
数
に
応
じ

て
支
払
え
る
よ
う
な
か
た
ち
に
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
茶
農
家
体
験
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
茶
畑

で
収
穫
を
し
た
り
、ほ
う
じ
茶
を
作
っ
た
り
。

お
土
産
と
し
て
、
そ
の
場
で
購
入
も
で
き
る

奈
良
を
拠
点
に

観
光
体
験
の

イ
ン
フ
ラ
づ
く
り

―
「T

ale N
avi

」
の
起
業
の
経
緯
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
福
岡
出
身
で
、
京
都
の
大
学
に
通
っ

て
い
ま
し
た
。
在
学
中
に
1
年
間
休
学
を
し

て
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
よ
う
に
海
外
を
旅
を

し
て
、
帰
国
後
、
改
め
て
気
付
い
た
の
は
、

自
分
と
同
じ
よ
う
に
日
本
を
旅
す
る
海
外
の

旅
行
者
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
大
学
卒
業
後
は
東
京
で
就
職
し
ま
し
た

が
、「
観
光
に
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
」
と
い

う
想
い
が
あ
り
、
会
社
を
辞
め
て
、
2
0

2
3
年
の
夏
に
京
都
に
戻
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
京
都
に
は
観
光
客
と
同
じ
く
ら
い
プ
レ

イ
ヤ
ー
も
多
い
の
で
、
差
別
化
が
難
し
い
環

境
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
ふ
ら
っ
と
訪
れ

た
奈
良
で
、
観
光
客
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た

が
、
午
後
に
な
る
と
一
気
に
人
が
減
っ
て
し

ま
う
。
観
光
案
内
所
で
手
に
し
た
の
は
、
体

験
一
覧
が
載
っ
た
Ｂ
5
の
紙
1
枚
だ
け
。
し

か
も
日
本
語
の
み
、
電
話
番
号
の
み
の
掲
載

で
、
ほ
と
ん
ど
が
「
1
週
間
前
予
約
必
須
」。

観
光
客
は
多
い
の
に
、
楽
し
む
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
が
整
っ
て
い
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
奈
良
で
会
社
を
起
こ
そ
う
と
決
意
し

た
き
っ
か
け
で
す
。
大
学
時
代
の
仲
間
（
奈

良
出
身
）と
、福
岡
の
幼
馴
染
に
声
を
か
け
て
、

2
0
2
3
年
10
月
31
日
に
3
人
で
会
社
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
事
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
観
光
客
の

声
を
聞
き
た
い
と
い
う
想
い
と
、
自
分
が

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
だ
っ
た
と
き
の
よ
う
に
現

地
の
人
の
お
す
す
め
を
知
り
た
い
と
い
う
想

い
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
と
き
に
、何
か
フ
ッ

ク
に
な
る
も
の
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
、
カ

フ
ェ
を
間
借
り
し
て
始
め
た
の
が
奈
良
の
お

茶
と
お
酒
の
飲
み
比
べ
で
し
た
。
初
期
は
、

お
客
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
キ
ャ
ッ
チ
で
来
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
口
コ
ミ
で

広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―
体
験
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
客
層
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
そ
ん
な
中
で
見
え
て
き
た
の
が
、
体
験
に

メ
ン
ト
旅
館
と
し
て
は
楽
し
い
ん
だ
け
ど
、

た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
で
、
ブ
ド
ウ
畑
を
見
な
が
ら
の
ん

び
り
過
ご
し
て
、
宿
に
戻
っ
て
本
を
読
む
よ

う
な
人
た
ち
に
と
っ
て
は
窮
屈
だ
ろ
う
な

と
。
そ
う
い
う
ス
タ
ン
ス
を
も
っ
た
人
が
日

本
に
来
た
と
き
に
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
心
地

良
さ
を
提
供
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

施
設
を
作
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
地
域
ス

ト
ー
リ
ー
を
考
え
る
う
え
で
も
、
彼
ら
の
旅

の
経
験
値
、
ト
ラ
ベ
ル
ス
タ
ン
ス
を
ち
ゃ
ん

と
見
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
「ryu

go
n

」
の
お
客
様
の
う
ち
、
海
外

の
方
の
割
合
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
チ
ャ
ネ
ル
で
販
売
し
て
い

つ
い
て
は
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
ふ
た
つ
に
分
か

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。ひ
と
つ
は
、

ど
ん
な
に
短
い
時
間
で
も
い
い
か
ら
、
奈
良

ら
し
い
こ
と
、
日
本
ら
し
い
こ
と
を
や
り
た

い
と
い
う
層
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
よ
り
深
く
、

本
物
の
文
化
に
ふ
れ
た
い
層
で
す
。
前
者
向

け
に
用
意
し
て
い
る
の
は
、
奈
良
筆
や
吉
野

杉
の
箸
の
よ
う
な
奈
良
の
産
品
を
作
る
工
芸

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
後
者
向
け
に
は
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
日
本
酒

の
蔵
元
や
茶
農
家
、
寺
院
な
ど
で
の
日
常
の

作
業
を
通
し
て
地
域
の
暮
ら
し
を
体
験
す
る

実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る

会
社
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
予
約

の
締
め
切
り
が
1
週
間
前
だ
っ
た
り
、
利
用

暮
ら
し
や
生
き
方
に
奈
良
を
。

〜
帰
国
後
も
奈
良
と
つ
な
が
り
続
け
て
も
ら
う

生
涯
消
費
の
考
え
方
〜

T
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と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ア
ウ
ト

し
て
も
ら
う
た
め
に
地
元
の
飲
食
店
の
情
報

を
載
せ
て
い
ま
す
。
六
日
町
で
は
、
そ
れ
を

見
た
「ryu

go
n

」
の
お
客
様
が
来
て
く
れ

た
と
お
礼
を
言
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
協
力
を

申
し
出
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
僕
自
身
、
世
界
を
旅
し
て
思
う
の
が
、

訪
れ
た
い
観
光
地
の
要
件
は
宿
と
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
と
食
で
、
そ
れ
に
掛
け
算
を
す
る
と

し
た
ら
移
動
手
段
と
環
境
。
こ
の
掛
け
算
が

で
き
る
と
こ
ろ
が
一
番
魅
力
的
な
場
所
な
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
を
考
え
る
と
、
南
魚
沼
は
宿
が
弱

か
っ
た
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ど
ん
な
宿
で
も

い
い
わ
け
で
は
な
く
て
、
地
域
の
民
度
を
上

げ
る
た
め
に
は
、
い
い
お
客
様
に
来
て
も
ら

わ
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
い

い
宿
が
必
要
な
ん
で
す
。
そ
し
て
連
泊
し
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
い
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

と
、
い
い
飲
食
店
が
地
域
に
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
が
大
事
。
地
域
と
共
存
す
る
こ
と
が
結

果
的
に
宿
の
連
泊
数
に
つ
な
が
る
と
い
う
の

が
う
ち
の
考
え
方
で
す
。

―
質
の
高
い
体
験
、
宿
づ
く
り
を
担
う
人
材

の
確
保
に
つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

　
た
と
え
ば
新
卒
で
あ
れ
ば
、
都
内
の
学
校

を
出
た
子
は
都
内
の
ホ
テ
ル
で
イ
ン
タ
ー
ン

を
し
て
そ
の
ま
ま
そ
こ
で
働
く
と
い
う
よ
う

に
、
旅
館
と
い
う
選
択
肢
が
も
は
や
な
い
。

そ
も
そ
も
都
内
の
学
校
に
通
っ
て
い
た
人
が

わ
ざ
わ
ざ
地
方
で
就
職
し
な
い
で
す
よ
。
だ

か
ら
地
方
の
旅
館
に
と
っ
て
は
、
ス
タ
ー
ト

地
点
か
ら
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
ん
で
す
。

　
そ
う
考
え
る
と
、
ま
ず
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
は
、
若
い
世
代
に
地
方
で
働
く
こ

と
、
旅
館
で
働
く
こ
と
の
意
義
を
分
か
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
受
け
入
れ

る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
て
、
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
旅
館
の
仕
事
を
5
時
間
手
伝
う
と

無
料
で
宿
泊
で
き
る「
さ
か
と
ケ
」と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
で

暮
ら
す
こ
と
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
人
を

作
ら
な
い
限
り
は
、
い
く
ら
集
客
し
て
も
回

ら
な
い
わ
け
で
す
か
ら
。
あ
と
は
、
学
生
た
ち

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
観
光
地
の
お
手
伝
い
を

す
る
と
い
う
大
学
の
サ
ー
ク
ル
も
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
た
と
え
ば
米
づ
く
り

や
草
刈
り
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
と
か
、
ス
ポ
ッ

ト
仕
事
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
農
家
さ
ん
が
自
ら
そ
の
あ
た
り
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
そ
の

間
に
入
っ
て
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
、
会
社
が
い

く
ら
待
遇
を
良
く
し
て
も
、
こ
の
地
で
暮
ら

す
イ
メ
ー
ジ
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
な
い
と
、
な

か
な
か
移
住
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で
、
そ

う
考
え
る
と
、
地
域
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
が
大
事
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

宿
の
本
質
的
価
値
は

「
目
利
き
」
の
機
能
に
あ
り

―
普
通
は
、
ど
う
し
て
も
ほ
か
と
差
別
化
す

る
た
め
に
、
要
素
を
探
し
て
細
か
く
な
っ
て

い
く
の
に
、
あ
え
て
俯
瞰
し
た
と
こ
ろ
に
留

め
る
と
い
う
の
は
井
口
さ
ん
な
ら
で
は
で
す

よ
ね
。

　
雪
国
文
化
だ
け
は
僕
、
誰
よ
り
も
語
れ
ま

す
か
ら
（
笑
）。
作
戦
と
し
て
は
こ
の
一
点

突
破
で
す
。
宿
の
価
値
、
本
質
を
ど
こ
に
求

め
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
う
ん

で
す
が
、
僕
は
使
命
で
く
く
っ
た
ほ
う
が
い

い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
昔
か
ら
、
宿
は
地

域
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
だ
と
言
っ
て
い
る
よ
う

に
、
究
極
の
D
M
C
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
文
化
、
食
材
、
地
元
の
人
と
の
出

会
い
な
ど
、
そ
れ
ら
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
あ
る
こ
と
に
宿
と
し
て
生
き
残
る
道
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
昔
前
の
旅
館
が
提
供
し
て
い
た
料

理
、
風
呂
、
部
屋
は
い
ま
や
全
部
が
代
替
で

き
て
し
ま
う
も
の
な
の
で
、
宿
と
い
う
ワ
ン

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
や
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
デ
パ
ー
ト
と
同

じ
状
態
で
、
も
は
や
全
部
が
揃
っ
て
い
る
こ

と
が
価
値
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
で
は
、

デ
パ
ー
ト
の
本
質
的
な
価
値
が
何
か
と
い
っ

た
ら
、
目
利
き
の
機
能
だ
と
思
う
ん
で
す
。

だ
か
ら
宿
も
、
お
客
様
と
の
接
点
の
部
分
で

い
か
に
目
利
き
の
機
能
を
発
揮
す
る
か
と
い

う
と
こ
ろ
が
大
事
で
、
さ
ら
に
高
付
加
価
値

化
を
考
え
る
な
ら
、
宿
と
地
域
が
い
か
に
密

接
に
関
わ
れ
る
か
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〇
聞
き
手
：
福
永
香
織
・
柿
島
あ
か
ね
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
オ
ー
プ
ン
当
初
は
5
％
く
ら
い
で
し
た

が
、
い
ま
は
10
〜
15
％
く
ら
い
で
す
ね
。
ほ

と
ん
ど
の
方
は
連
泊
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
面

白
い
の
が
、
海
外
の
方
の
場
合
は
何
が
し
た

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

さ
っ
き
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
に

1
週
間
滞
在
す
る
と
考
え
た
と
き
に
、
日
本

人
の
旅
の
ス
タ
ン
ス
だ
と
手
持
ち
無
沙
汰
な

ん
で
す
よ
。
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
暇
だ

と
な
る
。
で
も
海
外
の
方
に
と
っ
て
は
そ
れ

が
心
地
い
い
。「ryu

go
n

」
に
連
泊
す
る
方

も
、
散
歩
を
し
た
り
、
居
酒
屋
に
行
っ
た
り

す
る
く
ら
い
で
、
特
別
な
こ
と
は
何
も
し
な

い
人
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
販
売
チ
ャ
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
海
外
の
方

が
個
人
で
直
接
予
約
を
し
て
く
る
ケ
ー
ス
は

少
な
く
、
D
M
C
や
O
T
A
経
由
で
予
約
が

入
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
34
室
も
あ

る
と
色
々
な
客
層
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
、
時
期
に

よ
っ
て
は
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の

ツ
ア
ー
や
日
本
人
の
ツ

ア
ー
、
グ
ル
ー
プ
が
入
っ
て

く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
直
前
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
が
、
日
本
の
旅
館
や

小
規
模
ホ
テ
ル
に
特
化
し
た

国
際
ホ
テ
ル
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
「T

he R
yokan C

ollec-

tion

」
に
加
盟
し
て
い
る
ほ

か
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
出

身
の
知
人
が
メ
デ
ィ
ア
を
連

れ
て
き
て
く
れ
て
、
1
週
間

滞
在
し
て
記
事
を
書
い
て
く

れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
雪
国
文

化
」
に
変
更
し
た
こ
と
で
、

年
々
売
上
は
増
加
し
て
お
り
、
い
ま
ま
で
オ

フ
シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た
冬
季
も
、
昨
シ
ー
ズ
ン

は
ほ
ぼ
1
0
0
％
稼
働
と
な
り
ま
し
た
。
た

だ
、「
雪
国
」
に
と
っ
て
春
は
と
て
も
特
別

で
良
い
時
期
な
の
で
す
が
、
な
か
な
か
こ
こ

ま
で
足
を
伸
ば
せ
て
も
ら
え
て
い
な
い
こ
と

は
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　
宿
泊
費
も
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
の
、
上

げ
す
ぎ
る
と
日
本
人
が
泊
ま
り
づ
ら
く
な
る

の
で
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

リ
ピ
ー
タ
ー
向
け
に
は
早
め
に
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
次
回
宿
泊
時

に
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
を
提
供
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

価
値
が
あ
る
体
験

―
「ryu

go
n

」
自
体
が
泊
ま
っ
て
「
雪
国
」

を
体
感
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
な
の
だ
と
思
い

ま
す
が
、
日
本
人
と
海
外
の
方
で
体
験
コ
ン

テ
ン
ツ
（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）
の
嗜
好
の
違

い
は
あ
り
ま
す
か
。

　
一
番
人
気
が
あ
る
の
は
「
土
間
ク
ッ
キ
ン

グ
」
で
、
日
本
人
、
外
国
人
両
方
に
共
通
し

て
い
ま
す
ね
。
セ
ル
フ
ガ
イ
ド
で
、
田
ん
ぼ

道
の
真
ん
中
な
ど
5
キ
ロ
の
道
を
自
転
車
で

走
っ
て
帰
っ
て
く
る「
田
ん
ぼ
ポ
タ
リ
ン
グ
」

は
海
外
の
方
が
多
い
で
す
。

  

「
土
間
ク
ッ
キ
ン
グ
」
で
応
対
し
て
く
れ
る

地
元
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
英
語
は
話
せ

ま
せ
ん
が
、
通
訳
を
入
れ
る
必
要
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
動
画
を
見
て
も
ら
え
ば
分
か
り
ま
す

し
、
そ
も
そ
も
「
土
間
ク
ッ
キ
ン
グ
」
の
価

値
は
、
ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ス
と
し
て
で
は
な

く
て
、
ロ
ー
カ
ル
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
ふ

れ
あ
い
に
あ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か

ら
間
に
人
が
入
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
し
、
英

語
を
話
せ
な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
に
最

近
、
気
付
き
ま
し
た
。
大
体
、
日
本
人
の
参

加
者
の
中
に
英
語
が
話
せ
る
方
が
い
る
の

で
、
そ
の
方
が
通
訳
し
て
く
れ
る
と
参
加
者

同
士
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。
お
客
さ
ん
扱
い

し
す
ぎ
な
い
の
が
嫌
だ
と
い
う
お
客
様
も
い

ま
す
が
、
う
ち
は
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
と
い

う
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
価
値
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
共
感
し

て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

宿
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、

食
に
移
動
手
段
と

環
境
を
掛
け
算
す
る

―
地
元
の
協
力
態
勢
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
う
ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
分
か
る

ト
ラ
ベ
ル
ス
タ
ン
ス
を

理
解
し
た
う
え
で
の

地
域
ス
ト
ー
リ
ー
づ
く
り

―
「ryu

go
n

」
で
は
、
い
わ
ゆ
る
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
層
を
想
定
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
僕
と
し
て
は
、
日
本
の
方
な
の
か
、
海
外

の
方
な
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
旅

行
に
対
し
て
、
日
本
の
方
は
レ
ジ
ャ
ー
、
海

外
の
方
は
学
び
の
場
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が

多
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
感
覚
が

そ
も
そ
も
違
う
の
で
、
そ
れ
を
一
緒
く
た
に

す
る
の
は
無
理
が
あ
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
気
を
つ
け
な
く
て
は
い
け
な
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
、

地
域
を
旅
行
の
中
で
学
び
た
い
と
考
え
る
外

国
人
が
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
対
応
す
る

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
日
本
人
が
考
え
る
日
本

ら
し
さ
、
地
域
ら
し
さ
の
解
像
度
は
細
か
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
海
外
の

人
は
も
っ
と
ざ
っ
く
り
と
見
て
い
る
の
で
、

日
本
の
観
光
地
で
よ
く
見
ら
れ
る
コ
ン
テ
ン

ツ
は
、
彼
ら
が
求
め
て
い
る
も
の
と
の
解
像

度
が
違
う
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
旅
行
者
と
し
て
の
解
像
度
を
理
解
す
る
た

め
に
は
旅
行
経
験
が
必
要
で
す
。
た
と
え
ば

ハ
ワ
イ
と
い
え
ば
こ
れ
が
食
べ
た
い
、
あ
そ

こ
に
行
き
た
い
み
た
い
に
、
旅
先
に
対
し
て

自
分
が
思
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

そ
れ
ぞ
れ
が
思
う
イ
メ
ー
ジ
、
そ
れ
が
地
域

ス
ト
ー
リ
ー
な
ん
で
す
。
日
本
の
地
域
観
光

で
は
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
づ
く
り
が
で
き
て
い

な
く
て
、コ
ン
テ
ン
ツ
が
先
に
あ
る
。ス
ト
ー

リ
ー
を
作
ら
ず
に
地
域
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

す
る
か
ら
違
和
感
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

―
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
し
っ
か
り
作
っ
て
生

ま
れ
た
の
が
「
雪
国
観
光
圏
」
で
す
ね
。

　
僕
は
、「ryu

go
n

」を
設
計
す
る
に
あ
た
っ

て
、
1
週
間
宿
泊
す
る
よ
う
な
旅
の
ス
タ
ン

ス
を
も
っ
た
人
に
と
っ
て
心
地
の
良
い
宿
と

は
ど
う
い
う
宿
か
を
考
え
ま
し
た
。
そ
の
と

き
に
、
い
わ
ゆ
る
日
本
の
典
型
的
な
温
泉
旅

館
は
決
し
て
心
地
良
く
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ

た
ん
で
す
。
1
泊
2
日
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

奈
良
を
拠
点
に
、「
暮
ら
し
に
入
り
込

む
旅
」を
軸
と
し
た
文
化
体
験
を
企

画
・
運
営
す
る
株
式
会
社T

ale 
N
avi

取
締
役
。職
人
の
仕
事
や
日
常

の
生
活
文
化
に
根
ざ
し
た
体
験
を
通

じ
て
、訪
日
客
一
人
当
た
り
の
生
涯
消

費
額
を
K
G
I
に
据
え
た
顧
客
体
験（
体
験・物
販・再

訪
）を
設
計
し
て
い
る
。地
域
の
人・風
景・営
み
に
ふ
れ
る

旅
を
通
じ
て
、世
界
と
ロ
ー
カ
ル
を
つ
な
ぎ
、持
続
的
に
地

域
経
済
へ
還
元
さ
れ
る
観
光
モ
デ
ル
の
実
装
を
目
指
す
。

鬼
木
翔
平（
お
に
き
・
し
ょ
う
へ
い
）

の
で
す
が
、
帰
国
し
て
か
ら
も
2
か
月
に
1

回
お
茶
が
届
く
サ
ブ
ス
ク
を
契
約
し
て
く
だ

さ
る
方
も
い
ま
す
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
価
格
帯
と
し
て
は
、

5
0
0
0
円
か
ら
1
万
5
0
0
0
円
と
高
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
と
し
て

は
、
単
発
の
消
費
額
で
は
な
く
て
、
一
人
当

た
り
の
「
生
涯
消
費
額
」
を
追
い
か
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い
ず
れ

は
「ku

rab
i

」
の
シ
ョ
ッ
プ
を
や
り
た
い
と

も
考
え
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ベ
ー
ス
で
、
た
と
え
ば
酒
蔵
と
の
コ
ラ

ボ
や
、
着
物
の
リ
メ
イ
ク
会
社
と
の
コ
ラ
ボ

で
作
っ
た
商
品
を
限
定
で
販
売
し
て
、
目
標

を
達
成
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
常
時
買
え
る

よ
う
に
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
リ
タ
ー
ン
と
し

て
、
商
品
だ
け
で
は
な
く
て
、
工
房
見
学
を

開
催
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
さ
ら
に

将
来
的
に
は
、
後
継
者
不
足
な
ど
で
会
社
を

た
た
む
と
い
う
方
か
ら
事
業
を
承
継
す
る
と

か
、
そ
こ
ま
で
踏
み
込
み
た
い
と
も
考
え
て

い
ま
す
。

地
元
の
人
が
気
付
か
な
い

奈
良
の
魅
力
を

伝
え
る

　
奈
良
に
は
歴
史
や
伝
統
が
あ
っ
て
、
す
ご

い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
地
元
の
人

は
そ
の
価
値
に
気
付
い
て
い
な
い
人
が
多
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
よ
く
い
わ
れ
る
こ
と
で

す
が
、
渦
中
に
い
る
と
そ
の
価
値
に
気
付
け

な
く
て
、
外
か
ら
評
価
さ
れ
て
は
じ
め
て
気

付
く
こ
と
が
多
い
で
す
し
、
い
い
こ
と
だ
と

は
思
っ
て
い
て
も
、
日
々
の
生
活
の
こ
と
で

忙
し
く
て
目
を
向
け
る
時
間
が
な
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、東
京
や
海
外
で
暮
ら
し
て
い
て
、

時
間
的
に
も
経
済
的
に
も
余
裕
の
あ
る
層
に

は
、
奈
良
の
そ
の
魅
力
に
興
味
が
あ
る
人
は

多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
そ
の
両
者
を

つ
な
ぎ
た
い
。
何
か
を
極
め
た
人
、
長
年
続

け
て
き
た
人
た
ち
の
想
い
、
脈
々
と
受
け
継

い
で
き
た
考
え
方
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
き

た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
や

ら
な
い
と
、
極
め
て
い
る
人
た
ち
が
い
な

く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
も
あ
り

ま
す
。

　
他
の
都
市
と
比
べ
る
と
、
奈
良
は
素
朴
で

す
が
、
そ
れ
が
奈
良
の
い
い
と
こ
ろ
で
あ
っ

て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
本
当
の
考
え
方
や
哲
学

が
ち
ゃ
ん
と
残
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
が
あ

る
ん
で
す
よ
ね
。
い
ま
、
私
た
ち
が
そ
の
考

え
方
を
受
け
取
っ
て
、
観
光
客
に
伝
え
る
こ

と
で
、
そ
れ
を
自
分
の
暮
ら
し
や
生
き
方
に

取
り
入
れ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
し
て
そ
れ
が

次
の
世
代
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

〇
聞
き
手
：
福
永
香
織
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）

者
視
点
で
設
計
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
持

続
し
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
直
前
ま
で

予
約
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
主
に
、
欧
米
の
20
代
か
ら

60
代
の
旅
行
者
で
、
地
元
の
人
と
交
流
し
た

い
層
や
文
化
へ
の
関
心
が
高
い
層
、
そ
し
て

大
仏
や
鹿
以
外
の〝
地
元
ら
し
さ
〞を
求
め
る

層
で
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
持
続
可
能
な

流
通
モ
デ
ル
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
す
。

　
販
路
に
つ
い
て
は
、
O
T
A
や
ラ
ン
ド
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
経
由
が
50
％
、
直
接
予
約
が

50
％
と
い
う
割
合
で
す
が
、
奈
良
に
来
て
か

ら
予
約
し
て
も
ら
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
ま
だ

十
分
に
確
立
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
近
い
人
た
ち
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
結
局
、
認
知

率
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
上
げ
る
た
め
に
必

要
な
の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
よ
り
も
、
実
際
に

奈
良
の
ま
ち
な
か
に
い
る
観
光
客
に
い
か
に

知
っ
て
も
ら
う
か
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
に
な
っ
た
瞬
間
、
他
都
市
も
ラ
イ

バ
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
。
そ
の
意
味
で

は
地
元
の
ホ
テ
ル
と
提
携
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
販
売
で
き
て
い
る
こ
と
は
大
き
い
と
思
い

ま
す
。

周
囲
を
巻
き
込
み
、

価
値
を
高
め
て
提
供
す
る

―
少
な
い
人
数
で
ど
の
よ
う
に
し
て
運
営
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
い
ま
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
奈
良
で
出

会
っ
た
イ
タ
リ
ア
人
に
メ
イ
ン
で
お
願
い
し

て
い
て
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
も
入
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
は
全
部
、
自
分
た
ち
で
進

め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
連
携
し
て
い
る
事

業
者
さ
ん
は
40
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。
紹
介

か
ら
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
の
ほ
か
、
突
撃
訪
問

で
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

外
部
の
専
門
家
と
も
積
極
的
に
連
携
し
て
い

き
た
い
と
思
う
一
方
で
、
自
分
た
ち
で
泥
臭

く
や
っ
て
き
た
こ
と
が
実
は
一
番
、
他
社
と

の
差
別
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
気
も
し
て
い

ま
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
そ
し
て
フ
ァ
ン
を

増
や
す
意
味
で
も
、
ガ
イ
ド
、
地
元
の
事
業

者
の
方
々
、企
画
開
発
に
興
味
が
あ
る
学
生
、

私
た
ち
の
事
業
を
応
援
し
て
く
れ
る
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
な
ど
、
周
囲
の
方
々
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
巻
き
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
で
き
る
理
由
の
ひ
と
つ
に
は
、

企
画
を
作
っ
た
ら
す
ぐ
売
り
に
い
く
と
い
う

ス
タ
ン
ス
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

が
ホ
ス
ト
側
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
だ
か
ら
私
た
ち

は
、
次
の
日
に
は
、
ま
ち
な
か
に
い
る
外

国
人
観
光
客
に
声
を
か
け
て
連
れ
て
行
く

し
、
地
元
の
方
や
大
学
生
に
も
参
加
し
て

も
ら
う
。
地
元
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
も
、

自
分
の
し
て
い
る
こ
と
に
外
国
人
が
興
味

を
も
っ
て
く
れ
て
、
話
を
聞
い
て
く
れ
る

こ
と
を
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
喜
び
は
何
も
の
に
も
代
え
が

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
や
っ
て
、
い
い
意
味
で
周
囲
を
巻
き

込
む
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
船
に
乗
れ
ば
一

緒
に
企
画
を
作
れ
る
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
も
磨

け
る
、
そ
れ
を
世
に
出
し
て
検
証
も
で
き
る

と
い
う
販
路
を
ち
ゃ
ん
と
も
っ
て
い
る
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
も
コ
ン

テ
ン
ツ
を
売
っ
て
い
き
た
い
人
は
た
く
さ
ん

い
る
け
れ
ど
、
実
際
に
は
壁
も
あ
る
。
そ
こ

を
私
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
売
れ
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
し
、
大
事
な
の
は
、
ブ

ラ
ン
ド
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
き
ち
ん
と
構
築
し

て
、
1
0
0
0
円
で
し
か
売
れ
な
か
っ
た
も

の
が
1
万
円
や
2
万
円
で
売
れ
る
よ
う
な
状

態
を
作
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
9
月
末
に
は
、
地
域
O
T
A
の
役
割
を
も

つ
「ku

rab
i

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上

げ
る
予
定
で
す
。
奈
良
の
観
光
の
隙
間
に
参

加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
い
つ
で
も
あ
る
状

態
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
、〝
暮
ら
し
〞

を
テ
ー
マ
に
、
地
元
の
人
と
一
緒
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
こ
と
、
日
本
人
が
休
日
に
楽
し
ん

で
い
る
よ
う
な
体
験
を
提
供
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
暮
ら
し
の
体
験
を
通
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
伝
統
や
娯
楽
、
文
化
を
味
わ
う

こ
と
は
、
旅
行
者
に
と
っ
て
は
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
つ
な
が
る
入
口
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

そ
の
場
限
り
で
な
く

「
生
涯
消
費
額
」で
考
え
る

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
一
番
人
気
が
あ

る
の
は
茶
道
で
、
ま
ず
は
テ
ィ
ー
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
を
し
て
も
ら
っ
て
、
お
茶
に
つ
い

て
き
ち
ん
と
伝
え
た
う
え
で
、
テ
ィ
ー
セ
レ

モ
ニ
ー
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。場
所
は
、

カ
フ
ェ
や
ホ
テ
ル
だ
っ
た
り
、
普
段
あ
ま

り
使
わ
れ
て
い
な
い
お
茶
室
だ
っ
た
り
。

で
き
る
だ
け
固
定
費
を
下
げ
た
い
と
い
う

想
い
も
あ
っ
て
、
場
所
代
も
人
数
に
応
じ

て
支
払
え
る
よ
う
な
か
た
ち
に
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
茶
農
家
体
験
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
茶
畑

で
収
穫
を
し
た
り
、ほ
う
じ
茶
を
作
っ
た
り
。

お
土
産
と
し
て
、
そ
の
場
で
購
入
も
で
き
る

奈
良
を
拠
点
に

観
光
体
験
の

イ
ン
フ
ラ
づ
く
り

―
「T

ale N
avi

」
の
起
業
の
経
緯
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
福
岡
出
身
で
、
京
都
の
大
学
に
通
っ

て
い
ま
し
た
。
在
学
中
に
1
年
間
休
学
を
し

て
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
よ
う
に
海
外
を
旅
を

し
て
、
帰
国
後
、
改
め
て
気
付
い
た
の
は
、

自
分
と
同
じ
よ
う
に
日
本
を
旅
す
る
海
外
の

旅
行
者
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
大
学
卒
業
後
は
東
京
で
就
職
し
ま
し
た

が
、「
観
光
に
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
」
と
い

う
想
い
が
あ
り
、
会
社
を
辞
め
て
、
2
0

2
3
年
の
夏
に
京
都
に
戻
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
京
都
に
は
観
光
客
と
同
じ
く
ら
い
プ
レ

イ
ヤ
ー
も
多
い
の
で
、
差
別
化
が
難
し
い
環

境
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
ふ
ら
っ
と
訪
れ

た
奈
良
で
、
観
光
客
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た

が
、
午
後
に
な
る
と
一
気
に
人
が
減
っ
て
し

ま
う
。
観
光
案
内
所
で
手
に
し
た
の
は
、
体

験
一
覧
が
載
っ
た
Ｂ
5
の
紙
1
枚
だ
け
。
し

か
も
日
本
語
の
み
、
電
話
番
号
の
み
の
掲
載

で
、
ほ
と
ん
ど
が
「
1
週
間
前
予
約
必
須
」。

観
光
客
は
多
い
の
に
、
楽
し
む
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
が
整
っ
て
い
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
奈
良
で
会
社
を
起
こ
そ
う
と
決
意
し

た
き
っ
か
け
で
す
。
大
学
時
代
の
仲
間
（
奈

良
出
身
）と
、福
岡
の
幼
馴
染
に
声
を
か
け
て
、

2
0
2
3
年
10
月
31
日
に
3
人
で
会
社
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
事
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
観
光
客
の

声
を
聞
き
た
い
と
い
う
想
い
と
、
自
分
が

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
だ
っ
た
と
き
の
よ
う
に
現

地
の
人
の
お
す
す
め
を
知
り
た
い
と
い
う
想

い
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
と
き
に
、何
か
フ
ッ

ク
に
な
る
も
の
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
、
カ

フ
ェ
を
間
借
り
し
て
始
め
た
の
が
奈
良
の
お

茶
と
お
酒
の
飲
み
比
べ
で
し
た
。
初
期
は
、

お
客
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
キ
ャ
ッ
チ
で
来
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
口
コ
ミ
で

広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―
体
験
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
客
層
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
そ
ん
な
中
で
見
え
て
き
た
の
が
、
体
験
に

メ
ン
ト
旅
館
と
し
て
は
楽
し
い
ん
だ
け
ど
、

た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
で
、
ブ
ド
ウ
畑
を
見
な
が
ら
の
ん

び
り
過
ご
し
て
、
宿
に
戻
っ
て
本
を
読
む
よ

う
な
人
た
ち
に
と
っ
て
は
窮
屈
だ
ろ
う
な

と
。
そ
う
い
う
ス
タ
ン
ス
を
も
っ
た
人
が
日

本
に
来
た
と
き
に
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
心
地

良
さ
を
提
供
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

施
設
を
作
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
地
域
ス

ト
ー
リ
ー
を
考
え
る
う
え
で
も
、
彼
ら
の
旅

の
経
験
値
、
ト
ラ
ベ
ル
ス
タ
ン
ス
を
ち
ゃ
ん

と
見
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
「ryu

go
n

」
の
お
客
様
の
う
ち
、
海
外

の
方
の
割
合
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
チ
ャ
ネ
ル
で
販
売
し
て
い

つ
い
て
は
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
ふ
た
つ
に
分
か

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。ひ
と
つ
は
、

ど
ん
な
に
短
い
時
間
で
も
い
い
か
ら
、
奈
良

ら
し
い
こ
と
、
日
本
ら
し
い
こ
と
を
や
り
た

い
と
い
う
層
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
よ
り
深
く
、

本
物
の
文
化
に
ふ
れ
た
い
層
で
す
。
前
者
向

け
に
用
意
し
て
い
る
の
は
、
奈
良
筆
や
吉
野

杉
の
箸
の
よ
う
な
奈
良
の
産
品
を
作
る
工
芸

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
後
者
向
け
に
は
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
日
本
酒

の
蔵
元
や
茶
農
家
、
寺
院
な
ど
で
の
日
常
の

作
業
を
通
し
て
地
域
の
暮
ら
し
を
体
験
す
る

実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る

会
社
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
予
約

の
締
め
切
り
が
1
週
間
前
だ
っ
た
り
、
利
用

暮
ら
し
や
生
き
方
に
奈
良
を
。

〜
帰
国
後
も
奈
良
と
つ
な
が
り
続
け
て
も
ら
う

生
涯
消
費
の
考
え
方
〜

T
ale N

avi
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の
で
す
が
、
帰
国
し
て
か
ら
も
2
か
月
に
1

回
お
茶
が
届
く
サ
ブ
ス
ク
を
契
約
し
て
く
だ

さ
る
方
も
い
ま
す
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
価
格
帯
と
し
て
は
、

5
0
0
0
円
か
ら
1
万
5
0
0
0
円
と
高
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
と
し
て

は
、
単
発
の
消
費
額
で
は
な
く
て
、
一
人
当

た
り
の
「
生
涯
消
費
額
」
を
追
い
か
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い
ず
れ

は
「ku

rab
i

」
の
シ
ョ
ッ
プ
を
や
り
た
い
と

も
考
え
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ベ
ー
ス
で
、
た
と
え
ば
酒
蔵
と
の
コ
ラ

ボ
や
、
着
物
の
リ
メ
イ
ク
会
社
と
の
コ
ラ
ボ

で
作
っ
た
商
品
を
限
定
で
販
売
し
て
、
目
標

を
達
成
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
常
時
買
え
る

よ
う
に
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
リ
タ
ー
ン
と
し

て
、
商
品
だ
け
で
は
な
く
て
、
工
房
見
学
を

開
催
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
さ
ら
に

将
来
的
に
は
、
後
継
者
不
足
な
ど
で
会
社
を

た
た
む
と
い
う
方
か
ら
事
業
を
承
継
す
る
と

か
、
そ
こ
ま
で
踏
み
込
み
た
い
と
も
考
え
て

い
ま
す
。

地
元
の
人
が
気
付
か
な
い

奈
良
の
魅
力
を

伝
え
る

　
奈
良
に
は
歴
史
や
伝
統
が
あ
っ
て
、
す
ご

い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
地
元
の
人

は
そ
の
価
値
に
気
付
い
て
い
な
い
人
が
多
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
よ
く
い
わ
れ
る
こ
と
で

す
が
、
渦
中
に
い
る
と
そ
の
価
値
に
気
付
け

な
く
て
、
外
か
ら
評
価
さ
れ
て
は
じ
め
て
気

付
く
こ
と
が
多
い
で
す
し
、
い
い
こ
と
だ
と

は
思
っ
て
い
て
も
、
日
々
の
生
活
の
こ
と
で

忙
し
く
て
目
を
向
け
る
時
間
が
な
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、東
京
や
海
外
で
暮
ら
し
て
い
て
、

時
間
的
に
も
経
済
的
に
も
余
裕
の
あ
る
層
に

は
、
奈
良
の
そ
の
魅
力
に
興
味
が
あ
る
人
は

多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
そ
の
両
者
を

つ
な
ぎ
た
い
。
何
か
を
極
め
た
人
、
長
年
続

け
て
き
た
人
た
ち
の
想
い
、
脈
々
と
受
け
継

い
で
き
た
考
え
方
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
き

た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
や

ら
な
い
と
、
極
め
て
い
る
人
た
ち
が
い
な

く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
も
あ
り

ま
す
。

　
他
の
都
市
と
比
べ
る
と
、
奈
良
は
素
朴
で

す
が
、
そ
れ
が
奈
良
の
い
い
と
こ
ろ
で
あ
っ

て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
本
当
の
考
え
方
や
哲
学

が
ち
ゃ
ん
と
残
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
が
あ

る
ん
で
す
よ
ね
。
い
ま
、
私
た
ち
が
そ
の
考

え
方
を
受
け
取
っ
て
、
観
光
客
に
伝
え
る
こ

と
で
、
そ
れ
を
自
分
の
暮
ら
し
や
生
き
方
に

取
り
入
れ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
し
て
そ
れ
が

次
の
世
代
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

〇
聞
き
手
：
福
永
香
織
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）

者
視
点
で
設
計
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
持

続
し
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
直
前
ま
で

予
約
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
主
に
、
欧
米
の
20
代
か
ら

60
代
の
旅
行
者
で
、
地
元
の
人
と
交
流
し
た

い
層
や
文
化
へ
の
関
心
が
高
い
層
、
そ
し
て

大
仏
や
鹿
以
外
の〝
地
元
ら
し
さ
〞を
求
め
る

層
で
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
持
続
可
能
な

流
通
モ
デ
ル
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
す
。

　
販
路
に
つ
い
て
は
、
O
T
A
や
ラ
ン
ド
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
経
由
が
50
％
、
直
接
予
約
が

50
％
と
い
う
割
合
で
す
が
、
奈
良
に
来
て
か

ら
予
約
し
て
も
ら
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
ま
だ

十
分
に
確
立
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
近
い
人
た
ち
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
結
局
、
認
知

率
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
上
げ
る
た
め
に
必

要
な
の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
よ
り
も
、
実
際
に

奈
良
の
ま
ち
な
か
に
い
る
観
光
客
に
い
か
に

知
っ
て
も
ら
う
か
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
に
な
っ
た
瞬
間
、
他
都
市
も
ラ
イ

バ
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
。
そ
の
意
味
で

は
地
元
の
ホ
テ
ル
と
提
携
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
販
売
で
き
て
い
る
こ
と
は
大
き
い
と
思
い

ま
す
。

周
囲
を
巻
き
込
み
、

価
値
を
高
め
て
提
供
す
る

―
少
な
い
人
数
で
ど
の
よ
う
に
し
て
運
営
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
い
ま
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
奈
良
で
出

会
っ
た
イ
タ
リ
ア
人
に
メ
イ
ン
で
お
願
い
し

て
い
て
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
も
入
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
は
全
部
、
自
分
た
ち
で
進

め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
連
携
し
て
い
る
事

業
者
さ
ん
は
40
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。
紹
介

か
ら
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
の
ほ
か
、
突
撃
訪
問

で
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

外
部
の
専
門
家
と
も
積
極
的
に
連
携
し
て
い

き
た
い
と
思
う
一
方
で
、
自
分
た
ち
で
泥
臭

く
や
っ
て
き
た
こ
と
が
実
は
一
番
、
他
社
と

の
差
別
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
気
も
し
て
い

ま
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
そ
し
て
フ
ァ
ン
を

増
や
す
意
味
で
も
、
ガ
イ
ド
、
地
元
の
事
業

者
の
方
々
、企
画
開
発
に
興
味
が
あ
る
学
生
、

私
た
ち
の
事
業
を
応
援
し
て
く
れ
る
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
な
ど
、
周
囲
の
方
々
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
巻
き
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
で
き
る
理
由
の
ひ
と
つ
に
は
、

企
画
を
作
っ
た
ら
す
ぐ
売
り
に
い
く
と
い
う

ス
タ
ン
ス
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

が
ホ
ス
ト
側
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
だ
か
ら
私
た
ち

は
、
次
の
日
に
は
、
ま
ち
な
か
に
い
る
外

国
人
観
光
客
に
声
を
か
け
て
連
れ
て
行
く

し
、
地
元
の
方
や
大
学
生
に
も
参
加
し
て

も
ら
う
。
地
元
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
も
、

自
分
の
し
て
い
る
こ
と
に
外
国
人
が
興
味

を
も
っ
て
く
れ
て
、
話
を
聞
い
て
く
れ
る

こ
と
を
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
喜
び
は
何
も
の
に
も
代
え
が

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
や
っ
て
、
い
い
意
味
で
周
囲
を
巻
き

込
む
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
船
に
乗
れ
ば
一

緒
に
企
画
を
作
れ
る
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
も
磨

け
る
、
そ
れ
を
世
に
出
し
て
検
証
も
で
き
る

と
い
う
販
路
を
ち
ゃ
ん
と
も
っ
て
い
る
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
も
コ
ン

テ
ン
ツ
を
売
っ
て
い
き
た
い
人
は
た
く
さ
ん

い
る
け
れ
ど
、
実
際
に
は
壁
も
あ
る
。
そ
こ

を
私
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
売
れ
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
し
、
大
事
な
の
は
、
ブ

ラ
ン
ド
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
き
ち
ん
と
構
築
し

て
、
1
0
0
0
円
で
し
か
売
れ
な
か
っ
た
も

の
が
1
万
円
や
2
万
円
で
売
れ
る
よ
う
な
状

態
を
作
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
9
月
末
に
は
、
地
域
O
T
A
の
役
割
を
も

つ
「ku

rab
i

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上

げ
る
予
定
で
す
。
奈
良
の
観
光
の
隙
間
に
参

加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
い
つ
で
も
あ
る
状

態
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
、〝
暮
ら
し
〞

を
テ
ー
マ
に
、
地
元
の
人
と
一
緒
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
こ
と
、
日
本
人
が
休
日
に
楽
し
ん

で
い
る
よ
う
な
体
験
を
提
供
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
暮
ら
し
の
体
験
を
通
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
伝
統
や
娯
楽
、
文
化
を
味
わ
う

こ
と
は
、
旅
行
者
に
と
っ
て
は
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
つ
な
が
る
入
口
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

そ
の
場
限
り
で
な
く

「
生
涯
消
費
額
」で
考
え
る

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
一
番
人
気
が
あ

る
の
は
茶
道
で
、
ま
ず
は
テ
ィ
ー
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
を
し
て
も
ら
っ
て
、
お
茶
に
つ
い

て
き
ち
ん
と
伝
え
た
う
え
で
、
テ
ィ
ー
セ
レ

モ
ニ
ー
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。場
所
は
、

カ
フ
ェ
や
ホ
テ
ル
だ
っ
た
り
、
普
段
あ
ま

り
使
わ
れ
て
い
な
い
お
茶
室
だ
っ
た
り
。

で
き
る
だ
け
固
定
費
を
下
げ
た
い
と
い
う

想
い
も
あ
っ
て
、
場
所
代
も
人
数
に
応
じ

て
支
払
え
る
よ
う
な
か
た
ち
に
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
茶
農
家
体
験
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
茶
畑

で
収
穫
を
し
た
り
、ほ
う
じ
茶
を
作
っ
た
り
。

お
土
産
と
し
て
、
そ
の
場
で
購
入
も
で
き
る

奈
良
を
拠
点
に

観
光
体
験
の

イ
ン
フ
ラ
づ
く
り

―
「T

ale N
avi

」
の
起
業
の
経
緯
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
福
岡
出
身
で
、
京
都
の
大
学
に
通
っ

て
い
ま
し
た
。
在
学
中
に
1
年
間
休
学
を
し

て
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
よ
う
に
海
外
を
旅
を

し
て
、
帰
国
後
、
改
め
て
気
付
い
た
の
は
、

自
分
と
同
じ
よ
う
に
日
本
を
旅
す
る
海
外
の

旅
行
者
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
大
学
卒
業
後
は
東
京
で
就
職
し
ま
し
た

が
、「
観
光
に
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
」
と
い

う
想
い
が
あ
り
、
会
社
を
辞
め
て
、
2
0

2
3
年
の
夏
に
京
都
に
戻
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
京
都
に
は
観
光
客
と
同
じ
く
ら
い
プ
レ

イ
ヤ
ー
も
多
い
の
で
、
差
別
化
が
難
し
い
環

境
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
ふ
ら
っ
と
訪
れ

た
奈
良
で
、
観
光
客
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た

が
、
午
後
に
な
る
と
一
気
に
人
が
減
っ
て
し

ま
う
。
観
光
案
内
所
で
手
に
し
た
の
は
、
体

験
一
覧
が
載
っ
た
Ｂ
5
の
紙
1
枚
だ
け
。
し

か
も
日
本
語
の
み
、
電
話
番
号
の
み
の
掲
載

で
、
ほ
と
ん
ど
が
「
1
週
間
前
予
約
必
須
」。

観
光
客
は
多
い
の
に
、
楽
し
む
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
が
整
っ
て
い
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
奈
良
で
会
社
を
起
こ
そ
う
と
決
意
し

た
き
っ
か
け
で
す
。
大
学
時
代
の
仲
間
（
奈

良
出
身
）と
、福
岡
の
幼
馴
染
に
声
を
か
け
て
、

2
0
2
3
年
10
月
31
日
に
3
人
で
会
社
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
事
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
観
光
客
の

声
を
聞
き
た
い
と
い
う
想
い
と
、
自
分
が

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
だ
っ
た
と
き
の
よ
う
に
現

地
の
人
の
お
す
す
め
を
知
り
た
い
と
い
う
想

い
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
と
き
に
、何
か
フ
ッ

ク
に
な
る
も
の
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
、
カ

フ
ェ
を
間
借
り
し
て
始
め
た
の
が
奈
良
の
お

茶
と
お
酒
の
飲
み
比
べ
で
し
た
。
初
期
は
、

お
客
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
キ
ャ
ッ
チ
で
来
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
口
コ
ミ
で

広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―
体
験
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
客
層
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
そ
ん
な
中
で
見
え
て
き
た
の
が
、
体
験
に

つ
い
て
は
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
ふ
た
つ
に
分
か

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。ひ
と
つ
は
、

ど
ん
な
に
短
い
時
間
で
も
い
い
か
ら
、
奈
良

ら
し
い
こ
と
、
日
本
ら
し
い
こ
と
を
や
り
た

い
と
い
う
層
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
よ
り
深
く
、

本
物
の
文
化
に
ふ
れ
た
い
層
で
す
。
前
者
向

け
に
用
意
し
て
い
る
の
は
、
奈
良
筆
や
吉
野

杉
の
箸
の
よ
う
な
奈
良
の
産
品
を
作
る
工
芸

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
後
者
向
け
に
は
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
日
本
酒

の
蔵
元
や
茶
農
家
、
寺
院
な
ど
で
の
日
常
の

作
業
を
通
し
て
地
域
の
暮
ら
し
を
体
験
す
る

実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る

会
社
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
予
約

の
締
め
切
り
が
1
週
間
前
だ
っ
た
り
、
利
用

唯一無二の「体験価値」を創造する4
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の
で
す
が
、
帰
国
し
て
か
ら
も
2
か
月
に
1

回
お
茶
が
届
く
サ
ブ
ス
ク
を
契
約
し
て
く
だ

さ
る
方
も
い
ま
す
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
価
格
帯
と
し
て
は
、

5
0
0
0
円
か
ら
1
万
5
0
0
0
円
と
高
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
と
し
て

は
、
単
発
の
消
費
額
で
は
な
く
て
、
一
人
当

た
り
の
「
生
涯
消
費
額
」
を
追
い
か
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い
ず
れ

は
「ku

rab
i

」
の
シ
ョ
ッ
プ
を
や
り
た
い
と

も
考
え
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ベ
ー
ス
で
、
た
と
え
ば
酒
蔵
と
の
コ
ラ

ボ
や
、
着
物
の
リ
メ
イ
ク
会
社
と
の
コ
ラ
ボ

で
作
っ
た
商
品
を
限
定
で
販
売
し
て
、
目
標

を
達
成
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
常
時
買
え
る

よ
う
に
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
リ
タ
ー
ン
と
し

て
、
商
品
だ
け
で
は
な
く
て
、
工
房
見
学
を

開
催
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
さ
ら
に

将
来
的
に
は
、
後
継
者
不
足
な
ど
で
会
社
を

た
た
む
と
い
う
方
か
ら
事
業
を
承
継
す
る
と

か
、
そ
こ
ま
で
踏
み
込
み
た
い
と
も
考
え
て

い
ま
す
。

地
元
の
人
が
気
付
か
な
い

奈
良
の
魅
力
を

伝
え
る

　
奈
良
に
は
歴
史
や
伝
統
が
あ
っ
て
、
す
ご

い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
地
元
の
人

は
そ
の
価
値
に
気
付
い
て
い
な
い
人
が
多
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
よ
く
い
わ
れ
る
こ
と
で

す
が
、
渦
中
に
い
る
と
そ
の
価
値
に
気
付
け

な
く
て
、
外
か
ら
評
価
さ
れ
て
は
じ
め
て
気

付
く
こ
と
が
多
い
で
す
し
、
い
い
こ
と
だ
と

は
思
っ
て
い
て
も
、
日
々
の
生
活
の
こ
と
で

忙
し
く
て
目
を
向
け
る
時
間
が
な
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、東
京
や
海
外
で
暮
ら
し
て
い
て
、

時
間
的
に
も
経
済
的
に
も
余
裕
の
あ
る
層
に

は
、
奈
良
の
そ
の
魅
力
に
興
味
が
あ
る
人
は

多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
そ
の
両
者
を

つ
な
ぎ
た
い
。
何
か
を
極
め
た
人
、
長
年
続

け
て
き
た
人
た
ち
の
想
い
、
脈
々
と
受
け
継

い
で
き
た
考
え
方
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
き

た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
や

ら
な
い
と
、
極
め
て
い
る
人
た
ち
が
い
な

く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
も
あ
り

ま
す
。

　
他
の
都
市
と
比
べ
る
と
、
奈
良
は
素
朴
で

す
が
、
そ
れ
が
奈
良
の
い
い
と
こ
ろ
で
あ
っ

て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
本
当
の
考
え
方
や
哲
学

が
ち
ゃ
ん
と
残
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
が
あ

る
ん
で
す
よ
ね
。
い
ま
、
私
た
ち
が
そ
の
考

え
方
を
受
け
取
っ
て
、
観
光
客
に
伝
え
る
こ

と
で
、
そ
れ
を
自
分
の
暮
ら
し
や
生
き
方
に

取
り
入
れ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
し
て
そ
れ
が

次
の
世
代
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

〇
聞
き
手
：
福
永
香
織
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）

者
視
点
で
設
計
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
持

続
し
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
直
前
ま
で

予
約
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
主
に
、
欧
米
の
20
代
か
ら

60
代
の
旅
行
者
で
、
地
元
の
人
と
交
流
し
た

い
層
や
文
化
へ
の
関
心
が
高
い
層
、
そ
し
て

大
仏
や
鹿
以
外
の〝
地
元
ら
し
さ
〞を
求
め
る

層
で
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
持
続
可
能
な

流
通
モ
デ
ル
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
す
。

　
販
路
に
つ
い
て
は
、
O
T
A
や
ラ
ン
ド
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
経
由
が
50
％
、
直
接
予
約
が

50
％
と
い
う
割
合
で
す
が
、
奈
良
に
来
て
か

ら
予
約
し
て
も
ら
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
ま
だ

十
分
に
確
立
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
近
い
人
た
ち
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
結
局
、
認
知

率
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
上
げ
る
た
め
に
必

要
な
の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
よ
り
も
、
実
際
に

奈
良
の
ま
ち
な
か
に
い
る
観
光
客
に
い
か
に

知
っ
て
も
ら
う
か
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
に
な
っ
た
瞬
間
、
他
都
市
も
ラ
イ

バ
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
。
そ
の
意
味
で

は
地
元
の
ホ
テ
ル
と
提
携
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
販
売
で
き
て
い
る
こ
と
は
大
き
い
と
思
い

ま
す
。

周
囲
を
巻
き
込
み
、

価
値
を
高
め
て
提
供
す
る

―
少
な
い
人
数
で
ど
の
よ
う
に
し
て
運
営
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
い
ま
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
奈
良
で
出

会
っ
た
イ
タ
リ
ア
人
に
メ
イ
ン
で
お
願
い
し

て
い
て
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
も
入
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
は
全
部
、
自
分
た
ち
で
進

め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
連
携
し
て
い
る
事

業
者
さ
ん
は
40
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。
紹
介

か
ら
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
の
ほ
か
、
突
撃
訪
問

で
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

外
部
の
専
門
家
と
も
積
極
的
に
連
携
し
て
い

き
た
い
と
思
う
一
方
で
、
自
分
た
ち
で
泥
臭

く
や
っ
て
き
た
こ
と
が
実
は
一
番
、
他
社
と

の
差
別
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
気
も
し
て
い

ま
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
そ
し
て
フ
ァ
ン
を

増
や
す
意
味
で
も
、
ガ
イ
ド
、
地
元
の
事
業

者
の
方
々
、企
画
開
発
に
興
味
が
あ
る
学
生
、

私
た
ち
の
事
業
を
応
援
し
て
く
れ
る
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
な
ど
、
周
囲
の
方
々
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
巻
き
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
で
き
る
理
由
の
ひ
と
つ
に
は
、

企
画
を
作
っ
た
ら
す
ぐ
売
り
に
い
く
と
い
う

ス
タ
ン
ス
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

が
ホ
ス
ト
側
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
だ
か
ら
私
た
ち

は
、
次
の
日
に
は
、
ま
ち
な
か
に
い
る
外

国
人
観
光
客
に
声
を
か
け
て
連
れ
て
行
く

し
、
地
元
の
方
や
大
学
生
に
も
参
加
し
て

も
ら
う
。
地
元
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
も
、

自
分
の
し
て
い
る
こ
と
に
外
国
人
が
興
味

を
も
っ
て
く
れ
て
、
話
を
聞
い
て
く
れ
る

こ
と
を
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
喜
び
は
何
も
の
に
も
代
え
が

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
や
っ
て
、
い
い
意
味
で
周
囲
を
巻
き

込
む
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
船
に
乗
れ
ば
一

緒
に
企
画
を
作
れ
る
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
も
磨

け
る
、
そ
れ
を
世
に
出
し
て
検
証
も
で
き
る

と
い
う
販
路
を
ち
ゃ
ん
と
も
っ
て
い
る
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
も
コ
ン

テ
ン
ツ
を
売
っ
て
い
き
た
い
人
は
た
く
さ
ん

い
る
け
れ
ど
、
実
際
に
は
壁
も
あ
る
。
そ
こ

を
私
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
売
れ
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
し
、
大
事
な
の
は
、
ブ

ラ
ン
ド
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
き
ち
ん
と
構
築
し

て
、
1
0
0
0
円
で
し
か
売
れ
な
か
っ
た
も

の
が
1
万
円
や
2
万
円
で
売
れ
る
よ
う
な
状

態
を
作
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
9
月
末
に
は
、
地
域
O
T
A
の
役
割
を
も

つ
「ku

rab
i

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上

げ
る
予
定
で
す
。
奈
良
の
観
光
の
隙
間
に
参

加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
い
つ
で
も
あ
る
状

態
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
、〝
暮
ら
し
〞

を
テ
ー
マ
に
、
地
元
の
人
と
一
緒
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
こ
と
、
日
本
人
が
休
日
に
楽
し
ん

で
い
る
よ
う
な
体
験
を
提
供
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
暮
ら
し
の
体
験
を
通
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
伝
統
や
娯
楽
、
文
化
を
味
わ
う

こ
と
は
、
旅
行
者
に
と
っ
て
は
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
つ
な
が
る
入
口
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

そ
の
場
限
り
で
な
く

「
生
涯
消
費
額
」で
考
え
る

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
一
番
人
気
が
あ

る
の
は
茶
道
で
、
ま
ず
は
テ
ィ
ー
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
を
し
て
も
ら
っ
て
、
お
茶
に
つ
い

て
き
ち
ん
と
伝
え
た
う
え
で
、
テ
ィ
ー
セ
レ

モ
ニ
ー
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。場
所
は
、

カ
フ
ェ
や
ホ
テ
ル
だ
っ
た
り
、
普
段
あ
ま

り
使
わ
れ
て
い
な
い
お
茶
室
だ
っ
た
り
。

で
き
る
だ
け
固
定
費
を
下
げ
た
い
と
い
う

想
い
も
あ
っ
て
、
場
所
代
も
人
数
に
応
じ

て
支
払
え
る
よ
う
な
か
た
ち
に
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
茶
農
家
体
験
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
茶
畑

で
収
穫
を
し
た
り
、ほ
う
じ
茶
を
作
っ
た
り
。

お
土
産
と
し
て
、
そ
の
場
で
購
入
も
で
き
る

奈
良
を
拠
点
に

観
光
体
験
の

イ
ン
フ
ラ
づ
く
り

―
「T

ale N
avi

」
の
起
業
の
経
緯
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
福
岡
出
身
で
、
京
都
の
大
学
に
通
っ

て
い
ま
し
た
。
在
学
中
に
1
年
間
休
学
を
し

て
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
よ
う
に
海
外
を
旅
を

し
て
、
帰
国
後
、
改
め
て
気
付
い
た
の
は
、

自
分
と
同
じ
よ
う
に
日
本
を
旅
す
る
海
外
の

旅
行
者
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
大
学
卒
業
後
は
東
京
で
就
職
し
ま
し
た

が
、「
観
光
に
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
」
と
い

う
想
い
が
あ
り
、
会
社
を
辞
め
て
、
2
0

2
3
年
の
夏
に
京
都
に
戻
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
京
都
に
は
観
光
客
と
同
じ
く
ら
い
プ
レ

イ
ヤ
ー
も
多
い
の
で
、
差
別
化
が
難
し
い
環

境
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
ふ
ら
っ
と
訪
れ

た
奈
良
で
、
観
光
客
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た

が
、
午
後
に
な
る
と
一
気
に
人
が
減
っ
て
し

ま
う
。
観
光
案
内
所
で
手
に
し
た
の
は
、
体

験
一
覧
が
載
っ
た
Ｂ
5
の
紙
1
枚
だ
け
。
し

か
も
日
本
語
の
み
、
電
話
番
号
の
み
の
掲
載

で
、
ほ
と
ん
ど
が
「
1
週
間
前
予
約
必
須
」。

観
光
客
は
多
い
の
に
、
楽
し
む
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
が
整
っ
て
い
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
奈
良
で
会
社
を
起
こ
そ
う
と
決
意
し

た
き
っ
か
け
で
す
。
大
学
時
代
の
仲
間
（
奈

良
出
身
）と
、福
岡
の
幼
馴
染
に
声
を
か
け
て
、

2
0
2
3
年
10
月
31
日
に
3
人
で
会
社
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
事
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
観
光
客
の

声
を
聞
き
た
い
と
い
う
想
い
と
、
自
分
が

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
だ
っ
た
と
き
の
よ
う
に
現

地
の
人
の
お
す
す
め
を
知
り
た
い
と
い
う
想

い
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
と
き
に
、何
か
フ
ッ

ク
に
な
る
も
の
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
、
カ

フ
ェ
を
間
借
り
し
て
始
め
た
の
が
奈
良
の
お

茶
と
お
酒
の
飲
み
比
べ
で
し
た
。
初
期
は
、

お
客
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
キ
ャ
ッ
チ
で
来
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
口
コ
ミ
で

広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―
体
験
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
客
層
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
そ
ん
な
中
で
見
え
て
き
た
の
が
、
体
験
に

つ
い
て
は
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
ふ
た
つ
に
分
か

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。ひ
と
つ
は
、

ど
ん
な
に
短
い
時
間
で
も
い
い
か
ら
、
奈
良

ら
し
い
こ
と
、
日
本
ら
し
い
こ
と
を
や
り
た

い
と
い
う
層
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
よ
り
深
く
、

本
物
の
文
化
に
ふ
れ
た
い
層
で
す
。
前
者
向

け
に
用
意
し
て
い
る
の
は
、
奈
良
筆
や
吉
野

杉
の
箸
の
よ
う
な
奈
良
の
産
品
を
作
る
工
芸

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
後
者
向
け
に
は
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
日
本
酒

の
蔵
元
や
茶
農
家
、
寺
院
な
ど
で
の
日
常
の

作
業
を
通
し
て
地
域
の
暮
ら
し
を
体
験
す
る

実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る

会
社
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
予
約

の
締
め
切
り
が
1
週
間
前
だ
っ
た
り
、
利
用

唯一無二の「体験価値」を創造する4
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世
界
観
に
即
し
た

ブ
ラ
ン
ディ
ン
グ
で

能
の
本
質
を
伝
え
る

す
さ
を
履
き
違
え
て
し
ま
う
と
、
文
化
の
質

を
下
げ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
日
本
の
観
光
で
は
、
お
客
さ
ん

を
子
ど
も
扱
い
す
る
文
化
が
あ
る
と
思
う
ん

で
す
。
無
知
や
幼
さ
を
美
徳
と
捉
え
る
日
本

な
ら
で
は
の
傾
向
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
と
え
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
解
説
を
す

る
と
き
で
も
丁
寧
す
ぎ
る
く
ら
い
に
嚙
み
砕

い
て
説
明
を
始
め
ま
す
よ
ね
。
で
も
海
外
か

ら
来
る
知
的
好
奇
心
の
強
い
観
光
客
は
、

も
っ
と
大
人
っ
ぽ
く
核
心
を
つ
い
た
ト
ー
ク

を
楽
し
み
た
い
と
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
も
の
を
鑑
賞
し
た
い
、
そ
の
世
界
を

深
く
知
り
た
い
、
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
に
、
日
本
で
は
丁
寧
す
ぎ
て
、
ま
る
で
子

ど
も
向
け
の
よ
う
な
易
し
い
方
向
に
い
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
結
果
、

提
供
す
る
も
の
と
求
め
る
も
の
の
間
に
乖
離

が
出
て
く
る
。
つ
ま
り
、
子
ど
も
向
け
の
内

容
で
喜
ぶ
よ
う
な
お
客
さ
ん
ば
か
り
を
相
手

に
し
て
い
る
と
、
能
に
と
っ
て
本
当
に
い
い

お
客
さ
ん
が
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
文
化
を
知
ろ
う
と
し
て
来
た
人
が

能
の
本
質
に
出
会
わ
ず
に
帰
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
可
哀
想
だ
し
、
能
に
と
っ
て
も
残
念
な

こ
と
で
す
か
ら
、
客
層
の
線
引
き
は
必
要
で

す
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

が
欠
か
せ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

能
の
本
質
と
魅
力
を

英
語
で
伝
え
ら
れ
る

ガ
イ
ド
の
育
成

　
能
の
本
質
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
解

説
は
大
事
で
す
が
、
英
語
で
上
質
な
解
説
が

で
き
る
人
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
単
純
に
英

語
で
や
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
で

す
し
、
英
語
力
と
能
の
知
識
、
両
方
が
必
要

な
の
で
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
と
は
思
い
ま
す
。

で
も
お
客
さ
ん
の
た
め
に
も
、
能
の
た
め
に

も
、
価
値
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
け
る
人
を

育
て
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
す
。
5
年
、

10
年
と
や
っ
て
い
っ
て
、
そ
ん
な
日
が
来
た

ら
い
い
な
と
い
う
気
持
ち
で
、
気
長
に
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
夏
に
、
通
訳
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
英
語

で
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
仕
事
に
従
事
し
て

い
る
方
、
も
し
く
は
目
指
し
て
い
る
方
に
向

け
た
能
楽
の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
参
加
者
の
中
に
は
、
受
講
後
に
自
主
的

に
何
度
も
能
楽
堂
に
足
を
運
ぶ
く
ら
い
、
能

が
好
き
に
な
る
方
が
多
い
で
す
。や
っ
ぱ
り
、

最
初
が
大
事
な
ん
で
す
よ
ね
。
私
が
そ
の
導

入
の
部
分
を
し
っ
か
り
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

こ
と
で
、
ま
ず
は
通
訳
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
に

能
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要

　
先
日
は
、
フ
ラ
ン
ス
在
住
の
日
本
人
が
な

さ
っ
て
い
る
旅
行
会
社
か
ら
、
日
本
の
旅
行

会
社
を
経
由
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
ご
家
族
の

1
泊
2
日
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
依
頼
さ
れ

ま
し
た
。
お
父
様
が
日
本
文
化
に
深
い
興
味

が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト

だ
っ
た
の
で
す
が
、
能
楽
堂
を
貸
し
切
っ
て

「
三
井
寺
」
と
「
竹
生
島
」
を
鑑
賞
し
た
後
で
、

近
く
の
三
井
寺
で
演
目
に
出
て
き
た
鐘
を
つ

い
て
も
ら
っ
た
り
、
夜
は
「
竹
生
島
」
の
舞

台
で
あ
る
琵
琶
湖
近
く
の
宿
に
泊
ま
っ
て
、

翌
日
は
能
楽
師
と
竹
生
島
へ
行
っ
た
り
。
能

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
一
緒
に
、
能
を
通
し

て
日
本
の
い
ろ
い
ろ
な
心
を
知
る
と
い
う
2

日
間
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
う
ち
の
場
合
は
、
流
派
に
偏
る
こ
と
な
く

外
の
世
界（
お
客
様
）と
内
の
世
界（
能
楽
師
）

の
中
間
の
立
場
か
ら
お
話
が
で
き
ま
す
し
、

実
際
に
い
ま
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
方
面
の
能

楽
師
の
皆
様
に
協
力
を
い
た
だ
き
お
仕
事
を

し
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
依
頼
し
て
く
だ

さ
る
方
に
よ
る
と
、
伝
統
的
な
価
値
観
と
ビ

ジ
ネ
ス
視
点
の
双
方
を
理
解
し
な
が
ら
柔
軟

に
調
整
を
試
み
る
弊
社
が
介
在
す
る
こ
と
で

ス
ム
ー
ズ
に
お
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

ら
し
い
で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、

ル
ー
ト
は
結
構
バ
ラ
バ
ラ
で
。
つ
ま
り
需
要

自
体
は
そ
ん
な
に
大
き
く
は
な
い
け
れ
ど
、

能
の
認
知
度
は
少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は

す
で
に
認
知
度
が
高
そ
う
で
、
ほ
か
の
国
で

も
う
少
し
上
が
っ
た
ら
い
い
な
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
ね
。

能
の
世
界
観
を

き
ち
ん
と
伝
え
る

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

―
11
月
と
12
月
に
は
京
都
市
観
光
協
会
と
一

緒
に
「IM

A
G
IN
E
 N
O
H

」
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
さ
れ
る
の
で
す
ね
。

　
副
題
は
、「L

egen
d
s an

d
 L
au
gh
ter 

o
n
 S
tage

」。
初
心
者
も
楽
し
め
る
も
の
を

目
指
し
て
、
能
と
狂
言
の
両
方
を
上
演
し
ま

す
。
以
前
、「
雷
電
」
と
い
う
演
目
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
だ
け
を
上
演
し
た
と
き
に
大
変

好
評
だ
っ
た
の
で
、
同
じ
よ
う
に
動
き
が
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
曲
の
見
せ
場
だ
け
を
見
て
も

ら
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
る
と
こ
ろ
か
ら
企
画
を
始
め
た
ん
で
す

が
、
そ
の
場
面
の
上
演
だ
け
だ
と
20
分
で
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
狂
言
を
入
れ
て
も
30

分
か
35
分
。
そ
れ
で
も
、
入
場
者
数
が
1
0
0

名
く
ら
い
だ
と
想
定
し
た
う
え
で
、
経
費
を

考
え
て
逆
算
す
る
と
料
金
は
2
万
円
く
ら
い

に
な
る
の
で
、
上
演
時
間
が
見
合
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
こ
の
額
で
も
高

く
な
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
こ
の
く
ら
い
の
料

金
を
払
っ
て
鑑
賞
す
る
と
い
う
と
オ
ペ
ラ
や

バ
レ
エ
で
す
。
時
間
は
長
い
で
す
し
、
内
容

に
も
密
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

ま
ず
ウ
ェ
ル
カ
ム
音
楽
と
し
て
開
演
の
と
き

に
お
囃
子
だ
け
を
演
奏
し
、
続
け
て
解
説
と

短
い
場
面
を
織
り
交
ぜ
て
一
本
の
ス
ト
ー

リ
ー
と
し
て
見
立
て
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
上
演
後
に
は
能
楽
師
に
出
て
き
て
も

ら
っ
て
Ｑ
＆
Ａ
、
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
的
な
も

の
も
考
え
て
い
ま
す
。

―
能
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
そ
う
な
層
に

ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
け
ば
よ
い
で
し
ょ

う
か
。

　
分
か
り
や
す
さ
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
か
ら
。
た
だ
、
こ
こ
で
い
う
分
か
り

や
す
さ
は
、
簡
単
に
す
る
と
い
う
意
味
で
は

な
く
て
、「
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
楽
し
め
る

か
」
を
分
か
り
や
す
く
す
る
と
い
う
意
味
で

す
。
本
当
は
、
旅
行
会
社
な
ど
が
旅
程
に
組

み
込
み
や
す
い
よ
う
に
、
こ
う
し
た
初
心
者

も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
毎
週
で
も
や
り
た

い
の
で
す
が
、「IM

A
G
IN
E
 N
O
H

」
に
つ

い
て
は
、
今
回
実
施
し
て
み
て
、
そ
の
評
価

次
第
で
今
後
の
方
向
性
が
決
ま
る
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。

  「IM
A
G
IN
E
 N
O
H

」
の
客
層
と
し
て
は
、

自
国
で
も
舞
台
や
ア
ー
ト
の
展
覧
会
を
見
に

行
く
タ
イ
プ
の
人
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
だ

と
す
る
と
、
デ
ザ
イ
ン
的
に
も
洗
練
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
チ

ラ
シ
も
そ
う
い
う
人
た
ち
に
響
く
も
の
を
目

指
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
初
心
者

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を
含
め
、
能
の
世

界
観
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
し
た
う
え
で
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
そ
れ
が

能
の
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

知
的
好
奇
心
の
高
い

観
光
客
は

本
質
を
求
め
て
い
る

　
最
近
で
は
、
各
地
の
能
楽
堂
で
も
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
に
い
ろ
い
ろ
や
り
始
め
て
い
ま

す
が
、
能
の
世
界
観
を
壊
し
て
い
る
も
の
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
ほ

し
い
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
精
神
は
分
か
り
ま
す

し
、
能
を
親
し
み
や
す
く
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
親
し
み
や

―
主
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
客
層
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
当
初
は
教
育
や
普
及
の
目
的
で
留
学
生
向

け
や
通
訳
ガ
イ
ド
向
け
に
や
っ
て
い
ま
し
た

が
、
能
の
文
化
を
よ
り
多
く
の
方
に
伝
え
て

い
き
た
い
、
そ
し
て
経
済
的
要
因
か
ら
今
後

の
な
り
手
不
足
が
危
惧
さ
れ
る
能
の
課
題
に

少
し
で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い

か
らB

to
C

に
拡
大
し
ま
し
た
。
最
初
は
、

お
客
さ
ん
が
な
か
な
か
集
ま
ら
ず
、
難
し

か
っ
た
で
す
が
、
京
都
市
観
光
協
会
の
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
京
都
」（
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
採
択
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
と
つ
な
げ
て
も
ら
っ
て
、
赤
字
に

は
な
ら
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　
年
々
、
売
上
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

売
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、「W

abu
n
ka*

」

経
由
だ
と
茶
道
と
能
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
22
万
8
0
0
0
円
／
グ
ル
ー
プ
）、

直
接
予
約
だ
と
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

に
加
え
て
能
楽
師
と
一
緒
に
能
面
や
装
束
を

見
な
が
ら
能
に
つ
い
て
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
13
万
2
0
0
0
円
〜
／
グ
ル
ー
プ
）
で
す
。

そ
し
て
私
の
案
内
で
、
能
を
テ
ー
マ
に
京
都

を
め
ぐ
る
「T

h
e N
Ō
W
H
E
R
E
 T
o
u
rs

」

（
1
万
5
0
0
0
円
〜
／
人
）
や
能
面
工
房

を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
（
6
万
6
0
0
0
円
〜

／
グ
ル
ー
プ
）
も
時
々
や
っ
て
い
ま
す
。
あ

と
、
能
は
特
別
な
方
を
お
も
て
な
し
す
る
と

き
に
舞
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で

能
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
の
ほ
か
、
海
外
の
大
学
や
演
劇
関
係
の

方
々
か
ら
依
頼
を
受
け
て
レ
ク
チ
ャ
ー
や
公

演
鑑
賞
の
ア
レ
ン
ジ
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
京
都
は
能
の
演
目
の
舞
台
に
な
っ
て
い

る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
い
く
ら
で

も
ツ
ア
ー
が
で
き
ま
す
。

　
参
加
者
の
国
籍
で
い
う
と
、
ア
メ
リ
カ
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
1
万
円
台
か
ら
の
価
格
帯
の
も
の
だ
と

ひ
と
り
旅
の
方
、
高
額
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な

る
と
ご
夫
妻
や
ご
家
族
が
多
い
で
す
ね
。
そ

し
て
、
い
わ
ゆ
る
富
裕
層
の
お
客
さ
ん
も
い

ま
す
。
彼
ら
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感
を
大
切
に

し
た
り
、
自
分
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
中
で
何

に
ど
れ
だ
け
割
く
か
を
決
め
て
い
る
た
め
、

自
分
の
パ
タ
ー
ン
を
崩
さ
な
い
人
が
多
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
頻
繁
に
旅
行
を

し
て
い
る
せ
い
か
、あ
ま
り
貪
欲
で
は
な
く
、

若
干
淡
白
な
印
象
も
あ
り
ま
す
。
ず
ば
ぬ
け

て
富
裕
で
な
い
方
た
ち
の
ほ
う
が
の
び
の
び

と
能
の
世
界
に
浸
っ
て
く
れ
て
い
る
気
が
し

ま
す
。

京
都
に
息
づ
く

能
の
世
界
を
広
く
伝
え
る

―
25
年
以
上
、
能
楽
の
稽
古
を
続
け
、
京
都

市
認
定
通
訳
ガ
イ
ド
で
も
あ
る
山
根
さ
ん

が
、「D

iscover N
oh
 in
 K
yoto

」を
立
ち

上
げ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
2
0
1
9
年
に
京
都
市
認
定
通
訳
ガ

イ
ド
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
に
通
訳
の

仕
事
を
し
て
い
た
と
き
か
ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
観
光
客
は
、
日
本
の
文
化
体
験
を
求
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
て
、
通
訳

ガ
イ
ド
と
し
て
大
好
き
な
能
を
紹
介
で
き
た

ら
や
り
が
い
が
あ
る
だ
ろ
う
な
と
漠
然
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
通
訳
ガ
イ

ド
な
ど
を
対
象
に
し
た
能
楽
協
会
主
催
の
講

座
に
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
講
座
は
、
能
楽
協
会
が
5
年
く
ら
い

の
期
間
を
設
け
て
い
た
事
業
の
一
環
で
、
当

初
は
講
座
と
そ
の
成
果
発
表
会
だ
け
で
し
た

が
、
4
年
目
に
な
っ
て
実
際
に
海
外
か
ら
来

ら
れ
た
方
の
感
性
に
合
う
イ
ベ
ン
ト
を
実
践

し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で

す
。
2
0
1
9
年
の
夏
に
企
画
会
議
が
始
ま

り
、
い
ま
ま
で
の
受
講
生
に
手
伝
い
を
お
願

い
し
よ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た
そ
う
で
、
私

に
も
声
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
京
都

に
住
ん
で
い
る
外
国
人
向
け
に
英
語
の
解
説

付
き
で
お
寺
で
能
を
上
演
す
る
こ
と
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
忙
し
い
か
ら
な
か
な
か
来
ら
れ

な
い
方
も
多
い
中
で
、
私
は
オ
タ
ク
だ
か
ら

喜
ん
で
毎
回
行
く
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
自

然
と
張
り
切
り
始
め
る
（
笑
）。
そ
の
お
寺

は
西
陣
の
妙
蓮
寺
で
、
ち
ょ
っ
と
分
か
り
に

く
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど
通

訳
ガ
イ
ド
の
研
修
を
終
え
た
と
こ
ろ
だ
っ
た

私
は
、
そ
の
企
画
を
ツ
ア
ー
に
す
る
こ
と
を

提
案
し
ま
し
た
。
船
岡
山
に
行
っ
て
、
手
織

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
織
成
舘
に
行
っ
て
、
西
陣

の
妙
蓮
寺
で
能
を
鑑
賞
す
る
と
い
う
ミ
ニ
ツ

ア
ー
で
す
。
こ
れ
が
私
に
と
っ
て
初
の
自
主

企
画
ツ
ア
ー
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の

経
験
か
ら
、
お
寺
で
上
演
す
る
こ
と
で
仏
教

と
能
と
の
関
係
も
見
え
ま
す
し
、
ま
ち
歩
き

を
し
て
周
辺
の
こ
と
も
一
緒
に
経
験
し
た
ほ

う
が
能
の
世
界
に
入
り
や
す
い
と
い
う
こ
と

D
iscover N

oh in K
yoto

を
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
ま
し
た
が
、

京
都
で
能
の
舞
台
と
な
っ
た
名
所
を
紹
介
す

る
マ
ッ
プ
を
作
る
な
ど
し
て
、
活
動
を
継
続

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
能
楽
協
会

と
し
て
の
事
業
が
2
0
2
1
年
3
月
に
終
了

し
た
後
、
有
志
と
共
に
6
月
に
任
意
団
体
と

し
て
立
ち
上
げ
た
の
が
「D

isco
ver N

o
h
 

in
 K
yo
to

」
で
す
。
以
前
の
事
業
か
ら
同

じ
名
前
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
看

板
ご
と
も
ら
っ
て
独
立
し
た
か
た
ち
で
す
。

独
立
後
、
最
初
の
事
業
と
し
て
、
平
安
時
代

の
刀
鍛
冶
と
稲
荷
明
神
の
伝
説
に
基
づ
く
能

の
演
目
「
小
鍛
冶
」
の
物
語
を
た
ど
り
な
が

ら
京
都
を
め
ぐ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
学

生
た
ち
と
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。

4 4

一般
社
団
法
人Discover N

oh in 
Kyoto

代
表
理
事
。日
英
通・翻
訳

者
、京
都
市
認
定
通
訳
ガ
イ
ド
。ア
メ

リ
カ
生
ま
れ
。幼
少
期
に
父
の
故
郷

で
あ
る
日
本
に
移
住
。13
歳
か
ら
能

楽
の
フ
ァ
ン
に
な
り
、1
9
9
9
年
よ

り
観
世
流
能
楽
師
に
師
事
。能
楽
堂
の
徒
歩
圏
に
居
た
く

て
日
本
に
定
住
す
る
。能
を
通
し
て
日
本
文
化
の
さ
ま
ざ

ま
な
面
を
深
く
見
る
よ
う
に
な
り
、京
都
市
認
定
通
訳
ガ

イ
ド
と
な
る
。京
都
を
拠
点
に
、さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
文
化
や

芸
術
関
係
の
通
訳・翻
訳
に
携
わ
り
な
が
ら
、能
楽
の
多
言

語
で
の
普
及・発
信
に
取
り
組
む
。

山
根 

樹（
や
ま
ね
・
じ
ゅ
り
あ
）

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
人
材
を
育
て
る
と
い

う
意
味
で
も
、
通
訳
ガ
イ
ド
は
元
々
、
日
本

文
化
に
興
味
が
あ
る
人
の
割
合
が
高
い
の

で
、
非
常
に
有
効
で
す
。

　
私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
能
の
本
質

を
伝
え
る
こ
と
な
の
で
、
能
の
魅
力
と
矛
盾

し
た
型
に
は
め
て
市
場
に
の
せ
る
こ
と
で
は

な
く
て
、
能
の
本
質
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
く

れ
る
客
層
に
届
く
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
観
光
と
芸
術
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
り
な
が
ら
、
デ
ザ
イ
ン

を
含
め
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
っ
か
り
と

す
る
こ
と
で
、
能
の
付
加
価
値
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
聞
き
手
：
福
永
香
織
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）

＊W
abunka

：J-C
A
T

株
式
会
社
が
欧
米
豪
を
中

心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
富
裕
層
向
け
に
日
本
の
魅

力
に
ふ
れ
る
上
質
な
非
日
常
体
験
を
特
別
仕
様
で
提

供
す
る
予
約
サ
ー
ビ
ス

唯一無二の「体験価値」を創造する4
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世
界
観
に
即
し
た

ブ
ラ
ン
ディ
ン
グ
で

能
の
本
質
を
伝
え
る

す
さ
を
履
き
違
え
て
し
ま
う
と
、
文
化
の
質

を
下
げ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
日
本
の
観
光
で
は
、
お
客
さ
ん

を
子
ど
も
扱
い
す
る
文
化
が
あ
る
と
思
う
ん

で
す
。
無
知
や
幼
さ
を
美
徳
と
捉
え
る
日
本

な
ら
で
は
の
傾
向
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
と
え
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
解
説
を
す

る
と
き
で
も
丁
寧
す
ぎ
る
く
ら
い
に
嚙
み
砕

い
て
説
明
を
始
め
ま
す
よ
ね
。
で
も
海
外
か

ら
来
る
知
的
好
奇
心
の
強
い
観
光
客
は
、

も
っ
と
大
人
っ
ぽ
く
核
心
を
つ
い
た
ト
ー
ク

を
楽
し
み
た
い
と
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
も
の
を
鑑
賞
し
た
い
、
そ
の
世
界
を

深
く
知
り
た
い
、
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
に
、
日
本
で
は
丁
寧
す
ぎ
て
、
ま
る
で
子

ど
も
向
け
の
よ
う
な
易
し
い
方
向
に
い
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
結
果
、

提
供
す
る
も
の
と
求
め
る
も
の
の
間
に
乖
離

が
出
て
く
る
。
つ
ま
り
、
子
ど
も
向
け
の
内

容
で
喜
ぶ
よ
う
な
お
客
さ
ん
ば
か
り
を
相
手

に
し
て
い
る
と
、
能
に
と
っ
て
本
当
に
い
い

お
客
さ
ん
が
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
文
化
を
知
ろ
う
と
し
て
来
た
人
が

能
の
本
質
に
出
会
わ
ず
に
帰
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
可
哀
想
だ
し
、
能
に
と
っ
て
も
残
念
な

こ
と
で
す
か
ら
、
客
層
の
線
引
き
は
必
要
で

す
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

が
欠
か
せ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

能
の
本
質
と
魅
力
を

英
語
で
伝
え
ら
れ
る

ガ
イ
ド
の
育
成

　
能
の
本
質
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
解

説
は
大
事
で
す
が
、
英
語
で
上
質
な
解
説
が

で
き
る
人
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
単
純
に
英

語
で
や
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
で

す
し
、
英
語
力
と
能
の
知
識
、
両
方
が
必
要

な
の
で
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
と
は
思
い
ま
す
。

で
も
お
客
さ
ん
の
た
め
に
も
、
能
の
た
め
に

も
、
価
値
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
け
る
人
を

育
て
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
す
。
5
年
、

10
年
と
や
っ
て
い
っ
て
、
そ
ん
な
日
が
来
た

ら
い
い
な
と
い
う
気
持
ち
で
、
気
長
に
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
夏
に
、
通
訳
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
英
語

で
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
仕
事
に
従
事
し
て

い
る
方
、
も
し
く
は
目
指
し
て
い
る
方
に
向

け
た
能
楽
の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
参
加
者
の
中
に
は
、
受
講
後
に
自
主
的

に
何
度
も
能
楽
堂
に
足
を
運
ぶ
く
ら
い
、
能

が
好
き
に
な
る
方
が
多
い
で
す
。や
っ
ぱ
り
、

最
初
が
大
事
な
ん
で
す
よ
ね
。
私
が
そ
の
導

入
の
部
分
を
し
っ
か
り
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

こ
と
で
、
ま
ず
は
通
訳
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
に

能
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要

　
先
日
は
、
フ
ラ
ン
ス
在
住
の
日
本
人
が
な

さ
っ
て
い
る
旅
行
会
社
か
ら
、
日
本
の
旅
行

会
社
を
経
由
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
ご
家
族
の

1
泊
2
日
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
依
頼
さ
れ

ま
し
た
。
お
父
様
が
日
本
文
化
に
深
い
興
味

が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト

だ
っ
た
の
で
す
が
、
能
楽
堂
を
貸
し
切
っ
て

「
三
井
寺
」
と
「
竹
生
島
」
を
鑑
賞
し
た
後
で
、

近
く
の
三
井
寺
で
演
目
に
出
て
き
た
鐘
を
つ

い
て
も
ら
っ
た
り
、
夜
は
「
竹
生
島
」
の
舞

台
で
あ
る
琵
琶
湖
近
く
の
宿
に
泊
ま
っ
て
、

翌
日
は
能
楽
師
と
竹
生
島
へ
行
っ
た
り
。
能

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
一
緒
に
、
能
を
通
し

て
日
本
の
い
ろ
い
ろ
な
心
を
知
る
と
い
う
2

日
間
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
う
ち
の
場
合
は
、
流
派
に
偏
る
こ
と
な
く

外
の
世
界（
お
客
様
）と
内
の
世
界（
能
楽
師
）

の
中
間
の
立
場
か
ら
お
話
が
で
き
ま
す
し
、

実
際
に
い
ま
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
方
面
の
能

楽
師
の
皆
様
に
協
力
を
い
た
だ
き
お
仕
事
を

し
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
依
頼
し
て
く
だ

さ
る
方
に
よ
る
と
、
伝
統
的
な
価
値
観
と
ビ

ジ
ネ
ス
視
点
の
双
方
を
理
解
し
な
が
ら
柔
軟

に
調
整
を
試
み
る
弊
社
が
介
在
す
る
こ
と
で

ス
ム
ー
ズ
に
お
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

ら
し
い
で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、

ル
ー
ト
は
結
構
バ
ラ
バ
ラ
で
。
つ
ま
り
需
要

自
体
は
そ
ん
な
に
大
き
く
は
な
い
け
れ
ど
、

能
の
認
知
度
は
少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は

す
で
に
認
知
度
が
高
そ
う
で
、
ほ
か
の
国
で

も
う
少
し
上
が
っ
た
ら
い
い
な
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
ね
。

能
の
世
界
観
を

き
ち
ん
と
伝
え
る

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

―
11
月
と
12
月
に
は
京
都
市
観
光
協
会
と
一

緒
に
「IM

A
G
IN
E
 N
O
H

」
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
さ
れ
る
の
で
す
ね
。

　
副
題
は
、「L

egen
d
s an

d
 L
au
gh
ter 

o
n
 S
tage

」。
初
心
者
も
楽
し
め
る
も
の
を

目
指
し
て
、
能
と
狂
言
の
両
方
を
上
演
し
ま

す
。
以
前
、「
雷
電
」
と
い
う
演
目
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
だ
け
を
上
演
し
た
と
き
に
大
変

好
評
だ
っ
た
の
で
、
同
じ
よ
う
に
動
き
が
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
曲
の
見
せ
場
だ
け
を
見
て
も

ら
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
る
と
こ
ろ
か
ら
企
画
を
始
め
た
ん
で
す

が
、
そ
の
場
面
の
上
演
だ
け
だ
と
20
分
で
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
狂
言
を
入
れ
て
も
30

分
か
35
分
。
そ
れ
で
も
、
入
場
者
数
が
1
0
0

名
く
ら
い
だ
と
想
定
し
た
う
え
で
、
経
費
を

考
え
て
逆
算
す
る
と
料
金
は
2
万
円
く
ら
い

に
な
る
の
で
、
上
演
時
間
が
見
合
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
こ
の
額
で
も
高

く
な
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
こ
の
く
ら
い
の
料

金
を
払
っ
て
鑑
賞
す
る
と
い
う
と
オ
ペ
ラ
や

バ
レ
エ
で
す
。
時
間
は
長
い
で
す
し
、
内
容

に
も
密
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

ま
ず
ウ
ェ
ル
カ
ム
音
楽
と
し
て
開
演
の
と
き

に
お
囃
子
だ
け
を
演
奏
し
、
続
け
て
解
説
と

短
い
場
面
を
織
り
交
ぜ
て
一
本
の
ス
ト
ー

リ
ー
と
し
て
見
立
て
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
上
演
後
に
は
能
楽
師
に
出
て
き
て
も

ら
っ
て
Ｑ
＆
Ａ
、
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
的
な
も

の
も
考
え
て
い
ま
す
。

―
能
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
そ
う
な
層
に

ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
け
ば
よ
い
で
し
ょ

う
か
。

　
分
か
り
や
す
さ
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
か
ら
。
た
だ
、
こ
こ
で
い
う
分
か
り

や
す
さ
は
、
簡
単
に
す
る
と
い
う
意
味
で
は

な
く
て
、「
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
楽
し
め
る

か
」
を
分
か
り
や
す
く
す
る
と
い
う
意
味
で

す
。
本
当
は
、
旅
行
会
社
な
ど
が
旅
程
に
組

み
込
み
や
す
い
よ
う
に
、
こ
う
し
た
初
心
者

も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
毎
週
で
も
や
り
た

い
の
で
す
が
、「IM

A
G
IN
E
 N
O
H

」
に
つ

い
て
は
、
今
回
実
施
し
て
み
て
、
そ
の
評
価

次
第
で
今
後
の
方
向
性
が
決
ま
る
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。

  「IM
A
G
IN
E
 N
O
H

」
の
客
層
と
し
て
は
、

自
国
で
も
舞
台
や
ア
ー
ト
の
展
覧
会
を
見
に

行
く
タ
イ
プ
の
人
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
だ

と
す
る
と
、
デ
ザ
イ
ン
的
に
も
洗
練
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
チ

ラ
シ
も
そ
う
い
う
人
た
ち
に
響
く
も
の
を
目

指
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
初
心
者

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を
含
め
、
能
の
世

界
観
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
し
た
う
え
で
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
そ
れ
が

能
の
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

知
的
好
奇
心
の
高
い

観
光
客
は

本
質
を
求
め
て
い
る

　
最
近
で
は
、
各
地
の
能
楽
堂
で
も
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
に
い
ろ
い
ろ
や
り
始
め
て
い
ま

す
が
、
能
の
世
界
観
を
壊
し
て
い
る
も
の
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
ほ

し
い
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
精
神
は
分
か
り
ま
す

し
、
能
を
親
し
み
や
す
く
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
親
し
み
や

―
主
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
客
層
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
当
初
は
教
育
や
普
及
の
目
的
で
留
学
生
向

け
や
通
訳
ガ
イ
ド
向
け
に
や
っ
て
い
ま
し
た

が
、
能
の
文
化
を
よ
り
多
く
の
方
に
伝
え
て

い
き
た
い
、
そ
し
て
経
済
的
要
因
か
ら
今
後

の
な
り
手
不
足
が
危
惧
さ
れ
る
能
の
課
題
に

少
し
で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い

か
らB

to
C

に
拡
大
し
ま
し
た
。
最
初
は
、

お
客
さ
ん
が
な
か
な
か
集
ま
ら
ず
、
難
し

か
っ
た
で
す
が
、
京
都
市
観
光
協
会
の
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
京
都
」（
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
採
択
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
と
つ
な
げ
て
も
ら
っ
て
、
赤
字
に

は
な
ら
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　
年
々
、
売
上
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

売
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、「W

abu
n
ka*

」

経
由
だ
と
茶
道
と
能
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
22
万
8
0
0
0
円
／
グ
ル
ー
プ
）、

直
接
予
約
だ
と
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

に
加
え
て
能
楽
師
と
一
緒
に
能
面
や
装
束
を

見
な
が
ら
能
に
つ
い
て
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
13
万
2
0
0
0
円
〜
／
グ
ル
ー
プ
）
で
す
。

そ
し
て
私
の
案
内
で
、
能
を
テ
ー
マ
に
京
都

を
め
ぐ
る
「T

h
e N
Ō
W
H
E
R
E
 T
o
u
rs

」

（
1
万
5
0
0
0
円
〜
／
人
）
や
能
面
工
房

を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
（
6
万
6
0
0
0
円
〜

／
グ
ル
ー
プ
）
も
時
々
や
っ
て
い
ま
す
。
あ

と
、
能
は
特
別
な
方
を
お
も
て
な
し
す
る
と

き
に
舞
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で

能
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
の
ほ
か
、
海
外
の
大
学
や
演
劇
関
係
の

方
々
か
ら
依
頼
を
受
け
て
レ
ク
チ
ャ
ー
や
公

演
鑑
賞
の
ア
レ
ン
ジ
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
京
都
は
能
の
演
目
の
舞
台
に
な
っ
て
い

る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
い
く
ら
で

も
ツ
ア
ー
が
で
き
ま
す
。

　
参
加
者
の
国
籍
で
い
う
と
、
ア
メ
リ
カ
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
1
万
円
台
か
ら
の
価
格
帯
の
も
の
だ
と

ひ
と
り
旅
の
方
、
高
額
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な

る
と
ご
夫
妻
や
ご
家
族
が
多
い
で
す
ね
。
そ

し
て
、
い
わ
ゆ
る
富
裕
層
の
お
客
さ
ん
も
い

ま
す
。
彼
ら
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感
を
大
切
に

し
た
り
、
自
分
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
中
で
何

に
ど
れ
だ
け
割
く
か
を
決
め
て
い
る
た
め
、

自
分
の
パ
タ
ー
ン
を
崩
さ
な
い
人
が
多
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
頻
繁
に
旅
行
を

し
て
い
る
せ
い
か
、あ
ま
り
貪
欲
で
は
な
く
、

若
干
淡
白
な
印
象
も
あ
り
ま
す
。
ず
ば
ぬ
け

て
富
裕
で
な
い
方
た
ち
の
ほ
う
が
の
び
の
び

と
能
の
世
界
に
浸
っ
て
く
れ
て
い
る
気
が
し

ま
す
。

京
都
に
息
づ
く

能
の
世
界
を
広
く
伝
え
る

―
25
年
以
上
、
能
楽
の
稽
古
を
続
け
、
京
都

市
認
定
通
訳
ガ
イ
ド
で
も
あ
る
山
根
さ
ん

が
、「D

iscover N
oh
 in
 K
yoto

」を
立
ち

上
げ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
2
0
1
9
年
に
京
都
市
認
定
通
訳
ガ

イ
ド
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
に
通
訳
の

仕
事
を
し
て
い
た
と
き
か
ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
観
光
客
は
、
日
本
の
文
化
体
験
を
求
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
て
、
通
訳

ガ
イ
ド
と
し
て
大
好
き
な
能
を
紹
介
で
き
た

ら
や
り
が
い
が
あ
る
だ
ろ
う
な
と
漠
然
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
通
訳
ガ
イ

ド
な
ど
を
対
象
に
し
た
能
楽
協
会
主
催
の
講

座
に
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
講
座
は
、
能
楽
協
会
が
5
年
く
ら
い

の
期
間
を
設
け
て
い
た
事
業
の
一
環
で
、
当

初
は
講
座
と
そ
の
成
果
発
表
会
だ
け
で
し
た

が
、
4
年
目
に
な
っ
て
実
際
に
海
外
か
ら
来

ら
れ
た
方
の
感
性
に
合
う
イ
ベ
ン
ト
を
実
践

し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で

す
。
2
0
1
9
年
の
夏
に
企
画
会
議
が
始
ま

り
、
い
ま
ま
で
の
受
講
生
に
手
伝
い
を
お
願

い
し
よ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た
そ
う
で
、
私

に
も
声
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
京
都

に
住
ん
で
い
る
外
国
人
向
け
に
英
語
の
解
説

付
き
で
お
寺
で
能
を
上
演
す
る
こ
と
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
忙
し
い
か
ら
な
か
な
か
来
ら
れ

な
い
方
も
多
い
中
で
、
私
は
オ
タ
ク
だ
か
ら

喜
ん
で
毎
回
行
く
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
自

然
と
張
り
切
り
始
め
る
（
笑
）。
そ
の
お
寺

は
西
陣
の
妙
蓮
寺
で
、
ち
ょ
っ
と
分
か
り
に

く
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど
通

訳
ガ
イ
ド
の
研
修
を
終
え
た
と
こ
ろ
だ
っ
た

私
は
、
そ
の
企
画
を
ツ
ア
ー
に
す
る
こ
と
を

提
案
し
ま
し
た
。
船
岡
山
に
行
っ
て
、
手
織

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
織
成
舘
に
行
っ
て
、
西
陣

の
妙
蓮
寺
で
能
を
鑑
賞
す
る
と
い
う
ミ
ニ
ツ

ア
ー
で
す
。
こ
れ
が
私
に
と
っ
て
初
の
自
主

企
画
ツ
ア
ー
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の

経
験
か
ら
、
お
寺
で
上
演
す
る
こ
と
で
仏
教

と
能
と
の
関
係
も
見
え
ま
す
し
、
ま
ち
歩
き

を
し
て
周
辺
の
こ
と
も
一
緒
に
経
験
し
た
ほ

う
が
能
の
世
界
に
入
り
や
す
い
と
い
う
こ
と

D
iscover N

oh in K
yoto

を
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
ま
し
た
が
、

京
都
で
能
の
舞
台
と
な
っ
た
名
所
を
紹
介
す

る
マ
ッ
プ
を
作
る
な
ど
し
て
、
活
動
を
継
続

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
能
楽
協
会

と
し
て
の
事
業
が
2
0
2
1
年
3
月
に
終
了

し
た
後
、
有
志
と
共
に
6
月
に
任
意
団
体
と

し
て
立
ち
上
げ
た
の
が
「D

isco
ver N

o
h
 

in
 K
yo
to

」
で
す
。
以
前
の
事
業
か
ら
同

じ
名
前
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
看

板
ご
と
も
ら
っ
て
独
立
し
た
か
た
ち
で
す
。

独
立
後
、
最
初
の
事
業
と
し
て
、
平
安
時
代

の
刀
鍛
冶
と
稲
荷
明
神
の
伝
説
に
基
づ
く
能

の
演
目
「
小
鍛
冶
」
の
物
語
を
た
ど
り
な
が

ら
京
都
を
め
ぐ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
学

生
た
ち
と
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。
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代
表
理
事
。日
英
通・翻
訳

者
、京
都
市
認
定
通
訳
ガ
イ
ド
。ア
メ

リ
カ
生
ま
れ
。幼
少
期
に
父
の
故
郷

で
あ
る
日
本
に
移
住
。13
歳
か
ら
能

楽
の
フ
ァ
ン
に
な
り
、1
9
9
9
年
よ

り
観
世
流
能
楽
師
に
師
事
。能
楽
堂
の
徒
歩
圏
に
居
た
く

て
日
本
に
定
住
す
る
。能
を
通
し
て
日
本
文
化
の
さ
ま
ざ

ま
な
面
を
深
く
見
る
よ
う
に
な
り
、京
都
市
認
定
通
訳
ガ

イ
ド
と
な
る
。京
都
を
拠
点
に
、さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
文
化
や

芸
術
関
係
の
通
訳・翻
訳
に
携
わ
り
な
が
ら
、能
楽
の
多
言

語
で
の
普
及・発
信
に
取
り
組
む
。

山
根 

樹（
や
ま
ね
・
じ
ゅ
り
あ
）

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
人
材
を
育
て
る
と
い

う
意
味
で
も
、
通
訳
ガ
イ
ド
は
元
々
、
日
本

文
化
に
興
味
が
あ
る
人
の
割
合
が
高
い
の

で
、
非
常
に
有
効
で
す
。

　
私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
能
の
本
質

を
伝
え
る
こ
と
な
の
で
、
能
の
魅
力
と
矛
盾

し
た
型
に
は
め
て
市
場
に
の
せ
る
こ
と
で
は

な
く
て
、
能
の
本
質
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
く

れ
る
客
層
に
届
く
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
観
光
と
芸
術
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
り
な
が
ら
、
デ
ザ
イ
ン

を
含
め
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
っ
か
り
と

す
る
こ
と
で
、
能
の
付
加
価
値
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
聞
き
手
：
福
永
香
織
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）
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A
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株
式
会
社
が
欧
米
豪
を
中

心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
富
裕
層
向
け
に
日
本
の
魅

力
に
ふ
れ
る
上
質
な
非
日
常
体
験
を
特
別
仕
様
で
提

供
す
る
予
約
サ
ー
ビ
ス
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す
さ
を
履
き
違
え
て
し
ま
う
と
、
文
化
の
質

を
下
げ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
日
本
の
観
光
で
は
、
お
客
さ
ん

を
子
ど
も
扱
い
す
る
文
化
が
あ
る
と
思
う
ん

で
す
。
無
知
や
幼
さ
を
美
徳
と
捉
え
る
日
本

な
ら
で
は
の
傾
向
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
と
え
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
解
説
を
す

る
と
き
で
も
丁
寧
す
ぎ
る
く
ら
い
に
嚙
み
砕

い
て
説
明
を
始
め
ま
す
よ
ね
。
で
も
海
外
か

ら
来
る
知
的
好
奇
心
の
強
い
観
光
客
は
、

も
っ
と
大
人
っ
ぽ
く
核
心
を
つ
い
た
ト
ー
ク

を
楽
し
み
た
い
と
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
も
の
を
鑑
賞
し
た
い
、
そ
の
世
界
を

深
く
知
り
た
い
、
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
に
、
日
本
で
は
丁
寧
す
ぎ
て
、
ま
る
で
子

ど
も
向
け
の
よ
う
な
易
し
い
方
向
に
い
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
結
果
、

提
供
す
る
も
の
と
求
め
る
も
の
の
間
に
乖
離

が
出
て
く
る
。
つ
ま
り
、
子
ど
も
向
け
の
内

容
で
喜
ぶ
よ
う
な
お
客
さ
ん
ば
か
り
を
相
手

に
し
て
い
る
と
、
能
に
と
っ
て
本
当
に
い
い

お
客
さ
ん
が
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
文
化
を
知
ろ
う
と
し
て
来
た
人
が

能
の
本
質
に
出
会
わ
ず
に
帰
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
可
哀
想
だ
し
、
能
に
と
っ
て
も
残
念
な

こ
と
で
す
か
ら
、
客
層
の
線
引
き
は
必
要
で

す
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

が
欠
か
せ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

能
の
本
質
と
魅
力
を

英
語
で
伝
え
ら
れ
る

ガ
イ
ド
の
育
成

　
能
の
本
質
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
解

説
は
大
事
で
す
が
、
英
語
で
上
質
な
解
説
が

で
き
る
人
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
単
純
に
英

語
で
や
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
で

す
し
、
英
語
力
と
能
の
知
識
、
両
方
が
必
要

な
の
で
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
と
は
思
い
ま
す
。

で
も
お
客
さ
ん
の
た
め
に
も
、
能
の
た
め
に

も
、
価
値
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
け
る
人
を

育
て
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
す
。
5
年
、

10
年
と
や
っ
て
い
っ
て
、
そ
ん
な
日
が
来
た

ら
い
い
な
と
い
う
気
持
ち
で
、
気
長
に
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
夏
に
、
通
訳
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
英
語

で
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
仕
事
に
従
事
し
て

い
る
方
、
も
し
く
は
目
指
し
て
い
る
方
に
向

け
た
能
楽
の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
参
加
者
の
中
に
は
、
受
講
後
に
自
主
的

に
何
度
も
能
楽
堂
に
足
を
運
ぶ
く
ら
い
、
能

が
好
き
に
な
る
方
が
多
い
で
す
。や
っ
ぱ
り
、

最
初
が
大
事
な
ん
で
す
よ
ね
。
私
が
そ
の
導

入
の
部
分
を
し
っ
か
り
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

こ
と
で
、
ま
ず
は
通
訳
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
に

能
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要

　
先
日
は
、
フ
ラ
ン
ス
在
住
の
日
本
人
が
な

さ
っ
て
い
る
旅
行
会
社
か
ら
、
日
本
の
旅
行

会
社
を
経
由
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
ご
家
族
の

1
泊
2
日
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
依
頼
さ
れ

ま
し
た
。
お
父
様
が
日
本
文
化
に
深
い
興
味

が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト

だ
っ
た
の
で
す
が
、
能
楽
堂
を
貸
し
切
っ
て

「
三
井
寺
」
と
「
竹
生
島
」
を
鑑
賞
し
た
後
で
、

近
く
の
三
井
寺
で
演
目
に
出
て
き
た
鐘
を
つ

い
て
も
ら
っ
た
り
、
夜
は
「
竹
生
島
」
の
舞

台
で
あ
る
琵
琶
湖
近
く
の
宿
に
泊
ま
っ
て
、

翌
日
は
能
楽
師
と
竹
生
島
へ
行
っ
た
り
。
能

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
一
緒
に
、
能
を
通
し

て
日
本
の
い
ろ
い
ろ
な
心
を
知
る
と
い
う
2

日
間
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
う
ち
の
場
合
は
、
流
派
に
偏
る
こ
と
な
く

外
の
世
界（
お
客
様
）と
内
の
世
界（
能
楽
師
）

の
中
間
の
立
場
か
ら
お
話
が
で
き
ま
す
し
、

実
際
に
い
ま
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
方
面
の
能

楽
師
の
皆
様
に
協
力
を
い
た
だ
き
お
仕
事
を

し
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
依
頼
し
て
く
だ

さ
る
方
に
よ
る
と
、
伝
統
的
な
価
値
観
と
ビ

ジ
ネ
ス
視
点
の
双
方
を
理
解
し
な
が
ら
柔
軟

に
調
整
を
試
み
る
弊
社
が
介
在
す
る
こ
と
で

ス
ム
ー
ズ
に
お
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

ら
し
い
で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、

ル
ー
ト
は
結
構
バ
ラ
バ
ラ
で
。
つ
ま
り
需
要

自
体
は
そ
ん
な
に
大
き
く
は
な
い
け
れ
ど
、

能
の
認
知
度
は
少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は

す
で
に
認
知
度
が
高
そ
う
で
、
ほ
か
の
国
で

も
う
少
し
上
が
っ
た
ら
い
い
な
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
ね
。

能
の
世
界
観
を

き
ち
ん
と
伝
え
る

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

―
11
月
と
12
月
に
は
京
都
市
観
光
協
会
と
一

緒
に
「IM

A
G
IN
E
 N
O
H

」
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
さ
れ
る
の
で
す
ね
。

　
副
題
は
、「L
egen

d
s an

d
 L
au
gh
ter 

o
n
 S
tage

」。
初
心
者
も
楽
し
め
る
も
の
を

目
指
し
て
、
能
と
狂
言
の
両
方
を
上
演
し
ま

す
。
以
前
、「
雷
電
」
と
い
う
演
目
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
だ
け
を
上
演
し
た
と
き
に
大
変

好
評
だ
っ
た
の
で
、
同
じ
よ
う
に
動
き
が
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
曲
の
見
せ
場
だ
け
を
見
て
も

ら
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
る
と
こ
ろ
か
ら
企
画
を
始
め
た
ん
で
す

が
、
そ
の
場
面
の
上
演
だ
け
だ
と
20
分
で
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
狂
言
を
入
れ
て
も
30

分
か
35
分
。
そ
れ
で
も
、
入
場
者
数
が
1
0
0

名
く
ら
い
だ
と
想
定
し
た
う
え
で
、
経
費
を

考
え
て
逆
算
す
る
と
料
金
は
2
万
円
く
ら
い

に
な
る
の
で
、
上
演
時
間
が
見
合
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
こ
の
額
で
も
高

く
な
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
こ
の
く
ら
い
の
料

金
を
払
っ
て
鑑
賞
す
る
と
い
う
と
オ
ペ
ラ
や

バ
レ
エ
で
す
。
時
間
は
長
い
で
す
し
、
内
容

に
も
密
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

ま
ず
ウ
ェ
ル
カ
ム
音
楽
と
し
て
開
演
の
と
き

に
お
囃
子
だ
け
を
演
奏
し
、
続
け
て
解
説
と

短
い
場
面
を
織
り
交
ぜ
て
一
本
の
ス
ト
ー

リ
ー
と
し
て
見
立
て
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
上
演
後
に
は
能
楽
師
に
出
て
き
て
も

ら
っ
て
Ｑ
＆
Ａ
、
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
的
な
も

の
も
考
え
て
い
ま
す
。

―
能
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
そ
う
な
層
に

ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
け
ば
よ
い
で
し
ょ

う
か
。

　
分
か
り
や
す
さ
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
か
ら
。
た
だ
、
こ
こ
で
い
う
分
か
り

や
す
さ
は
、
簡
単
に
す
る
と
い
う
意
味
で
は

な
く
て
、「
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
楽
し
め
る

か
」
を
分
か
り
や
す
く
す
る
と
い
う
意
味
で

す
。
本
当
は
、
旅
行
会
社
な
ど
が
旅
程
に
組

み
込
み
や
す
い
よ
う
に
、
こ
う
し
た
初
心
者

も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
毎
週
で
も
や
り
た

い
の
で
す
が
、「IM

A
G
IN
E
 N
O
H

」
に
つ

い
て
は
、
今
回
実
施
し
て
み
て
、
そ
の
評
価

次
第
で
今
後
の
方
向
性
が
決
ま
る
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。

  「IM
A
G
IN
E
 N
O
H

」
の
客
層
と
し
て
は
、

自
国
で
も
舞
台
や
ア
ー
ト
の
展
覧
会
を
見
に

行
く
タ
イ
プ
の
人
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
だ

と
す
る
と
、
デ
ザ
イ
ン
的
に
も
洗
練
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
チ

ラ
シ
も
そ
う
い
う
人
た
ち
に
響
く
も
の
を
目

指
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
初
心
者

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を
含
め
、
能
の
世

界
観
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
し
た
う
え
で
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
そ
れ
が

能
の
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

知
的
好
奇
心
の
高
い

観
光
客
は

本
質
を
求
め
て
い
る

　
最
近
で
は
、
各
地
の
能
楽
堂
で
も
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
に
い
ろ
い
ろ
や
り
始
め
て
い
ま

す
が
、
能
の
世
界
観
を
壊
し
て
い
る
も
の
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
ほ

し
い
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
精
神
は
分
か
り
ま
す

し
、
能
を
親
し
み
や
す
く
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
親
し
み
や

―
主
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
客
層
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
当
初
は
教
育
や
普
及
の
目
的
で
留
学
生
向

け
や
通
訳
ガ
イ
ド
向
け
に
や
っ
て
い
ま
し
た

が
、
能
の
文
化
を
よ
り
多
く
の
方
に
伝
え
て

い
き
た
い
、
そ
し
て
経
済
的
要
因
か
ら
今
後

の
な
り
手
不
足
が
危
惧
さ
れ
る
能
の
課
題
に

少
し
で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い

か
らB

to
C

に
拡
大
し
ま
し
た
。
最
初
は
、

お
客
さ
ん
が
な
か
な
か
集
ま
ら
ず
、
難
し

か
っ
た
で
す
が
、
京
都
市
観
光
協
会
の
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
京
都
」（
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
採
択
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
と
つ
な
げ
て
も
ら
っ
て
、
赤
字
に

は
な
ら
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　
年
々
、
売
上
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

売
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、「W

abu
n
ka*

」

経
由
だ
と
茶
道
と
能
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
22
万
8
0
0
0
円
／
グ
ル
ー
プ
）、

直
接
予
約
だ
と
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

に
加
え
て
能
楽
師
と
一
緒
に
能
面
や
装
束
を

見
な
が
ら
能
に
つ
い
て
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
13
万
2
0
0
0
円
〜
／
グ
ル
ー
プ
）
で
す
。

そ
し
て
私
の
案
内
で
、
能
を
テ
ー
マ
に
京
都

を
め
ぐ
る
「T

h
e N
Ō
W
H
E
R
E
 T
o
u
rs

」

（
1
万
5
0
0
0
円
〜
／
人
）
や
能
面
工
房

を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
（
6
万
6
0
0
0
円
〜

／
グ
ル
ー
プ
）
も
時
々
や
っ
て
い
ま
す
。
あ

と
、
能
は
特
別
な
方
を
お
も
て
な
し
す
る
と

き
に
舞
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で

能
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
の
ほ
か
、
海
外
の
大
学
や
演
劇
関
係
の

方
々
か
ら
依
頼
を
受
け
て
レ
ク
チ
ャ
ー
や
公

演
鑑
賞
の
ア
レ
ン
ジ
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
京
都
は
能
の
演
目
の
舞
台
に
な
っ
て
い

る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
い
く
ら
で

も
ツ
ア
ー
が
で
き
ま
す
。

　
参
加
者
の
国
籍
で
い
う
と
、
ア
メ
リ
カ
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
1
万
円
台
か
ら
の
価
格
帯
の
も
の
だ
と

ひ
と
り
旅
の
方
、
高
額
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な

る
と
ご
夫
妻
や
ご
家
族
が
多
い
で
す
ね
。
そ

し
て
、
い
わ
ゆ
る
富
裕
層
の
お
客
さ
ん
も
い

ま
す
。
彼
ら
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感
を
大
切
に

し
た
り
、
自
分
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
中
で
何

に
ど
れ
だ
け
割
く
か
を
決
め
て
い
る
た
め
、

自
分
の
パ
タ
ー
ン
を
崩
さ
な
い
人
が
多
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
頻
繁
に
旅
行
を

し
て
い
る
せ
い
か
、あ
ま
り
貪
欲
で
は
な
く
、

若
干
淡
白
な
印
象
も
あ
り
ま
す
。
ず
ば
ぬ
け

て
富
裕
で
な
い
方
た
ち
の
ほ
う
が
の
び
の
び

と
能
の
世
界
に
浸
っ
て
く
れ
て
い
る
気
が
し

ま
す
。

京
都
に
息
づ
く

能
の
世
界
を
広
く
伝
え
る

―
25
年
以
上
、
能
楽
の
稽
古
を
続
け
、
京
都

市
認
定
通
訳
ガ
イ
ド
で
も
あ
る
山
根
さ
ん

が
、「D

iscover N
oh
 in
 K
yoto

」を
立
ち

上
げ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
2
0
1
9
年
に
京
都
市
認
定
通
訳
ガ

イ
ド
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
に
通
訳
の

仕
事
を
し
て
い
た
と
き
か
ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
観
光
客
は
、
日
本
の
文
化
体
験
を
求
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
て
、
通
訳

ガ
イ
ド
と
し
て
大
好
き
な
能
を
紹
介
で
き
た

ら
や
り
が
い
が
あ
る
だ
ろ
う
な
と
漠
然
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
通
訳
ガ
イ

ド
な
ど
を
対
象
に
し
た
能
楽
協
会
主
催
の
講

座
に
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
講
座
は
、
能
楽
協
会
が
5
年
く
ら
い

の
期
間
を
設
け
て
い
た
事
業
の
一
環
で
、
当

初
は
講
座
と
そ
の
成
果
発
表
会
だ
け
で
し
た

が
、
4
年
目
に
な
っ
て
実
際
に
海
外
か
ら
来

ら
れ
た
方
の
感
性
に
合
う
イ
ベ
ン
ト
を
実
践

し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で

す
。
2
0
1
9
年
の
夏
に
企
画
会
議
が
始
ま

り
、
い
ま
ま
で
の
受
講
生
に
手
伝
い
を
お
願

い
し
よ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た
そ
う
で
、
私

に
も
声
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
京
都

に
住
ん
で
い
る
外
国
人
向
け
に
英
語
の
解
説

付
き
で
お
寺
で
能
を
上
演
す
る
こ
と
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
忙
し
い
か
ら
な
か
な
か
来
ら
れ

な
い
方
も
多
い
中
で
、
私
は
オ
タ
ク
だ
か
ら

喜
ん
で
毎
回
行
く
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
自

然
と
張
り
切
り
始
め
る
（
笑
）。
そ
の
お
寺

は
西
陣
の
妙
蓮
寺
で
、
ち
ょ
っ
と
分
か
り
に

く
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど
通

訳
ガ
イ
ド
の
研
修
を
終
え
た
と
こ
ろ
だ
っ
た

私
は
、
そ
の
企
画
を
ツ
ア
ー
に
す
る
こ
と
を

提
案
し
ま
し
た
。
船
岡
山
に
行
っ
て
、
手
織

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
織
成
舘
に
行
っ
て
、
西
陣

の
妙
蓮
寺
で
能
を
鑑
賞
す
る
と
い
う
ミ
ニ
ツ

ア
ー
で
す
。
こ
れ
が
私
に
と
っ
て
初
の
自
主

企
画
ツ
ア
ー
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の

経
験
か
ら
、
お
寺
で
上
演
す
る
こ
と
で
仏
教

と
能
と
の
関
係
も
見
え
ま
す
し
、
ま
ち
歩
き

を
し
て
周
辺
の
こ
と
も
一
緒
に
経
験
し
た
ほ

う
が
能
の
世
界
に
入
り
や
す
い
と
い
う
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
ま
し
た
が
、

京
都
で
能
の
舞
台
と
な
っ
た
名
所
を
紹
介
す

る
マ
ッ
プ
を
作
る
な
ど
し
て
、
活
動
を
継
続

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
能
楽
協
会

と
し
て
の
事
業
が
2
0
2
1
年
3
月
に
終
了

し
た
後
、
有
志
と
共
に
6
月
に
任
意
団
体
と

し
て
立
ち
上
げ
た
の
が
「D

isco
ver N

o
h
 

in
 K
yo
to

」
で
す
。
以
前
の
事
業
か
ら
同

じ
名
前
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
看

板
ご
と
も
ら
っ
て
独
立
し
た
か
た
ち
で
す
。

独
立
後
、
最
初
の
事
業
と
し
て
、
平
安
時
代

の
刀
鍛
冶
と
稲
荷
明
神
の
伝
説
に
基
づ
く
能

の
演
目
「
小
鍛
冶
」
の
物
語
を
た
ど
り
な
が

ら
京
都
を
め
ぐ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
学

生
た
ち
と
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
人
材
を
育
て
る
と
い

う
意
味
で
も
、
通
訳
ガ
イ
ド
は
元
々
、
日
本

文
化
に
興
味
が
あ
る
人
の
割
合
が
高
い
の

で
、
非
常
に
有
効
で
す
。

　
私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
能
の
本
質

を
伝
え
る
こ
と
な
の
で
、
能
の
魅
力
と
矛
盾

し
た
型
に
は
め
て
市
場
に
の
せ
る
こ
と
で
は

な
く
て
、
能
の
本
質
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
く

れ
る
客
層
に
届
く
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
観
光
と
芸
術
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
り
な
が
ら
、
デ
ザ
イ
ン

を
含
め
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
っ
か
り
と

す
る
こ
と
で
、
能
の
付
加
価
値
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
聞
き
手
：
福
永
香
織
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）

＊W
abunka

：J-C
A
T

株
式
会
社
が
欧
米
豪
を
中

心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
富
裕
層
向
け
に
日
本
の
魅

力
に
ふ
れ
る
上
質
な
非
日
常
体
験
を
特
別
仕
様
で
提

供
す
る
予
約
サ
ー
ビ
ス

唯一無二の「体験価値」を創造する4
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す
さ
を
履
き
違
え
て
し
ま
う
と
、
文
化
の
質

を
下
げ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
日
本
の
観
光
で
は
、
お
客
さ
ん

を
子
ど
も
扱
い
す
る
文
化
が
あ
る
と
思
う
ん

で
す
。
無
知
や
幼
さ
を
美
徳
と
捉
え
る
日
本

な
ら
で
は
の
傾
向
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
と
え
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
解
説
を
す

る
と
き
で
も
丁
寧
す
ぎ
る
く
ら
い
に
嚙
み
砕

い
て
説
明
を
始
め
ま
す
よ
ね
。
で
も
海
外
か

ら
来
る
知
的
好
奇
心
の
強
い
観
光
客
は
、

も
っ
と
大
人
っ
ぽ
く
核
心
を
つ
い
た
ト
ー
ク

を
楽
し
み
た
い
と
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
も
の
を
鑑
賞
し
た
い
、
そ
の
世
界
を

深
く
知
り
た
い
、
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
に
、
日
本
で
は
丁
寧
す
ぎ
て
、
ま
る
で
子

ど
も
向
け
の
よ
う
な
易
し
い
方
向
に
い
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
結
果
、

提
供
す
る
も
の
と
求
め
る
も
の
の
間
に
乖
離

が
出
て
く
る
。
つ
ま
り
、
子
ど
も
向
け
の
内

容
で
喜
ぶ
よ
う
な
お
客
さ
ん
ば
か
り
を
相
手

に
し
て
い
る
と
、
能
に
と
っ
て
本
当
に
い
い

お
客
さ
ん
が
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
文
化
を
知
ろ
う
と
し
て
来
た
人
が

能
の
本
質
に
出
会
わ
ず
に
帰
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
可
哀
想
だ
し
、
能
に
と
っ
て
も
残
念
な

こ
と
で
す
か
ら
、
客
層
の
線
引
き
は
必
要
で

す
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

が
欠
か
せ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

能
の
本
質
と
魅
力
を

英
語
で
伝
え
ら
れ
る

ガ
イ
ド
の
育
成

　
能
の
本
質
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
解

説
は
大
事
で
す
が
、
英
語
で
上
質
な
解
説
が

で
き
る
人
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
単
純
に
英

語
で
や
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
で

す
し
、
英
語
力
と
能
の
知
識
、
両
方
が
必
要

な
の
で
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
と
は
思
い
ま
す
。

で
も
お
客
さ
ん
の
た
め
に
も
、
能
の
た
め
に

も
、
価
値
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
け
る
人
を

育
て
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
す
。
5
年
、

10
年
と
や
っ
て
い
っ
て
、
そ
ん
な
日
が
来
た

ら
い
い
な
と
い
う
気
持
ち
で
、
気
長
に
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
夏
に
、
通
訳
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
英
語

で
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
仕
事
に
従
事
し
て

い
る
方
、
も
し
く
は
目
指
し
て
い
る
方
に
向

け
た
能
楽
の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
参
加
者
の
中
に
は
、
受
講
後
に
自
主
的

に
何
度
も
能
楽
堂
に
足
を
運
ぶ
く
ら
い
、
能

が
好
き
に
な
る
方
が
多
い
で
す
。や
っ
ぱ
り
、

最
初
が
大
事
な
ん
で
す
よ
ね
。
私
が
そ
の
導

入
の
部
分
を
し
っ
か
り
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

こ
と
で
、
ま
ず
は
通
訳
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
に

能
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要

　
先
日
は
、
フ
ラ
ン
ス
在
住
の
日
本
人
が
な

さ
っ
て
い
る
旅
行
会
社
か
ら
、
日
本
の
旅
行

会
社
を
経
由
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
ご
家
族
の

1
泊
2
日
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
依
頼
さ
れ

ま
し
た
。
お
父
様
が
日
本
文
化
に
深
い
興
味

が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト

だ
っ
た
の
で
す
が
、
能
楽
堂
を
貸
し
切
っ
て

「
三
井
寺
」
と
「
竹
生
島
」
を
鑑
賞
し
た
後
で
、

近
く
の
三
井
寺
で
演
目
に
出
て
き
た
鐘
を
つ

い
て
も
ら
っ
た
り
、
夜
は
「
竹
生
島
」
の
舞

台
で
あ
る
琵
琶
湖
近
く
の
宿
に
泊
ま
っ
て
、

翌
日
は
能
楽
師
と
竹
生
島
へ
行
っ
た
り
。
能

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
一
緒
に
、
能
を
通
し

て
日
本
の
い
ろ
い
ろ
な
心
を
知
る
と
い
う
2

日
間
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
う
ち
の
場
合
は
、
流
派
に
偏
る
こ
と
な
く

外
の
世
界（
お
客
様
）と
内
の
世
界（
能
楽
師
）

の
中
間
の
立
場
か
ら
お
話
が
で
き
ま
す
し
、

実
際
に
い
ま
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
方
面
の
能

楽
師
の
皆
様
に
協
力
を
い
た
だ
き
お
仕
事
を

し
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
依
頼
し
て
く
だ

さ
る
方
に
よ
る
と
、
伝
統
的
な
価
値
観
と
ビ

ジ
ネ
ス
視
点
の
双
方
を
理
解
し
な
が
ら
柔
軟

に
調
整
を
試
み
る
弊
社
が
介
在
す
る
こ
と
で

ス
ム
ー
ズ
に
お
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

ら
し
い
で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、

ル
ー
ト
は
結
構
バ
ラ
バ
ラ
で
。
つ
ま
り
需
要

自
体
は
そ
ん
な
に
大
き
く
は
な
い
け
れ
ど
、

能
の
認
知
度
は
少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は

す
で
に
認
知
度
が
高
そ
う
で
、
ほ
か
の
国
で

も
う
少
し
上
が
っ
た
ら
い
い
な
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
ね
。

能
の
世
界
観
を

き
ち
ん
と
伝
え
る

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

―
11
月
と
12
月
に
は
京
都
市
観
光
協
会
と
一

緒
に
「IM

A
G
IN
E
 N
O
H

」
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
さ
れ
る
の
で
す
ね
。

　
副
題
は
、「L

egen
d
s an

d
 L
au
gh
ter 

o
n
 S
tage

」。
初
心
者
も
楽
し
め
る
も
の
を

目
指
し
て
、
能
と
狂
言
の
両
方
を
上
演
し
ま

す
。
以
前
、「
雷
電
」
と
い
う
演
目
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
だ
け
を
上
演
し
た
と
き
に
大
変

好
評
だ
っ
た
の
で
、
同
じ
よ
う
に
動
き
が
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
曲
の
見
せ
場
だ
け
を
見
て
も

ら
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
る
と
こ
ろ
か
ら
企
画
を
始
め
た
ん
で
す

が
、
そ
の
場
面
の
上
演
だ
け
だ
と
20
分
で
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
狂
言
を
入
れ
て
も
30

分
か
35
分
。
そ
れ
で
も
、
入
場
者
数
が
1
0
0

名
く
ら
い
だ
と
想
定
し
た
う
え
で
、
経
費
を

考
え
て
逆
算
す
る
と
料
金
は
2
万
円
く
ら
い

に
な
る
の
で
、
上
演
時
間
が
見
合
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
こ
の
額
で
も
高

く
な
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
こ
の
く
ら
い
の
料

金
を
払
っ
て
鑑
賞
す
る
と
い
う
と
オ
ペ
ラ
や

バ
レ
エ
で
す
。
時
間
は
長
い
で
す
し
、
内
容

に
も
密
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

ま
ず
ウ
ェ
ル
カ
ム
音
楽
と
し
て
開
演
の
と
き

に
お
囃
子
だ
け
を
演
奏
し
、
続
け
て
解
説
と

短
い
場
面
を
織
り
交
ぜ
て
一
本
の
ス
ト
ー

リ
ー
と
し
て
見
立
て
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
上
演
後
に
は
能
楽
師
に
出
て
き
て
も

ら
っ
て
Ｑ
＆
Ａ
、
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
的
な
も

の
も
考
え
て
い
ま
す
。

―
能
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
そ
う
な
層
に

ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
け
ば
よ
い
で
し
ょ

う
か
。

　
分
か
り
や
す
さ
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
か
ら
。
た
だ
、
こ
こ
で
い
う
分
か
り

や
す
さ
は
、
簡
単
に
す
る
と
い
う
意
味
で
は

な
く
て
、「
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
楽
し
め
る

か
」
を
分
か
り
や
す
く
す
る
と
い
う
意
味
で

す
。
本
当
は
、
旅
行
会
社
な
ど
が
旅
程
に
組

み
込
み
や
す
い
よ
う
に
、
こ
う
し
た
初
心
者

も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
毎
週
で
も
や
り
た

い
の
で
す
が
、「IM

A
G
IN
E
 N
O
H

」
に
つ

い
て
は
、
今
回
実
施
し
て
み
て
、
そ
の
評
価

次
第
で
今
後
の
方
向
性
が
決
ま
る
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。

  「IM
A
G
IN
E
 N
O
H

」
の
客
層
と
し
て
は
、

自
国
で
も
舞
台
や
ア
ー
ト
の
展
覧
会
を
見
に

行
く
タ
イ
プ
の
人
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
だ

と
す
る
と
、
デ
ザ
イ
ン
的
に
も
洗
練
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
チ

ラ
シ
も
そ
う
い
う
人
た
ち
に
響
く
も
の
を
目

指
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
初
心
者

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を
含
め
、
能
の
世

界
観
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
し
た
う
え
で
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
そ
れ
が

能
の
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

知
的
好
奇
心
の
高
い

観
光
客
は

本
質
を
求
め
て
い
る

　
最
近
で
は
、
各
地
の
能
楽
堂
で
も
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
に
い
ろ
い
ろ
や
り
始
め
て
い
ま

す
が
、
能
の
世
界
観
を
壊
し
て
い
る
も
の
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
ほ

し
い
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
精
神
は
分
か
り
ま
す

し
、
能
を
親
し
み
や
す
く
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
親
し
み
や

―
主
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
客
層
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
当
初
は
教
育
や
普
及
の
目
的
で
留
学
生
向

け
や
通
訳
ガ
イ
ド
向
け
に
や
っ
て
い
ま
し
た

が
、
能
の
文
化
を
よ
り
多
く
の
方
に
伝
え
て

い
き
た
い
、
そ
し
て
経
済
的
要
因
か
ら
今
後

の
な
り
手
不
足
が
危
惧
さ
れ
る
能
の
課
題
に

少
し
で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い

か
らB

to
C

に
拡
大
し
ま
し
た
。
最
初
は
、

お
客
さ
ん
が
な
か
な
か
集
ま
ら
ず
、
難
し

か
っ
た
で
す
が
、
京
都
市
観
光
協
会
の
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
京
都
」（
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
採
択
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
と
つ
な
げ
て
も
ら
っ
て
、
赤
字
に

は
な
ら
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　
年
々
、
売
上
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

売
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、「W

abu
n
ka*

」

経
由
だ
と
茶
道
と
能
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
22
万
8
0
0
0
円
／
グ
ル
ー
プ
）、

直
接
予
約
だ
と
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

に
加
え
て
能
楽
師
と
一
緒
に
能
面
や
装
束
を

見
な
が
ら
能
に
つ
い
て
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
13
万
2
0
0
0
円
〜
／
グ
ル
ー
プ
）
で
す
。

そ
し
て
私
の
案
内
で
、
能
を
テ
ー
マ
に
京
都

を
め
ぐ
る
「T

h
e N
Ō
W
H
E
R
E
 T
o
u
rs

」

（
1
万
5
0
0
0
円
〜
／
人
）
や
能
面
工
房

を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
（
6
万
6
0
0
0
円
〜

／
グ
ル
ー
プ
）
も
時
々
や
っ
て
い
ま
す
。
あ

と
、
能
は
特
別
な
方
を
お
も
て
な
し
す
る
と

き
に
舞
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で

能
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
の
ほ
か
、
海
外
の
大
学
や
演
劇
関
係
の

方
々
か
ら
依
頼
を
受
け
て
レ
ク
チ
ャ
ー
や
公

演
鑑
賞
の
ア
レ
ン
ジ
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
京
都
は
能
の
演
目
の
舞
台
に
な
っ
て
い

る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
い
く
ら
で

も
ツ
ア
ー
が
で
き
ま
す
。

　
参
加
者
の
国
籍
で
い
う
と
、
ア
メ
リ
カ
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
1
万
円
台
か
ら
の
価
格
帯
の
も
の
だ
と

ひ
と
り
旅
の
方
、
高
額
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な

る
と
ご
夫
妻
や
ご
家
族
が
多
い
で
す
ね
。
そ

し
て
、
い
わ
ゆ
る
富
裕
層
の
お
客
さ
ん
も
い

ま
す
。
彼
ら
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感
を
大
切
に

し
た
り
、
自
分
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
中
で
何

に
ど
れ
だ
け
割
く
か
を
決
め
て
い
る
た
め
、

自
分
の
パ
タ
ー
ン
を
崩
さ
な
い
人
が
多
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
頻
繁
に
旅
行
を

し
て
い
る
せ
い
か
、あ
ま
り
貪
欲
で
は
な
く
、

若
干
淡
白
な
印
象
も
あ
り
ま
す
。
ず
ば
ぬ
け

て
富
裕
で
な
い
方
た
ち
の
ほ
う
が
の
び
の
び

と
能
の
世
界
に
浸
っ
て
く
れ
て
い
る
気
が
し

ま
す
。

京
都
に
息
づ
く

能
の
世
界
を
広
く
伝
え
る

―
25
年
以
上
、
能
楽
の
稽
古
を
続
け
、
京
都

市
認
定
通
訳
ガ
イ
ド
で
も
あ
る
山
根
さ
ん

が
、「D

iscover N
oh
 in
 K
yoto

」を
立
ち

上
げ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
2
0
1
9
年
に
京
都
市
認
定
通
訳
ガ

イ
ド
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
に
通
訳
の

仕
事
を
し
て
い
た
と
き
か
ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
観
光
客
は
、
日
本
の
文
化
体
験
を
求
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
て
、
通
訳

ガ
イ
ド
と
し
て
大
好
き
な
能
を
紹
介
で
き
た

ら
や
り
が
い
が
あ
る
だ
ろ
う
な
と
漠
然
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
通
訳
ガ
イ

ド
な
ど
を
対
象
に
し
た
能
楽
協
会
主
催
の
講

座
に
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
講
座
は
、
能
楽
協
会
が
5
年
く
ら
い

の
期
間
を
設
け
て
い
た
事
業
の
一
環
で
、
当

初
は
講
座
と
そ
の
成
果
発
表
会
だ
け
で
し
た

が
、
4
年
目
に
な
っ
て
実
際
に
海
外
か
ら
来

ら
れ
た
方
の
感
性
に
合
う
イ
ベ
ン
ト
を
実
践

し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で

す
。
2
0
1
9
年
の
夏
に
企
画
会
議
が
始
ま

り
、
い
ま
ま
で
の
受
講
生
に
手
伝
い
を
お
願

い
し
よ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た
そ
う
で
、
私

に
も
声
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
京
都

に
住
ん
で
い
る
外
国
人
向
け
に
英
語
の
解
説

付
き
で
お
寺
で
能
を
上
演
す
る
こ
と
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
忙
し
い
か
ら
な
か
な
か
来
ら
れ

な
い
方
も
多
い
中
で
、
私
は
オ
タ
ク
だ
か
ら

喜
ん
で
毎
回
行
く
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
自

然
と
張
り
切
り
始
め
る
（
笑
）。
そ
の
お
寺

は
西
陣
の
妙
蓮
寺
で
、
ち
ょ
っ
と
分
か
り
に

く
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど
通

訳
ガ
イ
ド
の
研
修
を
終
え
た
と
こ
ろ
だ
っ
た

私
は
、
そ
の
企
画
を
ツ
ア
ー
に
す
る
こ
と
を

提
案
し
ま
し
た
。
船
岡
山
に
行
っ
て
、
手
織

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
織
成
舘
に
行
っ
て
、
西
陣

の
妙
蓮
寺
で
能
を
鑑
賞
す
る
と
い
う
ミ
ニ
ツ

ア
ー
で
す
。
こ
れ
が
私
に
と
っ
て
初
の
自
主

企
画
ツ
ア
ー
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の

経
験
か
ら
、
お
寺
で
上
演
す
る
こ
と
で
仏
教

と
能
と
の
関
係
も
見
え
ま
す
し
、
ま
ち
歩
き

を
し
て
周
辺
の
こ
と
も
一
緒
に
経
験
し
た
ほ

う
が
能
の
世
界
に
入
り
や
す
い
と
い
う
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
ま
し
た
が
、

京
都
で
能
の
舞
台
と
な
っ
た
名
所
を
紹
介
す

る
マ
ッ
プ
を
作
る
な
ど
し
て
、
活
動
を
継
続

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
能
楽
協
会

と
し
て
の
事
業
が
2
0
2
1
年
3
月
に
終
了

し
た
後
、
有
志
と
共
に
6
月
に
任
意
団
体
と

し
て
立
ち
上
げ
た
の
が
「D

isco
ver N

o
h
 

in
 K
yo
to

」
で
す
。
以
前
の
事
業
か
ら
同

じ
名
前
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
看

板
ご
と
も
ら
っ
て
独
立
し
た
か
た
ち
で
す
。

独
立
後
、
最
初
の
事
業
と
し
て
、
平
安
時
代

の
刀
鍛
冶
と
稲
荷
明
神
の
伝
説
に
基
づ
く
能

の
演
目
「
小
鍛
冶
」
の
物
語
を
た
ど
り
な
が

ら
京
都
を
め
ぐ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
学

生
た
ち
と
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
人
材
を
育
て
る
と
い

う
意
味
で
も
、
通
訳
ガ
イ
ド
は
元
々
、
日
本

文
化
に
興
味
が
あ
る
人
の
割
合
が
高
い
の

で
、
非
常
に
有
効
で
す
。

　
私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
能
の
本
質

を
伝
え
る
こ
と
な
の
で
、
能
の
魅
力
と
矛
盾

し
た
型
に
は
め
て
市
場
に
の
せ
る
こ
と
で
は

な
く
て
、
能
の
本
質
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
く

れ
る
客
層
に
届
く
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
観
光
と
芸
術
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
り
な
が
ら
、
デ
ザ
イ
ン

を
含
め
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
っ
か
り
と

す
る
こ
と
で
、
能
の
付
加
価
値
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
聞
き
手
：
福
永
香
織
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）
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株
式
会
社
が
欧
米
豪
を
中

心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
富
裕
層
向
け
に
日
本
の
魅

力
に
ふ
れ
る
上
質
な
非
日
常
体
験
を
特
別
仕
様
で
提

供
す
る
予
約
サ
ー
ビ
ス

唯一無二の「体験価値」を創造する4
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株
式
会
社
曽
根
造
園
代
表
取
締
役
。

1
9
7
1
年
、京
都
府
生
ま
れ
。大
阪

芸
術
大
学
建
築
学
科
卒
業
。瀧
光
夫

建
築
都
市
設
計
事
務
所
で
学
ぶ
。一級

建
築
士
。〝
禅
味
の
あ
る
庭
づ
く
り
〞

を
基
本
精
神
に
、寺
院
庭
園
を
は
じ

め
町
屋
･
店
舗
な
ど
の
作
庭
を
手
掛
け
る
。

曽
根
文
子（
そ
ね
・
あ
や
こ
）

眺
め
た
り
、
早
朝
の
空
気
と
一
緒
に
庭
の
眺

め
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い

で
す
ね
。
宿
泊
し
な
い
と
体
感
で
き
な
い
庭

の
表
情
を
独
り
占
め
す
る
よ
う
に
楽
し
め
る

と
い
う
の
も
付
加
価
値
の
ひ
と
つ
に
な
る
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

「
放
我
庵
」
の
強
み
は
、
私
た
ち
が
造
っ
た

庭
を
直
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
体
験
で
砂
紋
を
引
い
て
日

本
庭
園
の
良
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
い
た
先

に
、
我
々
の
技
術
を
海
外
に
広
め
て
い
き
た

い
と
い
う
想
い
が
あ
る
の
で
、「
放
我
庵
」

が
独
り
歩
き
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
曽
根
造
園
あ
っ
て
の
「
放
我
庵
」
と
い
う

か
た
ち
が
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
が

担
い
手
育
成
に
も

つ
な
が
る

―
現
状
の
課
題
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
屋
外
で
の
体
験
の
た
め
、
課
題
の
ひ
と
つ

は
夏
の
暑
さ
対
策
で
す
ね
。
受
け
入
れ
時
間

を
真
夏
は
朝
一
も
し
く
は
夕
方
か
ら
に
変
え

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
暑
い
で
す
け
ど
ね
。
直

射
日
光
を
ほ
ど
良
く
遮
る
、
寒
冷
紗
と
い
う

布
の
よ
う
な
資
材
を
取
り
入
れ
て
み
よ
う
か

と
い
う
話
も
し
て
い
ま
す
。

　
雨
に
関
し
て
は
、雨
天
時
の
対
応
と
し
て
、

盆
栽
鉢
に
景
石
な
ど
を
置
い
て
小
さ
な
日
本

庭
園
を
表
現
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て

い
ま
す
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
お
客
様
が
来
る

日
は
、
必
ず
晴
れ
て
い
る
の
で
、
ま
だ
実
施

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
暑
く
て
外
で
の

砂
紋
引
き
が
つ
ら
い
、
集
中
で
き
な
い
と

な
っ
た
と
き
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

す
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　
あ
と
は
、
2
年
目
に
な
っ
て
予
約
は
入
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
集

客
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
企
業
研
修
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
に
レ
ン

タ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
有
効
的
に
使
っ
て
い

た
だ
い
た
り
、
毎
年
の
固
定
客
に
つ
な
が
る

よ
う
な
国
際
会
議
向
け
の
プ
ラ
ン
な
ど
、
販

売
経
路
の
開
拓
や
プ
ラ
ン
幅
の
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
は
、「
京
都
市
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
補
助
金
を
使
っ
て
、
こ
れ

ま
で
印
刷
し
た
写
真
で
説
明
し
て
い
た
も
の

を
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
て
映
像
で
紹
介
し
た

り
、
お
客
様
が
体
験
中
の
様
子
を
写
真
に

撮
っ
て
、
後
で
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
の
よ
う

に
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
す
る
た
め
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
来
て
終
わ
り
で
は
な
く
て
、
帰
っ
た
後
も

写
真
や
動
画
を
見
る
こ
と
で
、
思
い
出
し
て

も
ら
え
る
も
の
や
、
そ
れ
を
友
達
に
見
せ
た

い
と
思
え
る
も
の
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
口
コ
ミ
ほ
ど
、
強
い
も
の
は
な

い
と
思
う
の
で
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
法

被
、手
ぬ
ぐ
い
、地
下
足
袋
、ソ
ッ
ク
ス
な
ど
、

お
土
産
用
の
商
品
も
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
将
来
的
に
は
、
曽
根
造
園
の
フ
ァ
ン
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。
ど
ん
な
業
種
で
も
そ
う

で
す
け
ど
、
結
局
は
人
気
商
売
だ
と
思
う
ん

で
す
。
人
の
気
を
ど
う
や
っ
て
引
き
寄
せ
る

か
、
ど
う
や
っ
て
人
様
に
支
持
さ
れ
る
か
。

お
客
様
の
ほ
う
か
ら
「
庭
を
造
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
言
っ
て
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
お
客
様
の
ご
案
内
は
、
基
本
的
に

は
番
頭
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
日
に

よ
っ
て
は
、
若
い
職
人
に
も
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
入
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
い

つ
で
も
代
わ
れ
る
よ
う
に
体
制
を
作
っ
て
お

き
た
い
で
す
し
、
続
け
て
い
く
た
め
に
は
会

社
全
体
を
巻
き
込
ん
で
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
想
い
も
あ
っ

て
、「
放
我
庵
」
の
庭
を
造
る
と
き
に
は
、

若
い
職
人
の
意
見
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
彼

ら
か
ら
し
た
ら
、
自
分
の
造
っ
た
庭
に
お
客

様
が
感
動
し
て
く
れ
る
、
し
か
も
そ
れ
を
目

の
当
た
り
に
で
き
た
ら
、
い
い
刺
激
に
な
り

ま
す
よ
ね
。
お
客
様
か
ら
質
問
さ
れ
た
と
き

に
、
自
分
の
至
ら
な
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
勉
強
す
る

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
庭
師
の
な
り
手
も

年
々
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
庭

園
の
文
化
を
守
る
た
め
に
も
、
庭
の
フ
ァ
ン

を
増
や
し
て
、
担
い
手
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〇
聞
き
手
：
福
永
香
織
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）

る
の
か
と
、
皆
さ
ん
び
っ
く
り
さ
れ
ま
す
。

  「
放
我
庵
」
は
、
単
な
る
体
験
の
場
で
は
な

く
て
、
番
頭
（
ベ
テ
ラ
ン
の
職
人
）
が
活
躍
で

き
る
場
所
、
そ
し
て
若
い
職
人
を
育
成
す
る

場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
職
人
は
普
段
、
庭
に

つ
い
て
仕
事
の
依
頼
主
と
話
す
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
一
般
の
方
と
話
す
こ
と
は
ま
ず
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
、
職
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
が
分
か
ら
な
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
で
は
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
、
仕
事
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
曽
根
造
園
の
財
産
と
い
っ
た
ら
〝
人
〞
で

す
。「
放
我
庵
」
で
海
外
の
お
客
様
と
接
す

る
こ
と
が
、
職
人
と
し
て
の
経
験
値
や
人
間

味
を
育
て
、
高
め
る
た
め
の
刺
激
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
お
客
様
に
し
て
も
、
熟
練

の
職
人
が
語
る
か
ら
こ
そ
心
に
響
く
で
し
ょ

う
し
、
価
値
を
見
出
せ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
と
は
い
え
、
お
客
様
の
対
応
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
番
頭
は
、
最
初
は
あ
ま
り
乗
り

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
「
放
我

庵
」
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
気

持
ち
も
徐
々
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
い

ま
も
お
客
様
の
前
で
話
を
す
る
の
は
相
変
わ

ら
ず
苦
手
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
お
客
様

と
話
を
し
て
い
る
と
き
は
楽
し
そ
う
に
し
て

い
ま
す
。自
分
が
い
ま
ま
で
し
て
き
た
こ
と
、

培
っ
て
き
た
こ
と
が
相
手
に
ち
ゃ
ん
と
伝
わ

れ
ば
、
誰
で
も
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。

　
回
を
重
ね
る
ご
と
に
教
え
方
も
う
ま
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
砂
紋
を
引
く
の
に
、
言

わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
は
言
う
し
、
ダ
メ

な
と
き
は
ダ
メ
っ
て
言
う
け
ど
、
い
い
塩
梅

に
褒
め
る
の
で
、
お
客
様
は
み
ん
な
、
最
後
に

は
上
達
な
さ
っ
て
、
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
。

褒
め
す
ぎ
て
も
、
職
人
さ
ん
に
教
わ
っ
て
い

る
感
じ
が
し
な
い
で
し
ょ
う
し
、
そ
う
い
う

ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
る
の
が
上
手
で
す
ね
。

―
最
近
の
客
層
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
日
本
で
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
た
い
と
い

う
方
と
、
日
本
庭
園
や
禅
に
興
味
が
あ
っ
て

来
ら
れ
る
方
に
二
分
化
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
年
齢
層
と
し
て
は
30
代
が
メ
イ
ン

で
す
。
価
格
が
高
め
な
こ
と
も
あ
り
、
当
初

は
50
代
か
ら
60
代
の
方
が
多
い
か
な
と
想
像

し
て
い
た
ん
で
す
が
、
実
際
に
は
若
い
ご
夫

妻
が
多
い
で
す
ね
。
国
籍
・
地
域
は
ア
メ
リ

カ
の
方
が
多
く
、
カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
イ
ン
ド
な
ど
い
ろ
い
ろ

で
す
。

　
販
路
と
し
て
は
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ

ル
の
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
と
し
て
採
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
ホ
テ
ル
に
お

泊
ま
り
の
お
客
様
か
、
富
裕
層
向
け
の

O
T
A
経
由
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
る
お
客

様
で
す
が
、
実
際
に
来
て
み
て
「
思
っ
て
た

の
と
違
う
」と
い
っ
た
反
応
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
ホ
テ
ル
の
方
の
説
明
や
、
O
T
A

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
、
体
験
の
内
容
を

し
っ
か
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
私
の
印
象

と
し
て
は
、
お
客
様

は
皆
さ
ん
謙
虚
で
、

日
本
を
リ
ス
ペ
ク
ト

し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。

体
験
の
先
に

見
据
え
て

い
る
の
は

〝
日
本
庭
園

を
世
界
に
〞

　
毎
回
、
受
け
入
れ

当
日
の
天
気
を
は
じ

め
、
お
客
様
の
属
性

や
反
応
、
改
善
点
な

ど
を
記
録
し
て
、
付

加
価
値
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
放
我
庵
」
に
は
一
日

1
組
限
定
で
泊
ま
れ

る
宿
泊
施
設
と
し
て
の
機
能
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
宿
泊
の
お
客
様
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
庭
の
表
情
は
昼
と
夜
で
変
わ
り

ま
す
か
ら
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
お
酒
で
も
飲

み
な
が
ら
月
の
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
る
庭
を

庭
師
に
教
わ
り
な
が
ら

白
砂
に
模
様
を
描
く

砂
紋
引
き
体
験

―
砂
紋
引
き
が
体
験
で
き
る
施
設
「
放
我
庵

（
H
O
G
A
N
）」
を
立
ち
上
げ
た
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
5
年
く
ら
い
前
、
頭
の
中
に
ア
イ
デ
ア
が

ふ
っ
て
き
て
、
す
ぐ
に
平
面
図
が
さ
ら
さ
ら

と
書
け
た
ん
で
す
。
そ
こ
か
ら
は
「
こ
ん
な

こ
と
が
し
た
い
」
と
周
り
に
言
い
な
が
ら
、

ま
ず
土
地
を
探
し
始
め
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

し
た
ら
友
人
が
嵯
峨
野
に
こ
う
い
う
物
件
が

あ
る
と
教
え
て
く
れ
て
、
見
に
行
っ
た
ん
で

す
。
そ
こ
で
物
件
の
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
に
、
こ

こ
を
改
装
し
て
外
国
人
向
け
に
日
本
庭
園
の

文
化
を
伝
え
る
施
設
に
し
た
い
と
伝
え
た
ら

「
面
白
い
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
一
緒
に
や

り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
動
き
始
め
た
わ
け
で
す
け
ど
、

私
た
ち
は
職
人
集
団
で
す
か
ら
、
ど
う
や
っ

て
観
光
客
を
呼
び
込
め
ば
い
い
の
か
も
、

サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
や
っ
て
売
る
の
か
も
ま
っ

た
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
京
都
市
観
光

協
会
の
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

京
都
」（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
造
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
構
想
を
練
る
と
き

も
、
建
築
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
も
、
と
に

か
く
い
ろ
い
ろ
な
方
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
実
は
、
6
年
前
か
ら
「
曽
根
造
園
未
来
メ

モ
」
と
い
う
の
を
つ
け
て
い
ま
す
。
造
園
業

を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
若
い
職
人
が
入
っ

て
こ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
成
長
の
場
所

も
必
要
だ
と
い
う
こ
と
と
か
、
砂
紋
引
き
の

体
験
は
絶
対
に
話
題
に
な
る
と
か
、
頭
に
浮

か
ん
だ
こ
と
を
書
き
留
め
て
い
ま
す
。「
放

我
庵
」
の
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
で
か
ら
は
、

そ
こ
で
何
を
し
よ
う
と
い
う
自
問
自
答
を
メ

モ
の
中
で
繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
か
た

ち
に
な
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。
当
初
は
、

「
砂
紋
引
き
の
何
が
面
白
い
の
？
」
っ
て
周

り
か
ら
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
い
ま
思
え
ば
、
否
定
意
見
も
大
事
で
し

た
ね
。
最
初
か
ら
み
ん
な
に
賛
成
し
て
も

ら
っ
て
い
た
ら
、
考
え
を
こ
こ
ま
で
深
め
ら

れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

観
光
客
は
も
ち
ろ
ん

職
人
の
た
め
の
場
所
で

も
あ
る

　
体
験
は
、
た
だ
砂
紋
引
き
を
す
る
だ
け
で

な
く
、
我
々
が
天
龍
寺
・
東
福
寺
・
妙
心
寺
・

建
仁
寺
御
用
達
の
造
園
会
社
で
あ
る
こ
と
や
、

日
本
庭
園
の
こ
と
、
そ
し
て
砂
紋
引
き
は
禅

の
修
行
の
一
環
で
も
あ
る
こ
と
な
ど
を
お
伝

え
し
ま
す
。
そ
の
後
、
心
を
落
ち
着
か
せ
る

た
め
に
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
庭
師

と
同
じ
法
被
を
着
て
砂
紋
引
き
を
行
い
ま

す
。
簡
単
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
真
っ
直
ぐ

に
砂
紋
を
引
く
の
に
こ
れ
だ
け
集
中
力
が
い

体
験
を
通
し
て

日
本
庭
園
を
世
界
に

曽
根
造
園

4 5

放
我
庵
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
。1
9
7
2
年
、京
都
府
生
ま
れ
。

大
阪
写
真
専
門
学
校
映
画
学
科
卒

業
。2
0
1
1
年
、株
式
会
社
曽
根

造
園
入
社
。マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
。

山
﨑
麻
己
子（
や
ま
ざ
き
・
ま
き
こ
）

唯一無二の「体験価値」を創造する4
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株
式
会
社
曽
根
造
園
代
表
取
締
役
。

1
9
7
1
年
、京
都
府
生
ま
れ
。大
阪

芸
術
大
学
建
築
学
科
卒
業
。瀧
光
夫

建
築
都
市
設
計
事
務
所
で
学
ぶ
。一級

建
築
士
。〝
禅
味
の
あ
る
庭
づ
く
り
〞

を
基
本
精
神
に
、寺
院
庭
園
を
は
じ

め
町
屋
･
店
舗
な
ど
の
作
庭
を
手
掛
け
る
。

曽
根
文
子（
そ
ね
・
あ
や
こ
）

眺
め
た
り
、
早
朝
の
空
気
と
一
緒
に
庭
の
眺

め
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い

で
す
ね
。
宿
泊
し
な
い
と
体
感
で
き
な
い
庭

の
表
情
を
独
り
占
め
す
る
よ
う
に
楽
し
め
る

と
い
う
の
も
付
加
価
値
の
ひ
と
つ
に
な
る
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

「
放
我
庵
」
の
強
み
は
、
私
た
ち
が
造
っ
た

庭
を
直
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
体
験
で
砂
紋
を
引
い
て
日

本
庭
園
の
良
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
い
た
先

に
、
我
々
の
技
術
を
海
外
に
広
め
て
い
き
た

い
と
い
う
想
い
が
あ
る
の
で
、「
放
我
庵
」

が
独
り
歩
き
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
曽
根
造
園
あ
っ
て
の
「
放
我
庵
」
と
い
う

か
た
ち
が
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
が

担
い
手
育
成
に
も

つ
な
が
る

―
現
状
の
課
題
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
屋
外
で
の
体
験
の
た
め
、
課
題
の
ひ
と
つ

は
夏
の
暑
さ
対
策
で
す
ね
。
受
け
入
れ
時
間

を
真
夏
は
朝
一
も
し
く
は
夕
方
か
ら
に
変
え

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
暑
い
で
す
け
ど
ね
。
直

射
日
光
を
ほ
ど
良
く
遮
る
、
寒
冷
紗
と
い
う

布
の
よ
う
な
資
材
を
取
り
入
れ
て
み
よ
う
か

と
い
う
話
も
し
て
い
ま
す
。

　
雨
に
関
し
て
は
、雨
天
時
の
対
応
と
し
て
、

盆
栽
鉢
に
景
石
な
ど
を
置
い
て
小
さ
な
日
本

庭
園
を
表
現
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て

い
ま
す
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
お
客
様
が
来
る

日
は
、
必
ず
晴
れ
て
い
る
の
で
、
ま
だ
実
施

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
暑
く
て
外
で
の

砂
紋
引
き
が
つ
ら
い
、
集
中
で
き
な
い
と

な
っ
た
と
き
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

す
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　
あ
と
は
、
2
年
目
に
な
っ
て
予
約
は
入
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
集

客
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
企
業
研
修
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
に
レ
ン

タ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
有
効
的
に
使
っ
て
い

た
だ
い
た
り
、
毎
年
の
固
定
客
に
つ
な
が
る

よ
う
な
国
際
会
議
向
け
の
プ
ラ
ン
な
ど
、
販

売
経
路
の
開
拓
や
プ
ラ
ン
幅
の
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
は
、「
京
都
市
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
補
助
金
を
使
っ
て
、
こ
れ

ま
で
印
刷
し
た
写
真
で
説
明
し
て
い
た
も
の

を
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
て
映
像
で
紹
介
し
た

り
、
お
客
様
が
体
験
中
の
様
子
を
写
真
に

撮
っ
て
、
後
で
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
の
よ
う

に
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
す
る
た
め
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
来
て
終
わ
り
で
は
な
く
て
、
帰
っ
た
後
も

写
真
や
動
画
を
見
る
こ
と
で
、
思
い
出
し
て

も
ら
え
る
も
の
や
、
そ
れ
を
友
達
に
見
せ
た

い
と
思
え
る
も
の
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
口
コ
ミ
ほ
ど
、
強
い
も
の
は
な

い
と
思
う
の
で
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
法

被
、手
ぬ
ぐ
い
、地
下
足
袋
、ソ
ッ
ク
ス
な
ど
、

お
土
産
用
の
商
品
も
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
将
来
的
に
は
、
曽
根
造
園
の
フ
ァ
ン
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。
ど
ん
な
業
種
で
も
そ
う

で
す
け
ど
、
結
局
は
人
気
商
売
だ
と
思
う
ん

で
す
。
人
の
気
を
ど
う
や
っ
て
引
き
寄
せ
る

か
、
ど
う
や
っ
て
人
様
に
支
持
さ
れ
る
か
。

お
客
様
の
ほ
う
か
ら
「
庭
を
造
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
言
っ
て
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
お
客
様
の
ご
案
内
は
、
基
本
的
に

は
番
頭
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
日
に

よ
っ
て
は
、
若
い
職
人
に
も
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
入
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
い

つ
で
も
代
わ
れ
る
よ
う
に
体
制
を
作
っ
て
お

き
た
い
で
す
し
、
続
け
て
い
く
た
め
に
は
会

社
全
体
を
巻
き
込
ん
で
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
想
い
も
あ
っ

て
、「
放
我
庵
」
の
庭
を
造
る
と
き
に
は
、

若
い
職
人
の
意
見
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
彼

ら
か
ら
し
た
ら
、
自
分
の
造
っ
た
庭
に
お
客

様
が
感
動
し
て
く
れ
る
、
し
か
も
そ
れ
を
目

の
当
た
り
に
で
き
た
ら
、
い
い
刺
激
に
な
り

ま
す
よ
ね
。
お
客
様
か
ら
質
問
さ
れ
た
と
き

に
、
自
分
の
至
ら
な
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
勉
強
す
る

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
庭
師
の
な
り
手
も

年
々
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
庭

園
の
文
化
を
守
る
た
め
に
も
、
庭
の
フ
ァ
ン

を
増
や
し
て
、
担
い
手
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〇
聞
き
手
：
福
永
香
織
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）

る
の
か
と
、
皆
さ
ん
び
っ
く
り
さ
れ
ま
す
。

  「
放
我
庵
」
は
、
単
な
る
体
験
の
場
で
は
な

く
て
、
番
頭
（
ベ
テ
ラ
ン
の
職
人
）
が
活
躍
で

き
る
場
所
、
そ
し
て
若
い
職
人
を
育
成
す
る

場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
職
人
は
普
段
、
庭
に

つ
い
て
仕
事
の
依
頼
主
と
話
す
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
一
般
の
方
と
話
す
こ
と
は
ま
ず
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
、
職
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
が
分
か
ら
な
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
で
は
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
、
仕
事
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
曽
根
造
園
の
財
産
と
い
っ
た
ら
〝
人
〞
で

す
。「
放
我
庵
」
で
海
外
の
お
客
様
と
接
す

る
こ
と
が
、
職
人
と
し
て
の
経
験
値
や
人
間

味
を
育
て
、
高
め
る
た
め
の
刺
激
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
お
客
様
に
し
て
も
、
熟
練

の
職
人
が
語
る
か
ら
こ
そ
心
に
響
く
で
し
ょ

う
し
、
価
値
を
見
出
せ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
と
は
い
え
、
お
客
様
の
対
応
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
番
頭
は
、
最
初
は
あ
ま
り
乗
り

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
「
放
我

庵
」
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
気

持
ち
も
徐
々
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
い

ま
も
お
客
様
の
前
で
話
を
す
る
の
は
相
変
わ

ら
ず
苦
手
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
お
客
様

と
話
を
し
て
い
る
と
き
は
楽
し
そ
う
に
し
て

い
ま
す
。自
分
が
い
ま
ま
で
し
て
き
た
こ
と
、

培
っ
て
き
た
こ
と
が
相
手
に
ち
ゃ
ん
と
伝
わ

れ
ば
、
誰
で
も
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。

　
回
を
重
ね
る
ご
と
に
教
え
方
も
う
ま
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
砂
紋
を
引
く
の
に
、
言

わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
は
言
う
し
、
ダ
メ

な
と
き
は
ダ
メ
っ
て
言
う
け
ど
、
い
い
塩
梅

に
褒
め
る
の
で
、
お
客
様
は
み
ん
な
、
最
後
に

は
上
達
な
さ
っ
て
、
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
。

褒
め
す
ぎ
て
も
、
職
人
さ
ん
に
教
わ
っ
て
い

る
感
じ
が
し
な
い
で
し
ょ
う
し
、
そ
う
い
う

ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
る
の
が
上
手
で
す
ね
。

―
最
近
の
客
層
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
日
本
で
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
た
い
と
い

う
方
と
、
日
本
庭
園
や
禅
に
興
味
が
あ
っ
て

来
ら
れ
る
方
に
二
分
化
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
年
齢
層
と
し
て
は
30
代
が
メ
イ
ン

で
す
。
価
格
が
高
め
な
こ
と
も
あ
り
、
当
初

は
50
代
か
ら
60
代
の
方
が
多
い
か
な
と
想
像

し
て
い
た
ん
で
す
が
、
実
際
に
は
若
い
ご
夫

妻
が
多
い
で
す
ね
。
国
籍
・
地
域
は
ア
メ
リ

カ
の
方
が
多
く
、
カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
イ
ン
ド
な
ど
い
ろ
い
ろ

で
す
。

　
販
路
と
し
て
は
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ

ル
の
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
と
し
て
採
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
ホ
テ
ル
に
お

泊
ま
り
の
お
客
様
か
、
富
裕
層
向
け
の

O
T
A
経
由
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
る
お
客

様
で
す
が
、
実
際
に
来
て
み
て
「
思
っ
て
た

の
と
違
う
」と
い
っ
た
反
応
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
ホ
テ
ル
の
方
の
説
明
や
、
O
T
A

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
、
体
験
の
内
容
を

し
っ
か
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
私
の
印
象

と
し
て
は
、
お
客
様

は
皆
さ
ん
謙
虚
で
、

日
本
を
リ
ス
ペ
ク
ト

し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。

体
験
の
先
に

見
据
え
て

い
る
の
は

〝
日
本
庭
園

を
世
界
に
〞

　
毎
回
、
受
け
入
れ

当
日
の
天
気
を
は
じ

め
、
お
客
様
の
属
性

や
反
応
、
改
善
点
な

ど
を
記
録
し
て
、
付

加
価
値
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
放
我
庵
」
に
は
一
日

1
組
限
定
で
泊
ま
れ

る
宿
泊
施
設
と
し
て
の
機
能
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
宿
泊
の
お
客
様
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
庭
の
表
情
は
昼
と
夜
で
変
わ
り

ま
す
か
ら
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
お
酒
で
も
飲

み
な
が
ら
月
の
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
る
庭
を

庭
師
に
教
わ
り
な
が
ら

白
砂
に
模
様
を
描
く

砂
紋
引
き
体
験

―
砂
紋
引
き
が
体
験
で
き
る
施
設
「
放
我
庵

（
H
O
G
A
N
）」
を
立
ち
上
げ
た
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
5
年
く
ら
い
前
、
頭
の
中
に
ア
イ
デ
ア
が

ふ
っ
て
き
て
、
す
ぐ
に
平
面
図
が
さ
ら
さ
ら

と
書
け
た
ん
で
す
。
そ
こ
か
ら
は
「
こ
ん
な

こ
と
が
し
た
い
」
と
周
り
に
言
い
な
が
ら
、

ま
ず
土
地
を
探
し
始
め
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

し
た
ら
友
人
が
嵯
峨
野
に
こ
う
い
う
物
件
が

あ
る
と
教
え
て
く
れ
て
、
見
に
行
っ
た
ん
で

す
。
そ
こ
で
物
件
の
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
に
、
こ

こ
を
改
装
し
て
外
国
人
向
け
に
日
本
庭
園
の

文
化
を
伝
え
る
施
設
に
し
た
い
と
伝
え
た
ら

「
面
白
い
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
一
緒
に
や

り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
動
き
始
め
た
わ
け
で
す
け
ど
、

私
た
ち
は
職
人
集
団
で
す
か
ら
、
ど
う
や
っ

て
観
光
客
を
呼
び
込
め
ば
い
い
の
か
も
、

サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
や
っ
て
売
る
の
か
も
ま
っ

た
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
京
都
市
観
光

協
会
の
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

京
都
」（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
造
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
構
想
を
練
る
と
き

も
、
建
築
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
も
、
と
に

か
く
い
ろ
い
ろ
な
方
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
実
は
、
6
年
前
か
ら
「
曽
根
造
園
未
来
メ

モ
」
と
い
う
の
を
つ
け
て
い
ま
す
。
造
園
業

を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
若
い
職
人
が
入
っ

て
こ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
成
長
の
場
所

も
必
要
だ
と
い
う
こ
と
と
か
、
砂
紋
引
き
の

体
験
は
絶
対
に
話
題
に
な
る
と
か
、
頭
に
浮

か
ん
だ
こ
と
を
書
き
留
め
て
い
ま
す
。「
放

我
庵
」
の
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
で
か
ら
は
、

そ
こ
で
何
を
し
よ
う
と
い
う
自
問
自
答
を
メ

モ
の
中
で
繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
か
た

ち
に
な
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。
当
初
は
、

「
砂
紋
引
き
の
何
が
面
白
い
の
？
」
っ
て
周

り
か
ら
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
い
ま
思
え
ば
、
否
定
意
見
も
大
事
で
し

た
ね
。
最
初
か
ら
み
ん
な
に
賛
成
し
て
も

ら
っ
て
い
た
ら
、
考
え
を
こ
こ
ま
で
深
め
ら

れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

観
光
客
は
も
ち
ろ
ん

職
人
の
た
め
の
場
所
で

も
あ
る

　
体
験
は
、
た
だ
砂
紋
引
き
を
す
る
だ
け
で

な
く
、
我
々
が
天
龍
寺
・
東
福
寺
・
妙
心
寺
・

建
仁
寺
御
用
達
の
造
園
会
社
で
あ
る
こ
と
や
、

日
本
庭
園
の
こ
と
、
そ
し
て
砂
紋
引
き
は
禅

の
修
行
の
一
環
で
も
あ
る
こ
と
な
ど
を
お
伝

え
し
ま
す
。
そ
の
後
、
心
を
落
ち
着
か
せ
る

た
め
に
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
庭
師

と
同
じ
法
被
を
着
て
砂
紋
引
き
を
行
い
ま

す
。
簡
単
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
真
っ
直
ぐ

に
砂
紋
を
引
く
の
に
こ
れ
だ
け
集
中
力
が
い

体
験
を
通
し
て

日
本
庭
園
を
世
界
に

曽
根
造
園

4 5

放
我
庵
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
。1
9
7
2
年
、京
都
府
生
ま
れ
。

大
阪
写
真
専
門
学
校
映
画
学
科
卒

業
。2
0
1
1
年
、株
式
会
社
曽
根

造
園
入
社
。マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
。

山
﨑
麻
己
子（
や
ま
ざ
き
・
ま
き
こ
）

唯一無二の「体験価値」を創造する4



眺
め
た
り
、
早
朝
の
空
気
と
一
緒
に
庭
の
眺

め
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い

で
す
ね
。
宿
泊
し
な
い
と
体
感
で
き
な
い
庭

の
表
情
を
独
り
占
め
す
る
よ
う
に
楽
し
め
る

と
い
う
の
も
付
加
価
値
の
ひ
と
つ
に
な
る
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

「
放
我
庵
」
の
強
み
は
、
私
た
ち
が
造
っ
た

庭
を
直
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
体
験
で
砂
紋
を
引
い
て
日

本
庭
園
の
良
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
い
た
先

に
、
我
々
の
技
術
を
海
外
に
広
め
て
い
き
た

い
と
い
う
想
い
が
あ
る
の
で
、「
放
我
庵
」

が
独
り
歩
き
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
曽
根
造
園
あ
っ
て
の
「
放
我
庵
」
と
い
う

か
た
ち
が
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
が

担
い
手
育
成
に
も

つ
な
が
る

―
現
状
の
課
題
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
屋
外
で
の
体
験
の
た
め
、
課
題
の
ひ
と
つ

は
夏
の
暑
さ
対
策
で
す
ね
。
受
け
入
れ
時
間

を
真
夏
は
朝
一
も
し
く
は
夕
方
か
ら
に
変
え

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
暑
い
で
す
け
ど
ね
。
直

射
日
光
を
ほ
ど
良
く
遮
る
、
寒
冷
紗
と
い
う

布
の
よ
う
な
資
材
を
取
り
入
れ
て
み
よ
う
か

と
い
う
話
も
し
て
い
ま
す
。

　
雨
に
関
し
て
は
、雨
天
時
の
対
応
と
し
て
、

盆
栽
鉢
に
景
石
な
ど
を
置
い
て
小
さ
な
日
本

庭
園
を
表
現
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て

い
ま
す
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
お
客
様
が
来
る

日
は
、
必
ず
晴
れ
て
い
る
の
で
、
ま
だ
実
施

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
暑
く
て
外
で
の

砂
紋
引
き
が
つ
ら
い
、
集
中
で
き
な
い
と

な
っ
た
と
き
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

す
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　
あ
と
は
、
2
年
目
に
な
っ
て
予
約
は
入
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
集

客
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
企
業
研
修
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
に
レ
ン

タ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
有
効
的
に
使
っ
て
い

た
だ
い
た
り
、
毎
年
の
固
定
客
に
つ
な
が
る

よ
う
な
国
際
会
議
向
け
の
プ
ラ
ン
な
ど
、
販

売
経
路
の
開
拓
や
プ
ラ
ン
幅
の
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
は
、「
京
都
市
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
補
助
金
を
使
っ
て
、
こ
れ

ま
で
印
刷
し
た
写
真
で
説
明
し
て
い
た
も
の

を
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
て
映
像
で
紹
介
し
た

り
、
お
客
様
が
体
験
中
の
様
子
を
写
真
に

撮
っ
て
、
後
で
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
の
よ
う

に
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
す
る
た
め
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
来
て
終
わ
り
で
は
な
く
て
、
帰
っ
た
後
も

写
真
や
動
画
を
見
る
こ
と
で
、
思
い
出
し
て

も
ら
え
る
も
の
や
、
そ
れ
を
友
達
に
見
せ
た

い
と
思
え
る
も
の
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
口
コ
ミ
ほ
ど
、
強
い
も
の
は
な

い
と
思
う
の
で
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
法

被
、手
ぬ
ぐ
い
、地
下
足
袋
、ソ
ッ
ク
ス
な
ど
、

お
土
産
用
の
商
品
も
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
将
来
的
に
は
、
曽
根
造
園
の
フ
ァ
ン
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。
ど
ん
な
業
種
で
も
そ
う

で
す
け
ど
、
結
局
は
人
気
商
売
だ
と
思
う
ん

で
す
。
人
の
気
を
ど
う
や
っ
て
引
き
寄
せ
る

か
、
ど
う
や
っ
て
人
様
に
支
持
さ
れ
る
か
。

お
客
様
の
ほ
う
か
ら
「
庭
を
造
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
言
っ
て
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
お
客
様
の
ご
案
内
は
、
基
本
的
に

は
番
頭
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
日
に

よ
っ
て
は
、
若
い
職
人
に
も
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
入
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
い

つ
で
も
代
わ
れ
る
よ
う
に
体
制
を
作
っ
て
お

き
た
い
で
す
し
、
続
け
て
い
く
た
め
に
は
会

社
全
体
を
巻
き
込
ん
で
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
想
い
も
あ
っ

て
、「
放
我
庵
」
の
庭
を
造
る
と
き
に
は
、

若
い
職
人
の
意
見
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
彼

ら
か
ら
し
た
ら
、
自
分
の
造
っ
た
庭
に
お
客

様
が
感
動
し
て
く
れ
る
、
し
か
も
そ
れ
を
目

の
当
た
り
に
で
き
た
ら
、
い
い
刺
激
に
な
り

ま
す
よ
ね
。
お
客
様
か
ら
質
問
さ
れ
た
と
き

に
、
自
分
の
至
ら
な
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
勉
強
す
る

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
庭
師
の
な
り
手
も

年
々
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
庭

園
の
文
化
を
守
る
た
め
に
も
、
庭
の
フ
ァ
ン

を
増
や
し
て
、
担
い
手
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〇
聞
き
手
：
福
永
香
織
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）

る
の
か
と
、
皆
さ
ん
び
っ
く
り
さ
れ
ま
す
。

  「
放
我
庵
」
は
、
単
な
る
体
験
の
場
で
は
な

く
て
、
番
頭
（
ベ
テ
ラ
ン
の
職
人
）
が
活
躍
で

き
る
場
所
、
そ
し
て
若
い
職
人
を
育
成
す
る

場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
職
人
は
普
段
、
庭
に

つ
い
て
仕
事
の
依
頼
主
と
話
す
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
一
般
の
方
と
話
す
こ
と
は
ま
ず
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
、
職
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
が
分
か
ら
な
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
で
は
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
、
仕
事
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
曽
根
造
園
の
財
産
と
い
っ
た
ら
〝
人
〞
で

す
。「
放
我
庵
」
で
海
外
の
お
客
様
と
接
す

る
こ
と
が
、
職
人
と
し
て
の
経
験
値
や
人
間

味
を
育
て
、
高
め
る
た
め
の
刺
激
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
お
客
様
に
し
て
も
、
熟
練

の
職
人
が
語
る
か
ら
こ
そ
心
に
響
く
で
し
ょ

う
し
、
価
値
を
見
出
せ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
と
は
い
え
、
お
客
様
の
対
応
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
番
頭
は
、
最
初
は
あ
ま
り
乗
り

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
「
放
我

庵
」
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
気

持
ち
も
徐
々
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
い

ま
も
お
客
様
の
前
で
話
を
す
る
の
は
相
変
わ

ら
ず
苦
手
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
お
客
様

と
話
を
し
て
い
る
と
き
は
楽
し
そ
う
に
し
て

い
ま
す
。自
分
が
い
ま
ま
で
し
て
き
た
こ
と
、

培
っ
て
き
た
こ
と
が
相
手
に
ち
ゃ
ん
と
伝
わ

れ
ば
、
誰
で
も
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。

　
回
を
重
ね
る
ご
と
に
教
え
方
も
う
ま
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
砂
紋
を
引
く
の
に
、
言

わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
は
言
う
し
、
ダ
メ

な
と
き
は
ダ
メ
っ
て
言
う
け
ど
、
い
い
塩
梅

に
褒
め
る
の
で
、
お
客
様
は
み
ん
な
、
最
後
に

は
上
達
な
さ
っ
て
、
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
。

褒
め
す
ぎ
て
も
、
職
人
さ
ん
に
教
わ
っ
て
い

る
感
じ
が
し
な
い
で
し
ょ
う
し
、
そ
う
い
う

ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
る
の
が
上
手
で
す
ね
。

―
最
近
の
客
層
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
日
本
で
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
た
い
と
い

う
方
と
、
日
本
庭
園
や
禅
に
興
味
が
あ
っ
て

来
ら
れ
る
方
に
二
分
化
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
年
齢
層
と
し
て
は
30
代
が
メ
イ
ン

で
す
。
価
格
が
高
め
な
こ
と
も
あ
り
、
当
初

は
50
代
か
ら
60
代
の
方
が
多
い
か
な
と
想
像

し
て
い
た
ん
で
す
が
、
実
際
に
は
若
い
ご
夫

妻
が
多
い
で
す
ね
。
国
籍
・
地
域
は
ア
メ
リ

カ
の
方
が
多
く
、
カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
イ
ン
ド
な
ど
い
ろ
い
ろ

で
す
。

　
販
路
と
し
て
は
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ

ル
の
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
と
し
て
採
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
ホ
テ
ル
に
お

泊
ま
り
の
お
客
様
か
、
富
裕
層
向
け
の

O
T
A
経
由
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
る
お
客

様
で
す
が
、
実
際
に
来
て
み
て
「
思
っ
て
た

の
と
違
う
」と
い
っ
た
反
応
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
ホ
テ
ル
の
方
の
説
明
や
、
O
T
A

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
、
体
験
の
内
容
を

し
っ
か
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
私
の
印
象

と
し
て
は
、
お
客
様

は
皆
さ
ん
謙
虚
で
、

日
本
を
リ
ス
ペ
ク
ト

し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。

体
験
の
先
に

見
据
え
て

い
る
の
は

〝
日
本
庭
園

を
世
界
に
〞

　
毎
回
、
受
け
入
れ

当
日
の
天
気
を
は
じ

め
、
お
客
様
の
属
性

や
反
応
、
改
善
点
な

ど
を
記
録
し
て
、
付

加
価
値
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
放
我
庵
」
に
は
一
日

1
組
限
定
で
泊
ま
れ

る
宿
泊
施
設
と
し
て
の
機
能
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
宿
泊
の
お
客
様
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
庭
の
表
情
は
昼
と
夜
で
変
わ
り

ま
す
か
ら
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
お
酒
で
も
飲

み
な
が
ら
月
の
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
る
庭
を

庭
師
に
教
わ
り
な
が
ら

白
砂
に
模
様
を
描
く

砂
紋
引
き
体
験

―
砂
紋
引
き
が
体
験
で
き
る
施
設
「
放
我
庵

（
H
O
G
A
N
）」
を
立
ち
上
げ
た
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
5
年
く
ら
い
前
、
頭
の
中
に
ア
イ
デ
ア
が

ふ
っ
て
き
て
、
す
ぐ
に
平
面
図
が
さ
ら
さ
ら

と
書
け
た
ん
で
す
。
そ
こ
か
ら
は
「
こ
ん
な

こ
と
が
し
た
い
」
と
周
り
に
言
い
な
が
ら
、

ま
ず
土
地
を
探
し
始
め
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

し
た
ら
友
人
が
嵯
峨
野
に
こ
う
い
う
物
件
が

あ
る
と
教
え
て
く
れ
て
、
見
に
行
っ
た
ん
で

す
。
そ
こ
で
物
件
の
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
に
、
こ

こ
を
改
装
し
て
外
国
人
向
け
に
日
本
庭
園
の

文
化
を
伝
え
る
施
設
に
し
た
い
と
伝
え
た
ら

「
面
白
い
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
一
緒
に
や

り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
動
き
始
め
た
わ
け
で
す
け
ど
、

私
た
ち
は
職
人
集
団
で
す
か
ら
、
ど
う
や
っ

て
観
光
客
を
呼
び
込
め
ば
い
い
の
か
も
、

サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
や
っ
て
売
る
の
か
も
ま
っ

た
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
京
都
市
観
光

協
会
の
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

京
都
」（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
造
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
構
想
を
練
る
と
き

も
、
建
築
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
も
、
と
に

か
く
い
ろ
い
ろ
な
方
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
実
は
、
6
年
前
か
ら
「
曽
根
造
園
未
来
メ

モ
」
と
い
う
の
を
つ
け
て
い
ま
す
。
造
園
業

を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
若
い
職
人
が
入
っ

て
こ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
成
長
の
場
所

も
必
要
だ
と
い
う
こ
と
と
か
、
砂
紋
引
き
の

体
験
は
絶
対
に
話
題
に
な
る
と
か
、
頭
に
浮

か
ん
だ
こ
と
を
書
き
留
め
て
い
ま
す
。「
放

我
庵
」
の
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
で
か
ら
は
、

そ
こ
で
何
を
し
よ
う
と
い
う
自
問
自
答
を
メ

モ
の
中
で
繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
か
た

ち
に
な
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。
当
初
は
、

「
砂
紋
引
き
の
何
が
面
白
い
の
？
」
っ
て
周

り
か
ら
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
い
ま
思
え
ば
、
否
定
意
見
も
大
事
で
し

た
ね
。
最
初
か
ら
み
ん
な
に
賛
成
し
て
も

ら
っ
て
い
た
ら
、
考
え
を
こ
こ
ま
で
深
め
ら

れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

観
光
客
は
も
ち
ろ
ん

職
人
の
た
め
の
場
所
で

も
あ
る

　
体
験
は
、
た
だ
砂
紋
引
き
を
す
る
だ
け
で

な
く
、
我
々
が
天
龍
寺
・
東
福
寺
・
妙
心
寺
・

建
仁
寺
御
用
達
の
造
園
会
社
で
あ
る
こ
と
や
、

日
本
庭
園
の
こ
と
、
そ
し
て
砂
紋
引
き
は
禅

の
修
行
の
一
環
で
も
あ
る
こ
と
な
ど
を
お
伝

え
し
ま
す
。
そ
の
後
、
心
を
落
ち
着
か
せ
る

た
め
に
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
庭
師

と
同
じ
法
被
を
着
て
砂
紋
引
き
を
行
い
ま

す
。
簡
単
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
真
っ
直
ぐ

に
砂
紋
を
引
く
の
に
こ
れ
だ
け
集
中
力
が
い

か
ん

し
ゃ

れ
い

唯一無二の「体験価値」を創造する4
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も
、
21
世
紀
以
降
の
新
興
国
の
経
済
成
長
が

あ
る
。
衣
食
住
と
い
っ
た
基
本
的
な
生
活
を

実
現
で
き
る
だ
け
の
経
済
力
を
得
た
こ
と

で
、
人
々
は
観
光
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

わ
け
で
あ
る
。

　そ
の
た
め
、
当
然
な
が
ら
、
誰
で
も
が
観

光
を
楽
し
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。実
際
、

現
在
、
日
本
で
は
毎
年
1
回
以
上
、
宿
泊
を

伴
う
観
光
旅
行
を
実
施
し
て
い
る
人
は
、
国

民
の
半
数
で
し
か
な
い
。
か
つ
て
、
女
性
の

一
人
旅
が
忌
避
さ
れ
た
よ
う
な
、
観
光
を
実

施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
、
社
会
的
な
制
約
、

タ
ブ
ー
は
ほ
ぼ
無
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
国
民
の
半
数
し
か
宿
泊
観
光
旅
行
を
実

施
し
て
い
な
い
の
は
、
経
済
力
が
大
き
く
影

響
し
て
お
り
、
世
帯
年
収
で
5
0
0
万
円
程

度
が
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
な
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　つ
ま
り
、観
光
を
実
施
し
て
い
る
人
々
は
、

相
対
的
に
所
得
の
高
い
人
々
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　も
う
一
つ
、
観
光
活
動
は
、
サ
ー
ビ
ス
活

動
の
一
種
で
あ
る
た
め
、
実
際
に
経
験
を
し

な
い
と
そ
れ
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
理

解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
よ
う
に
購
入

し
使
用
し
た
後
で
初
め
て
品
質
を
評
価
で
き

る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
経
験
財
と
呼
ば
れ

る
。さ
ら
に
、観
光
の
場
合
、経
験
す
る
人（
観

光
客
）
の
経
験
値
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
評
価

が
大
き
く
異
な
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。

　観
光
は
、
日
常
生
活
と
は
違
う
。
自
宅
以

外
の
場
所
に
宿
泊
す
る
機
会
は
観
光
な
ら
で

は
だ
し
、
新
幹
線
や
航
空
機
に
日
常
的
に
乗

る
人
も
い
な
い
。
温
泉
や
、
グ
ル
メ
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
も
、
日
常
生
活
で
は
あ
ま
り
体
験
し

な
い
活
動
だ
ろ
う
。
住
ん
で
い
る
地
域
に

よ
っ
て
は
、
品
揃
え
の
多
い
商
業
施
設
で
の

買
い
物
も
同
様
で
あ
る
。

　つ
ま
り
、
観
光
活
動
の
中
で
経
験
す
る

こ
と
は
、
観
光
客
に
と
っ
て
、
そ
れ
ま
で

あ
ま
り
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
、
相
対
的

に
経
験
値
の
低
い
活
動
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
観
光
が
、
非
日
常
ま
た
は
異
日
常
を

求
め
て
行
う
活
動
だ
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ

は
当
然
の
こ
と
だ
。

　こ
れ
ま
で
あ
ま
り
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

こ
と
を
経
験
す
る
場
合
、人
は
ど
う
す
る
か
。

　緊
張
も
す
る
だ
ろ
う
し
、
失
敗
し
な
い
よ

う
に
リ
ス
ク
回
避
し
た
い
と
思
う
だ
ろ
う
。

特
に
、
観
光
の
よ
う
に
費
用
が
か
か
り
、
時

間
も
か
か
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
失
敗
で
き

な
い
経
済
行
為
と
な
り
、
そ
れ
を
実
行
す
る

際
に
は
強
い
高
揚
感
を
覚
え
る
。

　市
場
の
拡
大
期
と
は
、
経
験
値
の
低
い
人

た
ち
が
市
場
に
参
入
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
に
品
質
が
確

認
さ
れ
、
旅
行
会
社
な
ど
に
よ
っ
て
も
そ
の

内
容
が
担
保
さ
れ
た
コ
ト
を
、
皆
と
一
緒
に

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
式
に
体
験
し
、
ハ
メ
を
外

し
や
す
く
な
る
…
…
い
わ
ゆ
る
マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
展
開
さ
れ
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
だ

と
言
え
よ
う
。

　た
だ
、
5
年
、
10
年
と
観
光
活
動
を
反
復

的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、
経
験
値
は
高

ま
り
、
そ
の
人
に
と
っ
て
観
光
は
特
別
な
活

動
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
延
長
線
上
で
反

復
的
に
行
わ
れ
る
活
動
と
な
っ
て
い
く
。
そ

う
な
れ
ば
、
自
身
の
観
光
活
動
に
お
い
て
、

リ
ス
ク
を
認
知
し
、
一
定
の
リ
ス
ク
も
許

容
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
F
I
T

（Free Individual T
raveler

）
は
、
そ

う

し
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
生
み
出
し
た
も

の
で
あ
る
。

　こ
れ
が
、
時
間
経
過
と
と
も
に
、
観
光
行

動
が
団
体
か
ら
個
人
へ
変
わ
っ
て
い
く
理
由

で
あ
る
。

　経
験
値
が
上
が
る
こ
と
で
、
観
光
時
の
高

揚
感
は
調
整
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、
個
人

旅
行
化
に
よ
っ
て
、
旅
行
先
も
分
散
化
し
、

集
団
心
理
も
抑
制
さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　が
、
現
実
は
、
そ
う
シ
ン
プ
ル
で
は
な
い
。

　改
め
て
、先
の
図
1
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。

宿
泊
観
光
旅
行
を
年
1
回
以
上
、
実
施
し
て

い
る
の
は
国
民
の
半
数
で
あ
る
が
、
年
間
2

回
以
上
の
実
施
者
は
30
％
、
3
回
以
上
は

20
％
、
4
回
以
上
が
10
％
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
旅
行
し
て
い
る
人
た
ち
も
、
そ
の

実
施
回
数
は
人
に
よ
っ
て
、大
き
く
異
な
る
。

そ
の
た
め
、
例
え
ば
、
同
じ
20
歳
で
あ
っ
て
、

年
4
回
以
上
、
旅
行
す
る
人
と
、
数
年
に
1

回
程
度
し
か
旅
行
に
行
か
な
い
人
で
は
、
30

歳
に
な
っ
た
時
の
観
光
経
験
値
は
大
き
く
異

な
る
こ
と
に
な
る
。

　つ
ま
り
、
時
間
経
過
と
と
も
に
、
市
場
に

い
る
人
々
の
経
験
値
に
は
大
き
な
差
が
生
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　こ
れ
は
同
時
に
、
観
光
活
動
が
多
様
化
し

て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
経
験
値
が

上
が
っ
て
い
く
こ
と
で
、
人
々
は
様
々
な
体

験
を
行
い
、
自
分
の
嗜
好
に
あ
っ
た
活
動
を

新
た
に
創
造
し
、
観
光
活
動
は
分
岐
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　こ
う
し
た
観
光
活
動
の
多
様
化
、分
岐
は
、

◯
◯
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
様
々
な
「
形
容

詞
観
光
」で
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

昨
今
は
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目
を
集

め
て
い
る
が
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
や
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組

ん
で
い
る
地
域
も
多
い
。
こ
れ
ら
形
容
詞

観
光
に
含
ま
れ
る
要
素
は
、
無
印
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
、
特
定

の
嗜
好
に
合
わ
せ
て
切
り
出
さ
れ
、
編
集
、

演
出
さ
れ
た
観
光
活
動
の
一
形
態
だ
。
当
然

に
、
魅
力
を
感
じ
る
顧
客
は
限
定
さ
れ
る
た

め
、
特
定
の
顧
客
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

展
開
と
な
る
。

　つ
ま
り
、
ど
の
形
容
詞
観
光
に
取
り
組
む

の
か
と
い
う
課
題
は
、
同
時
に
、
ど
う
い
っ

た
顧
客
を
地
域
に
招
き
た
い
の
か
と
い
う
課

題
と
セ
ッ
ト
と
な
る
。

　さ
て
、
こ
う
し
た
市
場
構
造
に
お
い
て
、

地
域
経
済
へ
の
貢
献
度
の
高
い
「
高
付
加
価

値
の
顧
客
を
狙
う
」
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の

よ
う
に
整
理
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　ま
ず
、改
め
て
認
識
し
て
お
き
た
い
の
は
、

必
ず
し
も
富
裕
層
＝
高
付
加
価
値
層
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
観
光
活
動

へ
の
支
出
額
は
、
所
得
額
（
資
産
額
）
に
概

ね
比
例
す
る
の
で
、
富
裕
層
ほ
ど
、
観
光
消

費
の
額
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
肯
定

す
べ
き
事
実
で
あ
る
。

　が
、富
裕
層
が
行
う
高
額
な
観
光
消
費
が
、

そ
の
ま
ま
、
地
域
に
高
い
付
加
価
値
を
及
ぼ

す
わ
け
で
は
な
い
。
地
域
に
生
じ
る
付
加
価

値
と
い
う
の
は
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
に
地
域

内
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
新
た
に
付
与
さ
れ

た
独
自
の
価
値
で
あ
る
。
例
え
ば
、
地
域
の

レ
ス
ト
ラ
ン
に
、
10
万
円
の
コ
ー
ス
・
デ
ィ

ナ
ー
が
あ
っ
た
と
す
る
。
た
だ
、
同
じ
10
万

円
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
や
、
域
外
の
ブ

ラ
ン
ド
牛
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
デ
ィ

ナ
ー
と
、
地
元
の
お
酒
、
食
材
を
ア
レ
ン
ジ

し
コ
ー
ス
に
仕
立
て
た
デ
ィ
ナ
ー
で
は
、
付

加
価
値
は
全
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
前
者

の
デ
ィ
ナ
ー
で
あ
れ
ば
、
そ
の
付
加
価
値
は

域
外
の
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
ド
牛
に

帰
属
す
る
か
ら
だ
。

　つ
ま
り
、
地
域
に
高
い
付
加
価
値
を
も
た

ら
す
消
費
と
い
う
の
は
、
価
値
形
成
に
「
地

域
」
が
関
与
し
た
商
品
サ
ー
ビ
ス
だ
と
い
う

こ
と
だ
。

　た
だ
、こ
こ
で
現
実
的
な
問
題
が
生
じ
る
。

価
格
は
、
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
や

す
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　例
え
ば
、
物
理
的
に
同
じ
し
つ
ら
え
の
ホ

テ
ル
で
あ
っ
て
も
、
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド

（
例
：
山
田
ホ
テ
ル
）
で
展
開
す
る
の
と
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
（
例
：
マ

リ
オ
ッ
ト
）
で
展
開
す
る
の
で
は
、
販
売
価

格
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
。こ
れ
は
、

著
名
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
信
頼
性
、
知
覚
価

値
が
確
立
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　結
果
、先
に
あ
げ
た
デ
ィ
ナ
ー
で
言
え
ば
、

フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
な
ど
を
用
い
た
デ
ィ
ナ
ー

は
10
万
円
で
売
れ
る
が
、
地
元
食
材
で
ア
レ

高
い
付
加
価
値
を
得
る
と
は
、

ど
う
い
う
こ
と
か

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長

山
田
雄
一

ン
ジ
し
た
デ
ィ
ナ
ー
は
5
万
円
で
な
い
と
売

れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
生
じ
る
。
仮
に
、
前

者
の
付
加
価
値
率
が
30
％
、
後
者
が
50
％
だ

と
し
た
ら
、
前
者
の
方
が
結
果
的
に
残
る
付

加
価
値
は
高
く
な
る
。

　こ
こ
で
鍵
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
特
集
1

で
整
理
し
た
「
消
費
者
関
与
」
の
概
念
で
あ

る
。
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
（
＝
広
く
知
ら
れ

た
存
在
で
は
な
い
）
だ
が
、
地
域
で
付
加
価

値
が
創
造
さ
れ
て
い
る
商
品
サ
ー
ビ
ス
に
関

心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
々
は
、
観
光
活
動
に

つ
い
て
「
高
関
与
（
能
動
的
）」
な
人
々
と
い

う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　特
集
4
で
取
り
上
げ
たK

U
R
A
B
IT
O

S
T
A
Y

は
、
日
本
酒
づ
く
り
に
蔵
人
の
よ

う
に
取
り
組
む
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

が
、
起
業
時
に
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
賛
同

し
た
人
は
ご
く
わ
ず
か
だ
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
デ
ザ
イ
ン
や
ス
ト
ー
リ
ー
、
そ
し
て

価
格
設
定
を
、
と
こ
と
ん
突
き
詰
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
高
関
与
志
向
を
持
つ
一
部
の

人
々
に
、深
く
刺
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

T
ale
N
avi

は
自
身
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を

創
造
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
高
関
与

志
向
を
持
つ
人
々
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と

な
り
、
奈
良
地
域
と
つ
な
ぐ
こ
と
で
事
業
を

成
立
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
観
光

地
域
で
付
加
価
値
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、よ
り
良
質
な
、

地
域
コ
ン
シ
ャ
ス
な
人
々
を
呼
び
寄
せ
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。
こ
れ
は
、
地
域
に
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
生
み
出
し
て
い
く

土
壌
と
な
り
得
る
。
実
際
、
米
国
コ
ロ
ラ
ド

州
の
ベ
イ
ル
・
タ
ウ
ン
は
、
北
米
有
数
の
ス

キ
ー
場
を
持
つ
自
治
体
で
あ
る
が
、
そ
の
雄

大
な
自
然
環
境
、
生
活
に
惚
れ
込
ん
だ
人
々

が
移
り
住
み
、
彼
ら
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
与

す
る
こ
と
で
、
北
米
に
お
け
る
環
境
対
策
の

先
進
地
と
も
な
っ
て
き
て
い
る
。

　地
域
で
付
加
価
値
を
創
造
す
る
と
い
う
の

は
、
地
域
の
本
質
的
な
魅
力
を
高
め
る
こ
と

で
も
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
単
な
る
消
費

者
で
は
な
く
、地
域
の
フ
ァ
ン
、サ
ポ
ー
タ
ー

と
な
る
よ
う
な
人
々
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

も
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　一
方
で
、
地
域
の
魅
力
が
高
ま
る
ほ
ど
、

そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
み
た
人
々
を

呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
に
注
意
が
必

要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
々
は
、
前
述
し
た

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
段
階

に
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。ゼ
ロ
か
ら
、

付
加
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
は
難
易
度
の
高

い
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
を

コ
ピ
ー
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
た
め
、
類

似
の
取
り
組
み
が
地
域
内
外
に
氾
濫
す
る
こ

と
が
多
い
。
模
倣
品
は
模
倣
品
で
し
か
な
い

が
、低
関
与
層
に
は
識
別
が
で
き
な
い
た
め
、

市
場
の
混
乱
を
招
く
こ
と
に
も
な
る
。

　ま
た
、
魅
力
上
昇
に
と
も
な
う
価
格
上
昇

は
、
資
力
の
低
い
人
た
ち
が
排
除
さ
れ
る
と

い
う
側
面
も
持
つ
。
国
際
的
に
、
経
済
格
差

が
拡
大
す
る
中
で
の
円
安
傾
向
も
あ
り
、
日

本
地
域
へ
の
投
資
は
進
み
や
す
い
状
況
に
あ

る
。
投
資
が
進
む
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
価
格

だ
け
で
な
く
、
不
動
産
価
格
も
上
昇
し
、
そ

れ
ま
で
地
域
に
居
住
し
て
い
た
人
々
の
居
住

継
続
が
困
難
と
な
る
事
例
が
出
て
き
て
い

る
。
こ
れ
は
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
あ
り
、
も
と
も
と
は

都
市
部
で
生
じ
て
い
た
現
象
で
あ
る
が
、
一

部
、
観
光
地
で
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　地
域
の
魅
力
が
上
が
っ
た
結
果
、
そ
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
人
々
が
排
除
さ
れ
て
し
ま

う
と
い
う
の
は
、
本
末
転
倒
で
あ
ろ
う
。

　こ
れ
を
避
け
る
に
は
、
付
加
価
値
を
地
域

内
で
創
造
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
循
環

さ
せ
、
地
域
全
体
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
な
る

資
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

必
要
に
応
じ
て
、
新
規
開
発
の
抑
制
、
公
的

な
住
環
境
の
提
供
な
ど
、
行
政
的
な
規
制
や

支
援
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
に
「
高
い
付
加
価
値
を
得
る
」

こ
と
は
、
観
光
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
ゴ
ー

ル
で
は
な
い
。
観
光
地
域
づ
く
り
は
、
多
数

の
変
数
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
あ
る
特
定

の
変
数
が
変
化
す
る
こ
と
で
、
波
及
的
に
他

の
変
数
も
変
化
し
て
い
く
と
い
う
特
性
を

も
っ
て
い
る
。
地
域
の
持
続
的
な
振
興
の
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
、

ど
の
よ
う
な
人
々
に
来
訪
し
て
も
ら
い
、
そ

こ
か
ら
何
を
得
て
、
次
に
つ
な
げ
て
い
く
の

か
、
常
に
俯
瞰
的
、
時
間
的
な
視
点
を
も
っ

て
、
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　2
0
0
7
年
1
月
に
施
行
さ
れ
た
「
観
光

立
国
推
進
基
本
法
」
の
前
文
に
お
い
て
、
観

光
の
意
義
、
効
果
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。「
観
光
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
、
雇
用
の
機
会
の
増
大
等
国
民
経
済

の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
わ
た
り
そ
の
発
展
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
健
康
の
増
進
、
潤
い
の

あ
る
豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造
等
を
通
じ
て

国
民
生
活
の
安
定
向
上
に
貢
献
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
国
際
相
互
理
解
を
増
進

す
る
も
の
で
あ
る
。」

　す
な
わ
ち
、
国
と
し
て
観
光
に
求
め
る
も

の
は
、
経
済
振
興
、
国
民
の
ク
オ
リ
テ
ィ
・

オ
ブ
・
ラ
イ
フ
、
そ
し
て
、
国
際
関
係
良
好

化
の
三
つ
と
な
る
。

　こ
の
う
ち
経
済
振
興
に
つ
い
て
は
、国
内
・

訪
日
・
海
外
を
含
め
た
旅
行
・
観
光
消
費
額

は
、
2
0
1
5
年
25
・
5
兆
円
、
2
0
1
9

年
27
・
9
兆
円
ま
で
伸
張
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
、
2
0
2
3
年
時

点
で
29
・
5
兆
円
と
な
っ
て
い
る
。

　消
費
額
は
、
人
数
×
単
価
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
。
人
数
が
増
え
る
こ
と
で
、
消
費
額

は
増
大
し
て
い
く
が
、
単
純
な
量
の
増
加
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
大
き
な
負
荷
を
か
け

る
こ
と
に
な
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

呼
ば
れ
る
現
象
が
そ
れ
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、

観
光
は
実
施
す
る
人
々
に
と
っ
て
、
自
身
の

ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
を
高
め
る
行

動
で
あ
る
一
方
で
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
側

の
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
自
身
の
ク
オ

リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
の
低
下
に
つ
な
が

る
リ
ス
ク
を
も
っ
て
い
る
。

　一
方
で
、
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
が
国
際
的

に
進
む
中
で
、
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
我

が
国
に
お
い
て
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
我
々

が
生
み
出
す
各
種
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
付

加
価
値
を
つ
け
、
経
済
価
値
へ
と
転
換
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。「
観
光
」
は
、

そ
う
し
た
取
り
組
み
に
お
い
て
象
徴
的
な
存

在
で
あ
る
。

　す
な
わ
ち
、
我
が
国
に
お
い
て
観
光
は
、

国
お
よ
び
地
域
の
振
興
に
重
要
な
意
味
を
持

つ
一
方
で
、人
数
増
に
過
度
に
頼
る
こ
と
は
、

む
し
ろ
地
域
を
弱
め
る
と
い
う
相
反
性
を
有

し
て
い
る
。

　こ
の
相
反
性
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
、

観
光
を
地
域
振
興
の
手
段
と
し
て
活
用
し
て

い
く
こ
と
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

　そ
の
一
つ
の
方
策
が
、
人
数
で
は
な
く
、

単
価
に
注
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。
人
数
を

変
え
な
く
て
も
（
増
や
さ
な
く
て
も
）
単
価

を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
消
費

額
は
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。
人
数
を
抑

え
つ
つ
、
消
費
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
訪
問
先
と
な
る
地
域
へ
の
負
荷
を

抑
え
な
が
ら
、
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

だ
。
特
に
、
地
域
経
済
に
付
加
価
値
を
も

た
ら
す
よ
う
な
消
費
活
動
を
多
く
し
て
く

れ
る
顧
客
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

地
域
へ
の
貢
献
度
は
高
く
な
る
。

　そ
も
そ
も
、
観
光
と
は
、
実
施
者
に
と
っ

て
費
用
の
か
か
る
活
動
で
あ
る
。
そ
の
市
場

動
向
の
推
移
を
見
て
も
、
国
や
地
域
の
経
済

成
長
と
旅
行
・
観
光
市
場
の
成
長
は
連
動
し

て
い
る
。
現
在
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

叫
ば
れ
る
ほ
ど
に
市
場
が
拡
大
し
た
背
景
に

活
動
が
な
く
て
も
成
立
し
て
い
る
「
地
域
の

生
業
」
に
、
観
光
活
動
と
い
う
付
加
価
値
を

付
与
し
て
い
る
。

　で
は
、
高
付
加
価
値
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
低

関
与
層
へ
リ
ー
チ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

　筆
者
は
、そ
う
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
に
よ
れ
ば
、

特
定
の
商
品
サ
ー
ビ
ス
に
最
初
に
関
心
を

寄
せ
る
の
は
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
（
革
新
者
）、

ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
（
初
期
採
用
者
）
と

呼
ば
れ
る
人
々
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
ア
ー

リ
ー
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
前
期
追
随
者
）、
レ

イ
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
後
期
追
随
者
）
と
関

心
を
寄
せ
る
人
々
は
増
え
て
い
く
と
さ
れ

る
か
ら
だ
。

　高
関
与
層
は
、
自
身
が
も
つ
探
究
心
に

よ
っ
て
新
し
い
商
品
サ
ー
ビ
ス
、
経
験
を
見

つ
け
出
し
、
体
験
す
る
人
々
で
あ
る
た
め
、

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
で
言
う
イ
ノ
ベ
ー

タ
ー
、
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
に
相
当
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
に
見
出

さ
れ
、
評
価
さ
れ
た
〝
経
験
〞
は
、
そ
の
後
、

低
関
与
層
を
含
む
、
よ
り
多
く
の
人
々
の
関

心
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。

　こ
れ
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
も
整
理
で
き
る
。
当
初
は
、
ご
く
わ

ず
か
な
人
々
に
評
価
さ
れ
る
存
在
だ
が
、
体

験
し
た
人
々
が
S
N
S
な
ど
で
、
情
報
を
再

発
信
し
て
い
く
こ
と
で
「
あ
そ
こ
に
行
け
ば
、

こ
う
い
う
体
験
が
で
き
る
」
と
い
う
共
通
理

解
が
広
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　こ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ス
テ
ッ
プ
を
う

ま
く
活
用
し
て
い
る
の
が
、
特
集
4
で
取
り

上
げ
たryu

go
n

だ
ろ
う
。ryu

go
n

は
、

雪
国
文
化
と
い
う
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
持

つ
が
、
客
室
数
も
多
く
、
シ
ー
ズ
ナ
リ
テ
ィ

も
あ
る
た
め
に
、
あ
る
特
定
の〝
経
験
〞に
絞

り
込
み
発
信
す
る
こ
と
が
難
し
い
。そ
こ
で
、

日
本
の
旅
館
や
小
規
模
ホ
テ
ル
に
特
化
し
た

T
H
E
 R
Y
O
K
A
N
 C
O
L
L
E
C
T
IO
N

に

加
盟
す
る
だ
け
で
な
く
、
エ
コ
ロ
ッ
ジ
ジ
ャ

パ
ンin

雪
国
、
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
関
連
す
る
外
部
ブ
ラ

ン
ド
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
、
自
身
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
活
用
し
て
い
る
。こ
れ
は
、

ブ
ラ
ン
ド
・
ア
ン
ブ
レ
ラ
戦
略
と
呼
ば
れ
る

取
り
組
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
顧

客
の
ト
ラ
ベ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
に
応
じ
た
懐
を

深
く
持
ち
つ
つ
、
核
と
な
る
価
値
を
、
自
身

（
地
域
）
で
創
り
出
し
て
い
る
こ
と
で
、
付

加
価
値
の
高
い
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

K
U
R
A
B
IT
O
S
T
A
Y

の
よ
う
に
、
小
さ

く
生
ん
で
、
大
き
く
育
て
て
い
く
手
法
も
あ

る
が
、
一
般
に
、
事
業
を
成
立
さ
せ
る
に
は
、

相
応
の
パ
イ
が
必
要
と
な
る
。ryu

go
n

の

取
り
組
み
は
、
地
域
で
高
い
付
加
価
値
を
形

成
し
つ
つ
、
低
関
与
層
の
関
心
も
集
め
る
こ

と
で
事
業
性
を
確
保
す
る
手
法
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。

　こ
こ
ま
で
整
理
し
て
き
た
よ
う
に
、
高
付

加
価
値
旅
行
者
と
い
う
の
は
、
旅
行
者
だ
け

で
成
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
側
に
高

付
加
価
値
の
商
品
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事

業
者
が
あ
っ
て
、
初
め
て
成
立
す
る
も
の
で

あ
る
。
資
力
の
あ
る
旅
行
者
が
、
単
な
る
高

額
消
費
者
で
終
わ
る
の
か
、
地
域
に
多
く
の

付
加
価
値
を
及
ぼ
す
旅
行
者
と
な
る
の
か

は
、
地
域
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
に

依
存
す
る
か
ら
だ
。

　単
価
を
上
げ
る
だ
け
な
ら
、
国
際
的
な
ハ

イ
ブ
ラ
ン
ド
の
ホ
テ
ル
や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を

誘
致
す
れ
ば
良
い
。
た
だ
、
そ
の
場
合
、
創

造
さ
れ
た
付
加
価
値
の
大
部
分
は
域
外
の
主

体
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
い
、
い
わ
ゆ
る
ザ
ル

経
済
と
い
う
状
況
が
形
成
さ
れ
る
だ
け
だ
と

い
う
こ
と
を
認
識
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　観
光
を
通
じ
て
、
持
続
的
な
地
域
づ
く
り

を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、見
か
け
上
の
消
費
額
、

単
価
で
は
な
く
、
実
際
に
、
地
域
に
残
る（
地

域
で
創
造
さ
れ
た
）
付
加
価
値
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
を
意
識
し
、
そ
う
し
た
取
り
組
み

を
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　ま
た
、特
集
2
で
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、

高い付加価値を得るとは、どういうことか視座

視座

第267号 November 202543



90%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

20%

10%

100%

0%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

も
、
21
世
紀
以
降
の
新
興
国
の
経
済
成
長
が

あ
る
。
衣
食
住
と
い
っ
た
基
本
的
な
生
活
を

実
現
で
き
る
だ
け
の
経
済
力
を
得
た
こ
と

で
、
人
々
は
観
光
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

わ
け
で
あ
る
。

　そ
の
た
め
、
当
然
な
が
ら
、
誰
で
も
が
観

光
を
楽
し
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。実
際
、

現
在
、
日
本
で
は
毎
年
1
回
以
上
、
宿
泊
を

伴
う
観
光
旅
行
を
実
施
し
て
い
る
人
は
、
国

民
の
半
数
で
し
か
な
い
。
か
つ
て
、
女
性
の

一
人
旅
が
忌
避
さ
れ
た
よ
う
な
、
観
光
を
実

施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
、
社
会
的
な
制
約
、

タ
ブ
ー
は
ほ
ぼ
無
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
国
民
の
半
数
し
か
宿
泊
観
光
旅
行
を
実

施
し
て
い
な
い
の
は
、
経
済
力
が
大
き
く
影

響
し
て
お
り
、
世
帯
年
収
で
5
0
0
万
円
程

度
が
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
な
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　つ
ま
り
、観
光
を
実
施
し
て
い
る
人
々
は
、

相
対
的
に
所
得
の
高
い
人
々
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　も
う
一
つ
、
観
光
活
動
は
、
サ
ー
ビ
ス
活

動
の
一
種
で
あ
る
た
め
、
実
際
に
経
験
を
し

な
い
と
そ
れ
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
理

解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
よ
う
に
購
入

し
使
用
し
た
後
で
初
め
て
品
質
を
評
価
で
き

る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
経
験
財
と
呼
ば
れ

る
。さ
ら
に
、観
光
の
場
合
、経
験
す
る
人（
観

光
客
）
の
経
験
値
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
評
価

が
大
き
く
異
な
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。

　観
光
は
、
日
常
生
活
と
は
違
う
。
自
宅
以

外
の
場
所
に
宿
泊
す
る
機
会
は
観
光
な
ら
で

は
だ
し
、
新
幹
線
や
航
空
機
に
日
常
的
に
乗

る
人
も
い
な
い
。
温
泉
や
、
グ
ル
メ
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
も
、
日
常
生
活
で
は
あ
ま
り
体
験
し

な
い
活
動
だ
ろ
う
。
住
ん
で
い
る
地
域
に

よ
っ
て
は
、
品
揃
え
の
多
い
商
業
施
設
で
の

買
い
物
も
同
様
で
あ
る
。

　つ
ま
り
、
観
光
活
動
の
中
で
経
験
す
る

こ
と
は
、
観
光
客
に
と
っ
て
、
そ
れ
ま
で

あ
ま
り
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
、
相
対
的

に
経
験
値
の
低
い
活
動
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
観
光
が
、
非
日
常
ま
た
は
異
日
常
を

求
め
て
行
う
活
動
だ
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ

は
当
然
の
こ
と
だ
。

　こ
れ
ま
で
あ
ま
り
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

こ
と
を
経
験
す
る
場
合
、人
は
ど
う
す
る
か
。

　緊
張
も
す
る
だ
ろ
う
し
、
失
敗
し
な
い
よ

う
に
リ
ス
ク
回
避
し
た
い
と
思
う
だ
ろ
う
。

特
に
、
観
光
の
よ
う
に
費
用
が
か
か
り
、
時

間
も
か
か
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
失
敗
で
き

な
い
経
済
行
為
と
な
り
、
そ
れ
を
実
行
す
る

際
に
は
強
い
高
揚
感
を
覚
え
る
。

　市
場
の
拡
大
期
と
は
、
経
験
値
の
低
い
人

た
ち
が
市
場
に
参
入
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
に
品
質
が
確

認
さ
れ
、
旅
行
会
社
な
ど
に
よ
っ
て
も
そ
の

内
容
が
担
保
さ
れ
た
コ
ト
を
、
皆
と
一
緒
に

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
式
に
体
験
し
、
ハ
メ
を
外

し
や
す
く
な
る
…
…
い
わ
ゆ
る
マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
展
開
さ
れ
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
だ

と
言
え
よ
う
。

　た
だ
、
5
年
、
10
年
と
観
光
活
動
を
反
復

的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、
経
験
値
は
高

ま
り
、
そ
の
人
に
と
っ
て
観
光
は
特
別
な
活

動
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
延
長
線
上
で
反

復
的
に
行
わ
れ
る
活
動
と
な
っ
て
い
く
。
そ

う
な
れ
ば
、
自
身
の
観
光
活
動
に
お
い
て
、

リ
ス
ク
を
認
知
し
、
一
定
の
リ
ス
ク
も
許

容
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
F
I
T

（Free Individual T
raveler

）
は
、
そ

う

し
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
生
み
出
し
た
も

の
で
あ
る
。

　こ
れ
が
、
時
間
経
過
と
と
も
に
、
観
光
行

動
が
団
体
か
ら
個
人
へ
変
わ
っ
て
い
く
理
由

で
あ
る
。

　経
験
値
が
上
が
る
こ
と
で
、
観
光
時
の
高

揚
感
は
調
整
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、
個
人

旅
行
化
に
よ
っ
て
、
旅
行
先
も
分
散
化
し
、

集
団
心
理
も
抑
制
さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　が
、
現
実
は
、
そ
う
シ
ン
プ
ル
で
は
な
い
。

　改
め
て
、先
の
図
1
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。

宿
泊
観
光
旅
行
を
年
1
回
以
上
、
実
施
し
て

い
る
の
は
国
民
の
半
数
で
あ
る
が
、
年
間
2

回
以
上
の
実
施
者
は
30
％
、
3
回
以
上
は

20
％
、
4
回
以
上
が
10
％
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
旅
行
し
て
い
る
人
た
ち
も
、
そ
の

実
施
回
数
は
人
に
よ
っ
て
、大
き
く
異
な
る
。

そ
の
た
め
、
例
え
ば
、
同
じ
20
歳
で
あ
っ
て
、

年
4
回
以
上
、
旅
行
す
る
人
と
、
数
年
に
1

回
程
度
し
か
旅
行
に
行
か
な
い
人
で
は
、
30

歳
に
な
っ
た
時
の
観
光
経
験
値
は
大
き
く
異

な
る
こ
と
に
な
る
。

　つ
ま
り
、
時
間
経
過
と
と
も
に
、
市
場
に

い
る
人
々
の
経
験
値
に
は
大
き
な
差
が
生
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　こ
れ
は
同
時
に
、
観
光
活
動
が
多
様
化
し

て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
経
験
値
が

上
が
っ
て
い
く
こ
と
で
、
人
々
は
様
々
な
体

験
を
行
い
、
自
分
の
嗜
好
に
あ
っ
た
活
動
を

新
た
に
創
造
し
、
観
光
活
動
は
分
岐
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　こ
う
し
た
観
光
活
動
の
多
様
化
、分
岐
は
、

◯
◯
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
様
々
な
「
形
容

詞
観
光
」で
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

昨
今
は
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目
を
集

め
て
い
る
が
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
や
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組

ん
で
い
る
地
域
も
多
い
。
こ
れ
ら
形
容
詞

観
光
に
含
ま
れ
る
要
素
は
、
無
印
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
、
特
定

の
嗜
好
に
合
わ
せ
て
切
り
出
さ
れ
、
編
集
、

演
出
さ
れ
た
観
光
活
動
の
一
形
態
だ
。
当
然

に
、
魅
力
を
感
じ
る
顧
客
は
限
定
さ
れ
る
た

め
、
特
定
の
顧
客
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

展
開
と
な
る
。

　つ
ま
り
、
ど
の
形
容
詞
観
光
に
取
り
組
む

の
か
と
い
う
課
題
は
、
同
時
に
、
ど
う
い
っ

た
顧
客
を
地
域
に
招
き
た
い
の
か
と
い
う
課

題
と
セ
ッ
ト
と
な
る
。

　さ
て
、
こ
う
し
た
市
場
構
造
に
お
い
て
、

地
域
経
済
へ
の
貢
献
度
の
高
い
「
高
付
加
価

値
の
顧
客
を
狙
う
」
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の

よ
う
に
整
理
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　ま
ず
、改
め
て
認
識
し
て
お
き
た
い
の
は
、

必
ず
し
も
富
裕
層
＝
高
付
加
価
値
層
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
観
光
活
動

へ
の
支
出
額
は
、
所
得
額
（
資
産
額
）
に
概

ね
比
例
す
る
の
で
、
富
裕
層
ほ
ど
、
観
光
消

費
の
額
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
肯
定

す
べ
き
事
実
で
あ
る
。

　が
、富
裕
層
が
行
う
高
額
な
観
光
消
費
が
、

そ
の
ま
ま
、
地
域
に
高
い
付
加
価
値
を
及
ぼ

す
わ
け
で
は
な
い
。
地
域
に
生
じ
る
付
加
価

値
と
い
う
の
は
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
に
地
域

内
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
新
た
に
付
与
さ
れ

た
独
自
の
価
値
で
あ
る
。
例
え
ば
、
地
域
の

レ
ス
ト
ラ
ン
に
、
10
万
円
の
コ
ー
ス
・
デ
ィ

ナ
ー
が
あ
っ
た
と
す
る
。
た
だ
、
同
じ
10
万

円
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
や
、
域
外
の
ブ

ラ
ン
ド
牛
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
デ
ィ

ナ
ー
と
、
地
元
の
お
酒
、
食
材
を
ア
レ
ン
ジ

し
コ
ー
ス
に
仕
立
て
た
デ
ィ
ナ
ー
で
は
、
付

加
価
値
は
全
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
前
者

の
デ
ィ
ナ
ー
で
あ
れ
ば
、
そ
の
付
加
価
値
は

域
外
の
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
ド
牛
に

帰
属
す
る
か
ら
だ
。

　つ
ま
り
、
地
域
に
高
い
付
加
価
値
を
も
た

ら
す
消
費
と
い
う
の
は
、
価
値
形
成
に
「
地

域
」
が
関
与
し
た
商
品
サ
ー
ビ
ス
だ
と
い
う

こ
と
だ
。

　た
だ
、こ
こ
で
現
実
的
な
問
題
が
生
じ
る
。

価
格
は
、
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
や

す
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　例
え
ば
、
物
理
的
に
同
じ
し
つ
ら
え
の
ホ

テ
ル
で
あ
っ
て
も
、
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド

（
例
：
山
田
ホ
テ
ル
）
で
展
開
す
る
の
と
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
（
例
：
マ

リ
オ
ッ
ト
）
で
展
開
す
る
の
で
は
、
販
売
価

格
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
。こ
れ
は
、

著
名
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
信
頼
性
、
知
覚
価

値
が
確
立
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　結
果
、先
に
あ
げ
た
デ
ィ
ナ
ー
で
言
え
ば
、

フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
な
ど
を
用
い
た
デ
ィ
ナ
ー

は
10
万
円
で
売
れ
る
が
、
地
元
食
材
で
ア
レ

ン
ジ
し
た
デ
ィ
ナ
ー
は
5
万
円
で
な
い
と
売

れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
生
じ
る
。
仮
に
、
前

者
の
付
加
価
値
率
が
30
％
、
後
者
が
50
％
だ

と
し
た
ら
、
前
者
の
方
が
結
果
的
に
残
る
付

加
価
値
は
高
く
な
る
。

　こ
こ
で
鍵
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
特
集
1

で
整
理
し
た
「
消
費
者
関
与
」
の
概
念
で
あ

る
。
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
（
＝
広
く
知
ら
れ

た
存
在
で
は
な
い
）
だ
が
、
地
域
で
付
加
価

値
が
創
造
さ
れ
て
い
る
商
品
サ
ー
ビ
ス
に
関

心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
々
は
、
観
光
活
動
に

つ
い
て
「
高
関
与
（
能
動
的
）」
な
人
々
と
い

う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　特
集
4
で
取
り
上
げ
たK
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は
、
日
本
酒
づ
く
り
に
蔵
人
の
よ

う
に
取
り
組
む
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

が
、
起
業
時
に
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
賛
同

し
た
人
は
ご
く
わ
ず
か
だ
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
デ
ザ
イ
ン
や
ス
ト
ー
リ
ー
、
そ
し
て

価
格
設
定
を
、
と
こ
と
ん
突
き
詰
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
高
関
与
志
向
を
持
つ
一
部
の

人
々
に
、深
く
刺
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

T
ale
N
avi

は
自
身
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を

創
造
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
高
関
与

志
向
を
持
つ
人
々
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と

な
り
、
奈
良
地
域
と
つ
な
ぐ
こ
と
で
事
業
を

成
立
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
観
光

地
域
で
付
加
価
値
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、よ
り
良
質
な
、

地
域
コ
ン
シ
ャ
ス
な
人
々
を
呼
び
寄
せ
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。
こ
れ
は
、
地
域
に
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
生
み
出
し
て
い
く

土
壌
と
な
り
得
る
。
実
際
、
米
国
コ
ロ
ラ
ド

州
の
ベ
イ
ル
・
タ
ウ
ン
は
、
北
米
有
数
の
ス

キ
ー
場
を
持
つ
自
治
体
で
あ
る
が
、
そ
の
雄

大
な
自
然
環
境
、
生
活
に
惚
れ
込
ん
だ
人
々

が
移
り
住
み
、
彼
ら
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
与

す
る
こ
と
で
、
北
米
に
お
け
る
環
境
対
策
の

先
進
地
と
も
な
っ
て
き
て
い
る
。

　地
域
で
付
加
価
値
を
創
造
す
る
と
い
う
の

は
、
地
域
の
本
質
的
な
魅
力
を
高
め
る
こ
と

で
も
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
単
な
る
消
費

者
で
は
な
く
、地
域
の
フ
ァ
ン
、サ
ポ
ー
タ
ー

と
な
る
よ
う
な
人
々
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

も
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　一
方
で
、
地
域
の
魅
力
が
高
ま
る
ほ
ど
、

そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
み
た
人
々
を

呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
に
注
意
が
必

要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
々
は
、
前
述
し
た

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
段
階

に
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。ゼ
ロ
か
ら
、

付
加
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
は
難
易
度
の
高

い
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
を

コ
ピ
ー
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
た
め
、
類

似
の
取
り
組
み
が
地
域
内
外
に
氾
濫
す
る
こ

と
が
多
い
。
模
倣
品
は
模
倣
品
で
し
か
な
い

が
、低
関
与
層
に
は
識
別
が
で
き
な
い
た
め
、

市
場
の
混
乱
を
招
く
こ
と
に
も
な
る
。

　ま
た
、
魅
力
上
昇
に
と
も
な
う
価
格
上
昇

は
、
資
力
の
低
い
人
た
ち
が
排
除
さ
れ
る
と

い
う
側
面
も
持
つ
。
国
際
的
に
、
経
済
格
差

が
拡
大
す
る
中
で
の
円
安
傾
向
も
あ
り
、
日

本
地
域
へ
の
投
資
は
進
み
や
す
い
状
況
に
あ

る
。
投
資
が
進
む
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
価
格

だ
け
で
な
く
、
不
動
産
価
格
も
上
昇
し
、
そ

れ
ま
で
地
域
に
居
住
し
て
い
た
人
々
の
居
住

継
続
が
困
難
と
な
る
事
例
が
出
て
き
て
い

る
。
こ
れ
は
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
あ
り
、
も
と
も
と
は

都
市
部
で
生
じ
て
い
た
現
象
で
あ
る
が
、
一

部
、
観
光
地
で
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　地
域
の
魅
力
が
上
が
っ
た
結
果
、
そ
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
人
々
が
排
除
さ
れ
て
し
ま

う
と
い
う
の
は
、
本
末
転
倒
で
あ
ろ
う
。

　こ
れ
を
避
け
る
に
は
、
付
加
価
値
を
地
域

内
で
創
造
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
循
環

さ
せ
、
地
域
全
体
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
な
る

資
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

必
要
に
応
じ
て
、
新
規
開
発
の
抑
制
、
公
的

な
住
環
境
の
提
供
な
ど
、
行
政
的
な
規
制
や

支
援
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
に
「
高
い
付
加
価
値
を
得
る
」

こ
と
は
、
観
光
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
ゴ
ー

ル
で
は
な
い
。
観
光
地
域
づ
く
り
は
、
多
数

の
変
数
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
あ
る
特
定

の
変
数
が
変
化
す
る
こ
と
で
、
波
及
的
に
他

の
変
数
も
変
化
し
て
い
く
と
い
う
特
性
を

も
っ
て
い
る
。
地
域
の
持
続
的
な
振
興
の
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
、

ど
の
よ
う
な
人
々
に
来
訪
し
て
も
ら
い
、
そ

こ
か
ら
何
を
得
て
、
次
に
つ
な
げ
て
い
く
の

か
、
常
に
俯
瞰
的
、
時
間
的
な
視
点
を
も
っ

て
、
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　2
0
0
7
年
1
月
に
施
行
さ
れ
た
「
観
光

立
国
推
進
基
本
法
」
の
前
文
に
お
い
て
、
観

光
の
意
義
、
効
果
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。「
観
光
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
、
雇
用
の
機
会
の
増
大
等
国
民
経
済

の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
わ
た
り
そ
の
発
展
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
健
康
の
増
進
、
潤
い
の

あ
る
豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造
等
を
通
じ
て

国
民
生
活
の
安
定
向
上
に
貢
献
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
国
際
相
互
理
解
を
増
進

す
る
も
の
で
あ
る
。」

　す
な
わ
ち
、
国
と
し
て
観
光
に
求
め
る
も

の
は
、
経
済
振
興
、
国
民
の
ク
オ
リ
テ
ィ
・

オ
ブ
・
ラ
イ
フ
、
そ
し
て
、
国
際
関
係
良
好

化
の
三
つ
と
な
る
。

　こ
の
う
ち
経
済
振
興
に
つ
い
て
は
、国
内
・

訪
日
・
海
外
を
含
め
た
旅
行
・
観
光
消
費
額

は
、
2
0
1
5
年
25
・
5
兆
円
、
2
0
1
9

年
27
・
9
兆
円
ま
で
伸
張
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
、
2
0
2
3
年
時

点
で
29
・
5
兆
円
と
な
っ
て
い
る
。

　消
費
額
は
、
人
数
×
単
価
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
。
人
数
が
増
え
る
こ
と
で
、
消
費
額

は
増
大
し
て
い
く
が
、
単
純
な
量
の
増
加
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
大
き
な
負
荷
を
か
け

る
こ
と
に
な
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

呼
ば
れ
る
現
象
が
そ
れ
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、

観
光
は
実
施
す
る
人
々
に
と
っ
て
、
自
身
の

ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
を
高
め
る
行

動
で
あ
る
一
方
で
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
側

の
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
自
身
の
ク
オ

リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
の
低
下
に
つ
な
が

る
リ
ス
ク
を
も
っ
て
い
る
。

　一
方
で
、
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
が
国
際
的

に
進
む
中
で
、
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
我

が
国
に
お
い
て
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
我
々

が
生
み
出
す
各
種
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
付

加
価
値
を
つ
け
、
経
済
価
値
へ
と
転
換
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。「
観
光
」
は
、

そ
う
し
た
取
り
組
み
に
お
い
て
象
徴
的
な
存

在
で
あ
る
。

　す
な
わ
ち
、
我
が
国
に
お
い
て
観
光
は
、

国
お
よ
び
地
域
の
振
興
に
重
要
な
意
味
を
持

つ
一
方
で
、人
数
増
に
過
度
に
頼
る
こ
と
は
、

む
し
ろ
地
域
を
弱
め
る
と
い
う
相
反
性
を
有

し
て
い
る
。

　こ
の
相
反
性
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
、

観
光
を
地
域
振
興
の
手
段
と
し
て
活
用
し
て

い
く
こ
と
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

　そ
の
一
つ
の
方
策
が
、
人
数
で
は
な
く
、

単
価
に
注
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。
人
数
を

変
え
な
く
て
も
（
増
や
さ
な
く
て
も
）
単
価

を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
消
費

額
は
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。
人
数
を
抑

え
つ
つ
、
消
費
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
訪
問
先
と
な
る
地
域
へ
の
負
荷
を

抑
え
な
が
ら
、
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

だ
。
特
に
、
地
域
経
済
に
付
加
価
値
を
も

た
ら
す
よ
う
な
消
費
活
動
を
多
く
し
て
く

れ
る
顧
客
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

地
域
へ
の
貢
献
度
は
高
く
な
る
。

　そ
も
そ
も
、
観
光
と
は
、
実
施
者
に
と
っ

て
費
用
の
か
か
る
活
動
で
あ
る
。
そ
の
市
場

動
向
の
推
移
を
見
て
も
、
国
や
地
域
の
経
済

成
長
と
旅
行
・
観
光
市
場
の
成
長
は
連
動
し

て
い
る
。
現
在
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

叫
ば
れ
る
ほ
ど
に
市
場
が
拡
大
し
た
背
景
に
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活
動
が
な
く
て
も
成
立
し
て
い
る
「
地
域
の

生
業
」
に
、
観
光
活
動
と
い
う
付
加
価
値
を

付
与
し
て
い
る
。

　で
は
、
高
付
加
価
値
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
低

関
与
層
へ
リ
ー
チ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

　筆
者
は
、そ
う
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
に
よ
れ
ば
、

特
定
の
商
品
サ
ー
ビ
ス
に
最
初
に
関
心
を

寄
せ
る
の
は
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
（
革
新
者
）、

ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
（
初
期
採
用
者
）
と

呼
ば
れ
る
人
々
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
ア
ー

リ
ー
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
前
期
追
随
者
）、
レ

イ
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
後
期
追
随
者
）
と
関

心
を
寄
せ
る
人
々
は
増
え
て
い
く
と
さ
れ

る
か
ら
だ
。

　高
関
与
層
は
、
自
身
が
も
つ
探
究
心
に

よ
っ
て
新
し
い
商
品
サ
ー
ビ
ス
、
経
験
を
見

つ
け
出
し
、
体
験
す
る
人
々
で
あ
る
た
め
、

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
で
言
う
イ
ノ
ベ
ー

タ
ー
、
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
に
相
当
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
に
見
出

さ
れ
、
評
価
さ
れ
た
〝
経
験
〞
は
、
そ
の
後
、

低
関
与
層
を
含
む
、
よ
り
多
く
の
人
々
の
関

心
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。

　こ
れ
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
も
整
理
で
き
る
。
当
初
は
、
ご
く
わ

ず
か
な
人
々
に
評
価
さ
れ
る
存
在
だ
が
、
体

験
し
た
人
々
が
S
N
S
な
ど
で
、
情
報
を
再

発
信
し
て
い
く
こ
と
で
「
あ
そ
こ
に
行
け
ば
、

こ
う
い
う
体
験
が
で
き
る
」
と
い
う
共
通
理

解
が
広
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　こ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ス
テ
ッ
プ
を
う

ま
く
活
用
し
て
い
る
の
が
、
特
集
4
で
取
り

上
げ
たryu

go
n

だ
ろ
う
。ryu

go
n

は
、

雪
国
文
化
と
い
う
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
持

つ
が
、
客
室
数
も
多
く
、
シ
ー
ズ
ナ
リ
テ
ィ

も
あ
る
た
め
に
、
あ
る
特
定
の〝
経
験
〞に
絞

り
込
み
発
信
す
る
こ
と
が
難
し
い
。そ
こ
で
、

日
本
の
旅
館
や
小
規
模
ホ
テ
ル
に
特
化
し
た

T
H
E
 R
Y
O
K
A
N
 C
O
L
L
E
C
T
IO
N

に

加
盟
す
る
だ
け
で
な
く
、
エ
コ
ロ
ッ
ジ
ジ
ャ

パ
ンin

雪
国
、
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
関
連
す
る
外
部
ブ
ラ

ン
ド
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
、
自
身
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
活
用
し
て
い
る
。こ
れ
は
、

ブ
ラ
ン
ド
・
ア
ン
ブ
レ
ラ
戦
略
と
呼
ば
れ
る

取
り
組
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
顧

客
の
ト
ラ
ベ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
に
応
じ
た
懐
を

深
く
持
ち
つ
つ
、
核
と
な
る
価
値
を
、
自
身

（
地
域
）
で
創
り
出
し
て
い
る
こ
と
で
、
付

加
価
値
の
高
い
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

K
U
R
A
B
IT
O
S
T
A
Y

の
よ
う
に
、
小
さ

く
生
ん
で
、
大
き
く
育
て
て
い
く
手
法
も
あ

る
が
、
一
般
に
、
事
業
を
成
立
さ
せ
る
に
は
、

相
応
の
パ
イ
が
必
要
と
な
る
。ryu

go
n

の

取
り
組
み
は
、
地
域
で
高
い
付
加
価
値
を
形

成
し
つ
つ
、
低
関
与
層
の
関
心
も
集
め
る
こ

と
で
事
業
性
を
確
保
す
る
手
法
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。

　こ
こ
ま
で
整
理
し
て
き
た
よ
う
に
、
高
付

加
価
値
旅
行
者
と
い
う
の
は
、
旅
行
者
だ
け

で
成
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
側
に
高

付
加
価
値
の
商
品
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事

業
者
が
あ
っ
て
、
初
め
て
成
立
す
る
も
の
で

あ
る
。
資
力
の
あ
る
旅
行
者
が
、
単
な
る
高

額
消
費
者
で
終
わ
る
の
か
、
地
域
に
多
く
の

付
加
価
値
を
及
ぼ
す
旅
行
者
と
な
る
の
か

は
、
地
域
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
に

依
存
す
る
か
ら
だ
。

　単
価
を
上
げ
る
だ
け
な
ら
、
国
際
的
な
ハ

イ
ブ
ラ
ン
ド
の
ホ
テ
ル
や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を

誘
致
す
れ
ば
良
い
。
た
だ
、
そ
の
場
合
、
創

造
さ
れ
た
付
加
価
値
の
大
部
分
は
域
外
の
主

体
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
い
、
い
わ
ゆ
る
ザ
ル

経
済
と
い
う
状
況
が
形
成
さ
れ
る
だ
け
だ
と

い
う
こ
と
を
認
識
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　観
光
を
通
じ
て
、
持
続
的
な
地
域
づ
く
り

を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、見
か
け
上
の
消
費
額
、

単
価
で
は
な
く
、
実
際
に
、
地
域
に
残
る（
地

域
で
創
造
さ
れ
た
）
付
加
価
値
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
を
意
識
し
、
そ
う
し
た
取
り
組
み

を
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　ま
た
、特
集
2
で
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、

累
積
市
場
シ
ェ
ア

累積人口シェア（旅行者シェア）

10回以上

8・9回

6・7回

5回

4回

3回

2回

1回 0回

出典：旅行・観光消費動向調査2019第18表（観光庁）より

高い付加価値を得るとは、どういうことか視座
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も
、
21
世
紀
以
降
の
新
興
国
の
経
済
成
長
が

あ
る
。
衣
食
住
と
い
っ
た
基
本
的
な
生
活
を

実
現
で
き
る
だ
け
の
経
済
力
を
得
た
こ
と

で
、
人
々
は
観
光
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

わ
け
で
あ
る
。

　そ
の
た
め
、
当
然
な
が
ら
、
誰
で
も
が
観

光
を
楽
し
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。実
際
、

現
在
、
日
本
で
は
毎
年
1
回
以
上
、
宿
泊
を

伴
う
観
光
旅
行
を
実
施
し
て
い
る
人
は
、
国

民
の
半
数
で
し
か
な
い
。
か
つ
て
、
女
性
の

一
人
旅
が
忌
避
さ
れ
た
よ
う
な
、
観
光
を
実

施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
、
社
会
的
な
制
約
、

タ
ブ
ー
は
ほ
ぼ
無
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
国
民
の
半
数
し
か
宿
泊
観
光
旅
行
を
実

施
し
て
い
な
い
の
は
、
経
済
力
が
大
き
く
影

響
し
て
お
り
、
世
帯
年
収
で
5
0
0
万
円
程

度
が
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
な
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　つ
ま
り
、観
光
を
実
施
し
て
い
る
人
々
は
、

相
対
的
に
所
得
の
高
い
人
々
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　も
う
一
つ
、
観
光
活
動
は
、
サ
ー
ビ
ス
活

動
の
一
種
で
あ
る
た
め
、
実
際
に
経
験
を
し

な
い
と
そ
れ
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
理

解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
よ
う
に
購
入

し
使
用
し
た
後
で
初
め
て
品
質
を
評
価
で
き

る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
経
験
財
と
呼
ば
れ

る
。さ
ら
に
、観
光
の
場
合
、経
験
す
る
人（
観

光
客
）
の
経
験
値
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
評
価

が
大
き
く
異
な
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。

　観
光
は
、
日
常
生
活
と
は
違
う
。
自
宅
以

外
の
場
所
に
宿
泊
す
る
機
会
は
観
光
な
ら
で

は
だ
し
、
新
幹
線
や
航
空
機
に
日
常
的
に
乗

る
人
も
い
な
い
。
温
泉
や
、
グ
ル
メ
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
も
、
日
常
生
活
で
は
あ
ま
り
体
験
し

な
い
活
動
だ
ろ
う
。
住
ん
で
い
る
地
域
に

よ
っ
て
は
、
品
揃
え
の
多
い
商
業
施
設
で
の

買
い
物
も
同
様
で
あ
る
。

　つ
ま
り
、
観
光
活
動
の
中
で
経
験
す
る

こ
と
は
、
観
光
客
に
と
っ
て
、
そ
れ
ま
で

あ
ま
り
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
、
相
対
的

に
経
験
値
の
低
い
活
動
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
観
光
が
、
非
日
常
ま
た
は
異
日
常
を

求
め
て
行
う
活
動
だ
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ

は
当
然
の
こ
と
だ
。

　こ
れ
ま
で
あ
ま
り
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

こ
と
を
経
験
す
る
場
合
、人
は
ど
う
す
る
か
。

　緊
張
も
す
る
だ
ろ
う
し
、
失
敗
し
な
い
よ

う
に
リ
ス
ク
回
避
し
た
い
と
思
う
だ
ろ
う
。

特
に
、
観
光
の
よ
う
に
費
用
が
か
か
り
、
時

間
も
か
か
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
失
敗
で
き

な
い
経
済
行
為
と
な
り
、
そ
れ
を
実
行
す
る

際
に
は
強
い
高
揚
感
を
覚
え
る
。

　市
場
の
拡
大
期
と
は
、
経
験
値
の
低
い
人

た
ち
が
市
場
に
参
入
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
に
品
質
が
確

認
さ
れ
、
旅
行
会
社
な
ど
に
よ
っ
て
も
そ
の

内
容
が
担
保
さ
れ
た
コ
ト
を
、
皆
と
一
緒
に

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
式
に
体
験
し
、
ハ
メ
を
外

し
や
す
く
な
る
…
…
い
わ
ゆ
る
マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
展
開
さ
れ
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
だ

と
言
え
よ
う
。

　た
だ
、
5
年
、
10
年
と
観
光
活
動
を
反
復

的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、
経
験
値
は
高

ま
り
、
そ
の
人
に
と
っ
て
観
光
は
特
別
な
活

動
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
延
長
線
上
で
反

復
的
に
行
わ
れ
る
活
動
と
な
っ
て
い
く
。
そ

う
な
れ
ば
、
自
身
の
観
光
活
動
に
お
い
て
、

リ
ス
ク
を
認
知
し
、
一
定
の
リ
ス
ク
も
許

容
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
F
I
T

（Free Individual T
raveler

）
は
、
そ

う

し
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
生
み
出
し
た
も

の
で
あ
る
。

　こ
れ
が
、
時
間
経
過
と
と
も
に
、
観
光
行

動
が
団
体
か
ら
個
人
へ
変
わ
っ
て
い
く
理
由

で
あ
る
。

　経
験
値
が
上
が
る
こ
と
で
、
観
光
時
の
高

揚
感
は
調
整
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、
個
人

旅
行
化
に
よ
っ
て
、
旅
行
先
も
分
散
化
し
、

集
団
心
理
も
抑
制
さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　が
、
現
実
は
、
そ
う
シ
ン
プ
ル
で
は
な
い
。

　改
め
て
、先
の
図
1
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。

宿
泊
観
光
旅
行
を
年
1
回
以
上
、
実
施
し
て

い
る
の
は
国
民
の
半
数
で
あ
る
が
、
年
間
2

回
以
上
の
実
施
者
は
30
％
、
3
回
以
上
は

20
％
、
4
回
以
上
が
10
％
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
旅
行
し
て
い
る
人
た
ち
も
、
そ
の

実
施
回
数
は
人
に
よ
っ
て
、大
き
く
異
な
る
。

そ
の
た
め
、
例
え
ば
、
同
じ
20
歳
で
あ
っ
て
、

年
4
回
以
上
、
旅
行
す
る
人
と
、
数
年
に
1

回
程
度
し
か
旅
行
に
行
か
な
い
人
で
は
、
30

歳
に
な
っ
た
時
の
観
光
経
験
値
は
大
き
く
異

な
る
こ
と
に
な
る
。

　つ
ま
り
、
時
間
経
過
と
と
も
に
、
市
場
に

い
る
人
々
の
経
験
値
に
は
大
き
な
差
が
生
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　こ
れ
は
同
時
に
、
観
光
活
動
が
多
様
化
し

て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
経
験
値
が

上
が
っ
て
い
く
こ
と
で
、
人
々
は
様
々
な
体

験
を
行
い
、
自
分
の
嗜
好
に
あ
っ
た
活
動
を

新
た
に
創
造
し
、
観
光
活
動
は
分
岐
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　こ
う
し
た
観
光
活
動
の
多
様
化
、分
岐
は
、

◯
◯
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
様
々
な
「
形
容

詞
観
光
」で
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

昨
今
は
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目
を
集

め
て
い
る
が
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
や
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組

ん
で
い
る
地
域
も
多
い
。
こ
れ
ら
形
容
詞

観
光
に
含
ま
れ
る
要
素
は
、
無
印
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
、
特
定

の
嗜
好
に
合
わ
せ
て
切
り
出
さ
れ
、
編
集
、

演
出
さ
れ
た
観
光
活
動
の
一
形
態
だ
。
当
然

に
、
魅
力
を
感
じ
る
顧
客
は
限
定
さ
れ
る
た

め
、
特
定
の
顧
客
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

展
開
と
な
る
。

　つ
ま
り
、
ど
の
形
容
詞
観
光
に
取
り
組
む

の
か
と
い
う
課
題
は
、
同
時
に
、
ど
う
い
っ

た
顧
客
を
地
域
に
招
き
た
い
の
か
と
い
う
課

題
と
セ
ッ
ト
と
な
る
。

　さ
て
、
こ
う
し
た
市
場
構
造
に
お
い
て
、

地
域
経
済
へ
の
貢
献
度
の
高
い
「
高
付
加
価

値
の
顧
客
を
狙
う
」
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の

よ
う
に
整
理
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　ま
ず
、改
め
て
認
識
し
て
お
き
た
い
の
は
、

必
ず
し
も
富
裕
層
＝
高
付
加
価
値
層
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
観
光
活
動

へ
の
支
出
額
は
、
所
得
額
（
資
産
額
）
に
概

ね
比
例
す
る
の
で
、
富
裕
層
ほ
ど
、
観
光
消

費
の
額
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
肯
定

す
べ
き
事
実
で
あ
る
。

　が
、富
裕
層
が
行
う
高
額
な
観
光
消
費
が
、

そ
の
ま
ま
、
地
域
に
高
い
付
加
価
値
を
及
ぼ

す
わ
け
で
は
な
い
。
地
域
に
生
じ
る
付
加
価

値
と
い
う
の
は
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
に
地
域

内
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
新
た
に
付
与
さ
れ

た
独
自
の
価
値
で
あ
る
。
例
え
ば
、
地
域
の

レ
ス
ト
ラ
ン
に
、
10
万
円
の
コ
ー
ス
・
デ
ィ

ナ
ー
が
あ
っ
た
と
す
る
。
た
だ
、
同
じ
10
万

円
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
や
、
域
外
の
ブ

ラ
ン
ド
牛
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
デ
ィ

ナ
ー
と
、
地
元
の
お
酒
、
食
材
を
ア
レ
ン
ジ

し
コ
ー
ス
に
仕
立
て
た
デ
ィ
ナ
ー
で
は
、
付

加
価
値
は
全
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
前
者

の
デ
ィ
ナ
ー
で
あ
れ
ば
、
そ
の
付
加
価
値
は

域
外
の
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
ド
牛
に

帰
属
す
る
か
ら
だ
。

　つ
ま
り
、
地
域
に
高
い
付
加
価
値
を
も
た

ら
す
消
費
と
い
う
の
は
、
価
値
形
成
に
「
地

域
」
が
関
与
し
た
商
品
サ
ー
ビ
ス
だ
と
い
う

こ
と
だ
。

　た
だ
、こ
こ
で
現
実
的
な
問
題
が
生
じ
る
。

価
格
は
、
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
や

す
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　例
え
ば
、
物
理
的
に
同
じ
し
つ
ら
え
の
ホ

テ
ル
で
あ
っ
て
も
、
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド

（
例
：
山
田
ホ
テ
ル
）
で
展
開
す
る
の
と
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
（
例
：
マ

リ
オ
ッ
ト
）
で
展
開
す
る
の
で
は
、
販
売
価

格
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
。こ
れ
は
、

著
名
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
信
頼
性
、
知
覚
価

値
が
確
立
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　結
果
、先
に
あ
げ
た
デ
ィ
ナ
ー
で
言
え
ば
、

フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
な
ど
を
用
い
た
デ
ィ
ナ
ー

は
10
万
円
で
売
れ
る
が
、
地
元
食
材
で
ア
レ

ン
ジ
し
た
デ
ィ
ナ
ー
は
5
万
円
で
な
い
と
売

れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
生
じ
る
。
仮
に
、
前

者
の
付
加
価
値
率
が
30
％
、
後
者
が
50
％
だ

と
し
た
ら
、
前
者
の
方
が
結
果
的
に
残
る
付

加
価
値
は
高
く
な
る
。

　こ
こ
で
鍵
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
特
集
1

で
整
理
し
た
「
消
費
者
関
与
」
の
概
念
で
あ

る
。
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
（
＝
広
く
知
ら
れ

た
存
在
で
は
な
い
）
だ
が
、
地
域
で
付
加
価

値
が
創
造
さ
れ
て
い
る
商
品
サ
ー
ビ
ス
に
関

心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
々
は
、
観
光
活
動
に

つ
い
て
「
高
関
与
（
能
動
的
）」
な
人
々
と
い

う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　特
集
4
で
取
り
上
げ
たK
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は
、
日
本
酒
づ
く
り
に
蔵
人
の
よ

う
に
取
り
組
む
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

が
、
起
業
時
に
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
賛
同

し
た
人
は
ご
く
わ
ず
か
だ
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
デ
ザ
イ
ン
や
ス
ト
ー
リ
ー
、
そ
し
て

価
格
設
定
を
、
と
こ
と
ん
突
き
詰
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
高
関
与
志
向
を
持
つ
一
部
の

人
々
に
、深
く
刺
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

T
ale
N
avi

は
自
身
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を

創
造
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
高
関
与

志
向
を
持
つ
人
々
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と

な
り
、
奈
良
地
域
と
つ
な
ぐ
こ
と
で
事
業
を

成
立
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
観
光

地
域
で
付
加
価
値
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、よ
り
良
質
な
、

地
域
コ
ン
シ
ャ
ス
な
人
々
を
呼
び
寄
せ
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。
こ
れ
は
、
地
域
に
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
生
み
出
し
て
い
く

土
壌
と
な
り
得
る
。
実
際
、
米
国
コ
ロ
ラ
ド

州
の
ベ
イ
ル
・
タ
ウ
ン
は
、
北
米
有
数
の
ス

キ
ー
場
を
持
つ
自
治
体
で
あ
る
が
、
そ
の
雄

大
な
自
然
環
境
、
生
活
に
惚
れ
込
ん
だ
人
々

が
移
り
住
み
、
彼
ら
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
与

す
る
こ
と
で
、
北
米
に
お
け
る
環
境
対
策
の

先
進
地
と
も
な
っ
て
き
て
い
る
。

　地
域
で
付
加
価
値
を
創
造
す
る
と
い
う
の

は
、
地
域
の
本
質
的
な
魅
力
を
高
め
る
こ
と

で
も
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
単
な
る
消
費

者
で
は
な
く
、地
域
の
フ
ァ
ン
、サ
ポ
ー
タ
ー

と
な
る
よ
う
な
人
々
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

も
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　一
方
で
、
地
域
の
魅
力
が
高
ま
る
ほ
ど
、

そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
み
た
人
々
を

呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
に
注
意
が
必

要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
々
は
、
前
述
し
た

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
段
階

に
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。ゼ
ロ
か
ら
、

付
加
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
は
難
易
度
の
高

い
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
を

コ
ピ
ー
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
た
め
、
類

似
の
取
り
組
み
が
地
域
内
外
に
氾
濫
す
る
こ

と
が
多
い
。
模
倣
品
は
模
倣
品
で
し
か
な
い

が
、低
関
与
層
に
は
識
別
が
で
き
な
い
た
め
、

市
場
の
混
乱
を
招
く
こ
と
に
も
な
る
。

　ま
た
、
魅
力
上
昇
に
と
も
な
う
価
格
上
昇

は
、
資
力
の
低
い
人
た
ち
が
排
除
さ
れ
る
と

い
う
側
面
も
持
つ
。
国
際
的
に
、
経
済
格
差

が
拡
大
す
る
中
で
の
円
安
傾
向
も
あ
り
、
日

本
地
域
へ
の
投
資
は
進
み
や
す
い
状
況
に
あ

る
。
投
資
が
進
む
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
価
格

だ
け
で
な
く
、
不
動
産
価
格
も
上
昇
し
、
そ

れ
ま
で
地
域
に
居
住
し
て
い
た
人
々
の
居
住

継
続
が
困
難
と
な
る
事
例
が
出
て
き
て
い

る
。
こ
れ
は
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
あ
り
、
も
と
も
と
は

都
市
部
で
生
じ
て
い
た
現
象
で
あ
る
が
、
一

部
、
観
光
地
で
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　地
域
の
魅
力
が
上
が
っ
た
結
果
、
そ
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
人
々
が
排
除
さ
れ
て
し
ま

う
と
い
う
の
は
、
本
末
転
倒
で
あ
ろ
う
。

　こ
れ
を
避
け
る
に
は
、
付
加
価
値
を
地
域

内
で
創
造
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
循
環

さ
せ
、
地
域
全
体
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
な
る

資
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

必
要
に
応
じ
て
、
新
規
開
発
の
抑
制
、
公
的

な
住
環
境
の
提
供
な
ど
、
行
政
的
な
規
制
や

支
援
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
に
「
高
い
付
加
価
値
を
得
る
」

こ
と
は
、
観
光
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
ゴ
ー

ル
で
は
な
い
。
観
光
地
域
づ
く
り
は
、
多
数

の
変
数
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
あ
る
特
定

の
変
数
が
変
化
す
る
こ
と
で
、
波
及
的
に
他

の
変
数
も
変
化
し
て
い
く
と
い
う
特
性
を

も
っ
て
い
る
。
地
域
の
持
続
的
な
振
興
の
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
、

ど
の
よ
う
な
人
々
に
来
訪
し
て
も
ら
い
、
そ

こ
か
ら
何
を
得
て
、
次
に
つ
な
げ
て
い
く
の

か
、
常
に
俯
瞰
的
、
時
間
的
な
視
点
を
も
っ

て
、
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　2
0
0
7
年
1
月
に
施
行
さ
れ
た
「
観
光

立
国
推
進
基
本
法
」
の
前
文
に
お
い
て
、
観

光
の
意
義
、
効
果
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。「
観
光
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
、
雇
用
の
機
会
の
増
大
等
国
民
経
済

の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
わ
た
り
そ
の
発
展
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
健
康
の
増
進
、
潤
い
の

あ
る
豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造
等
を
通
じ
て

国
民
生
活
の
安
定
向
上
に
貢
献
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
国
際
相
互
理
解
を
増
進

す
る
も
の
で
あ
る
。」

　す
な
わ
ち
、
国
と
し
て
観
光
に
求
め
る
も

の
は
、
経
済
振
興
、
国
民
の
ク
オ
リ
テ
ィ
・

オ
ブ
・
ラ
イ
フ
、
そ
し
て
、
国
際
関
係
良
好

化
の
三
つ
と
な
る
。

　こ
の
う
ち
経
済
振
興
に
つ
い
て
は
、国
内
・

訪
日
・
海
外
を
含
め
た
旅
行
・
観
光
消
費
額

は
、
2
0
1
5
年
25
・
5
兆
円
、
2
0
1
9

年
27
・
9
兆
円
ま
で
伸
張
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
、
2
0
2
3
年
時

点
で
29
・
5
兆
円
と
な
っ
て
い
る
。

　消
費
額
は
、
人
数
×
単
価
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
。
人
数
が
増
え
る
こ
と
で
、
消
費
額

は
増
大
し
て
い
く
が
、
単
純
な
量
の
増
加
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
大
き
な
負
荷
を
か
け

る
こ
と
に
な
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

呼
ば
れ
る
現
象
が
そ
れ
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、

観
光
は
実
施
す
る
人
々
に
と
っ
て
、
自
身
の

ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
を
高
め
る
行

動
で
あ
る
一
方
で
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
側

の
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
自
身
の
ク
オ

リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
の
低
下
に
つ
な
が

る
リ
ス
ク
を
も
っ
て
い
る
。

　一
方
で
、
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
が
国
際
的

に
進
む
中
で
、
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
我

が
国
に
お
い
て
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
我
々

が
生
み
出
す
各
種
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
付

加
価
値
を
つ
け
、
経
済
価
値
へ
と
転
換
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。「
観
光
」
は
、

そ
う
し
た
取
り
組
み
に
お
い
て
象
徴
的
な
存

在
で
あ
る
。

　す
な
わ
ち
、
我
が
国
に
お
い
て
観
光
は
、

国
お
よ
び
地
域
の
振
興
に
重
要
な
意
味
を
持

つ
一
方
で
、人
数
増
に
過
度
に
頼
る
こ
と
は
、

む
し
ろ
地
域
を
弱
め
る
と
い
う
相
反
性
を
有

し
て
い
る
。

　こ
の
相
反
性
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
、

観
光
を
地
域
振
興
の
手
段
と
し
て
活
用
し
て

い
く
こ
と
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

　そ
の
一
つ
の
方
策
が
、
人
数
で
は
な
く
、

単
価
に
注
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。
人
数
を

変
え
な
く
て
も
（
増
や
さ
な
く
て
も
）
単
価

を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
消
費

額
は
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。
人
数
を
抑

え
つ
つ
、
消
費
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
訪
問
先
と
な
る
地
域
へ
の
負
荷
を

抑
え
な
が
ら
、
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

だ
。
特
に
、
地
域
経
済
に
付
加
価
値
を
も

た
ら
す
よ
う
な
消
費
活
動
を
多
く
し
て
く

れ
る
顧
客
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

地
域
へ
の
貢
献
度
は
高
く
な
る
。

　そ
も
そ
も
、
観
光
と
は
、
実
施
者
に
と
っ

て
費
用
の
か
か
る
活
動
で
あ
る
。
そ
の
市
場

動
向
の
推
移
を
見
て
も
、
国
や
地
域
の
経
済

成
長
と
旅
行
・
観
光
市
場
の
成
長
は
連
動
し

て
い
る
。
現
在
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

叫
ば
れ
る
ほ
ど
に
市
場
が
拡
大
し
た
背
景
に
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活
動
が
な
く
て
も
成
立
し
て
い
る
「
地
域
の

生
業
」
に
、
観
光
活
動
と
い
う
付
加
価
値
を

付
与
し
て
い
る
。

　で
は
、
高
付
加
価
値
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
低

関
与
層
へ
リ
ー
チ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

　筆
者
は
、そ
う
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
に
よ
れ
ば
、

特
定
の
商
品
サ
ー
ビ
ス
に
最
初
に
関
心
を

寄
せ
る
の
は
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
（
革
新
者
）、

ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
（
初
期
採
用
者
）
と

呼
ば
れ
る
人
々
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
ア
ー

リ
ー
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
前
期
追
随
者
）、
レ

イ
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
後
期
追
随
者
）
と
関

心
を
寄
せ
る
人
々
は
増
え
て
い
く
と
さ
れ

る
か
ら
だ
。

　高
関
与
層
は
、
自
身
が
も
つ
探
究
心
に

よ
っ
て
新
し
い
商
品
サ
ー
ビ
ス
、
経
験
を
見

つ
け
出
し
、
体
験
す
る
人
々
で
あ
る
た
め
、

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
で
言
う
イ
ノ
ベ
ー

タ
ー
、
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
に
相
当
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
に
見
出

さ
れ
、
評
価
さ
れ
た
〝
経
験
〞
は
、
そ
の
後
、

低
関
与
層
を
含
む
、
よ
り
多
く
の
人
々
の
関

心
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。

　こ
れ
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
も
整
理
で
き
る
。
当
初
は
、
ご
く
わ

ず
か
な
人
々
に
評
価
さ
れ
る
存
在
だ
が
、
体

験
し
た
人
々
が
S
N
S
な
ど
で
、
情
報
を
再

発
信
し
て
い
く
こ
と
で
「
あ
そ
こ
に
行
け
ば
、

こ
う
い
う
体
験
が
で
き
る
」
と
い
う
共
通
理

解
が
広
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　こ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ス
テ
ッ
プ
を
う

ま
く
活
用
し
て
い
る
の
が
、
特
集
4
で
取
り

上
げ
たryu

go
n

だ
ろ
う
。ryu

go
n

は
、

雪
国
文
化
と
い
う
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
持

つ
が
、
客
室
数
も
多
く
、
シ
ー
ズ
ナ
リ
テ
ィ

も
あ
る
た
め
に
、
あ
る
特
定
の〝
経
験
〞に
絞

り
込
み
発
信
す
る
こ
と
が
難
し
い
。そ
こ
で
、

日
本
の
旅
館
や
小
規
模
ホ
テ
ル
に
特
化
し
た

T
H
E
 R
Y
O
K
A
N
 C
O
L
L
E
C
T
IO
N

に

加
盟
す
る
だ
け
で
な
く
、
エ
コ
ロ
ッ
ジ
ジ
ャ

パ
ンin

雪
国
、
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
関
連
す
る
外
部
ブ
ラ

ン
ド
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
、
自
身
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
活
用
し
て
い
る
。こ
れ
は
、

ブ
ラ
ン
ド
・
ア
ン
ブ
レ
ラ
戦
略
と
呼
ば
れ
る

取
り
組
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
顧

客
の
ト
ラ
ベ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
に
応
じ
た
懐
を

深
く
持
ち
つ
つ
、
核
と
な
る
価
値
を
、
自
身

（
地
域
）
で
創
り
出
し
て
い
る
こ
と
で
、
付

加
価
値
の
高
い
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

K
U
R
A
B
IT
O
S
T
A
Y

の
よ
う
に
、
小
さ

く
生
ん
で
、
大
き
く
育
て
て
い
く
手
法
も
あ

る
が
、
一
般
に
、
事
業
を
成
立
さ
せ
る
に
は
、

相
応
の
パ
イ
が
必
要
と
な
る
。ryu

go
n

の

取
り
組
み
は
、
地
域
で
高
い
付
加
価
値
を
形

成
し
つ
つ
、
低
関
与
層
の
関
心
も
集
め
る
こ

と
で
事
業
性
を
確
保
す
る
手
法
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。

　こ
こ
ま
で
整
理
し
て
き
た
よ
う
に
、
高
付

加
価
値
旅
行
者
と
い
う
の
は
、
旅
行
者
だ
け

で
成
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
側
に
高

付
加
価
値
の
商
品
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事

業
者
が
あ
っ
て
、
初
め
て
成
立
す
る
も
の
で

あ
る
。
資
力
の
あ
る
旅
行
者
が
、
単
な
る
高

額
消
費
者
で
終
わ
る
の
か
、
地
域
に
多
く
の

付
加
価
値
を
及
ぼ
す
旅
行
者
と
な
る
の
か

は
、
地
域
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
に

依
存
す
る
か
ら
だ
。

　単
価
を
上
げ
る
だ
け
な
ら
、
国
際
的
な
ハ

イ
ブ
ラ
ン
ド
の
ホ
テ
ル
や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を

誘
致
す
れ
ば
良
い
。
た
だ
、
そ
の
場
合
、
創

造
さ
れ
た
付
加
価
値
の
大
部
分
は
域
外
の
主

体
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
い
、
い
わ
ゆ
る
ザ
ル

経
済
と
い
う
状
況
が
形
成
さ
れ
る
だ
け
だ
と

い
う
こ
と
を
認
識
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　観
光
を
通
じ
て
、
持
続
的
な
地
域
づ
く
り

を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、見
か
け
上
の
消
費
額
、

単
価
で
は
な
く
、
実
際
に
、
地
域
に
残
る（
地

域
で
創
造
さ
れ
た
）
付
加
価
値
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
を
意
識
し
、
そ
う
し
た
取
り
組
み

を
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　ま
た
、特
集
2
で
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、

累
積
市
場
シ
ェ
ア

累積人口シェア（旅行者シェア）

10回以上

8・9回

6・7回

5回

4回

3回

2回

1回 0回

出典：旅行・観光消費動向調査2019第18表（観光庁）より

高い付加価値を得るとは、どういうことか視座
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も
、
21
世
紀
以
降
の
新
興
国
の
経
済
成
長
が

あ
る
。
衣
食
住
と
い
っ
た
基
本
的
な
生
活
を

実
現
で
き
る
だ
け
の
経
済
力
を
得
た
こ
と

で
、
人
々
は
観
光
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

わ
け
で
あ
る
。

　そ
の
た
め
、
当
然
な
が
ら
、
誰
で
も
が
観

光
を
楽
し
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。実
際
、

現
在
、
日
本
で
は
毎
年
1
回
以
上
、
宿
泊
を

伴
う
観
光
旅
行
を
実
施
し
て
い
る
人
は
、
国

民
の
半
数
で
し
か
な
い
。
か
つ
て
、
女
性
の

一
人
旅
が
忌
避
さ
れ
た
よ
う
な
、
観
光
を
実

施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
、
社
会
的
な
制
約
、

タ
ブ
ー
は
ほ
ぼ
無
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
国
民
の
半
数
し
か
宿
泊
観
光
旅
行
を
実

施
し
て
い
な
い
の
は
、
経
済
力
が
大
き
く
影

響
し
て
お
り
、
世
帯
年
収
で
5
0
0
万
円
程

度
が
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
な
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　つ
ま
り
、観
光
を
実
施
し
て
い
る
人
々
は
、

相
対
的
に
所
得
の
高
い
人
々
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　も
う
一
つ
、
観
光
活
動
は
、
サ
ー
ビ
ス
活

動
の
一
種
で
あ
る
た
め
、
実
際
に
経
験
を
し

な
い
と
そ
れ
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
理

解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
よ
う
に
購
入

し
使
用
し
た
後
で
初
め
て
品
質
を
評
価
で
き

る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
経
験
財
と
呼
ば
れ

る
。さ
ら
に
、観
光
の
場
合
、経
験
す
る
人（
観

光
客
）
の
経
験
値
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
評
価

が
大
き
く
異
な
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。

　観
光
は
、
日
常
生
活
と
は
違
う
。
自
宅
以

外
の
場
所
に
宿
泊
す
る
機
会
は
観
光
な
ら
で

は
だ
し
、
新
幹
線
や
航
空
機
に
日
常
的
に
乗

る
人
も
い
な
い
。
温
泉
や
、
グ
ル
メ
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
も
、
日
常
生
活
で
は
あ
ま
り
体
験
し

な
い
活
動
だ
ろ
う
。
住
ん
で
い
る
地
域
に

よ
っ
て
は
、
品
揃
え
の
多
い
商
業
施
設
で
の

買
い
物
も
同
様
で
あ
る
。

　つ
ま
り
、
観
光
活
動
の
中
で
経
験
す
る

こ
と
は
、
観
光
客
に
と
っ
て
、
そ
れ
ま
で

あ
ま
り
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
、
相
対
的

に
経
験
値
の
低
い
活
動
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
観
光
が
、
非
日
常
ま
た
は
異
日
常
を

求
め
て
行
う
活
動
だ
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ

は
当
然
の
こ
と
だ
。

　こ
れ
ま
で
あ
ま
り
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

こ
と
を
経
験
す
る
場
合
、人
は
ど
う
す
る
か
。

　緊
張
も
す
る
だ
ろ
う
し
、
失
敗
し
な
い
よ

う
に
リ
ス
ク
回
避
し
た
い
と
思
う
だ
ろ
う
。

特
に
、
観
光
の
よ
う
に
費
用
が
か
か
り
、
時

間
も
か
か
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
失
敗
で
き

な
い
経
済
行
為
と
な
り
、
そ
れ
を
実
行
す
る

際
に
は
強
い
高
揚
感
を
覚
え
る
。

　市
場
の
拡
大
期
と
は
、
経
験
値
の
低
い
人

た
ち
が
市
場
に
参
入
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
に
品
質
が
確

認
さ
れ
、
旅
行
会
社
な
ど
に
よ
っ
て
も
そ
の

内
容
が
担
保
さ
れ
た
コ
ト
を
、
皆
と
一
緒
に

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
式
に
体
験
し
、
ハ
メ
を
外

し
や
す
く
な
る
…
…
い
わ
ゆ
る
マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
展
開
さ
れ
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
だ

と
言
え
よ
う
。

　た
だ
、
5
年
、
10
年
と
観
光
活
動
を
反
復

的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、
経
験
値
は
高

ま
り
、
そ
の
人
に
と
っ
て
観
光
は
特
別
な
活

動
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
延
長
線
上
で
反

復
的
に
行
わ
れ
る
活
動
と
な
っ
て
い
く
。
そ

う
な
れ
ば
、
自
身
の
観
光
活
動
に
お
い
て
、

リ
ス
ク
を
認
知
し
、
一
定
の
リ
ス
ク
も
許

容
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
F
I
T

（Free Individual T
raveler

）
は
、
そ

う

し
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
生
み
出
し
た
も

の
で
あ
る
。

　こ
れ
が
、
時
間
経
過
と
と
も
に
、
観
光
行

動
が
団
体
か
ら
個
人
へ
変
わ
っ
て
い
く
理
由

で
あ
る
。

　経
験
値
が
上
が
る
こ
と
で
、
観
光
時
の
高

揚
感
は
調
整
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、
個
人

旅
行
化
に
よ
っ
て
、
旅
行
先
も
分
散
化
し
、

集
団
心
理
も
抑
制
さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　が
、
現
実
は
、
そ
う
シ
ン
プ
ル
で
は
な
い
。

　改
め
て
、先
の
図
1
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。

宿
泊
観
光
旅
行
を
年
1
回
以
上
、
実
施
し
て

い
る
の
は
国
民
の
半
数
で
あ
る
が
、
年
間
2

回
以
上
の
実
施
者
は
30
％
、
3
回
以
上
は

20
％
、
4
回
以
上
が
10
％
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
旅
行
し
て
い
る
人
た
ち
も
、
そ
の

実
施
回
数
は
人
に
よ
っ
て
、大
き
く
異
な
る
。

そ
の
た
め
、
例
え
ば
、
同
じ
20
歳
で
あ
っ
て
、

年
4
回
以
上
、
旅
行
す
る
人
と
、
数
年
に
1

回
程
度
し
か
旅
行
に
行
か
な
い
人
で
は
、
30

歳
に
な
っ
た
時
の
観
光
経
験
値
は
大
き
く
異

な
る
こ
と
に
な
る
。

　つ
ま
り
、
時
間
経
過
と
と
も
に
、
市
場
に

い
る
人
々
の
経
験
値
に
は
大
き
な
差
が
生
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　こ
れ
は
同
時
に
、
観
光
活
動
が
多
様
化
し

て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
経
験
値
が

上
が
っ
て
い
く
こ
と
で
、
人
々
は
様
々
な
体

験
を
行
い
、
自
分
の
嗜
好
に
あ
っ
た
活
動
を

新
た
に
創
造
し
、
観
光
活
動
は
分
岐
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　こ
う
し
た
観
光
活
動
の
多
様
化
、分
岐
は
、

◯
◯
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
様
々
な
「
形
容

詞
観
光
」で
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

昨
今
は
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目
を
集

め
て
い
る
が
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
や
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組

ん
で
い
る
地
域
も
多
い
。
こ
れ
ら
形
容
詞

観
光
に
含
ま
れ
る
要
素
は
、
無
印
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
、
特
定

の
嗜
好
に
合
わ
せ
て
切
り
出
さ
れ
、
編
集
、

演
出
さ
れ
た
観
光
活
動
の
一
形
態
だ
。
当
然

に
、
魅
力
を
感
じ
る
顧
客
は
限
定
さ
れ
る
た

め
、
特
定
の
顧
客
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

展
開
と
な
る
。

　つ
ま
り
、
ど
の
形
容
詞
観
光
に
取
り
組
む

の
か
と
い
う
課
題
は
、
同
時
に
、
ど
う
い
っ

た
顧
客
を
地
域
に
招
き
た
い
の
か
と
い
う
課

題
と
セ
ッ
ト
と
な
る
。

　さ
て
、
こ
う
し
た
市
場
構
造
に
お
い
て
、

地
域
経
済
へ
の
貢
献
度
の
高
い
「
高
付
加
価

値
の
顧
客
を
狙
う
」
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の

よ
う
に
整
理
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　ま
ず
、改
め
て
認
識
し
て
お
き
た
い
の
は
、

必
ず
し
も
富
裕
層
＝
高
付
加
価
値
層
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
観
光
活
動

へ
の
支
出
額
は
、
所
得
額
（
資
産
額
）
に
概

ね
比
例
す
る
の
で
、
富
裕
層
ほ
ど
、
観
光
消

費
の
額
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
肯
定

す
べ
き
事
実
で
あ
る
。

　が
、富
裕
層
が
行
う
高
額
な
観
光
消
費
が
、

そ
の
ま
ま
、
地
域
に
高
い
付
加
価
値
を
及
ぼ

す
わ
け
で
は
な
い
。
地
域
に
生
じ
る
付
加
価

値
と
い
う
の
は
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
に
地
域

内
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
新
た
に
付
与
さ
れ

た
独
自
の
価
値
で
あ
る
。
例
え
ば
、
地
域
の

レ
ス
ト
ラ
ン
に
、
10
万
円
の
コ
ー
ス
・
デ
ィ

ナ
ー
が
あ
っ
た
と
す
る
。
た
だ
、
同
じ
10
万

円
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
や
、
域
外
の
ブ

ラ
ン
ド
牛
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
デ
ィ

ナ
ー
と
、
地
元
の
お
酒
、
食
材
を
ア
レ
ン
ジ

し
コ
ー
ス
に
仕
立
て
た
デ
ィ
ナ
ー
で
は
、
付

加
価
値
は
全
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
前
者

の
デ
ィ
ナ
ー
で
あ
れ
ば
、
そ
の
付
加
価
値
は

域
外
の
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
ド
牛
に

帰
属
す
る
か
ら
だ
。

　つ
ま
り
、
地
域
に
高
い
付
加
価
値
を
も
た

ら
す
消
費
と
い
う
の
は
、
価
値
形
成
に
「
地

域
」
が
関
与
し
た
商
品
サ
ー
ビ
ス
だ
と
い
う

こ
と
だ
。

　た
だ
、こ
こ
で
現
実
的
な
問
題
が
生
じ
る
。

価
格
は
、
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
や

す
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　例
え
ば
、
物
理
的
に
同
じ
し
つ
ら
え
の
ホ

テ
ル
で
あ
っ
て
も
、
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド

（
例
：
山
田
ホ
テ
ル
）
で
展
開
す
る
の
と
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
（
例
：
マ

リ
オ
ッ
ト
）
で
展
開
す
る
の
で
は
、
販
売
価

格
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
。こ
れ
は
、

著
名
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
信
頼
性
、
知
覚
価

値
が
確
立
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　結
果
、先
に
あ
げ
た
デ
ィ
ナ
ー
で
言
え
ば
、

フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
な
ど
を
用
い
た
デ
ィ
ナ
ー

は
10
万
円
で
売
れ
る
が
、
地
元
食
材
で
ア
レ

ン
ジ
し
た
デ
ィ
ナ
ー
は
5
万
円
で
な
い
と
売

れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
生
じ
る
。
仮
に
、
前

者
の
付
加
価
値
率
が
30
％
、
後
者
が
50
％
だ

と
し
た
ら
、
前
者
の
方
が
結
果
的
に
残
る
付

加
価
値
は
高
く
な
る
。

　こ
こ
で
鍵
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
特
集
1

で
整
理
し
た
「
消
費
者
関
与
」
の
概
念
で
あ

る
。
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
（
＝
広
く
知
ら
れ

た
存
在
で
は
な
い
）
だ
が
、
地
域
で
付
加
価

値
が
創
造
さ
れ
て
い
る
商
品
サ
ー
ビ
ス
に
関

心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
々
は
、
観
光
活
動
に

つ
い
て
「
高
関
与
（
能
動
的
）」
な
人
々
と
い

う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　特
集
4
で
取
り
上
げ
たK

U
R
A
B
IT
O

S
T
A
Y

は
、
日
本
酒
づ
く
り
に
蔵
人
の
よ

う
に
取
り
組
む
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

が
、
起
業
時
に
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
賛
同

し
た
人
は
ご
く
わ
ず
か
だ
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
デ
ザ
イ
ン
や
ス
ト
ー
リ
ー
、
そ
し
て

価
格
設
定
を
、
と
こ
と
ん
突
き
詰
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
高
関
与
志
向
を
持
つ
一
部
の

人
々
に
、深
く
刺
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

T
ale
N
avi

は
自
身
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を

創
造
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
高
関
与

志
向
を
持
つ
人
々
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と

な
り
、
奈
良
地
域
と
つ
な
ぐ
こ
と
で
事
業
を

成
立
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
観
光

地
域
で
付
加
価
値
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、よ
り
良
質
な
、

地
域
コ
ン
シ
ャ
ス
な
人
々
を
呼
び
寄
せ
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。
こ
れ
は
、
地
域
に
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
生
み
出
し
て
い
く

土
壌
と
な
り
得
る
。
実
際
、
米
国
コ
ロ
ラ
ド

州
の
ベ
イ
ル
・
タ
ウ
ン
は
、
北
米
有
数
の
ス

キ
ー
場
を
持
つ
自
治
体
で
あ
る
が
、
そ
の
雄

大
な
自
然
環
境
、
生
活
に
惚
れ
込
ん
だ
人
々

が
移
り
住
み
、
彼
ら
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
与

す
る
こ
と
で
、
北
米
に
お
け
る
環
境
対
策
の

先
進
地
と
も
な
っ
て
き
て
い
る
。

　地
域
で
付
加
価
値
を
創
造
す
る
と
い
う
の

は
、
地
域
の
本
質
的
な
魅
力
を
高
め
る
こ
と

で
も
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
単
な
る
消
費

者
で
は
な
く
、地
域
の
フ
ァ
ン
、サ
ポ
ー
タ
ー

と
な
る
よ
う
な
人
々
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

も
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　一
方
で
、
地
域
の
魅
力
が
高
ま
る
ほ
ど
、

そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
み
た
人
々
を

呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
に
注
意
が
必

要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
々
は
、
前
述
し
た

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
段
階

に
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。ゼ
ロ
か
ら
、

付
加
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
は
難
易
度
の
高

い
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
を

コ
ピ
ー
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
た
め
、
類

似
の
取
り
組
み
が
地
域
内
外
に
氾
濫
す
る
こ

と
が
多
い
。
模
倣
品
は
模
倣
品
で
し
か
な
い

が
、低
関
与
層
に
は
識
別
が
で
き
な
い
た
め
、

市
場
の
混
乱
を
招
く
こ
と
に
も
な
る
。

　ま
た
、
魅
力
上
昇
に
と
も
な
う
価
格
上
昇

は
、
資
力
の
低
い
人
た
ち
が
排
除
さ
れ
る
と

い
う
側
面
も
持
つ
。
国
際
的
に
、
経
済
格
差

が
拡
大
す
る
中
で
の
円
安
傾
向
も
あ
り
、
日

本
地
域
へ
の
投
資
は
進
み
や
す
い
状
況
に
あ

る
。
投
資
が
進
む
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
価
格

だ
け
で
な
く
、
不
動
産
価
格
も
上
昇
し
、
そ

れ
ま
で
地
域
に
居
住
し
て
い
た
人
々
の
居
住

継
続
が
困
難
と
な
る
事
例
が
出
て
き
て
い

る
。
こ
れ
は
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
あ
り
、
も
と
も
と
は

都
市
部
で
生
じ
て
い
た
現
象
で
あ
る
が
、
一

部
、
観
光
地
で
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　地
域
の
魅
力
が
上
が
っ
た
結
果
、
そ
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
人
々
が
排
除
さ
れ
て
し
ま

う
と
い
う
の
は
、
本
末
転
倒
で
あ
ろ
う
。

　こ
れ
を
避
け
る
に
は
、
付
加
価
値
を
地
域

内
で
創
造
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
循
環

さ
せ
、
地
域
全
体
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
な
る

資
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

必
要
に
応
じ
て
、
新
規
開
発
の
抑
制
、
公
的

な
住
環
境
の
提
供
な
ど
、
行
政
的
な
規
制
や

支
援
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
に
「
高
い
付
加
価
値
を
得
る
」

こ
と
は
、
観
光
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
ゴ
ー

ル
で
は
な
い
。
観
光
地
域
づ
く
り
は
、
多
数

の
変
数
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
あ
る
特
定

の
変
数
が
変
化
す
る
こ
と
で
、
波
及
的
に
他

の
変
数
も
変
化
し
て
い
く
と
い
う
特
性
を

も
っ
て
い
る
。
地
域
の
持
続
的
な
振
興
の
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
、

ど
の
よ
う
な
人
々
に
来
訪
し
て
も
ら
い
、
そ

こ
か
ら
何
を
得
て
、
次
に
つ
な
げ
て
い
く
の

か
、
常
に
俯
瞰
的
、
時
間
的
な
視
点
を
も
っ

て
、
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　2
0
0
7
年
1
月
に
施
行
さ
れ
た
「
観
光

立
国
推
進
基
本
法
」
の
前
文
に
お
い
て
、
観

光
の
意
義
、
効
果
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。「
観
光
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
、
雇
用
の
機
会
の
増
大
等
国
民
経
済

の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
わ
た
り
そ
の
発
展
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
健
康
の
増
進
、
潤
い
の

あ
る
豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造
等
を
通
じ
て

国
民
生
活
の
安
定
向
上
に
貢
献
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
国
際
相
互
理
解
を
増
進

す
る
も
の
で
あ
る
。」

　す
な
わ
ち
、
国
と
し
て
観
光
に
求
め
る
も

の
は
、
経
済
振
興
、
国
民
の
ク
オ
リ
テ
ィ
・

オ
ブ
・
ラ
イ
フ
、
そ
し
て
、
国
際
関
係
良
好

化
の
三
つ
と
な
る
。

　こ
の
う
ち
経
済
振
興
に
つ
い
て
は
、国
内
・

訪
日
・
海
外
を
含
め
た
旅
行
・
観
光
消
費
額

は
、
2
0
1
5
年
25
・
5
兆
円
、
2
0
1
9

年
27
・
9
兆
円
ま
で
伸
張
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
、
2
0
2
3
年
時

点
で
29
・
5
兆
円
と
な
っ
て
い
る
。

　消
費
額
は
、
人
数
×
単
価
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
。
人
数
が
増
え
る
こ
と
で
、
消
費
額

は
増
大
し
て
い
く
が
、
単
純
な
量
の
増
加
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
大
き
な
負
荷
を
か
け

る
こ
と
に
な
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

呼
ば
れ
る
現
象
が
そ
れ
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、

観
光
は
実
施
す
る
人
々
に
と
っ
て
、
自
身
の

ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
を
高
め
る
行

動
で
あ
る
一
方
で
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
側

の
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
自
身
の
ク
オ

リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
の
低
下
に
つ
な
が

る
リ
ス
ク
を
も
っ
て
い
る
。

　一
方
で
、
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
が
国
際
的

に
進
む
中
で
、
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
我

が
国
に
お
い
て
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
我
々

が
生
み
出
す
各
種
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
付

加
価
値
を
つ
け
、
経
済
価
値
へ
と
転
換
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。「
観
光
」
は
、

そ
う
し
た
取
り
組
み
に
お
い
て
象
徴
的
な
存

在
で
あ
る
。

　す
な
わ
ち
、
我
が
国
に
お
い
て
観
光
は
、

国
お
よ
び
地
域
の
振
興
に
重
要
な
意
味
を
持

つ
一
方
で
、人
数
増
に
過
度
に
頼
る
こ
と
は
、

む
し
ろ
地
域
を
弱
め
る
と
い
う
相
反
性
を
有

し
て
い
る
。

　こ
の
相
反
性
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
、

観
光
を
地
域
振
興
の
手
段
と
し
て
活
用
し
て

い
く
こ
と
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

　そ
の
一
つ
の
方
策
が
、
人
数
で
は
な
く
、

単
価
に
注
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。
人
数
を

変
え
な
く
て
も
（
増
や
さ
な
く
て
も
）
単
価

を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
消
費

額
は
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。
人
数
を
抑

え
つ
つ
、
消
費
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
訪
問
先
と
な
る
地
域
へ
の
負
荷
を

抑
え
な
が
ら
、
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

だ
。
特
に
、
地
域
経
済
に
付
加
価
値
を
も

た
ら
す
よ
う
な
消
費
活
動
を
多
く
し
て
く

れ
る
顧
客
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

地
域
へ
の
貢
献
度
は
高
く
な
る
。

　そ
も
そ
も
、
観
光
と
は
、
実
施
者
に
と
っ

て
費
用
の
か
か
る
活
動
で
あ
る
。
そ
の
市
場

動
向
の
推
移
を
見
て
も
、
国
や
地
域
の
経
済

成
長
と
旅
行
・
観
光
市
場
の
成
長
は
連
動
し

て
い
る
。
現
在
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

叫
ば
れ
る
ほ
ど
に
市
場
が
拡
大
し
た
背
景
に

活
動
が
な
く
て
も
成
立
し
て
い
る
「
地
域
の

生
業
」
に
、
観
光
活
動
と
い
う
付
加
価
値
を

付
与
し
て
い
る
。

　で
は
、
高
付
加
価
値
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
低

関
与
層
へ
リ
ー
チ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

　筆
者
は
、そ
う
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
に
よ
れ
ば
、

特
定
の
商
品
サ
ー
ビ
ス
に
最
初
に
関
心
を

寄
せ
る
の
は
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
（
革
新
者
）、

ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
（
初
期
採
用
者
）
と

呼
ば
れ
る
人
々
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
ア
ー

リ
ー
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
前
期
追
随
者
）、
レ

イ
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
後
期
追
随
者
）
と
関

心
を
寄
せ
る
人
々
は
増
え
て
い
く
と
さ
れ

る
か
ら
だ
。

　高
関
与
層
は
、
自
身
が
も
つ
探
究
心
に

よ
っ
て
新
し
い
商
品
サ
ー
ビ
ス
、
経
験
を
見

つ
け
出
し
、
体
験
す
る
人
々
で
あ
る
た
め
、

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
で
言
う
イ
ノ
ベ
ー

タ
ー
、
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
に
相
当
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
に
見
出

さ
れ
、
評
価
さ
れ
た
〝
経
験
〞
は
、
そ
の
後
、

低
関
与
層
を
含
む
、
よ
り
多
く
の
人
々
の
関

心
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。

　こ
れ
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
も
整
理
で
き
る
。
当
初
は
、
ご
く
わ

ず
か
な
人
々
に
評
価
さ
れ
る
存
在
だ
が
、
体

験
し
た
人
々
が
S
N
S
な
ど
で
、
情
報
を
再

発
信
し
て
い
く
こ
と
で
「
あ
そ
こ
に
行
け
ば
、

こ
う
い
う
体
験
が
で
き
る
」
と
い
う
共
通
理

解
が
広
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　こ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ス
テ
ッ
プ
を
う

ま
く
活
用
し
て
い
る
の
が
、
特
集
4
で
取
り

上
げ
たryu

go
n

だ
ろ
う
。ryu

go
n

は
、

雪
国
文
化
と
い
う
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
持

つ
が
、
客
室
数
も
多
く
、
シ
ー
ズ
ナ
リ
テ
ィ

も
あ
る
た
め
に
、
あ
る
特
定
の〝
経
験
〞に
絞

り
込
み
発
信
す
る
こ
と
が
難
し
い
。そ
こ
で
、

日
本
の
旅
館
や
小
規
模
ホ
テ
ル
に
特
化
し
た

T
H
E
 R
Y
O
K
A
N
 C
O
L
L
E
C
T
IO
N

に

加
盟
す
る
だ
け
で
な
く
、
エ
コ
ロ
ッ
ジ
ジ
ャ

パ
ンin

雪
国
、
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
関
連
す
る
外
部
ブ
ラ

ン
ド
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
、
自
身
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
活
用
し
て
い
る
。こ
れ
は
、

ブ
ラ
ン
ド
・
ア
ン
ブ
レ
ラ
戦
略
と
呼
ば
れ
る

取
り
組
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
顧

客
の
ト
ラ
ベ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
に
応
じ
た
懐
を

深
く
持
ち
つ
つ
、
核
と
な
る
価
値
を
、
自
身

（
地
域
）
で
創
り
出
し
て
い
る
こ
と
で
、
付

加
価
値
の
高
い
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

K
U
R
A
B
IT
O
S
T
A
Y

の
よ
う
に
、
小
さ

く
生
ん
で
、
大
き
く
育
て
て
い
く
手
法
も
あ

る
が
、
一
般
に
、
事
業
を
成
立
さ
せ
る
に
は
、

相
応
の
パ
イ
が
必
要
と
な
る
。ryu

go
n

の

取
り
組
み
は
、
地
域
で
高
い
付
加
価
値
を
形

成
し
つ
つ
、
低
関
与
層
の
関
心
も
集
め
る
こ

と
で
事
業
性
を
確
保
す
る
手
法
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。

　こ
こ
ま
で
整
理
し
て
き
た
よ
う
に
、
高
付

加
価
値
旅
行
者
と
い
う
の
は
、
旅
行
者
だ
け

で
成
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
側
に
高

付
加
価
値
の
商
品
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事

業
者
が
あ
っ
て
、
初
め
て
成
立
す
る
も
の
で

あ
る
。
資
力
の
あ
る
旅
行
者
が
、
単
な
る
高

額
消
費
者
で
終
わ
る
の
か
、
地
域
に
多
く
の

付
加
価
値
を
及
ぼ
す
旅
行
者
と
な
る
の
か

は
、
地
域
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
に

依
存
す
る
か
ら
だ
。

　単
価
を
上
げ
る
だ
け
な
ら
、
国
際
的
な
ハ

イ
ブ
ラ
ン
ド
の
ホ
テ
ル
や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を

誘
致
す
れ
ば
良
い
。
た
だ
、
そ
の
場
合
、
創

造
さ
れ
た
付
加
価
値
の
大
部
分
は
域
外
の
主

体
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
い
、
い
わ
ゆ
る
ザ
ル

経
済
と
い
う
状
況
が
形
成
さ
れ
る
だ
け
だ
と

い
う
こ
と
を
認
識
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　観
光
を
通
じ
て
、
持
続
的
な
地
域
づ
く
り

を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、見
か
け
上
の
消
費
額
、

単
価
で
は
な
く
、
実
際
に
、
地
域
に
残
る（
地

域
で
創
造
さ
れ
た
）
付
加
価
値
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
を
意
識
し
、
そ
う
し
た
取
り
組
み

を
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　ま
た
、特
集
2
で
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、

高い付加価値を得るとは、どういうことか視座
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も
、
21
世
紀
以
降
の
新
興
国
の
経
済
成
長
が

あ
る
。
衣
食
住
と
い
っ
た
基
本
的
な
生
活
を

実
現
で
き
る
だ
け
の
経
済
力
を
得
た
こ
と

で
、
人
々
は
観
光
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

わ
け
で
あ
る
。

　そ
の
た
め
、
当
然
な
が
ら
、
誰
で
も
が
観

光
を
楽
し
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。実
際
、

現
在
、
日
本
で
は
毎
年
1
回
以
上
、
宿
泊
を

伴
う
観
光
旅
行
を
実
施
し
て
い
る
人
は
、
国

民
の
半
数
で
し
か
な
い
。
か
つ
て
、
女
性
の

一
人
旅
が
忌
避
さ
れ
た
よ
う
な
、
観
光
を
実

施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
、
社
会
的
な
制
約
、

タ
ブ
ー
は
ほ
ぼ
無
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
国
民
の
半
数
し
か
宿
泊
観
光
旅
行
を
実

施
し
て
い
な
い
の
は
、
経
済
力
が
大
き
く
影

響
し
て
お
り
、
世
帯
年
収
で
5
0
0
万
円
程

度
が
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
な
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　つ
ま
り
、観
光
を
実
施
し
て
い
る
人
々
は
、

相
対
的
に
所
得
の
高
い
人
々
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　も
う
一
つ
、
観
光
活
動
は
、
サ
ー
ビ
ス
活

動
の
一
種
で
あ
る
た
め
、
実
際
に
経
験
を
し

な
い
と
そ
れ
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
理

解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
よ
う
に
購
入

し
使
用
し
た
後
で
初
め
て
品
質
を
評
価
で
き

る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
経
験
財
と
呼
ば
れ

る
。さ
ら
に
、観
光
の
場
合
、経
験
す
る
人（
観

光
客
）
の
経
験
値
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
評
価

が
大
き
く
異
な
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。

　観
光
は
、
日
常
生
活
と
は
違
う
。
自
宅
以

外
の
場
所
に
宿
泊
す
る
機
会
は
観
光
な
ら
で

は
だ
し
、
新
幹
線
や
航
空
機
に
日
常
的
に
乗

る
人
も
い
な
い
。
温
泉
や
、
グ
ル
メ
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
も
、
日
常
生
活
で
は
あ
ま
り
体
験
し

な
い
活
動
だ
ろ
う
。
住
ん
で
い
る
地
域
に

よ
っ
て
は
、
品
揃
え
の
多
い
商
業
施
設
で
の

買
い
物
も
同
様
で
あ
る
。

　つ
ま
り
、
観
光
活
動
の
中
で
経
験
す
る

こ
と
は
、
観
光
客
に
と
っ
て
、
そ
れ
ま
で

あ
ま
り
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
、
相
対
的

に
経
験
値
の
低
い
活
動
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
観
光
が
、
非
日
常
ま
た
は
異
日
常
を

求
め
て
行
う
活
動
だ
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ

は
当
然
の
こ
と
だ
。

　こ
れ
ま
で
あ
ま
り
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

こ
と
を
経
験
す
る
場
合
、人
は
ど
う
す
る
か
。

　緊
張
も
す
る
だ
ろ
う
し
、
失
敗
し
な
い
よ

う
に
リ
ス
ク
回
避
し
た
い
と
思
う
だ
ろ
う
。

特
に
、
観
光
の
よ
う
に
費
用
が
か
か
り
、
時

間
も
か
か
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
失
敗
で
き

な
い
経
済
行
為
と
な
り
、
そ
れ
を
実
行
す
る

際
に
は
強
い
高
揚
感
を
覚
え
る
。

　市
場
の
拡
大
期
と
は
、
経
験
値
の
低
い
人

た
ち
が
市
場
に
参
入
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
に
品
質
が
確

認
さ
れ
、
旅
行
会
社
な
ど
に
よ
っ
て
も
そ
の

内
容
が
担
保
さ
れ
た
コ
ト
を
、
皆
と
一
緒
に

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
式
に
体
験
し
、
ハ
メ
を
外

し
や
す
く
な
る
…
…
い
わ
ゆ
る
マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
展
開
さ
れ
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
だ

と
言
え
よ
う
。

　た
だ
、
5
年
、
10
年
と
観
光
活
動
を
反
復

的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、
経
験
値
は
高

ま
り
、
そ
の
人
に
と
っ
て
観
光
は
特
別
な
活

動
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
延
長
線
上
で
反

復
的
に
行
わ
れ
る
活
動
と
な
っ
て
い
く
。
そ

う
な
れ
ば
、
自
身
の
観
光
活
動
に
お
い
て
、

リ
ス
ク
を
認
知
し
、
一
定
の
リ
ス
ク
も
許

容
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
F
I
T

（Free Individual T
raveler

）
は
、
そ

う

し
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
生
み
出
し
た
も

の
で
あ
る
。

　こ
れ
が
、
時
間
経
過
と
と
も
に
、
観
光
行

動
が
団
体
か
ら
個
人
へ
変
わ
っ
て
い
く
理
由

で
あ
る
。

　経
験
値
が
上
が
る
こ
と
で
、
観
光
時
の
高

揚
感
は
調
整
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、
個
人

旅
行
化
に
よ
っ
て
、
旅
行
先
も
分
散
化
し
、

集
団
心
理
も
抑
制
さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　が
、
現
実
は
、
そ
う
シ
ン
プ
ル
で
は
な
い
。

　改
め
て
、先
の
図
1
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。

宿
泊
観
光
旅
行
を
年
1
回
以
上
、
実
施
し
て

い
る
の
は
国
民
の
半
数
で
あ
る
が
、
年
間
2

回
以
上
の
実
施
者
は
30
％
、
3
回
以
上
は

20
％
、
4
回
以
上
が
10
％
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
旅
行
し
て
い
る
人
た
ち
も
、
そ
の

実
施
回
数
は
人
に
よ
っ
て
、大
き
く
異
な
る
。

そ
の
た
め
、
例
え
ば
、
同
じ
20
歳
で
あ
っ
て
、

年
4
回
以
上
、
旅
行
す
る
人
と
、
数
年
に
1

回
程
度
し
か
旅
行
に
行
か
な
い
人
で
は
、
30

歳
に
な
っ
た
時
の
観
光
経
験
値
は
大
き
く
異

な
る
こ
と
に
な
る
。

　つ
ま
り
、
時
間
経
過
と
と
も
に
、
市
場
に

い
る
人
々
の
経
験
値
に
は
大
き
な
差
が
生
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　こ
れ
は
同
時
に
、
観
光
活
動
が
多
様
化
し

て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
経
験
値
が

上
が
っ
て
い
く
こ
と
で
、
人
々
は
様
々
な
体

験
を
行
い
、
自
分
の
嗜
好
に
あ
っ
た
活
動
を

新
た
に
創
造
し
、
観
光
活
動
は
分
岐
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　こ
う
し
た
観
光
活
動
の
多
様
化
、分
岐
は
、

◯
◯
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
様
々
な
「
形
容

詞
観
光
」で
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

昨
今
は
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目
を
集

め
て
い
る
が
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
や
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組

ん
で
い
る
地
域
も
多
い
。
こ
れ
ら
形
容
詞

観
光
に
含
ま
れ
る
要
素
は
、
無
印
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
、
特
定

の
嗜
好
に
合
わ
せ
て
切
り
出
さ
れ
、
編
集
、

演
出
さ
れ
た
観
光
活
動
の
一
形
態
だ
。
当
然

に
、
魅
力
を
感
じ
る
顧
客
は
限
定
さ
れ
る
た

め
、
特
定
の
顧
客
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

展
開
と
な
る
。

　つ
ま
り
、
ど
の
形
容
詞
観
光
に
取
り
組
む

の
か
と
い
う
課
題
は
、
同
時
に
、
ど
う
い
っ

た
顧
客
を
地
域
に
招
き
た
い
の
か
と
い
う
課

題
と
セ
ッ
ト
と
な
る
。

　さ
て
、
こ
う
し
た
市
場
構
造
に
お
い
て
、

地
域
経
済
へ
の
貢
献
度
の
高
い
「
高
付
加
価

値
の
顧
客
を
狙
う
」
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の

よ
う
に
整
理
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　ま
ず
、改
め
て
認
識
し
て
お
き
た
い
の
は
、

必
ず
し
も
富
裕
層
＝
高
付
加
価
値
層
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
観
光
活
動

へ
の
支
出
額
は
、
所
得
額
（
資
産
額
）
に
概

ね
比
例
す
る
の
で
、
富
裕
層
ほ
ど
、
観
光
消

費
の
額
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
肯
定

す
べ
き
事
実
で
あ
る
。

　が
、富
裕
層
が
行
う
高
額
な
観
光
消
費
が
、

そ
の
ま
ま
、
地
域
に
高
い
付
加
価
値
を
及
ぼ

す
わ
け
で
は
な
い
。
地
域
に
生
じ
る
付
加
価

値
と
い
う
の
は
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
に
地
域

内
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
新
た
に
付
与
さ
れ

た
独
自
の
価
値
で
あ
る
。
例
え
ば
、
地
域
の

レ
ス
ト
ラ
ン
に
、
10
万
円
の
コ
ー
ス
・
デ
ィ

ナ
ー
が
あ
っ
た
と
す
る
。
た
だ
、
同
じ
10
万

円
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
や
、
域
外
の
ブ

ラ
ン
ド
牛
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
デ
ィ

ナ
ー
と
、
地
元
の
お
酒
、
食
材
を
ア
レ
ン
ジ

し
コ
ー
ス
に
仕
立
て
た
デ
ィ
ナ
ー
で
は
、
付

加
価
値
は
全
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
前
者

の
デ
ィ
ナ
ー
で
あ
れ
ば
、
そ
の
付
加
価
値
は

域
外
の
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
ド
牛
に

帰
属
す
る
か
ら
だ
。

　つ
ま
り
、
地
域
に
高
い
付
加
価
値
を
も
た

ら
す
消
費
と
い
う
の
は
、
価
値
形
成
に
「
地

域
」
が
関
与
し
た
商
品
サ
ー
ビ
ス
だ
と
い
う

こ
と
だ
。

　た
だ
、こ
こ
で
現
実
的
な
問
題
が
生
じ
る
。

価
格
は
、
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
や

す
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　例
え
ば
、
物
理
的
に
同
じ
し
つ
ら
え
の
ホ

テ
ル
で
あ
っ
て
も
、
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド

（
例
：
山
田
ホ
テ
ル
）
で
展
開
す
る
の
と
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
（
例
：
マ

リ
オ
ッ
ト
）
で
展
開
す
る
の
で
は
、
販
売
価

格
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
。こ
れ
は
、

著
名
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
信
頼
性
、
知
覚
価

値
が
確
立
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　結
果
、先
に
あ
げ
た
デ
ィ
ナ
ー
で
言
え
ば
、

フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
な
ど
を
用
い
た
デ
ィ
ナ
ー

は
10
万
円
で
売
れ
る
が
、
地
元
食
材
で
ア
レ

ン
ジ
し
た
デ
ィ
ナ
ー
は
5
万
円
で
な
い
と
売

れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
生
じ
る
。
仮
に
、
前

者
の
付
加
価
値
率
が
30
％
、
後
者
が
50
％
だ

と
し
た
ら
、
前
者
の
方
が
結
果
的
に
残
る
付

加
価
値
は
高
く
な
る
。

　こ
こ
で
鍵
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
特
集
1

で
整
理
し
た
「
消
費
者
関
与
」
の
概
念
で
あ

る
。
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
（
＝
広
く
知
ら
れ

た
存
在
で
は
な
い
）
だ
が
、
地
域
で
付
加
価

値
が
創
造
さ
れ
て
い
る
商
品
サ
ー
ビ
ス
に
関

心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
々
は
、
観
光
活
動
に

つ
い
て
「
高
関
与
（
能
動
的
）」
な
人
々
と
い

う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　特
集
4
で
取
り
上
げ
たK

U
R
A
B
IT
O

S
T
A
Y

は
、
日
本
酒
づ
く
り
に
蔵
人
の
よ

う
に
取
り
組
む
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

が
、
起
業
時
に
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
賛
同

し
た
人
は
ご
く
わ
ず
か
だ
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
デ
ザ
イ
ン
や
ス
ト
ー
リ
ー
、
そ
し
て

価
格
設
定
を
、
と
こ
と
ん
突
き
詰
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
高
関
与
志
向
を
持
つ
一
部
の

人
々
に
、深
く
刺
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

T
ale
N
avi

は
自
身
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を

創
造
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
高
関
与

志
向
を
持
つ
人
々
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と

な
り
、
奈
良
地
域
と
つ
な
ぐ
こ
と
で
事
業
を

成
立
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
観
光

地
域
で
付
加
価
値
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、よ
り
良
質
な
、

地
域
コ
ン
シ
ャ
ス
な
人
々
を
呼
び
寄
せ
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。
こ
れ
は
、
地
域
に
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
生
み
出
し
て
い
く

土
壌
と
な
り
得
る
。
実
際
、
米
国
コ
ロ
ラ
ド

州
の
ベ
イ
ル
・
タ
ウ
ン
は
、
北
米
有
数
の
ス

キ
ー
場
を
持
つ
自
治
体
で
あ
る
が
、
そ
の
雄

大
な
自
然
環
境
、
生
活
に
惚
れ
込
ん
だ
人
々

が
移
り
住
み
、
彼
ら
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
与

す
る
こ
と
で
、
北
米
に
お
け
る
環
境
対
策
の

先
進
地
と
も
な
っ
て
き
て
い
る
。

　地
域
で
付
加
価
値
を
創
造
す
る
と
い
う
の

は
、
地
域
の
本
質
的
な
魅
力
を
高
め
る
こ
と

で
も
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
単
な
る
消
費

者
で
は
な
く
、地
域
の
フ
ァ
ン
、サ
ポ
ー
タ
ー

と
な
る
よ
う
な
人
々
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

も
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　一
方
で
、
地
域
の
魅
力
が
高
ま
る
ほ
ど
、

そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
み
た
人
々
を

呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
に
注
意
が
必

要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
々
は
、
前
述
し
た

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
段
階

に
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。ゼ
ロ
か
ら
、

付
加
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
は
難
易
度
の
高

い
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
を

コ
ピ
ー
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
た
め
、
類

似
の
取
り
組
み
が
地
域
内
外
に
氾
濫
す
る
こ

と
が
多
い
。
模
倣
品
は
模
倣
品
で
し
か
な
い

が
、低
関
与
層
に
は
識
別
が
で
き
な
い
た
め
、

市
場
の
混
乱
を
招
く
こ
と
に
も
な
る
。

　ま
た
、
魅
力
上
昇
に
と
も
な
う
価
格
上
昇

は
、
資
力
の
低
い
人
た
ち
が
排
除
さ
れ
る
と

い
う
側
面
も
持
つ
。
国
際
的
に
、
経
済
格
差

が
拡
大
す
る
中
で
の
円
安
傾
向
も
あ
り
、
日

本
地
域
へ
の
投
資
は
進
み
や
す
い
状
況
に
あ

る
。
投
資
が
進
む
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
価
格

だ
け
で
な
く
、
不
動
産
価
格
も
上
昇
し
、
そ

れ
ま
で
地
域
に
居
住
し
て
い
た
人
々
の
居
住

継
続
が
困
難
と
な
る
事
例
が
出
て
き
て
い

る
。
こ
れ
は
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
あ
り
、
も
と
も
と
は

都
市
部
で
生
じ
て
い
た
現
象
で
あ
る
が
、
一

部
、
観
光
地
で
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　地
域
の
魅
力
が
上
が
っ
た
結
果
、
そ
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
人
々
が
排
除
さ
れ
て
し
ま

う
と
い
う
の
は
、
本
末
転
倒
で
あ
ろ
う
。

　こ
れ
を
避
け
る
に
は
、
付
加
価
値
を
地
域

内
で
創
造
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
循
環

さ
せ
、
地
域
全
体
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
な
る

資
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

必
要
に
応
じ
て
、
新
規
開
発
の
抑
制
、
公
的

な
住
環
境
の
提
供
な
ど
、
行
政
的
な
規
制
や

支
援
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
に
「
高
い
付
加
価
値
を
得
る
」

こ
と
は
、
観
光
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
ゴ
ー

ル
で
は
な
い
。
観
光
地
域
づ
く
り
は
、
多
数

の
変
数
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
あ
る
特
定

の
変
数
が
変
化
す
る
こ
と
で
、
波
及
的
に
他

の
変
数
も
変
化
し
て
い
く
と
い
う
特
性
を

も
っ
て
い
る
。
地
域
の
持
続
的
な
振
興
の
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
、

ど
の
よ
う
な
人
々
に
来
訪
し
て
も
ら
い
、
そ

こ
か
ら
何
を
得
て
、
次
に
つ
な
げ
て
い
く
の

か
、
常
に
俯
瞰
的
、
時
間
的
な
視
点
を
も
っ

て
、
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　2
0
0
7
年
1
月
に
施
行
さ
れ
た
「
観
光

立
国
推
進
基
本
法
」
の
前
文
に
お
い
て
、
観

光
の
意
義
、
効
果
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。「
観
光
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
、
雇
用
の
機
会
の
増
大
等
国
民
経
済

の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
わ
た
り
そ
の
発
展
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
健
康
の
増
進
、
潤
い
の

あ
る
豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造
等
を
通
じ
て

国
民
生
活
の
安
定
向
上
に
貢
献
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
国
際
相
互
理
解
を
増
進

す
る
も
の
で
あ
る
。」

　す
な
わ
ち
、
国
と
し
て
観
光
に
求
め
る
も

の
は
、
経
済
振
興
、
国
民
の
ク
オ
リ
テ
ィ
・

オ
ブ
・
ラ
イ
フ
、
そ
し
て
、
国
際
関
係
良
好

化
の
三
つ
と
な
る
。

　こ
の
う
ち
経
済
振
興
に
つ
い
て
は
、国
内
・

訪
日
・
海
外
を
含
め
た
旅
行
・
観
光
消
費
額

は
、
2
0
1
5
年
25
・
5
兆
円
、
2
0
1
9

年
27
・
9
兆
円
ま
で
伸
張
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
、
2
0
2
3
年
時

点
で
29
・
5
兆
円
と
な
っ
て
い
る
。

　消
費
額
は
、
人
数
×
単
価
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
。
人
数
が
増
え
る
こ
と
で
、
消
費
額

は
増
大
し
て
い
く
が
、
単
純
な
量
の
増
加
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
大
き
な
負
荷
を
か
け

る
こ
と
に
な
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

呼
ば
れ
る
現
象
が
そ
れ
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、

観
光
は
実
施
す
る
人
々
に
と
っ
て
、
自
身
の

ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
を
高
め
る
行

動
で
あ
る
一
方
で
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
側

の
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
自
身
の
ク
オ

リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
の
低
下
に
つ
な
が

る
リ
ス
ク
を
も
っ
て
い
る
。

　一
方
で
、
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
が
国
際
的

に
進
む
中
で
、
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
我

が
国
に
お
い
て
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
我
々

が
生
み
出
す
各
種
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
付

加
価
値
を
つ
け
、
経
済
価
値
へ
と
転
換
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。「
観
光
」
は
、

そ
う
し
た
取
り
組
み
に
お
い
て
象
徴
的
な
存

在
で
あ
る
。

　す
な
わ
ち
、
我
が
国
に
お
い
て
観
光
は
、

国
お
よ
び
地
域
の
振
興
に
重
要
な
意
味
を
持

つ
一
方
で
、人
数
増
に
過
度
に
頼
る
こ
と
は
、

む
し
ろ
地
域
を
弱
め
る
と
い
う
相
反
性
を
有

し
て
い
る
。

　こ
の
相
反
性
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
、

観
光
を
地
域
振
興
の
手
段
と
し
て
活
用
し
て

い
く
こ
と
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

　そ
の
一
つ
の
方
策
が
、
人
数
で
は
な
く
、

単
価
に
注
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。
人
数
を

変
え
な
く
て
も
（
増
や
さ
な
く
て
も
）
単
価

を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
消
費

額
は
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。
人
数
を
抑

え
つ
つ
、
消
費
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
訪
問
先
と
な
る
地
域
へ
の
負
荷
を

抑
え
な
が
ら
、
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

だ
。
特
に
、
地
域
経
済
に
付
加
価
値
を
も

た
ら
す
よ
う
な
消
費
活
動
を
多
く
し
て
く

れ
る
顧
客
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

地
域
へ
の
貢
献
度
は
高
く
な
る
。

　そ
も
そ
も
、
観
光
と
は
、
実
施
者
に
と
っ

て
費
用
の
か
か
る
活
動
で
あ
る
。
そ
の
市
場

動
向
の
推
移
を
見
て
も
、
国
や
地
域
の
経
済

成
長
と
旅
行
・
観
光
市
場
の
成
長
は
連
動
し

て
い
る
。
現
在
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

叫
ば
れ
る
ほ
ど
に
市
場
が
拡
大
し
た
背
景
に

活
動
が
な
く
て
も
成
立
し
て
い
る
「
地
域
の

生
業
」
に
、
観
光
活
動
と
い
う
付
加
価
値
を

付
与
し
て
い
る
。

　で
は
、
高
付
加
価
値
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
低

関
与
層
へ
リ
ー
チ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

　筆
者
は
、そ
う
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
に
よ
れ
ば
、

特
定
の
商
品
サ
ー
ビ
ス
に
最
初
に
関
心
を

寄
せ
る
の
は
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
（
革
新
者
）、

ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
（
初
期
採
用
者
）
と

呼
ば
れ
る
人
々
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
ア
ー

リ
ー
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
前
期
追
随
者
）、
レ

イ
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
後
期
追
随
者
）
と
関

心
を
寄
せ
る
人
々
は
増
え
て
い
く
と
さ
れ

る
か
ら
だ
。

　高
関
与
層
は
、
自
身
が
も
つ
探
究
心
に

よ
っ
て
新
し
い
商
品
サ
ー
ビ
ス
、
経
験
を
見

つ
け
出
し
、
体
験
す
る
人
々
で
あ
る
た
め
、

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
で
言
う
イ
ノ
ベ
ー

タ
ー
、
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
に
相
当
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
に
見
出

さ
れ
、
評
価
さ
れ
た
〝
経
験
〞
は
、
そ
の
後
、

低
関
与
層
を
含
む
、
よ
り
多
く
の
人
々
の
関

心
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。

　こ
れ
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
も
整
理
で
き
る
。
当
初
は
、
ご
く
わ

ず
か
な
人
々
に
評
価
さ
れ
る
存
在
だ
が
、
体

験
し
た
人
々
が
S
N
S
な
ど
で
、
情
報
を
再

発
信
し
て
い
く
こ
と
で
「
あ
そ
こ
に
行
け
ば
、

こ
う
い
う
体
験
が
で
き
る
」
と
い
う
共
通
理

解
が
広
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　こ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ス
テ
ッ
プ
を
う

ま
く
活
用
し
て
い
る
の
が
、
特
集
4
で
取
り

上
げ
たryu

go
n

だ
ろ
う
。ryu

go
n

は
、

雪
国
文
化
と
い
う
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
持

つ
が
、
客
室
数
も
多
く
、
シ
ー
ズ
ナ
リ
テ
ィ

も
あ
る
た
め
に
、
あ
る
特
定
の〝
経
験
〞に
絞

り
込
み
発
信
す
る
こ
と
が
難
し
い
。そ
こ
で
、

日
本
の
旅
館
や
小
規
模
ホ
テ
ル
に
特
化
し
た

T
H
E
 R
Y
O
K
A
N
 C
O
L
L
E
C
T
IO
N

に

加
盟
す
る
だ
け
で
な
く
、
エ
コ
ロ
ッ
ジ
ジ
ャ

パ
ンin

雪
国
、
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
関
連
す
る
外
部
ブ
ラ

ン
ド
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
、
自
身
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
活
用
し
て
い
る
。こ
れ
は
、

ブ
ラ
ン
ド
・
ア
ン
ブ
レ
ラ
戦
略
と
呼
ば
れ
る

取
り
組
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
顧

客
の
ト
ラ
ベ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
に
応
じ
た
懐
を

深
く
持
ち
つ
つ
、
核
と
な
る
価
値
を
、
自
身

（
地
域
）
で
創
り
出
し
て
い
る
こ
と
で
、
付

加
価
値
の
高
い
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

K
U
R
A
B
IT
O
S
T
A
Y

の
よ
う
に
、
小
さ

く
生
ん
で
、
大
き
く
育
て
て
い
く
手
法
も
あ

る
が
、
一
般
に
、
事
業
を
成
立
さ
せ
る
に
は
、

相
応
の
パ
イ
が
必
要
と
な
る
。ryu

go
n

の

取
り
組
み
は
、
地
域
で
高
い
付
加
価
値
を
形

成
し
つ
つ
、
低
関
与
層
の
関
心
も
集
め
る
こ

と
で
事
業
性
を
確
保
す
る
手
法
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。

　こ
こ
ま
で
整
理
し
て
き
た
よ
う
に
、
高
付

加
価
値
旅
行
者
と
い
う
の
は
、
旅
行
者
だ
け

で
成
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
側
に
高

付
加
価
値
の
商
品
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事

業
者
が
あ
っ
て
、
初
め
て
成
立
す
る
も
の
で

あ
る
。
資
力
の
あ
る
旅
行
者
が
、
単
な
る
高

額
消
費
者
で
終
わ
る
の
か
、
地
域
に
多
く
の

付
加
価
値
を
及
ぼ
す
旅
行
者
と
な
る
の
か

は
、
地
域
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
に

依
存
す
る
か
ら
だ
。

　単
価
を
上
げ
る
だ
け
な
ら
、
国
際
的
な
ハ

イ
ブ
ラ
ン
ド
の
ホ
テ
ル
や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を

誘
致
す
れ
ば
良
い
。
た
だ
、
そ
の
場
合
、
創

造
さ
れ
た
付
加
価
値
の
大
部
分
は
域
外
の
主

体
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
い
、
い
わ
ゆ
る
ザ
ル

経
済
と
い
う
状
況
が
形
成
さ
れ
る
だ
け
だ
と

い
う
こ
と
を
認
識
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　観
光
を
通
じ
て
、
持
続
的
な
地
域
づ
く
り

を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、見
か
け
上
の
消
費
額
、

単
価
で
は
な
く
、
実
際
に
、
地
域
に
残
る（
地

域
で
創
造
さ
れ
た
）
付
加
価
値
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
を
意
識
し
、
そ
う
し
た
取
り
組
み

を
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　ま
た
、特
集
2
で
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、

高い付加価値を得るとは、どういうことか視座
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　こ
の
本
は
、
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー

ル
ト
ン
元
日
本
支
社
長
の
高
野
登
さ

ん
（
人
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
究
所

代
表
）
が
、
ホ
テ
ル
マ
ン
時
代
か
ら

書
き
溜
め
た「
人
の
心
が
動
く
瞬
間
」

に
関
す
る
メ
モ
を
基
に
執
筆
し
た
本

で
あ
る
。
初
版
は
20
年
前
で
、
既
に

60
刷
を
超
す
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に

な
っ
て
い
る
。
初
版
の
年
、
ア
メ
リ

カ
で
は
大
き
な
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
っ

て
多
く
の
人
々
が
家
を
失
っ
た
。
こ

れ
に
ご
縁
を
感
じ
た
高
野
さ
ん
は
、

こ
の
本
の
印
税
を
全
て
そ
の
救
済
基

金
に
寄
付
。
今
で
も
続
け
て
い
る
と

い
う
。

　さ
て
、
正
直
な
こ
と
を
話
す
と
こ

の
本
の
題
名
を
見
た
瞬
間
「
や
ら
れ

た
」
と
思
っ
た
。
当
時
、
私
は
山
梨

県
庁
で
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
推
進

の
担
当
を
し
て
い
て
、
ど
う
し
た
ら

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
理
解
し
て
も
ら

え
る
の
か
悩
ん
で
い
た
。
そ
ん
な
と

き
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
サ
ー
ビ
ス

の
微
妙
な
関
係
性
を
見
事
に
言
い
表

し
た
題
名
に
感
服
し
た
こ
と
を
、
今

で
も
覚
え
て
い
る
。

　こ
の
本
に
は
、
人
の
心
を
動
か
す

具
体
的
な
事
例
が
満
載
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
お
客
さ
ま
か
ら
プ
ロ

ポ
ー
ズ
の
お
手
伝
い
を
相
談
さ
れ
た

ホ
テ
ル
マ
ン
が
、
ホ
テ
ル
の
仲
間
と

連
携
し
て
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
場
所
を
設

営
し
、
部
屋
を
1
0
0
本
の
バ
ラ
で

飾
る
話
。
見
事
成
功
し
た
プ
ロ
ポ
ー

ズ
と
1
0
0
本
の
バ
ラ
は
二
人
の
一

生
の
思
い
出
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
こ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
は
お
客
さ
ま

か
ら
頼
ま
れ
て
い
な
い
の
で
経
費
は

ホ
テ
ル
の
持
ち
出
し
に
な
る
が
、
そ

れ
を
実
践
す
る
か
し
な
い
か
が
サ
ー

ビ
ス
を
超
え
る
か
超
え
な
い
か
の
境

界
線
だ
と
高
野
さ
ん
は
言
う
。

　さ
ら
に
、
こ
れ
は
高
野
さ
ん
の
講

演
会
で
聞
い
た
話
。
あ
る
レ
ス
ト
ラ

ン
で
高
齢
に
よ
り
失
禁
し
て
し
ま
っ

た
お
客
さ
ま
に
対
し
、
ウ
エ
イ
タ
ー

が
瞬
間
的
に
わ
ざ
と「
す
み
ま
せ
ん
。

手
が
滑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
グ

ラ
ス
の
水
を
股
間
に
こ
ぼ
し
「
別
室

へ
」
と
案
内
す
る
「
お
も
て
な
し
」。

こ
れ
は
、
同
席
し
た
家
族
に
は
感
動

す
ら
超
え
る
異
次
元
の
神
わ
ざ
と
し

て
心
に
刻
ま
れ
る
。

　そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

を
超
え
る
お
も
て
な
し
を
、
一
緒
に

働
く
仲
間
が
日
常
的
に
行
え
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
で
あ
る
と
か

雰
囲
気
で
あ
る
と
か
を
生
み
出
す
組

織
を
つ
く
る
の
が
、
経
営
者
の
仕
事

と
い
う
わ
け
だ
。

　こ
の
本
を
き
っ
か
け
に
、
ど
う
し

た
ら
満
足
を
超
え
る
感
動
が
生
み
出

せ
る
よ
う
に
な
る
か
を
考
え
る
の
が

わたしの１冊
37回第

『リッツ・カールトンが
大切にする

 サービスを超える瞬間』
高野 登・著
かんき出版

仲
田
道
弘（
な
か
だ・み
ち
ひ
ろ
）

1
9
5
9
年
山
梨
県
生
ま
れ
。筑
波
大
学
卒
業
後
、山
梨
県
庁
に
入
庁
し
30
年

以
上
山
梨
ワ
イ
ン
の
振
興
に
携
わ
る
。観
光
部
長
を
経
て
2
0
2
0
年
か
ら（
公

社
）や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構
理
事
長
。日
本
ワ
イ
ン
の
歴
史
研
究
家
と
し
て
、

現
在
、山
梨
県
立
大
学
特
任
教
授
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ワ
イ
ン
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
会
長
、O
I
V
登
録
品
種
協
議
会
顧
問
な
ど
も
務
め
て
い
る
。著
書
に『
日
本
ワ
イ
ン
誕
生
考
』

（
山
梨
日
日
新
聞
社
2
0
1
8
）、『
日
本
ワ
イ
ン
の
教
科
書
』（
柴
田
書
店
2
0
2
1
共
著
）、『
日
本

ソ
ム
リ
エ
協
会
教
本
』（
日
本
ソ
ム
リ
エ
協
会
2
0
2
4
〜
共
著
）、『
日
本
の
ワ
イ
ン
全
歴
史
』（
創

森
社
2
0
2
5
）な
ど
が
あ
る
。

私
の
日
課
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
、

「
お
も
て
な
し
条
例
」
を
作
れ
な
い

か
と
い
う
当
時
の
知
事
の
要
請
が
あ

り
、
2
0
1
1
年
に
は
「
お
も
て
な

し
の
や
ま
な
し
観
光
振
興
条
例
」
が

制
定
さ
れ
た
。
そ
の
根
底
に
は
人
の

心
を
動
か
す
「
茶
道
」
の
お
も
て
な

し
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　茶
道
の
お
も
て
な
し
は
、
よ
そ
お

い
、
し
つ
ら
え
、
ふ
る
ま
い
の
3
つ

の
要
素
で
構
成
さ
れ
る
。
ま
さ
し
く
、

ホ
テ
ル
に
例
え
る
な
ら
建
物
、
設
備
、

サ
ー
ビ
ス
の
総
合
格
闘
技
。
こ
れ
を

地
域
に
当
て
は
め
る
と
、
よ
そ
お
い

は
自
然
景
観
や
歴
史
文
化
、
し
つ
ら

え
は
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
芸
術

や
特
産
品
。
そ
し
て
ふ
る
ま
い
は
そ

の
地
域
文
化
を
基
に
し
た
人
と
人
と

の
ふ
れ
あ
い
で
あ
る
。
こ
の
三
者
を

官
民
で
磨
き
な
が
ら
連
携
さ
せ
訪
れ

る
人
に
感
動
を
与
え
る
。
条
例
は
こ

ん
な
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
県
下
の

お
も
て
な
し
事
例
を
発
表
す
る
県
民

大
会
が
15
年
続
き
、
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
ワ
イ
ン
県
な
ど
の
取
り
組
み

も
生
ま
れ
て
い
る
。

　高
野
さ
ん
は
長
野
の
戸
隠
出
身
で

ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
有
し
て
い
て
、

山
梨
の
白
州
生
ま
れ
の
私
に
と
っ
て

ワ
イ
ン
の
良
き
ラ
イ
バ
ル
。
時
折
、

東
京
で
長
野
v
s
山
梨
の
ワ
イ
ン
対

決
を
す
る
の
が
楽
し
み
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
私
は
日
本

ワ
イ
ン
の
歴
史
に
の
め
り
込
み
、
何

冊
か
本
を
出
す
ま
で
に
至
っ
た
。

　こ
の
『
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
が

大
切
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
超
え
る
瞬

間
』
は
と
て
も
分
か
り
や
す
く
一
気

に
読
め
る
が
、自
分
自
身
へ
の
戒
め
、

お
守
り
と
し
て
い
つ
も
座
右
に
置
い

て
い
る
本
で
あ
る
。
い
み
じ
く
も
高

野
さ
ん
は
「
お
も
て
な
し
の
神
髄
は

他
者
と
喜
怒
哀
楽
を
共
有
す
る
こ

と
。
そ
れ
は
他
者
と
比
べ
よ
う
と
す

る
の
で
は
な
く
自
分
自
身
の
成
長
意

欲
か
ら
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は

毎
日
の
心
の
筋
ト
レ
に
よ
っ
て
の
み

身
に
つ
く
」
と
言
う
。

仲
田
道
弘

公
益
社
団
法
人

や
ま
な
し
観
光

推
進
機
構 

理
事
長
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活 動 報 告
　
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
（2）
と
（3）
で
、「
私

た
ち
性
」
と
は
、
私
で
も
な
く
彼
ら
で
も
な

い「
私
た
ち
」が
主
役
で
あ
る
こ
と
だ
。ま
た
、

道
路
や
法
律
を
作
っ
た
り
、
自
然
管
理
を
考

え
る
際
に
は
何
か
共
通
の
価
値
観
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
価
値
基
盤
そ
の
も
の
が

人
間
の
行
動
を
直
接
規
定
す
る
イ
ン
フ
ラ
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る

と
、
人
間
の
諸
活
動
は
5
つ
の
イ
ン
フ
ラ
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
（
図
参

照
）。
そ
の
上
で
イ
ン
フ
ラ
を
改
め
て
定
義

す
る
と
「
多
く
の
人
々
（
私
た
ち
）
が
共
有
・

共
感
す
る
有
形
・
無
形
の
存
在
で
あ
っ
て
、

人
々
の
共
有
価
値
の
確
保
・
向
上
を
目
指
し
、

継
続
的
に
人
間
の
諸
活
動
の
基
盤
と
な
る
も

の
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

求
め
ら
れ
る
の
は

多
重
で
多
様
な

「
私
た
ち
性
」

　
で
は
、
観
光
は
国
民
の
イ
ン
フ
ラ
た
り
得

る
か
と
い
う
本
題
に
つ
い
て
だ
が
、
観
光
立

国
推
進
基
本
法
の
前
文
を
見
る
と「
観
光
は
、

国
際
平
和
と
国
民
生
活
の
安
定
を
象
徴
」「
地

域
の
住
民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
」「
我
が

国
固
有
の
文
化
、
歴
史
等
に
関
す
る
理
解
を

深
め
る
」「
国
際
社
会
に
お
け
る
名
誉
あ
る

地
位
の
確
立
」
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
的
な
共
有

価
値
基
盤
を
示
す
文
言
が
多
く
見
ら
れ
る
。

こ
こ
か
ら
、
観
光
の
ハ
ー
ド
や
ソ
フ
ト
は
国

民
に
と
っ
て
の
基
礎
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
こ
と

が
目
標
視
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
話
は
変
わ
る
が
石
器
時
代
に
遡
り
、
原
初

の
イ
ン
フ
ラ
を
考
え
る
こ
と
で
イ
ン
フ
ラ
性

の
一
要
素
に
挙
げ
た
「
私
た
ち
性
」
に
言
及

し
た
い
。
当
時
の
狩
猟
民
や
農
耕
民
に
は
集

団
内
に
お
け
る
狭
い
結
束
が
あ
り
、
そ
の
一

方
で
、
流
通
民
・
芸
能
民
・
客
人
を
介
し
た

広
い
交
流
が
存
在
し
て
い
た
。

　
前
者
を
狭
い
「
私
た
ち
」
と
す
れ
ば
そ
こ

で
の
イ
ン
フ
ラ
は
「
絆
」
で
あ
り
、
後
者
を

広
い
「
私
た
ち
」
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
の
イ

ン
フ
ラ
は
「
信
用
」
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

原
初
の
イ
ン
フ
ラ
に
は
狭
い
結
束
に
お
け
る

絆
と
、広
い
交
流
に
お
け
る
信
用
と
い
う「
多

重
の
私
た
ち
性
」
が
あ
り
、
と
も
に
価
値
観

の
共
有
が
基
盤
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
観
光
の
本
質
は
、
観
光
立
国
推
進
基
本
法

の
前
文
が
謳
う
よ
う
に
根
本
的
に
イ
ン
フ
ラ

性
が
高
い
も
の
だ
が
、
そ
の
現
状
を
見
る
と

「
私
た
ち
」
と
し
て
の
一
体
性
は
希
薄
で
、

共
有
価
値
基
盤
も
脆
弱
で
あ
り
、
必
ず
し
も

「
イ
ン
フ
ラ
性
」
が
高
い
と
は
考
え
に
く
い
。

　
観
光
の
本
来
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
現
在
生

ま
れ
て
い
る
諸
課
題
の
解
決
を
目
指
す
た
め

に
は
、
改
め
て
観
光
を
「
国
民
の
イ
ン
フ
ラ
」

と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
そ
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
私
た
ち

性
」
と
「
共
有
価
値
基
盤
」
に
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
観
光
を
国
民
の
イ
ン
フ
ラ
を
位
置
付
け
る

に
は
、
多
重
で
多
様
な
「
新
た
な
私
た
ち
性
」

の
構
築
が
必
要
で
あ
り
、
冒
頭
で
述
べ
た
観

光
の
特
性
で
あ
る
不
調
和
、
不
安
定
さ
の
持

つ
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
「
共
有
価
値
基
盤
」
と
な
る
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
着
目
し
て
、
具
体
的
な
取
り

組
み
の
ア
イ
デ
ア
を
列
記
し
た
の
で
、
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。（
図
4
）

が
、
豊
か
な
経
済
生
活
を
育
み
優
れ
た
文
化

を
展
開
し
人
間
的
に
魅
力
あ
る
社
会
を
持
続

的
、
安
定
的
に
維
持
す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
よ
う
な
社
会
的
装
置
と
し
た
。
言
い
か
え

れ
ば
、
分
権
的
市
場
経
済
制
度
が
円
滑
に
機

能
し
、
実
質
的
所
得
分
配
が
安
定
的
と
な
る

よ
う
な
制
度
的
諸
条
件
と
定
義
し
て
い
る
。

施
設
だ
け
で
な
く
自
然
環
境
や
制
度
資
本

ま
で
イ
ン
フ
ラ
と
捉
え
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。

　
私
は
さ
ら
に
イ
ン
フ
ラ
の
概
念
は
拡
大
の

余
地
が
あ
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と

称
さ
れ
る
社
会
関
係
資
本
も
含
ま
れ
る
の
で

は
と
考
え
る
。
そ
れ
が
（3）
で
、
稲
葉
陽
二
は

『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
入
門 

孤
立
か

ら
絆
へ
』（
2
0
1
1
年
）
で
、「
人
々
が
他

人
に
対
し
て
抱
く
信
頼
や
互
酬
性
の
規
範
、

人
や
組
織
の
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ

て
、
集
団
と
し
て
の
協
調
性
や
市
場
で
は
評

価
し
に
く
い
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。こ
の
考
え
方
は
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー

イ
や
ジ
ェ
イ
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
に
は
じ
ま

り
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
コ
ー
ル
マ
ン
や
ロ
バ
ー

ト
・
パ
ッ
ト
ナ
ム 

な
ど
、
社
会
学
・
政
治

学
分
野
で
唱
え
ら
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ

ア
ン
的
な
理
念
と
柔
ら
か
い
組
織
・
活
動
論

に
つ
な
が
る
。

　
こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
以
下
の
4
点
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
（1） 

（2）
は
今
回
の
話
題
と
は
関
連
が

薄
い
た
め
説
明
を
省
き
、
（3） 

（4）
に
つ
い
て

具
体
的
な
事
例
を
紹
介
す
る
。（
図
1
）

　
（3）
の
事
例
に
、
英
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

フ
ッ
ト
パ
ス
が
あ
る
。
日
本
で
は
フ
ッ
ト

パ
ス
と
い
う
と
道
を
作
る
こ
と
に
関
心
が

向
き
が
ち
だ
が
、
英
国
の
事
例
で
重
要
な

の
は
、
私
有
地
も
コ
モ
ン
ズ
で
あ
る
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
。

　
英
国
で
は
繊
維
産
業
が
発
達
す
る
と
農
地

で
羊
を
飼
う
よ
う
に
な
り
、
土
地
の
囲
い
込

み
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
コ
モ
ン
ズ
だ
っ
た

土
地
が
私
有
地
化
さ
れ
た
。「
立
入
者
は
処

罰
す
る
」
と
書
か
れ
た
看
板
が
あ
ち
こ
ち
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
私
有
地
も
公

衆
に
解
放
す
る
の
は
当
然
と
い
う
考
え
方
か

ら
「
歩
く
権
利
」
を
主
張
す
る
運
動
が
行
わ

れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ッ
ト
パ
ス
が
生
ま
れ

た
。

　
コ
モ
ン
ズ
的
発
想
が
生
き
た
現
代
の
事
例

で
は
、
東
京
の
下
北
沢
の
再
開
発
が
あ
る
。

小
田
急
線
が
立
体
交
差
化
で
駅
を
地
下
化
し

た
際
、
大
規
模
な
事
業
者
に
よ
る
高
層
再
開

発
で
は
な
く
、
地
元
主
導
で
小
規
模
開
発
を

行
い
、ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
な
ス
ロ
ー
で
ス
モ
ー

ル
な
ま
ち
づ
く
り
が
功
を
奏
し
て
い
る
。

　
宗
教
が
イ
ン
フ
ラ
に
関
与
し
た
（4）
の
事
例

は
世
界
中
で
見
ら
れ
る
が
、
日
本
の
有
名
な

事
例
と
し
て
鎌
倉
時
代
最
大
の
仏
教
教
団

「
律
宗
」
を
挙
げ
た
い
。
律
宗
は
戒
律
が
厳

し
く
利
他
修
行
を
重
視
す
る
の
が
特
徴
で
、

利
他
修
行
の
一
環
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

尽
力
し
た
。

　
律
宗
の
代
表
的
な
僧
と
し
て
知
ら
れ
る
忍

性
（
1
2
1
7
年
‐
1
3
0
3
年
）
は
道
路

や
用
水
路
整
備
を
行
い
、
瀬
戸
唐
橋
を
は
じ

め
全
国
に
1
8
9
の
橋
を
架
け
た
ほ
か
、
鎌

倉
幕
府
の
港
と
し
て
和
賀
江
や
金
沢
六
浦
な

ど
を
築
港
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
財
源
は
寄
附
と
利
用
料
で
、
も

う
少
し
時
代
が
下
る
と
や
は
り
宗
教
を
基
盤

に
お
接
待
や
善
根
宿
、
同
行
二
人
な
ど
の
文

化
が
生
ま
れ
、
こ
れ
ら
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
精

神
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。

主
役
は
「
私
た
ち
」、

価
値
観
も
イ
ン
フ
ラ

　
こ
れ
ま
で
の
話
で
わ
か
る
よ
う
に
イ
ン
フ

ラ
は
事
柄
も
ア
プ
ロ
ー
チ
も
様
々
で
、
ハ
ー

ド
も
あ
れ
ば
ソ
フ
ト
も
あ
り
、
人
工
物
も
天

然
物
も
あ
り
、
こ
れ
ら
が
う
ま
く
絡
み
合
っ

て
機
能
し
て
い
る
と
言
え
る
。
で
は
、
こ
の

よ
う
に
多
様
な
種
類
が
存
在
す
る
イ
ン
フ
ラ

に
共
通
す
る
「
イ
ン
フ
ラ
性
」
と
は
何
か
。
私

は
4
点
が
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
る
。（
図
2
）

観
光
の
本
質
は

「
不
調
和
」
に
あ
り

　

 

  

「
袖
す
り
合
う
も
他
生
の
縁
」
な
ど
の
こ
と

わ
ざ
が
表
す
よ
う
に
観
光
に
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
面
が
あ
る
一
方
、「
旅
の
恥
は
か
き
捨
て
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
や
、
か
つ
て
夏
目
漱
石
が

『
草
枕
』
で
「
人
で
な
し
の
国
」
と
表
現
し
た

よ
う
に
、
現
代
の
列
車
内
で
は
乗
客
同
士
が

互
い
を
人
と
も
思
わ
な
い
よ
う
な
光
景
が
見

ら
れ
る
な
ど
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
も
あ
る
。

近
年
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
モ
ラ
ル

ハ
ザ
ー
ド
な
ど
の
齟
齬
や
軋
轢
な
ど
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
だ
が
こ
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ス
、
不
調
和
と

動
的
性
格
こ
そ
が
観
光
の
本
質
で
は
な
い
か

と
私
は
考
え
る
。
そ
も
そ
も
観
光
と
は
異
質

性
と
非
日
常
性
の
希
求
で
あ
り
、
そ
こ
で
生

ま
れ
る
不
調
和
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
り
得
る
。
こ
う
し
た
特
性
を
持
つ

観
光
を
「
イ
ン
フ
ラ
性
」
と
い
う
面
か
ら
見

る
と
、
新
た
な
展
開
、
躍
進
の
可
能
性
が
あ

る
の
で
は
と
い
う
観
点
か
ら
今
日
は
話
を
し

た
い
。

施
設
か
ら
社
会
関
係

資
本
ま
で
〜
拡
大
す
る

イ
ン
フ
ラ
の
概
念 

　
イ
ン
フ
ラ
性
と
い
う
言
葉
を
説
明
す
る
前

に
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
根
本
的
な
考
え
方
を

整
理
す
る
と
、
以
下
の
3
点
に
集
約
さ
れ
る

と
言
え
る
。

　
（1）
は
イ
ン
フ
ラ
＝
道
路
や
下
水
道
と
い
っ

た
狭
義
の
捉
え
方
で
、『
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
概
論
』（
中
村
英
夫
編
・

2
0
1
7
年
）
で
は
「
社
会
全
体
を
支
え
る

社
会
共
有
の
施
設
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
イ
ン
フ
ラ
を
よ
り
広
義
に
捉
え
た
の
が
（2）

で
、
経
済
科
学
者
の
宇
沢
弘
文
は
『
社
会
的

共
通
資
本
』（
初
版
1
9
7
3
年
） 

で
「
一
つ

の
国
な
い
し
地
域
に
住
む
す
べ
て
の
人
々

土木サイドから捉える
施設インフラ

目的論的な
価値観を前提にした
社会的共通資本

人々の間に構築された
社会関係資本

（1）

（2）

（3）

第　回1
家
田 

仁（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
特
別
教
授
、東
京
大
学
名
誉
教
授
）　

観
光
は
国
民
の「
イ
ン
フ
ラ
」

た
り
得
る
か
？ 

当
財
団
で
は
2
0
2
5
年
度
、

研
究
顧
問
を
招
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
話
題
を
提
供
い
た
だ
き
、

研
究
員
と
対
話
す
る
研
究
懇
話
会
を
実
施
し
て
い
る
。

全
5
回
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、5
月
22
日
に
行
わ
れ
た
第
1
回
は
、

交
通・都
市・国
土
学
を
専
門
と
す
る
家
田
仁
氏
か
ら
話
題
提
供
が
行
わ
れ
た
。

研
究
懇
話
会

第267号 November 202549



図 4

図 3 広義のインフラと人間活動
　
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
（2）
と
（3）
で
、「
私

た
ち
性
」
と
は
、
私
で
も
な
く
彼
ら
で
も
な

い「
私
た
ち
」が
主
役
で
あ
る
こ
と
だ
。ま
た
、

道
路
や
法
律
を
作
っ
た
り
、
自
然
管
理
を
考

え
る
際
に
は
何
か
共
通
の
価
値
観
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
価
値
基
盤
そ
の
も
の
が

人
間
の
行
動
を
直
接
規
定
す
る
イ
ン
フ
ラ
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る

と
、
人
間
の
諸
活
動
は
5
つ
の
イ
ン
フ
ラ
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
（
図
参

照
）。
そ
の
上
で
イ
ン
フ
ラ
を
改
め
て
定
義

す
る
と
「
多
く
の
人
々
（
私
た
ち
）
が
共
有
・

共
感
す
る
有
形
・
無
形
の
存
在
で
あ
っ
て
、

人
々
の
共
有
価
値
の
確
保
・
向
上
を
目
指
し
、

継
続
的
に
人
間
の
諸
活
動
の
基
盤
と
な
る
も

の
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

求
め
ら
れ
る
の
は

多
重
で
多
様
な

「
私
た
ち
性
」

　
で
は
、
観
光
は
国
民
の
イ
ン
フ
ラ
た
り
得

る
か
と
い
う
本
題
に
つ
い
て
だ
が
、
観
光
立

国
推
進
基
本
法
の
前
文
を
見
る
と「
観
光
は
、

国
際
平
和
と
国
民
生
活
の
安
定
を
象
徴
」「
地

域
の
住
民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
」「
我
が

国
固
有
の
文
化
、
歴
史
等
に
関
す
る
理
解
を

深
め
る
」「
国
際
社
会
に
お
け
る
名
誉
あ
る

地
位
の
確
立
」
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
的
な
共
有

価
値
基
盤
を
示
す
文
言
が
多
く
見
ら
れ
る
。

こ
こ
か
ら
、
観
光
の
ハ
ー
ド
や
ソ
フ
ト
は
国

民
に
と
っ
て
の
基
礎
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
こ
と

が
目
標
視
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
話
は
変
わ
る
が
石
器
時
代
に
遡
り
、
原
初

の
イ
ン
フ
ラ
を
考
え
る
こ
と
で
イ
ン
フ
ラ
性

の
一
要
素
に
挙
げ
た
「
私
た
ち
性
」
に
言
及

し
た
い
。
当
時
の
狩
猟
民
や
農
耕
民
に
は
集

団
内
に
お
け
る
狭
い
結
束
が
あ
り
、
そ
の
一

方
で
、
流
通
民
・
芸
能
民
・
客
人
を
介
し
た

広
い
交
流
が
存
在
し
て
い
た
。

　
前
者
を
狭
い
「
私
た
ち
」
と
す
れ
ば
そ
こ

で
の
イ
ン
フ
ラ
は
「
絆
」
で
あ
り
、
後
者
を

広
い
「
私
た
ち
」
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
の
イ

ン
フ
ラ
は
「
信
用
」
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

原
初
の
イ
ン
フ
ラ
に
は
狭
い
結
束
に
お
け
る

絆
と
、広
い
交
流
に
お
け
る
信
用
と
い
う「
多

重
の
私
た
ち
性
」
が
あ
り
、
と
も
に
価
値
観

の
共
有
が
基
盤
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
観
光
の
本
質
は
、
観
光
立
国
推
進
基
本
法

の
前
文
が
謳
う
よ
う
に
根
本
的
に
イ
ン
フ
ラ

性
が
高
い
も
の
だ
が
、
そ
の
現
状
を
見
る
と

「
私
た
ち
」
と
し
て
の
一
体
性
は
希
薄
で
、

共
有
価
値
基
盤
も
脆
弱
で
あ
り
、
必
ず
し
も

「
イ
ン
フ
ラ
性
」
が
高
い
と
は
考
え
に
く
い
。

　
観
光
の
本
来
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
現
在
生

ま
れ
て
い
る
諸
課
題
の
解
決
を
目
指
す
た
め

に
は
、
改
め
て
観
光
を
「
国
民
の
イ
ン
フ
ラ
」

と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
そ
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
私
た
ち

性
」
と
「
共
有
価
値
基
盤
」
に
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
観
光
を
国
民
の
イ
ン
フ
ラ
を
位
置
付
け
る

に
は
、
多
重
で
多
様
な
「
新
た
な
私
た
ち
性
」

の
構
築
が
必
要
で
あ
り
、
冒
頭
で
述
べ
た
観

光
の
特
性
で
あ
る
不
調
和
、
不
安
定
さ
の
持

つ
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
「
共
有
価
値
基
盤
」
と
な
る
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
着
目
し
て
、
具
体
的
な
取
り

組
み
の
ア
イ
デ
ア
を
列
記
し
た
の
で
、
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。（
図
4
）

が
、
豊
か
な
経
済
生
活
を
育
み
優
れ
た
文
化

を
展
開
し
人
間
的
に
魅
力
あ
る
社
会
を
持
続

的
、
安
定
的
に
維
持
す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
よ
う
な
社
会
的
装
置
と
し
た
。
言
い
か
え

れ
ば
、
分
権
的
市
場
経
済
制
度
が
円
滑
に
機

能
し
、
実
質
的
所
得
分
配
が
安
定
的
と
な
る

よ
う
な
制
度
的
諸
条
件
と
定
義
し
て
い
る
。

施
設
だ
け
で
な
く
自
然
環
境
や
制
度
資
本

ま
で
イ
ン
フ
ラ
と
捉
え
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。

　
私
は
さ
ら
に
イ
ン
フ
ラ
の
概
念
は
拡
大
の

余
地
が
あ
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と

称
さ
れ
る
社
会
関
係
資
本
も
含
ま
れ
る
の
で

は
と
考
え
る
。
そ
れ
が
（3）
で
、
稲
葉
陽
二
は

『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
入
門 

孤
立
か

ら
絆
へ
』（
2
0
1
1
年
）
で
、「
人
々
が
他

人
に
対
し
て
抱
く
信
頼
や
互
酬
性
の
規
範
、

人
や
組
織
の
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ

て
、
集
団
と
し
て
の
協
調
性
や
市
場
で
は
評

価
し
に
く
い
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。こ
の
考
え
方
は
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー

イ
や
ジ
ェ
イ
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
に
は
じ
ま

り
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
コ
ー
ル
マ
ン
や
ロ
バ
ー

ト
・
パ
ッ
ト
ナ
ム 

な
ど
、
社
会
学
・
政
治

学
分
野
で
唱
え
ら
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ

ア
ン
的
な
理
念
と
柔
ら
か
い
組
織
・
活
動
論

に
つ
な
が
る
。

　
こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
以
下
の
4
点
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
（1） 

（2）
は
今
回
の
話
題
と
は
関
連
が

薄
い
た
め
説
明
を
省
き
、
（3） 

（4）
に
つ
い
て

具
体
的
な
事
例
を
紹
介
す
る
。（
図
1
）

　
（3）
の
事
例
に
、
英
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

フ
ッ
ト
パ
ス
が
あ
る
。
日
本
で
は
フ
ッ
ト

パ
ス
と
い
う
と
道
を
作
る
こ
と
に
関
心
が

向
き
が
ち
だ
が
、
英
国
の
事
例
で
重
要
な

の
は
、
私
有
地
も
コ
モ
ン
ズ
で
あ
る
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
。

　
英
国
で
は
繊
維
産
業
が
発
達
す
る
と
農
地

で
羊
を
飼
う
よ
う
に
な
り
、
土
地
の
囲
い
込

み
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
コ
モ
ン
ズ
だ
っ
た

土
地
が
私
有
地
化
さ
れ
た
。「
立
入
者
は
処

罰
す
る
」
と
書
か
れ
た
看
板
が
あ
ち
こ
ち
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
私
有
地
も
公

衆
に
解
放
す
る
の
は
当
然
と
い
う
考
え
方
か

ら
「
歩
く
権
利
」
を
主
張
す
る
運
動
が
行
わ

れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ッ
ト
パ
ス
が
生
ま
れ

た
。

　
コ
モ
ン
ズ
的
発
想
が
生
き
た
現
代
の
事
例

で
は
、
東
京
の
下
北
沢
の
再
開
発
が
あ
る
。

小
田
急
線
が
立
体
交
差
化
で
駅
を
地
下
化
し

た
際
、
大
規
模
な
事
業
者
に
よ
る
高
層
再
開

発
で
は
な
く
、
地
元
主
導
で
小
規
模
開
発
を

行
い
、ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
な
ス
ロ
ー
で
ス
モ
ー

ル
な
ま
ち
づ
く
り
が
功
を
奏
し
て
い
る
。

　
宗
教
が
イ
ン
フ
ラ
に
関
与
し
た
（4）
の
事
例

は
世
界
中
で
見
ら
れ
る
が
、
日
本
の
有
名
な

事
例
と
し
て
鎌
倉
時
代
最
大
の
仏
教
教
団

「
律
宗
」
を
挙
げ
た
い
。
律
宗
は
戒
律
が
厳

し
く
利
他
修
行
を
重
視
す
る
の
が
特
徴
で
、

利
他
修
行
の
一
環
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

尽
力
し
た
。

　
律
宗
の
代
表
的
な
僧
と
し
て
知
ら
れ
る
忍

性
（
1
2
1
7
年
‐
1
3
0
3
年
）
は
道
路

や
用
水
路
整
備
を
行
い
、
瀬
戸
唐
橋
を
は
じ

め
全
国
に
1
8
9
の
橋
を
架
け
た
ほ
か
、
鎌

倉
幕
府
の
港
と
し
て
和
賀
江
や
金
沢
六
浦
な

ど
を
築
港
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
財
源
は
寄
附
と
利
用
料
で
、
も

う
少
し
時
代
が
下
る
と
や
は
り
宗
教
を
基
盤

に
お
接
待
や
善
根
宿
、
同
行
二
人
な
ど
の
文

化
が
生
ま
れ
、
こ
れ
ら
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
精

神
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。

主
役
は
「
私
た
ち
」、

価
値
観
も
イ
ン
フ
ラ

　
こ
れ
ま
で
の
話
で
わ
か
る
よ
う
に
イ
ン
フ

ラ
は
事
柄
も
ア
プ
ロ
ー
チ
も
様
々
で
、
ハ
ー

ド
も
あ
れ
ば
ソ
フ
ト
も
あ
り
、
人
工
物
も
天

然
物
も
あ
り
、
こ
れ
ら
が
う
ま
く
絡
み
合
っ

て
機
能
し
て
い
る
と
言
え
る
。
で
は
、
こ
の

よ
う
に
多
様
な
種
類
が
存
在
す
る
イ
ン
フ
ラ

に
共
通
す
る
「
イ
ン
フ
ラ
性
」
と
は
何
か
。
私

は
4
点
が
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
る
。（
図
2
）

観
光
の
本
質
は

「
不
調
和
」
に
あ
り

　

 

  

「
袖
す
り
合
う
も
他
生
の
縁
」
な
ど
の
こ
と

わ
ざ
が
表
す
よ
う
に
観
光
に
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
面
が
あ
る
一
方
、「
旅
の
恥
は
か
き
捨
て
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
や
、
か
つ
て
夏
目
漱
石
が

『
草
枕
』
で
「
人
で
な
し
の
国
」
と
表
現
し
た

よ
う
に
、
現
代
の
列
車
内
で
は
乗
客
同
士
が

互
い
を
人
と
も
思
わ
な
い
よ
う
な
光
景
が
見

ら
れ
る
な
ど
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
も
あ
る
。

近
年
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
モ
ラ
ル

ハ
ザ
ー
ド
な
ど
の
齟
齬
や
軋
轢
な
ど
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
だ
が
こ
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ス
、
不
調
和
と

動
的
性
格
こ
そ
が
観
光
の
本
質
で
は
な
い
か

と
私
は
考
え
る
。
そ
も
そ
も
観
光
と
は
異
質

性
と
非
日
常
性
の
希
求
で
あ
り
、
そ
こ
で
生

ま
れ
る
不
調
和
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
り
得
る
。
こ
う
し
た
特
性
を
持
つ

観
光
を
「
イ
ン
フ
ラ
性
」
と
い
う
面
か
ら
見

る
と
、
新
た
な
展
開
、
躍
進
の
可
能
性
が
あ

る
の
で
は
と
い
う
観
点
か
ら
今
日
は
話
を
し

た
い
。

施
設
か
ら
社
会
関
係

資
本
ま
で
〜
拡
大
す
る

イ
ン
フ
ラ
の
概
念 

　
イ
ン
フ
ラ
性
と
い
う
言
葉
を
説
明
す
る
前

に
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
根
本
的
な
考
え
方
を

整
理
す
る
と
、
以
下
の
3
点
に
集
約
さ
れ
る

と
言
え
る
。

　
（1）
は
イ
ン
フ
ラ
＝
道
路
や
下
水
道
と
い
っ

た
狭
義
の
捉
え
方
で
、『
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
概
論
』（
中
村
英
夫
編
・

2
0
1
7
年
）
で
は
「
社
会
全
体
を
支
え
る

社
会
共
有
の
施
設
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
イ
ン
フ
ラ
を
よ
り
広
義
に
捉
え
た
の
が
（2）

で
、
経
済
科
学
者
の
宇
沢
弘
文
は
『
社
会
的

共
通
資
本
』（
初
版
1
9
7
3
年
） 

で
「
一
つ

の
国
な
い
し
地
域
に
住
む
す
べ
て
の
人
々

①…観光客増加に伴う地域マネジメント費
用を地域の観光収入から十分に内生化す
べき。（観光客もまた地域の「私たち」でなく
てはならない）
②…日本のモラルは世界の常識とは限らな
い。（ゴミ箱を民間のコンビニに任せている
ような国は他にもあるのか？)冷静に共通モ
ラル基盤を再構築すべき。（新たな「私たち」
形成）
③…新たな「私たち」による観光資源の発見
と創造・そして共同マネジメント（Lawson
富士を発見した人は凄い感性！　しかしそ
の対応は実に愚策！）
④…体験型／貢献型観光の推進と新たな
「私たち」の創造。（『深夜特急』はどこへ行っ
た？　かつての先鋭的な『地球の歩き方』は
どこへ行った？）
⑤…消費型観光からストック形成型観光へ
の転換。観光を通じた健全で継続的な国土
形成。（クルーズ船寄港の恩恵が港町の空
間・質改善に十分生かされない）
⑥…富裕層マーケットを原資にした世界の
次世代の（貧富を問わない）青少年観光の
充実。（未来の日本サポーター形成の外交）
⑦…同行二人・お接待の観光文化の日本観
光の基軸化。（クールジャパンを超えた真の
文化観光）

インフラ性とは:
人間活動への基盤性

私たち性

共有の価値基盤

一定の継続性

インフラとは:
多くの人 (々私たち)が
共有・共感する

有形・無形の存在であって、

人々の共有価値の
確保・向上を目指し、

継続的に人間の諸活動の
基盤となるもの。

図 1

経済学的・政策学的
アプローチ

民間ビジネスとしての
アプローチ

コモンズ的
アプローチ

宗教的あるいは
利他性アプローチ

（1）

（2）

（3）

（4）

図 2

インフラ性とは何だろうか？

人の活動の基盤（基底basis）となっている

主役は「私たち」（not 私、not 彼ら）⇒「私たち性」

「共有の価値基盤」に依存
⇒価値観(理念) もインフラ

一定の継続性（これまでとこれから）を前提とする

（1）

（2）

（3）

（4）

人間の諸活動

 理念
の

インフラ
施設
インフラ

制度
インフラ

 人のネットワークの
インフラ

 自然と大地の
インフラ

【例えば…】

(1)

(2)

(3)

(4)

①

②

③

④ 
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図 4

図 3 広義のインフラと人間活動
　
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
（2）
と
（3）
で
、「
私

た
ち
性
」
と
は
、
私
で
も
な
く
彼
ら
で
も
な

い「
私
た
ち
」が
主
役
で
あ
る
こ
と
だ
。ま
た
、

道
路
や
法
律
を
作
っ
た
り
、
自
然
管
理
を
考

え
る
際
に
は
何
か
共
通
の
価
値
観
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
価
値
基
盤
そ
の
も
の
が

人
間
の
行
動
を
直
接
規
定
す
る
イ
ン
フ
ラ
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る

と
、
人
間
の
諸
活
動
は
5
つ
の
イ
ン
フ
ラ
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
（
図
参

照
）。
そ
の
上
で
イ
ン
フ
ラ
を
改
め
て
定
義

す
る
と
「
多
く
の
人
々
（
私
た
ち
）
が
共
有
・

共
感
す
る
有
形
・
無
形
の
存
在
で
あ
っ
て
、

人
々
の
共
有
価
値
の
確
保
・
向
上
を
目
指
し
、

継
続
的
に
人
間
の
諸
活
動
の
基
盤
と
な
る
も

の
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

求
め
ら
れ
る
の
は

多
重
で
多
様
な

「
私
た
ち
性
」

　
で
は
、
観
光
は
国
民
の
イ
ン
フ
ラ
た
り
得

る
か
と
い
う
本
題
に
つ
い
て
だ
が
、
観
光
立

国
推
進
基
本
法
の
前
文
を
見
る
と「
観
光
は
、

国
際
平
和
と
国
民
生
活
の
安
定
を
象
徴
」「
地

域
の
住
民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
」「
我
が

国
固
有
の
文
化
、
歴
史
等
に
関
す
る
理
解
を

深
め
る
」「
国
際
社
会
に
お
け
る
名
誉
あ
る

地
位
の
確
立
」
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
的
な
共
有

価
値
基
盤
を
示
す
文
言
が
多
く
見
ら
れ
る
。

こ
こ
か
ら
、
観
光
の
ハ
ー
ド
や
ソ
フ
ト
は
国

民
に
と
っ
て
の
基
礎
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
こ
と

が
目
標
視
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
話
は
変
わ
る
が
石
器
時
代
に
遡
り
、
原
初

の
イ
ン
フ
ラ
を
考
え
る
こ
と
で
イ
ン
フ
ラ
性

の
一
要
素
に
挙
げ
た
「
私
た
ち
性
」
に
言
及

し
た
い
。
当
時
の
狩
猟
民
や
農
耕
民
に
は
集

団
内
に
お
け
る
狭
い
結
束
が
あ
り
、
そ
の
一

方
で
、
流
通
民
・
芸
能
民
・
客
人
を
介
し
た

広
い
交
流
が
存
在
し
て
い
た
。

　
前
者
を
狭
い
「
私
た
ち
」
と
す
れ
ば
そ
こ

で
の
イ
ン
フ
ラ
は
「
絆
」
で
あ
り
、
後
者
を

広
い
「
私
た
ち
」
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
の
イ

ン
フ
ラ
は
「
信
用
」
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

原
初
の
イ
ン
フ
ラ
に
は
狭
い
結
束
に
お
け
る

絆
と
、広
い
交
流
に
お
け
る
信
用
と
い
う「
多

重
の
私
た
ち
性
」
が
あ
り
、
と
も
に
価
値
観

の
共
有
が
基
盤
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
観
光
の
本
質
は
、
観
光
立
国
推
進
基
本
法

の
前
文
が
謳
う
よ
う
に
根
本
的
に
イ
ン
フ
ラ

性
が
高
い
も
の
だ
が
、
そ
の
現
状
を
見
る
と

「
私
た
ち
」
と
し
て
の
一
体
性
は
希
薄
で
、

共
有
価
値
基
盤
も
脆
弱
で
あ
り
、
必
ず
し
も

「
イ
ン
フ
ラ
性
」
が
高
い
と
は
考
え
に
く
い
。

　
観
光
の
本
来
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
現
在
生

ま
れ
て
い
る
諸
課
題
の
解
決
を
目
指
す
た
め

に
は
、
改
め
て
観
光
を
「
国
民
の
イ
ン
フ
ラ
」

と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
そ
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
私
た
ち

性
」
と
「
共
有
価
値
基
盤
」
に
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
観
光
を
国
民
の
イ
ン
フ
ラ
を
位
置
付
け
る

に
は
、
多
重
で
多
様
な
「
新
た
な
私
た
ち
性
」

の
構
築
が
必
要
で
あ
り
、
冒
頭
で
述
べ
た
観

光
の
特
性
で
あ
る
不
調
和
、
不
安
定
さ
の
持

つ
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
「
共
有
価
値
基
盤
」
と
な
る
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
着
目
し
て
、
具
体
的
な
取
り

組
み
の
ア
イ
デ
ア
を
列
記
し
た
の
で
、
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。（
図
4
）

が
、
豊
か
な
経
済
生
活
を
育
み
優
れ
た
文
化

を
展
開
し
人
間
的
に
魅
力
あ
る
社
会
を
持
続

的
、
安
定
的
に
維
持
す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
よ
う
な
社
会
的
装
置
と
し
た
。
言
い
か
え

れ
ば
、
分
権
的
市
場
経
済
制
度
が
円
滑
に
機

能
し
、
実
質
的
所
得
分
配
が
安
定
的
と
な
る

よ
う
な
制
度
的
諸
条
件
と
定
義
し
て
い
る
。

施
設
だ
け
で
な
く
自
然
環
境
や
制
度
資
本

ま
で
イ
ン
フ
ラ
と
捉
え
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。

　
私
は
さ
ら
に
イ
ン
フ
ラ
の
概
念
は
拡
大
の

余
地
が
あ
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と

称
さ
れ
る
社
会
関
係
資
本
も
含
ま
れ
る
の
で

は
と
考
え
る
。
そ
れ
が
（3）
で
、
稲
葉
陽
二
は

『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
入
門 

孤
立
か

ら
絆
へ
』（
2
0
1
1
年
）
で
、「
人
々
が
他

人
に
対
し
て
抱
く
信
頼
や
互
酬
性
の
規
範
、

人
や
組
織
の
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ

て
、
集
団
と
し
て
の
協
調
性
や
市
場
で
は
評

価
し
に
く
い
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。こ
の
考
え
方
は
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー

イ
や
ジ
ェ
イ
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
に
は
じ
ま

り
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
コ
ー
ル
マ
ン
や
ロ
バ
ー

ト
・
パ
ッ
ト
ナ
ム 

な
ど
、
社
会
学
・
政
治

学
分
野
で
唱
え
ら
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ

ア
ン
的
な
理
念
と
柔
ら
か
い
組
織
・
活
動
論

に
つ
な
が
る
。

　
こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
以
下
の
4
点
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
（1） 

（2）
は
今
回
の
話
題
と
は
関
連
が

薄
い
た
め
説
明
を
省
き
、
（3） 

（4）
に
つ
い
て

具
体
的
な
事
例
を
紹
介
す
る
。（
図
1
）

　
（3）
の
事
例
に
、
英
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

フ
ッ
ト
パ
ス
が
あ
る
。
日
本
で
は
フ
ッ
ト

パ
ス
と
い
う
と
道
を
作
る
こ
と
に
関
心
が

向
き
が
ち
だ
が
、
英
国
の
事
例
で
重
要
な

の
は
、
私
有
地
も
コ
モ
ン
ズ
で
あ
る
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
。

　
英
国
で
は
繊
維
産
業
が
発
達
す
る
と
農
地

で
羊
を
飼
う
よ
う
に
な
り
、
土
地
の
囲
い
込

み
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
コ
モ
ン
ズ
だ
っ
た

土
地
が
私
有
地
化
さ
れ
た
。「
立
入
者
は
処

罰
す
る
」
と
書
か
れ
た
看
板
が
あ
ち
こ
ち
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
私
有
地
も
公

衆
に
解
放
す
る
の
は
当
然
と
い
う
考
え
方
か

ら
「
歩
く
権
利
」
を
主
張
す
る
運
動
が
行
わ

れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ッ
ト
パ
ス
が
生
ま
れ

た
。

　
コ
モ
ン
ズ
的
発
想
が
生
き
た
現
代
の
事
例

で
は
、
東
京
の
下
北
沢
の
再
開
発
が
あ
る
。

小
田
急
線
が
立
体
交
差
化
で
駅
を
地
下
化
し

た
際
、
大
規
模
な
事
業
者
に
よ
る
高
層
再
開

発
で
は
な
く
、
地
元
主
導
で
小
規
模
開
発
を

行
い
、ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
な
ス
ロ
ー
で
ス
モ
ー

ル
な
ま
ち
づ
く
り
が
功
を
奏
し
て
い
る
。

　
宗
教
が
イ
ン
フ
ラ
に
関
与
し
た
（4）
の
事
例

は
世
界
中
で
見
ら
れ
る
が
、
日
本
の
有
名
な

事
例
と
し
て
鎌
倉
時
代
最
大
の
仏
教
教
団

「
律
宗
」
を
挙
げ
た
い
。
律
宗
は
戒
律
が
厳

し
く
利
他
修
行
を
重
視
す
る
の
が
特
徴
で
、

利
他
修
行
の
一
環
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

尽
力
し
た
。

　
律
宗
の
代
表
的
な
僧
と
し
て
知
ら
れ
る
忍

性
（
1
2
1
7
年
‐
1
3
0
3
年
）
は
道
路

や
用
水
路
整
備
を
行
い
、
瀬
戸
唐
橋
を
は
じ

め
全
国
に
1
8
9
の
橋
を
架
け
た
ほ
か
、
鎌

倉
幕
府
の
港
と
し
て
和
賀
江
や
金
沢
六
浦
な

ど
を
築
港
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
財
源
は
寄
附
と
利
用
料
で
、
も

う
少
し
時
代
が
下
る
と
や
は
り
宗
教
を
基
盤

に
お
接
待
や
善
根
宿
、
同
行
二
人
な
ど
の
文

化
が
生
ま
れ
、
こ
れ
ら
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
精

神
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。

主
役
は
「
私
た
ち
」、

価
値
観
も
イ
ン
フ
ラ

　
こ
れ
ま
で
の
話
で
わ
か
る
よ
う
に
イ
ン
フ

ラ
は
事
柄
も
ア
プ
ロ
ー
チ
も
様
々
で
、
ハ
ー

ド
も
あ
れ
ば
ソ
フ
ト
も
あ
り
、
人
工
物
も
天

然
物
も
あ
り
、
こ
れ
ら
が
う
ま
く
絡
み
合
っ

て
機
能
し
て
い
る
と
言
え
る
。
で
は
、
こ
の

よ
う
に
多
様
な
種
類
が
存
在
す
る
イ
ン
フ
ラ

に
共
通
す
る
「
イ
ン
フ
ラ
性
」
と
は
何
か
。
私

は
4
点
が
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
る
。（
図
2
）

観
光
の
本
質
は

「
不
調
和
」
に
あ
り

　

 

  

「
袖
す
り
合
う
も
他
生
の
縁
」
な
ど
の
こ
と

わ
ざ
が
表
す
よ
う
に
観
光
に
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
面
が
あ
る
一
方
、「
旅
の
恥
は
か
き
捨
て
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
や
、
か
つ
て
夏
目
漱
石
が

『
草
枕
』
で
「
人
で
な
し
の
国
」
と
表
現
し
た

よ
う
に
、
現
代
の
列
車
内
で
は
乗
客
同
士
が

互
い
を
人
と
も
思
わ
な
い
よ
う
な
光
景
が
見

ら
れ
る
な
ど
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
も
あ
る
。

近
年
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
モ
ラ
ル

ハ
ザ
ー
ド
な
ど
の
齟
齬
や
軋
轢
な
ど
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
だ
が
こ
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ス
、
不
調
和
と

動
的
性
格
こ
そ
が
観
光
の
本
質
で
は
な
い
か

と
私
は
考
え
る
。
そ
も
そ
も
観
光
と
は
異
質

性
と
非
日
常
性
の
希
求
で
あ
り
、
そ
こ
で
生

ま
れ
る
不
調
和
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
り
得
る
。
こ
う
し
た
特
性
を
持
つ

観
光
を
「
イ
ン
フ
ラ
性
」
と
い
う
面
か
ら
見

る
と
、
新
た
な
展
開
、
躍
進
の
可
能
性
が
あ

る
の
で
は
と
い
う
観
点
か
ら
今
日
は
話
を
し

た
い
。

施
設
か
ら
社
会
関
係

資
本
ま
で
〜
拡
大
す
る

イ
ン
フ
ラ
の
概
念 

　
イ
ン
フ
ラ
性
と
い
う
言
葉
を
説
明
す
る
前

に
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
根
本
的
な
考
え
方
を

整
理
す
る
と
、
以
下
の
3
点
に
集
約
さ
れ
る

と
言
え
る
。

　
（1）
は
イ
ン
フ
ラ
＝
道
路
や
下
水
道
と
い
っ

た
狭
義
の
捉
え
方
で
、『
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
概
論
』（
中
村
英
夫
編
・

2
0
1
7
年
）
で
は
「
社
会
全
体
を
支
え
る

社
会
共
有
の
施
設
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
イ
ン
フ
ラ
を
よ
り
広
義
に
捉
え
た
の
が
（2）

で
、
経
済
科
学
者
の
宇
沢
弘
文
は
『
社
会
的

共
通
資
本
』（
初
版
1
9
7
3
年
） 

で
「
一
つ

の
国
な
い
し
地
域
に
住
む
す
べ
て
の
人
々

①…観光客増加に伴う地域マネジメント費
用を地域の観光収入から十分に内生化す
べき。（観光客もまた地域の「私たち」でなく
てはならない）
②…日本のモラルは世界の常識とは限らな
い。（ゴミ箱を民間のコンビニに任せている
ような国は他にもあるのか？)冷静に共通モ
ラル基盤を再構築すべき。（新たな「私たち」
形成）
③…新たな「私たち」による観光資源の発見
と創造・そして共同マネジメント（Lawson
富士を発見した人は凄い感性！　しかしそ
の対応は実に愚策！）
④…体験型／貢献型観光の推進と新たな
「私たち」の創造。（『深夜特急』はどこへ行っ
た？　かつての先鋭的な『地球の歩き方』は
どこへ行った？）
⑤…消費型観光からストック形成型観光へ
の転換。観光を通じた健全で継続的な国土
形成。（クルーズ船寄港の恩恵が港町の空
間・質改善に十分生かされない）
⑥…富裕層マーケットを原資にした世界の
次世代の（貧富を問わない）青少年観光の
充実。（未来の日本サポーター形成の外交）
⑦…同行二人・お接待の観光文化の日本観
光の基軸化。（クールジャパンを超えた真の
文化観光）

インフラ性とは:
人間活動への基盤性

私たち性

共有の価値基盤

一定の継続性

インフラとは:
多くの人 (々私たち)が
共有・共感する

有形・無形の存在であって、

人々の共有価値の
確保・向上を目指し、

継続的に人間の諸活動の
基盤となるもの。

図 1

経済学的・政策学的
アプローチ

民間ビジネスとしての
アプローチ

コモンズ的
アプローチ

宗教的あるいは
利他性アプローチ

（1）

（2）

（3）

（4）

図 2

インフラ性とは何だろうか？

人の活動の基盤（基底basis）となっている

主役は「私たち」（not 私、not 彼ら）⇒「私たち性」

「共有の価値基盤」に依存
⇒価値観(理念) もインフラ

一定の継続性（これまでとこれから）を前提とする

（1）

（2）

（3）

（4）

人間の諸活動

 理念
の

インフラ
施設
インフラ

制度
インフラ

 人のネットワークの
インフラ

 自然と大地の
インフラ

【例えば…】

(1)

(2)

(3)

(4)

①

②

③

④ 
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活 動 報 告
図 1 森林空間利用の政策的推移

図 2 森を活用したトレイル整備における課題

熊
谷
嘉
隆（
国
際
教
養
大
学
理
事
・
副
学
長
・
教
授
）　

　
ド
イ
ツ
の
ア
ウ
デ
ィ
本
社
は
、
以
前
か
ら

森
を
活
用
し
た
ク
ア
オ
ル
ト
®
を
導
入
し
、

費
用
対
効
果
を
計
算
し
て
い
る
。
導
入
に

よ
っ
て
従
業
員
の
創
造
性
や
生
産
性
が
ど
れ

だ
け
向
上
し
た
か
、
疾
病
率
が
下
が
っ
た
か
、

長
年
に
わ
た
っ
て
デ
ー
タ
を
取
っ
て
お
り
、

ク
ア
オ
ル
ト
®
に
投
資
し
て
も
、
3
分
の
1

の
コ
ス
ト
で
生
産
性
が
上
が
っ
た
と
い
う

デ
ー
タ
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
定
量

的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
は
説
得
力
が
あ
る
の
で
、

日
本
で
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。（
図
4
）

 

ト
レ
イ
ル
の
整
備
に
は

秋
田
県
の

森
林
環
境
税
を
活
用

　
改
め
て
、
我
々
が
秋
田
県
で
今
後
10
年
間

か
け
て
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ポ
イ
ン

ト
を
下
記
に
挙
げ
た
。「
森
林
浴
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
つ
い
て
は
、
ク
ア
オ
ル
ト
®
に
シ
フ

ト
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
年
齢
や
性
別
、

歩
く
季
節
や
健
康
状
態
に
合
わ
せ
て
選
べ
る

よ
う
、
ト
レ
イ
ル
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
整

備
し
、
一
目
瞭
然
で
わ
か
る
よ
う
、
秋
田
県

と
協
議
を
し
て
い
る
。（
図
5
）

　
以
下
は
今
年
度
の
取
り
組
み
で
、「
水
と
緑

の
森
づ
く
り
基
金
」
は
秋
田
県
が
2
0
0
8

年
に
導
入
し
た
「
秋
田
県
水
と
緑
の
森
づ
く

り
税
」
を
原
資
と
し
て
い
る
。
私
は
こ
の
基

金
の
運
営
委
員
会
の
座
長
を
15
年
ほ
ど
務
め

て
お
り
、
ト
レ
イ
ル
整
備
事
業
に
直
接
・
間

接
的
に
関
わ
る
事
業
を
既
に
行
っ
て
い
る
。

研
究
は
大
学
で
行
う
が
、
ト
レ
イ
ル
に
関
す

る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
の
整
備
は
こ
の
基
金

　
2
0
0
5
年
に
森
林
セ
ラ
ピ
ー
実
行
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
や
森

林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
®
の
認
定
事
業
が
始

ま
っ
た
。
現
在
、
全
国
で
64
か
所
が
N
P
O

法
人
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
よ
り
認

定
さ
れ
て
い
る
。
本
事
業
は
将
来
的
に
県
内

20
〜
30
か
所
の
森
で
の
展
開
を
考
え
て
い
る

が
、森
林
セ
ラ
ピ
ー
認
定
事
業
に
は
依
ら
ず
、

県
の
農
林
水
産
部
と
独
自
の
取
り
組
み
を
す

る
方
向
で
協
議
し
て
い
る
。

　
森
林
浴
に
よ
り
、
血
圧
低
下
や
ス
ト
レ
ス

ホ
ル
モ
ン
の
減
少
、
N
K
細
胞
の
活
性
化
に

よ
り
免
疫
力
が
高
ま
り
1
か
月
後
ま
で
持
続

す
る
な
ど
の
効
果
が
わ
か
っ
て
い
る
。
注
目

す
べ
き
は
針
葉
樹
が
放
出
す
る
α
ピ
ネ
ン
、

リ
モ
ネ
ン
、
サ
ビ
ネ
ン
な
ど
の
テ
ル
ペ
ン
類

が
認
知
症
予
防
に
役
立
つ
と
い
う
臨
床
的
事

実
だ
。
こ
れ
ら
を
裏
付
け
る
定
量
的
デ
ー
タ

の
収
集
は
今
後
の
課
題
で
、
今
回
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
県
内
3
大
学
に
と
ど
ま
ら
ず

医
学
系
研
究
者
と
の
連
携
を
模
索
し
、
大
規

模
な
疫
学
的
調
査
な
ど
を
10
年
か
け
て
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

気
軽
に
歩
け
る

森
づ
く
り
に
は
定
期
的
な

整
備
・
維
持
の

仕
組
み
が
不
可
欠

　
2
0
2
3
年
に
行
わ
れ
た
内
閣
府
世
論
調

査
の
「
日
常
生
活
の
中
で
、
森
林
で
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
行
い
た
い
か
」
と
い
う
設
問
に

対
し
、「
心
身
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
森

林
内
の
散
策
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
い
う
回

答
が
70
％
と
最
も
多
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で

「
こ
こ
1
年
く
ら
い
の
間
に
、
何
回
く
ら
い

森
林
に
行
っ
た
か
」
に
対
す
る
回
答
は
「
1

〜
2
回
」
が
22
・
5
％
、「
行
っ
て
い
な
い
」

が
47
・
4
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
健
康
に
い
い

と
わ
か
っ
て
い
る
が
、
日
常
的
に
森
に
行
く

人
は
多
く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
特
別
な

ウ
ェ
ア
や
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
は
着
用
せ
ず
、
秋

田
県
民
が
週
に
数
回
、
日
常
的
に
近
く
の
森

に
行
け
る
文
化
の
醸
成
を
目
指
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
都
市
公
園
や
身
近
な
里
山
を
利
用

し
た
森
林
ト
レ
イ
ル
を
県
内
に
た
く
さ
ん
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
日
常
の
延
長
で
行
け
る
森
林
ト
レ
イ
ル
に

つ
い
て
は
昨
年
、
海
外
で
実
地
調
査
を
行
っ

た
。
モ
ン
タ
ナ
州
ミ
ズ
ー
ラ
市
の
ラ
ト
ル
ス

ネ
ー
ク
国
立
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
域
の
ト

レ
イ
ル
は
道
幅
3
ｍ
と
広
く
整
備
さ
れ
、
多

く
の
人
が
ま
さ
に
日
常
生
活
の
延
長
線
上

で
、
特
別
な
装
備
も
せ
ず
に
歩
い
て
い
た
。

ま
た
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
は
市
内

か
ら
車
で
15
分
の
場
所
に
街
の
喧
騒
か
ら
隔

離
さ
れ
た
巨
大
な
森
林
公
園
が
あ
り
、
こ
こ

も
気
軽
に
歩
け
る
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
ア

メ
リ
カ
で
は
気
軽
に
森
を
歩
く
文
化
が
根
付

い
て
い
る
と
感
じ
た
。

　
さ
ら
に
ド
イ
ツ
で
の
シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト

に
は
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
多
様
な
レ
ベ

ル
に
向
け
た
森
林
ト
レ
イ
ル
が
多
く
整
備
さ

れ
、
難
易
度
と
距
離
が
一
目
で
わ
か
る
標
識

が
立
っ
て
い
る
。
見
通
し
も
よ
く
、
下
草
の
処

理
、
間
伐
・
枝
打
ち
が
し
っ
か
り
行
わ
れ
て

い
た
。
聞
け
ば
、
ト
レ
イ
ル
を
管
理
す
る
巨

大
N
P
O
が
あ
り
、
比
較
的
裕
福
な
高
齢
男

性
が
多
く
参
加
し
、
お
金
も
時
間
も
供
出
し

て
ト
レ
イ
ル
の
維
持
に
努
め
て
い
る
と
い
う
。

　
秋
田
及
び
日
本
で
こ
の
よ
う
な
ト
レ
イ
ル

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
は
以
下
の
課
題

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
問
題
は
誰
が

ど
う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
か
で
、
定
期
的
な

ト
レ
イ
ル
整
備
の
仕
組
み
づ
く
り
が
課
題
と

言
え
る
。（
図
2
）

日
本
一
高
齢
化
率
の

高
い
秋
田
県
で
、

森
を
活
用
し
て

医
療
費
2
割
減
を
目
指
す

　
私
が
勤
め
る
国
際
教
養
大
学
と
秋
田
県
立

大
学
、
秋
田
公
立
美
術
大
学
の
3
大
学
が
連

携
し
、
2
0
2
4
年
か
ら
10
年
間
、
科
学
技

術
振
興
機
構
に
よ
る
「
共
創
の
場
形
成
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
本
格
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
森

の
価
値
変
換
を
通
じ
た
、
自
律
的
な
豊
か
さ

の
実
現
拠
点
」を
秋
田
県
で
実
施
し
て
い
る
。

予
算
は
年
間
2
億
円
で
、
こ
の
前
に
採
択
さ

れ
た
本
事
業
の
2
年
間
の
育
成
型
の
期
間
を

合
わ
せ
る
と
12
年
の
長
期
に
及
ぶ
。
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
か
ら
森
の
価
値
の
再
定
義
を
行
い
、

新
た
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
考
え
る

取
り
組
み
で
、
国
際
教
養
大
学
は
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
一
つ「
森
の
空
間
的
活
用
を
通
じ
た
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
追
求
」
を
担
っ
て
い
る
。

　
取
り
組
み
に
至
っ
た
問
題
意
識
は
、
日
本

全
体
の
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
に
約
10
年
の

乖
離
が
あ
り
、
要
介
護
認
定
者
や
認
知
症
患

者
数
が
増
加
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
こ
れ

ら
に
伴
う
日
本
の
健
康
保
険
制
度
の
持
続
可

能
性
、
要
介
護
世
帯
の
財
政
的
・
心
理
的
負

担
増
、
介
護
人
材
の
慢
性
的
不
足
、
介
護
の

心
理
的
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
休
・
離
職
者
数
の

増
加
な
ど
も
懸
念
材
料
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　
長
寿
化
に
伴
い
、
快
活
で
健
や
か
に
生
き

る
に
は
、
今
後
は
疾
病
後
の
対
応
よ
り
も
予

防
を
ど
う
す
る
か
が
問
わ
れ
る
状
況
に
あ

る
。
日
本
の
国
土
の
6
割
以
上
を
占
め
る
森

と
、
日
常
生
活
間
の
心
理
的
・
物
理
的
距
離

を
縮
め
る
こ
と
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向

上
を
図
る
こ
と
は
個
人
の
み
な
ら
ず
、家
族
、

社
会
に
と
っ
て
も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
秋

田
県
は
高
齢
化
率
日
本
一
と
全
国
に
先
駆
け

て
高
齢
化
が
進
行
す
る
地
域
だ
が
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
県
内
の
豊
か
な
森
を
活
用
し

て
「
未
病
」
か
ら
健
康
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

県
内
の
家
庭
及
び
自
治
体
の
医
療
費
を
20
％

削
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

森
林
浴
の

医
学
的
効
果
を
裏
付
け
る

定
量
的
デ
ー
タ
を

長
期
的
に
収
集

　
森
林
を
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
な
げ
る

取
り
組
み
を
振
り
返
る
と
、
1
9
8
2
年
に

林
野
庁
長
官
に
よ
っ
て
「
森
林
浴
」
が
提
唱

さ
れ
、
2
0
0
4
年
に
は
科
学
的
な
エ
ビ
デ

ン
ス
に
裏
付
け
ら
れ
た
森
林
浴
と
し
て
「
森

林
セ
ラ
ピ
ー
®
」
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、

森
林
の
持
つ
植
物
由
来
の
刺
激
が
生
理
的
リ

ラ
ッ
ク
ス
状
態
を
も
た
ら
す
こ
と
で
免
疫
機

能
を
向
上
さ
せ
、
病
気
に
な
り
に
く
い
体
に

す
る
と
い
う
予
防
医
学
の
視
点
を
重
視
し
た

概
念
で
あ
る
。（
図
1
）

森
と
ウェル
ビ
ー
イ
ン
グ 

7
月
24
日
に
行
わ
れ
た
第
2
回
研
究
懇
話
会
は
、

秋
田
県
の
3
つ
の
公
立
大
学
が
連
携
し
、

県
内
の
森
林
価
値
を
再
定
義
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
む
熊
谷
嘉
隆
氏
か
ら
話
題
提
供
が
行
わ
れ
た
。

を
活
用
し
て
行
う
見
通
し
だ
。
本
「
森
と
健

康
事
業
」
で
は
国
際
教
養
大
学
が
開
発
し
た

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
を
活
用
し
、
学
生

を
対
象
に
森
と
健
康
の
相
関
関
係
に
つ
い
て

予
備
調
査
を
開
始
す
る
。
ま
た
、
東
北
医
科

薬
科
大
学
と
連
携
し
つ
つ
本
学
の
試
験
林
で

森
の
香
気
成
分
の
分
析
調
査
を
行
う
ほ
か
、

改
め
て
ド
イ
ツ
の
ク
ア
オ
ル
ト
®
、
シ
ュ
バ

ル
ツ
バ
ル
ト
に
つ
い
て
詳
し
く
事
例
調
査
を

行
う
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
3
大
学
に

と
ど
ま
ら
ず
、
多
様
な
研
究
者
と
連
携
研
究

の
幅
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。（
図
6
）

森
を
活
用
し
た

民
間
企
業
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で

離
職
者
が
激
減
し
た

例
も

　
林
野
庁
で
は
健
康
・
観
光
・
教
育

等
の
様
々
な
分
野
で
森
林
空
間
を
活

用
し
た
体
験
な
ど
の
森
林
サ
ー
ビ
ス

を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て

様
々
な
民
間
企
業
が
、
森
を
活
用
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
大
半
が
「
心
と
体
の
健
康
づ
く

り
」
を
主
目
的
と
し
て
い
る
。

T
D
K
ラ
ム
ダ
は
一
時
期
離
職
者
が

増
加
し
た
が
、
こ
う
し
た
森
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
導
入
に
よ
り
離
職
者
が
激
減

し
た
と
聞
い
て
い
る
。（
図
3
）

　
我
々
が
着
目
し
て
い
る
の
が
、
病

気
を
治
す
の
で
は
な
く
未
然
に
防
ぐ

こ
と
に
力
点
を
置
い
て
い
る
「
ク
ア

オ
ル
ト
®
」
で
、
山
形
県
が
熱
心
に
推

進
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
こ
の
よ

う
な
健
康
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参

加
に
対
し
、
健
康
保
険
が
適
用
で
き

る
制
度
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
日
本

で
も
将
来
的
に
は
特
区
な
ど
を
設
け

て
導
入
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

日常生活の延長で安心して
歩けるトレイルの少なさ

熊、スズメバチのリスク

道幅の狭さ、見通しの悪さ、
下草の多さ

定期的なトレイル整備の仕組み

犯罪対策

ごみ対策

2019 年 「森林サービス産業」の提唱

2004 年に「森林セラピー」 自然志向の高まりもあり様 な々コンテンツが展開

バブル崩壊後 エコツーリズムに代表されるような
森林に関わるソフト面の取組み

バブル期のリゾート法の制定 様 な々民間資本によるゴルフ場やリゾートホテルの整備

1982 年に「森林浴」が提唱 各地域で森林公園や市民の森等を整備しながら、健康づ
くりも目的として、国民に森林を訪れてもらうような動き

1972 年：日本列島改造論 民間によるゴルフ場や別荘地等の整備

高度経済成長期 自然公園や青少年自然の家、国民休暇村、
自然休養林等の整備 第　回2

研
究
懇
話
会

52



活 動 報 告
図 1 森林空間利用の政策的推移

図 2 森を活用したトレイル整備における課題

熊
谷
嘉
隆（
国
際
教
養
大
学
理
事
・
副
学
長
・
教
授
）　

　
ド
イ
ツ
の
ア
ウ
デ
ィ
本
社
は
、
以
前
か
ら

森
を
活
用
し
た
ク
ア
オ
ル
ト
®
を
導
入
し
、

費
用
対
効
果
を
計
算
し
て
い
る
。
導
入
に

よ
っ
て
従
業
員
の
創
造
性
や
生
産
性
が
ど
れ

だ
け
向
上
し
た
か
、
疾
病
率
が
下
が
っ
た
か
、

長
年
に
わ
た
っ
て
デ
ー
タ
を
取
っ
て
お
り
、

ク
ア
オ
ル
ト
®
に
投
資
し
て
も
、
3
分
の
1

の
コ
ス
ト
で
生
産
性
が
上
が
っ
た
と
い
う

デ
ー
タ
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
定
量

的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
は
説
得
力
が
あ
る
の
で
、

日
本
で
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。（
図
4
）

 

ト
レ
イ
ル
の
整
備
に
は

秋
田
県
の

森
林
環
境
税
を
活
用

　
改
め
て
、
我
々
が
秋
田
県
で
今
後
10
年
間

か
け
て
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ポ
イ
ン

ト
を
下
記
に
挙
げ
た
。「
森
林
浴
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
つ
い
て
は
、
ク
ア
オ
ル
ト
®
に
シ
フ

ト
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
年
齢
や
性
別
、

歩
く
季
節
や
健
康
状
態
に
合
わ
せ
て
選
べ
る

よ
う
、
ト
レ
イ
ル
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
整

備
し
、
一
目
瞭
然
で
わ
か
る
よ
う
、
秋
田
県

と
協
議
を
し
て
い
る
。（
図
5
）

　
以
下
は
今
年
度
の
取
り
組
み
で
、「
水
と
緑

の
森
づ
く
り
基
金
」
は
秋
田
県
が
2
0
0
8

年
に
導
入
し
た
「
秋
田
県
水
と
緑
の
森
づ
く

り
税
」
を
原
資
と
し
て
い
る
。
私
は
こ
の
基

金
の
運
営
委
員
会
の
座
長
を
15
年
ほ
ど
務
め

て
お
り
、
ト
レ
イ
ル
整
備
事
業
に
直
接
・
間

接
的
に
関
わ
る
事
業
を
既
に
行
っ
て
い
る
。

研
究
は
大
学
で
行
う
が
、
ト
レ
イ
ル
に
関
す

る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
の
整
備
は
こ
の
基
金

　
2
0
0
5
年
に
森
林
セ
ラ
ピ
ー
実
行
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
や
森

林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
®
の
認
定
事
業
が
始

ま
っ
た
。
現
在
、
全
国
で
64
か
所
が
N
P
O

法
人
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
よ
り
認

定
さ
れ
て
い
る
。
本
事
業
は
将
来
的
に
県
内

20
〜
30
か
所
の
森
で
の
展
開
を
考
え
て
い
る

が
、森
林
セ
ラ
ピ
ー
認
定
事
業
に
は
依
ら
ず
、

県
の
農
林
水
産
部
と
独
自
の
取
り
組
み
を
す

る
方
向
で
協
議
し
て
い
る
。

　
森
林
浴
に
よ
り
、
血
圧
低
下
や
ス
ト
レ
ス

ホ
ル
モ
ン
の
減
少
、
N
K
細
胞
の
活
性
化
に

よ
り
免
疫
力
が
高
ま
り
1
か
月
後
ま
で
持
続

す
る
な
ど
の
効
果
が
わ
か
っ
て
い
る
。
注
目

す
べ
き
は
針
葉
樹
が
放
出
す
る
α
ピ
ネ
ン
、

リ
モ
ネ
ン
、
サ
ビ
ネ
ン
な
ど
の
テ
ル
ペ
ン
類

が
認
知
症
予
防
に
役
立
つ
と
い
う
臨
床
的
事

実
だ
。
こ
れ
ら
を
裏
付
け
る
定
量
的
デ
ー
タ

の
収
集
は
今
後
の
課
題
で
、
今
回
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
県
内
3
大
学
に
と
ど
ま
ら
ず

医
学
系
研
究
者
と
の
連
携
を
模
索
し
、
大
規

模
な
疫
学
的
調
査
な
ど
を
10
年
か
け
て
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

気
軽
に
歩
け
る

森
づ
く
り
に
は
定
期
的
な

整
備
・
維
持
の

仕
組
み
が
不
可
欠

　
2
0
2
3
年
に
行
わ
れ
た
内
閣
府
世
論
調

査
の
「
日
常
生
活
の
中
で
、
森
林
で
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
行
い
た
い
か
」
と
い
う
設
問
に

対
し
、「
心
身
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
森

林
内
の
散
策
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
い
う
回

答
が
70
％
と
最
も
多
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で

「
こ
こ
1
年
く
ら
い
の
間
に
、
何
回
く
ら
い

森
林
に
行
っ
た
か
」
に
対
す
る
回
答
は
「
1

〜
2
回
」
が
22
・
5
％
、「
行
っ
て
い
な
い
」

が
47
・
4
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
健
康
に
い
い

と
わ
か
っ
て
い
る
が
、
日
常
的
に
森
に
行
く

人
は
多
く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
特
別
な

ウ
ェ
ア
や
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
は
着
用
せ
ず
、
秋

田
県
民
が
週
に
数
回
、
日
常
的
に
近
く
の
森

に
行
け
る
文
化
の
醸
成
を
目
指
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
都
市
公
園
や
身
近
な
里
山
を
利
用

し
た
森
林
ト
レ
イ
ル
を
県
内
に
た
く
さ
ん
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
日
常
の
延
長
で
行
け
る
森
林
ト
レ
イ
ル
に

つ
い
て
は
昨
年
、
海
外
で
実
地
調
査
を
行
っ

た
。
モ
ン
タ
ナ
州
ミ
ズ
ー
ラ
市
の
ラ
ト
ル
ス

ネ
ー
ク
国
立
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
域
の
ト

レ
イ
ル
は
道
幅
3
ｍ
と
広
く
整
備
さ
れ
、
多

く
の
人
が
ま
さ
に
日
常
生
活
の
延
長
線
上

で
、
特
別
な
装
備
も
せ
ず
に
歩
い
て
い
た
。

ま
た
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
は
市
内

か
ら
車
で
15
分
の
場
所
に
街
の
喧
騒
か
ら
隔

離
さ
れ
た
巨
大
な
森
林
公
園
が
あ
り
、
こ
こ

も
気
軽
に
歩
け
る
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
ア

メ
リ
カ
で
は
気
軽
に
森
を
歩
く
文
化
が
根
付

い
て
い
る
と
感
じ
た
。

　
さ
ら
に
ド
イ
ツ
で
の
シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト

に
は
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
多
様
な
レ
ベ

ル
に
向
け
た
森
林
ト
レ
イ
ル
が
多
く
整
備
さ

れ
、
難
易
度
と
距
離
が
一
目
で
わ
か
る
標
識

が
立
っ
て
い
る
。
見
通
し
も
よ
く
、
下
草
の
処

理
、
間
伐
・
枝
打
ち
が
し
っ
か
り
行
わ
れ
て

い
た
。
聞
け
ば
、
ト
レ
イ
ル
を
管
理
す
る
巨

大
N
P
O
が
あ
り
、
比
較
的
裕
福
な
高
齢
男

性
が
多
く
参
加
し
、
お
金
も
時
間
も
供
出
し

て
ト
レ
イ
ル
の
維
持
に
努
め
て
い
る
と
い
う
。

　
秋
田
及
び
日
本
で
こ
の
よ
う
な
ト
レ
イ
ル

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
は
以
下
の
課
題

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
問
題
は
誰
が

ど
う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
か
で
、
定
期
的
な

ト
レ
イ
ル
整
備
の
仕
組
み
づ
く
り
が
課
題
と

言
え
る
。（
図
2
）

日
本
一
高
齢
化
率
の

高
い
秋
田
県
で
、

森
を
活
用
し
て

医
療
費
2
割
減
を
目
指
す

　
私
が
勤
め
る
国
際
教
養
大
学
と
秋
田
県
立

大
学
、
秋
田
公
立
美
術
大
学
の
3
大
学
が
連

携
し
、
2
0
2
4
年
か
ら
10
年
間
、
科
学
技

術
振
興
機
構
に
よ
る
「
共
創
の
場
形
成
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
本
格
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
森

の
価
値
変
換
を
通
じ
た
、
自
律
的
な
豊
か
さ

の
実
現
拠
点
」を
秋
田
県
で
実
施
し
て
い
る
。

予
算
は
年
間
2
億
円
で
、
こ
の
前
に
採
択
さ

れ
た
本
事
業
の
2
年
間
の
育
成
型
の
期
間
を

合
わ
せ
る
と
12
年
の
長
期
に
及
ぶ
。
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
か
ら
森
の
価
値
の
再
定
義
を
行
い
、

新
た
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
考
え
る

取
り
組
み
で
、
国
際
教
養
大
学
は
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
一
つ「
森
の
空
間
的
活
用
を
通
じ
た
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
追
求
」
を
担
っ
て
い
る
。

　
取
り
組
み
に
至
っ
た
問
題
意
識
は
、
日
本

全
体
の
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
に
約
10
年
の

乖
離
が
あ
り
、
要
介
護
認
定
者
や
認
知
症
患

者
数
が
増
加
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
こ
れ

ら
に
伴
う
日
本
の
健
康
保
険
制
度
の
持
続
可

能
性
、
要
介
護
世
帯
の
財
政
的
・
心
理
的
負

担
増
、
介
護
人
材
の
慢
性
的
不
足
、
介
護
の

心
理
的
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
休
・
離
職
者
数
の

増
加
な
ど
も
懸
念
材
料
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　
長
寿
化
に
伴
い
、
快
活
で
健
や
か
に
生
き

る
に
は
、
今
後
は
疾
病
後
の
対
応
よ
り
も
予

防
を
ど
う
す
る
か
が
問
わ
れ
る
状
況
に
あ

る
。
日
本
の
国
土
の
6
割
以
上
を
占
め
る
森

と
、
日
常
生
活
間
の
心
理
的
・
物
理
的
距
離

を
縮
め
る
こ
と
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向

上
を
図
る
こ
と
は
個
人
の
み
な
ら
ず
、家
族
、

社
会
に
と
っ
て
も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
秋

田
県
は
高
齢
化
率
日
本
一
と
全
国
に
先
駆
け

て
高
齢
化
が
進
行
す
る
地
域
だ
が
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
県
内
の
豊
か
な
森
を
活
用
し

て
「
未
病
」
か
ら
健
康
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

県
内
の
家
庭
及
び
自
治
体
の
医
療
費
を
20
％

削
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

森
林
浴
の

医
学
的
効
果
を
裏
付
け
る

定
量
的
デ
ー
タ
を

長
期
的
に
収
集

　
森
林
を
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
な
げ
る

取
り
組
み
を
振
り
返
る
と
、
1
9
8
2
年
に

林
野
庁
長
官
に
よ
っ
て
「
森
林
浴
」
が
提
唱

さ
れ
、
2
0
0
4
年
に
は
科
学
的
な
エ
ビ
デ

ン
ス
に
裏
付
け
ら
れ
た
森
林
浴
と
し
て
「
森

林
セ
ラ
ピ
ー
®
」
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、

森
林
の
持
つ
植
物
由
来
の
刺
激
が
生
理
的
リ

ラ
ッ
ク
ス
状
態
を
も
た
ら
す
こ
と
で
免
疫
機

能
を
向
上
さ
せ
、
病
気
に
な
り
に
く
い
体
に

す
る
と
い
う
予
防
医
学
の
視
点
を
重
視
し
た

概
念
で
あ
る
。（
図
1
）

森
と
ウェル
ビ
ー
イ
ン
グ 

7
月
24
日
に
行
わ
れ
た
第
2
回
研
究
懇
話
会
は
、

秋
田
県
の
3
つ
の
公
立
大
学
が
連
携
し
、

県
内
の
森
林
価
値
を
再
定
義
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
む
熊
谷
嘉
隆
氏
か
ら
話
題
提
供
が
行
わ
れ
た
。

を
活
用
し
て
行
う
見
通
し
だ
。
本
「
森
と
健

康
事
業
」
で
は
国
際
教
養
大
学
が
開
発
し
た

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
を
活
用
し
、
学
生

を
対
象
に
森
と
健
康
の
相
関
関
係
に
つ
い
て

予
備
調
査
を
開
始
す
る
。
ま
た
、
東
北
医
科

薬
科
大
学
と
連
携
し
つ
つ
本
学
の
試
験
林
で

森
の
香
気
成
分
の
分
析
調
査
を
行
う
ほ
か
、

改
め
て
ド
イ
ツ
の
ク
ア
オ
ル
ト
®
、
シ
ュ
バ

ル
ツ
バ
ル
ト
に
つ
い
て
詳
し
く
事
例
調
査
を

行
う
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
3
大
学
に

と
ど
ま
ら
ず
、
多
様
な
研
究
者
と
連
携
研
究

の
幅
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。（
図
6
）

森
を
活
用
し
た

民
間
企
業
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で

離
職
者
が
激
減
し
た

例
も

　
林
野
庁
で
は
健
康
・
観
光
・
教
育

等
の
様
々
な
分
野
で
森
林
空
間
を
活

用
し
た
体
験
な
ど
の
森
林
サ
ー
ビ
ス

を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て

様
々
な
民
間
企
業
が
、
森
を
活
用
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
大
半
が
「
心
と
体
の
健
康
づ
く

り
」
を
主
目
的
と
し
て
い
る
。

T
D
K
ラ
ム
ダ
は
一
時
期
離
職
者
が

増
加
し
た
が
、
こ
う
し
た
森
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
導
入
に
よ
り
離
職
者
が
激
減

し
た
と
聞
い
て
い
る
。（
図
3
）

　
我
々
が
着
目
し
て
い
る
の
が
、
病

気
を
治
す
の
で
は
な
く
未
然
に
防
ぐ

こ
と
に
力
点
を
置
い
て
い
る
「
ク
ア

オ
ル
ト
®
」
で
、
山
形
県
が
熱
心
に
推

進
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
こ
の
よ

う
な
健
康
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参

加
に
対
し
、
健
康
保
険
が
適
用
で
き

る
制
度
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
日
本

で
も
将
来
的
に
は
特
区
な
ど
を
設
け

て
導
入
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

日常生活の延長で安心して
歩けるトレイルの少なさ

熊、スズメバチのリスク

道幅の狭さ、見通しの悪さ、
下草の多さ

定期的なトレイル整備の仕組み

犯罪対策

ごみ対策

2019 年 「森林サービス産業」の提唱

2004 年に「森林セラピー」 自然志向の高まりもあり様 な々コンテンツが展開

バブル崩壊後 エコツーリズムに代表されるような
森林に関わるソフト面の取組み

バブル期のリゾート法の制定 様 な々民間資本によるゴルフ場やリゾートホテルの整備

1982 年に「森林浴」が提唱 各地域で森林公園や市民の森等を整備しながら、健康づ
くりも目的として、国民に森林を訪れてもらうような動き

1972 年：日本列島改造論 民間によるゴルフ場や別荘地等の整備

高度経済成長期 自然公園や青少年自然の家、国民休暇村、
自然休養林等の整備 第　回2

研
究
懇
話
会

第267号 November 202553



図 4 クアオルト®

図 5 森とウェルビーイング：超高齢化社会における健康寿命の延伸

図 6 今年度の計画

図 3 森のプログラム活用事例（活用企業等一覧）

　
ド
イ
ツ
の
ア
ウ
デ
ィ
本
社
は
、
以
前
か
ら

森
を
活
用
し
た
ク
ア
オ
ル
ト
®
を
導
入
し
、

費
用
対
効
果
を
計
算
し
て
い
る
。
導
入
に

よ
っ
て
従
業
員
の
創
造
性
や
生
産
性
が
ど
れ

だ
け
向
上
し
た
か
、
疾
病
率
が
下
が
っ
た
か
、

長
年
に
わ
た
っ
て
デ
ー
タ
を
取
っ
て
お
り
、

ク
ア
オ
ル
ト
®
に
投
資
し
て
も
、
3
分
の
1

の
コ
ス
ト
で
生
産
性
が
上
が
っ
た
と
い
う

デ
ー
タ
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
定
量

的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
は
説
得
力
が
あ
る
の
で
、

日
本
で
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。（
図
4
）

 

ト
レ
イ
ル
の
整
備
に
は

秋
田
県
の

森
林
環
境
税
を
活
用

　
改
め
て
、
我
々
が
秋
田
県
で
今
後
10
年
間

か
け
て
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ポ
イ
ン

ト
を
下
記
に
挙
げ
た
。「
森
林
浴
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
つ
い
て
は
、
ク
ア
オ
ル
ト
®
に
シ
フ

ト
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
年
齢
や
性
別
、

歩
く
季
節
や
健
康
状
態
に
合
わ
せ
て
選
べ
る

よ
う
、
ト
レ
イ
ル
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
整

備
し
、
一
目
瞭
然
で
わ
か
る
よ
う
、
秋
田
県

と
協
議
を
し
て
い
る
。（
図
5
）

　
以
下
は
今
年
度
の
取
り
組
み
で
、「
水
と
緑

の
森
づ
く
り
基
金
」
は
秋
田
県
が
2
0
0
8

年
に
導
入
し
た
「
秋
田
県
水
と
緑
の
森
づ
く

り
税
」
を
原
資
と
し
て
い
る
。
私
は
こ
の
基

金
の
運
営
委
員
会
の
座
長
を
15
年
ほ
ど
務
め

て
お
り
、
ト
レ
イ
ル
整
備
事
業
に
直
接
・
間

接
的
に
関
わ
る
事
業
を
既
に
行
っ
て
い
る
。

研
究
は
大
学
で
行
う
が
、
ト
レ
イ
ル
に
関
す

る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
の
整
備
は
こ
の
基
金

　
2
0
0
5
年
に
森
林
セ
ラ
ピ
ー
実
行
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
や
森

林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
®
の
認
定
事
業
が
始

ま
っ
た
。
現
在
、
全
国
で
64
か
所
が
N
P
O

法
人
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
よ
り
認

定
さ
れ
て
い
る
。
本
事
業
は
将
来
的
に
県
内

20
〜
30
か
所
の
森
で
の
展
開
を
考
え
て
い
る

が
、森
林
セ
ラ
ピ
ー
認
定
事
業
に
は
依
ら
ず
、

県
の
農
林
水
産
部
と
独
自
の
取
り
組
み
を
す

る
方
向
で
協
議
し
て
い
る
。

　
森
林
浴
に
よ
り
、
血
圧
低
下
や
ス
ト
レ
ス

ホ
ル
モ
ン
の
減
少
、
N
K
細
胞
の
活
性
化
に

よ
り
免
疫
力
が
高
ま
り
1
か
月
後
ま
で
持
続

す
る
な
ど
の
効
果
が
わ
か
っ
て
い
る
。
注
目

す
べ
き
は
針
葉
樹
が
放
出
す
る
α
ピ
ネ
ン
、

リ
モ
ネ
ン
、
サ
ビ
ネ
ン
な
ど
の
テ
ル
ペ
ン
類

が
認
知
症
予
防
に
役
立
つ
と
い
う
臨
床
的
事

実
だ
。
こ
れ
ら
を
裏
付
け
る
定
量
的
デ
ー
タ

の
収
集
は
今
後
の
課
題
で
、
今
回
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
県
内
3
大
学
に
と
ど
ま
ら
ず

医
学
系
研
究
者
と
の
連
携
を
模
索
し
、
大
規

模
な
疫
学
的
調
査
な
ど
を
10
年
か
け
て
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

気
軽
に
歩
け
る

森
づ
く
り
に
は
定
期
的
な

整
備
・
維
持
の

仕
組
み
が
不
可
欠

　
2
0
2
3
年
に
行
わ
れ
た
内
閣
府
世
論
調

査
の
「
日
常
生
活
の
中
で
、
森
林
で
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
行
い
た
い
か
」
と
い
う
設
問
に

対
し
、「
心
身
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
森

林
内
の
散
策
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
い
う
回

答
が
70
％
と
最
も
多
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で

「
こ
こ
1
年
く
ら
い
の
間
に
、
何
回
く
ら
い

森
林
に
行
っ
た
か
」
に
対
す
る
回
答
は
「
1

〜
2
回
」
が
22
・
5
％
、「
行
っ
て
い
な
い
」

が
47
・
4
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
健
康
に
い
い

と
わ
か
っ
て
い
る
が
、
日
常
的
に
森
に
行
く

人
は
多
く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
特
別
な

ウ
ェ
ア
や
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
は
着
用
せ
ず
、
秋

田
県
民
が
週
に
数
回
、
日
常
的
に
近
く
の
森

に
行
け
る
文
化
の
醸
成
を
目
指
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
都
市
公
園
や
身
近
な
里
山
を
利
用

し
た
森
林
ト
レ
イ
ル
を
県
内
に
た
く
さ
ん
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
日
常
の
延
長
で
行
け
る
森
林
ト
レ
イ
ル
に

つ
い
て
は
昨
年
、
海
外
で
実
地
調
査
を
行
っ

た
。
モ
ン
タ
ナ
州
ミ
ズ
ー
ラ
市
の
ラ
ト
ル
ス

ネ
ー
ク
国
立
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
域
の
ト

レ
イ
ル
は
道
幅
3
ｍ
と
広
く
整
備
さ
れ
、
多

く
の
人
が
ま
さ
に
日
常
生
活
の
延
長
線
上

で
、
特
別
な
装
備
も
せ
ず
に
歩
い
て
い
た
。

ま
た
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
は
市
内

か
ら
車
で
15
分
の
場
所
に
街
の
喧
騒
か
ら
隔

離
さ
れ
た
巨
大
な
森
林
公
園
が
あ
り
、
こ
こ

も
気
軽
に
歩
け
る
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
ア

メ
リ
カ
で
は
気
軽
に
森
を
歩
く
文
化
が
根
付

い
て
い
る
と
感
じ
た
。

　
さ
ら
に
ド
イ
ツ
で
の
シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト

に
は
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
多
様
な
レ
ベ

ル
に
向
け
た
森
林
ト
レ
イ
ル
が
多
く
整
備
さ

れ
、
難
易
度
と
距
離
が
一
目
で
わ
か
る
標
識

が
立
っ
て
い
る
。
見
通
し
も
よ
く
、
下
草
の
処

理
、
間
伐
・
枝
打
ち
が
し
っ
か
り
行
わ
れ
て

い
た
。
聞
け
ば
、
ト
レ
イ
ル
を
管
理
す
る
巨

大
N
P
O
が
あ
り
、
比
較
的
裕
福
な
高
齢
男

性
が
多
く
参
加
し
、
お
金
も
時
間
も
供
出
し

て
ト
レ
イ
ル
の
維
持
に
努
め
て
い
る
と
い
う
。

　
秋
田
及
び
日
本
で
こ
の
よ
う
な
ト
レ
イ
ル

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
は
以
下
の
課
題

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
問
題
は
誰
が

ど
う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
か
で
、
定
期
的
な

ト
レ
イ
ル
整
備
の
仕
組
み
づ
く
り
が
課
題
と

言
え
る
。（
図
2
）

日
本
一
高
齢
化
率
の

高
い
秋
田
県
で
、

森
を
活
用
し
て

医
療
費
2
割
減
を
目
指
す

　
私
が
勤
め
る
国
際
教
養
大
学
と
秋
田
県
立

大
学
、
秋
田
公
立
美
術
大
学
の
3
大
学
が
連

携
し
、
2
0
2
4
年
か
ら
10
年
間
、
科
学
技

術
振
興
機
構
に
よ
る
「
共
創
の
場
形
成
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
本
格
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
森

の
価
値
変
換
を
通
じ
た
、
自
律
的
な
豊
か
さ

の
実
現
拠
点
」を
秋
田
県
で
実
施
し
て
い
る
。

予
算
は
年
間
2
億
円
で
、
こ
の
前
に
採
択
さ

れ
た
本
事
業
の
2
年
間
の
育
成
型
の
期
間
を

合
わ
せ
る
と
12
年
の
長
期
に
及
ぶ
。
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
か
ら
森
の
価
値
の
再
定
義
を
行
い
、

新
た
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
考
え
る

取
り
組
み
で
、
国
際
教
養
大
学
は
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
一
つ「
森
の
空
間
的
活
用
を
通
じ
た
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
追
求
」
を
担
っ
て
い
る
。

　
取
り
組
み
に
至
っ
た
問
題
意
識
は
、
日
本

全
体
の
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
に
約
10
年
の

乖
離
が
あ
り
、
要
介
護
認
定
者
や
認
知
症
患

者
数
が
増
加
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
こ
れ

ら
に
伴
う
日
本
の
健
康
保
険
制
度
の
持
続
可

能
性
、
要
介
護
世
帯
の
財
政
的
・
心
理
的
負

担
増
、
介
護
人
材
の
慢
性
的
不
足
、
介
護
の

心
理
的
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
休
・
離
職
者
数
の

増
加
な
ど
も
懸
念
材
料
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　
長
寿
化
に
伴
い
、
快
活
で
健
や
か
に
生
き

る
に
は
、
今
後
は
疾
病
後
の
対
応
よ
り
も
予

防
を
ど
う
す
る
か
が
問
わ
れ
る
状
況
に
あ

る
。
日
本
の
国
土
の
6
割
以
上
を
占
め
る
森

と
、
日
常
生
活
間
の
心
理
的
・
物
理
的
距
離

を
縮
め
る
こ
と
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向

上
を
図
る
こ
と
は
個
人
の
み
な
ら
ず
、家
族
、

社
会
に
と
っ
て
も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
秋

田
県
は
高
齢
化
率
日
本
一
と
全
国
に
先
駆
け

て
高
齢
化
が
進
行
す
る
地
域
だ
が
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
県
内
の
豊
か
な
森
を
活
用
し

て
「
未
病
」
か
ら
健
康
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

県
内
の
家
庭
及
び
自
治
体
の
医
療
費
を
20
％

削
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

森
林
浴
の

医
学
的
効
果
を
裏
付
け
る

定
量
的
デ
ー
タ
を

長
期
的
に
収
集

　
森
林
を
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
な
げ
る

取
り
組
み
を
振
り
返
る
と
、
1
9
8
2
年
に

林
野
庁
長
官
に
よ
っ
て
「
森
林
浴
」
が
提
唱

さ
れ
、
2
0
0
4
年
に
は
科
学
的
な
エ
ビ
デ

ン
ス
に
裏
付
け
ら
れ
た
森
林
浴
と
し
て
「
森

林
セ
ラ
ピ
ー
®
」
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、

森
林
の
持
つ
植
物
由
来
の
刺
激
が
生
理
的
リ

ラ
ッ
ク
ス
状
態
を
も
た
ら
す
こ
と
で
免
疫
機

能
を
向
上
さ
せ
、
病
気
に
な
り
に
く
い
体
に

す
る
と
い
う
予
防
医
学
の
視
点
を
重
視
し
た

概
念
で
あ
る
。（
図
1
）

を
活
用
し
て
行
う
見
通
し
だ
。
本
「
森
と
健

康
事
業
」
で
は
国
際
教
養
大
学
が
開
発
し
た

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
を
活
用
し
、
学
生

を
対
象
に
森
と
健
康
の
相
関
関
係
に
つ
い
て

予
備
調
査
を
開
始
す
る
。
ま
た
、
東
北
医
科

薬
科
大
学
と
連
携
し
つ
つ
本
学
の
試
験
林
で

森
の
香
気
成
分
の
分
析
調
査
を
行
う
ほ
か
、

改
め
て
ド
イ
ツ
の
ク
ア
オ
ル
ト
®
、
シ
ュ
バ

ル
ツ
バ
ル
ト
に
つ
い
て
詳
し
く
事
例
調
査
を

行
う
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
3
大
学
に

と
ど
ま
ら
ず
、
多
様
な
研
究
者
と
連
携
研
究

の
幅
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。（
図
6
）

森
を
活
用
し
た

民
間
企
業
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で

離
職
者
が
激
減
し
た

例
も

　
林
野
庁
で
は
健
康
・
観
光
・
教
育

等
の
様
々
な
分
野
で
森
林
空
間
を
活

用
し
た
体
験
な
ど
の
森
林
サ
ー
ビ
ス

を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て

様
々
な
民
間
企
業
が
、
森
を
活
用
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
大
半
が
「
心
と
体
の
健
康
づ
く

り
」
を
主
目
的
と
し
て
い
る
。

T
D
K
ラ
ム
ダ
は
一
時
期
離
職
者
が

増
加
し
た
が
、
こ
う
し
た
森
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
導
入
に
よ
り
離
職
者
が
激
減

し
た
と
聞
い
て
い
る
。（
図
3
）

　
我
々
が
着
目
し
て
い
る
の
が
、
病

気
を
治
す
の
で
は
な
く
未
然
に
防
ぐ

こ
と
に
力
点
を
置
い
て
い
る
「
ク
ア

オ
ル
ト
®
」
で
、
山
形
県
が
熱
心
に
推

進
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
こ
の
よ

う
な
健
康
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参

加
に
対
し
、
健
康
保
険
が
適
用
で
き

る
制
度
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
日
本

で
も
将
来
的
に
は
特
区
な
ど
を
設
け

て
導
入
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●「クアオルト®（Kurort）」は、
　ドイツ語で「療養地」や「健康保養地」
●ドイツをはじめとするヨーロッパ諸国では、
　自然環境や温泉、気候、運動などを活かして
　人 の々心身の健康を高めるための
　滞在型の療養地として制度的に整備

●自然との調和：森林、山、湖、温泉など
　自然豊かな場所を活用
●クアオルト®での健康プログラムは、
　専門家の監修のもと、
　個 の々健康状態に応じて処方
●病気を「治す」のではなく、
　「未然に防ぐ」ことに力点
●地形を活かしたウォーキングやトレッキングを
　通じて心肺機能や体力を高める運動療法

「森」の空間利用によるウェルビーイングの推進
●秋田県農林水産部・東北森林管理局、
　森林総合研究所との連携による森林浴や各種フォレストレクリエーション拠点整備
○アクセス整備
○トレイル整備
○クマ対策
○啓蒙
○医療機関との連携
○森と健康に関する
　医学的エビデンスの蓄積

●「森林浴プログラム」の立ち上げ
○観光プログラムとの連動
○食育との連携
○リハビリプログラムとの連動
○「未病」から健康へ！

森を活用した健康寿命の延伸
○長く生きるだけではなく、健やかにかつ活動的に生きる
○個人・自治体の医療関連支出の削減

森と健康の相関関係
「森と健康」の相関については、本学が開発したウェアラブルデバイスを活用し、
学生を対象に予備調査を開始する

森の成分分析調査（東北医科薬科大学）
東北医科薬科大学が、本学裏の試験林にて、森の香気成分の分析調査を実施

ドイツ・クアオルトとシュバルツバルトの事例調査

水と緑の森づくり基金事業
●トレイルと標識整備
●森林浴インストラクター養成
●クマ対策

COI-NEXT森と健康事業
●トレイルの情報整理とその発信
●森林浴プログラム作成
●森の成分分析
●森と健康の相関関係分析

特徴

（人材確保）

（ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ）

（ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄ）

（人材確保、
  ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ）

出典：林野庁 企業等による森のプログラム活用事例集（令和7年1月版）
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図 4 クアオルト®

図 5 森とウェルビーイング：超高齢化社会における健康寿命の延伸

図 6 今年度の計画

図 3 森のプログラム活用事例（活用企業等一覧）

　
ド
イ
ツ
の
ア
ウ
デ
ィ
本
社
は
、
以
前
か
ら

森
を
活
用
し
た
ク
ア
オ
ル
ト
®
を
導
入
し
、

費
用
対
効
果
を
計
算
し
て
い
る
。
導
入
に

よ
っ
て
従
業
員
の
創
造
性
や
生
産
性
が
ど
れ

だ
け
向
上
し
た
か
、
疾
病
率
が
下
が
っ
た
か
、

長
年
に
わ
た
っ
て
デ
ー
タ
を
取
っ
て
お
り
、

ク
ア
オ
ル
ト
®
に
投
資
し
て
も
、
3
分
の
1

の
コ
ス
ト
で
生
産
性
が
上
が
っ
た
と
い
う

デ
ー
タ
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
定
量

的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
は
説
得
力
が
あ
る
の
で
、

日
本
で
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。（
図
4
）

 

ト
レ
イ
ル
の
整
備
に
は

秋
田
県
の

森
林
環
境
税
を
活
用

　
改
め
て
、
我
々
が
秋
田
県
で
今
後
10
年
間

か
け
て
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ポ
イ
ン

ト
を
下
記
に
挙
げ
た
。「
森
林
浴
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
つ
い
て
は
、
ク
ア
オ
ル
ト
®
に
シ
フ

ト
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
年
齢
や
性
別
、

歩
く
季
節
や
健
康
状
態
に
合
わ
せ
て
選
べ
る

よ
う
、
ト
レ
イ
ル
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
整

備
し
、
一
目
瞭
然
で
わ
か
る
よ
う
、
秋
田
県

と
協
議
を
し
て
い
る
。（
図
5
）

　
以
下
は
今
年
度
の
取
り
組
み
で
、「
水
と
緑

の
森
づ
く
り
基
金
」
は
秋
田
県
が
2
0
0
8

年
に
導
入
し
た
「
秋
田
県
水
と
緑
の
森
づ
く

り
税
」
を
原
資
と
し
て
い
る
。
私
は
こ
の
基

金
の
運
営
委
員
会
の
座
長
を
15
年
ほ
ど
務
め

て
お
り
、
ト
レ
イ
ル
整
備
事
業
に
直
接
・
間

接
的
に
関
わ
る
事
業
を
既
に
行
っ
て
い
る
。

研
究
は
大
学
で
行
う
が
、
ト
レ
イ
ル
に
関
す

る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
の
整
備
は
こ
の
基
金

　
2
0
0
5
年
に
森
林
セ
ラ
ピ
ー
実
行
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
や
森

林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
®
の
認
定
事
業
が
始

ま
っ
た
。
現
在
、
全
国
で
64
か
所
が
N
P
O

法
人
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
よ
り
認

定
さ
れ
て
い
る
。
本
事
業
は
将
来
的
に
県
内

20
〜
30
か
所
の
森
で
の
展
開
を
考
え
て
い
る

が
、森
林
セ
ラ
ピ
ー
認
定
事
業
に
は
依
ら
ず
、

県
の
農
林
水
産
部
と
独
自
の
取
り
組
み
を
す

る
方
向
で
協
議
し
て
い
る
。

　
森
林
浴
に
よ
り
、
血
圧
低
下
や
ス
ト
レ
ス

ホ
ル
モ
ン
の
減
少
、
N
K
細
胞
の
活
性
化
に

よ
り
免
疫
力
が
高
ま
り
1
か
月
後
ま
で
持
続

す
る
な
ど
の
効
果
が
わ
か
っ
て
い
る
。
注
目

す
べ
き
は
針
葉
樹
が
放
出
す
る
α
ピ
ネ
ン
、

リ
モ
ネ
ン
、
サ
ビ
ネ
ン
な
ど
の
テ
ル
ペ
ン
類

が
認
知
症
予
防
に
役
立
つ
と
い
う
臨
床
的
事

実
だ
。
こ
れ
ら
を
裏
付
け
る
定
量
的
デ
ー
タ

の
収
集
は
今
後
の
課
題
で
、
今
回
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
県
内
3
大
学
に
と
ど
ま
ら
ず

医
学
系
研
究
者
と
の
連
携
を
模
索
し
、
大
規

模
な
疫
学
的
調
査
な
ど
を
10
年
か
け
て
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

気
軽
に
歩
け
る

森
づ
く
り
に
は
定
期
的
な

整
備
・
維
持
の

仕
組
み
が
不
可
欠

　
2
0
2
3
年
に
行
わ
れ
た
内
閣
府
世
論
調

査
の
「
日
常
生
活
の
中
で
、
森
林
で
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
行
い
た
い
か
」
と
い
う
設
問
に

対
し
、「
心
身
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
森

林
内
の
散
策
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
い
う
回

答
が
70
％
と
最
も
多
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で

「
こ
こ
1
年
く
ら
い
の
間
に
、
何
回
く
ら
い

森
林
に
行
っ
た
か
」
に
対
す
る
回
答
は
「
1

〜
2
回
」
が
22
・
5
％
、「
行
っ
て
い
な
い
」

が
47
・
4
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
健
康
に
い
い

と
わ
か
っ
て
い
る
が
、
日
常
的
に
森
に
行
く

人
は
多
く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
特
別
な

ウ
ェ
ア
や
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
は
着
用
せ
ず
、
秋

田
県
民
が
週
に
数
回
、
日
常
的
に
近
く
の
森

に
行
け
る
文
化
の
醸
成
を
目
指
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
都
市
公
園
や
身
近
な
里
山
を
利
用

し
た
森
林
ト
レ
イ
ル
を
県
内
に
た
く
さ
ん
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
日
常
の
延
長
で
行
け
る
森
林
ト
レ
イ
ル
に

つ
い
て
は
昨
年
、
海
外
で
実
地
調
査
を
行
っ

た
。
モ
ン
タ
ナ
州
ミ
ズ
ー
ラ
市
の
ラ
ト
ル
ス

ネ
ー
ク
国
立
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
域
の
ト

レ
イ
ル
は
道
幅
3
ｍ
と
広
く
整
備
さ
れ
、
多

く
の
人
が
ま
さ
に
日
常
生
活
の
延
長
線
上

で
、
特
別
な
装
備
も
せ
ず
に
歩
い
て
い
た
。

ま
た
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
は
市
内

か
ら
車
で
15
分
の
場
所
に
街
の
喧
騒
か
ら
隔

離
さ
れ
た
巨
大
な
森
林
公
園
が
あ
り
、
こ
こ

も
気
軽
に
歩
け
る
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
ア

メ
リ
カ
で
は
気
軽
に
森
を
歩
く
文
化
が
根
付

い
て
い
る
と
感
じ
た
。

　
さ
ら
に
ド
イ
ツ
で
の
シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト

に
は
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
多
様
な
レ
ベ

ル
に
向
け
た
森
林
ト
レ
イ
ル
が
多
く
整
備
さ

れ
、
難
易
度
と
距
離
が
一
目
で
わ
か
る
標
識

が
立
っ
て
い
る
。
見
通
し
も
よ
く
、
下
草
の
処

理
、
間
伐
・
枝
打
ち
が
し
っ
か
り
行
わ
れ
て

い
た
。
聞
け
ば
、
ト
レ
イ
ル
を
管
理
す
る
巨

大
N
P
O
が
あ
り
、
比
較
的
裕
福
な
高
齢
男

性
が
多
く
参
加
し
、
お
金
も
時
間
も
供
出
し

て
ト
レ
イ
ル
の
維
持
に
努
め
て
い
る
と
い
う
。

　
秋
田
及
び
日
本
で
こ
の
よ
う
な
ト
レ
イ
ル

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
は
以
下
の
課
題

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
問
題
は
誰
が

ど
う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
か
で
、
定
期
的
な

ト
レ
イ
ル
整
備
の
仕
組
み
づ
く
り
が
課
題
と

言
え
る
。（
図
2
）

日
本
一
高
齢
化
率
の

高
い
秋
田
県
で
、

森
を
活
用
し
て

医
療
費
2
割
減
を
目
指
す

　
私
が
勤
め
る
国
際
教
養
大
学
と
秋
田
県
立

大
学
、
秋
田
公
立
美
術
大
学
の
3
大
学
が
連

携
し
、
2
0
2
4
年
か
ら
10
年
間
、
科
学
技

術
振
興
機
構
に
よ
る
「
共
創
の
場
形
成
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
本
格
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
森

の
価
値
変
換
を
通
じ
た
、
自
律
的
な
豊
か
さ

の
実
現
拠
点
」を
秋
田
県
で
実
施
し
て
い
る
。

予
算
は
年
間
2
億
円
で
、
こ
の
前
に
採
択
さ

れ
た
本
事
業
の
2
年
間
の
育
成
型
の
期
間
を

合
わ
せ
る
と
12
年
の
長
期
に
及
ぶ
。
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
か
ら
森
の
価
値
の
再
定
義
を
行
い
、

新
た
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
考
え
る

取
り
組
み
で
、
国
際
教
養
大
学
は
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
一
つ「
森
の
空
間
的
活
用
を
通
じ
た
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
追
求
」
を
担
っ
て
い
る
。

　
取
り
組
み
に
至
っ
た
問
題
意
識
は
、
日
本

全
体
の
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
に
約
10
年
の

乖
離
が
あ
り
、
要
介
護
認
定
者
や
認
知
症
患

者
数
が
増
加
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
こ
れ

ら
に
伴
う
日
本
の
健
康
保
険
制
度
の
持
続
可

能
性
、
要
介
護
世
帯
の
財
政
的
・
心
理
的
負

担
増
、
介
護
人
材
の
慢
性
的
不
足
、
介
護
の

心
理
的
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
休
・
離
職
者
数
の

増
加
な
ど
も
懸
念
材
料
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　
長
寿
化
に
伴
い
、
快
活
で
健
や
か
に
生
き

る
に
は
、
今
後
は
疾
病
後
の
対
応
よ
り
も
予

防
を
ど
う
す
る
か
が
問
わ
れ
る
状
況
に
あ

る
。
日
本
の
国
土
の
6
割
以
上
を
占
め
る
森

と
、
日
常
生
活
間
の
心
理
的
・
物
理
的
距
離

を
縮
め
る
こ
と
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向

上
を
図
る
こ
と
は
個
人
の
み
な
ら
ず
、家
族
、

社
会
に
と
っ
て
も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
秋

田
県
は
高
齢
化
率
日
本
一
と
全
国
に
先
駆
け

て
高
齢
化
が
進
行
す
る
地
域
だ
が
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
県
内
の
豊
か
な
森
を
活
用
し

て
「
未
病
」
か
ら
健
康
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

県
内
の
家
庭
及
び
自
治
体
の
医
療
費
を
20
％

削
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

森
林
浴
の

医
学
的
効
果
を
裏
付
け
る

定
量
的
デ
ー
タ
を

長
期
的
に
収
集

　
森
林
を
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
な
げ
る

取
り
組
み
を
振
り
返
る
と
、
1
9
8
2
年
に

林
野
庁
長
官
に
よ
っ
て
「
森
林
浴
」
が
提
唱

さ
れ
、
2
0
0
4
年
に
は
科
学
的
な
エ
ビ
デ

ン
ス
に
裏
付
け
ら
れ
た
森
林
浴
と
し
て
「
森

林
セ
ラ
ピ
ー
®
」
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、

森
林
の
持
つ
植
物
由
来
の
刺
激
が
生
理
的
リ

ラ
ッ
ク
ス
状
態
を
も
た
ら
す
こ
と
で
免
疫
機

能
を
向
上
さ
せ
、
病
気
に
な
り
に
く
い
体
に

す
る
と
い
う
予
防
医
学
の
視
点
を
重
視
し
た

概
念
で
あ
る
。（
図
1
）

を
活
用
し
て
行
う
見
通
し
だ
。
本
「
森
と
健

康
事
業
」
で
は
国
際
教
養
大
学
が
開
発
し
た

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
を
活
用
し
、
学
生

を
対
象
に
森
と
健
康
の
相
関
関
係
に
つ
い
て

予
備
調
査
を
開
始
す
る
。
ま
た
、
東
北
医
科

薬
科
大
学
と
連
携
し
つ
つ
本
学
の
試
験
林
で

森
の
香
気
成
分
の
分
析
調
査
を
行
う
ほ
か
、

改
め
て
ド
イ
ツ
の
ク
ア
オ
ル
ト
®
、
シ
ュ
バ

ル
ツ
バ
ル
ト
に
つ
い
て
詳
し
く
事
例
調
査
を

行
う
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
3
大
学
に

と
ど
ま
ら
ず
、
多
様
な
研
究
者
と
連
携
研
究

の
幅
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。（
図
6
）

森
を
活
用
し
た

民
間
企
業
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で

離
職
者
が
激
減
し
た

例
も

　
林
野
庁
で
は
健
康
・
観
光
・
教
育

等
の
様
々
な
分
野
で
森
林
空
間
を
活

用
し
た
体
験
な
ど
の
森
林
サ
ー
ビ
ス

を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て

様
々
な
民
間
企
業
が
、
森
を
活
用
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
大
半
が
「
心
と
体
の
健
康
づ
く

り
」
を
主
目
的
と
し
て
い
る
。

T
D
K
ラ
ム
ダ
は
一
時
期
離
職
者
が

増
加
し
た
が
、
こ
う
し
た
森
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
導
入
に
よ
り
離
職
者
が
激
減

し
た
と
聞
い
て
い
る
。（
図
3
）

　
我
々
が
着
目
し
て
い
る
の
が
、
病

気
を
治
す
の
で
は
な
く
未
然
に
防
ぐ

こ
と
に
力
点
を
置
い
て
い
る
「
ク
ア

オ
ル
ト
®
」
で
、
山
形
県
が
熱
心
に
推

進
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
こ
の
よ

う
な
健
康
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参

加
に
対
し
、
健
康
保
険
が
適
用
で
き

る
制
度
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
日
本

で
も
将
来
的
に
は
特
区
な
ど
を
設
け

て
導
入
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●「クアオルト®（Kurort）」は、
　ドイツ語で「療養地」や「健康保養地」
●ドイツをはじめとするヨーロッパ諸国では、
　自然環境や温泉、気候、運動などを活かして
　人 の々心身の健康を高めるための
　滞在型の療養地として制度的に整備

●自然との調和：森林、山、湖、温泉など
　自然豊かな場所を活用
●クアオルト®での健康プログラムは、
　専門家の監修のもと、
　個 の々健康状態に応じて処方
●病気を「治す」のではなく、
　「未然に防ぐ」ことに力点
●地形を活かしたウォーキングやトレッキングを
　通じて心肺機能や体力を高める運動療法

「森」の空間利用によるウェルビーイングの推進
●秋田県農林水産部・東北森林管理局、
　森林総合研究所との連携による森林浴や各種フォレストレクリエーション拠点整備
○アクセス整備
○トレイル整備
○クマ対策
○啓蒙
○医療機関との連携
○森と健康に関する
　医学的エビデンスの蓄積

●「森林浴プログラム」の立ち上げ
○観光プログラムとの連動
○食育との連携
○リハビリプログラムとの連動
○「未病」から健康へ！

森を活用した健康寿命の延伸
○長く生きるだけではなく、健やかにかつ活動的に生きる
○個人・自治体の医療関連支出の削減

森と健康の相関関係
「森と健康」の相関については、本学が開発したウェアラブルデバイスを活用し、
学生を対象に予備調査を開始する

森の成分分析調査（東北医科薬科大学）
東北医科薬科大学が、本学裏の試験林にて、森の香気成分の分析調査を実施

ドイツ・クアオルトとシュバルツバルトの事例調査

水と緑の森づくり基金事業
●トレイルと標識整備
●森林浴インストラクター養成
●クマ対策

COI-NEXT森と健康事業
●トレイルの情報整理とその発信
●森林浴プログラム作成
●森の成分分析
●森と健康の相関関係分析

特徴

（人材確保）

（ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ）

（ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄ）

（人材確保、
  ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ）

出典：林野庁 企業等による森のプログラム活用事例集（令和7年1月版）
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ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

立
教
大
学 

観
光
学
部
交
流
文
化
学
科

千
住
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

26
回

第

千
住 

一（
せ
ん
じ
ゅ・は
じ
め
）

立
教
大
学
観
光
学
部
交
流
文
化

学
科
教
授
。1
9
9
9
年
、立
教

大
学
社
会
学
部
観
光
学
科
卒
業
。

2
0
0
5
年
、立
教
大
学
大
学
院

観
光
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
満
期
退
学
。

2
0
0
7
年
、博
士（
観
光
学
）。専
門
は
近
代
日
本

を
対
象
と
し
た
観
光
歴
史
学
。近
著
に
、『
帝
国
日
本

の
観
光
』（
共
編
、日
本
経
済
評
論
社
、2
0
2
2

年
）、『
都
市
と
文
化
の
メ
デ
ィ
ア
論
』（
分
担
執
筆
、

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、2
0
2
4
年
）、『
鉄
道
百
五
十

年
史

　第
二
巻
』（
項
目
執
筆
、交
通
協
力
会
、

2
0
2
5
年
）。

「
映
え
な
い
」
ゼ
ミ
を

運
営
し
続
け
る
拘
り

実
ぶ
り
に
も
目
を
配
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

学
生
に
と
っ
て
身
近
で
行
こ
う
と
思
え
ば
す

ぐ
行
け
る
と
い
う
理
由
か
ら「
東
京
」を
テ
ー

マ
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ

ろ
そ
ろ
ネ
タ
切
れ
で
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
課
題
図
書
は
学
術
色
の
強
い
新
書
を
中

心
に
選
択
し
て
い
る
が
、
学
生
か
ら
の
反
応

は
悪
く
な
い
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
基
本

的
に
学
生
だ
け
で
進
行
さ
れ
、
私
は
出
て
こ

な
か
っ
た
論
点
と
ま
と
め
を
最
後
に
15
分
程

度
話
す
だ
け
で
あ
る
。

3
年
ゼ
ミ

　3
年
ゼ
ミ
の
ね
ら
い
は
「
論
文
を
書
く
」

こ
と
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
私
が
最
も
重
視
し

て
い
る
の
は
、「
自
分
で
決
め
る
」
こ
と
で

あ
る
。
先
述
し
た
と
お
り
、
テ
ー
マ
は
指
定

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
個
別
に
取
り
組
む
研

究
の
「
問
い
」
は
学
生
自
身
が
模
索
す
る
こ

と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
自
分
で
問
い
を

立
て
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
材
料
を
ど
の
程

度
い
つ
ま
で
に
集
め
る
必
要
が
あ
る
の
か

を
、
ひ
と
と
お
り
経
験
し
て
も
ら
う
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
か
つ
て
は
個
別
研
究
で
は

な
く
グ
ル
ー
プ
研
究
を
行
っ
て
い
た
。
グ

ル
ー
プ
研
究
は
共
同
作
業
と
い
う
点
に
お
い

て
得
る
も
の
も
多
い
が
、
一
方
で
他
の
学
生

に
依
存
す
る
者
が
必
ず
発
生
す
る
。
そ
の
弊

害
に
鑑
み
て
現
在
は
個
別
研
究
に
落
ち
着
い

て
い
る
が
、
他
ゼ
ミ
と
比
較
し
て
履
修
者
が

少
な
い
ゆ
え
に
可
能
な
取
り
組
み
か
も
し
れ

な
い
。

　ゼ
ミ
の
進
行
は
シ
ビ
ア
だ
。
基
本
的
に
毎

週
1
コ
マ
（
1
0
0
分
）
が
ひ
と
り
の
学
生

に
与
え
ら
れ
、
春
学
期
は
論
文
の
方
向
性
を

確
定
さ
せ
る
べ
く
研
究
の
進
捗
報
告
と
質
疑

応
答
を
繰
り
返
し
、
秋
学
期
は
論
文
を
完
成

さ
せ
る
べ
く
提
出
さ
れ
た
原
稿
を
声
に
出
し

て
読
み
、
推
敲
を
重
ね
て
い
く
。
半
期
は
14

コ
マ
で
構
成
さ
れ
る
の
で
、
年
に
よ
っ
て
ば

第
三
が
、
こ
ん
に
ち
の
観
光
に
お
い
て
歴
史

的
な
出
来
事
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
資
源

化
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
視
点
で

あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、「
過
去
」、「
過

去
か
ら
現
在
」、「
現
在
」
と
い
う
3
つ
の
視

点
に
立
脚
し
な
が
ら
、
歴
史
と
観
光
の
関
係

に
つ
い
て
の
多
面
的
で
立
体
的
な
理
解
を
深

め
る
ゼ
ミ
で
あ
る
、
と
。

　続
い
て
、
3
学
年
に
わ
た
る
ゼ
ミ
で
の
学

習
計
画
を
提
示
す
る
。
2
年
次
と
3
年
次
は

私
が
指
定
し
た
テ
ー
マ
に
も
と
づ
い
て
学
習

を
進
め
、
2
年
次
で
は
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
課

題
図
書
を
講
読
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
3
年
次
で
は
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
個
別
研
究
を
進
め
、
各
自
が
論

文
と
い
う
か
た
ち
で
2
年
間
の
成
果
を
ま
と

め
る
。
そ
し
て
4
年
次
で
は
、
そ
れ
ま
で
指

定
さ
れ
て
き
た
テ
ー
マ
か
ら
は
自
由
と
な

り
、
自
ら
の
知
的
好
奇
心
に
し
た
が
っ
て
構

想
さ
れ
た
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
、
と
い
う

段
階
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
ゼ
ミ
説
明
に
対
す
る
学
生
の
反

応
が
芳
し
く
な
い
の
は
既
述
の
と
お
り
で
あ

る
。
私
の
説
明
が
稚
拙
で
あ
る
こ
と
は
さ
て

お
き
、
そ
の
理
由
と
し
て
以
下
の
3
点
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
第
一
が
、
高
校
ま
で
に

培
わ
れ
て
き
た
「
歴
史
ア
レ
ル
ギ
ー
」
で
あ

る
。
歴
史
と
い
え
ば
年
号
や
人
名
を
暗
記
す

る
だ
け
の
役
に
立
た
な
い
学
問
、
と
い
う
固

定
観
念
は
学
生
の
あ
い
だ
で
根
強
い
。
第
二

が
、
卒
業
論
文
が
学
習
計
画
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
卒
業
論
文
執
筆
に
対
す

る
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
は
、
教
員
が
想
定
す
る

よ
り
も
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第

三
が
、「
映
え
な
い
」
こ
と
で
あ
る
。
文
献

講
読
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
論
文
執
筆
と
、

そ
こ
に
S
N
S
に
投

稿
し
て
友
人
に
自
慢

で
き
る
よ
う
な
場
面

は
存
在
し
な
い
。

2
年
ゼ
ミ

　2
年
ゼ
ミ
の
ね
ら

い
は
、「
文
献
を
読

む
」
こ
と
と
「
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す

る
」
こ
と
に
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
慣
れ
親
し

ん
で
き
た
小
説
や
評

論
と
は
異
な
る
ジ
ャ

ン
ル
が
存
在
す
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
か
ら
始
め
る
。

そ
し
て
そ
こ
で
強
調

す
る
の
は
、「
疑
い

な
が
ら
読
む
」
こ
と

の
重
要
性
で
あ
る
。

文
献
に
書
か
れ
て
い

は
じ
め
に

　何
と
も
「
映
え
な
い
」
ゼ
ミ
で
あ
る
。
観

光
学
部
で
あ
り
な
が
ら
、
地
域
や
企
業
と
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
わ
け
で
も

な
く
、
行
政
へ
の
政
策
提
言
や
観
光
地
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
行
わ
ず
、
た
だ
淡
々

と
教
室
で
歴
史
と
観
光
の
関
係
に
つ
い
て
考

え
続
け
る
。
結
果
、
国
内
外
で
の
合
宿
を
含

め
た
学
外
活
動
を
重
視
し
て
い
る
ゼ
ミ
や
、

観
光
に
か
か
わ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

連
携
事
業
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
ゼ
ミ
に
は

毎
年
10
名
以
上
の
入
ゼ
ミ
生
が
集
ま
る
な

か
、
私
の
ゼ
ミ
は
3
学
年
を
合
計
し
て
も
10

科
目
名
称
は
「
卒
業
研
究
指
導
」）。

　以
上
は
2
0
2
5
年
度
時
点
で
の
状
況
で

あ
る
が
、
こ
の
仕
組
み
は
ず
い
ぶ
ん
と
長
い

間
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い
つ
か

ら
始
ま
っ
た
の
か
定
か
で
な
い
が
、
少
な
く

と
も
私
が
観
光
学
部
の
前
身
で
あ
る
社
会
学

部
観
光
学
科
に
在
学
し
て
い
た
頃
か
ら
基
本

的
な
こ
と
は
変
わ
っ
て
い
な
い
（
選
考
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
科
目
名
は
変
更
さ
れ
て
い
る

が
）。
な
お
、
現
時
点
で
の
学
部
定
員
は
1
学

年
あ
た
り
3
7
0
名
（
観
光
学
科
1
9
5
名
、

交
流
文
化
学
科
1
7
5
名
）
で
あ
る
が
、
学

生
は
異
な
る
学
科
の
教
員
が
担
当
す
る
ゼ
ミ

を
履
修
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

ゼ
ミ
の
概
要

　前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
私
の
ゼ
ミ
に

お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
よ
う
。
前
述
し

た
と
お
り
、
秋
学
期
に
な
る
と
1
年
次
生
向

け
に
ゼ
ミ
説
明
を
行
う
が
、
そ
こ
で
は
、「
歴

史
」
と
い
う
観
点
か
ら
観
光
に
つ
い
て
考
え

る
の
が
ゼ
ミ
の
根
幹
で
あ
る
こ
と
と
、
こ
こ

で
い
う
「
歴
史
」
に
は
以
下
の
3
つ
の
視
点

が
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
解
説
す
る
。
第

一
が
、
か
つ
て
観
光
は
ど
の
よ
う
な
様
態
を

伴
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
視
点
。

第
二
が
、
か
つ
て
の
観
光
の
あ
り
よ
う
は
現

在
の
観
光
と
ど
の
よ
う
に
連
続
あ
る
い
は
不

連
続
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、と
い
う
視
点
。

ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
半
期
で
3
〜

4
回
は
こ
れ
ら
の
作
業
を
経
験
す
る
こ
と
に

な
る
。
特
に
秋
学
期
の
工
程
は
、
他
の
講
義

で
課
せ
ら
れ
る
レ
ポ
ー
ト
で
は
な
お
ざ
り
に

さ
れ
る
作
業
の
連
続
で
あ
る
が
、
自
分
で
書

い
た
文
章
を
声
に
出
し
て
読
み
、
時
間
を
お

い
て
か
ら
再
び
見
直
し
、
納
得
が
い
く
ま
で

赤
字
を
入
れ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
、

ま
さ
に
自
分
自
身
と
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と

と
等
し
い
。

　こ
う
し
て
書
か
れ
た
論
文
は
「
成
果
報
告

書
」
に
ま
と
め
ら
れ
製
本
さ
れ
る
。
近
年
の

傾
向
と
し
て
は
、
先
に
提
示
し
た
「
過
去
か

ら
現
在
」
に
着
目
す
る
第
二
の
視
点
に
立
脚

し
た
論
文
が
最
も
多
く
、「
現
在
」
に
着
目

す
る
第
三
の
視
点
が
そ
れ
に
次
ぐ
。そ
し
て
、

報
告
書
の
表
紙
も
特
集
タ
イ
ト
ル
も
、
す
べ

て
学
生
が
決
め
る
。
2
年
間
に
わ
た
る
ゼ
ミ

活
動
は
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
結
実
し
、
学

生
は
学
習
の
成
果
を
ま
さ
に
手
に
取
る
わ
け

で
あ
る
が
、
仄
聞
す
る
に
、
就
職
活
動
の
際

に
持
参
す
る
と
頗
る
反
応
が
よ
い
ら
し
い
。

成
果
報
告
書
の
意
図
せ
ぬ
使
い
道
で
あ
る
。

4
年
ゼ
ミ

　こ
こ
ま
で
来
れ
ば
教
員
と
し
て
や
る
こ
と

は
特
に
な
い
。
卒
業
論
文
で
は
こ
れ
に
つ
い

て
書
き
た
い
で
す
、
と
い
う
学
生
の
プ
レ
ゼ

ン
を
聞
い
て
簡
単
に
コ
メ
ン
ト
す
る
だ
け
で

あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で

設
定
さ
れ
て
い
た
テ
ー
マ
か
ら
は
自
由
に
な

る
が
、
あ
る
学
生
は
3
年
次
に
執
筆
し
た
論

文
の
続
き
に
取
り
組
み
、
あ
る
学
生
は
ま
っ

た
く
異
な
る
題
材
に
挑
戦
す
る
。
そ
こ
で
私

が
気
を
つ
け
て
い
る
の
は
、
ゼ
ミ
の
基
本
理

念
で
あ
る
歴
史
と
観
光
の
関
係
を
め
ぐ
る
3

つ
の
視
点
の
い
ず
れ
か
に
立
脚
す
る
よ
う
目

配
り
を
す
る
こ
と
、
好
き
な
こ
と
を
書
き
な

さ
い
と
言
い
続
け
る
こ
と
、
学
生
が
持
っ
て

き
た
テ
ー
マ
を
一
緒
に
面
白
が
る
こ
と
く
ら

め
ず
に
毎
回
全
員
が
該
当
箇
所
を
読
ん
で
レ

ジ
ュ
メ
を
作
成
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

関
し
て
は
、
そ
の
レ
ジ
ュ
メ
の
解
説
か
ら
始

ま
る
こ
と
も
あ
っ
て
毎
回
必
ず
全
員
が
発
言

す
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
、
1
年
間
た

だ
た
だ
繰
り
返
す
。

　表
1
は
、
過
去
5
年
間
の
テ
ー
マ
と
課
題

図
書
の
一
覧
で
あ
る
。
基
本
的
に
時
宜
に
か

な
っ
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
他
方
で
関
連
書
籍
や
既
存
研
究
の
充

い
だ
ろ
う
か
。

　そ
れ
に
し
て
も
4
年
次
と
も
な
る
と
、
毎

年
そ
の
着
眼
点
に
唸
ら
せ
ら
れ
る
。
私
が
知

ら
な
い
事
象
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
既
存

研
究
で
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
テ
ー
マ

を
探
し
出
し
て
き
て
は
、
未
見
の
史
料
を
提

示
し
て
く
る
。
こ
う
し
た
「
発
見
」
は
、
近

年
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

め
ざ
ま
し
い
充
実
と
発
展
に
支
え
ら
れ
て
い

よ
う
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
で
は
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
文
献
や
史

料
も
膨
大
に
存
在
す
る
こ
と
を
学
生
に
伝
え

る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
4
年
ゼ
ミ
は
、
私
が
研
究
者
と

し
て
学
生
に
対
峙
で
き
る
貴
重
な

時
間
で
あ
る
と
と
も
に
、
学
生
か

ら
の
多
く
の
示
唆
に
満
ち
た
幸
せ

な
空
間
で
も
あ
る
。

　表
2
は
、
過
去
5
年
間
に
提
出

さ
れ
た
卒
業
論
文
の
題
目
一
覧
で

あ
る
。
題
目
だ
け
見
る
と
歴
史
と

距
離
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
も
の

も
あ
る
が
、
す
べ
て
の
論
文
に
お

い
て
考
察
対
象
が
た
ど
っ
た
歴
史

的
変
遷
が
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
、

そ
の
知
見
を
踏
ま
え
た
議
論
が
丁

寧
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
と

観
光
の
関
係
と
い
う
一
見
す
る
と

退
屈
な
視
点
で
あ
る
が
、
そ
の
解

釈
は
多
様
で
ま
だ
ま
だ
発
展
可
能

な
余
白
を
有
す
る
領
域
で
あ
る
こ

と
を
、
毎
度
学
生
に
教
え
ら
れ
て

い
る
。

　さ
て
、昨
年
度
の
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
学
生
が
韓
国
・
ソ
ウ
ル
に
あ
る
観
光
地

の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
際
に

大
き
な
手
が
か
り
と
な
っ
た
の
が
、
現
地
の

博
物
館
で
接
し
た
展
示
だ
っ
た
と
い
う
。
と

い
う
わ
け
で
4
年
次
生
全
員
（
と
い
っ
て
も

3
名
だ
け
だ
が
）
と
卒
業
式
前
の
2
月
末
に

ソ
ウ
ル
へ
赴
き
、
学
生
の
案
内
で
現
地
を
歩

き
ま
わ
り
、
博
物
館
で
そ
の
展
示
を
実
見
し

た
。
卒
業
論
文
は
観
光
学
部
に
お
け
る
学
修

の
集
大
成
と
し
て
書
か
れ
る
も
の
、
と
い
う

の
が
従
来
の
私
の
立
場
で
あ
っ
た
が
、
執
筆

後
に
現
地
を
訪
れ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
教

育
的
効
果
も
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
今
後

の
ゼ
ミ
の
あ
り
方
を
再
考
す
る
き
っ
か
け
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
出
来
事
で
あ
る
。

る
こ
と
は
信
用
に
値
す
る
の
か
、
著
者
は
何

を
根
拠
に
そ
の
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
る
の

か
、
別
の
事
例
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の

だ
ろ
う
か
、
文
献
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
調
べ
て
み
た
ら
こ
ん
な
こ
と
が
分
か
っ

た
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
批
判
的
読
書
」
の
端

緒
で
あ
る
。

　後
者
に
つ
い
て
は
、
自
分
と
は
異
な
る
意

見
を
持
つ
相
手
の
論
破
を
目
的
と
し
た

「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
で
は
な
い
こ
と
を
徹
底
す

る
。
つ
ま
り
そ
こ
で
目
指
さ
れ
る
の
は
、
ま

ず
、
文
献
を
読
ん
で
得
た
自
分
の
見
解
を
自

分
の
こ
と
ば
で
他
人
に
説
明
し
て
み
る
。
次

い
で
、
他
人
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
自
分
と
は

異
な
る
意
見
に
耳
を
傾
け
て
み
る
。そ
し
て
、

自
分
の
意
見
と
他
人
の
意
見
を
す
り
あ
わ
せ

な
が
ら
、
自
分
に
と
っ
て
腑
に
落
ち
る
見
解

に
練
り
上
げ
て
み
る
、
と
い
う
試
行
錯
誤
の

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。言
語
を
媒
介
と
し
た「
自

己
の
相
対
化
」
の
訓
練
と
し
て
も
よ
い
か
も

し
れ
な
い
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
2
年
ゼ
ミ
の
主
眼
は
、

教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
す
べ
て
正

し
い
、
自
分
の
意
見
を
主
張
す
る
の
は
控
え

た
方
が
よ
い
な
ど
と
い
っ
た
、
多
く
の
学
生

が
高
校
ま
で
に
刷
り
込
ま
れ
て
き
た
教
育
の

枠
組
み
を
取
り
払
う
こ
と
に
あ
る
。そ
し
て
、

文
献
講
読
に
関
し
て
は
、
報
告
担
当
者
を
決

名
を
超
え
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
い
わ

ゆ
る
不
人
気
ゼ
ミ
で
あ
る
。

　具
体
的
な
話
に
入
る
前
に
、
立
教
大
学
観

光
学
部
に
お
け
る
ゼ
ミ
の
位
置
付
け
を
概
観

し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
前
提
と
し
て
、
ゼ
ミ

と
卒
業
論
文
は
必
修
科
目
で
な
い
。
要
は
、

卒
業
要
件
と
無
関
係
な
の
で
あ
る
。そ
し
て
、

ゼ
ミ
は
2
年
次
の
春
学
期
か
ら
始
ま
る
。
そ

の
た
め
1
年
次
の
秋
学
期
に
な
る
と
ゼ
ミ
の

説
明
会
や
相
談
会
が
始
ま
り
、
書
類
選
考
や

面
接
な
ど
を
経
て
、
1
年
次
が
終
わ
る
ま
で

に
は
所
属
ゼ
ミ
が
決
定
し
て
い
る
。
こ
う
し

て
2
年
次
、3
年
次
と
ゼ
ミ
活
動
を
行
い（
正

式
な
科
目
名
称
は
「
演
習
」）、
4
年
次
に
な

る
と
卒
業
論
文
の
執
筆
を
目
指
す
（
正
式
な

写真1：2年ゼミの様子（立教大学観光学部提供）

お
わ
り
に

　多
く
の
学
生
か
ら
支
持
さ
れ
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
歴
史
」
を
前
面
に
押
し
出
し

た
ゼ
ミ
を
観
光
学
部
で
開
講
し
続
け
る
意
義

は
何
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
観
光
学
部

の
教
員
と
し
て
私
は
何
に
拘
っ
て
ゼ
ミ
を
運

営
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
は
観
光

学
の
多
様
性
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
る
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
観
光
学
は
学
際
性
に
よ
っ

て
そ
の
知
的
活
動
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
た
と
え
希
望
す
る
学
生
が
ご
く
わ
ず

か
で
あ
っ
て
も
、
歴
史
に
興
味
を
持
つ
学
生

が
存
在
す
る
限
り
は
ゼ
ミ
を
開
講
す
る
義
務

が
あ
る
と
考
え
る
。特
に
観
光
学
に
お
い
て
、

「
○
○
す
る
べ
き
」
と
か
「
○
○
し
た
ほ
う
が

合
理
的
だ
」
と
い
っ
た
指
向
性
か
ら
距
離
を

お
い
た
考
え
方
を
学
生
に
向
け
て
提
示
す
る

こ
と
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　も
う
ひ
と
つ
は
、
き
ち
ん
と
文
献
を
読
み

込
み
、
意
見
の
異
な
る
他
者
と
交
わ
り
、
自

ら
の
主
張
の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
を
探
し
出

し
、
自
分
で
問
い
を
立
て
そ
れ
に
対
す
る
答

え
を
導
き
出
せ
る
人
材
の
育
成
を
大
学
の
使

命
と
す
る
な
ら
ば
、
歴
史
は
そ
の
た
め
の
非

常
に
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら

で
あ
る
。
歴
史
と
観
光
の
関
係
と
い
う
視
点

に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き

た
一
連
の
作
業
を
ゼ
ミ
で
繰
り
返
し
経
験

し
、
多
く
の
学
生
が
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

悪
い
」
と
し
て
忌
避
す
る
卒
業
論
文
に
真
摯

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
た
と
え
卒
業
後
に
観

光
と
は
縁
遠
い
業
界
に
身
を
置
く
こ
と
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
十
分
に
渡
り
合

え
る
だ
け
の
基
礎
力
は
身
に
つ
い
て
い
る
は

ず
だ
。

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、
毎
年
卒
業
生
を
呼
ん
で

報
告
会
を
行
っ
て
い
る
。
時
に
は
3
年
次
生

の
論
文
構
想
に
、
時
に
は
4
年
次
生
の
卒
業

論
文
に
対
し
て
鋭
い
指
摘
を
投
げ
か
け
る

が
、
卒
業
生
の
そ
う
し
た
姿
に
触
れ
る
た
び

に
ゼ
ミ
運
営
の
あ
り
方
が
間
違
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
実
感
す
る
。
卒
業
生
の
多
く

が
観
光
と
は
無
関
係
の
職
種
に
就
い
て
い
る

も
の
の
、
大
学
を
離
れ
た
後
も
さ
ら
な
る
研

鑽
を
積
み
続
け
、
観
光
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
や
観
光
と
い
う
切
り
口
か
ら
社
会
を
理
解

し
よ
う
と
す
る
試
み
を
止
め
て
い
な
い
。
こ

う
し
た
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
卒
業
生
を
ひ
と
り

で
も
多
く
輩
出
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
「
映
え

な
い
」
ゼ
ミ
を
運
営
し
続
け
る
私
の
拘
り
で

あ
る
。

　と
こ
ろ
で
、
3
年
ゼ
ミ
が
始
ま
る
と
学
生

が
足
繁
く
通
う
よ
う
に
な
る
場
所
が
あ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
と
旅
の
図
書
館
で
あ
る
。

私
の
ゼ
ミ
の
活
動
は
、
こ
れ
ら
の
「
聖
地
」

抜
き
に
は
成
立
し
得
な
い
。
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ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

立
教
大
学 

観
光
学
部
交
流
文
化
学
科

千
住
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

26
回

第

千
住 

一（
せ
ん
じ
ゅ・は
じ
め
）

立
教
大
学
観
光
学
部
交
流
文
化

学
科
教
授
。1
9
9
9
年
、立
教

大
学
社
会
学
部
観
光
学
科
卒
業
。

2
0
0
5
年
、立
教
大
学
大
学
院

観
光
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
満
期
退
学
。

2
0
0
7
年
、博
士（
観
光
学
）。専
門
は
近
代
日
本

を
対
象
と
し
た
観
光
歴
史
学
。近
著
に
、『
帝
国
日
本

の
観
光
』（
共
編
、日
本
経
済
評
論
社
、2
0
2
2

年
）、『
都
市
と
文
化
の
メ
デ
ィ
ア
論
』（
分
担
執
筆
、

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、2
0
2
4
年
）、『
鉄
道
百
五
十

年
史

　第
二
巻
』（
項
目
執
筆
、交
通
協
力
会
、

2
0
2
5
年
）。

「
映
え
な
い
」
ゼ
ミ
を

運
営
し
続
け
る
拘
り

実
ぶ
り
に
も
目
を
配
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

学
生
に
と
っ
て
身
近
で
行
こ
う
と
思
え
ば
す

ぐ
行
け
る
と
い
う
理
由
か
ら「
東
京
」を
テ
ー

マ
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ

ろ
そ
ろ
ネ
タ
切
れ
で
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
課
題
図
書
は
学
術
色
の
強
い
新
書
を
中

心
に
選
択
し
て
い
る
が
、
学
生
か
ら
の
反
応

は
悪
く
な
い
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
基
本

的
に
学
生
だ
け
で
進
行
さ
れ
、
私
は
出
て
こ

な
か
っ
た
論
点
と
ま
と
め
を
最
後
に
15
分
程

度
話
す
だ
け
で
あ
る
。

3
年
ゼ
ミ

　3
年
ゼ
ミ
の
ね
ら
い
は
「
論
文
を
書
く
」

こ
と
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
私
が
最
も
重
視
し

て
い
る
の
は
、「
自
分
で
決
め
る
」
こ
と
で

あ
る
。
先
述
し
た
と
お
り
、
テ
ー
マ
は
指
定

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
個
別
に
取
り
組
む
研

究
の
「
問
い
」
は
学
生
自
身
が
模
索
す
る
こ

と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
自
分
で
問
い
を

立
て
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
材
料
を
ど
の
程

度
い
つ
ま
で
に
集
め
る
必
要
が
あ
る
の
か

を
、
ひ
と
と
お
り
経
験
し
て
も
ら
う
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
か
つ
て
は
個
別
研
究
で
は

な
く
グ
ル
ー
プ
研
究
を
行
っ
て
い
た
。
グ

ル
ー
プ
研
究
は
共
同
作
業
と
い
う
点
に
お
い

て
得
る
も
の
も
多
い
が
、
一
方
で
他
の
学
生

に
依
存
す
る
者
が
必
ず
発
生
す
る
。
そ
の
弊

害
に
鑑
み
て
現
在
は
個
別
研
究
に
落
ち
着
い

て
い
る
が
、
他
ゼ
ミ
と
比
較
し
て
履
修
者
が

少
な
い
ゆ
え
に
可
能
な
取
り
組
み
か
も
し
れ

な
い
。

　ゼ
ミ
の
進
行
は
シ
ビ
ア
だ
。
基
本
的
に
毎

週
1
コ
マ
（
1
0
0
分
）
が
ひ
と
り
の
学
生

に
与
え
ら
れ
、
春
学
期
は
論
文
の
方
向
性
を

確
定
さ
せ
る
べ
く
研
究
の
進
捗
報
告
と
質
疑

応
答
を
繰
り
返
し
、
秋
学
期
は
論
文
を
完
成

さ
せ
る
べ
く
提
出
さ
れ
た
原
稿
を
声
に
出
し

て
読
み
、
推
敲
を
重
ね
て
い
く
。
半
期
は
14

コ
マ
で
構
成
さ
れ
る
の
で
、
年
に
よ
っ
て
ば

第
三
が
、
こ
ん
に
ち
の
観
光
に
お
い
て
歴
史

的
な
出
来
事
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
資
源

化
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
視
点
で

あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、「
過
去
」、「
過

去
か
ら
現
在
」、「
現
在
」
と
い
う
3
つ
の
視

点
に
立
脚
し
な
が
ら
、
歴
史
と
観
光
の
関
係

に
つ
い
て
の
多
面
的
で
立
体
的
な
理
解
を
深

め
る
ゼ
ミ
で
あ
る
、
と
。

　続
い
て
、
3
学
年
に
わ
た
る
ゼ
ミ
で
の
学

習
計
画
を
提
示
す
る
。
2
年
次
と
3
年
次
は

私
が
指
定
し
た
テ
ー
マ
に
も
と
づ
い
て
学
習

を
進
め
、
2
年
次
で
は
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
課

題
図
書
を
講
読
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
3
年
次
で
は
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
個
別
研
究
を
進
め
、
各
自
が
論

文
と
い
う
か
た
ち
で
2
年
間
の
成
果
を
ま
と

め
る
。
そ
し
て
4
年
次
で
は
、
そ
れ
ま
で
指

定
さ
れ
て
き
た
テ
ー
マ
か
ら
は
自
由
と
な

り
、
自
ら
の
知
的
好
奇
心
に
し
た
が
っ
て
構

想
さ
れ
た
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
、
と
い
う

段
階
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
ゼ
ミ
説
明
に
対
す
る
学
生
の
反

応
が
芳
し
く
な
い
の
は
既
述
の
と
お
り
で
あ

る
。
私
の
説
明
が
稚
拙
で
あ
る
こ
と
は
さ
て

お
き
、
そ
の
理
由
と
し
て
以
下
の
3
点
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
第
一
が
、
高
校
ま
で
に

培
わ
れ
て
き
た
「
歴
史
ア
レ
ル
ギ
ー
」
で
あ

る
。
歴
史
と
い
え
ば
年
号
や
人
名
を
暗
記
す

る
だ
け
の
役
に
立
た
な
い
学
問
、
と
い
う
固

定
観
念
は
学
生
の
あ
い
だ
で
根
強
い
。
第
二

が
、
卒
業
論
文
が
学
習
計
画
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
卒
業
論
文
執
筆
に
対
す

る
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
は
、
教
員
が
想
定
す
る

よ
り
も
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第

三
が
、「
映
え
な
い
」
こ
と
で
あ
る
。
文
献

講
読
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
論
文
執
筆
と
、

そ
こ
に
S
N
S
に
投

稿
し
て
友
人
に
自
慢

で
き
る
よ
う
な
場
面

は
存
在
し
な
い
。

2
年
ゼ
ミ

　2
年
ゼ
ミ
の
ね
ら

い
は
、「
文
献
を
読

む
」
こ
と
と
「
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す

る
」
こ
と
に
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
慣
れ
親
し

ん
で
き
た
小
説
や
評

論
と
は
異
な
る
ジ
ャ

ン
ル
が
存
在
す
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
か
ら
始
め
る
。

そ
し
て
そ
こ
で
強
調

す
る
の
は
、「
疑
い

な
が
ら
読
む
」
こ
と

の
重
要
性
で
あ
る
。

文
献
に
書
か
れ
て
い

は
じ
め
に

　何
と
も
「
映
え
な
い
」
ゼ
ミ
で
あ
る
。
観

光
学
部
で
あ
り
な
が
ら
、
地
域
や
企
業
と
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
わ
け
で
も

な
く
、
行
政
へ
の
政
策
提
言
や
観
光
地
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
行
わ
ず
、
た
だ
淡
々

と
教
室
で
歴
史
と
観
光
の
関
係
に
つ
い
て
考

え
続
け
る
。
結
果
、
国
内
外
で
の
合
宿
を
含

め
た
学
外
活
動
を
重
視
し
て
い
る
ゼ
ミ
や
、

観
光
に
か
か
わ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

連
携
事
業
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
ゼ
ミ
に
は

毎
年
10
名
以
上
の
入
ゼ
ミ
生
が
集
ま
る
な

か
、
私
の
ゼ
ミ
は
3
学
年
を
合
計
し
て
も
10

科
目
名
称
は
「
卒
業
研
究
指
導
」）。

　以
上
は
2
0
2
5
年
度
時
点
で
の
状
況
で

あ
る
が
、
こ
の
仕
組
み
は
ず
い
ぶ
ん
と
長
い

間
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い
つ
か

ら
始
ま
っ
た
の
か
定
か
で
な
い
が
、
少
な
く

と
も
私
が
観
光
学
部
の
前
身
で
あ
る
社
会
学

部
観
光
学
科
に
在
学
し
て
い
た
頃
か
ら
基
本

的
な
こ
と
は
変
わ
っ
て
い
な
い
（
選
考
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
科
目
名
は
変
更
さ
れ
て
い
る

が
）。
な
お
、
現
時
点
で
の
学
部
定
員
は
1
学

年
あ
た
り
3
7
0
名
（
観
光
学
科
1
9
5
名
、

交
流
文
化
学
科
1
7
5
名
）
で
あ
る
が
、
学

生
は
異
な
る
学
科
の
教
員
が
担
当
す
る
ゼ
ミ

を
履
修
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

ゼ
ミ
の
概
要

　前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
私
の
ゼ
ミ
に

お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
よ
う
。
前
述
し

た
と
お
り
、
秋
学
期
に
な
る
と
1
年
次
生
向

け
に
ゼ
ミ
説
明
を
行
う
が
、
そ
こ
で
は
、「
歴

史
」
と
い
う
観
点
か
ら
観
光
に
つ
い
て
考
え

る
の
が
ゼ
ミ
の
根
幹
で
あ
る
こ
と
と
、
こ
こ

で
い
う
「
歴
史
」
に
は
以
下
の
3
つ
の
視
点

が
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
解
説
す
る
。
第

一
が
、
か
つ
て
観
光
は
ど
の
よ
う
な
様
態
を

伴
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
視
点
。

第
二
が
、
か
つ
て
の
観
光
の
あ
り
よ
う
は
現

在
の
観
光
と
ど
の
よ
う
に
連
続
あ
る
い
は
不

連
続
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、と
い
う
視
点
。

ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
半
期
で
3
〜

4
回
は
こ
れ
ら
の
作
業
を
経
験
す
る
こ
と
に

な
る
。
特
に
秋
学
期
の
工
程
は
、
他
の
講
義

で
課
せ
ら
れ
る
レ
ポ
ー
ト
で
は
な
お
ざ
り
に

さ
れ
る
作
業
の
連
続
で
あ
る
が
、
自
分
で
書

い
た
文
章
を
声
に
出
し
て
読
み
、
時
間
を
お

い
て
か
ら
再
び
見
直
し
、
納
得
が
い
く
ま
で

赤
字
を
入
れ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
、

ま
さ
に
自
分
自
身
と
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と

と
等
し
い
。

　こ
う
し
て
書
か
れ
た
論
文
は
「
成
果
報
告

書
」
に
ま
と
め
ら
れ
製
本
さ
れ
る
。
近
年
の

傾
向
と
し
て
は
、
先
に
提
示
し
た
「
過
去
か

ら
現
在
」
に
着
目
す
る
第
二
の
視
点
に
立
脚

し
た
論
文
が
最
も
多
く
、「
現
在
」
に
着
目

す
る
第
三
の
視
点
が
そ
れ
に
次
ぐ
。そ
し
て
、

報
告
書
の
表
紙
も
特
集
タ
イ
ト
ル
も
、
す
べ

て
学
生
が
決
め
る
。
2
年
間
に
わ
た
る
ゼ
ミ

活
動
は
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
結
実
し
、
学

生
は
学
習
の
成
果
を
ま
さ
に
手
に
取
る
わ
け

で
あ
る
が
、
仄
聞
す
る
に
、
就
職
活
動
の
際

に
持
参
す
る
と
頗
る
反
応
が
よ
い
ら
し
い
。

成
果
報
告
書
の
意
図
せ
ぬ
使
い
道
で
あ
る
。

4
年
ゼ
ミ

　こ
こ
ま
で
来
れ
ば
教
員
と
し
て
や
る
こ
と

は
特
に
な
い
。
卒
業
論
文
で
は
こ
れ
に
つ
い

て
書
き
た
い
で
す
、
と
い
う
学
生
の
プ
レ
ゼ

ン
を
聞
い
て
簡
単
に
コ
メ
ン
ト
す
る
だ
け
で

あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で

設
定
さ
れ
て
い
た
テ
ー
マ
か
ら
は
自
由
に
な

る
が
、
あ
る
学
生
は
3
年
次
に
執
筆
し
た
論

文
の
続
き
に
取
り
組
み
、
あ
る
学
生
は
ま
っ

た
く
異
な
る
題
材
に
挑
戦
す
る
。
そ
こ
で
私

が
気
を
つ
け
て
い
る
の
は
、
ゼ
ミ
の
基
本
理

念
で
あ
る
歴
史
と
観
光
の
関
係
を
め
ぐ
る
3

つ
の
視
点
の
い
ず
れ
か
に
立
脚
す
る
よ
う
目

配
り
を
す
る
こ
と
、
好
き
な
こ
と
を
書
き
な

さ
い
と
言
い
続
け
る
こ
と
、
学
生
が
持
っ
て

き
た
テ
ー
マ
を
一
緒
に
面
白
が
る
こ
と
く
ら

め
ず
に
毎
回
全
員
が
該
当
箇
所
を
読
ん
で
レ

ジ
ュ
メ
を
作
成
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

関
し
て
は
、
そ
の
レ
ジ
ュ
メ
の
解
説
か
ら
始

ま
る
こ
と
も
あ
っ
て
毎
回
必
ず
全
員
が
発
言

す
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
、
1
年
間
た

だ
た
だ
繰
り
返
す
。

　表
1
は
、
過
去
5
年
間
の
テ
ー
マ
と
課
題

図
書
の
一
覧
で
あ
る
。
基
本
的
に
時
宜
に
か

な
っ
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
他
方
で
関
連
書
籍
や
既
存
研
究
の
充

い
だ
ろ
う
か
。

　そ
れ
に
し
て
も
4
年
次
と
も
な
る
と
、
毎

年
そ
の
着
眼
点
に
唸
ら
せ
ら
れ
る
。
私
が
知

ら
な
い
事
象
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
既
存

研
究
で
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
テ
ー
マ

を
探
し
出
し
て
き
て
は
、
未
見
の
史
料
を
提

示
し
て
く
る
。
こ
う
し
た
「
発
見
」
は
、
近

年
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

め
ざ
ま
し
い
充
実
と
発
展
に
支
え
ら
れ
て
い

よ
う
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
で
は
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
文
献
や
史

料
も
膨
大
に
存
在
す
る
こ
と
を
学
生
に
伝
え

る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
4
年
ゼ
ミ
は
、
私
が
研
究
者
と

し
て
学
生
に
対
峙
で
き
る
貴
重
な

時
間
で
あ
る
と
と
も
に
、
学
生
か

ら
の
多
く
の
示
唆
に
満
ち
た
幸
せ

な
空
間
で
も
あ
る
。

　表
2
は
、
過
去
5
年
間
に
提
出

さ
れ
た
卒
業
論
文
の
題
目
一
覧
で

あ
る
。
題
目
だ
け
見
る
と
歴
史
と

距
離
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
も
の

も
あ
る
が
、
す
べ
て
の
論
文
に
お

い
て
考
察
対
象
が
た
ど
っ
た
歴
史

的
変
遷
が
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
、

そ
の
知
見
を
踏
ま
え
た
議
論
が
丁

寧
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
と

観
光
の
関
係
と
い
う
一
見
す
る
と

退
屈
な
視
点
で
あ
る
が
、
そ
の
解

釈
は
多
様
で
ま
だ
ま
だ
発
展
可
能

な
余
白
を
有
す
る
領
域
で
あ
る
こ

と
を
、
毎
度
学
生
に
教
え
ら
れ
て

い
る
。

　さ
て
、昨
年
度
の
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
学
生
が
韓
国
・
ソ
ウ
ル
に
あ
る
観
光
地

の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
際
に

大
き
な
手
が
か
り
と
な
っ
た
の
が
、
現
地
の

博
物
館
で
接
し
た
展
示
だ
っ
た
と
い
う
。
と

い
う
わ
け
で
4
年
次
生
全
員
（
と
い
っ
て
も

3
名
だ
け
だ
が
）
と
卒
業
式
前
の
2
月
末
に

ソ
ウ
ル
へ
赴
き
、
学
生
の
案
内
で
現
地
を
歩

き
ま
わ
り
、
博
物
館
で
そ
の
展
示
を
実
見
し

た
。
卒
業
論
文
は
観
光
学
部
に
お
け
る
学
修

の
集
大
成
と
し
て
書
か
れ
る
も
の
、
と
い
う

の
が
従
来
の
私
の
立
場
で
あ
っ
た
が
、
執
筆

後
に
現
地
を
訪
れ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
教

育
的
効
果
も
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
今
後

の
ゼ
ミ
の
あ
り
方
を
再
考
す
る
き
っ
か
け
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
出
来
事
で
あ
る
。

る
こ
と
は
信
用
に
値
す
る
の
か
、
著
者
は
何

を
根
拠
に
そ
の
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
る
の

か
、
別
の
事
例
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の

だ
ろ
う
か
、
文
献
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
調
べ
て
み
た
ら
こ
ん
な
こ
と
が
分
か
っ

た
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
批
判
的
読
書
」
の
端

緒
で
あ
る
。

　後
者
に
つ
い
て
は
、
自
分
と
は
異
な
る
意

見
を
持
つ
相
手
の
論
破
を
目
的
と
し
た

「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
で
は
な
い
こ
と
を
徹
底
す

る
。
つ
ま
り
そ
こ
で
目
指
さ
れ
る
の
は
、
ま

ず
、
文
献
を
読
ん
で
得
た
自
分
の
見
解
を
自

分
の
こ
と
ば
で
他
人
に
説
明
し
て
み
る
。
次

い
で
、
他
人
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
自
分
と
は

異
な
る
意
見
に
耳
を
傾
け
て
み
る
。そ
し
て
、

自
分
の
意
見
と
他
人
の
意
見
を
す
り
あ
わ
せ

な
が
ら
、
自
分
に
と
っ
て
腑
に
落
ち
る
見
解

に
練
り
上
げ
て
み
る
、
と
い
う
試
行
錯
誤
の

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。言
語
を
媒
介
と
し
た「
自

己
の
相
対
化
」
の
訓
練
と
し
て
も
よ
い
か
も

し
れ
な
い
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
2
年
ゼ
ミ
の
主
眼
は
、

教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
す
べ
て
正

し
い
、
自
分
の
意
見
を
主
張
す
る
の
は
控
え

た
方
が
よ
い
な
ど
と
い
っ
た
、
多
く
の
学
生

が
高
校
ま
で
に
刷
り
込
ま
れ
て
き
た
教
育
の

枠
組
み
を
取
り
払
う
こ
と
に
あ
る
。そ
し
て
、

文
献
講
読
に
関
し
て
は
、
報
告
担
当
者
を
決

名
を
超
え
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
い
わ

ゆ
る
不
人
気
ゼ
ミ
で
あ
る
。

　具
体
的
な
話
に
入
る
前
に
、
立
教
大
学
観

光
学
部
に
お
け
る
ゼ
ミ
の
位
置
付
け
を
概
観

し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
前
提
と
し
て
、
ゼ
ミ

と
卒
業
論
文
は
必
修
科
目
で
な
い
。
要
は
、

卒
業
要
件
と
無
関
係
な
の
で
あ
る
。そ
し
て
、

ゼ
ミ
は
2
年
次
の
春
学
期
か
ら
始
ま
る
。
そ

の
た
め
1
年
次
の
秋
学
期
に
な
る
と
ゼ
ミ
の

説
明
会
や
相
談
会
が
始
ま
り
、
書
類
選
考
や

面
接
な
ど
を
経
て
、
1
年
次
が
終
わ
る
ま
で

に
は
所
属
ゼ
ミ
が
決
定
し
て
い
る
。
こ
う
し

て
2
年
次
、3
年
次
と
ゼ
ミ
活
動
を
行
い（
正

式
な
科
目
名
称
は
「
演
習
」）、
4
年
次
に
な

る
と
卒
業
論
文
の
執
筆
を
目
指
す
（
正
式
な

写真1：2年ゼミの様子（立教大学観光学部提供）

お
わ
り
に

　多
く
の
学
生
か
ら
支
持
さ
れ
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
歴
史
」
を
前
面
に
押
し
出
し

た
ゼ
ミ
を
観
光
学
部
で
開
講
し
続
け
る
意
義

は
何
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
観
光
学
部

の
教
員
と
し
て
私
は
何
に
拘
っ
て
ゼ
ミ
を
運

営
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
は
観
光

学
の
多
様
性
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
る
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
観
光
学
は
学
際
性
に
よ
っ

て
そ
の
知
的
活
動
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
た
と
え
希
望
す
る
学
生
が
ご
く
わ
ず

か
で
あ
っ
て
も
、
歴
史
に
興
味
を
持
つ
学
生

が
存
在
す
る
限
り
は
ゼ
ミ
を
開
講
す
る
義
務

が
あ
る
と
考
え
る
。特
に
観
光
学
に
お
い
て
、

「
○
○
す
る
べ
き
」
と
か
「
○
○
し
た
ほ
う
が

合
理
的
だ
」
と
い
っ
た
指
向
性
か
ら
距
離
を

お
い
た
考
え
方
を
学
生
に
向
け
て
提
示
す
る

こ
と
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　も
う
ひ
と
つ
は
、
き
ち
ん
と
文
献
を
読
み

込
み
、
意
見
の
異
な
る
他
者
と
交
わ
り
、
自

ら
の
主
張
の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
を
探
し
出

し
、
自
分
で
問
い
を
立
て
そ
れ
に
対
す
る
答

え
を
導
き
出
せ
る
人
材
の
育
成
を
大
学
の
使

命
と
す
る
な
ら
ば
、
歴
史
は
そ
の
た
め
の
非

常
に
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら

で
あ
る
。
歴
史
と
観
光
の
関
係
と
い
う
視
点

に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き

た
一
連
の
作
業
を
ゼ
ミ
で
繰
り
返
し
経
験

し
、
多
く
の
学
生
が
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

悪
い
」
と
し
て
忌
避
す
る
卒
業
論
文
に
真
摯

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
た
と
え
卒
業
後
に
観

光
と
は
縁
遠
い
業
界
に
身
を
置
く
こ
と
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
十
分
に
渡
り
合

え
る
だ
け
の
基
礎
力
は
身
に
つ
い
て
い
る
は

ず
だ
。

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、
毎
年
卒
業
生
を
呼
ん
で

報
告
会
を
行
っ
て
い
る
。
時
に
は
3
年
次
生

の
論
文
構
想
に
、
時
に
は
4
年
次
生
の
卒
業

論
文
に
対
し
て
鋭
い
指
摘
を
投
げ
か
け
る

が
、
卒
業
生
の
そ
う
し
た
姿
に
触
れ
る
た
び

に
ゼ
ミ
運
営
の
あ
り
方
が
間
違
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
実
感
す
る
。
卒
業
生
の
多
く

が
観
光
と
は
無
関
係
の
職
種
に
就
い
て
い
る

も
の
の
、
大
学
を
離
れ
た
後
も
さ
ら
な
る
研

鑽
を
積
み
続
け
、
観
光
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
や
観
光
と
い
う
切
り
口
か
ら
社
会
を
理
解

し
よ
う
と
す
る
試
み
を
止
め
て
い
な
い
。
こ

う
し
た
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
卒
業
生
を
ひ
と
り

で
も
多
く
輩
出
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
「
映
え

な
い
」
ゼ
ミ
を
運
営
し
続
け
る
私
の
拘
り
で

あ
る
。

　と
こ
ろ
で
、
3
年
ゼ
ミ
が
始
ま
る
と
学
生

が
足
繁
く
通
う
よ
う
に
な
る
場
所
が
あ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
と
旅
の
図
書
館
で
あ
る
。

私
の
ゼ
ミ
の
活
動
は
、
こ
れ
ら
の
「
聖
地
」

抜
き
に
は
成
立
し
得
な
い
。
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表 1 2年ゼミにおける課題図書（2020～24年度）

表 2 卒業論文題目（2020～24年度） 実
ぶ
り
に
も
目
を
配
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

学
生
に
と
っ
て
身
近
で
行
こ
う
と
思
え
ば
す

ぐ
行
け
る
と
い
う
理
由
か
ら「
東
京
」を
テ
ー

マ
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ

ろ
そ
ろ
ネ
タ
切
れ
で
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
課
題
図
書
は
学
術
色
の
強
い
新
書
を
中

心
に
選
択
し
て
い
る
が
、
学
生
か
ら
の
反
応

は
悪
く
な
い
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
基
本

的
に
学
生
だ
け
で
進
行
さ
れ
、
私
は
出
て
こ

な
か
っ
た
論
点
と
ま
と
め
を
最
後
に
15
分
程

度
話
す
だ
け
で
あ
る
。

3
年
ゼ
ミ

　3
年
ゼ
ミ
の
ね
ら
い
は
「
論
文
を
書
く
」

こ
と
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
私
が
最
も
重
視
し

て
い
る
の
は
、「
自
分
で
決
め
る
」
こ
と
で

あ
る
。
先
述
し
た
と
お
り
、
テ
ー
マ
は
指
定

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
個
別
に
取
り
組
む
研

究
の
「
問
い
」
は
学
生
自
身
が
模
索
す
る
こ

と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
自
分
で
問
い
を

立
て
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
材
料
を
ど
の
程

度
い
つ
ま
で
に
集
め
る
必
要
が
あ
る
の
か

を
、
ひ
と
と
お
り
経
験
し
て
も
ら
う
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
か
つ
て
は
個
別
研
究
で
は

な
く
グ
ル
ー
プ
研
究
を
行
っ
て
い
た
。
グ

ル
ー
プ
研
究
は
共
同
作
業
と
い
う
点
に
お
い

て
得
る
も
の
も
多
い
が
、
一
方
で
他
の
学
生

に
依
存
す
る
者
が
必
ず
発
生
す
る
。
そ
の
弊

害
に
鑑
み
て
現
在
は
個
別
研
究
に
落
ち
着
い

て
い
る
が
、
他
ゼ
ミ
と
比
較
し
て
履
修
者
が

少
な
い
ゆ
え
に
可
能
な
取
り
組
み
か
も
し
れ

な
い
。

　ゼ
ミ
の
進
行
は
シ
ビ
ア
だ
。
基
本
的
に
毎

週
1
コ
マ
（
1
0
0
分
）
が
ひ
と
り
の
学
生

に
与
え
ら
れ
、
春
学
期
は
論
文
の
方
向
性
を

確
定
さ
せ
る
べ
く
研
究
の
進
捗
報
告
と
質
疑

応
答
を
繰
り
返
し
、
秋
学
期
は
論
文
を
完
成

さ
せ
る
べ
く
提
出
さ
れ
た
原
稿
を
声
に
出
し

て
読
み
、
推
敲
を
重
ね
て
い
く
。
半
期
は
14

コ
マ
で
構
成
さ
れ
る
の
で
、
年
に
よ
っ
て
ば

第
三
が
、
こ
ん
に
ち
の
観
光
に
お
い
て
歴
史

的
な
出
来
事
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
資
源

化
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
視
点
で

あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、「
過
去
」、「
過

去
か
ら
現
在
」、「
現
在
」
と
い
う
3
つ
の
視

点
に
立
脚
し
な
が
ら
、
歴
史
と
観
光
の
関
係

に
つ
い
て
の
多
面
的
で
立
体
的
な
理
解
を
深

め
る
ゼ
ミ
で
あ
る
、
と
。

　続
い
て
、
3
学
年
に
わ
た
る
ゼ
ミ
で
の
学

習
計
画
を
提
示
す
る
。
2
年
次
と
3
年
次
は

私
が
指
定
し
た
テ
ー
マ
に
も
と
づ
い
て
学
習

を
進
め
、
2
年
次
で
は
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
課

題
図
書
を
講
読
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
3
年
次
で
は
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
個
別
研
究
を
進
め
、
各
自
が
論

文
と
い
う
か
た
ち
で
2
年
間
の
成
果
を
ま
と

め
る
。
そ
し
て
4
年
次
で
は
、
そ
れ
ま
で
指

定
さ
れ
て
き
た
テ
ー
マ
か
ら
は
自
由
と
な

り
、
自
ら
の
知
的
好
奇
心
に
し
た
が
っ
て
構

想
さ
れ
た
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
、
と
い
う

段
階
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
ゼ
ミ
説
明
に
対
す
る
学
生
の
反

応
が
芳
し
く
な
い
の
は
既
述
の
と
お
り
で
あ

る
。
私
の
説
明
が
稚
拙
で
あ
る
こ
と
は
さ
て

お
き
、
そ
の
理
由
と
し
て
以
下
の
3
点
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
第
一
が
、
高
校
ま
で
に

培
わ
れ
て
き
た
「
歴
史
ア
レ
ル
ギ
ー
」
で
あ

る
。
歴
史
と
い
え
ば
年
号
や
人
名
を
暗
記
す

る
だ
け
の
役
に
立
た
な
い
学
問
、
と
い
う
固

定
観
念
は
学
生
の
あ
い
だ
で
根
強
い
。
第
二

が
、
卒
業
論
文
が
学
習
計
画
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
卒
業
論
文
執
筆
に
対
す

る
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
は
、
教
員
が
想
定
す
る

よ
り
も
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第

三
が
、「
映
え
な
い
」
こ
と
で
あ
る
。
文
献

講
読
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
論
文
執
筆
と
、

そ
こ
に
S
N
S
に
投

稿
し
て
友
人
に
自
慢

で
き
る
よ
う
な
場
面

は
存
在
し
な
い
。

2
年
ゼ
ミ

　2
年
ゼ
ミ
の
ね
ら

い
は
、「
文
献
を
読

む
」
こ
と
と
「
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す

る
」
こ
と
に
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
慣
れ
親
し

ん
で
き
た
小
説
や
評

論
と
は
異
な
る
ジ
ャ

ン
ル
が
存
在
す
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
か
ら
始
め
る
。

そ
し
て
そ
こ
で
強
調

す
る
の
は
、「
疑
い

な
が
ら
読
む
」
こ
と

の
重
要
性
で
あ
る
。

文
献
に
書
か
れ
て
い

は
じ
め
に

　何
と
も
「
映
え
な
い
」
ゼ
ミ
で
あ
る
。
観

光
学
部
で
あ
り
な
が
ら
、
地
域
や
企
業
と
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
わ
け
で
も

な
く
、
行
政
へ
の
政
策
提
言
や
観
光
地
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
行
わ
ず
、
た
だ
淡
々

と
教
室
で
歴
史
と
観
光
の
関
係
に
つ
い
て
考

え
続
け
る
。
結
果
、
国
内
外
で
の
合
宿
を
含

め
た
学
外
活
動
を
重
視
し
て
い
る
ゼ
ミ
や
、

観
光
に
か
か
わ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

連
携
事
業
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
ゼ
ミ
に
は

毎
年
10
名
以
上
の
入
ゼ
ミ
生
が
集
ま
る
な

か
、
私
の
ゼ
ミ
は
3
学
年
を
合
計
し
て
も
10

科
目
名
称
は
「
卒
業
研
究
指
導
」）。

　以
上
は
2
0
2
5
年
度
時
点
で
の
状
況
で

あ
る
が
、
こ
の
仕
組
み
は
ず
い
ぶ
ん
と
長
い

間
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い
つ
か

ら
始
ま
っ
た
の
か
定
か
で
な
い
が
、
少
な
く

と
も
私
が
観
光
学
部
の
前
身
で
あ
る
社
会
学

部
観
光
学
科
に
在
学
し
て
い
た
頃
か
ら
基
本

的
な
こ
と
は
変
わ
っ
て
い
な
い
（
選
考
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
科
目
名
は
変
更
さ
れ
て
い
る

が
）。
な
お
、
現
時
点
で
の
学
部
定
員
は
1
学

年
あ
た
り
3
7
0
名
（
観
光
学
科
1
9
5
名
、

交
流
文
化
学
科
1
7
5
名
）
で
あ
る
が
、
学

生
は
異
な
る
学
科
の
教
員
が
担
当
す
る
ゼ
ミ

を
履
修
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

ゼ
ミ
の
概
要

　前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
私
の
ゼ
ミ
に

お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
よ
う
。
前
述
し

た
と
お
り
、
秋
学
期
に
な
る
と
1
年
次
生
向

け
に
ゼ
ミ
説
明
を
行
う
が
、
そ
こ
で
は
、「
歴

史
」
と
い
う
観
点
か
ら
観
光
に
つ
い
て
考
え

る
の
が
ゼ
ミ
の
根
幹
で
あ
る
こ
と
と
、
こ
こ

で
い
う
「
歴
史
」
に
は
以
下
の
3
つ
の
視
点

が
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
解
説
す
る
。
第

一
が
、
か
つ
て
観
光
は
ど
の
よ
う
な
様
態
を

伴
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
視
点
。

第
二
が
、
か
つ
て
の
観
光
の
あ
り
よ
う
は
現

在
の
観
光
と
ど
の
よ
う
に
連
続
あ
る
い
は
不

連
続
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、と
い
う
視
点
。

ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
半
期
で
3
〜

4
回
は
こ
れ
ら
の
作
業
を
経
験
す
る
こ
と
に

な
る
。
特
に
秋
学
期
の
工
程
は
、
他
の
講
義

で
課
せ
ら
れ
る
レ
ポ
ー
ト
で
は
な
お
ざ
り
に

さ
れ
る
作
業
の
連
続
で
あ
る
が
、
自
分
で
書

い
た
文
章
を
声
に
出
し
て
読
み
、
時
間
を
お

い
て
か
ら
再
び
見
直
し
、
納
得
が
い
く
ま
で

赤
字
を
入
れ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
、

ま
さ
に
自
分
自
身
と
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と

と
等
し
い
。

　こ
う
し
て
書
か
れ
た
論
文
は
「
成
果
報
告

書
」
に
ま
と
め
ら
れ
製
本
さ
れ
る
。
近
年
の

傾
向
と
し
て
は
、
先
に
提
示
し
た
「
過
去
か

ら
現
在
」
に
着
目
す
る
第
二
の
視
点
に
立
脚

し
た
論
文
が
最
も
多
く
、「
現
在
」
に
着
目

す
る
第
三
の
視
点
が
そ
れ
に
次
ぐ
。そ
し
て
、

報
告
書
の
表
紙
も
特
集
タ
イ
ト
ル
も
、
す
べ

て
学
生
が
決
め
る
。
2
年
間
に
わ
た
る
ゼ
ミ

活
動
は
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
結
実
し
、
学

生
は
学
習
の
成
果
を
ま
さ
に
手
に
取
る
わ
け

で
あ
る
が
、
仄
聞
す
る
に
、
就
職
活
動
の
際

に
持
参
す
る
と
頗
る
反
応
が
よ
い
ら
し
い
。

成
果
報
告
書
の
意
図
せ
ぬ
使
い
道
で
あ
る
。

4
年
ゼ
ミ

　こ
こ
ま
で
来
れ
ば
教
員
と
し
て
や
る
こ
と

は
特
に
な
い
。
卒
業
論
文
で
は
こ
れ
に
つ
い

て
書
き
た
い
で
す
、
と
い
う
学
生
の
プ
レ
ゼ

ン
を
聞
い
て
簡
単
に
コ
メ
ン
ト
す
る
だ
け
で

あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で

設
定
さ
れ
て
い
た
テ
ー
マ
か
ら
は
自
由
に
な

る
が
、
あ
る
学
生
は
3
年
次
に
執
筆
し
た
論

文
の
続
き
に
取
り
組
み
、
あ
る
学
生
は
ま
っ

た
く
異
な
る
題
材
に
挑
戦
す
る
。
そ
こ
で
私

が
気
を
つ
け
て
い
る
の
は
、
ゼ
ミ
の
基
本
理

念
で
あ
る
歴
史
と
観
光
の
関
係
を
め
ぐ
る
3

つ
の
視
点
の
い
ず
れ
か
に
立
脚
す
る
よ
う
目

配
り
を
す
る
こ
と
、
好
き
な
こ
と
を
書
き
な

さ
い
と
言
い
続
け
る
こ
と
、
学
生
が
持
っ
て

き
た
テ
ー
マ
を
一
緒
に
面
白
が
る
こ
と
く
ら

め
ず
に
毎
回
全
員
が
該
当
箇
所
を
読
ん
で
レ

ジ
ュ
メ
を
作
成
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

関
し
て
は
、
そ
の
レ
ジ
ュ
メ
の
解
説
か
ら
始

ま
る
こ
と
も
あ
っ
て
毎
回
必
ず
全
員
が
発
言

す
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
、
1
年
間
た

だ
た
だ
繰
り
返
す
。

　表
1
は
、
過
去
5
年
間
の
テ
ー
マ
と
課
題

図
書
の
一
覧
で
あ
る
。
基
本
的
に
時
宜
に
か

な
っ
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
他
方
で
関
連
書
籍
や
既
存
研
究
の
充

い
だ
ろ
う
か
。

　そ
れ
に
し
て
も
4
年
次
と
も
な
る
と
、
毎

年
そ
の
着
眼
点
に
唸
ら
せ
ら
れ
る
。
私
が
知

ら
な
い
事
象
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
既
存

研
究
で
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
テ
ー
マ

を
探
し
出
し
て
き
て
は
、
未
見
の
史
料
を
提

示
し
て
く
る
。
こ
う
し
た
「
発
見
」
は
、
近

年
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

め
ざ
ま
し
い
充
実
と
発
展
に
支
え
ら
れ
て
い

よ
う
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
で
は
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
文
献
や
史

料
も
膨
大
に
存
在
す
る
こ
と
を
学
生
に
伝
え

る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
4
年
ゼ
ミ
は
、
私
が
研
究
者
と

し
て
学
生
に
対
峙
で
き
る
貴
重
な

時
間
で
あ
る
と
と
も
に
、
学
生
か

ら
の
多
く
の
示
唆
に
満
ち
た
幸
せ

な
空
間
で
も
あ
る
。

　表
2
は
、
過
去
5
年
間
に
提
出

さ
れ
た
卒
業
論
文
の
題
目
一
覧
で

あ
る
。
題
目
だ
け
見
る
と
歴
史
と

距
離
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
も
の

も
あ
る
が
、
す
べ
て
の
論
文
に
お

い
て
考
察
対
象
が
た
ど
っ
た
歴
史

的
変
遷
が
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
、

そ
の
知
見
を
踏
ま
え
た
議
論
が
丁

寧
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
と

観
光
の
関
係
と
い
う
一
見
す
る
と

退
屈
な
視
点
で
あ
る
が
、
そ
の
解

釈
は
多
様
で
ま
だ
ま
だ
発
展
可
能

な
余
白
を
有
す
る
領
域
で
あ
る
こ

と
を
、
毎
度
学
生
に
教
え
ら
れ
て

い
る
。

　さ
て
、昨
年
度
の
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
学
生
が
韓
国
・
ソ
ウ
ル
に
あ
る
観
光
地

の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
際
に

大
き
な
手
が
か
り
と
な
っ
た
の
が
、
現
地
の

博
物
館
で
接
し
た
展
示
だ
っ
た
と
い
う
。
と

い
う
わ
け
で
4
年
次
生
全
員
（
と
い
っ
て
も

3
名
だ
け
だ
が
）
と
卒
業
式
前
の
2
月
末
に

ソ
ウ
ル
へ
赴
き
、
学
生
の
案
内
で
現
地
を
歩

き
ま
わ
り
、
博
物
館
で
そ
の
展
示
を
実
見
し

た
。
卒
業
論
文
は
観
光
学
部
に
お
け
る
学
修

の
集
大
成
と
し
て
書
か
れ
る
も
の
、
と
い
う

の
が
従
来
の
私
の
立
場
で
あ
っ
た
が
、
執
筆

後
に
現
地
を
訪
れ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
教

育
的
効
果
も
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
今
後

の
ゼ
ミ
の
あ
り
方
を
再
考
す
る
き
っ
か
け
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
出
来
事
で
あ
る
。

る
こ
と
は
信
用
に
値
す
る
の
か
、
著
者
は
何

を
根
拠
に
そ
の
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
る
の

か
、
別
の
事
例
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の

だ
ろ
う
か
、
文
献
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
調
べ
て
み
た
ら
こ
ん
な
こ
と
が
分
か
っ

た
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
批
判
的
読
書
」
の
端

緒
で
あ
る
。

　後
者
に
つ
い
て
は
、
自
分
と
は
異
な
る
意

見
を
持
つ
相
手
の
論
破
を
目
的
と
し
た

「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
で
は
な
い
こ
と
を
徹
底
す

る
。
つ
ま
り
そ
こ
で
目
指
さ
れ
る
の
は
、
ま

ず
、
文
献
を
読
ん
で
得
た
自
分
の
見
解
を
自

分
の
こ
と
ば
で
他
人
に
説
明
し
て
み
る
。
次

い
で
、
他
人
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
自
分
と
は

異
な
る
意
見
に
耳
を
傾
け
て
み
る
。そ
し
て
、

自
分
の
意
見
と
他
人
の
意
見
を
す
り
あ
わ
せ

な
が
ら
、
自
分
に
と
っ
て
腑
に
落
ち
る
見
解

に
練
り
上
げ
て
み
る
、
と
い
う
試
行
錯
誤
の

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。言
語
を
媒
介
と
し
た「
自

己
の
相
対
化
」
の
訓
練
と
し
て
も
よ
い
か
も

し
れ
な
い
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
2
年
ゼ
ミ
の
主
眼
は
、

教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
す
べ
て
正

し
い
、
自
分
の
意
見
を
主
張
す
る
の
は
控
え

た
方
が
よ
い
な
ど
と
い
っ
た
、
多
く
の
学
生

が
高
校
ま
で
に
刷
り
込
ま
れ
て
き
た
教
育
の

枠
組
み
を
取
り
払
う
こ
と
に
あ
る
。そ
し
て
、

文
献
講
読
に
関
し
て
は
、
報
告
担
当
者
を
決

名
を
超
え
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
い
わ

ゆ
る
不
人
気
ゼ
ミ
で
あ
る
。

　具
体
的
な
話
に
入
る
前
に
、
立
教
大
学
観

光
学
部
に
お
け
る
ゼ
ミ
の
位
置
付
け
を
概
観

し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
前
提
と
し
て
、
ゼ
ミ

と
卒
業
論
文
は
必
修
科
目
で
な
い
。
要
は
、

卒
業
要
件
と
無
関
係
な
の
で
あ
る
。そ
し
て
、

ゼ
ミ
は
2
年
次
の
春
学
期
か
ら
始
ま
る
。
そ

の
た
め
1
年
次
の
秋
学
期
に
な
る
と
ゼ
ミ
の

説
明
会
や
相
談
会
が
始
ま
り
、
書
類
選
考
や

面
接
な
ど
を
経
て
、
1
年
次
が
終
わ
る
ま
で

に
は
所
属
ゼ
ミ
が
決
定
し
て
い
る
。
こ
う
し

て
2
年
次
、3
年
次
と
ゼ
ミ
活
動
を
行
い（
正

式
な
科
目
名
称
は
「
演
習
」）、
4
年
次
に
な

る
と
卒
業
論
文
の
執
筆
を
目
指
す
（
正
式
な

写真2：成果報告書の表紙（筆者撮影）写真3：4年ゼミで訪れた龍山歴史博物館（筆者撮影）

お
わ
り
に

　多
く
の
学
生
か
ら
支
持
さ
れ
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
歴
史
」
を
前
面
に
押
し
出
し

た
ゼ
ミ
を
観
光
学
部
で
開
講
し
続
け
る
意
義

は
何
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
観
光
学
部

の
教
員
と
し
て
私
は
何
に
拘
っ
て
ゼ
ミ
を
運

営
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
は
観
光

学
の
多
様
性
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
る
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
観
光
学
は
学
際
性
に
よ
っ

て
そ
の
知
的
活
動
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
た
と
え
希
望
す
る
学
生
が
ご
く
わ
ず

か
で
あ
っ
て
も
、
歴
史
に
興
味
を
持
つ
学
生

が
存
在
す
る
限
り
は
ゼ
ミ
を
開
講
す
る
義
務

が
あ
る
と
考
え
る
。特
に
観
光
学
に
お
い
て
、

「
○
○
す
る
べ
き
」
と
か
「
○
○
し
た
ほ
う
が

合
理
的
だ
」
と
い
っ
た
指
向
性
か
ら
距
離
を

お
い
た
考
え
方
を
学
生
に
向
け
て
提
示
す
る

こ
と
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　も
う
ひ
と
つ
は
、
き
ち
ん
と
文
献
を
読
み

込
み
、
意
見
の
異
な
る
他
者
と
交
わ
り
、
自

ら
の
主
張
の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
を
探
し
出

し
、
自
分
で
問
い
を
立
て
そ
れ
に
対
す
る
答

え
を
導
き
出
せ
る
人
材
の
育
成
を
大
学
の
使

命
と
す
る
な
ら
ば
、
歴
史
は
そ
の
た
め
の
非

常
に
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら

で
あ
る
。
歴
史
と
観
光
の
関
係
と
い
う
視
点

に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き

た
一
連
の
作
業
を
ゼ
ミ
で
繰
り
返
し
経
験

し
、
多
く
の
学
生
が
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

悪
い
」
と
し
て
忌
避
す
る
卒
業
論
文
に
真
摯

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
た
と
え
卒
業
後
に
観

光
と
は
縁
遠
い
業
界
に
身
を
置
く
こ
と
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
十
分
に
渡
り
合

え
る
だ
け
の
基
礎
力
は
身
に
つ
い
て
い
る
は

ず
だ
。

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、
毎
年
卒
業
生
を
呼
ん
で

報
告
会
を
行
っ
て
い
る
。
時
に
は
3
年
次
生

の
論
文
構
想
に
、
時
に
は
4
年
次
生
の
卒
業

論
文
に
対
し
て
鋭
い
指
摘
を
投
げ
か
け
る

が
、
卒
業
生
の
そ
う
し
た
姿
に
触
れ
る
た
び

に
ゼ
ミ
運
営
の
あ
り
方
が
間
違
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
実
感
す
る
。
卒
業
生
の
多
く

が
観
光
と
は
無
関
係
の
職
種
に
就
い
て
い
る

も
の
の
、
大
学
を
離
れ
た
後
も
さ
ら
な
る
研

鑽
を
積
み
続
け
、
観
光
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
や
観
光
と
い
う
切
り
口
か
ら
社
会
を
理
解

し
よ
う
と
す
る
試
み
を
止
め
て
い
な
い
。
こ

う
し
た
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
卒
業
生
を
ひ
と
り

で
も
多
く
輩
出
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
「
映
え

な
い
」
ゼ
ミ
を
運
営
し
続
け
る
私
の
拘
り
で

あ
る
。

　と
こ
ろ
で
、
3
年
ゼ
ミ
が
始
ま
る
と
学
生

が
足
繁
く
通
う
よ
う
に
な
る
場
所
が
あ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
と
旅
の
図
書
館
で
あ
る
。

私
の
ゼ
ミ
の
活
動
は
、
こ
れ
ら
の
「
聖
地
」

抜
き
に
は
成
立
し
得
な
い
。

課題図書テーマ年度

年度

2021

2020

2022

2023

2024

題目

東京2020

スポーツ2021

博覧会2022

東京2023

東京2024

岡本亮輔2017『江戸東京の聖地を歩く』筑摩書房
松山秀明2019『テレビ越しの東京史』青土社
新井博編2019『新版　スポーツの歴史と文化』道和書院
鈴木透2018『スポーツ国家アメリカ』中央公論新社
海野弘2013『万国博覧会の二十世紀』平凡社
福間良明・難波功士・谷本奈穂編2009『博覧の世紀』梓出版社
越澤明2001『東京都市計画物語』筑摩書房
源川真希2023『東京史』筑摩書房
初田亨2004『繁華街の近代』東京大学出版会
越澤明2014『東京都市計画の遺産』筑摩書房
鈴木浩三2022『地形で見る江戸・東京発展史』筑摩書房

中国における旅行の近代化――アヘン戦争以降における旅行会社と旅行同好会の動向に着目して
多様化する女性アイドルと女性ファンの関係――「葛藤」の商品化を契機として
「純」とは何か――イメージとして消費される「純喫茶」
浅草はどうして「江戸」っぽいのか
アニメ聖地巡礼の歴史的変遷――『うたプリ』を事例として
プロ野球応援のアイドル化
なぜ、リゾート地で着飾るのか――『るるぶ』ハワイとバリから読み解くリゾートファッション
近代における下町へのまなざし――“散歩者”永井荷風の作品から
「お城」はいかに消費されてきたか――観光地から文化財へ
消えゆく列車の「旅情」
「賭けない競馬」はいつ生まれた？――中央競馬における非ギャンブル性についての歴史的な考察
「どうでしょう」って何でしょう？――『水曜どうでしょう』の旅が紡ぐ日常性
東京ディズニーリゾートにおけるテーマの揺らぎ
戦後「伊勢志摩」の観光開発史――国立公園指定から大阪・関西万博まで
観光からみたサンリオの事業展開――「ソーシャル・コミュニケーション」がもたらす多様性
基地村から「地球村」へ――国際イベントを契機とした梨泰院の観光開発史

そ
く
ぶ
ん

す
こ
ぶ
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表 1 2年ゼミにおける課題図書（2020～24年度）

表 2 卒業論文題目（2020～24年度） 実
ぶ
り
に
も
目
を
配
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

学
生
に
と
っ
て
身
近
で
行
こ
う
と
思
え
ば
す

ぐ
行
け
る
と
い
う
理
由
か
ら「
東
京
」を
テ
ー

マ
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ

ろ
そ
ろ
ネ
タ
切
れ
で
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
課
題
図
書
は
学
術
色
の
強
い
新
書
を
中

心
に
選
択
し
て
い
る
が
、
学
生
か
ら
の
反
応

は
悪
く
な
い
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
基
本

的
に
学
生
だ
け
で
進
行
さ
れ
、
私
は
出
て
こ

な
か
っ
た
論
点
と
ま
と
め
を
最
後
に
15
分
程

度
話
す
だ
け
で
あ
る
。

3
年
ゼ
ミ

　3
年
ゼ
ミ
の
ね
ら
い
は
「
論
文
を
書
く
」

こ
と
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
私
が
最
も
重
視
し

て
い
る
の
は
、「
自
分
で
決
め
る
」
こ
と
で

あ
る
。
先
述
し
た
と
お
り
、
テ
ー
マ
は
指
定

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
個
別
に
取
り
組
む
研

究
の
「
問
い
」
は
学
生
自
身
が
模
索
す
る
こ

と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
自
分
で
問
い
を

立
て
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
材
料
を
ど
の
程

度
い
つ
ま
で
に
集
め
る
必
要
が
あ
る
の
か

を
、
ひ
と
と
お
り
経
験
し
て
も
ら
う
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
か
つ
て
は
個
別
研
究
で
は

な
く
グ
ル
ー
プ
研
究
を
行
っ
て
い
た
。
グ

ル
ー
プ
研
究
は
共
同
作
業
と
い
う
点
に
お
い

て
得
る
も
の
も
多
い
が
、
一
方
で
他
の
学
生

に
依
存
す
る
者
が
必
ず
発
生
す
る
。
そ
の
弊

害
に
鑑
み
て
現
在
は
個
別
研
究
に
落
ち
着
い

て
い
る
が
、
他
ゼ
ミ
と
比
較
し
て
履
修
者
が

少
な
い
ゆ
え
に
可
能
な
取
り
組
み
か
も
し
れ

な
い
。

　ゼ
ミ
の
進
行
は
シ
ビ
ア
だ
。
基
本
的
に
毎

週
1
コ
マ
（
1
0
0
分
）
が
ひ
と
り
の
学
生

に
与
え
ら
れ
、
春
学
期
は
論
文
の
方
向
性
を

確
定
さ
せ
る
べ
く
研
究
の
進
捗
報
告
と
質
疑

応
答
を
繰
り
返
し
、
秋
学
期
は
論
文
を
完
成

さ
せ
る
べ
く
提
出
さ
れ
た
原
稿
を
声
に
出
し

て
読
み
、
推
敲
を
重
ね
て
い
く
。
半
期
は
14

コ
マ
で
構
成
さ
れ
る
の
で
、
年
に
よ
っ
て
ば

第
三
が
、
こ
ん
に
ち
の
観
光
に
お
い
て
歴
史

的
な
出
来
事
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
資
源

化
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
視
点
で

あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、「
過
去
」、「
過

去
か
ら
現
在
」、「
現
在
」
と
い
う
3
つ
の
視

点
に
立
脚
し
な
が
ら
、
歴
史
と
観
光
の
関
係

に
つ
い
て
の
多
面
的
で
立
体
的
な
理
解
を
深

め
る
ゼ
ミ
で
あ
る
、
と
。

　続
い
て
、
3
学
年
に
わ
た
る
ゼ
ミ
で
の
学

習
計
画
を
提
示
す
る
。
2
年
次
と
3
年
次
は

私
が
指
定
し
た
テ
ー
マ
に
も
と
づ
い
て
学
習

を
進
め
、
2
年
次
で
は
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
課

題
図
書
を
講
読
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
3
年
次
で
は
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
個
別
研
究
を
進
め
、
各
自
が
論

文
と
い
う
か
た
ち
で
2
年
間
の
成
果
を
ま
と

め
る
。
そ
し
て
4
年
次
で
は
、
そ
れ
ま
で
指

定
さ
れ
て
き
た
テ
ー
マ
か
ら
は
自
由
と
な

り
、
自
ら
の
知
的
好
奇
心
に
し
た
が
っ
て
構

想
さ
れ
た
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
、
と
い
う

段
階
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
ゼ
ミ
説
明
に
対
す
る
学
生
の
反

応
が
芳
し
く
な
い
の
は
既
述
の
と
お
り
で
あ

る
。
私
の
説
明
が
稚
拙
で
あ
る
こ
と
は
さ
て

お
き
、
そ
の
理
由
と
し
て
以
下
の
3
点
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
第
一
が
、
高
校
ま
で
に

培
わ
れ
て
き
た
「
歴
史
ア
レ
ル
ギ
ー
」
で
あ

る
。
歴
史
と
い
え
ば
年
号
や
人
名
を
暗
記
す

る
だ
け
の
役
に
立
た
な
い
学
問
、
と
い
う
固

定
観
念
は
学
生
の
あ
い
だ
で
根
強
い
。
第
二

が
、
卒
業
論
文
が
学
習
計
画
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
卒
業
論
文
執
筆
に
対
す

る
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
は
、
教
員
が
想
定
す
る

よ
り
も
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第

三
が
、「
映
え
な
い
」
こ
と
で
あ
る
。
文
献

講
読
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
論
文
執
筆
と
、

そ
こ
に
S
N
S
に
投

稿
し
て
友
人
に
自
慢

で
き
る
よ
う
な
場
面

は
存
在
し
な
い
。

2
年
ゼ
ミ

　2
年
ゼ
ミ
の
ね
ら

い
は
、「
文
献
を
読

む
」
こ
と
と
「
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す

る
」
こ
と
に
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
慣
れ
親
し

ん
で
き
た
小
説
や
評

論
と
は
異
な
る
ジ
ャ

ン
ル
が
存
在
す
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
か
ら
始
め
る
。

そ
し
て
そ
こ
で
強
調

す
る
の
は
、「
疑
い

な
が
ら
読
む
」
こ
と

の
重
要
性
で
あ
る
。

文
献
に
書
か
れ
て
い

は
じ
め
に

　何
と
も
「
映
え
な
い
」
ゼ
ミ
で
あ
る
。
観

光
学
部
で
あ
り
な
が
ら
、
地
域
や
企
業
と
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
わ
け
で
も

な
く
、
行
政
へ
の
政
策
提
言
や
観
光
地
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
行
わ
ず
、
た
だ
淡
々

と
教
室
で
歴
史
と
観
光
の
関
係
に
つ
い
て
考

え
続
け
る
。
結
果
、
国
内
外
で
の
合
宿
を
含

め
た
学
外
活
動
を
重
視
し
て
い
る
ゼ
ミ
や
、

観
光
に
か
か
わ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

連
携
事
業
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
ゼ
ミ
に
は

毎
年
10
名
以
上
の
入
ゼ
ミ
生
が
集
ま
る
な

か
、
私
の
ゼ
ミ
は
3
学
年
を
合
計
し
て
も
10

科
目
名
称
は
「
卒
業
研
究
指
導
」）。

　以
上
は
2
0
2
5
年
度
時
点
で
の
状
況
で

あ
る
が
、
こ
の
仕
組
み
は
ず
い
ぶ
ん
と
長
い

間
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い
つ
か

ら
始
ま
っ
た
の
か
定
か
で
な
い
が
、
少
な
く

と
も
私
が
観
光
学
部
の
前
身
で
あ
る
社
会
学

部
観
光
学
科
に
在
学
し
て
い
た
頃
か
ら
基
本

的
な
こ
と
は
変
わ
っ
て
い
な
い
（
選
考
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
科
目
名
は
変
更
さ
れ
て
い
る

が
）。
な
お
、
現
時
点
で
の
学
部
定
員
は
1
学

年
あ
た
り
3
7
0
名
（
観
光
学
科
1
9
5
名
、

交
流
文
化
学
科
1
7
5
名
）
で
あ
る
が
、
学

生
は
異
な
る
学
科
の
教
員
が
担
当
す
る
ゼ
ミ

を
履
修
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

ゼ
ミ
の
概
要

　前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
私
の
ゼ
ミ
に

お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
よ
う
。
前
述
し

た
と
お
り
、
秋
学
期
に
な
る
と
1
年
次
生
向

け
に
ゼ
ミ
説
明
を
行
う
が
、
そ
こ
で
は
、「
歴

史
」
と
い
う
観
点
か
ら
観
光
に
つ
い
て
考
え

る
の
が
ゼ
ミ
の
根
幹
で
あ
る
こ
と
と
、
こ
こ

で
い
う
「
歴
史
」
に
は
以
下
の
3
つ
の
視
点

が
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
解
説
す
る
。
第

一
が
、
か
つ
て
観
光
は
ど
の
よ
う
な
様
態
を

伴
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
視
点
。

第
二
が
、
か
つ
て
の
観
光
の
あ
り
よ
う
は
現

在
の
観
光
と
ど
の
よ
う
に
連
続
あ
る
い
は
不

連
続
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、と
い
う
視
点
。

ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
半
期
で
3
〜

4
回
は
こ
れ
ら
の
作
業
を
経
験
す
る
こ
と
に

な
る
。
特
に
秋
学
期
の
工
程
は
、
他
の
講
義

で
課
せ
ら
れ
る
レ
ポ
ー
ト
で
は
な
お
ざ
り
に

さ
れ
る
作
業
の
連
続
で
あ
る
が
、
自
分
で
書

い
た
文
章
を
声
に
出
し
て
読
み
、
時
間
を
お

い
て
か
ら
再
び
見
直
し
、
納
得
が
い
く
ま
で

赤
字
を
入
れ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
、

ま
さ
に
自
分
自
身
と
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と

と
等
し
い
。

　こ
う
し
て
書
か
れ
た
論
文
は
「
成
果
報
告

書
」
に
ま
と
め
ら
れ
製
本
さ
れ
る
。
近
年
の

傾
向
と
し
て
は
、
先
に
提
示
し
た
「
過
去
か

ら
現
在
」
に
着
目
す
る
第
二
の
視
点
に
立
脚

し
た
論
文
が
最
も
多
く
、「
現
在
」
に
着
目

す
る
第
三
の
視
点
が
そ
れ
に
次
ぐ
。そ
し
て
、

報
告
書
の
表
紙
も
特
集
タ
イ
ト
ル
も
、
す
べ

て
学
生
が
決
め
る
。
2
年
間
に
わ
た
る
ゼ
ミ

活
動
は
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
結
実
し
、
学

生
は
学
習
の
成
果
を
ま
さ
に
手
に
取
る
わ
け

で
あ
る
が
、
仄
聞
す
る
に
、
就
職
活
動
の
際

に
持
参
す
る
と
頗
る
反
応
が
よ
い
ら
し
い
。

成
果
報
告
書
の
意
図
せ
ぬ
使
い
道
で
あ
る
。

4
年
ゼ
ミ

　こ
こ
ま
で
来
れ
ば
教
員
と
し
て
や
る
こ
と

は
特
に
な
い
。
卒
業
論
文
で
は
こ
れ
に
つ
い

て
書
き
た
い
で
す
、
と
い
う
学
生
の
プ
レ
ゼ

ン
を
聞
い
て
簡
単
に
コ
メ
ン
ト
す
る
だ
け
で

あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で

設
定
さ
れ
て
い
た
テ
ー
マ
か
ら
は
自
由
に
な

る
が
、
あ
る
学
生
は
3
年
次
に
執
筆
し
た
論

文
の
続
き
に
取
り
組
み
、
あ
る
学
生
は
ま
っ

た
く
異
な
る
題
材
に
挑
戦
す
る
。
そ
こ
で
私

が
気
を
つ
け
て
い
る
の
は
、
ゼ
ミ
の
基
本
理

念
で
あ
る
歴
史
と
観
光
の
関
係
を
め
ぐ
る
3

つ
の
視
点
の
い
ず
れ
か
に
立
脚
す
る
よ
う
目

配
り
を
す
る
こ
と
、
好
き
な
こ
と
を
書
き
な

さ
い
と
言
い
続
け
る
こ
と
、
学
生
が
持
っ
て

き
た
テ
ー
マ
を
一
緒
に
面
白
が
る
こ
と
く
ら

め
ず
に
毎
回
全
員
が
該
当
箇
所
を
読
ん
で
レ

ジ
ュ
メ
を
作
成
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

関
し
て
は
、
そ
の
レ
ジ
ュ
メ
の
解
説
か
ら
始

ま
る
こ
と
も
あ
っ
て
毎
回
必
ず
全
員
が
発
言

す
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
、
1
年
間
た

だ
た
だ
繰
り
返
す
。

　表
1
は
、
過
去
5
年
間
の
テ
ー
マ
と
課
題

図
書
の
一
覧
で
あ
る
。
基
本
的
に
時
宜
に
か

な
っ
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
他
方
で
関
連
書
籍
や
既
存
研
究
の
充

い
だ
ろ
う
か
。

　そ
れ
に
し
て
も
4
年
次
と
も
な
る
と
、
毎

年
そ
の
着
眼
点
に
唸
ら
せ
ら
れ
る
。
私
が
知

ら
な
い
事
象
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
既
存

研
究
で
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
テ
ー
マ

を
探
し
出
し
て
き
て
は
、
未
見
の
史
料
を
提

示
し
て
く
る
。
こ
う
し
た
「
発
見
」
は
、
近

年
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

め
ざ
ま
し
い
充
実
と
発
展
に
支
え
ら
れ
て
い

よ
う
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
で
は
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
文
献
や
史

料
も
膨
大
に
存
在
す
る
こ
と
を
学
生
に
伝
え

る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
4
年
ゼ
ミ
は
、
私
が
研
究
者
と

し
て
学
生
に
対
峙
で
き
る
貴
重
な

時
間
で
あ
る
と
と
も
に
、
学
生
か

ら
の
多
く
の
示
唆
に
満
ち
た
幸
せ

な
空
間
で
も
あ
る
。

　表
2
は
、
過
去
5
年
間
に
提
出

さ
れ
た
卒
業
論
文
の
題
目
一
覧
で

あ
る
。
題
目
だ
け
見
る
と
歴
史
と

距
離
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
も
の

も
あ
る
が
、
す
べ
て
の
論
文
に
お

い
て
考
察
対
象
が
た
ど
っ
た
歴
史

的
変
遷
が
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
、

そ
の
知
見
を
踏
ま
え
た
議
論
が
丁

寧
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
と

観
光
の
関
係
と
い
う
一
見
す
る
と

退
屈
な
視
点
で
あ
る
が
、
そ
の
解

釈
は
多
様
で
ま
だ
ま
だ
発
展
可
能

な
余
白
を
有
す
る
領
域
で
あ
る
こ

と
を
、
毎
度
学
生
に
教
え
ら
れ
て

い
る
。

　さ
て
、昨
年
度
の
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
学
生
が
韓
国
・
ソ
ウ
ル
に
あ
る
観
光
地

の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
際
に

大
き
な
手
が
か
り
と
な
っ
た
の
が
、
現
地
の

博
物
館
で
接
し
た
展
示
だ
っ
た
と
い
う
。
と

い
う
わ
け
で
4
年
次
生
全
員
（
と
い
っ
て
も

3
名
だ
け
だ
が
）
と
卒
業
式
前
の
2
月
末
に

ソ
ウ
ル
へ
赴
き
、
学
生
の
案
内
で
現
地
を
歩

き
ま
わ
り
、
博
物
館
で
そ
の
展
示
を
実
見
し

た
。
卒
業
論
文
は
観
光
学
部
に
お
け
る
学
修

の
集
大
成
と
し
て
書
か
れ
る
も
の
、
と
い
う

の
が
従
来
の
私
の
立
場
で
あ
っ
た
が
、
執
筆

後
に
現
地
を
訪
れ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
教

育
的
効
果
も
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
今
後

の
ゼ
ミ
の
あ
り
方
を
再
考
す
る
き
っ
か
け
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
出
来
事
で
あ
る
。

る
こ
と
は
信
用
に
値
す
る
の
か
、
著
者
は
何

を
根
拠
に
そ
の
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
る
の

か
、
別
の
事
例
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の

だ
ろ
う
か
、
文
献
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
調
べ
て
み
た
ら
こ
ん
な
こ
と
が
分
か
っ

た
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
批
判
的
読
書
」
の
端

緒
で
あ
る
。

　後
者
に
つ
い
て
は
、
自
分
と
は
異
な
る
意

見
を
持
つ
相
手
の
論
破
を
目
的
と
し
た

「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
で
は
な
い
こ
と
を
徹
底
す

る
。
つ
ま
り
そ
こ
で
目
指
さ
れ
る
の
は
、
ま

ず
、
文
献
を
読
ん
で
得
た
自
分
の
見
解
を
自

分
の
こ
と
ば
で
他
人
に
説
明
し
て
み
る
。
次

い
で
、
他
人
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
自
分
と
は

異
な
る
意
見
に
耳
を
傾
け
て
み
る
。そ
し
て
、

自
分
の
意
見
と
他
人
の
意
見
を
す
り
あ
わ
せ

な
が
ら
、
自
分
に
と
っ
て
腑
に
落
ち
る
見
解

に
練
り
上
げ
て
み
る
、
と
い
う
試
行
錯
誤
の

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。言
語
を
媒
介
と
し
た「
自

己
の
相
対
化
」
の
訓
練
と
し
て
も
よ
い
か
も

し
れ
な
い
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
2
年
ゼ
ミ
の
主
眼
は
、

教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
す
べ
て
正

し
い
、
自
分
の
意
見
を
主
張
す
る
の
は
控
え

た
方
が
よ
い
な
ど
と
い
っ
た
、
多
く
の
学
生

が
高
校
ま
で
に
刷
り
込
ま
れ
て
き
た
教
育
の

枠
組
み
を
取
り
払
う
こ
と
に
あ
る
。そ
し
て
、

文
献
講
読
に
関
し
て
は
、
報
告
担
当
者
を
決

名
を
超
え
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
い
わ

ゆ
る
不
人
気
ゼ
ミ
で
あ
る
。

　具
体
的
な
話
に
入
る
前
に
、
立
教
大
学
観

光
学
部
に
お
け
る
ゼ
ミ
の
位
置
付
け
を
概
観

し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
前
提
と
し
て
、
ゼ
ミ

と
卒
業
論
文
は
必
修
科
目
で
な
い
。
要
は
、

卒
業
要
件
と
無
関
係
な
の
で
あ
る
。そ
し
て
、

ゼ
ミ
は
2
年
次
の
春
学
期
か
ら
始
ま
る
。
そ

の
た
め
1
年
次
の
秋
学
期
に
な
る
と
ゼ
ミ
の

説
明
会
や
相
談
会
が
始
ま
り
、
書
類
選
考
や

面
接
な
ど
を
経
て
、
1
年
次
が
終
わ
る
ま
で

に
は
所
属
ゼ
ミ
が
決
定
し
て
い
る
。
こ
う
し

て
2
年
次
、3
年
次
と
ゼ
ミ
活
動
を
行
い（
正

式
な
科
目
名
称
は
「
演
習
」）、
4
年
次
に
な

る
と
卒
業
論
文
の
執
筆
を
目
指
す
（
正
式
な

写真2：成果報告書の表紙（筆者撮影）写真3：4年ゼミで訪れた龍山歴史博物館（筆者撮影）

お
わ
り
に

　多
く
の
学
生
か
ら
支
持
さ
れ
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
歴
史
」
を
前
面
に
押
し
出
し

た
ゼ
ミ
を
観
光
学
部
で
開
講
し
続
け
る
意
義

は
何
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
観
光
学
部

の
教
員
と
し
て
私
は
何
に
拘
っ
て
ゼ
ミ
を
運

営
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
は
観
光

学
の
多
様
性
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
る
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
観
光
学
は
学
際
性
に
よ
っ

て
そ
の
知
的
活
動
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
た
と
え
希
望
す
る
学
生
が
ご
く
わ
ず

か
で
あ
っ
て
も
、
歴
史
に
興
味
を
持
つ
学
生

が
存
在
す
る
限
り
は
ゼ
ミ
を
開
講
す
る
義
務

が
あ
る
と
考
え
る
。特
に
観
光
学
に
お
い
て
、

「
○
○
す
る
べ
き
」
と
か
「
○
○
し
た
ほ
う
が

合
理
的
だ
」
と
い
っ
た
指
向
性
か
ら
距
離
を

お
い
た
考
え
方
を
学
生
に
向
け
て
提
示
す
る

こ
と
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　も
う
ひ
と
つ
は
、
き
ち
ん
と
文
献
を
読
み

込
み
、
意
見
の
異
な
る
他
者
と
交
わ
り
、
自

ら
の
主
張
の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
を
探
し
出

し
、
自
分
で
問
い
を
立
て
そ
れ
に
対
す
る
答

え
を
導
き
出
せ
る
人
材
の
育
成
を
大
学
の
使

命
と
す
る
な
ら
ば
、
歴
史
は
そ
の
た
め
の
非

常
に
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら

で
あ
る
。
歴
史
と
観
光
の
関
係
と
い
う
視
点

に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き

た
一
連
の
作
業
を
ゼ
ミ
で
繰
り
返
し
経
験

し
、
多
く
の
学
生
が
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

悪
い
」
と
し
て
忌
避
す
る
卒
業
論
文
に
真
摯

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
た
と
え
卒
業
後
に
観

光
と
は
縁
遠
い
業
界
に
身
を
置
く
こ
と
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
十
分
に
渡
り
合

え
る
だ
け
の
基
礎
力
は
身
に
つ
い
て
い
る
は

ず
だ
。

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、
毎
年
卒
業
生
を
呼
ん
で

報
告
会
を
行
っ
て
い
る
。
時
に
は
3
年
次
生

の
論
文
構
想
に
、
時
に
は
4
年
次
生
の
卒
業

論
文
に
対
し
て
鋭
い
指
摘
を
投
げ
か
け
る

が
、
卒
業
生
の
そ
う
し
た
姿
に
触
れ
る
た
び

に
ゼ
ミ
運
営
の
あ
り
方
が
間
違
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
実
感
す
る
。
卒
業
生
の
多
く

が
観
光
と
は
無
関
係
の
職
種
に
就
い
て
い
る

も
の
の
、
大
学
を
離
れ
た
後
も
さ
ら
な
る
研

鑽
を
積
み
続
け
、
観
光
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
や
観
光
と
い
う
切
り
口
か
ら
社
会
を
理
解

し
よ
う
と
す
る
試
み
を
止
め
て
い
な
い
。
こ

う
し
た
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
卒
業
生
を
ひ
と
り

で
も
多
く
輩
出
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
「
映
え

な
い
」
ゼ
ミ
を
運
営
し
続
け
る
私
の
拘
り
で

あ
る
。

　と
こ
ろ
で
、
3
年
ゼ
ミ
が
始
ま
る
と
学
生

が
足
繁
く
通
う
よ
う
に
な
る
場
所
が
あ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
と
旅
の
図
書
館
で
あ
る
。

私
の
ゼ
ミ
の
活
動
は
、
こ
れ
ら
の
「
聖
地
」

抜
き
に
は
成
立
し
得
な
い
。

課題図書テーマ年度

年度

2021

2020

2022

2023

2024

題目

東京2020

スポーツ2021

博覧会2022

東京2023

東京2024

岡本亮輔2017『江戸東京の聖地を歩く』筑摩書房
松山秀明2019『テレビ越しの東京史』青土社
新井博編2019『新版　スポーツの歴史と文化』道和書院
鈴木透2018『スポーツ国家アメリカ』中央公論新社
海野弘2013『万国博覧会の二十世紀』平凡社
福間良明・難波功士・谷本奈穂編2009『博覧の世紀』梓出版社
越澤明2001『東京都市計画物語』筑摩書房
源川真希2023『東京史』筑摩書房
初田亨2004『繁華街の近代』東京大学出版会
越澤明2014『東京都市計画の遺産』筑摩書房
鈴木浩三2022『地形で見る江戸・東京発展史』筑摩書房

中国における旅行の近代化――アヘン戦争以降における旅行会社と旅行同好会の動向に着目して
多様化する女性アイドルと女性ファンの関係――「葛藤」の商品化を契機として
「純」とは何か――イメージとして消費される「純喫茶」
浅草はどうして「江戸」っぽいのか
アニメ聖地巡礼の歴史的変遷――『うたプリ』を事例として
プロ野球応援のアイドル化
なぜ、リゾート地で着飾るのか――『るるぶ』ハワイとバリから読み解くリゾートファッション
近代における下町へのまなざし――“散歩者”永井荷風の作品から
「お城」はいかに消費されてきたか――観光地から文化財へ
消えゆく列車の「旅情」
「賭けない競馬」はいつ生まれた？――中央競馬における非ギャンブル性についての歴史的な考察
「どうでしょう」って何でしょう？――『水曜どうでしょう』の旅が紡ぐ日常性
東京ディズニーリゾートにおけるテーマの揺らぎ
戦後「伊勢志摩」の観光開発史――国立公園指定から大阪・関西万博まで
観光からみたサンリオの事業展開――「ソーシャル・コミュニケーション」がもたらす多様性
基地村から「地球村」へ――国際イベントを契機とした梨泰院の観光開発史

そ
く
ぶ
ん

す
こ
ぶ
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実
ぶ
り
に
も
目
を
配
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

学
生
に
と
っ
て
身
近
で
行
こ
う
と
思
え
ば
す

ぐ
行
け
る
と
い
う
理
由
か
ら「
東
京
」を
テ
ー

マ
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ

ろ
そ
ろ
ネ
タ
切
れ
で
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
課
題
図
書
は
学
術
色
の
強
い
新
書
を
中

心
に
選
択
し
て
い
る
が
、
学
生
か
ら
の
反
応

は
悪
く
な
い
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
基
本

的
に
学
生
だ
け
で
進
行
さ
れ
、
私
は
出
て
こ

な
か
っ
た
論
点
と
ま
と
め
を
最
後
に
15
分
程

度
話
す
だ
け
で
あ
る
。

3
年
ゼ
ミ

　3
年
ゼ
ミ
の
ね
ら
い
は
「
論
文
を
書
く
」

こ
と
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
私
が
最
も
重
視
し

て
い
る
の
は
、「
自
分
で
決
め
る
」
こ
と
で

あ
る
。
先
述
し
た
と
お
り
、
テ
ー
マ
は
指
定

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
個
別
に
取
り
組
む
研

究
の
「
問
い
」
は
学
生
自
身
が
模
索
す
る
こ

と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
自
分
で
問
い
を

立
て
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
材
料
を
ど
の
程

度
い
つ
ま
で
に
集
め
る
必
要
が
あ
る
の
か

を
、
ひ
と
と
お
り
経
験
し
て
も
ら
う
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
か
つ
て
は
個
別
研
究
で
は

な
く
グ
ル
ー
プ
研
究
を
行
っ
て
い
た
。
グ

ル
ー
プ
研
究
は
共
同
作
業
と
い
う
点
に
お
い

て
得
る
も
の
も
多
い
が
、
一
方
で
他
の
学
生

に
依
存
す
る
者
が
必
ず
発
生
す
る
。
そ
の
弊

害
に
鑑
み
て
現
在
は
個
別
研
究
に
落
ち
着
い

て
い
る
が
、
他
ゼ
ミ
と
比
較
し
て
履
修
者
が

少
な
い
ゆ
え
に
可
能
な
取
り
組
み
か
も
し
れ

な
い
。

　ゼ
ミ
の
進
行
は
シ
ビ
ア
だ
。
基
本
的
に
毎

週
1
コ
マ
（
1
0
0
分
）
が
ひ
と
り
の
学
生

に
与
え
ら
れ
、
春
学
期
は
論
文
の
方
向
性
を

確
定
さ
せ
る
べ
く
研
究
の
進
捗
報
告
と
質
疑

応
答
を
繰
り
返
し
、
秋
学
期
は
論
文
を
完
成

さ
せ
る
べ
く
提
出
さ
れ
た
原
稿
を
声
に
出
し

て
読
み
、
推
敲
を
重
ね
て
い
く
。
半
期
は
14

コ
マ
で
構
成
さ
れ
る
の
で
、
年
に
よ
っ
て
ば

第
三
が
、
こ
ん
に
ち
の
観
光
に
お
い
て
歴
史

的
な
出
来
事
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
資
源

化
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
視
点
で

あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、「
過
去
」、「
過

去
か
ら
現
在
」、「
現
在
」
と
い
う
3
つ
の
視

点
に
立
脚
し
な
が
ら
、
歴
史
と
観
光
の
関
係

に
つ
い
て
の
多
面
的
で
立
体
的
な
理
解
を
深

め
る
ゼ
ミ
で
あ
る
、
と
。

　続
い
て
、
3
学
年
に
わ
た
る
ゼ
ミ
で
の
学

習
計
画
を
提
示
す
る
。
2
年
次
と
3
年
次
は

私
が
指
定
し
た
テ
ー
マ
に
も
と
づ
い
て
学
習

を
進
め
、
2
年
次
で
は
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
課

題
図
書
を
講
読
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
3
年
次
で
は
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
個
別
研
究
を
進
め
、
各
自
が
論

文
と
い
う
か
た
ち
で
2
年
間
の
成
果
を
ま
と

め
る
。
そ
し
て
4
年
次
で
は
、
そ
れ
ま
で
指

定
さ
れ
て
き
た
テ
ー
マ
か
ら
は
自
由
と
な

り
、
自
ら
の
知
的
好
奇
心
に
し
た
が
っ
て
構

想
さ
れ
た
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
、
と
い
う

段
階
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
ゼ
ミ
説
明
に
対
す
る
学
生
の
反

応
が
芳
し
く
な
い
の
は
既
述
の
と
お
り
で
あ

る
。
私
の
説
明
が
稚
拙
で
あ
る
こ
と
は
さ
て

お
き
、
そ
の
理
由
と
し
て
以
下
の
3
点
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
第
一
が
、
高
校
ま
で
に

培
わ
れ
て
き
た
「
歴
史
ア
レ
ル
ギ
ー
」
で
あ

る
。
歴
史
と
い
え
ば
年
号
や
人
名
を
暗
記
す

る
だ
け
の
役
に
立
た
な
い
学
問
、
と
い
う
固

定
観
念
は
学
生
の
あ
い
だ
で
根
強
い
。
第
二

が
、
卒
業
論
文
が
学
習
計
画
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
卒
業
論
文
執
筆
に
対
す

る
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
は
、
教
員
が
想
定
す
る

よ
り
も
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第

三
が
、「
映
え
な
い
」
こ
と
で
あ
る
。
文
献

講
読
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
論
文
執
筆
と
、

そ
こ
に
S
N
S
に
投

稿
し
て
友
人
に
自
慢

で
き
る
よ
う
な
場
面

は
存
在
し
な
い
。

2
年
ゼ
ミ

　2
年
ゼ
ミ
の
ね
ら

い
は
、「
文
献
を
読

む
」
こ
と
と
「
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す

る
」
こ
と
に
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
慣
れ
親
し

ん
で
き
た
小
説
や
評

論
と
は
異
な
る
ジ
ャ

ン
ル
が
存
在
す
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
か
ら
始
め
る
。

そ
し
て
そ
こ
で
強
調

す
る
の
は
、「
疑
い

な
が
ら
読
む
」
こ
と

の
重
要
性
で
あ
る
。

文
献
に
書
か
れ
て
い

は
じ
め
に

　何
と
も
「
映
え
な
い
」
ゼ
ミ
で
あ
る
。
観

光
学
部
で
あ
り
な
が
ら
、
地
域
や
企
業
と
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
わ
け
で
も

な
く
、
行
政
へ
の
政
策
提
言
や
観
光
地
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
行
わ
ず
、
た
だ
淡
々

と
教
室
で
歴
史
と
観
光
の
関
係
に
つ
い
て
考

え
続
け
る
。
結
果
、
国
内
外
で
の
合
宿
を
含

め
た
学
外
活
動
を
重
視
し
て
い
る
ゼ
ミ
や
、

観
光
に
か
か
わ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

連
携
事
業
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
ゼ
ミ
に
は

毎
年
10
名
以
上
の
入
ゼ
ミ
生
が
集
ま
る
な

か
、
私
の
ゼ
ミ
は
3
学
年
を
合
計
し
て
も
10

科
目
名
称
は
「
卒
業
研
究
指
導
」）。

　以
上
は
2
0
2
5
年
度
時
点
で
の
状
況
で

あ
る
が
、
こ
の
仕
組
み
は
ず
い
ぶ
ん
と
長
い

間
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い
つ
か

ら
始
ま
っ
た
の
か
定
か
で
な
い
が
、
少
な
く

と
も
私
が
観
光
学
部
の
前
身
で
あ
る
社
会
学

部
観
光
学
科
に
在
学
し
て
い
た
頃
か
ら
基
本

的
な
こ
と
は
変
わ
っ
て
い
な
い
（
選
考
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
科
目
名
は
変
更
さ
れ
て
い
る

が
）。
な
お
、
現
時
点
で
の
学
部
定
員
は
1
学

年
あ
た
り
3
7
0
名
（
観
光
学
科
1
9
5
名
、

交
流
文
化
学
科
1
7
5
名
）
で
あ
る
が
、
学

生
は
異
な
る
学
科
の
教
員
が
担
当
す
る
ゼ
ミ

を
履
修
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

ゼ
ミ
の
概
要

　前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
私
の
ゼ
ミ
に

お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
よ
う
。
前
述
し

た
と
お
り
、
秋
学
期
に
な
る
と
1
年
次
生
向

け
に
ゼ
ミ
説
明
を
行
う
が
、
そ
こ
で
は
、「
歴

史
」
と
い
う
観
点
か
ら
観
光
に
つ
い
て
考
え

る
の
が
ゼ
ミ
の
根
幹
で
あ
る
こ
と
と
、
こ
こ

で
い
う
「
歴
史
」
に
は
以
下
の
3
つ
の
視
点

が
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
解
説
す
る
。
第

一
が
、
か
つ
て
観
光
は
ど
の
よ
う
な
様
態
を

伴
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
視
点
。

第
二
が
、
か
つ
て
の
観
光
の
あ
り
よ
う
は
現

在
の
観
光
と
ど
の
よ
う
に
連
続
あ
る
い
は
不

連
続
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、と
い
う
視
点
。

ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
半
期
で
3
〜

4
回
は
こ
れ
ら
の
作
業
を
経
験
す
る
こ
と
に

な
る
。
特
に
秋
学
期
の
工
程
は
、
他
の
講
義

で
課
せ
ら
れ
る
レ
ポ
ー
ト
で
は
な
お
ざ
り
に

さ
れ
る
作
業
の
連
続
で
あ
る
が
、
自
分
で
書

い
た
文
章
を
声
に
出
し
て
読
み
、
時
間
を
お

い
て
か
ら
再
び
見
直
し
、
納
得
が
い
く
ま
で

赤
字
を
入
れ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
、

ま
さ
に
自
分
自
身
と
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と

と
等
し
い
。

　こ
う
し
て
書
か
れ
た
論
文
は
「
成
果
報
告

書
」
に
ま
と
め
ら
れ
製
本
さ
れ
る
。
近
年
の

傾
向
と
し
て
は
、
先
に
提
示
し
た
「
過
去
か

ら
現
在
」
に
着
目
す
る
第
二
の
視
点
に
立
脚

し
た
論
文
が
最
も
多
く
、「
現
在
」
に
着
目

す
る
第
三
の
視
点
が
そ
れ
に
次
ぐ
。そ
し
て
、

報
告
書
の
表
紙
も
特
集
タ
イ
ト
ル
も
、
す
べ

て
学
生
が
決
め
る
。
2
年
間
に
わ
た
る
ゼ
ミ

活
動
は
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
結
実
し
、
学

生
は
学
習
の
成
果
を
ま
さ
に
手
に
取
る
わ
け

で
あ
る
が
、
仄
聞
す
る
に
、
就
職
活
動
の
際

に
持
参
す
る
と
頗
る
反
応
が
よ
い
ら
し
い
。

成
果
報
告
書
の
意
図
せ
ぬ
使
い
道
で
あ
る
。

4
年
ゼ
ミ

　こ
こ
ま
で
来
れ
ば
教
員
と
し
て
や
る
こ
と

は
特
に
な
い
。
卒
業
論
文
で
は
こ
れ
に
つ
い

て
書
き
た
い
で
す
、
と
い
う
学
生
の
プ
レ
ゼ

ン
を
聞
い
て
簡
単
に
コ
メ
ン
ト
す
る
だ
け
で

あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で

設
定
さ
れ
て
い
た
テ
ー
マ
か
ら
は
自
由
に
な

る
が
、
あ
る
学
生
は
3
年
次
に
執
筆
し
た
論

文
の
続
き
に
取
り
組
み
、
あ
る
学
生
は
ま
っ

た
く
異
な
る
題
材
に
挑
戦
す
る
。
そ
こ
で
私

が
気
を
つ
け
て
い
る
の
は
、
ゼ
ミ
の
基
本
理

念
で
あ
る
歴
史
と
観
光
の
関
係
を
め
ぐ
る
3

つ
の
視
点
の
い
ず
れ
か
に
立
脚
す
る
よ
う
目

配
り
を
す
る
こ
と
、
好
き
な
こ
と
を
書
き
な

さ
い
と
言
い
続
け
る
こ
と
、
学
生
が
持
っ
て

き
た
テ
ー
マ
を
一
緒
に
面
白
が
る
こ
と
く
ら

め
ず
に
毎
回
全
員
が
該
当
箇
所
を
読
ん
で
レ

ジ
ュ
メ
を
作
成
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

関
し
て
は
、
そ
の
レ
ジ
ュ
メ
の
解
説
か
ら
始

ま
る
こ
と
も
あ
っ
て
毎
回
必
ず
全
員
が
発
言

す
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
、
1
年
間
た

だ
た
だ
繰
り
返
す
。

　表
1
は
、
過
去
5
年
間
の
テ
ー
マ
と
課
題

図
書
の
一
覧
で
あ
る
。
基
本
的
に
時
宜
に
か

な
っ
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
他
方
で
関
連
書
籍
や
既
存
研
究
の
充

い
だ
ろ
う
か
。

　そ
れ
に
し
て
も
4
年
次
と
も
な
る
と
、
毎

年
そ
の
着
眼
点
に
唸
ら
せ
ら
れ
る
。
私
が
知

ら
な
い
事
象
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
既
存

研
究
で
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
テ
ー
マ

を
探
し
出
し
て
き
て
は
、
未
見
の
史
料
を
提

示
し
て
く
る
。
こ
う
し
た
「
発
見
」
は
、
近

年
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

め
ざ
ま
し
い
充
実
と
発
展
に
支
え
ら
れ
て
い

よ
う
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
で
は
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
文
献
や
史

料
も
膨
大
に
存
在
す
る
こ
と
を
学
生
に
伝
え

る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
4
年
ゼ
ミ
は
、
私
が
研
究
者
と

し
て
学
生
に
対
峙
で
き
る
貴
重
な

時
間
で
あ
る
と
と
も
に
、
学
生
か

ら
の
多
く
の
示
唆
に
満
ち
た
幸
せ

な
空
間
で
も
あ
る
。

　表
2
は
、
過
去
5
年
間
に
提
出

さ
れ
た
卒
業
論
文
の
題
目
一
覧
で

あ
る
。
題
目
だ
け
見
る
と
歴
史
と

距
離
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
も
の

も
あ
る
が
、
す
べ
て
の
論
文
に
お

い
て
考
察
対
象
が
た
ど
っ
た
歴
史

的
変
遷
が
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
、

そ
の
知
見
を
踏
ま
え
た
議
論
が
丁

寧
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
と

観
光
の
関
係
と
い
う
一
見
す
る
と

退
屈
な
視
点
で
あ
る
が
、
そ
の
解

釈
は
多
様
で
ま
だ
ま
だ
発
展
可
能

な
余
白
を
有
す
る
領
域
で
あ
る
こ

と
を
、
毎
度
学
生
に
教
え
ら
れ
て

い
る
。

　さ
て
、昨
年
度
の
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
学
生
が
韓
国
・
ソ
ウ
ル
に
あ
る
観
光
地

の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
際
に

大
き
な
手
が
か
り
と
な
っ
た
の
が
、
現
地
の

博
物
館
で
接
し
た
展
示
だ
っ
た
と
い
う
。
と

い
う
わ
け
で
4
年
次
生
全
員
（
と
い
っ
て
も

3
名
だ
け
だ
が
）
と
卒
業
式
前
の
2
月
末
に

ソ
ウ
ル
へ
赴
き
、
学
生
の
案
内
で
現
地
を
歩

き
ま
わ
り
、
博
物
館
で
そ
の
展
示
を
実
見
し

た
。
卒
業
論
文
は
観
光
学
部
に
お
け
る
学
修

の
集
大
成
と
し
て
書
か
れ
る
も
の
、
と
い
う

の
が
従
来
の
私
の
立
場
で
あ
っ
た
が
、
執
筆

後
に
現
地
を
訪
れ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
教

育
的
効
果
も
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
今
後

の
ゼ
ミ
の
あ
り
方
を
再
考
す
る
き
っ
か
け
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
出
来
事
で
あ
る
。

る
こ
と
は
信
用
に
値
す
る
の
か
、
著
者
は
何

を
根
拠
に
そ
の
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
る
の

か
、
別
の
事
例
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の

だ
ろ
う
か
、
文
献
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
調
べ
て
み
た
ら
こ
ん
な
こ
と
が
分
か
っ

た
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
批
判
的
読
書
」
の
端

緒
で
あ
る
。

　後
者
に
つ
い
て
は
、
自
分
と
は
異
な
る
意

見
を
持
つ
相
手
の
論
破
を
目
的
と
し
た

「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
で
は
な
い
こ
と
を
徹
底
す

る
。
つ
ま
り
そ
こ
で
目
指
さ
れ
る
の
は
、
ま

ず
、
文
献
を
読
ん
で
得
た
自
分
の
見
解
を
自

分
の
こ
と
ば
で
他
人
に
説
明
し
て
み
る
。
次

い
で
、
他
人
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
自
分
と
は

異
な
る
意
見
に
耳
を
傾
け
て
み
る
。そ
し
て
、

自
分
の
意
見
と
他
人
の
意
見
を
す
り
あ
わ
せ

な
が
ら
、
自
分
に
と
っ
て
腑
に
落
ち
る
見
解

に
練
り
上
げ
て
み
る
、
と
い
う
試
行
錯
誤
の

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。言
語
を
媒
介
と
し
た「
自

己
の
相
対
化
」
の
訓
練
と
し
て
も
よ
い
か
も

し
れ
な
い
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
2
年
ゼ
ミ
の
主
眼
は
、

教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
す
べ
て
正

し
い
、
自
分
の
意
見
を
主
張
す
る
の
は
控
え

た
方
が
よ
い
な
ど
と
い
っ
た
、
多
く
の
学
生

が
高
校
ま
で
に
刷
り
込
ま
れ
て
き
た
教
育
の

枠
組
み
を
取
り
払
う
こ
と
に
あ
る
。そ
し
て
、

文
献
講
読
に
関
し
て
は
、
報
告
担
当
者
を
決

名
を
超
え
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
い
わ

ゆ
る
不
人
気
ゼ
ミ
で
あ
る
。

　具
体
的
な
話
に
入
る
前
に
、
立
教
大
学
観

光
学
部
に
お
け
る
ゼ
ミ
の
位
置
付
け
を
概
観

し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
前
提
と
し
て
、
ゼ
ミ

と
卒
業
論
文
は
必
修
科
目
で
な
い
。
要
は
、

卒
業
要
件
と
無
関
係
な
の
で
あ
る
。そ
し
て
、

ゼ
ミ
は
2
年
次
の
春
学
期
か
ら
始
ま
る
。
そ

の
た
め
1
年
次
の
秋
学
期
に
な
る
と
ゼ
ミ
の

説
明
会
や
相
談
会
が
始
ま
り
、
書
類
選
考
や

面
接
な
ど
を
経
て
、
1
年
次
が
終
わ
る
ま
で

に
は
所
属
ゼ
ミ
が
決
定
し
て
い
る
。
こ
う
し

て
2
年
次
、3
年
次
と
ゼ
ミ
活
動
を
行
い（
正

式
な
科
目
名
称
は
「
演
習
」）、
4
年
次
に
な

る
と
卒
業
論
文
の
執
筆
を
目
指
す
（
正
式
な

お
わ
り
に

　多
く
の
学
生
か
ら
支
持
さ
れ
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
歴
史
」
を
前
面
に
押
し
出
し

た
ゼ
ミ
を
観
光
学
部
で
開
講
し
続
け
る
意
義

は
何
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
観
光
学
部

の
教
員
と
し
て
私
は
何
に
拘
っ
て
ゼ
ミ
を
運

営
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
は
観
光

学
の
多
様
性
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
る
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
観
光
学
は
学
際
性
に
よ
っ

て
そ
の
知
的
活
動
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
た
と
え
希
望
す
る
学
生
が
ご
く
わ
ず

か
で
あ
っ
て
も
、
歴
史
に
興
味
を
持
つ
学
生

が
存
在
す
る
限
り
は
ゼ
ミ
を
開
講
す
る
義
務

が
あ
る
と
考
え
る
。特
に
観
光
学
に
お
い
て
、

「
○
○
す
る
べ
き
」
と
か
「
○
○
し
た
ほ
う
が

合
理
的
だ
」
と
い
っ
た
指
向
性
か
ら
距
離
を

お
い
た
考
え
方
を
学
生
に
向
け
て
提
示
す
る

こ
と
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　も
う
ひ
と
つ
は
、
き
ち
ん
と
文
献
を
読
み

込
み
、
意
見
の
異
な
る
他
者
と
交
わ
り
、
自

ら
の
主
張
の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
を
探
し
出

し
、
自
分
で
問
い
を
立
て
そ
れ
に
対
す
る
答

え
を
導
き
出
せ
る
人
材
の
育
成
を
大
学
の
使

命
と
す
る
な
ら
ば
、
歴
史
は
そ
の
た
め
の
非

常
に
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら

で
あ
る
。
歴
史
と
観
光
の
関
係
と
い
う
視
点

に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き

た
一
連
の
作
業
を
ゼ
ミ
で
繰
り
返
し
経
験

し
、
多
く
の
学
生
が
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

悪
い
」
と
し
て
忌
避
す
る
卒
業
論
文
に
真
摯

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
た
と
え
卒
業
後
に
観

光
と
は
縁
遠
い
業
界
に
身
を
置
く
こ
と
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
十
分
に
渡
り
合

え
る
だ
け
の
基
礎
力
は
身
に
つ
い
て
い
る
は

ず
だ
。

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、
毎
年
卒
業
生
を
呼
ん
で

報
告
会
を
行
っ
て
い
る
。
時
に
は
3
年
次
生

の
論
文
構
想
に
、
時
に
は
4
年
次
生
の
卒
業

論
文
に
対
し
て
鋭
い
指
摘
を
投
げ
か
け
る

が
、
卒
業
生
の
そ
う
し
た
姿
に
触
れ
る
た
び

に
ゼ
ミ
運
営
の
あ
り
方
が
間
違
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
実
感
す
る
。
卒
業
生
の
多
く

が
観
光
と
は
無
関
係
の
職
種
に
就
い
て
い
る

も
の
の
、
大
学
を
離
れ
た
後
も
さ
ら
な
る
研

鑽
を
積
み
続
け
、
観
光
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
や
観
光
と
い
う
切
り
口
か
ら
社
会
を
理
解

し
よ
う
と
す
る
試
み
を
止
め
て
い
な
い
。
こ

う
し
た
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
卒
業
生
を
ひ
と
り

で
も
多
く
輩
出
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
「
映
え

な
い
」
ゼ
ミ
を
運
営
し
続
け
る
私
の
拘
り
で

あ
る
。

　と
こ
ろ
で
、
3
年
ゼ
ミ
が
始
ま
る
と
学
生

が
足
繁
く
通
う
よ
う
に
な
る
場
所
が
あ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
と
旅
の
図
書
館
で
あ
る
。

私
の
ゼ
ミ
の
活
動
は
、
こ
れ
ら
の
「
聖
地
」

抜
き
に
は
成
立
し
得
な
い
。
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特
集

巻
頭
言

観
光
を
学
ぶ
とい
う
こ
と
…
第
26
回

立
教
大
学
観
光
学
部
交
流
文
化
学
科 

千
住
ゼ
ミ

千
住 

一（
立
教
大
学
）

【
研
究
懇
話
会
】

観
光
は
国
民
の

「
インフ
ラ
」た
り
得
る
か
？

家
田 

仁（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
／
東
京
大
学
）

森
と
ウェルビ
ー
イン
グ

熊
谷
嘉
隆（
国
際
教
養
大
学
）

わ
た
し
の
1
冊
…
第
37
回

『
リッツ・カ
ールトン
が
大
切
に
す
る

サ
ービス
を
超
え
る
瞬
間
』

仲
田
道
弘（
や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構
）

連載

誰が本当の
顧客か
～富裕層依存から
“関与”視点への転換～
福永香織（JTBF）

特集 1

特集 2

特集 3

特集 4

インバウンド
高付加価値旅行者の
消費行動と意識・価値観に
関する考察
―DBJ・JTBF アジア・欧米豪
訪日外国人旅行者の意向調査
2025年度版の結果より―
柿島あかね（JTBF）

オーストラリア・
香港・中国に
おける
高付加価値
旅行者の
最新潮流　
アリソン・ロバーツ・ブラウン
（Tourism Garden）
清水泰正
（インバウンド戦略研究所）
劉瀟瀟（中国若者富裕層
ビジネスコンサルティング）

唯一無二の
「体験価値」を創造する
～高付加価値で旅行者を魅了する
5つのアプローチ～　
田澤麻里香（KURABITO STAY）
井口智裕（ryugon）
鬼木翔平（Tale Navi）
山根 樹（Discover Noh in Kyoto）
曽根文子（曽根造園）／
山﨑麻己子（放我庵）

視座

山田雄一（JTBF）

高
付
加
価
値
観
光
の

必
須
条
件
。

地
域への
愛
と
誇
り
。

城
福
健
陽（
運
輸
総
合
研
究
所
）

高い
付加価値を
得るとは、

どういうことか

高
付
加
価
値

観
光
の

本
質

高
付
加
価
値

観
光
の

本
質

November
2025

【
特
集
】
高
付
加
価
値
観
光
の
本
質

N
ovem

ber 2025
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関
誌

2
6
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Tourism Culture




